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立命館憲章

　立命館は、西園寺公望を学祖とし、１９００年、中川小十郎によって京都法政学校として創設さ
れた。「立命」の名は、『孟子』の「尽心章句」に由来し、立命館は「学問を通じて、自らの人生
を切り拓く修養の場」を意味する。
　立命館は、建学の精神を「自由と清新」とし、第２次世界大戦後、戦争の痛苦の体験を踏まえて、
教学理念を「平和と民主主義」とした。
　立命館は、時代と社会に真摯に向き合い、自主性を貫き、幾多の困難を乗り越えながら、広く内
外の協力と支援を得て私立総合学園への道を歩んできた。

　立命館は、アジア太平洋地域に位置する日本の学園として、歴史を誠実に見つめ、国際相互理解
を通じた多文化共生の学園を確立する。
　立命館は、教育・研究および文化・スポーツ活動を通じて信頼と連帯を育み、地域に根ざし、国
際社会に開かれた学園づくりを進める。
　立命館は、学園運営にあたって、私立の学園であることの特性を活かし、自主、民主、公正、公
開、非暴力の原則を貫き、教職員と学生の参加、校友と父母の協力のもとに、社会連携を強め、学
園の発展に努める。

　立命館は、人類の未来を切り拓くために、学問研究の自由に基づき普遍的な価値の創造と人類的
諸課題の解明に邁進する。その教育にあたっては、建学の精神と教学理念に基づき、「未来を信じ、
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的発展に貢献する。

２００６年７月２１日　　学校法人　立命館

立命館アジア太平洋大学開学宣言

　人類は有史以来、地球上のさまざまな地域において自らの文化を築き、文明の進化を求めて多様
な営みを繰り広げてきた。人類はまた、さまざまな制約と障壁を超えて、自由と平和とヒューマニ
ズムの実現を求め、望ましい社会のあり方を追求してきた。

　２０世紀は政治・経済・文化のすべての領域においてかつてない進歩と飛躍の時代であり、人間
の諸活動は地球的規模で展開されるに至った。また、二度にわたる世界大戦の経験を通して、国際
連合をはじめとする国際協力のための機関が設立され、平和維持と国際理解に向けての取り組みが
大きく前進した。

　我々は、２１世紀の来るべき地球社会を展望する時、アジア太平洋地域の平和的で持続可能な発
展と、人間と自然、多様な文化の共生が不可欠であると認識する。この認識に立ち、我々は、いま
ここにアジア太平洋の未来創造に貢献する有為の人材の養成と新たな学問の創造のために立命館ア
ジア太平洋大学を設立する。

　立命館アジア太平洋大学は、「自由・平和・ヒューマニズム」、「国際相互理解」、「アジア太
平洋の未来創造」を基本理念として、２０００年４月１日、大分県と別府市、さらに国内外の広範
な人々の協力を得て、別府市十文字原に誕生した。世界各国・地域から未来を担う若者が集い、と
もに学び、生活し、相互の文化や習慣を理解し合い、人類共通の目標を目指す知的創造の場として、
立命館アジア太平洋大学の開学をここに宣言する。

２０００年４月１日 

　「APU2030 ビジョン」の具体化の中で、基本理念の一つ「自由・平和・ヒューマニズム/
Freedom, Peace and Humanity」は「自由・平和・ヒューマニティ/Freedom, Peace and Humanity」へ
日本語・英語とも統一（2015年度より）。
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学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

1.アジア太平洋学部

　　  アジア太平洋学部は、学則に定めた教育研究上の目的を達するため、卒業要件を定めるととも

に、卒業時に修得すべき学修成果として以下の3点に整理する。

　　（卒業要件）

　 　•　　  所定の期間在学し、以下に定める履修要件を満たし、要卒科目を合計124単位以上修得

すること。

　 　•　　共通教育科目40単位以上の修得。ただし、以下の要件を満たすこと。

　　　　　　①  日本語基準学生は英語科目24単位以上、英語基準学生は日本語科目16単位以上の

修得。ただし、入学時の言語運用能力によって、英語科目、日本語科目の免除制度

を別に設ける。

　　　　　　②選択した学修分野で指定された共通教養科目2単位以上の修得。

　 　•　　  APS専門教育科目62単位以上の修得。ただし、選択した学修分野で指定された専門教育

科目28単位以上の修得。

　 　•　　  日本語基準国内学生は英語で開講される共通教養科目もしくは専門教育科目20単位以上

の修得。

　 　•　　なお、詳細な履修要件は、学則に定める。

　　（学修成果）

　　1.学問的知識・理解

　　　　1-a. -  アジア太平洋地域を中心にグローバルな社会についての基礎的および関連する知識を

身につけている。

　　　　1-b.   「環境・開発」「観光学」「国際関係」「文化･社会･メディア」の4つの学修分野のいず

れかを体系的に理解している。

　　　　1-c.   変化し続けるグローバルな社会について学問横断的に理解している。

　　2.能力とスキル

　　　　2-a. 論理的･批判的に思考することができる

　　　　2-b. 専門･技術的なスキルを身につけている。

　　　　2-c. 思考において、また、自分の考えを表現する際に創造性を発揮できる。

　　3.社会関与

　　　　3-a. 少なくとも1つの第2言語に精通している。

　　　　3-b.   グローバル社会において、異なる文化・価値をもつ他者と適切にコミュニケーション

を取ることができる。

　　　　3-c.   グローバルな視点から、リーダーシップを発揮しつつ、責任ある行動を取ることがで

きる。
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2.国際経営学部

　  国際経営学部は、学則に定めた教育研究上の目的を達するため、卒業要件を定めるとともに、卒

業時に修得すべき学修成果として以下の4点に整理する。

　　（卒業要件）

　 　•　　  所定の期間在学し、以下に定める履修要件を満たし、要卒科目を合計124単位以上修得

すること。

　 　•　　共通教育科目40 単位以上の修得。ただし、以下の要件を満たすこと。

　　　　　　①  日本語基準学生は英語科目24単位以上、英語基準学生は日本語科目16単位以上の

修得。ただし、入学時の言語運用能力によって、英語科目、日本語科目の免除制度

を別に設ける。

　　　　　　②学部指定の必修科目4単位以上の修得。

　 　•　　APM専門教育科目62単位以上の修得およびそのうち必修専門教育科目20単位の修得。

　 　•　　  日本語基準国内学生は英語で開講される共通教養科目もしくは専門教育科目20単位以上

の修得。

　 　•　　なお、詳細な履修要件は、学則に定める。

　　（学修成果）

　　1.ビジネス・エシックスを理解する

　　　　1-a. ビジネス・エシックスの基礎的な理論や原理を理解する。

　　　　1-b. ビジネス・エシックスの意義や重要性を示す。

　　　　1-c. 倫理的問題を分析し、解決策を提示する。

　　2.基礎的な専門知識を取得する

　　　　2-a. 基礎的なビジネス概念の理解力を示す。

　　　　2-b. 一定水準の文章力やプレゼンテーション力を示す。

　　　　2-c. 適切な分析ツール（定性的・定量的）を用いて、ビジネスの問題を検討する。

　　　　2-d. 問題解決能力を示す。

　　3.異文化コミュニケーション能力について学ぶ

　　　　3-a. コミュニケーションの仕方に文化が影響していることを理解し、それを表現する。

　　　　3-b. 多文化環境において効率的にコミュニケーションをとる。

　　　　3-c. 少なくとも1つの第2言語に精通している。

　　4.グローバルな視点を身に付ける

　　　　4-a. グローバル化のインパクトを理解する。

　　　　4-b. ビジネス環境が国によって異なることを、例示して説明する。

　　　　4-c. ビジネス・マネージメント分野におけるグローバルな出来事を認識する。

〔20181218改正〕



88

教育課程編成方針・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

1.アジア太平洋学部の教育課程編成・実施方針

　（1）教育課程編成方針

　　（科目配置：共通）

　 　　•　　共通教育科目、専門教育科目に区分し、これを4年間に配当して編成する。

　　（科目配置：共通教育科目）

　 　　•　　  共通教育科目は言語教育科目および共通教養科目に区分し、言語教育科目は英語科

目、日本語科目、AP言語科目（中国語、韓国語、マレー・インドネシア語、スペイン語、

タイ語、ベトナム語）および特定講義科目に区分する。

　 　　•　　  共通教養科目は、APUリテラシー科目、世界市民基盤科目、社会ニーズ科目から構成

される。

　 　　•　　APUリテラシー科目は、APU学生として必要な技能を修得するための科目群とする。

　 　　•　　  世界市民基盤科目は、APU学生として必要な知識を修得するための科目群とする。こ

の科目群はさらに、アジア太平洋学系、日本学系、基礎系、学部専攻入門系に分け、

学部専攻入門系には、最終的に学生が選択する学修分野の科目を修得することが必修

とされている科目を配置する。

　 　　•　　  社会ニーズ科目は、社会ニーズに対応した技能を修得するための科目群とし、基礎ス

キル系およびICT系に分ける。

　　（科目配置：専門教育科目）

　 　　•　　  専門教育科目は、コア科目、演習科目、学部共通A科目、学部共通B科目および学修分

野科目に区分し、学修分野科目は環境・開発、観光学、国際関係および文化・社会・

メディアに区分する。

　 　　•　　コア科目は、APSの理念と目的を理解するための科目群とする。

　 　　•　　  演習科目は、学生の興味・関心から専門分野を少人数の演習形式で深めていく科目群

とする。

　 　　•　　  共通科目は、特殊講義、フィールド・スタディなど、学修分野に関わらず有益な知識・

経験を得るための科目群とする。

　 　　•　　学修分野科目は、APSの教学を構成する4つの学修分野の知識を修得する科目群とする。

　　（カリキュラム・マップ）

　　　※カリキュラム・マップ（科目と修得できる力の対応表）は、APUホームページで公開。

　　　　 URL：http://www.apu.ac.jp/home/study/content49/

　　　　 QRコード：：

　（2）教育課程実施方針

　　（授業科目の開講）

　 　　•　　  英語、日本語のどちらを修得しても入学でき、反対言語を学修しつつ、どちらの言語

でも卒業ができるよう、学則記載科目を原則として日英2言語でそれぞれ開講する。

　 　　•　　  大学およびアジア太平洋学部が掲げる方針にしたがって、オフ・キャンパス・プログ

ラムの開講拡充を進める。

　 　　•　　  全ての授業科目は、学生の体系的学修を最大限に可能にする学期・曜日時限に開講する。

　　（授業科目の運営）

　 　　•　　  全ての授業科目は、大学設置基準および学則を遵守し、授業科目の方法に応じて、当

該授業科目による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して運営するものとす

る。

　 　　•　　  それぞれの授業科目は、当該授業科目がカリキュラム・マップにおける位置付けを

踏まえて、当該授業科目において学生に身につけさせる学修目標（Learning Goals）お

よび学修目的（Learning Objectives）を確実に学生が習得するようにシラバスを設計し、

当該授業科目を運営するものとする。

　 　　•　　  全ての授業科目は、APUの多文化環境を教育に十分に活用して、双方向かつ国際学生・

国内学生が協働する「多文化協働学修」を追求する。

　 　　•　　  授業科目を担当する教員は、授業評価アンケート、成績評価問い合わせ、補講など、

授業科目の運営に関して定められた諸制度を遵守しなければならない。
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個人情報保護基本方針

　学校法人立命館（以下「本学園」）は、本学園が教育研究上使用する本学園の学生・生徒等の個

人情報について、個人情報保護に関する法令およびその他の規範を遵守するために自主的なルール

および体制を確立し、以下のとおり個人情報保護基本方針を定め、これを実行し維持します。なお、

学術研究の用に供する目的で行う個人情報の取り扱いについては別に定めるものとします。

記 

1．  本学園は、この基本方針を実行するために、「学校法人立命館個人情報保護規程」を定め、一

般に公表するとともに、本学園教職員等（役員、教員、職員、パートタイマー、派遣労働者等

を含む）および学園関係者に周知徹底させます。

 

2．  本学園は、個人情報の紛失、破壊、改ざん及び漏えい等を防止するため、不正アクセス対策、

コンピュータウイルス対策など適切な情報セキュリティ対策を講じます。

 

3．  本学園は、個人情報の入手にあたり、適法かつ公正な手段によって行い、不正な方法により入

手しないことはもちろん、個人情報の主体である本人から利用目的等について同意をとるか、

本学園インターネットホームページに必要事項を告知します。

 

4．  本学園は、個人情報を間接的に入手する場合、入手する個人情報について、提供者が本人から

適正に入手したものであるかどうかを確認し、本学園インターネットホームページに個人情報

の利用目的等の必要事項を告知します。

5．  本学園は、個人情報の本人が自己個人情報について、開示、訂正、使用停止、消去等の権利を

有していることを確認し、本人からのこれらの請求を尊重して対応します。

6．  本学園は、個人情報を第三者との間で共同利用したり、業務を委託するために個人情報を第三

者に預託する場合は、当該第三者について調査し必要な契約を締結し、その他法令上必要な措

置を講じます。

7．  個人情報については、本学園が設置する学校に現在在籍する学生・生徒および過去に在籍した

学生・生徒に限らず、本学園が設置する学校の学生・生徒となる目的で本人から提供された個

人情報についても同様に厳密に取り扱います。

8．具体的な個人情報取得、取り扱いのため以下の原則を定めます。

　 ・  個人情報の利用は、取得目的の範囲内で、具体的な業務に応じ権限を与えられた者のみが、

業務の遂行上必要な限りにおいて行うものとします。

　 ・個人情報を第三者に提供することを原則として行いません。

　 ・  個人情報の目的外利用、通常の利用場所からの持ち出し、外部への送信等の個人情報の漏え

い行為を行いません。

　 ・  本学園従事者が、業務上知り得た個人情報の内容をみだりに第三者に知らせ、または不当な

目的に使用することを禁じます。その業務に係る職を退いた後も同様とします。

　 ・次に示す内容を含む個人情報の取得、利用または提供を行いません。

　　  ⑴思想、信条および宗教に関する事項　

　　  ⑵社会的差別の原因となる事項

２００５年４月１日 
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学校法人立命館における
保有個人データの利用目的

本学園では、教育研究、学生生徒支援および本学園の管理運営に関わる業務を遂行するために、

以下の利用目的で、個人情報を収集します。 

なお、個人情報を直接本人から書面等により取得する際は、個別、具体的に利用目的を明示する

ものとします。

◦利用目的一覧

・学籍管理、履修管理、成績管理、学費情報管理等、学生等の学修支援を行うため

・  学生生活相談、課外活動支援、奨学金管理、保健衛生管理等、学生等の学生生活支援を行うため

・進路指導、就職活動支援、進路就職情報管理等、学生等の進路就職支援を行うため

・保護者への成績表送付等、保護者との履修、成績、進路相談を行うため

・入学試験業務、入学手続業務執行のため

・各大学・各校の各種案内物送付のため

・学内施設・設備の利用管理、保安管理のため

・各種証明書発行のため

・  奨学事業を行う団体、卒業生等で組織する団体、学生等の父母で組織する団体等、学校法人立命

館個人情報保護委員会で認められた団体に必要情報を提供するため

・大学評価（自己点検評価・第三者評価・認証評価等）、各種統計調査のため

・教育、研究、ＦＤ活動のため

・その他、本学の管理・運営に関する業務に必要な事項を処理するため
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2020年
ね ん ど

度  学
が く ね ん

年暦
れ き

・スケジュール
年 月 日 曜日 学年暦 授業日 スケジュール

春セメスター 3月24日（火）～3月27日（金）
2020 4 1 水 入学式 ・履修科目登録A期間

2 木 3月30日（月）
3 金 ・英語プレイスメントテスト
4 土 ・日本語プレイスメントテスト
5 日
6 月 4月6日（月）～4月7日（火）
7 火 ・履修科目登録B期間
8 水 春第1クオーター開講 ● 4月8日（水）～4月23日（木）
9 木 ● ・Off-campus Study Program　申請期間
10 金 ● ・交換留学（国内）2020年秋派遣　申請期間
11 土 4月8日（水）～5月19日（火）
12 日 ・交換留学（海外）2021年春派遣　申請期間（1次）
13 月 ● 4月15日（水）
14 火 ● ・Off-campus Study Program　募集ガイダンス
15 水 ● ・交換留学（国内）2020年秋派遣　募集ガイダンス
16 木 ● 4月15日（水）～4月16日（木）
17 金 ● ・履修科目登録修正期間1
18 土 4月22日（水）
19 日 ・交換留学（海外）2021年春派遣　募集ガイダンス（1次）
20 月 ●
21 火 ●
22 水 ●
23 木 ●
24 金 ●
25 土 補講日1 ○
26 日
27 月 ●
28 火 ●
29 水 昭和の日 授業日 ●
30 木 ●

5 1 金 ● 5月6日（水）
2 土 ・演習科目（秋セメスター開講）シラバス発表・ガイダンス
3 日 憲法記念日 5月15日（金）
4 月 みどりの日 授業日 ● ・春第1クオーター期末試験　時間割発表
5 火 こどもの日 授業日 ●
6 水 振替休日 授業日 ●
7 木 ●
8 金 ●
9 土 補講日２ ○
10 日
11 月 ●
12 火 ●
13 水 ●
14 木 ●
15 金 ●
16 土
17 日
18 月 ●
19 火 ●
20 水 ●
21 木 ●
22 金 ●
23 土 補講日３ ○
24 日
25 月 ●
26 火 ●
27 水 春第１クオーター期末試験 ●
28 木 春第１クオーター期末試験 ●
29 金 春第１クオーター期末試験/期末試験予備日 ●
30 土
31 日

6 1 月 授業なし 6月8日（月）～7月20日（月）
2 火 授業なし ・言語科目（AP言語）　履修免除　申請期間
3 水 授業なし 6月10日（水）～6月24日（水）
4 木 授業なし ・演習科目（秋セメスター開講）新規申請・キャンセル申請期間
5 金 授業なし ・サブゼミ（秋セメスター開講）履修申請期間
6 土 6月15日（月）
7 日 ・交換留学（海外）2021年春派遣　内定者発表（1次）
8 月 春第２クオーター開講 ● 6月15日（月）～6月16日（火）
9 火 ● ・履修科目登録修正期間2
10 水 追試験日 ● 6月15日（月）～6月29日（月）
11 木 ● ・交換留学（海外）2021年春派遣　申請期間（2次）
12 金 ● 6月17日（水）
13 土 ・交換留学（海外）2021年春派遣　募集ガイダンス（2次）
14 日 6月22日（月）～6月26日（金）
15 月 ● ・放送大学（秋セメスター受講）　申請期間
16 火 ●
17 水 ●
18 木 ●
19 金 ●
20 土 補講日１ ○
21 日
22 月 ●
23 火 ●
24 水 ●
25 木 ●
26 金 ●
27 土
28 日
29 月 ●
30 火 ●

【授業日】　● ：授業日または試験日　　○ ：補講日　　空欄 ：授業なし　　�

【重要】 スケジュールは変更になる場合があります。 必ず、 最新情報をアカデミック ・ オフィスウェブサイトで確認してください。

http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0321.html/?c=17
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12 火 ●
13 水 ●
14 木 ●
15 金 ●
16 土
17 日
18 月 ●
19 火 ●
20 水 ●
21 木 ●
22 金 ●
23 土 補講日３ ○
24 日
25 月 ●
26 火 ●
27 水 春第１クオーター期末試験 ●
28 木 春第１クオーター期末試験 ●
29 金 春第１クオーター期末試験/期末試験予備日 ●
30 土
31 日

6 1 月 授業なし 6月8日（月）～7月20日（月）
2 火 授業なし ・言語科目（AP言語）　履修免除　申請期間
3 水 授業なし 6月10日（水）～6月24日（水）
4 木 授業なし ・演習科目（秋セメスター開講）新規申請・キャンセル申請期間
5 金 授業なし ・サブゼミ（秋セメスター開講）履修申請期間
6 土 6月15日（月）
7 日 ・交換留学（海外）2021年春派遣　内定者発表（1次）
8 月 春第２クオーター開講 ● 6月15日（月）～6月16日（火）
9 火 ● ・履修科目登録修正期間2
10 水 追試験日 ● 6月15日（月）～6月29日（月）
11 木 ● ・交換留学（海外）2021年春派遣　申請期間（2次）
12 金 ● 6月17日（水）
13 土 ・交換留学（海外）2021年春派遣　募集ガイダンス（2次）
14 日 6月22日（月）～6月26日（金）
15 月 ● ・放送大学（秋セメスター受講）　申請期間
16 火 ●
17 水 ●
18 木 ●
19 金 ●
20 土 補講日１ ○
21 日
22 月 ●
23 火 ●
24 水 ●
25 木 ●
26 金 ●
27 土
28 日
29 月 ●
30 火 ●

【授業日】　● ：授業日または試験日　　○ ：補講日　　空欄 ：授業なし　　�

【重要】 スケジュールは変更になる場合があります。 必ず、 最新情報をアカデミック ・ オフィスウェブサイトで確認してください。

13※‌‌試験日当日に台風や雪、ストライキ等により交通機関が不通となった場合、期末試験予備日[試験期間中の土曜日または試験期間終了直後の水曜日（試験
が設定されていない時限）]に試験を実施することがあります。旅行や帰省などの予定を入れないようにしてください。詳細はハンドブックを確認してください。

年 月 日 曜日 学年暦 授業日 スケジュール
2020 7 1 水 ● 7月8日（水）～7月20日（月）

2 木 ● ・2017年度カリキュラム学生（在学時）
3 金 ● 言語科目（日本語・英語）履修免除申請期間
4 土 補講日２ ○ 7月8日（水）～8月24日（月）
5 日 ・2017/2011年度カリキュラム学生（交換留学・休学時）
6 月 ● 言語科目（日本語・英語）履修免除申請期間
7 火 ● 7月10日（金）
8 水 ● ・春セメスター卒業論文　提出締切日
9 木 ● 7月14日（火）
10 金 ● ・交換留学（海外）2021年春派遣　内定者発表（2次）
11 土 7月15日（水）
12 日 ・春第2クオーター期末試験　時間割発表
13 月 ● ・交換留学（海外）2021年春派遣　内定者ガイダンス（1次・2次）
14 火 ● 7月22日（水）
15 水 ● ・演習科目（秋セメスター開講）新規申請結果発表
16 木 ● ・サブゼミ（秋セメスター開講）履修申請結果発表
17 金 ●
18 土
19 日
20 月 ●
21 火 ●
22 水 ●
23 木 海の日 授業日 ●
24 金 スポーツの日 授業日 ●
25 土 補講日３ ○
26 日
27 月 春第２クオーター期末試験 ●
28 火 春第２クオーター期末試験 ●
29 水 春第２クオーター期末試験/期末試験予備日 ●
30 木 春第２クオーター期末試験 ●
31 金 春第２クオーター期末試験 ●

8 1 土 期末試験予備日 ○ 【注意】
2 日 夏セッション/授業日 ● 今年度の夏セッションの開講期間は、 ８月 2日（日）から ８月
3 月 夏セッション ● ６日（木）までです。 ８月 2日（日）も授業日となります。
4 火 夏セッション ●
5 水 夏セッション ●
6 木 夏セッション ●
7 金 追試験日 ●
8 土 追試験日 ●
9 日
10 月 山の日
11 火
12 水
13 木
14 金
15 土
16 日
17 月
18 火
19 水
20 木
21 金
22 土
23 日
24 月
25 火
26 水
27 木
28 金
29 土
30 日
31 月

9 1 火 9月2日（水）～9月4日（金）
2 水 卒業合否発表 ・卒業対象生成績問い合わせ期間
3 木 9月14日（月）～9月16日（水）
4 金 ・卒業対象生以外成績問い合わせ期間
5 土 ・同一科目再履修申請期間
6 日 9月中旬
7 月 ・英語プレイスメントテスト
8 火 ・日本語プレイスメントテスト
9 水 9月下旬
10 木 ・履修科目登録期間
11 金
12 土
13 日
14 月 在校生成績発表
15 火
16 水
17 木
18 金 卒業式
19 土
20 日

秋セメスター
21 月 敬老の日
22 火 秋分の日
23 水
24 木
25 金 入学式
26 土
27 日
28 月
29 火
30 水

http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0321.html/?c=17
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年 月 日 曜日 学年暦 授業日 スケジュール
2020 10 1 木 10月第 1週

2 金 ・履修科目登録期間
3 土 10月7日（水）～10月29日（木）
4 日 ・Off-campus Study Program　申請期間
5 月 秋第１クオーター開講 ● ・交換留学（国内）2021年春派遣　申請期間
6 火 ● 10月14日（水）
7 水 ● ・Off-campus Study Program　募集ガイダンス
8 木 ● ・交換留学（国内）2021年春派遣　募集ガイダンス
9 金 ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　募集ガイダンス（1次）
10 土 10月14日（水）～11月20日（金）
11 日 ・交換留学（海外）2021年秋派遣　申請期間（1次）
12 月 ● 10月中旬
13 火 ● ・履修科目登録修正期間１
14 水 ● 10月28日（水）
15 木 ● ・演習科目（2021年春セメスター開講）シラバス発表・ガイダンス
16 金 ●
17 土 補講日１ ○
18 日
19 月 ●
20 火 ●
21 水 ●
22 木 ●
23 金 ●
24 土
25 日
26 月 ●
27 火 ●
28 水 ●
29 木 ●
30 金 ●
31 土

11 1 日 11月10日（火）
2 月 ● ・秋第1クオーター期末試験時間割発表
3 火 文化の日 授業日 ●
4 水 ●
5 木 ●
6 金 ●
7 土 補講日２ ○
8 日
9 月 ●
10 火 ●
11 水 ●
12 木 ●
13 金 ●
14 土
15 日
16 月 ●
17 火 ●
18 水 ●
19 木 ●
20 金 ●
21 土 補講日３ ○
22 日
23 月 勤労感謝の日 秋第１クオーター期末試験 ●
24 火 秋第１クオーター期末試験 ●
25 水 秋第１クオーター期末試験/期末試験予備日 ●
26 木 授業なし
27 金 授業なし
28 土
29 日
30 月 秋第２クオーター開講 ●

12 1 火 ● 12月第2週
2 水 ● ・ 履修科目登録修正期間 2
3 木 ● 12月1日（火）～1月15日（金）
4 金 ● ・言語科目（AP言語）　履修免除　申請期間
5 土 12月2日（水）～12月16日（水）
6 日 ・演習科目（2021年春セメスター開講）新規申請・キャンセル申請期間
7 月 ● ・サブゼミ（2021年春セメスター開講）履修申請期間
8 火 ● 12月15日（火）
9 水 追試験日 ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　内定者発表（1次）
10 木 ● 12月16日（水）
11 金 ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　内定者ガイダンス（1次）
12 土 1/11(月)　振替授業日（成人の日） ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　募集ガイダンス（2次）
13 日 12月16日（水）～1月4日（月）
14 月 ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　申請期間（2次）
15 火 ●
16 水 ●
17 木 ●
18 金 ●
19 土 補講日１ ○
20 日
21 月 ●
22 火 ●
23 水 ●
24 木
25 金
26 土
27 日
28 月
29 火
30 水
31 木

【授業日】　● ：授業日または試験日　　○ ：補講日　　空欄 ：授業なし

【重要】 スケジュールは変更になる場合があります。 必ず、 最新情報をアカデミック ・ オフィスウェブサイトで確認してください。

http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0321.html/?c=17
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年 月 日 曜日 学年暦 授業日 スケジュール
2020 10 1 木 10月第 1週

2 金 ・履修科目登録期間
3 土 10月7日（水）～10月29日（木）
4 日 ・Off-campus Study Program　申請期間
5 月 秋第１クオーター開講 ● ・交換留学（国内）2021年春派遣　申請期間
6 火 ● 10月14日（水）
7 水 ● ・Off-campus Study Program　募集ガイダンス
8 木 ● ・交換留学（国内）2021年春派遣　募集ガイダンス
9 金 ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　募集ガイダンス（1次）
10 土 10月14日（水）～11月20日（金）
11 日 ・交換留学（海外）2021年秋派遣　申請期間（1次）
12 月 ● 10月中旬
13 火 ● ・履修科目登録修正期間１
14 水 ● 10月28日（水）
15 木 ● ・演習科目（2021年春セメスター開講）シラバス発表・ガイダンス
16 金 ●
17 土 補講日１ ○
18 日
19 月 ●
20 火 ●
21 水 ●
22 木 ●
23 金 ●
24 土
25 日
26 月 ●
27 火 ●
28 水 ●
29 木 ●
30 金 ●
31 土

11 1 日 11月10日（火）
2 月 ● ・秋第1クオーター期末試験時間割発表
3 火 文化の日 授業日 ●
4 水 ●
5 木 ●
6 金 ●
7 土 補講日２ ○
8 日
9 月 ●
10 火 ●
11 水 ●
12 木 ●
13 金 ●
14 土
15 日
16 月 ●
17 火 ●
18 水 ●
19 木 ●
20 金 ●
21 土 補講日３ ○
22 日
23 月 勤労感謝の日 秋第１クオーター期末試験 ●
24 火 秋第１クオーター期末試験 ●
25 水 秋第１クオーター期末試験/期末試験予備日 ●
26 木 授業なし
27 金 授業なし
28 土
29 日
30 月 秋第２クオーター開講 ●

12 1 火 ● 12月第2週
2 水 ● ・ 履修科目登録修正期間 2
3 木 ● 12月1日（火）～1月15日（金）
4 金 ● ・言語科目（AP言語）　履修免除　申請期間
5 土 12月2日（水）～12月16日（水）
6 日 ・演習科目（2021年春セメスター開講）新規申請・キャンセル申請期間
7 月 ● ・サブゼミ（2021年春セメスター開講）履修申請期間
8 火 ● 12月15日（火）
9 水 追試験日 ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　内定者発表（1次）
10 木 ● 12月16日（水）
11 金 ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　内定者ガイダンス（1次）
12 土 1/11(月)　振替授業日（成人の日） ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　募集ガイダンス（2次）
13 日 12月16日（水）～1月4日（月）
14 月 ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　申請期間（2次）
15 火 ●
16 水 ●
17 木 ●
18 金 ●
19 土 補講日１ ○
20 日
21 月 ●
22 火 ●
23 水 ●
24 木
25 金
26 土
27 日
28 月
29 火
30 水
31 木

【授業日】　● ：授業日または試験日　　○ ：補講日　　空欄 ：授業なし

【重要】 スケジュールは変更になる場合があります。 必ず、 最新情報をアカデミック ・ オフィスウェブサイトで確認してください。
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年 月 日 曜日 学年暦 授業日 スケジュール
2021 1 1 金 元日 1月7日（木）～1月14日（木）

2 土 ・放送大学（2021年春セメスター受講）　申請期間
3 日 1月13日（水）～1月25日（月）
4 月 ・2017年度カリキュラム学生（在学時）
5 火 　言語科目（日本語・英語）履修免除申請期間
6 水 1月13日（水）～2月26日（金）
7 木 ● ・2017/2011年度カリキュラム学生（交換留学・休学時）
8 金 ● 言語科目（日本語・英語）履修免除申請期間
9 土 補講日２ ○ 1月15日（金）
10 日 ・秋セメスター卒業論文　提出締切日
11 月 成人の日 授業なし 1月19日（火）
12 火 ● ・秋第 2クオーター期末試験　時間割発表
13 水 ● 1月26日（火）
14 木 ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　内定者発表（2次）
15 金 ● 1月27日（水）
16 土 ・演習科目（2021年春セメスター開講）新規申請結果発表
17 日 ・サブゼミ（2021年春セメスター開講）履修申請結果発表
18 月 ● ・交換留学（海外）2021年秋派遣　内定者ガイダンス（2次）
19 火 ●
20 水 ●
21 木 ●
22 金 ●
23 土
24 日
25 月 ●
26 火 ●
27 水 ●
28 木 ●
29 金 ●
30 土 補講日３ ○
31 日 授業予備日 ○

2 1 月 秋第２クオーター期末試験 ● 【注意】
2 火 秋第２クオーター期末試験 ● 　今年度の冬セッションの開講期間は、 2月 ８日（月）から 2月
3 水 秋第２クオーター期末試験/期末試験予備日 ● 12日（金）までです。 2月11日（木）も授業日となります。
4 木 秋第２クオーター期末試験 ●
5 金 秋第２クオーター期末試験 ●
6 土 秋第２クオーター期末試験予備日 ○
7 日 秋第２クオーター期末試験予備日 ○
8 月 冬セッション ●
9 火 冬セッション ●
10 水 冬セッション ●
11 木 建国記念の日 冬セッション/授業日 ●
12 金 冬セッション ●
13 土
14 日
15 月 追試験日 ●
16 火 追試験日 ●
17 水
18 木
19 金
20 土
21 日
22 月
23 火 天皇誕生日
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日

3 1 月 3月3日（水）～3月5日（金）
2 火 ・卒業対象生成績問い合わせ期間
3 水 卒業合否発表 3月15日（月）～3月17日（水）
4 木 ・卒業対象生以外成績問い合わせ期間
5 金 ・同一科目再履修申請期間
6 土 3月下旬
7 日 ・履修科目登録期間（2021年春セメスター）
8 月
9 火
10 水
11 木
12 金
13 土
14 日
15 月 在校生成績発表
16 火
17 水
18 木
19 金 卒業式
20 土 春分の日
21 日
22 月
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火
31 水

※‌‌試験日当日に台風や雪、ストライキ等により交通機関が不通となった場合、期末試験予備日[試験期間中の土曜日または試験期間終了直後の水曜日（試験
が設定されていない時限）]に試験を実施することがあります。旅行や帰省などの予定を入れないようにしてください。詳細はハンドブックを確認してください。

http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0321.html/?c=17
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Off-campus Study Program
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・プ
ロ
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■ 
人じん
ざ
い
い
く
せ
い
も
く
て
き

材
育
成
目
的

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修　APUは、「自

じ ゆ う

由・平
へ い わ

和・ヒューマニティ」「国
こ く さ い そ う ご り か い

際相互理解」「アジア太
たいへいよう

平洋の未
み ら い そ う ぞ う

来創造」を

基
き ほ ん

本理
り ね ん

念として、教
きょういく

育・研
けんきゅうかつどう

究活動を展
てんかい

開しています。更
さら

に、この基
き ほ ん り ね ん

本理念のもとに、アジア

太
たいへいよう

平洋学
が く ぶ

部、国
こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部それぞれに、学
が く ぶ

部の人
じんざい

材育
いくせい

成目
もく

的
てき

を定
さだ

め、国
こくさいしゃかい

際社会においてリー

ダーとして活
かつやく

躍できる人
じんざい

材を育
いくせい

成するために必
ひつよう

要なカリキュラムを提
ていきょう

供しています。

　APUは、次
つぎ

のような人
じんざい

材を育
いくせい

成することを目
め ざ

指します。

アジア太
た い へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）
　アジア太

た い へ い よ う が く ぶ

平洋学部は、アジア太
た い へ い よ う ち い き

平洋地域の多
た よ う

様な政
せ い じ

治、経
けいざい

済、社
しゃかい

会、文
ぶ ん か な ど

化等に関
かん

する

総
そうごうてき

合的な理
り か い

解にたち、国
こくさいしゃかい

際社会、環
かんきょう

境と開
かいはつ

発、観
かんこうなど

光等に関
かん

する基
き そ て き

礎的および専
せ ん も ん て き ち し き

門的知識を

修
しゅうとく

得し、言
げん

語
ご

能
のうりょく

力、コミュニケーション能
のうりょく

力、問
もんだいかいけつのうりょく

題解決能力を涵
かんよう

養し、アジア太
たい へ い よ う ち い き

平洋地域が

直
ちょくめん

面する多
た よ う

様な諸
しょ

課
か だ い

題を理
り か い

解することにより、アジア太
たい へ い よ う ち い き

平洋地域の持
じぞ く て き は っ て ん

続的発展と共
きょうせい

生に貢
こうけん

献

できる人
じんざい

材を育
いく

成
せい

することを目
もくてき

的とする。

国
こ く

際
さ い

経
け い

営
え い

学
が く

部
ぶ

（APM）
　国

こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部は、マネジメントに関
かん

する基
き そ て き

礎的な知
ち し き

識を伝
でんじゅ

授し、異
い ぶ ん か

文化コミュニケーショ

ン能
のうりょく

力を強
きょうか

化し、文
ぶ ん か

化の多
た よ う せ い

様性を維
い じ

持することを通
つう

じて、グローバル化
か

する企
きぎょう

業やその他
た

組
そ

織
しき

における経
けいえいじょう

営上の諸
しょもんだい

問題の解
かいけつ

決のために活
かつやく

躍する、職
しょくぎょうりんり

業倫理を備
そな

えた人
じんざい

材を育
いくせい

成すること

を目
もくてき

的とする。

1. 1 人
じ ん

材
ざ い

育
い く

成
せ い

目
も く

的
て き
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

　学
がくせい

生への連
れんらく

絡は、キャンパスターミナル、アカデミック・オフィスホームページおよびB

棟
とうよこ

横の掲
け い じ ば ん

示板で行
おこな

います。毎
まいにち

日確
かくにん

認をして、必
ひつよう

要な情
じょうほう

報を見
み お

落とさないよう注
ちゅうい

意をしてくだ

さい。

キャンパスターミナル
URL ： https ： //portal2.apu.ac.jp/campusp/top.do

オフィス 主
おも

な対
たいおうないよう

応内容 窓
ま ど ぐ ち じ か ん

口時間

アカデミック・
オフィス
（B棟

とう

1 階
かい

）

◦カリキュラム　◦授
じゅぎょう

業
◦履

りしゅう

修科
か

目
もく

登
とう

録
ろく

　◦試
し け ん

験・レポート
◦成

せいせき

績　　　　　◦言
げん ご け ん て い

語検定
◦‌言

げん

語
ご

研
けん

修
しゅう

、フィールド・スタディー、留
りゅう

学
がく

などの
Off-campus‌Study‌Programに関

かん

すること
◦その他

た

、学
がく

部
ぶ

履
り

修
しゅう

ハンドブック記
き

載
さい

事
じ

項
こう

◦‌月
げ つ よ う び

曜日および
　‌水

す い よ う び

曜日～金
き ん よ う び

曜日
　10:00－16:30
◦‌火

か よ う び

曜日
　11:30－16:30

【大
だい が く

学からの情
じょうほう

報】
大
だいがく

学の行
ぎょうじ

事や連
れんらく

絡事
じ

項
こう

など、全
ぜん

般
ぱん

的
てき

なお知
し

らせを掲
けいさい

載しています。

【アカデミック】
アカデミック・オフィスホームページへ
アクセスできます。

【あなた宛
あて

の重
じゅうよう

要なお知
し

らせ】
個
こ じ ん あ て

人宛の連
れんらく

絡がある場
ば

合
あい

に表
ひょうじ

示されます。
メールとあわせて見

み お

落としがないように注
ちゅうい

意してください。

1. 2 窓
まど

口
ぐち

・大
だ い

学
が く

からの連
れ ん

絡
ら く

1.2.1 学
がくしゅう

修に関
かか

わる窓
まどぐち

口

1.2.2 アカデミック・オフィスからの連
れんらく

絡方
ほうほう

法

【講
こ う ぎ

義のお知
し

らせ】
休
きゅうこう

講・補
ほ こ う

講・教
きょうしつへんこうじょうほう

室変更情報を
掲
けいさい

載しています。



■ 

窓ま
ど
ぐ
ち口
・
大だ

い
が
く学
か
ら
の
連れ

ん
ら
く絡

18

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

　学
がくせい

生への連
れんらく

絡は、キャンパスターミナル、アカデミック・オフィスホームページおよびB

棟
とうよこ

横の掲
け い じ ば ん

示板で行
おこな

います。毎
まいにち

日確
かくにん

認をして、必
ひつよう

要な情
じょうほう

報を見
み お

落とさないよう注
ちゅうい

意をしてくだ

さい。

キャンパスターミナル
URL ： https ： //portal2.apu.ac.jp/campusp/top.do

オフィス 主
おも

な対
たいおうないよう

応内容 窓
ま ど ぐ ち じ か ん

口時間

アカデミック・
オフィス
（B棟

とう

1 階
かい

）

◦カリキュラム　◦授
じゅぎょう

業
◦履

りしゅう

修科
か

目
もく

登
とう

録
ろく

　◦試
し け ん

験・レポート
◦成

せいせき

績　　　　　◦言
げん ご け ん て い

語検定
◦‌言

げん

語
ご

研
けん

修
しゅう

、フィールド・スタディー、留
りゅう

学
がく

などの
Off-campus‌Study‌Programに関

かん

すること
◦その他

た

、学
がく

部
ぶ

履
り

修
しゅう

ハンドブック記
き

載
さい

事
じ

項
こう

◦‌月
げ つ よ う び

曜日および
　‌水

す い よ う び

曜日～金
き ん よ う び

曜日
　10:00－16:30
◦‌火

か よ う び

曜日
　11:30－16:30

【大
だい が く

学からの情
じょうほう

報】
大
だいがく

学の行
ぎょうじ

事や連
れんらく

絡事
じ

項
こう

など、全
ぜん

般
ぱん

的
てき

なお知
し

らせを掲
けいさい

載しています。

【アカデミック】
アカデミック・オフィスホームページへ
アクセスできます。

【あなた宛
あて

の重
じゅうよう

要なお知
し

らせ】
個
こ じ ん あ て

人宛の連
れんらく

絡がある場
ば

合
あい

に表
ひょうじ

示されます。
メールとあわせて見

み お

落としがないように注
ちゅうい

意してください。

1. 2 窓
まど

口
ぐち

・大
だ い

学
が く

からの連
れ ん

絡
ら く

1.2.1 学
がくしゅう

修に関
かか

わる窓
まどぐち

口

1.2.2 アカデミック・オフィスからの連
れんらく

絡方
ほうほう

法

【講
こ う ぎ

義のお知
し

らせ】
休
きゅうこう

講・補
ほ こ う

講・教
きょうしつへんこうじょうほう

室変更情報を
掲
けいさい

載しています。

■ 
窓まど
ぐ
ち口
・
大だい
が
く学
か
ら
の
連れん
ら
く絡

19

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

Ａ
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で
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学
が
く
し
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　学
がくしゅう

修全
ぜんぱん

般についての情
じょうほう

報を提
ていきょう

供しています。学
がくしゅう

修に関
かん

する情
じょうほう

報やプログラムの募
ぼしゅう

集要
ようこう

項な
どが掲

けいさい

載されますので、こまめに確
かくにん

認してください。

URL ： http://www.apu.ac.jp/academic/

掲
け い じ ば ん

示板（B棟
と う よ こ

横、アカデミック・オフィス前
ま え

）

　時
じ か ん わ り

間割や各
かくしゅあんない

種案内などはB棟
とうよこ

横やアカデミック・オフィス前
まえ

の掲
け い じ ば ん

示板にも掲
け い じ

示されます。

アカデミック・オフィスホームページ

　授
じゅぎょう

業の内
ないよう

容についての相
そうだん

談、指
し

導
どう

を行
おこな

うためにオフィス・アワー制
せ い ど

度を設
もう

けています。必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて教
きょういん

員を訪
ほうもん

問することができます。なお、アカデミック・オフィスウェブサイト

「教
きょういん

員への連
れんらく

絡とオフィス・アワー」内
ない

にあるファイルよりオフィス・アワー時
じ か ん た い

間帯、研
けんきゅうしつ

究室、

メールアドレスなどを確
かくにん

認できます。

教
きょういんじょうほう

員情報の検
け ん さ く

索

　教
きょういん

員の詳
くわ

しい情
じょうほう

報は、立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいよう

平洋大
だいがく

学ホームページ内
ない

の教
きょういん

員紹
しょうかい

介のページから検
けん

索
さく

できます。

URL ： http：//www.apu.ac.jp/home/faculty/

1.2.3 教
きょういん

員への連
れんらくほうほう

絡方法とオフィス・アワー

教員への連絡とオフィス・アワー
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■ 

学が
く
し
ゅ
う

修
の
基き

ほ
ん
じ
こ
う

本
事
項

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

回
か い

　生
せ い

　入
にゅうがく

学と同
ど う じ

時に 1 回
かいせい

生となり、在
ざ い が く き か ん

学期間が 1年
ねん

を超
こ

えるごとに順
じ ゅ ん じ く

次繰り上
あ

がっていきます。

4回
かいせいしゅうりょうじてん

生終了時点までに卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い

位を満
み

たせなかった場
ば あ い

合は、 5回
かいせい

生、 6 回
かいせい

生と繰
く

り上
あ

がります。ただし、 8回
かいせい

生（16セメスター回
かいせい

生）を超
こ

えて在
ざいがく

学することはできません。各
かく

回
かいせい

生

での留
りゅうねん

年はありません。

卒
そ つ

　業
ぎょ う

　卒
そつぎょう

業するためには以
い か

下の要
ようけん

件を全
すべ

て満
み

たすことが必
ひつよう

要です。卒
そつぎょう

業要
ようけん

件を満
み

たした場
ば あ い

合はそ

れ以
いじょうざいがく

上在学することはできません。

要
よう け ん

件 1 ：在
ざ い が く き か ん

学期間が 4年
ね ん い じ ょ う

以上であること。

　ただし、以
い か

下の場
ば あ い

合は要
ようけん

件が異
こと

なります。

・早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム対
たいしょうがくせい

象学生：在
ざ い が く き か ん

学期間 3 年
ねんいじょう

以上

・ 2 回
かいせい

生編
へん

・転
てんにゅう

入学
がくせい

生：在
ざ い が く き か ん

学期間 3 年
ねんいじょう

以上

・ 3 回
かいせい

生編
へん

・転
てんにゅう

入学
がくせい

生：在
ざ い が く き か ん

学期間 2 年
ねんいじょう

以上

要
よう け ん

件 2 ：卒
そつぎょう

業に必
ひつ よ う

要な単
た ん い

位を修
しゅうとく

得すること。

　合
ごうけい

計124単
た ん い い じ ょ う

位以上を修
しゅうとく

得し、かつカリキュラムで定
さだ

められた要
ようけん

件を満
み

たすことが必
ひつ

要
よう

です。

詳
しょうさい

細は適
てきよう

用カリキュラム、所
しょぞく

属学
が く ぶ

部のページを確
かくにん

認してください。

学
が く

　位
い

　卒
そつぎ ょ う よ う け ん

業要件を満
み

たした者
もの

には以
い か

下の学
が く い

位が与
あた

えられます。

　ここでは特
とく

に教
きょうがく

学に関
かんれん

連する事
じ こ う

項やアカデミック・オフィスで手
て つ づ

続きを行
おこな

う事
じ こ う

項について

説
せつめい

明します。学
がくせき

籍に関
かか

わる事
じ こ う

項は「学
がくせい

生生
せいかつ

活ハンドブック」を確
かくにん

認してください。

1. 3 学
がくしゅう

修の基
き

本
ほ ん

事
じ

項
こ う

1.3.1 進
しんきゅう

級と卒
そつぎょう

業

学
がく

部
ぶ

学
が く い

位

APS 学
が く し

士（アジア太
たいへいようがく

平洋学）

APM 学
が く し

士（経
けいえいがく

営学）
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学期間 3 年
ねんいじょう

以上

・ 2 回
かいせい

生編
へん

・転
てんにゅう

入学
がくせい

生：在
ざ い が く き か ん

学期間 3 年
ねんいじょう

以上

・ 3 回
かいせい

生編
へん

・転
てんにゅう

入学
がくせい

生：在
ざ い が く き か ん

学期間 2 年
ねんいじょう

以上

要
よう け ん

件 2 ：卒
そつぎょう

業に必
ひつ よ う

要な単
た ん い

位を修
しゅうとく

得すること。

　合
ごうけい

計124単
た ん い い じ ょ う

位以上を修
しゅうとく

得し、かつカリキュラムで定
さだ

められた要
ようけん

件を満
み

たすことが必
ひつ

要
よう

です。

詳
しょうさい

細は適
てきよう

用カリキュラム、所
しょぞく

属学
が く ぶ

部のページを確
かくにん

認してください。

学
が く

　位
い

　卒
そつぎ ょ う よ う け ん

業要件を満
み

たした者
もの

には以
い か

下の学
が く い

位が与
あた

えられます。

　ここでは特
とく

に教
きょうがく

学に関
かんれん

連する事
じ こ う

項やアカデミック・オフィスで手
て つ づ

続きを行
おこな

う事
じ こ う

項について

説
せつめい

明します。学
がくせき

籍に関
かか

わる事
じ こ う

項は「学
がくせい

生生
せいかつ

活ハンドブック」を確
かくにん

認してください。

1. 3 学
がくしゅう

修の基
き

本
ほ ん

事
じ

項
こ う

1.3.1 進
しんきゅう

級と卒
そつぎょう

業

学
がく

部
ぶ

学
が く い

位

APS 学
が く し

士（アジア太
たいへいようがく

平洋学）

APM 学
が く し

士（経
けいえいがく

営学）
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本
事
項

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

４月
がつ

５月
がつ

６月
がつ

７月
がつ

８月
がつ

９月
がつ

10月
がつ

11月
がつ

12月
がつ

１月
がつ

２月
がつ

３月
がつ

春
はる

セメスター 秋
あき

セメスター

第
だい

1 クオーター 第
だい

2 クオーター 夏
なつ

セッション 第
だい

1 クオーター 第
だい

2 クオーター 冬
ふゆ

セッション

　APUの学
がくねん

年暦
れき

は 4 月
がつ

から始
はじ

まります。 1学
がくねん

年は 2 つのセメスターに分
わ

かれ、それぞれの

セメスターは 2つのクオーターとセッションに分
わ

かれています。成
せいせきはっぴょう

績発表や履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録

はセメスター単
た ん い

位で行
おこな

い、第
だい

1 クオーターの成
せいせき

績もセメスター終
しゅうりょうじ

了時に発
はっぴょう

表します。また、

土
ど よ う び

曜日や祝
しゅくじつ

日にも授
じゅぎょうび

業日を設
せってい

定することがあります。詳
しょうさい

細は学
がくねん

年暦
れき

を確
かくにん

認してください。

1.3.2 学
がくねん

年暦
れき

（１年
ねん

の流
なが

れ）

　APUでの履
りしゅう

修は単
た ん い せ い ど

位制度に基
もと

づいています。「単
た ん い

位」とは、日
に ほ ん

本の大
だい が く せ っ ち き じ ゅ ん

学設置基準に基
もと

づき、

学
がくしゅうじかん

習時間を数
す う ち

値で表
あらわ

したもので、各
か く か も く

科目の修
しゅうとく

得に必
ひつよう

要な学
がくしゅうじかん

習時間（予
よしゅう

習・復
ふくしゅう

習を含
ふく

む）をも

とに決
けってい

定されています。

　履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録を行
おこな

い、予
よしゅう

習・復
ふくしゅう

習を含
ふく

めた学
がくしゅう

習に対
たい

して合
ごうかくひょうか

格評価を得
え

た場
ば あ い

合、その科
か も く

目の

単
た ん い す う

位数が認
にんてい

定されます。

科
か も く

目の種
しゅるい

類 授
じゅぎょう

業回
かいすう

数 単
た ん い

位

講
こ う ぎ か も く

義科目 授
じゅぎょう

業15回
かい

＋予
よしゅう

習・復
ふくしゅう

習 2 単
た ん い

位

言
げ ん ご か も く

語科目 授
じゅぎょう

業60回
かい

＋予
よしゅう

習・復
ふくしゅう

習 4 単
た ん い

位

＜単
た ん い せ い ど

位制度の例
れい

＞

1.3.3 単
たん

位
い

制
せい

度
ど

1.3.4 科
か も く

目の種
しゅるい

類と開
かいこうけいたい

講形態

科
か

目
もく

単
た ん い す う

位数 開
かいこうけいたい

講形態 1週
しゅうかん

間の授
じゅぎょうかいすう

業回数 合
ごうけい

計の授
じゅぎょうかいすう

業回数

講
こ う ぎ か も く

義科目 2 単
た ん い

位
クオーター（ 2ヵ月

げつ

） 2 回
かい

15回
かい

※最
さいしゅうしゅう

終週は期
き ま つ し け ん き か ん

末試験期間セメスター（ 4ヵ月
げつ

） 1 回
かい

演
えんしゅうかもく

習科目 2 単
た ん い

位 セメスター（ 4ヵ月
げつ

） 1 回
かい

15回
かい

言
げ ん ご か も く

語科目
4 単

た ん い

位 セメスター（ 4ヵ月
げつ

） 4 回
かい

60回
かい

2 単
た ん い

位 2 回
かい

30回
かい



22

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

■ 

学が
く
し
ゅ
う
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本
事
項

時
じ げ ん

限 授
じゅぎょうじかん

業時間 月
げつ

火
か

水
すい

木
もく

金
きん

１限
げん

8 ：45－10：20 Ａ（１） Ｆ（１） Ｋ（１） Ｌ（１） Ｆ（２）

２限
げん

10：35－12：10 Ａ（２） Ｇ（１） Ｋ（２） Ｌ（２） Ｇ（２）

３限
げん

12：25－14：00 B（１） Ｈ（１） Ｋ（３） B（２） Ｈ（２）

４限
げん

14：15－15：50 Ｃ（１） Ｉ（１） Ｋ（４） Ｃ（２） Ｍ（１）

５限
げん

16：05－17：40 Ｄ（１） Ｉ（２） Ｄ（２） Ｍ（２）

６限
げん

17：55－19：30 Ｅ（１） Ｊ（１） Ｅ（２） Ｊ（２）

週
しゅう

2 回
かいじゅぎょう

授業のある科
か も く

目は、①異
こと

なる曜
よ う び

日で同
おな

じ時
じ げ ん

限の組
く

み合
あ

わせ、もしくは②時
じ げ ん れ ん ぞ く

限連続の組
く

み合
あ

わせ（太
ふとわく

枠で囲
かこ

まれた時
じ か ん た い

間帯）のいずれかとなります。

（例
れい

） ①　B（ 1）とB（ 2）　月
げ つ よ う び

曜日 3時
じ げ ん

限と木
も く よ う び

曜日 3時
じ げ ん

限
　　 ②　A（ 1）とA（ 2）　月

げ つ よ う び

曜日 1・ 2時
じ げ ん れ ん ぞ く

限連続

＜補
ほ こ う び

講日・セッション＞

【注
ちゅうい

意】

・通
つうじょうかいこうび

常開講日の時
じ か ん わ り

間割とは異
こと

なります。

・期
き ま つ

末試
し け ん

験の時
じ か ん わ り

間割は145ページを確
かくにん

認してください。

時
じ げ ん

限 補
ほ こ う び

講日 セッション期
き か ん

間

１限
げん

8 ：45－10：20 9 ：00－10：35

２限
げん

10：35－12：10 10：50－12：25

３限
げん

13：00－14：35 13：15－14：50

４限
げん

14：50－16：25 15：05－16：40

５限
げん

16：40－18：15 16：55－18：30

６限
げん

18：30－20：05

＜通
つうじょう

常開
かいこう

講日
び

＞

　休
きゅうこう

講・補
ほ こ う

講・教
きょうしつへんこう

室変更は、キャンパスターミナルにてお知
し

らせします。授
じゅぎょうまえ

業前に必
かなら

ず確
かくにん

認して

ください。

休
きゅ う

　講
こ う

　授
じゅぎ ょ う か い し ご

業開始後も担
たんとうきょういん

当教員が教
きょうしつ

室に来
こ

ない場
ば あ い

合は、速
すみ

やかにアカデミック・オフィスに連
れんらく

絡してく
ださい。授

じゅぎょう か い し じ か ん

業開始時間から20分
ぷん

を経
け い か

過しても教
きょういん

員が教
きょうしつ

室に来
こ

ない場
ば あ い

合は、その授
じゅぎょう

業を休
きゅうこう

講としま
す。また、台

たいふう

風や雪
ゆき

等
など

により交
こう つ う き か ん

通機関が不
ふ つ う

通になった場
ば あ い

合も、休
きゅうこう

講となります。

1.3.5 時
じ か ん わ り

間割・開
かいこうじかんたい

講時間帯の組
く

み合
あ

わせ

1.3.6 休
きゅうこう

講・補
ほ こ う

講・教
きょうしつへんこう

室変更
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事
項

時
じ げ ん

限 授
じゅぎょうじかん

業時間 月
げつ

火
か

水
すい

木
もく

金
きん

１限
げん

8 ：45－10：20 Ａ（１） Ｆ（１） Ｋ（１） Ｌ（１） Ｆ（２）

２限
げん

10：35－12：10 Ａ（２） Ｇ（１） Ｋ（２） Ｌ（２） Ｇ（２）

３限
げん

12：25－14：00 B（１） Ｈ（１） Ｋ（３） B（２） Ｈ（２）

４限
げん

14：15－15：50 Ｃ（１） Ｉ（１） Ｋ（４） Ｃ（２） Ｍ（１）

５限
げん

16：05－17：40 Ｄ（１） Ｉ（２） Ｄ（２） Ｍ（２）

６限
げん

17：55－19：30 Ｅ（１） Ｊ（１） Ｅ（２） Ｊ（２）

週
しゅう

2 回
かいじゅぎょう

授業のある科
か も く

目は、①異
こと

なる曜
よ う び

日で同
おな

じ時
じ げ ん

限の組
く

み合
あ

わせ、もしくは②時
じ げ ん れ ん ぞ く

限連続の組
く

み合
あ

わせ（太
ふとわく

枠で囲
かこ

まれた時
じ か ん た い

間帯）のいずれかとなります。

（例
れい

） ①　B（ 1）とB（ 2）　月
げ つ よ う び

曜日 3時
じ げ ん

限と木
も く よ う び

曜日 3時
じ げ ん

限
　　 ②　A（ 1）とA（ 2）　月

げ つ よ う び

曜日 1・ 2時
じ げ ん れ ん ぞ く

限連続

＜補
ほ こ う び

講日・セッション＞

【注
ちゅうい

意】

・通
つうじょうかいこうび

常開講日の時
じ か ん わ り

間割とは異
こと

なります。

・期
き ま つ

末試
し け ん

験の時
じ か ん わ り

間割は145ページを確
かくにん

認してください。

時
じ げ ん

限 補
ほ こ う び

講日 セッション期
き か ん

間

１限
げん

8 ：45－10：20 9 ：00－10：35

２限
げん

10：35－12：10 10：50－12：25

３限
げん

13：00－14：35 13：15－14：50

４限
げん

14：50－16：25 15：05－16：40

５限
げん

16：40－18：15 16：55－18：30

６限
げん

18：30－20：05

＜通
つうじょう

常開
かいこう

講日
び

＞

　休
きゅうこう

講・補
ほ こ う

講・教
きょうしつへんこう

室変更は、キャンパスターミナルにてお知
し

らせします。授
じゅぎょうまえ

業前に必
かなら

ず確
かくにん

認して

ください。

休
きゅ う

　講
こ う

　授
じゅぎ ょ う か い し ご

業開始後も担
たんとうきょういん

当教員が教
きょうしつ

室に来
こ

ない場
ば あ い

合は、速
すみ

やかにアカデミック・オフィスに連
れんらく

絡してく
ださい。授

じゅぎょう か い し じ か ん

業開始時間から20分
ぷん

を経
け い か

過しても教
きょういん

員が教
きょうしつ

室に来
こ

ない場
ば あ い

合は、その授
じゅぎょう

業を休
きゅうこう

講としま
す。また、台

たいふう

風や雪
ゆき

等
など

により交
こう つ う き か ん

通機関が不
ふ つ う

通になった場
ば あ い

合も、休
きゅうこう

講となります。

1.3.5 時
じ か ん わ り

間割・開
かいこうじかんたい

講時間帯の組
く

み合
あ

わせ

1.3.6 休
きゅうこう

講・補
ほ こ う

講・教
きょうしつへんこう

室変更
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う

本
事
項

補
ほ

　講
こ う

　休
きゅうこう

講した場
ば あ い

合、原
げんそく

則として補
ほ

講
こう

を行
おこな

います。事
じ ぜ ん

前に休
きゅうこう

講とすることが分
わ

かっている場
ば あ い

合

は、休
きゅう

講
こう

日
び

以
い

前
ぜん

に補
ほ

講
こう

が行
おこな

われることもあります。補
ほ

講
こう

日
び

は、通
つう じ ょ う ど よ う び

常土曜日に設
せってい

定されていま

す。補
ほ

講
こう

日
び

の時
じ か ん わ り

間割は、その週
しゅう

の火
か よ う び

曜日にキャンパスターミナルにて発
はっぴょう

表します。補
ほ

講
こう

日
び

の

時
じ か ん わ り

間割は通
つうじょう

常とは異
こと

なり、教
きょうしつ

室も通
つうじょう

常と異
こと

なる場
ば あ い

合がありますのでキャンパスターミナルの

掲
け い じ

示で確
かくにん

認してください。

教
きょう し つ へ ん こ う

室変更

　時
じ か ん わ り

間割で発
はっぴょう

表された教
きょうしつ

室から変
へんこう

更する場
ば あ い

合、または一
い ち じ て き

時的に異
こと

なる教
きょうしつ

室を利
り よ う

用する場
ば あ い

合は、

教
きょうしつへんこう

室変更のお知
し

らせをキャンパスターミナルで確
かくにん

認してください。

気
きし ょ う じ ょ う け ん あ っ か

象条件悪化や交
こ う つ う き か ん ふ つ う

通機関不通の場
ば あ い

合の授
じゅぎょう

業の扱
あつか

い

　以
い か

下のいずれかの場
ば あ い

合、授
じゅぎょう

業が休
きゅうこう

講となります。なお、期
き ま つ し け ん き か ん ち ゅ う

末試験期間中の場
ば あ い

合も、原
げんそく

則と

して以
い か

下の休
き ゅ う こ う そ ち

講措置を適
てきよう

用します。ただし、以
い か

下の状
じょうきょう

況であっても最
さいしゅうてき

終的な判
はんだん

断は大
だいがく

学で行
おこな

いますので、学
がく せ い じ し ん

生自身で判
はんだん

断をせず、常
つね

にキャンパスターミナルの掲
け い じ

示に注
ちゅうい

意をしてください。

・‌暴
ぼうふうけいほう

風警報または気
きしょうなど

象等に関
かん

する特
とくべつけいほう

別警報が別
べ っ ぷ

府市
し

に出
だ

された場
ば あ い

合

・大
おおいた

分交
こうつう

通バス、亀
かめ

の井
い

バスの両
りょうほう

方で本
ほんがく

学を往
おうふく

復する路
ろ せ ん

線が全
ぜんめんてき

面的に不
ふ つ う

通の場
ば あ い

合

休
きゅうこう

講情
じょうほう

報の案
あん な い

内について

　キャンパスターミナルで休
きゅうこうじょうほう

講情報を確
かくにん

認できます。

　キャンパスターミナルは携
け い た い で ん わ

帯電話からも確
かくにん

認することができます。

　URL：https：//portal2.apu.ac.jp/campusp/top.do

　携
けいたい

帯URL：https：//portal2.apu.ac.jp/campusp/sptop.do

　QRコード：

判
はんだん

断の時
じ か ん

間 発
はっぴょうじかん

表時間 対
たいおう

応

午
ご ぜ ん

前 6 時
じ

30分
ぷん

午
ご ぜ ん

前 6 時
じ

45分
ふん

頃
ごろ

1 、 2 時
じ げ ん め

限目の授
じゅぎょう

業を休
きゅうこう

講とします。

午
ご ぜ ん

前10時
じ

30分
ぷん

午
ご ぜ ん

前10時
じ

45分
ふん

頃
ごろ

3 時
じ げ ん め

限目以
い こ う

降の授
じゅぎょう

業を休
きゅうこう

講とします。

午
ご ぜ ん

前10時
じ

30分
ぷん

を過
す

ぎた時
じ て ん

点 判
は ん だ ん ご

断後 個
こ べ つ

別、休
きゅうこう

講の判
はんだん

断を行
おこな

います。
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

■ 

学が
く
し
ゅ
う

修
の
基き

ほ
ん
じ
こ
う

本
事
項

欠
けっせき

席理
り ゆ う

由 申
しんせいじょうけん

請条件 必
ひつよう

要な公
こうてきしょうめいしょ

的証明書※1

病
びょうき

気・怪
け が

我

学
がくせいほんにん

生本人の病
びょうき

気・怪
け が

我などの理
り

由
ゆう

で１週
しゅうかん

間（連
れんぞく

続した授
じゅ

業
ぎょう

日
び

5日
か

間
かん

）から 3週
しゅうかん

間程
てい

度
ど

の欠
けっせき

席が必
ひつよう

要な場
ば

合
あい

に申
しんせい

請が可
か

能
のう

です。家
か ぞ く

族・友
ゆうじん

人の病
びょうき

気・怪
け が

我は該
がいとう

当しません。

入
にゅういん

院・療
りょうようなど

養等に要
よう

した期
き

間
かん

と
授
じゅぎょう

業に出
しゅっせき

席できない旨
むね

が明
め い き

記さ
れている医

い

師
し

の診
しん

断
だんしょ

書（原
げんぽん

本）ま
たは医

い

療
りょうきかんじゅしんしょうめいしょ

機関受診証明書※2（原
げん

本
ぽん

）と治
ちりょうひりょうしゅうしょ

療費領収書（原
げんぽん

本）

忌
き

引
び

き

死
しぼ う

亡日
び

または会
かいそうび

葬日から起
きさん

算して、1親
しん

等
とう

は日
にち

祝
しゅくじつ

日を含
ふく

め7日以
い

内
ない

、2親
しん

等
とう

は日
にち

祝
しゅくじつ

日を含
ふく

め 5日以
い

内
ない

を適
てきよう

用期
きか ん

間とします。移
いど う

動
のために適

てきよう

用期
きか ん

間を超
こ

えて欠
けっせき

席する場
ばあ い

合は、公
こうきょうこうつうきかん

共交通機関のチ
ケット（利

り よ う び

用日の記
きさ い

載されたものに限
かぎ

る）を提
ていしゅつ

出してください。

死
し ぼ う び

亡日または会
かいそうび

葬日が記
き

載
さい

され
ている会

かいそう

葬礼
れいじょう

状（原
げんぽん

本）もしくは
死
し ぼ う

亡公
こう

的
てき

証
しょうめいしょ

明書（写
うつ

し可
か

）

※ 1 ‌公
こうてきしょうめいしょ

的証明書は、原
げんそく

則として日
に ほ ん ご

本語・英
え い ご

語のどちらかで書
か

かれたものとします。日
に ほ ん ご

本語または英
え い ご

語によ
る公

こうてきしょうめいしょ

的証明書の入
にゅうしゅ

手が困
こんなん

難な場
ば あ い

合は、公
こうてきしょうめいしょ

的証明書（日
に ほ ん ご

本語・英
え い ご い が い

語以外の言
げ ん ご

語によるもの）に加
くわ

えて、
日
に ほ ん ご

本語または英
え い ご

語による要
ようやく

約を作
さくせい

成して、提
ていしゅつ

出してください。
※ 2 ‌医

いりょうきかんじゅしんしょうめいしょ

療機関受診証明書は、アカデミック・オフィスウェブサイトの授
じゅぎょうけっせき

業欠席のページよりダウンロード可
かの う

能です。

申
しん せ い ほ う ほ う

請方法
① ‌‌科

か

目
もく

ごとに、申
し ん せ い よ う し

請用紙（アカデミック・オフィスウェブサイトよりダウンロード可
か の う

能）に
記
きにゅう

入する。
② ‌欠

けっせき

席の理
り ゆ う

由・欠
けっせき

席の期
き か ん な ど

間等が明
め い き

記されている公
こうてきしょうめいしょ

的証明書（原
げんぽん

本）・治
ちりょうひりょうしゅうしょ

療費領収書（原
げんぽん

本）
を添

て ん ぷ

付し、アカデミック・オフィスへ提
ていしゅつ

出する。
③ ‌アカデミック・オフィスにて公

こうてきしょうめいしょ

的証明書・治
ちりょうひりょうしゅうしょ

療費領収書を確
かくにん

認のうえ、記
き さ い

載に間
ま ち が

違いがな
ければ申

し ん せ い よ う し

請用紙にオフィス印
いん

を押
おういん

印し、学
がくせい

生へ返
へんきゃく

却する。
④ 学

がくせい

生より、各
かくたんとうきょういん

担当教員へ提
ていしゅつ

出する。

申
しん

請
せ い

締
し め

切
き り

　申
しんせい

請する科
か も く

目の授
じゅぎょうきかん

業期間（期
き ま つ し け ん き か ん

末試験期間・補
ほ

講
こう

日
び

をのぞく）の最
さいしゅうび

終日16：30。セッション
開
かい

講
こう

科
か

目
もく

については、当
とうがい

該科
か

目
もく

の最
さいしゅうび

終日16：30。申
しん

請
せい

締
しめ

切
きり

を過
す

ぎたものは、受
う

け付
つ

けません。

　病
びょうき

気、忌
き び

引き等
など

の理
り ゆ う

由でやむを得
え

ず欠
けっせき

席する場
ば あ い

合は、原
げんそく

則として、各
か く じ

自で担
たんとうきょういん

当教員に事
じじょう

情
を説

せつめい

明してください。欠
けっせき

席がどのように配
はいりょ

慮されるかは、教
きょういん

員の個
こ べ つ は ん だ ん

別判断によります。
　ただし、欠

けっせき

席の期
き か ん な ど

間等によっては、取
と

り扱
あつか

いが異
こと

なる場
ば あ い

合があります。以
い か

下および27ペー
ジの授

じゅぎょう

業欠
けっせき

席届
とどけで

出の流
なが

れをよく読
よ

んで、必
ひつよう

要な手
て つ づ

続きを行
おこな

ってください。

短
た ん

期
き

間
か ん

の授
じゅぎょう

業欠
け っ せ き

席
　本

ほんにん

人の病
びょうき

気・怪
け が

我等
など

の理
り ゆ う

由で、1 週
しゅうかん

間（連
れんぞく

続した授
じゅぎょうび

業日 5 日間
かん

）から 3 週
しゅうかんていど

間程度の欠
けっせき

席が必
ひつよう

要
な場

ば あ い

合、または 2 親
しんとうない

等内の血
けつぞく

族・姻
いんぞく

族のための忌
き び

引きに、「病
びょうけつ

欠・忌
き び

引き等
など

の連
れんらくとどけ

絡届」を発
はっこう

行しま
す。本

ほんにん

人の病
びょうき

気・怪
け が

我等
など

の理
り

由
ゆう

による欠
けっせき

席が１週
しゅうかん

間（連
れんぞく

続した授
じゅぎょうび

業日 5 日間
かん

）に満
み

たない場
ば

合
あい

は、
発
はっこう

行の対
たいしょう

象となりません。各
かく

自
じ

で担
たんとう

当教
きょういん

員に事
じじょう

情を説
せつめい

明してください。
　なお、「病

びょうけつ

欠・忌
き び

引き等
など

の連
れんらくとどけ

絡届」は、欠
けっせき

席を自
じ ど う て き

動的に「出
しゅっせきあつか

席扱い」とするものではありません。
欠
けっせき

席をどのように配
はいりょ

慮するかは、教
きょういん

員の個
こ

別
べつ

判
はんだん

断となります。下
か き

記以
い が い

外の理
り

由
ゆう

で授
じゅぎょう

業を欠
けっせき

席す
る場

ば あ い

合は、直
ちょくせつ

接、教
きょういん

員に事
じじょう

情を伝
つた

えてください。

申
しんせいじょうけん

請条件

1.3.7 病
びょうき

気・忌
き

引
び

き等
など

による授
じゅぎょう

業欠
けっせき

席・遅
ち

刻
こく
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そ
の
他た

制せ
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■ 

学が
く
し
ゅ
う
修
の
基き

ほ
ん
じ
こ
う

本
事
項

欠
けっせき

席理
り ゆ う

由 申
しんせいじょうけん

請条件 必
ひつよう

要な公
こうてきしょうめいしょ

的証明書※1

病
びょうき

気・怪
け が

我

学
がくせいほんにん

生本人の病
びょうき

気・怪
け が

我などの理
り

由
ゆう

で１週
しゅうかん

間（連
れんぞく

続した授
じゅ

業
ぎょう

日
び

5日
か

間
かん

）から 3週
しゅうかん

間程
てい

度
ど

の欠
けっせき

席が必
ひつよう

要な場
ば

合
あい

に申
しんせい

請が可
か

能
のう

です。家
か ぞ く

族・友
ゆうじん

人の病
びょうき

気・怪
け が

我は該
がいとう

当しません。

入
にゅういん

院・療
りょうようなど

養等に要
よう

した期
き

間
かん

と
授
じゅぎょう

業に出
しゅっせき

席できない旨
むね

が明
め い き

記さ
れている医

い

師
し

の診
しん

断
だんしょ

書（原
げんぽん

本）ま
たは医

い

療
りょうきかんじゅしんしょうめいしょ

機関受診証明書※2（原
げん

本
ぽん

）と治
ちりょうひりょうしゅうしょ

療費領収書（原
げんぽん

本）

忌
き

引
び

き

死
しぼ う

亡日
び

または会
かいそうび

葬日から起
きさん

算して、1親
しん

等
とう

は日
にち

祝
しゅくじつ

日を含
ふく

め7日以
い

内
ない

、2親
しん

等
とう

は日
にち

祝
しゅくじつ

日を含
ふく

め 5日以
い

内
ない

を適
てきよう

用期
きか ん

間とします。移
いど う

動
のために適

てきよう

用期
きか ん

間を超
こ

えて欠
けっせき

席する場
ばあ い

合は、公
こうきょうこうつうきかん

共交通機関のチ
ケット（利

り よ う び

用日の記
きさ い

載されたものに限
かぎ

る）を提
ていしゅつ

出してください。

死
し ぼ う び

亡日または会
かいそうび

葬日が記
き

載
さい

され
ている会

かいそう

葬礼
れいじょう

状（原
げんぽん

本）もしくは
死
し ぼ う

亡公
こう

的
てき

証
しょうめいしょ

明書（写
うつ

し可
か

）

※ 1 ‌公
こうてきしょうめいしょ

的証明書は、原
げんそく

則として日
に ほ ん ご

本語・英
え い ご

語のどちらかで書
か

かれたものとします。日
に ほ ん ご

本語または英
え い ご

語によ
る公

こうてきしょうめいしょ

的証明書の入
にゅうしゅ

手が困
こんなん

難な場
ば あ い

合は、公
こうてきしょうめいしょ

的証明書（日
に ほ ん ご

本語・英
え い ご い が い

語以外の言
げ ん ご

語によるもの）に加
くわ

えて、
日
に ほ ん ご

本語または英
え い ご

語による要
ようやく

約を作
さくせい

成して、提
ていしゅつ

出してください。
※ 2 ‌医

いりょうきかんじゅしんしょうめいしょ

療機関受診証明書は、アカデミック・オフィスウェブサイトの授
じゅぎょうけっせき

業欠席のページよりダウンロード可
かの う

能です。

申
しん せ い ほ う ほ う

請方法
① ‌‌科

か

目
もく

ごとに、申
し ん せ い よ う し

請用紙（アカデミック・オフィスウェブサイトよりダウンロード可
か の う

能）に
記
きにゅう

入する。
② ‌欠

けっせき

席の理
り ゆ う

由・欠
けっせき

席の期
き か ん な ど

間等が明
め い き

記されている公
こうてきしょうめいしょ

的証明書（原
げんぽん

本）・治
ちりょうひりょうしゅうしょ

療費領収書（原
げんぽん

本）
を添

て ん ぷ

付し、アカデミック・オフィスへ提
ていしゅつ

出する。
③ ‌アカデミック・オフィスにて公

こうてきしょうめいしょ

的証明書・治
ちりょうひりょうしゅうしょ

療費領収書を確
かくにん

認のうえ、記
き さ い

載に間
ま ち が

違いがな
ければ申

し ん せ い よ う し

請用紙にオフィス印
いん

を押
おういん

印し、学
がくせい

生へ返
へんきゃく

却する。
④ 学

がくせい

生より、各
かくたんとうきょういん

担当教員へ提
ていしゅつ

出する。

申
しん

請
せ い

締
し め

切
き り

　申
しんせい

請する科
か も く

目の授
じゅぎょうきかん

業期間（期
き ま つ し け ん き か ん

末試験期間・補
ほ

講
こう

日
び

をのぞく）の最
さいしゅうび

終日16：30。セッション
開
かい

講
こう

科
か

目
もく

については、当
とうがい

該科
か

目
もく

の最
さいしゅうび

終日16：30。申
しん

請
せい

締
しめ

切
きり

を過
す

ぎたものは、受
う

け付
つ

けません。

　病
びょうき

気、忌
き び

引き等
など

の理
り ゆ う

由でやむを得
え

ず欠
けっせき

席する場
ば あ い

合は、原
げんそく

則として、各
か く じ

自で担
たんとうきょういん

当教員に事
じじょう

情
を説

せつめい

明してください。欠
けっせき

席がどのように配
はいりょ

慮されるかは、教
きょういん

員の個
こ べ つ は ん だ ん

別判断によります。
　ただし、欠

けっせき

席の期
き か ん な ど

間等によっては、取
と

り扱
あつか

いが異
こと

なる場
ば あ い

合があります。以
い か

下および27ペー
ジの授

じゅぎょう

業欠
けっせき

席届
とどけで

出の流
なが

れをよく読
よ

んで、必
ひつよう

要な手
て つ づ

続きを行
おこな

ってください。

短
た ん

期
き

間
か ん

の授
じゅぎょう

業欠
け っ せ き

席
　本

ほんにん

人の病
びょうき

気・怪
け が

我等
など

の理
り ゆ う

由で、1 週
しゅうかん

間（連
れんぞく

続した授
じゅぎょうび

業日 5 日間
かん

）から 3 週
しゅうかんていど

間程度の欠
けっせき

席が必
ひつよう

要
な場

ば あ い

合、または 2 親
しんとうない

等内の血
けつぞく

族・姻
いんぞく

族のための忌
き び

引きに、「病
びょうけつ

欠・忌
き び

引き等
など

の連
れんらくとどけ

絡届」を発
はっこう

行しま
す。本

ほんにん

人の病
びょうき

気・怪
け が

我等
など

の理
り

由
ゆう

による欠
けっせき

席が１週
しゅうかん

間（連
れんぞく

続した授
じゅぎょうび

業日 5 日間
かん

）に満
み

たない場
ば

合
あい

は、
発
はっこう

行の対
たいしょう

象となりません。各
かく

自
じ

で担
たんとう

当教
きょういん

員に事
じじょう

情を説
せつめい

明してください。
　なお、「病

びょうけつ

欠・忌
き び

引き等
など

の連
れんらくとどけ

絡届」は、欠
けっせき

席を自
じ ど う て き

動的に「出
しゅっせきあつか

席扱い」とするものではありません。
欠
けっせき

席をどのように配
はいりょ

慮するかは、教
きょういん

員の個
こ

別
べつ

判
はんだん

断となります。下
か き

記以
い が い

外の理
り

由
ゆう

で授
じゅぎょう

業を欠
けっせき

席す
る場

ば あ い

合は、直
ちょくせつ

接、教
きょういん

員に事
じじょう

情を伝
つた

えてください。

申
しんせいじょうけん

請条件

1.3.7 病
びょうき

気・忌
き

引
び

き等
など

による授
じゅぎょう

業欠
けっせき

席・遅
ち

刻
こく
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Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

■ 
学がく
し
ゅ
う
修
の
基きほ
ん
じ
こ
う

本
事
項

長
ち ょ う き か ん

期間の授
じゅぎょう

業欠
け っ せ き

席
　本

ほんにん

人の病
びょうき

気や怪
け が

我等
など

の理
り ゆ う

由で、開
か い こ う か も く

講科目の授
じゅぎょうかいすう

業回数の半
はんぶんいじょう

分以上（言
げ ん ご か も く

語科目、スタディスキル・
アカデミックライティング、多

た ぶ ん か

文化協
きょうどう

働ワークショップは４分
ぶん

の１以
いじょう

上）を欠
けっせき

席する場
ば あ い

合、
以
い か

下の条
じょうけん

件を満
み

たし申
しんせいしめきり

請締切までに申
しんせい

請を行
おこな

った者
もの

は、履
りし ゅ う と う ろ く か も く

修登録科目の取
と

り消
け

しを認
みと

めるこ
とがあります。ただし、取

と

り消
け

しを認
みと

める場
ば あ い

合は、当
とうがい

該クオーターまたはセメスターに登
とうろく

録
している科

か も く

目全
すべ

てを取
と

り消
け

します。特
とくてい

定の科
か も く

目のみ取
と

り消
け

すことはできません。

申
しん せ い

請条
じょう

件
け ん

　

下
か き

記 3 つの条
じょうけん

件にあてはまる場
ば あ い

合のみ申
し ん せ い か の う

請可能です。
・‌病

びょうき

気や怪
け が

我などで全
ぜん

授
じゅぎょう

業回
かいすう

数の半
はんぶんいじょうしゅっせき

分以上出席できなかった場
ば あ い

合、診
しんだんしょなど

断書等の客
きゃっかんてきしょるい

観的書類
により欠

けっせき

席期
き

間
かん

を証
しょうめい

明できる場
ば あ い

合に限
かぎ

ります。なお、セッション科
か も く

目については、病
びょうき

気
や怪

け が

我（入
にゅういん

院を伴
ともな

う場
ば あ い

合のみ）、法
ほうてい

定感
かんせんしょう

染症、忌
き び

引きなどの事
じ ゆ う

由によるものとし、所
しょてい

定の
公
こうてきしょうめいしょ

的証明書により欠
けっせき

席を証
しょうめい

明できる場
ば あ い

合に限
かぎ

ります。
・履

りしゅうしゅうせいきかん

修修正期間には想
そうてい

定できなかった事
じ こ う

項であること。
・申

しんせいしゃ

請者の責
せきにん

任に帰
き

すべき事
じ ゆ う

由でないこと。

　留
り ゅ う い て ん

意点 
　・‌欠

けっせき

席に至
いた

るまで授
じゅぎょう

業の出
しゅっせきじょうきょう

席状況が良
りょうこう

好であること。
　・学

がくせいほんにん

生本人の病
びょうき

気や怪
け が

我であること、家
か ぞ く

族の病
びょうき

気などでは認
みと

められない。
　・‌‌セッション科

か も く

目については正
せい か が い か つ ど う

課外活動や就
しゅうしょくかつどう

職活動など上
じ ょ う き い が い

記以外の事
じ ゆ う

由により半
はんぶんいじょう

分以上の
授
じゅぎょう

業に出
しゅっせき

席できず履
り し ゅ う か も く

修科目の取
とりけし

消を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、先
ま

ずは授
じゅぎょう

業開
か い し ぜ ん じ つ

始前日までにアカデ
ミック・オフィスへ相

そうだん

談すること。

申
しん せ い ほ う ほ う

請方法

　授
じゅぎょう

業に出
しゅっせき

席できない事
じ た い

態が発
はっせい

生した時
じ て ん

点で、速
すみ

やかにアカデミック・オフィスへ申
もう

し出
で

て
ください。以

い か

下の必
ひつようしょるい

要書類を添
そ

えて、申
しん せ い し め き り び

請締切日までに申
しんせい

請してください。

欠
けっせきじゆう

席事由 公
こうてきしょうめいしょ

的証明書

病
びょうき

気・怪
け が

我
入
にゅういん

院・療
りょうようなど

養等に要
よう

した期
き か ん

間、授
じゅぎょう

業に出
しゅっせき

席できない旨
むね

が明
め い き

記されている医
い し

師の
診
しんだんしょ

断書（原
げん

本
ぽん

）と治
ちりょうひりょうしゅうしょ

療費領収書（原
げん

本
ぽん

）

忌
き び

引き
死
し ぼ う び

亡日または会
かいそうび

葬日が記
き さ い

載されている会
かいそうれいじょう

葬礼状（原
げん

本
ぽん

）、もしくは死
し

亡
ぼう

公
こうてき

的証
しょう

明
めい

書
しょ

（写
うつ

し可
か

）

申
しん

請
せ い

締
し め

切
き り

　各
かく

科
か

目
もく

の申
しんせい

請締
しめきり

切日
び

は以
い

下
か

の通
とお

りです。申
しんせい

請締
しめきり

切日
び

を過
す

ぎたものは受
う

け付
つ

けません。

科
か も く く ぶ ん

目区分 申
しん

請
せい

締
しめ

切
きり

第
だい

1 クオーター開
かいこうかもく

講科目
第
だい

1 クオーター授
じゅぎょうきかん

業期間（期
き ま つ し け ん き か ん

末試験期間・補
ほ こ う び

講日をのぞく）
の最

さいしゅうび

終日16：30

セメスター/第
だい

2 クオーター開
かいこうかもく

講科目
第
だい

2 クオーター授
じゅぎょうきかん

業期間（期
き ま つ し け ん き か ん

末試験期間・補
ほ こ う び

講日をのぞく）
の最

さいしゅうび

終日16：30

セッション開
かいこうかもく

講科目 当
とうがいかもく

該科目の最
さいしゅうび

終日16：30
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

■ 

学が
く
し
ゅ
う

修
の
基き

ほ
ん
じ
こ
う

本
事
項

法
ほ う て い

定感
かんせんし ょ う

染症による授
じゅぎ ょ う け っ せ き

業欠席

申
しん せ い

請条
じょう

件
け ん

　学
がっこ う ほ け ん あ ん ぜ ん ほ う

校保健安全法に定
さだ

められた法
ほうてい

定感
かんせんしょう

染症による授
じゅぎょうけっせき

業欠席については、医
い り ょ う き か ん

療機関に記
き さ い

載して

もらった法
ほうてい

定感
かんせん

染症
しょう

病
びょう

状
じょう

証
しょうめいしょ

明書（アカデミック・オフィスウェブサイトの授
じゅぎょうけっせき

業欠席のペー

ジよりダウンロード可
か の う

能）および治
ち り ょ う ひ

療費領
りょうしゅうしょ

収書の提
ていしゅつ

出により、欠
けっせきあつか

席扱いとしません。ただし、

下
か き

記の病
びょうき

気に該
がいとう

当している場
ば あ い

合でも、法
ほうてい

定感
かんせん

染症
しょう

病
びょう

状
じょう

証
しょうめいしょ

明書により、出
しゅっせき

席停
て い し

止を命
めい

じられて

いない場
ば あ い

合は該
がいとう

当しませんので、医
い り ょ う き か ん

療機関に受
じゅしん

診のうえ、医
い し

師の指
し じ

示に従
したが

ってください。

＜学
がっこ う ほ け ん あ ん ぜ ん ほ う

校保健安全法に定
さだ

められた感
かんせんしょう

染症＞

第
だいいっしゅ

一種 鳥
とり

インフルエンザ（H 5 N 1 ）など

第
だ い に し ゅ

二種
インフルエンザ（鳥

とり

インフルエンザ（H 5 N 1 ）を除
のぞ

く。）、百
ひゃくにちぜき

日咳、麻
ま し ん

疹（はしか）、流
りゅうこうせい

行性
耳
じ か せ ん え ん

下腺炎（おたふくかぜ）、風
ふうしん

疹、水
すいとう

痘（水
みず

ぼうそう）、咽
いんとうけつまくねつ

頭結膜熱、結
けっかく

核および髄
ずい

膜
まくえん

炎
菌
きんせい

性髄
ずい

膜
まくえん

炎

第
だいさんしゅ

三種
コレラ、細

さいきんせい

菌性赤
せ き り

痢、腸
ちょうかんしゅっけつせいだいちょうきんかんせんしょう

管 出 血性大腸菌感染症、腸
ちょう

チフス、パラチフス、
流
りゅうこうせいかくけつまくえん

行性角結膜炎、急
きゅうせいしゅっけつせいけつまくえん

性出血性結膜炎、感
かんせんせい

染性胃
いちょうえん

腸炎、マイコプラズマ肺
はいえん

炎、帯
たいじょうほうしん

状疱疹、
その他

た

の感
かんせんしょう

染症

申
しん せ い ほ う ほ う

請方法

①‌‌上
じょうき

記の法
ほうてい

定感
かんせん

染症
しょう

に罹
り か ん

患した学
がくせい

生は、直
ただ

ちにアカデミック・オフィスへメールで報
ほうこく

告する

（acsubmit@apu.ac.jp）。

②‌‌出
し ゅ っ せ き て い し き か ん

席停止期間終
しゅうりょう

了後
ご

、アカデミック・オフィスウェブサイトの授
じゅぎょう

業欠
けっ

席
せき

のページで

申
しんせいほうほう

請方法を確
かくにん

認する。

③‌‌申
しんせい

請する科
か

目
もく

の申
しん

請
せい

締
しめ

切
きり

日
び

までに法
ほうてい

定感
かんせん

染症
しょう

病
びょう

状
じょう

証
しょうめいしょ

明書（原
げんぽん

本）および治
ち り ょ う ひ

療費領
りょうしゅうしょ

収書

（原
げんぽん

本）をアカデミック・オフィスに提
ていしゅつ

出する。

申
しん

請
せ い

締
し め

切
き り

　申
しんせい

請する科
か

目
もく

の授
じゅぎょうきかん

業期間（期
き ま つ し け ん き か ん

末試験期間・補
ほ

講
こう

日
び

をのぞく）の最
さいしゅうび

終日16：30。 （セッション

開
か い こ う か も く

講科目については、当
と う が い か も く

該科目の最
さいしゅうび

終日16 ： 30。） 申
しんせいしめきり

請締切を過
す

ぎたものは、受
う

け付
つ

けません。

その他
た

の理
り ゆ う

由による欠
け っ せ き

席
・‌就

しゅうしょくかつどう

職活動に関
かん

する欠
けっせき

席：キャリア・オフィスで手
て つ づ

続きをしてください。

・‌課
か が い か つ ど う

外活動に関
かん

する欠
けっせき

席：スチューデント・オフィスで手
て つ づ

続きをしてください。

・‌裁
さい ば ん い ん せ い ど

判員制度等
など

に関
かん

する欠
けっせき

席：事
じ ぜ ん

前にアカデミック・オフィスに相
そうだん

談してください。

遅
ち こ く

刻
　遅

ち

刻
こく

をどのように配
はいりょ

慮するかは、担
たんとう

当教
きょういん

員の個
こ

別
べつ

判
はんだん

断となります。なお、公
こうきょう

共交
こうつう

通機
き

関
かん

の

ダイヤの乱
みだ

れ等
など

による遅
ち

刻
こく

の場
ば

合
あい

、公
こうきょう

共交
こうつう

通機
き

関
かん

により公
こうてき

的な証
しょうめいしょ

明書が発
はっこう

行される場
ば あ い

合があ

りますので、必
ひつよう

要に応
おう

じ公
こうきょう

共交
こうつう

通機
き

関
かん

に各
かく

自
じ

問
と

い合
あ

わせてください。
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
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■ 

学が
く
し
ゅ
う
修
の
基き

ほ
ん
じ
こ
う

本
事
項

法
ほ う て い

定感
かんせんし ょ う

染症による授
じゅぎ ょ う け っ せ き

業欠席

申
しん せ い

請条
じょう

件
け ん

　学
がっこ う ほ け ん あ ん ぜ ん ほ う

校保健安全法に定
さだ

められた法
ほうてい

定感
かんせんしょう

染症による授
じゅぎょうけっせき

業欠席については、医
い り ょ う き か ん

療機関に記
き さ い

載して

もらった法
ほうてい

定感
かんせん

染症
しょう

病
びょう

状
じょう

証
しょうめいしょ

明書（アカデミック・オフィスウェブサイトの授
じゅぎょうけっせき

業欠席のペー

ジよりダウンロード可
か の う

能）および治
ち り ょ う ひ

療費領
りょうしゅうしょ

収書の提
ていしゅつ

出により、欠
けっせきあつか

席扱いとしません。ただし、

下
か き

記の病
びょうき

気に該
がいとう

当している場
ば あ い

合でも、法
ほうてい

定感
かんせん

染症
しょう

病
びょう

状
じょう

証
しょうめいしょ

明書により、出
しゅっせき

席停
て い し

止を命
めい

じられて

いない場
ば あ い

合は該
がいとう

当しませんので、医
い り ょ う き か ん

療機関に受
じゅしん

診のうえ、医
い し

師の指
し じ

示に従
したが

ってください。

＜学
がっこ う ほ け ん あ ん ぜ ん ほ う

校保健安全法に定
さだ

められた感
かんせんしょう

染症＞

第
だいいっしゅ

一種 鳥
とり

インフルエンザ（H 5 N 1 ）など

第
だ い に し ゅ

二種
インフルエンザ（鳥

とり

インフルエンザ（H 5 N 1 ）を除
のぞ

く。）、百
ひゃくにちぜき

日咳、麻
ま し ん

疹（はしか）、流
りゅうこうせい

行性
耳
じ か せ ん え ん

下腺炎（おたふくかぜ）、風
ふうしん

疹、水
すいとう

痘（水
みず

ぼうそう）、咽
いんとうけつまくねつ

頭結膜熱、結
けっかく

核および髄
ずい

膜
まくえん

炎
菌
きんせい

性髄
ずい

膜
まくえん

炎

第
だいさんしゅ

三種
コレラ、細

さいきんせい

菌性赤
せ き り

痢、腸
ちょうかんしゅっけつせいだいちょうきんかんせんしょう

管 出 血性大腸菌感染症、腸
ちょう

チフス、パラチフス、
流
りゅうこうせいかくけつまくえん

行性角結膜炎、急
きゅうせいしゅっけつせいけつまくえん

性出血性結膜炎、感
かんせんせい

染性胃
いちょうえん

腸炎、マイコプラズマ肺
はいえん

炎、帯
たいじょうほうしん

状疱疹、
その他

た

の感
かんせんしょう

染症

申
しん せ い ほ う ほ う

請方法

①‌‌上
じょうき

記の法
ほうてい

定感
かんせん

染症
しょう

に罹
り か ん

患した学
がくせい

生は、直
ただ

ちにアカデミック・オフィスへメールで報
ほうこく

告する

（acsubmit@apu.ac.jp）。

②‌‌出
し ゅ っ せ き て い し き か ん

席停止期間終
しゅうりょう

了後
ご

、アカデミック・オフィスウェブサイトの授
じゅぎょう

業欠
けっ

席
せき

のページで

申
しんせいほうほう

請方法を確
かくにん

認する。

③‌‌申
しんせい

請する科
か

目
もく

の申
しん

請
せい

締
しめ

切
きり

日
び

までに法
ほうてい

定感
かんせん

染症
しょう

病
びょう

状
じょう

証
しょうめいしょ

明書（原
げんぽん

本）および治
ち り ょ う ひ

療費領
りょうしゅうしょ

収書

（原
げんぽん

本）をアカデミック・オフィスに提
ていしゅつ

出する。

申
しん

請
せ い

締
し め

切
き り

　申
しんせい

請する科
か

目
もく

の授
じゅぎょうきかん

業期間（期
き ま つ し け ん き か ん

末試験期間・補
ほ

講
こう

日
び

をのぞく）の最
さいしゅうび

終日16：30。 （セッション

開
か い こ う か も く

講科目については、当
と う が い か も く

該科目の最
さいしゅうび

終日16 ： 30。） 申
しんせいしめきり

請締切を過
す

ぎたものは、受
う

け付
つ

けません。

その他
た

の理
り ゆ う

由による欠
け っ せ き

席
・‌就

しゅうしょくかつどう

職活動に関
かん

する欠
けっせき

席：キャリア・オフィスで手
て つ づ

続きをしてください。

・‌課
か が い か つ ど う

外活動に関
かん

する欠
けっせき

席：スチューデント・オフィスで手
て つ づ

続きをしてください。

・‌裁
さい ば ん い ん せ い ど

判員制度等
など

に関
かん

する欠
けっせき

席：事
じ ぜ ん

前にアカデミック・オフィスに相
そうだん

談してください。

遅
ち こ く

刻
　遅

ち

刻
こく

をどのように配
はいりょ

慮するかは、担
たんとう

当教
きょういん

員の個
こ

別
べつ

判
はんだん

断となります。なお、公
こうきょう

共交
こうつう

通機
き

関
かん

の

ダイヤの乱
みだ

れ等
など

による遅
ち

刻
こく

の場
ば

合
あい

、公
こうきょう

共交
こうつう

通機
き

関
かん

により公
こうてき

的な証
しょうめいしょ

明書が発
はっこう

行される場
ば あ い

合があ

りますので、必
ひつよう

要に応
おう

じ公
こうきょう

共交
こうつう

通機
き

関
かん

に各
かく

自
じ

問
と

い合
あ

わせてください。
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ゅ
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修
の
基きほ
ん
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本
事
項

欠 席 期 間 を 確 認

授 業 欠 席 理 由 を 選 択

忌 引 き

（ 24 ペ ー ジ ） 法 定 感 染 症 以 外 の 病 気 ・ 怪 我 ・ 入 院

学
年

暦
で

定
め

ら
れ

た
授

業
期

間
の

み
欠

席
１

親
等（

配
偶

者
・父

母
・子

）が
亡

くな
っ

た

2親
等

以
外（

祖
父

母・
兄

弟・
孫

）
が

亡
くな

っ
た

2親
等

以
外（

お
じ・

お
ば・

曾
祖

父・
曾

祖
母

等
）が

亡
くな

っ
た

連
続

し
た

授
業

日
５

日
間

～
３

週
間

程
度

の
欠

席（
24

ペ
ー

ジ
）

連
続

し
た

授
業

日
５

日
間

未
満

の
欠

席（
24

ペ
ー

ジ
）

４
週

間
程

度
の

欠
席（

25
ペ

ー
ジ

）

法 定 感 染 症

（ 2６ ペ ー ジ ）

罹
患

し
た

旨
を

、症
状

名
、出

席
停

止
期

間
と

併
せ

て
メ

ー
ル

で
報

告
を

し
て

くだ
さ

い
。

ac
su

bm
it@

ap
u.

ac
.jp

以
下

を
確

認
し

て
くだ

さ
い

□
適

用
期

間
は

死
亡

日
ま

た
は

会
葬

日
か

ら
起

算
し

て
日

祝
日

を
含

め７
日

以
内

□
オ

フ
ィス

か
ら「

病
欠・

忌
引

き
等

の
連

絡
届

」が
発

行
さ

れ
ま

す
。

　
  た

だし
、最

終
的

な
欠

席
の

扱
い

は
授

業
担

当
教

員
の

判
断

に
委

ね
ら

れ
ま

す
。

以
下

を
確

認
し

て
くだ

さ
い

□
適

用
期

間
は

死
亡

日
ま

た
は

会
葬

日
か

ら
起

算
し

て
日

祝
日

を
含

め
5日

以
内

□
オ

フ
ィス

か
ら「

病
欠・

忌
引

き
等

の
連

絡
届

」が
発

行
さ

れ
ま

す
。

　
  た

だし
、最

終
的

な
欠

席
の

扱
い

は
授

業
担

当
教

員
の

判
断

に
委

ね
ら

れ
ま

す
。

以
下

を
確

認
し

て
くだ

さ
い

□
診

断
書

に
記

載
さ

れ
た

期
間

の
欠

席
は

、欠
席

扱
い

に
な

りま
せ

ん
。

□
オ

フ
ィス

か
ら

授
業

担
当

教
員

へ
直

接
連

絡
をし

ま
す

。

以
下

を
確

認
し

て
くだ

さ
い

□「
病

欠・
忌

引
き

等
の

連
絡

届
」は

発
行

さ
れ

ま
せ

ん
。自

身
で

授
業

担
当

教
　

員
へ

直
接

説
明

し
て

くだ
さ

い
。

□
最

終
的

な
欠

席
の

扱
い

は
授

業
担

当
教

員
の

判
断

に
委

ね
ら

れ
ま

す
。

長
期

間
の

授
業

欠
席

で
す

。ま
ず

は
メ

ー
ル

で
ご

相
談

くだ
さ

い
。

ac
su

bm
it@

ap
u.

ac
.jp

以
下

を
確

認
し

て
くだ

さ
い

□
適

用
期

間
は

診
断

書
に

記
載

さ
れ

た
期

間
□

オ
フ

ィス
か

ら「
病

欠・
忌

引
き

等
の

連
絡

届
」が

発
行

さ
れ

ま
す

。
　

  た
だし

、最
終

的
な

欠
席

の
扱

い
は

授
業

担
当

教
員

の
判

断
に

委
ね

ら
れ

ま
す

。

以
下

を
確

認
し

て
くだ

さ
い

□「
病

欠・
忌

引
き

等
の

連
絡

届
」は

発
行

さ
れ

ま
せ

ん
。自

身
で

授
業

担
当

教
　

員
へ

直
接

説
明

し
て

くだ
さ

い
。

□
  最

終
的

な
欠

席
の

扱
い

は
授

業
担

当
教

員
の

判
断

に
委

ね
ら

れ
ま

す
。

学
年

暦
で

定
め

ら
れ

た
授

業
期

間
と

期
末

試
験

の
両

方
に

ま
た

が
っ

て
欠

席
し

た

学
年

暦
で

定
め

ら
れ

た
期

末
試

験
期

間
の

み
欠

席

「
追

試
受

験
願（

ア
カ

デ
ミッ

ク・
オ

フ
ィ

ス
交

付
）」

を
ア

カ
デ

ミッ
ク・

オ
フ

ィス
窓

口
へ

提
出

し
て

くだ
さ

い（
詳

細
は

14
7ペ

ー
ジ

）。

期
末

試
験

に
つ

い
て

は
、

「
追

試
受

験
願（

ア
カ

デ
ミッ

ク・
オ

フ
ィ

ス
交

付
）」

を
ア

カ
デ

ミッ
ク・

オ
フ

ィス
窓

口
へ

提
出

し
て

くだ
さ

い（
詳

細
は

14
7ペ

ー
ジ

）。

（
※

１
）法

定
感

染
症

疾
患

名
◦

イン
フ

ル
エ

ン
ザ

◦
流

行
性

耳
下

腺
炎（

お
た

ふ
くか

ぜ
）

◦
流

行
性

角
結

膜
炎

◦
麻

疹（
はし

か
）

◦
結

核
◦

急
性

出
血

性
結

膜
炎

◦
風

疹
◦

百
日

咳
◦

腸
管

出
血

性
大

腸
菌

感
染

症
◦

水
痘（

水
ぼ

う
そう

）
◦

咽
頭

結
膜

熱
◦

感
染

性
胃

腸
炎

   （
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス・
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
の

み
）

◦
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

感
染

症
◦

帯
状

疱
疹

◦
そ

の
他

感
染

症

申
請

締
め

切
り（

★
１

）ま
で

に
、下

記
書

類
を

お
持

ち
の

上
、ア

カ
デ

ミッ
ク・

オ
フ

ィス
で

申
請

し
て

く
だ

さ
い

。「
病

欠・
忌

引
き

等
の

連
絡

届（
★

３
）」

を
発

行
し

ま
す

。
□

①
会

葬
礼

状（
原

本
） ま

た
は

 死
亡

公
的

証
明

書（
コ

ピ
ー

可
）

　
　

◦
  会

葬
礼

状
に

死
亡

日
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
、職

員
が

口
頭

で
死

亡
日

を
伺

い
ま

す
の

で
予

め
ご

了
承

くだ
さ

い
。

□
②

翻
訳

文（
①

が
日

本
語・

英
語

以
外

の
場

合
）

□
③

利
用

日
が

記
載

さ
れ

た
公

共
交

通
機

関
の

チ
ケ

ット
　

　（
移

動
の

た
め

に
適

用
期

間
を

超
え

て
欠

席
し

た
場

合
）

※
★

３：
事

前
に

記
入

をし
て

お
持

ち
い

た
だ

い
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

申
請

締
め

切
り（

★
１

）ま
で

に
、下

記
書

類
を

お
持

ち
の

上
、ア

カ
デ

ミッ
ク・

オ
フ

ィス
で

申
請

し
て

く
だ

さ
い

。
□

①「
治

療・
療

養
期

間
が

明
記

さ
れ

て
い

る
医

師
の

診
断

書（
原

本
） 

」
　

　
ま

た
は「

医
療

機
関

受
診

証
明

書（
原

本
） 

 （
★

２
）」

□
②

治
療

費
領

収
書（

原
本

）
※

★
２

 ：ア
カ

デ
ミッ

ク・
オ

フ
ィス

ウ
ェ

ブ
サ

イト
よ

り
ダ

ウ
ン

ロ
ード

可
能

※
★

３：
事

前
に

記
入

をし
て

お
持

ち
い

た
だ

い
て

も
構

い
ま

せ
ん

。

（
★

２
）

（
★

３
）

（
★

１
）申

請
締

め
切

り
◦

1Q
科

目：
１Ｑ

授
業

期
間（

期
末

試
験

・補
講

日
を

除
く

）最
終

日
の

16
:3

0
◦

２Ｑ
＆

セ
メ

ス
タ

ー
科

目：
２Ｑ

科
目

授
業

期
間（

期
末

試
験

・補
講

日
を

除
く

）最
終

日
の

16
:3

0
◦

セ
ッシ

ョン
科

目：
当

該
科

目
の

最
終

日
16

:3
0 （

セ
ッシ

ョン
は

科
目

に
よ

っ
て

期
間

が
異

な
る

）
※

締
め

切
りを

過
ぎ

た
申

請
は

受
け

付
け

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

申
請

締
め

切
り（

★
１

）ま
で

に
、下

記
書

類
を

お
持

ち
の

上
、ア

カ
デ

ミッ
ク・

オ
フ

ィス
で

申
請

し
て

く
だ

さ
い

。
□

①「
治

療・
療

養
期

間
が

明
記

さ
れ

て
い

る
医

師
の

診
断

書（
原

本
） 

」
　

　
ま

た
は「

法
定

感
染

症
病

状
証

明
書（

原
本

）（
★

２
）」

□
②

治
療

費
領

収
書（

原
本

）
※

★
２

 ：ア
カ

デ
ミッ

ク・
オ

フ
ィス

ウ
ェ

ブ
サ

イト
よ

り
ダ

ウ
ン

ロ
ード

可
能

就
職

活
動

に
よ

る
欠

席

課
外

活
動

に
よ

る
欠

席

キ
ャリ

ア
オ

フ
ィス

に
相

談
し

て
くだ

さ
い

。

ス
チ

ュ
ー

デ
ント

・オ
フ

ィス
に

相
談

し
て

くだ
さ

い
。

授じ
ゅ
ぎ
ょ
う
け
っ
せ
き

業
欠
席
の
届と
ど
け
で 出
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

■ 

学が
く
し
ゅ
う

修
の
基き

ほ
ん
じ
こ
う

本
事
項

　APUでは、学
がくせい

生の主
しゅたいてき

体的な学
がくしゅう

習を支
し え ん

援するために、様
さまざま

々な学
がくしゅう

習サポートを行
おこな

っています。
積
せっきょくてき

極的に活
かつよう

用し、学
がくしゅう

習に役
や く だ

立ててください。

アカデミック・アドバイジング
　みなさんが学

がくもんてき

問的・個
こ じ ん て き

人的な目
もくてき

的を見
み

つけ、それを達
たっせい

成することをサポートする「アカデミック・
アドバイジング」を実

じ っ し

施しています。アカデミック・アドバイジングでは、教
きょうしょくいん

職員との面
めんだん

談
などを通

とお

して、みなさんが以
い か

下の事
じ こ う

項を達
たっせい

成できるように支
し え ん

援を行
おこな

っています。

・APUの持
も

つ多
た ぶ ん か

文化学
がくしゅう

習環
かんきょう

境を自
じ か く

覚し、それを最
さいだいげん

大限に活
かつよう

用できるようになること
・大

だいがく

学生
せいかつ

活へのスムーズな移
い こ う

行ができること
・自

じ ぶ ん

分の学
がくしゅう

修計
けいかく

画を立
た

てることができること
・自

じ ぶ ん

分で責
せきにん

任を持
も

ち、計
けいかく

画にそって学
がくしゅう

修ができること

相
そう だ ん な い よ う

談内容

　困
こま

ったこと、相
そうだん

談したいことがあれば、是
ぜ ひ

非利
り よ う

用してください。相
そうだんないよう

談内容は些
さ さ い

細なことで
も構

かま

いません。

・学
がっこう

校にうまく馴
な じ

染めない　　　　・時
じ か ん

間がうまく使
つか

えない‌
・勉

べんきょうほうほう

強方法がわからない　　　　　・朝
あさ

起
お

きることができない
・レポートの書

か

き方
かた

がわからない　・単
た ん い

位がとれない
・授

じゅぎょう

業がわからない　　　　　　　・将
しょうらい

来のために今
いまなに

何をすべきかわからない

利
り よ う ほ う ほ う

用方法

　利
り よ う き ぼ う し ゃ

用希望者は事
じ ぜ ん よ や く

前予約が必
ひつよう

要です。予
よ や く ほ う ほ う

約方法は、アカデミック・オフィスウェブサイト内
ない

にあるアカデミック・アドバイジングのページを確
かくにん

認してください。アドバイザーとの面
めんだん

談
時
じ か ん

間は45分
ふん

です。
　なお、緊

きんきゅうど

急度の高
たか

い相
そうだん

談については該
がいとう

当するオフィスの窓
まどぐち

口またはカウンセリングルーム
などを利

り よ う

用ください。また、奨
しょうがくきん

学金に関
かん

する相
そうだん

談・質
しつもん

問は、スチューデント・オフィスに問
と

い合
あ

わせてください。

1.3.8 学
がくしゅう

習サポート
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　みなさんが学

がくもんてき

問的・個
こ じ ん て き

人的な目
もくてき

的を見
み

つけ、それを達
たっせい

成することをサポートする「アカデミック・
アドバイジング」を実

じ っ し

施しています。アカデミック・アドバイジングでは、教
きょうしょくいん

職員との面
めんだん

談
などを通

とお

して、みなさんが以
い か

下の事
じ こ う

項を達
たっせい

成できるように支
し え ん

援を行
おこな
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画を立
た
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・自

じ ぶ ん

分で責
せきにん

任を持
も

ち、計
けいかく

画にそって学
がくしゅう

修ができること

相
そう だ ん な い よ う

談内容

　困
こま

ったこと、相
そうだん

談したいことがあれば、是
ぜ ひ

非利
り よ う

用してください。相
そうだんないよう

談内容は些
さ さ い

細なことで
も構

かま

いません。

・学
がっこう

校にうまく馴
な じ

染めない　　　　・時
じ か ん

間がうまく使
つか

えない‌
・勉

べんきょうほうほう

強方法がわからない　　　　　・朝
あさ

起
お

きることができない
・レポートの書

か

き方
かた

がわからない　・単
た ん い

位がとれない
・授

じゅぎょう

業がわからない　　　　　　　・将
しょうらい

来のために今
いまなに

何をすべきかわからない

利
り よ う ほ う ほ う

用方法

　利
り よ う き ぼ う し ゃ

用希望者は事
じ ぜ ん よ や く

前予約が必
ひつよう

要です。予
よ や く ほ う ほ う

約方法は、アカデミック・オフィスウェブサイト内
ない

にあるアカデミック・アドバイジングのページを確
かくにん

認してください。アドバイザーとの面
めんだん

談
時
じ か ん

間は45分
ふん

です。
　なお、緊

きんきゅうど

急度の高
たか

い相
そうだん

談については該
がいとう

当するオフィスの窓
まどぐち

口またはカウンセリングルーム
などを利

り よ う

用ください。また、奨
しょうがくきん

学金に関
かん

する相
そうだん

談・質
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と
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あ
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本
事
項

言
げ ん ご じ し ゅ が く し ゅ う

語自主学習センター（Self Access Learning Center、SALC）
　言

げん ご じ し ゅ が く し ゅ う

語自主学習センター（以
い か

下SALC）は、自
じ り つ て き

律的な言
げんごがくしゅうしゃ

語学習者（自
みずか

らで言
げんごがくしゅう

語学習における
目
もくひょう

標を設
せってい

定し、それを実
じっこう

行し、振
ふ

り返
かえ

ることができる学
がくしゅうしゃ

習者）の育
いくせい

成を目
もくひょう

標とし、様
さまざま

々な
学
がくしゅう

習サポートを提
ていきょう

供しています。英
えいごがくしゅう

語学習や中
ちゅうごくごがくしゅう

国語学習において以
い か

下のような悩
なや

みを抱
かか

えて
いる方

かた

は、ぜひ利
り よ う

用してください。

・英
えいごりょく

語力・中
ちゅうごくごりょく

国語力をもっと伸
の

ばしたい
・英

え い ご

語・中
ちゅうごくご

国語の授
じゅぎょう

業で先
せんせい

生が何
なに

を言
い

っているかが分
わ

からない
・英

え い ご

語・中
ちゅうごくご

国語の授
じゅぎょう

業で発
はつげん

言をしたいがスピーキングに自
じ し ん

信がない
・英

えいごりょく

語力・中
ちゅうごくごりょく

国語力を伸
の

ばしたいがどこから始
はじ

めたらいいかが分
わ

からない等
など

提
ていきょう

供しているサポート内
な い よ う

容

　①‌‌学
がくしゅうきょうざい

習教材の提
ていきょう

供（TOEFL‌ITP®‌Test・‌IELTSTM・TOEIC®‌LISTENING‌AND‌READING‌
TEST、中

ちゅうがく

学・高
こうこうえいぶんほう

校英文法、多
た ど く ほ ん

読本、DVD等
など

）
　②PCを使

つか

ったリスニング・シャドウィング練
れんしゅう

習の場
ば

の提
ていきょう

供
　③国

こくさいがくせい

際学生の学
がくせい

生スタッフによるスピーキング・ライティングサポート
　④国

こくさいがくせい

際学生の言
げ ん ご

語パートナーを見
み

つける言
げ ん ご

語アクティビティ
　⑤英

えいごがくしゅう

語学習アドバイザー（教
きょういん

員）による学
がくしゅうそうだん

習相談

利
り よ う ほ う ほ う

用方法

・場
ば し ょ

所：F棟
とう

1 階
かい

・開
か い し つ じ か ん

室時間：月
げ つ よ う び

曜日・火
か よ う び

曜日・木
も く よ う び

曜日・金
き ん よ う び

曜日　 2 限
げん

～ 6 限
げん

・相
そうだん

談ブースの予
よ や く

約：下
か き

記のアカデミック・オフィスウェブサイトより

　URL：http：//www.apu.ac.jp/academic/page/content0083.html/?c=17

　QRコード：
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本
事
項

,

ライティングセンター
　ライティングセンターは、学

がくせい

生の日
に ほ ん ご

本語および英
え い ご

語のアカデミック・ライティングスキルを向
こうじょう

上
させることを目

もくてき

的としています。学
がくせい

生が自
じ ぶ ん

分のライティングスキルを確
たし

かめ、伸
の

ばすための場
ば し ょ

所で
す。課

か だ い

題のレポートを書
か

くうえでサポートが必
ひつよう

要な場
ば あ い

合は、気
き が る

軽にライティングセンターに来
き

てくだ
さい。ライティングスキルは、在

ざいがくちゅう

学中はもちろんのこと社
しゃかい

会に出
で

てからも必
ひつよう

要となるスキルの 1 つ
です。ぜひライティングセンターを活

かつよう

用し、ライティングスキルを身
み

につけてください。

理
り ね ん

念 "To produce better writers, not better writing"

　個
こ べ つ し ど う

別指導やワークショップを通
とお

して「書
か

き手
て

としての成
せいちょう

長」を支
し え ん

援し、‌「自
じ り つ て き

立的な書
か

き手
て

」
の育

いくせい

成を目
め ざ

指します。「自
じ り つ て き

立的な書
か

き手
て

」とは、「自
じ ぶ ん

分で自
じ ぶ ん

分の文
ぶんしょう

章における問
もんだいてん

題点に気
き づ

付く
ことができ、修

しゅうせい

正ができる書
か

き手
て

」を指
さ

します。

サポート内
な い よ う

容について

　ライティングセンターでは、学
が く ぶ せ い

部生チューターによる 1 対
たい

1 の個
こ べ つ し ど う

別指導を受
う

けることがで
きます。以

い か

下のような悩
なや

みを抱
かか

えている方
かた

は、 1 度
ど

足
あし

を運
はこ

んでみてください。

・‌‌レポートの課
か だ い

題が出
で

たが、何
なに

について書
か

いたらよいか分
わ

からない。どのように書
か

いたらよ
いか分

わ

からない。
　→‌‌まだ何

なに

も書
か

けていない段
だんかい

階でも大
だいじょうぶ

丈夫です。チューターとの対
た い わ

話を通
とお

してあなたの考
かんが

え
をまとめ、文

ぶんしょう

章にしていきましょう。

・‌‌レポートを書
か

いたが、本
ほんとう

当にこれでよいか分
わ

からない。誰
だれ

かに見
み

てもらいたい。
　→‌‌チューターはあなたの文

ぶんしょう

章の添
てんさく

削や修
しゅうせい

正は行
おこな

いませんが、あなたが自
じ ぶ ん

分で自
じ ぶ ん

分の文
ぶんしょう

章に
おける問

もんだいてん

題点に気
き づ

付き、‌修
しゅうせい

正ができるような「気
き づ

付きのきっかけ」を与
あた

える手
て だ す

助けをしま
す。これが「自

じ り つ

立した書
か

き手
て

」への第
だ い い っ ぽ

一歩になります。

・‌日
に ほ ん ご か い こ う

本語開講の授
じゅぎょう

業のレポートは国
こくないがくせい

内学生のチューターによる、英
えい ご か い こ う

語開講の授
じゅぎょう

業のレポートは
国
こくさい

際学
がくせい

生のチューターによる指
し

導
どう

を受
う

けることができます。

利
り よ う ほ う ほ う

用方法

　①‌‌ライティングセンター利
り よ う よ や く

用予約ページから予
よ や く

約をしてください。
　　※‌WEBでの予

よ や く

約は、予
よ や く び

約日の前
ぜんじつ

日までとなります。
　　　‌‌‌‌当

とうじ つ り よ う

日利用を希
き ぼ う

望される方
かた

は、予
よ や く

約サイトの「本
ほんじつ

日のウォークイン利
り よ う か の う わ く

用可能枠」をご確
かく

認
にん

いただき、
予
よ や く

約が入
はい

っていないセッション時
じ か ん

間はウォークインにて利
り よ う

用することができます。
　URL：https：//reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=meof-qbrft-3655acb290b78095c4cec458725b0ec4
　QRコード：

　②セッションを受
う

けるには、授
じゅぎょう

業で出
だ

された課
か だ い

題等
など

を必
かなら

ず持
も

ってきてください。
　　※もし書

か

きかけの文
ぶんしょう

章があれば、それも持
も

っ‌
　　　てきてください。
　③‌‌セッションの始

はじ

めに、チューターとセッショ
ンの目

もくひょう

標を設
せってい

定します。
　　１セッションは40分

ぷん

です。

場
ば し ょ

所

　 ライブラリー 1 階
かい

‌‌PANGAEA 3
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ライティングセンター
　ライティングセンターは、学

がくせい

生の日
に ほ ん ご

本語および英
え い ご

語のアカデミック・ライティングスキルを向
こうじょう

上
させることを目

もくてき

的としています。学
がくせい

生が自
じ ぶ ん

分のライティングスキルを確
たし

かめ、伸
の

ばすための場
ば し ょ

所で
す。課

か だ い

題のレポートを書
か

くうえでサポートが必
ひつよう

要な場
ば あ い

合は、気
き が る

軽にライティングセンターに来
き

てくだ
さい。ライティングスキルは、在

ざいがくちゅう

学中はもちろんのこと社
しゃかい

会に出
で

てからも必
ひつよう

要となるスキルの 1 つ
です。ぜひライティングセンターを活

かつよう

用し、ライティングスキルを身
み

につけてください。

理
り ね ん

念 "To produce better writers, not better writing"

　個
こ べ つ し ど う

別指導やワークショップを通
とお

して「書
か

き手
て

としての成
せいちょう

長」を支
し え ん

援し、‌「自
じ り つ て き

立的な書
か

き手
て

」
の育

いくせい

成を目
め ざ

指します。「自
じ り つ て き

立的な書
か

き手
て

」とは、「自
じ ぶ ん

分で自
じ ぶ ん

分の文
ぶんしょう

章における問
もんだいてん

題点に気
き づ

付く
ことができ、修

しゅうせい

正ができる書
か

き手
て

」を指
さ

します。

サポート内
な い よ う

容について

　ライティングセンターでは、学
が く ぶ せ い

部生チューターによる 1 対
たい

1 の個
こ べ つ し ど う

別指導を受
う

けることがで
きます。以

い か

下のような悩
なや

みを抱
かか

えている方
かた

は、 1 度
ど

足
あし

を運
はこ

んでみてください。

・‌‌レポートの課
か だ い

題が出
で

たが、何
なに

について書
か

いたらよいか分
わ

からない。どのように書
か

いたらよ
いか分

わ

からない。
　→‌‌まだ何

なに

も書
か

けていない段
だんかい

階でも大
だいじょうぶ

丈夫です。チューターとの対
た い わ

話を通
とお

してあなたの考
かんが

え
をまとめ、文

ぶんしょう

章にしていきましょう。

・‌‌レポートを書
か

いたが、本
ほんとう

当にこれでよいか分
わ

からない。誰
だれ

かに見
み

てもらいたい。
　→‌‌チューターはあなたの文

ぶんしょう

章の添
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削や修
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正は行
おこな

いませんが、あなたが自
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分で自
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あた

える手
て だ す

助けをしま
す。これが「自
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立した書
か
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て

」への第
だ い い っ ぽ

一歩になります。

・‌日
に ほ ん ご か い こ う

本語開講の授
じゅぎょう

業のレポートは国
こくないがくせい

内学生のチューターによる、英
えい ご か い こ う

語開講の授
じゅぎょう

業のレポートは
国
こくさい

際学
がくせい

生のチューターによる指
し

導
どう

を受
う

けることができます。

利
り よ う ほ う ほ う

用方法

　①‌‌ライティングセンター利
り よ う よ や く

用予約ページから予
よ や く

約をしてください。
　　※‌WEBでの予

よ や く

約は、予
よ や く び

約日の前
ぜんじつ

日までとなります。
　　　‌‌‌‌当

とうじ つ り よ う

日利用を希
き ぼ う

望される方
かた

は、予
よ や く

約サイトの「本
ほんじつ

日のウォークイン利
り よ う か の う わ く

用可能枠」をご確
かく

認
にん

いただき、
予
よ や く

約が入
はい

っていないセッション時
じ か ん

間はウォークインにて利
り よ う

用することができます。
　URL：https：//reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=meof-qbrft-3655acb290b78095c4cec458725b0ec4
　QRコード：

　②セッションを受
う

けるには、授
じゅぎょう

業で出
だ

された課
か だ い

題等
など

を必
かなら

ず持
も

ってきてください。
　　※もし書

か

きかけの文
ぶんしょう

章があれば、それも持
も

っ‌
　　　てきてください。
　③‌‌セッションの始

はじ

めに、チューターとセッショ
ンの目

もくひょう

標を設
せってい

定します。
　　１セッションは40分

ぷん

です。

場
ば し ょ

所

　 ライブラリー 1 階
かい
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■ 
学がく
し
ゅ
う
修
の
基きほ
ん
じ
こ
う

本
事
項

Analytics and Math Center (AMC)
　Analytics‌and‌Math‌Center（以

い か

下AMC）は、APU生
せい

の数
すうがく

学や統
とうけいがく

計学の力
ちから

の向
こうじょう

上を目
もくてき

的と
して開

かいしつ

室されました。AMCでは、基
き そ す う が く

礎数学・ビジネス数
すうがく

学・上
じょうきゅうすうがく

級数学・統
とうけいがく

計学の授
じゅぎょう

業の内
ないよう

容
や授

じゅぎょう

業で出
だ

された課
か だ い

題について、日
に ほ ん ご

本語もしくは英
え い ご

語でサポートを受
う

けることができます。

理
り ね ん

念

　個
こ べ つ し ど う

別指導を通
とお

して、学
がくせい

生が「自
じ ぶ ん

分で解
と

く力
ちから

」を身
み

につけることを支
し え ん

援します。

サポート内
な い よ う

容について

　AMCでは、研
けんしゅう

修を受
う

けた学
が く ぶ せ い

部生のチューターによる 1 対
たい

1 の個
こ べ つ し ど う

別指導を受
う

けることがで
きます。以

い か

下に当
あ

てはまる学
がくせい

生は、AMCを活
かつよう

用してください。

・‌‌数
すうがく

学や統
とうけいがく

計学の授
じゅぎょう

業についていけない。
・‌‌数

すうがく

学や統
とうけいがく

計学の授
じゅぎょう

業で出
だ

された課
か だ い

題で分
わ

からないことがある。‌

利
り よ う ほ う ほ う

用方法

　①アカデミック・オフィスウェブサイト内
ない

にあるAMCページから予
よ や く

約をしてください。
　※‌WEBでの予

よ や く

約は、予
よ や く び

約日の前
ぜんじつ

日までとなります。
　　‌‌‌‌当

と う じ つ り よ う

日利用を希
き ぼ う

望される方
かた

は、予
よ や く

約サイトの「本
ほんじつ

日のウォークイン利
り よ う か の う わ く

用可能枠」をご確
かくにん

認
いただき、予

よ や く

約が入
はい

っていないセッション時
じ か ん

間はウォークインにて利
り よ う

用することができ
ます。

　URL：http：//www.apu.ac.jp/academic/page/content0090.html/?c=17
　QRコード：

　②セッションには、以
い か

下のものを持
も

ってきてください。
　　授

じゅぎょう

業のテキストや資
しりょう

料、電
でんたく

卓、課
か だ い な ど

題等
　※‌授

じゅぎょう

業で出
だ

された課
か だ い

題はまず自
じ ぶ ん

分で解
と

いてみて質
しつもん

問箇
か し ょ

所を明
めいかく

確にしておいてください。
　③セッションの始

はじ

めに、セッションシートを記
きにゅう

入していただきます。
　　 1 セッションは40分

ぷん

です。

場
ば し ょ

所

　 AMCブース：
　‌ライブラリー 1 F
‌　レファレンスカウンター横

よこ
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　カリキュラムとは卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な条
じょうけん

件や履
りしゅう

修できる科
か も く

目を定
さだ

めたもので、入
にゅうがくねんど

学年度によって

決
けってい

定され、学
が く せ き い ど う

籍異動の場
ば あ い

合を除
のぞ

いて、通
つうじょう

常は卒
そつぎょう

業まで変
へんこう

更されることはありません。

＜カリキュラムと入
にゅうがく

学年
ね ん ど

度＞

適
てきよう

用カリキュラム 入
にゅうがく

学相
そうとう

当年
ね ん ど

度 備
び

考
こう

2017年
ね ん ど

度カリキュラム 2017年
ねんはる

春以
い こ う

降 －

2011年
ね ん ど

度カリキュラム 2011年
ねんはる

春～2016年
ねんあき

秋 復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学をした場
ば

合
あい

も、適
てきよう

用カリキュラムは変
へんこう

更されません。

2. 1 カリキュラム

2.1.1 カリキュラムとは

　カリキュラムや入
にゅうがく

学基
きじゅん

準言
げ ん ご

語、国
こくない

内学
がくせい

生・国
こくさい

際学
がくせい

生の別
べつ

によって、卒
そつぎょう

業要
ようけん

件や履
り

修
しゅう

できる
科
か も く

目が異
こと

なります。卒
そつぎょう

業要
ようけん

件は、自
じ し ん

身に該
がいとう

当するページより詳
しょうさい

細を確
かくにん

認してください。

※‌入
にゅうがくじてん

学時点で日
にほんごきじゅんこくないがくせい

本語基準国内学生と判
はんてい

定された学
がくせい

生は、入
にゅうがくご

学後にビザの切
き

り替
か

えが発
はっせい

生した場
ば

合
あい

も、「英
えい

語
ご

開
かいこう

講科
か

目
もく

20単
たん

位
い

以
いじょうしゅうとく

上修得」の卒
そつぎょうようけん

業要件は変
へんこう

更されません。

2.1.2 卒
そつぎょう

業要
ようけん

件
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そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

前
ぜ ん て い

提科
か

目
も く

　系
けいとうてき

統的な履
りしゅう

修を行
おこな

うために、ある科
か

目
もく

に対
たい

して「前
ぜ ん て い か も く

提科目」が設
せってい

定されている場
ば あ い

合がありま
す。「科

か も く

目一
いちらん

覧」において「前
ぜん て い か も く

提科目」が設
せってい

定されている科
か

目
もく

を履
りしゅう

修するためには、まず、定
さだ

めら
れた「前

ぜんて い か も く

提科目」を修
しゅうとく

得しなければなりません。「科
かもく い ち ら ん

目一覧」は2.2.14（2017年
ね ん ど

度カリキュラム）、
2.3.5（2011年

ね ん ど

度カリキュラム）より確
かくにん

認してください。
　また、「科

か も く

目一
いちらん

覧」には記
しる

されず、シラバス内
ない

にのみ「前
ぜん て い か も く

提科目」が記
しる

されている場
ば

合
あい

があり
ます。この場

ば

合
あい

は、「前
ぜ ん て い か も く

提科目」を修
しゅうとく

得していなくても当
とう が い か も く

該科目を履
りしゅう

修することができますが、
「前

ぜんて い か も く

提科目」を修
しゅうとく

得済
ず

みであることを前
ぜん

提
てい

として授
じゅぎょう

業が行
おこな

われますので、事
じ ぜ ん

前にシラバスをよく読
よ

み、
授
じゅぎょう

業内
ない

容
よう

をよく確
かくにん

認してから登
とうろく

録してください。

グレード番
ば ん ご う

号
　各

か く か も く

科目には以
い か

下の通
とお

り、グレード番
ばんごう

号が付
ふ

番
ばん

されています。各
か く か も く

科目のグレード番
ばんごう

号は、科
かもく い ち ら ん

目一覧
より確

かくにん

認してください。なお、入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語と異
こと

なる言
げ ん ご

語で開
かいこう

講される科
か も く

目の履
りしゅう

修については、入
にゅう

学
が く げ ん ご

言語によって履
りしゅうじょうけん

修条件が異
こと

なります。必
かなら

ず該
がいとう

当するページより詳
しょうさい

細を確
かくにん

認してください。

グレード番
ばんごう

号 概
がいよう

要

100番
ばんだい

台 1 回
か い せ い む

生向けの科
か も く

目

200番
ばんだい

台 2 回
か い せ い む

生向けの科
か も く

目

グレード番
ばんごう

号 概
がいよう

要

300番
ばんだい

台 3 回
か い せ い む

生向けの科
か も く

目

400番
ばんだい

台 4 回
か い せ い む

生向けの科
か も く

目

2.1.3 科
か も く

目の系
けいとうてき

統的な履
りしゅう

修
　各

か く か も く

科目は基
き そ て き

礎的な科
か も く

目から順
じゅん

に系
けいとうてき

統的に配
は い ち

置されています。履
りしゅう

修する科
か も く

目のグレード番
ばんごう

号、科
か も く

目
分
ぶ ん や

野、科
か も く

目の前
ぜんてい

提科
か も く

目、科
か も く

目の履
りしゅう

修条
じょうけん

件などを参
さんこう

考にしつつ、自
じ し ん

身が重
じゅうてんてき

点的に学
がくしゅう

修したい分
ぶ ん や

野を‌
よく考

かんが

えて、系
けいとうてき

統的に履
りしゅう

修を進
すす

めてください。なお、演
えんしゅうかもく

習科目など、指
し て い

定された科
か

目
もく

を除
のぞ

けば、
対
たいしょう

象とされる回
かいせいいじょう

生以上であれば履
りしゅう

修できますが、入
にゅうもん

門・基
き そ て き

礎的な科
か も く

目から計
けいかく

画的
てき

に履
りしゅう

修することが‌
望
のぞ

まれます。
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前
ぜ ん て い

提科
か

目
も く

　系
けいとうてき

統的な履
りしゅう

修を行
おこな

うために、ある科
か

目
もく

に対
たい

して「前
ぜ ん て い か も く

提科目」が設
せってい

定されている場
ば あ い

合がありま
す。「科

か も く

目一
いちらん

覧」において「前
ぜん て い か も く

提科目」が設
せってい

定されている科
か

目
もく

を履
りしゅう

修するためには、まず、定
さだ

めら
れた「前

ぜんて い か も く

提科目」を修
しゅうとく

得しなければなりません。「科
かもく い ち ら ん

目一覧」は2.2.14（2017年
ね ん ど

度カリキュラム）、
2.3.5（2011年

ね ん ど

度カリキュラム）より確
かくにん

認してください。
　また、「科

か も く

目一
いちらん

覧」には記
しる

されず、シラバス内
ない

にのみ「前
ぜん て い か も く

提科目」が記
しる

されている場
ば

合
あい

があり
ます。この場

ば

合
あい

は、「前
ぜ ん て い か も く

提科目」を修
しゅうとく

得していなくても当
とう が い か も く

該科目を履
りしゅう

修することができますが、
「前

ぜんて い か も く

提科目」を修
しゅうとく

得済
ず

みであることを前
ぜん

提
てい

として授
じゅぎょう

業が行
おこな

われますので、事
じ ぜ ん

前にシラバスをよく読
よ

み、
授
じゅぎょう

業内
ない

容
よう

をよく確
かくにん

認してから登
とうろく

録してください。

グレード番
ば ん ご う

号
　各

か く か も く

科目には以
い か

下の通
とお

り、グレード番
ばんごう

号が付
ふ

番
ばん

されています。各
か く か も く

科目のグレード番
ばんごう

号は、科
かもく い ち ら ん

目一覧
より確

かくにん

認してください。なお、入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語と異
こと

なる言
げ ん ご

語で開
かいこう

講される科
か も く

目の履
りしゅう

修については、入
にゅう

学
が く げ ん ご

言語によって履
りしゅうじょうけん

修条件が異
こと

なります。必
かなら

ず該
がいとう

当するページより詳
しょうさい

細を確
かくにん

認してください。

グレード番
ばんごう

号 概
がいよう

要

100番
ばんだい

台 1 回
か い せ い む

生向けの科
か も く

目

200番
ばんだい

台 2 回
か い せ い む

生向けの科
か も く

目

グレード番
ばんごう

号 概
がいよう

要

300番
ばんだい

台 3 回
か い せ い む

生向けの科
か も く

目

400番
ばんだい

台 4 回
か い せ い む

生向けの科
か も く

目

2.1.3 科
か も く

目の系
けいとうてき

統的な履
りしゅう

修
　各

か く か も く

科目は基
き そ て き

礎的な科
か も く

目から順
じゅん

に系
けいとうてき

統的に配
は い ち

置されています。履
りしゅう

修する科
か も く

目のグレード番
ばんごう

号、科
か も く

目
分
ぶ ん や

野、科
か も く

目の前
ぜんてい

提科
か も く

目、科
か も く

目の履
りしゅう

修条
じょうけん

件などを参
さんこう

考にしつつ、自
じ し ん

身が重
じゅうてんてき

点的に学
がくしゅう

修したい分
ぶ ん や

野を‌
よく考

かんが

えて、系
けいとうてき

統的に履
りしゅう

修を進
すす

めてください。なお、演
えんしゅうかもく

習科目など、指
し て い

定された科
か

目
もく

を除
のぞ

けば、
対
たいしょう

象とされる回
かいせいいじょう

生以上であれば履
りしゅう

修できますが、入
にゅうもん

門・基
き そ て き

礎的な科
か も く

目から計
けいかく

画的
てき

に履
りしゅう

修することが‌
望
のぞ

まれます。
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０
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７
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ム（
Ａ
Ｐ
Ｓ
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2. 2 2017年
ね ん

度
ど

カリキュラム

2.2.1 アジア太
たいへいよう

平洋学
が く ぶ

部（APS）

　以
い か

下の学
がくせい

生には、アジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）の2017年
ね ん ど

度カリキュラムが適
てきよう

用されます。
◦‌2017年

ね ん ど

度以
い こ う

降に新
しんにゅう

入学
がくせい

生（ 1 セメスター回
かいせい

生）としてアジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）に入
にゅうがく

学し
た学

がくせい

生
◦‌2018年

ね ん ど

度以
い こ う

降に 2 回
かいせいへん

生編・転
てんにゅうがくせい

入学生としてアジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）に入
にゅうがく

学した学
がくせい

生
◦‌2019年

ね ん ど

度以
い こ う

降に 3 回
かいせいへん

生編・転
てんにゅうがくせい

入学生としてアジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）に入
にゅうがく

学した学
がくせい

生

APS学
がくしゅうぶんや

修分野

環
かんきょう

境・開
かいはつ

発 Environment‌and‌Development

観
かんこうがく

光学 Hospitality‌and‌Tourism

国
こくさいかんけい

際関係 International‌Relations‌and‌Peace‌Studies

文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア Culture,‌Society‌and‌Media

　アジア太
たい へ い よ う ち い き

平洋地域の多
た よ う

様な文
ぶ ん か

化、歴
れ き し

史、社
しゃかい

会、自
しぜんかんきょう

然環境や歴
れきしじょうせい

史情勢などに関
かん

する基
き そ

礎知
ち

識
しき

や言
げんごうんようのうりょく

語運用能力を核
かく

として、アジア太
たい へ い よ う ち い き

平洋地域の諸
しょもんだい

問題に関
かん

する専
せんもんせい

門性や総
そうごうてき

合的な問
もんだい

題解
かい

決
けつ

能
のう

力
りょく

を形
けいせい

成するため、下
か き

記の 4つの学
がくしゅうぶんや

修分野を設
せ っ ち

置しています。
　アジア太

たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部の卒
そつぎょうようけん

業要件の一
い ち ぶ

部として、①下
か き

記の学
がくしゅうぶんや

修分野から自
じ ぶ ん

分の希
き ぼ う

望する分
ぶ ん や

野 1
つを登

とうろく

録し、②当
とう

該
がい

学
がくしゅうぶんや

修分野の必
ひっしゅうかもく

修科目（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）を 2 単
た ん い い じ ょ う

位以上、③および当
とうがいがくしゅう

該学修
分
ぶ ん や

野の専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

を28単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得することが定
さだ

められています。当
とうがい

該学
がくしゅうぶんや

修分野の名
めいしょう

称
は学

が く い き

位記に記
き さ い

載されます。学
がく

修
しゅう

分
ぶん

野
や

の登
とうろく

録はCampusmateを通
つう

じて行
おこな

います。なお、登
とうろく

録で
きる学

がくしゅうぶんや

修分野は 1つのみです。登
とうろく

録方
ほうほう

法等
など

の詳
しょうさい

細はアカデミック・オフィスウェブサイトを
確
かくにん

認してください。

※一
いち ど と う ろ く

度登録した学
がくしゅうぶんや

修分野は、上
じょうひょう

表に記
しる

された期
き か ん な い

間内であれば、何
な ん ど

度でも変
へんこう

更することが可
か の う

能です。
※‌‌「７.その他

た

制
せ い ど

度・プログラム」に記
しる

された各
か く し ゅ せ い ど

種制度・プログラムの中
なか

には、「学
がくしゅうぶんや

修分野の
登
とうろく

録を完
かんりょう

了していること」が申
しんせいじょうけん

請条件となっているものがあります。したがって、できる
だけ早

はや

い段
だんかい

階で学
がくしゅうぶんや

修分野の登
とうろく

録を済
す

ましておく事
こと

を推
すいしょう

奨します。

学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

　アジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件を満
み

たした者
もの

には、以
い か

下の学
が く い

位が与
あた

えられます。

学
が く い

位

学
が く し

士（アジア太
たいへいようがく

平洋学）

学
が く

位
い

登
と う ろ く か の う

録可能セメスター 第
だい

2 セメスター～第
だい

６ セメスター

登
と う ろ く か の う じ き

録可能時期 履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録　Ａ、Ｂ、修
しゅうせい

正 1 、 修
しゅうせい

正 2 期
き か ん

間

＜学
がくしゅうぶんや

修分野登
とうろく

録スケジュール＞
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０
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７
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度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

2.2.2 卒
そつぎょうようけん

業要件コードの確
かくにんほうほう

認方法（APS：2017年
ねん

度
ど

カリキュラム）

2.2.3 卒
そつぎょうようけん

業要件（APS：2017年
ねん

度
ど

カリキュラム）

　以
い か

下のチャートで、自
じ

身
しん

の卒
そつぎょうようけん

業要件コードを確
かくにん

認することができます。

　アジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）を卒
そつぎょう

業するためには、下
かひょう

表の自
じ し ん

身の要
ようけん

件コードの列
れつ

に○が付
ふ

さ
れている要

ようけん

件を全
すべ

て満
み

たす必
ひつよう

要があります。表
ひょうちゅう

中の「詳
しょうさい

細」に記
しる

された参
さんしょうさき

照先も必
かなら

ず確
かく

認
にん

し
てください。

（編
へん
・転
てんにゅうがくせい
入学生の卒

そつぎょうようけん
業要件については、アカデミック・オフィスに問

と
い合

あ
わせてください。）

No. 要
ようけん

件 詳
しょうさい

細 アジア太
たいへいよ う が く ぶ

平洋学部（APS）
APS17JST APS17JAT APS17E

1 少
すく

なくとも4年
ねんかん

間在
ざいがく

学していること 20ページ ○ ○ ○

2 合
ごうけい

計124単
た ん い い じ ょ う

位以上を修
しゅうとく

得していること ○ ○ ○

3
必
ひっし ゅ う げ ん ご か も く

修言語科目の単
た ん い

位を全
すべ

て修
しゅうとく

得していること
（もしくは履

りしゅうめんじょ

修免除されていること）
73ページ ○ ○ ○

4 各
か く か も く ぶ ん や

科目分野の必
ひつよう

要単
た ん い す う

位数を修
しゅうとく

得していること ※ ○ ○ ○

5
英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目を20単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得していること
（日

にほ ん ご き じ ゅ ん こ く な い が く せ い

本語基準国内学生のみ）
※※ ○ ○ －

6
4つの学

がくしゅうぶんや

修分野のうち、何
いず

れか一
ひと

つの分
ぶ ん や

野
を登

とうろく

録していること
35ページ ○ ○ ○

7
自
じ し ん

身が登
とうろく

録した学
がくしゅうぶんや

修分野の必
ひっしゅう

修科
か

目
もく

（共
きょうつう

通
教
きょうようかもく

養科目）を2単
た ん い い じ ょ う

位以上修
しゅうとく

得していること
39ページ ○ ○ ○

8
自
じ し ん

身が登
とうろく

録した学
がくしゅうぶんや

修分野の専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

を
28単

たんいいじょうしゅうとく

位以上修得していること
※※※ ○ ○ ○

※‌日
にほんごきじゅんがくせい

本語基準学生の英
え い ご か も く

語科目の履
りしゅう

修は、入
にゅうがくじ

学時のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、履
りしゅう

修トラックと履
りしゅう

修
開
かい

始
し

レベルが決
けってい

定されます。

学
が く ぶ

部 アジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）

入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語 日
に ほ ん ご き じ ゅ ん

本語基準（J） 英
え い ご き じ ゅ ん

語基準（E）

英
え い ご

語の履
りしゅう

修トラック※ スタンダードトラック（ST）アドバンストトラック（AT）

卒
そつぎょうようけん

業要件コード
APS17JST

（APS‌2017年
ねん

度
ど

カリキュラム
日
にほんごきじゅん

本語基準スタンダードトラック）

APS17JAT
（APS‌2017年

ねん

度
ど

カリキュラム
日
にほんごきじゅん

本語基準アドバンストトラック）

APS17E
（APS‌2017年

ねん

度
ど

カリキュラム
英
えい

語
ご

基
きじゅん

準）

履
りしゅう

修トラック 履
りしゅう

修開
かい

始
し

レベル

スタンダードトラック 「英
えい

語
ご

初
しょきゅう

級A・B」～「英
えい

語
ご

準
じゅんじょうきゅう

上級A・B」のいずれか

アドバンストトラック 「英
えい

語
ご

上
じょう

級
きゅう

1A・1B」か「英
えい

語
ご

上
じょう

級
きゅう

2A・2B」もしくは英
えいごかもく

語科目の履
りしゅう

修が免
めんじょ

除された場
ばあい

合
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2.2.2 卒
そつぎょうようけん

業要件コードの確
かくにんほうほう

認方法（APS：2017年
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ど

カリキュラム）

2.2.3 卒
そつぎょうようけん

業要件（APS：2017年
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ど
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　以
い か

下のチャートで、自
じ

身
しん

の卒
そつぎょうようけん

業要件コードを確
かくにん

認することができます。

　アジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）を卒
そつぎょう

業するためには、下
かひょう

表の自
じ し ん

身の要
ようけん

件コードの列
れつ

に○が付
ふ

さ
れている要

ようけん

件を全
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て満
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たす必
ひつよう

要があります。表
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中の「詳
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細」に記
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された参
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照先も必
かなら

ず確
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認
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し
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業要件については、アカデミック・オフィスに問

と
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あ
わせてください。）

No. 要
ようけん

件 詳
しょうさい

細 アジア太
たいへいよ う が く ぶ

平洋学部（APS）
APS17JST APS17JAT APS17E

1 少
すく

なくとも4年
ねんかん

間在
ざいがく

学していること 20ページ ○ ○ ○

2 合
ごうけい

計124単
た ん い い じ ょ う

位以上を修
しゅうとく

得していること ○ ○ ○

3
必
ひっし ゅ う げ ん ご か も く

修言語科目の単
た ん い

位を全
すべ

て修
しゅうとく

得していること
（もしくは履

りしゅうめんじょ

修免除されていること）
73ページ ○ ○ ○

4 各
か く か も く ぶ ん や

科目分野の必
ひつよう

要単
た ん い す う

位数を修
しゅうとく

得していること ※ ○ ○ ○

5
英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目を20単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得していること
（日

にほ ん ご き じ ゅ ん こ く な い が く せ い

本語基準国内学生のみ）
※※ ○ ○ －

6
4つの学

がくしゅうぶんや

修分野のうち、何
いず

れか一
ひと

つの分
ぶ ん や

野
を登

とうろく

録していること
35ページ ○ ○ ○

7
自
じ し ん

身が登
とうろく

録した学
がくしゅうぶんや

修分野の必
ひっしゅう

修科
か

目
もく

（共
きょうつう

通
教
きょうようかもく

養科目）を2単
た ん い い じ ょ う

位以上修
しゅうとく

得していること
39ページ ○ ○ ○

8
自
じ し ん

身が登
とうろく

録した学
がくしゅうぶんや

修分野の専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

を
28単

たんいいじょうしゅうとく

位以上修得していること
※※※ ○ ○ ○

※‌日
にほんごきじゅんがくせい

本語基準学生の英
え い ご か も く

語科目の履
りしゅう

修は、入
にゅうがくじ

学時のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、履
りしゅう

修トラックと履
りしゅう

修
開
かい

始
し

レベルが決
けってい

定されます。

学
が く ぶ

部 アジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）

入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語 日
に ほ ん ご き じ ゅ ん

本語基準（J） 英
え い ご き じ ゅ ん

語基準（E）

英
え い ご

語の履
りしゅう

修トラック※ スタンダードトラック（ST）アドバンストトラック（AT）

卒
そつぎょうようけん

業要件コード
APS17JST

（APS‌2017年
ねん

度
ど

カリキュラム
日
にほんごきじゅん

本語基準スタンダードトラック）

APS17JAT
（APS‌2017年

ねん

度
ど

カリキュラム
日
にほんごきじゅん

本語基準アドバンストトラック）

APS17E
（APS‌2017年

ねん

度
ど

カリキュラム
英
えい

語
ご

基
きじゅん

準）

履
りしゅう

修トラック 履
りしゅう

修開
かい

始
し

レベル

スタンダードトラック 「英
えい

語
ご

初
しょきゅう

級A・B」～「英
えい

語
ご

準
じゅんじょうきゅう

上級A・B」のいずれか

アドバンストトラック 「英
えい

語
ご

上
じょう

級
きゅう

1A・1B」か「英
えい

語
ご

上
じょう

級
きゅう

2A・2B」もしくは英
えいごかもく

語科目の履
りしゅう

修が免
めんじょ

除された場
ばあい

合
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ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

※※　　‌‌‌日
に ほ ん ご き じ ゅ ん こ く な い が く せ い

本語基準国内学生は、英
え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

（自
じ

学
がく

部
ぶ

および他
た が く ぶ か も く

学部科目）を20単
たん

位
い

以
いじょうしゅうとく

上修得することが必
ひつよう

要です。言
げん

語
ご

教
きょういく

育科
か

目
もく

や両
りょう

言
げん

語
ご

開
かい

講
こう

科
か

目
もく

（E/J）は、英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目として認
みと

められません。なお、日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こく

際
さい

学
がくせい

生はこの英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目20単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得の要
ようけん

件を満
み

たす必
ひつよう

要はありません。
　　　　‌日

に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は国
こくないがくせい

内学生、国
こくさいがくせい

際学生もともに、英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目を履
りしゅう

修するためには
「英

えいごちゅうきゅう

語中級A・B」の単
たんいしゅうとく

位修得（もしくは履
りしゅうめんじょ

修免除されていること）が必
ひつよう

要です。ただし、
スタンダードトラックの日

に ほ ん ご き じ ゅ ん こ く な い が く せ い

本語基準国内学生のみが受
じゅこう

講できる「APSブリッジプロ
グラム」については、英

え い ご か い こ う か も く

語開講科目ですが、「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級A・B」修
しゅうとくご

得後から履
りしゅう

修可
か

能
のう

です。「APSブリッジプログラム」は「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級A・B」修
しゅうとくご

得後から「英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級A・
B」を修

しゅうとく

得するまでのセメスターで履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録をすることができます。一
いち

度
ど

修
しゅうとく

得す
ると、再

さい

度
ど

履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録をすることはできません。
※※※　‌‌各

かく

学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

の科
か も く

目は、84ページ「2017年
ね ん ど

度カリキュラム図
ず

」または、88ページ「2017
年
ね ん ど

度カリキュラム科
か

目
もく

一
いちらん

覧」を確
かくにん

認してください。

※　　　各
か く か も く ぶ ん や

科目分野で卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い

位

科
か

目
もく

分
ぶ ん や

野 必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 合
ごうけい

計

共
きょうつうきょういくかもく

通教育科目

英
え い ご

語科
か も く

目 24単
たん

位
い

（卒
そつぎょうようけん
業要件 3 参

さんしょう
照）

124単
たん

位
い

以
いじょう

上
（卒
そつぎょうようけん
業要件2参

さんしょう
照）

共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 16単
たん

位
い

（卒
そつぎょうようけん
業要件 7 参

さんしょう
照）

言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目および共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 0 単
たん

位
い

APS専
せんもんきょういくかもく

門教育科目 62単
たん

位
い

（卒
そつぎょうようけん
業要件 8 参

さんしょう
照）

他
た

学
がく

部
ぶ

科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

要
ようそつしゅうけいがい

卒集計外科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

科
か

目
もく

分
ぶ ん や

野 必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 合
ごうけい

計

共
きょうつうきょういくかもく

通教育科目

英
え い ご

語科
か も く

目 12単
たん

位
い

（卒
そつぎょうようけん
業要件 3 参

さんしょう
照）

124単
たん

位
い

以
いじょう

上
（卒
そつぎょうようけん
業要件2参

さんしょう
照）

共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 16単
たん

位
い

（卒
そつぎょうようけん
業要件 7 参

さんしょう
照）

言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目および共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 12単
たん

位
い

APS専
せんもんきょういくかもく

門教育科目 62単
たん

位
い

（卒
そつぎょうようけん
業要件 8 参

さんしょう
照）

他
た

学
がく

部
ぶ

科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

要
ようそつしゅうけいがい

卒集計外科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

科
か

目
もく

分
ぶ ん や

野 必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 合
ごうけい

計

共
きょうつうきょういくかもく

通教育科目

日
に ほ ん ご

本語科
か も く

目 16単
たん

位
い

（卒
そつぎょうようけん
業要件 3 参

さんしょう
照）

124単
たん

位
い

以
いじょう

上
（卒
そつぎょうようけん
業要件 2 参

さんしょう
照）

共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 16単
たん

位
い

（卒
そつぎょうようけん
業要件 7 参

さんしょう
照）

言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目および共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 8 単
たん

位
い

APS専
せんもんきょういくかもく

門教育科目 62単
たん

位
い

（卒
そつぎょうようけん
業要件 8 参

さんしょう
照）

他
た

学
がく

部
ぶ

科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

要
ようそつしゅうけいがい

卒集計外科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

APS17JST

APS17JAT

APS17E
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２
０
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７
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度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

2.2.4 コア科
か

目
もく

、各
かく

学
がく

修
しゅう

分
ぶん

野
や

の必
ひっ

修
しゅう

科
か

目
もく

（APS）

　社
し ゃ か い か が く

会科学は基
き ほ ん て き

本的に、〈研
けんきゅうたいしょう

究対象としての社
しゃかい

会〉と〈それを考
こうさつ

察するための考
かんが

え方
かた

や、考
こうさつ

察

するための理
り ろ ん て き

論的枠
わ く ぐ

組み〉という 2つの側
そく

面
めん

から成
な

り立
た

つとされており、APSはそれに準
じゅん

じ、アジア太
た い へ い よ う ち い き

平洋地域という研
けんきゅうたいしょうしゃかい

究対象社会と、それを考
こうさつ

察するための考
かんが

え方
かた

や理
り ろ ん て き

論的枠
わく

組
ぐ

みとしての学
がくしゅうぶんや

修分野を基
き ほ ん こ う ぞ う

本構造としています。この 2者
しゃ

を学
まな

ぶことが、APSの基
き

本
ほん

であり、

「APS入
にゅうもん

門」は、後
こうしゃ

者の、それぞれの分
ぶん

野
や

独
どく

自
じ

の考
かんが

え方
かた

や理
り

論
ろん

的
てき

枠
わく

組
ぐ

みを学
まな

ぶことにより、 4

学
がくしゅうぶんや

修分野の専
せんもんりょういき

門領域を知
し

ることを目
もくてき

的とし、「地
ちいきけんきゅうにゅうもん

域研究入門」は前
ぜんしゃ

者の研
けんきゅう

究対
たい

象
しょう

地
ち い き

域としての

アジア太
たいへいよう

平洋を学
まな

ぶための手
しゅほう

法を学
まな

ぶことを目
もくてき

的として設
せ っ ち

置されています。この 2科
か

目
もく

を修
しゅう

得
とく

することにより、APSの理
り

念
ねん

と目
もく

的
てき

を知
し

ることができます。

　なお、下
かひょう

表の通
とお

り「APS入
にゅうもん

門」は大
だいがく

学によって自
じ ど う て き

動的に登
とうろく

録されますが、「地
ち

域
いき

研
けん

究
きゅう

入
にゅうもん

門」

を履
りしゅう

修する場
ば

合
あい

は学
がくせい

生が自
じ

身
しん

で登
とうろく

録する必
ひつよう

要があります。

コア科
か

目
も く

（「APS入
にゅうもん

門」、「地
ちい き け ん き ゅ う に ゅ う も ん

域研究入門」）

＜コア科
か も く

目＞

科
かもくめい

目名
（科

か

目
もく

分
ぶん

野
や

）
科
かもくがいよう

目概要 登
とうろく

録
大
だいがく

学による
履
りしゅうとうろくじき

修登録時期

APS入
にゅうもん

門
（APS専

せん

門
もん

教
きょう

育
いく

科
か

目
もく

）

アジア太
たいへいようがくぶ

平洋学部に入
にゅうがく

学した学
がくせい

生が学
まな

ぶべき情
じょうほう

報を集
しゅうやく

約した科
か

目
もく

です。
①大

だい

学
がく

とは何
なに

か、何
なに

をすべきところか　②アジア太
たいへいようがくぶ

平洋学部とはど
のような学

が く ぶ

部なのか、どのような学
がくしゅう

修をする学
が く ぶ

部なのか。そもそも
アジア太

たいへいようがく

平洋学とは何
なに

か　③アジア太
たいへいようがくぶ

平洋学部の 4 学
がくしゅうぶんや

修分野では
それぞれどのような学

がくしゅう

修、研
けんきゅう

究ができるのか。各
かくがくしゅうぶんや

学修分野の教
きょういん

員に
よるリレー講

こ う ぎ

義によってこれら 3 点
てん

を学
まな

びます。本
ほん

科
か

目
もく

を受
じゅこう

講する
中
なか

で、 4 年
ねんかん

間で何
なに

を学
がくしゅう

修するかを考
かんが

え、卒
そつぎょうじ

業時の自
みずか

らの目
もくひょう

標が明
めいかく

確
になっていきます。

大
だいがく

学が
登
とうろく

録

日
に

本
ほん

語
ご

基
きじゅ ん

準
学
がく

生
せい

：
春
はる

セメスター
（ 1回

かいせい

生時
じ

）
英
えい

語
ご

基
きじゅ ん

準
学
がく

生
せい

：
第
だい

1セメスター

地
ち

域
いき

研
けんきゅう

究
入
にゅうもん

門
（APS専

せん

門
もん

教
きょう

育
いく

科
か

目
もく

）

　アジア太
たいへいようちいき

平洋地域を理
り か い

解するための基
き そ

礎を学
まな

ぶ科
か

目
もく

です。アジア
太
たいへいようちいき

平洋地域の固
こゆうせい

有性や多
たようせい

様性を総
そうごうてき

合的に、多
たかくてき

角的に理
り か い

解することを
目
め ざ

指します。同
ど う じ

時にアジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域を対
たいしょう

象にする地
ちいきけんきゅう

域研究とはど
のような学

がく

問
もん

領
りょういき

域なのか、なにを問
もんだい

題とし、どのような目
もくてき

的をもっ
ているのかについて概

がいかつてき

括的に、網
もう

羅
ら

的
てき

に把
は あ く

握します。本
ほん

科
か

目
もく

はアジ
ア太

たいへいよう

平洋地
ち

域
いき

を理
り か い

解するための基
きほんて き ち し き

本的知識を学
まな

ぶことによって、ア
ジア太

たいへいようちいき

平洋地域をさらに深
ふか

く、広
ひろ

く学
まな

んでいくための初
はじ

めのステッ
プとして位

い

置
ち

づけられます。

学
がくせい

生が
登
とうろく

録
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2.2.4 コア科
か

目
もく

、各
かく

学
がく

修
しゅう

分
ぶん

野
や

の必
ひっ

修
しゅう

科
か

目
もく

（APS）

　社
し ゃ か い か が く

会科学は基
き ほ ん て き

本的に、〈研
けんきゅうたいしょう

究対象としての社
しゃかい

会〉と〈それを考
こうさつ

察するための考
かんが

え方
かた

や、考
こうさつ

察

するための理
り ろ ん て き

論的枠
わ く ぐ

組み〉という 2つの側
そく

面
めん

から成
な

り立
た

つとされており、APSはそれに準
じゅん

じ、アジア太
た い へ い よ う ち い き

平洋地域という研
けんきゅうたいしょうしゃかい

究対象社会と、それを考
こうさつ

察するための考
かんが

え方
かた

や理
り ろ ん て き

論的枠
わく

組
ぐ

みとしての学
がくしゅうぶんや

修分野を基
き ほ ん こ う ぞ う

本構造としています。この 2者
しゃ

を学
まな

ぶことが、APSの基
き

本
ほん

であり、

「APS入
にゅうもん

門」は、後
こうしゃ

者の、それぞれの分
ぶん

野
や

独
どく

自
じ

の考
かんが

え方
かた

や理
り

論
ろん

的
てき

枠
わく

組
ぐ

みを学
まな

ぶことにより、 4

学
がくしゅうぶんや

修分野の専
せんもんりょういき

門領域を知
し

ることを目
もくてき

的とし、「地
ちいきけんきゅうにゅうもん

域研究入門」は前
ぜんしゃ

者の研
けんきゅう

究対
たい

象
しょう

地
ち い き

域としての

アジア太
たいへいよう

平洋を学
まな

ぶための手
しゅほう

法を学
まな

ぶことを目
もくてき

的として設
せ っ ち

置されています。この 2科
か

目
もく

を修
しゅう

得
とく

することにより、APSの理
り

念
ねん

と目
もく

的
てき

を知
し

ることができます。

　なお、下
かひょう

表の通
とお

り「APS入
にゅうもん

門」は大
だいがく

学によって自
じ ど う て き

動的に登
とうろく

録されますが、「地
ち

域
いき

研
けん

究
きゅう

入
にゅうもん

門」

を履
りしゅう

修する場
ば

合
あい

は学
がくせい

生が自
じ

身
しん

で登
とうろく

録する必
ひつよう

要があります。

コア科
か

目
も く

（「APS入
にゅうもん

門」、「地
ちい き け ん き ゅ う に ゅ う も ん

域研究入門」）

＜コア科
か も く

目＞

科
かもくめい

目名
（科

か

目
もく

分
ぶん

野
や

）
科
かもくがいよう

目概要 登
とうろく

録
大
だいがく

学による
履
りしゅうとうろくじき

修登録時期

APS入
にゅうもん

門
（APS専

せん

門
もん

教
きょう

育
いく

科
か

目
もく

）

アジア太
たいへいようがくぶ

平洋学部に入
にゅうがく

学した学
がくせい

生が学
まな

ぶべき情
じょうほう

報を集
しゅうやく

約した科
か

目
もく

です。
①大

だい

学
がく

とは何
なに

か、何
なに

をすべきところか　②アジア太
たいへいようがくぶ

平洋学部とはど
のような学

が く ぶ

部なのか、どのような学
がくしゅう

修をする学
が く ぶ

部なのか。そもそも
アジア太

たいへいようがく

平洋学とは何
なに

か　③アジア太
たいへいようがくぶ

平洋学部の 4 学
がくしゅうぶんや

修分野では
それぞれどのような学

がくしゅう

修、研
けんきゅう

究ができるのか。各
かくがくしゅうぶんや

学修分野の教
きょういん

員に
よるリレー講

こ う ぎ

義によってこれら 3 点
てん

を学
まな

びます。本
ほん

科
か

目
もく

を受
じゅこう

講する
中
なか

で、 4 年
ねんかん

間で何
なに

を学
がくしゅう

修するかを考
かんが

え、卒
そつぎょうじ

業時の自
みずか

らの目
もくひょう

標が明
めいかく

確
になっていきます。

大
だいがく

学が
登
とうろく

録

日
に

本
ほん

語
ご

基
きじゅ ん

準
学
がく

生
せい

：
春
はる

セメスター
（ 1回

かいせい

生時
じ

）
英
えい

語
ご

基
きじゅ ん

準
学
がく

生
せい

：
第
だい

1セメスター

地
ち

域
いき

研
けんきゅう

究
入
にゅうもん

門
（APS専

せん

門
もん

教
きょう

育
いく

科
か

目
もく

）

　アジア太
たいへいようちいき

平洋地域を理
り か い

解するための基
き そ

礎を学
まな

ぶ科
か

目
もく

です。アジア
太
たいへいようちいき

平洋地域の固
こゆうせい

有性や多
たようせい

様性を総
そうごうてき

合的に、多
たかくてき

角的に理
り か い

解することを
目
め ざ

指します。同
ど う じ

時にアジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域を対
たいしょう

象にする地
ちいきけんきゅう

域研究とはど
のような学

がく

問
もん

領
りょういき

域なのか、なにを問
もんだい

題とし、どのような目
もくてき

的をもっ
ているのかについて概

がいかつてき

括的に、網
もう

羅
ら

的
てき

に把
は あ く

握します。本
ほん

科
か

目
もく

はアジ
ア太

たいへいよう

平洋地
ち

域
いき

を理
り か い

解するための基
きほんて き ち し き

本的知識を学
まな

ぶことによって、ア
ジア太

たいへいようちいき

平洋地域をさらに深
ふか

く、広
ひろ

く学
まな

んでいくための初
はじ

めのステッ
プとして位

い

置
ち

づけられます。

学
がくせい

生が
登
とうろく

録

39

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

＜各
か く

学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

の必
ひっしゅう

修科
か

目
も く

＞

学
がくしゅうぶんや

修分野
科
か も く め い

目名
（科

か

目
もく

分
ぶん

野
や

）
登
とうろく

録

環
かんきょう

境・開
かいはつ

発

環
かんきょうがくにゅうもん

境学入門
（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）

学
がくせい

生が登
とうろく

録

開
かいはつがくにゅうもん

発学入門
（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）

観
かんこうがく

光学
観
かんこうがくにゅうもん

光学入門
（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）

国
こくさいかんけい

際関係
国
こくさいかんけいろんにゅうもん

際関係論入門
（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）

文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア

文
ぶ ん か

化・社
しゃかいがくにゅうもん

会学入門
（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）

メディア入
にゅうもん

門
（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）

　APSでは、各
かくがくしゅうぶんや

学修分野に必
ひっしゅうかもく

修科目が設
せ っ ち

置されています。「環
かんきょう

境・開
かいはつ

発」分
ぶ ん や

野の必
ひっしゅうかもく

修科目とし

て「環
かんきょうがくにゅうもん

境学入門」および「開
かいはつがくにゅうもん

発学入門」が、「観
かんこう

光」分
ぶ ん や

野の必
ひっしゅうかもく

修科目として「観
かんこうがくにゅうもん

光学入門」が、

「国
こく

際
さい

関
かんけい

係」分
ぶ ん や

野の必
ひっしゅうかもく

修科目として「国
こくさいかんけいろんにゅうもん

際関係論入門」が、「文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア」分
ぶ ん や

野の

必
ひっしゅうかもく

修科目として「文
ぶ ん か

化・社
しゃかいがくにゅうもん

会学入門」および「メディア入
にゅうもん

門」が設
せ っ ち

置されています。

　そもそも各
かく

学
がく

問
もん

がどのような学
がく

問
もん

なのか、なにを問
もんだい

題とし、どのような目
もくてき

的をもった学
がく

問
もん

領
りょういき

域なのかを概
がいかつてき

括的、かつ網
も う ら て き

羅的に把
は

握
あく

します。また、各
かく

学
がく

問
もん

が対
たいしょう

象とするものを理
り

解
かい

する

ための基
き

本
ほん

的
てき

知
ち

識
しき

や基
き

本
ほん

的
てき

理
り

論
ろん

を学
まな

ぶことによって、当
とうがい

該学
がく

問
もん

分
ぶん

野
や

をさらに深
ふか

く、広
ひろ

く学
まな

ん

でいくための最
さいしょ

初のステップとして位
い ち

置づけられます。

　なお、アジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部を卒
そつぎょう

業するために必
ひつよう

要な要
ようけん

件のひとつに以
い か

下が定
さだ

められています。

　　◦ 分
ぶ ん や ひ っ し ゅ う か も く

野必修科目のうち、自
じ し ん

身が申
し ん せ い

請した学
が く し ゅ う ぶ ん や

修分野に配
は い ち

置された分
ぶ ん や ひ っ し ゅ う か も く

野必修科目を 2 単
た ん い

位
以
い じ ょ う

上修
し ゅ う

得
と く

していること（2.2.3 の要
よ う け ん

件 7 に該
が い と う

当）

各
か く

学
が く し ゅ う

修分
ぶ ん

野
や

の必
ひ っ し ゅ う

修科
か

目
も く
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ぎ
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よ
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け
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か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

科か

目も
く

分ぶ
ん

野や

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い
す
う

要
単
位
数

合ご
う
け
い 計

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
い
く
か
も
く

通
教
育
科
目

英え
い
ご 語
科か
も
く 目

24
単た
ん

位い

12
4単た

ん

位い

以い
じ
ょ
う 上
 ※
6

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

16
単た
ん

位い

 ※
2

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

0
単た
ん

位い

 ※
3

A
P
S
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

62
単た
ん

位い

 ※
4

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

0
単た
ん

位い

 ※
5

要よ
う
そ
つ
し
ゅ
う
け
い
が
い

卒
集
計
外
科か

目も
く

 ※
1

0
単た
ん

位い

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん

業
要
件
コ
ード

A
PS
17
JS
T

（
36
ペ
ー
ジ
確
認
）

※
2

 
1６

単た
ん

い 位
の

うち
2

単た
ん

い 位
は

自じ

身し
ん

が
登と

う
ろ

く 録
し

た
学が

く
し

ゅ
う

ぶ
ん

や

修
分

野
の

必
ひ

っ
し

ゅ
う 修
科か

も
く 目
を

修し
ゅ

う
と

く

得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

　・
環か
ん

き
ょ

う

境・
開か

い
は

つ 発
　

　
　

　
  →

　「
環

か
ん

き
ょ

う
が

く
に

ゅ
う

も
ん

境
学

入
門

」も
しく

は「
開か
い

は
つ

が
く

に
ゅ

う
も

ん

発
学

入
門

」
　・

観か
ん

こ
う

が
く

光
学

　
　

　
　

　
   

→
　「

観か
ん

こ
う

が
く

に
ゅ

う
も

ん

光
学

入
門

」
　・

国こ
く

さ
い

か
ん

け
い

際
関

係
　

　
　

　
   

→
　「

国こ
く

さ
い

か
ん

け
い

ろ
ん

に
ゅ

う
も

ん

際
関

係
論

入
門

」
　・

文ぶ
ん

か 化・
社し

ゃ
か

い 会・
メ

デ
ィ

ア
　

→
　「

文ぶ
ん

か 化・
社し
ゃ

か
い

が
く

に
ゅ

う
も

ん

会
学

入
門

」も
しく

は「
メ

デ
ィ

ア
入に
ゅ

う
も

ん

門
」

※
3

  
プ

レ
イ

ス
メ

ント
テ

スト
等な

ど

の
結け

っ
か 果
に

よ
り

必ひ
っ

し
ゅ

う
げ

ん
ご

か
も

く

修
言

語
科

目
が

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

場ば

合あ
い

、「
言げ

ん

語ご

教き
ょ

う
い

く
か

育
科

目も
く お

よ
び

共
き

ょ
う

つ
う 通
教き

ょ
う

よ
う 養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

か
ら

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

単た
ん

い
す

う
ぶ

ん

位
数

分
の

科か

目も
く を

修し
ゅ

う
と

く

得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
1

 
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

科か

目も
く と

は
卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
の「

12
4単た

ん
い 位
」に

集し
ゅ

う
け

い 計
さ

れ
な

い
科か

も
く 目
で

す
。「

プ
ロ

ジ
ェ

クト
研け

ん
き

ゅ
う

究
」「

ボ
ラ

ン
テ

ィア
研け

ん
き

ゅ
う 究
」は

各か
く

８
単た

ん
い 位
ま

で
、「

イン
タ

ー
ン

シッ
プ

」「
ビ

ジ
ネ

ス
イン

タ
ー

ン
シッ

プ
」

は
合ご

う
け

い 計
14

単た
ん

い 位
ま

で
は「

12
4単た

ん
い 位
」に

含ふ
く

む
こ

と
が

で
き

ま
す

が
、そ

れ
ぞ

れ
上じ

ょ
う

げ
ん 限
を

超こ

え
て

修し
ゅ

う
と

く 得
し

た
場ば

あ
い 合
に

は
、超ち

ょ
う

か
ぶ

ん

過
分

は
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

の
単た

ん
い 位
とし

て
集し

ゅ
う

け
い 計
さ

れ
ま

す
。

※
4

 
６2

単た
ん

い 位
の

う
ち

2８
単た

ん

位い

は
各か

く
が

く
し

ゅ
う

ぶ
ん

や

学
修

分
野

で
定さ

だ

め
ら

れ
た

専せ
ん

も
ん

き
ょ

う
い

く

門
教

育
科か

目も
く を

修し
ゅ

う

得と
く

す
る

必ひ
つ

よ
う 要
が

あ
りま

す
。

※
６ 

 
日に

ほ
ん

ご

本
語

基き

準じゅ
ん 国こ

く

内な
い

学が
く

生せ
い

は
、英え

い

語ご

で
開か

い
こ

う 講
さ

れ
る

共き
ょ

う

通つ
う

教き
ょ

う
よ

う 養
科か

目も
く

もし
くは

専せ
ん

も
ん 門
教きょ

う 育い
く

科か

目も
く （

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

含ふ
く

む
）を

20
単た

ん

位い

以い

上じょ
う

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

2.
2.
5
卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
A
PS
)

※
5

 
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

す
う

要
単

位
数

が
0と

な
っ

て
い

る
分ぶ

ん
や 野
の

科か
も

く 目
は

修し
ゅ

う
と

く 得
し

な
く

て
も

、
そ

の
他た

条じ
ょ

う
け

ん 件
を

満み

た
し

て
い

れ
ば

卒そ
つ

ぎ
ょ

う

業
は

可か

能の
う

で
す

。
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Ｐ
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う
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そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

科か

目も
く

分ぶ
ん

野や

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い
す
う

要
単
位
数

合ご
う
け
い 計

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
い
く
か
も
く

通
教
育
科
目

英え
い
ご 語
科か
も
く 目

24
単た
ん

位い

12
4単た

ん

位い

以い
じ
ょ
う 上
 ※
6

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

16
単た
ん

位い

 ※
2

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

0
単た
ん

位い

 ※
3

A
P
S
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

62
単た
ん

位い

 ※
4

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

0
単た
ん

位い

 ※
5

要よ
う
そ
つ
し
ゅ
う
け
い
が
い

卒
集
計
外
科か

目も
く

 ※
1

0
単た
ん

位い

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん

業
要
件
コ
ード

A
PS
17
JS
T

（
36
ペ
ー
ジ
確
認
）

※
2

 
1６

単た
ん

い 位
の

うち
2

単た
ん

い 位
は

自じ

身し
ん

が
登と

う
ろ

く 録
し

た
学が

く
し

ゅ
う

ぶ
ん

や

修
分

野
の

必
ひ

っ
し

ゅ
う 修
科か

も
く 目
を

修し
ゅ

う
と

く

得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

　・
環か
ん

き
ょ

う

境・
開か

い
は

つ 発
　

　
　

　
  →

　「
環

か
ん

き
ょ

う
が

く
に

ゅ
う

も
ん

境
学

入
門

」も
しく

は「
開か
い

は
つ

が
く

に
ゅ

う
も

ん

発
学

入
門

」
　・

観か
ん

こ
う

が
く

光
学

　
　

　
　

　
   

→
　「

観か
ん

こ
う

が
く

に
ゅ

う
も

ん

光
学

入
門

」
　・

国こ
く

さ
い

か
ん

け
い

際
関

係
　

　
　

　
   

→
　「

国こ
く

さ
い

か
ん

け
い

ろ
ん

に
ゅ

う
も

ん

際
関

係
論

入
門

」
　・

文ぶ
ん

か 化・
社し

ゃ
か

い 会・
メ

デ
ィ

ア
　

→
　「

文ぶ
ん

か 化・
社し
ゃ

か
い

が
く

に
ゅ

う
も

ん

会
学

入
門

」も
しく

は「
メ

デ
ィ

ア
入に
ゅ

う
も

ん

門
」

※
3

  
プ

レ
イ

ス
メ

ント
テ

スト
等な

ど

の
結け

っ
か 果
に

よ
り

必ひ
っ

し
ゅ

う
げ

ん
ご

か
も

く

修
言

語
科

目
が

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

場ば

合あ
い

、「
言げ

ん

語ご

教き
ょ

う
い

く
か

育
科

目も
く お

よ
び

共
き

ょ
う

つ
う 通
教き

ょ
う

よ
う 養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

か
ら

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

単た
ん

い
す

う
ぶ

ん

位
数

分
の

科か

目も
く を

修し
ゅ

う
と

く

得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
1

 
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

科か

目も
く と

は
卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
の「

12
4単た

ん
い 位
」に

集し
ゅ

う
け

い 計
さ

れ
な

い
科か

も
く 目
で

す
。「

プ
ロ

ジ
ェ

クト
研け

ん
き

ゅ
う

究
」「

ボ
ラ

ン
テ

ィア
研け

ん
き

ゅ
う 究
」は

各か
く

８
単た

ん
い 位
ま

で
、「

イン
タ

ー
ン

シッ
プ

」「
ビ

ジ
ネ

ス
イン

タ
ー

ン
シッ

プ
」

は
合ご

う
け

い 計
14

単た
ん

い 位
ま

で
は「

12
4単た

ん
い 位
」に

含ふ
く

む
こ

と
が

で
き

ま
す

が
、そ

れ
ぞ

れ
上じ

ょ
う

げ
ん 限
を

超こ

え
て

修し
ゅ

う
と

く 得
し

た
場ば

あ
い 合
に

は
、超ち

ょ
う

か
ぶ

ん

過
分

は
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

の
単た

ん
い 位
とし

て
集し

ゅ
う

け
い 計
さ

れ
ま

す
。

※
4

 
６2

単た
ん

い 位
の

う
ち

2８
単た

ん

位い

は
各か

く
が

く
し

ゅ
う

ぶ
ん

や

学
修

分
野

で
定さ

だ

め
ら

れ
た

専せ
ん

も
ん

き
ょ

う
い

く

門
教

育
科か

目も
く を

修し
ゅ

う

得と
く

す
る

必ひ
つ

よ
う 要
が

あ
りま

す
。

※
６ 

 
日に

ほ
ん

ご

本
語

基き

準じゅ
ん 国こ

く

内な
い

学が
く

生せ
い

は
、英え

い

語ご

で
開か

い
こ

う 講
さ

れ
る

共き
ょ

う

通つ
う

教き
ょ

う
よ

う 養
科か

目も
く

もし
くは

専せ
ん

も
ん 門
教きょ

う 育い
く

科か

目も
く （

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

含ふ
く

む
）を

20
単た

ん

位い

以い

上じょ
う

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

2.
2.
5
卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
A
PS
)

※
5

 
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

す
う

要
単

位
数

が
0と

な
っ

て
い

る
分ぶ

ん
や 野
の

科か
も

く 目
は

修し
ゅ

う
と

く 得
し

な
く

て
も

、
そ

の
他た

条じ
ょ

う
け

ん 件
を

満み

た
し

て
い

れ
ば

卒そ
つ

ぎ
ょ

う

業
は

可か

能の
う

で
す

。
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制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

卒そつ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん

業
要
件
コ
ード

A
PS
17
JA
T

（
36
ペ
ー
ジ
確
認
）

科か

目も
く

分ぶ
ん

野や

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い
す
う

要
単
位
数

合ご
う
け
い 計

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
い
く
か
も
く

通
教
育
科
目

英え
い
ご 語
科か
も
く 目

12
単た
ん

位い

12
4単た

ん

位い

以い
じ
ょ
う 上
 ※
6

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

16
単た
ん

位い

 ※
2

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

12
単た
ん

位い

 ※
3

A
P
S
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

62
単た
ん

位い

 ※
4

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

0
単た
ん

位い

 ※
5

要よ
う
そ
つ
し
ゅ
う
け
い
が
い

卒
集
計
外
科か

目も
く

 ※
1

0
単た
ん

位い

※
2

 
1６

単た
ん

い 位
の

うち
2

単た
ん

い 位
は

自じ

身し
ん

が
登と

う
ろ

く 録
し

た
学が

く
し

ゅ
う

ぶ
ん

や

修
分

野
の

必
ひ

っ
し

ゅ
う 修
科か

も
く 目
を

修し
ゅ

う
と

く

得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

　・
環か
ん

き
ょ

う

境・
開か

い
は

つ 発
　

　
　

　
  →

　「
環

か
ん

き
ょ

う
が

く
に

ゅ
う

も
ん

境
学

入
門

」も
しく

は「
開か
い

は
つ

が
く

に
ゅ

う
も

ん

発
学

入
門

」
　・

観か
ん

こ
う

が
く

光
学

　
　

　
　

　
   

→
　「

観か
ん

こ
う

が
く

に
ゅ

う
も

ん

光
学

入
門

」
　・

国こ
く

さ
い

か
ん

け
い

際
関

係
　

　
　

　
   

→
　「

国こ
く

さ
い

か
ん

け
い

ろ
ん

に
ゅ

う
も

ん

際
関

係
論

入
門

」
　・

文ぶ
ん

か 化・
社し

ゃ
か

い 会・
メ

デ
ィ

ア
　

→
　「

文ぶ
ん

か 化・
社し
ゃ

か
い

が
く

に
ゅ

う
も

ん

会
学

入
門

」も
しく

は「
メ

デ
ィ

ア
入に
ゅ

う
も

ん

門
」

※
3

  
プ

レ
イ

ス
メ

ント
テ

スト
等な

ど

の
結け

っ
か 果
に

よ
り

必ひ
っ

し
ゅ

う
げ

ん
ご

か
も

く

修
言

語
科

目
が

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

場ば

合あ
い

、「
言げ

ん

語ご

教き
ょ

う
い

く
か

育
科

目も
く お

よ
び

共
き

ょ
う

つ
う 通
教き

ょ
う

よ
う 養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

か
ら

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

単た
ん

い
す

う
ぶ

ん

位
数

分
の

科か

目も
く を

修し
ゅ

う
と

く

得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
4

 
６2

単た
ん

い 位
の

う
ち

2８
単た

ん

位い

は
各か

く
が

く
し

ゅ
う

ぶ
ん

や

学
修

分
野

で
定さ

だ

め
ら

れ
た

専せ
ん

も
ん

き
ょ

う
い

く

門
教

育
科か

目も
く を

修し
ゅ

う

得と
く

す
る

必ひ
つ

よ
う 要
が

あ
りま

す
。

※
６ 

 
日に

ほ
ん

ご

本
語

基き

準じゅ
ん

国こ
く

内な
い

学が
く

生せ
い

は
、英え

い

語ご

で
開か

い
こ

う 講
さ

れ
る

共き
ょ

う

通つ
う

教き
ょ

う
よ

う 養
科か

目も
く

もし
くは

専せ
ん

も
ん 門
教きょ

う 育い
く

科か

目も
く （

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

含ふ
く

む
）を

20
単た

ん

位い

以い

上じょ
う

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
1

 
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

科か

目も
く と

は
卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
の「

12
4単た

ん
い 位
」に

集し
ゅ

う
け

い 計
さ

れ
な

い
科か

も
く 目
で

す
。「

プ
ロ

ジ
ェ

クト
研け

ん
き

ゅ
う

究
」「

ボ
ラ

ン
テ

ィア
研け

ん
き

ゅ
う 究
」は

各か
く

８
単た

ん
い 位
ま

で
、「

イン
タ

ー
ン

シ
ップ

」「
ビ

ジ
ネ

ス
イン

タ
ー

ン
シ

ップ
」

は
合ご

う
け

い 計
14

単た
ん

い 位
ま

で
は「

12
4単た

ん
い 位
」に

含ふ
く

む
こ

と
が

で
き

ま
す

が
、そ

れ
ぞ

れ
上じ

ょ
う

げ
ん 限
を

超こ

え
て

修し
ゅ

う
と

く 得
し

た
場ば

あ
い 合
に

は
、超ち

ょ
う

か
ぶ

ん

過
分

は
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

の
単た

ん
い 位
とし

て
集し

ゅ
う

け
い 計
さ

れ
ま

す
。

※
5

 
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

す
う

要
単

位
数

が
0と

な
っ

て
い

る
分ぶ

ん
や 野
の

科か
も

く 目
は

修し
ゅ

う
と

く 得
し

な
く

て
も

、
そ

の
他た

条じ
ょ

う
け

ん 件
を

満み

た
し

て
い

れ
ば

卒そ
つ

ぎ
ょ

う

業
は

可か

能の
う

で
す

。
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そ
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制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

科か

目も
く

分ぶ
ん

野や

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い
す
う

要
単
位
数

合ご
う
け
い 計

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
い
く
か
も
く

通
教
育
科
目

日に
ほ
ん
ご

本
語
科か
も
く 目

16
単た
ん

位い

12
4単た

ん

位い

以い
じ
ょ
う 上

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

16
単た
ん

位い

 ※
2

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

8
単た
ん

位い

 ※
3

A
P
S
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

62
単た
ん

位い

 ※
4

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

0
単た
ん

位い

 ※
5

要よ
う
そ
つ
し
ゅ
う
け
い
が
い

卒
集
計
外
科か

目も
く

 ※
1

0
単た
ん

位い

※
2

 
1６

単た
ん

い 位
の

うち
2

単た
ん

い 位
は

自じ

身し
ん

が
登と

う
ろ

く 録
し

た
学が

く
し

ゅ
う

ぶ
ん

や

修
分

野
の

必
ひ

っ
し

ゅ
う 修
科か

も
く 目
を

修し
ゅ

う
と

く

得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

　・
環か
ん

き
ょ

う

境・
開か

い
は

つ 発
　

　
　

　
  →

　「
環

か
ん

き
ょ

う
が

く
に

ゅ
う

も
ん

境
学

入
門

」も
しく

は「
開か
い

は
つ

が
く

に
ゅ

う
も

ん

発
学

入
門

」
　・

観か
ん

こ
う

が
く

光
学

　
　

　
　

　
   

→
　「

観か
ん

こ
う

が
く

に
ゅ

う
も

ん

光
学

入
門

」
　・

国こ
く

さ
い

か
ん

け
い

際
関

係
　

　
　

　
   

→
　「

国こ
く

さ
い

か
ん

け
い

ろ
ん

に
ゅ

う
も

ん

際
関

係
論

入
門

」
　・

文ぶ
ん

か 化・
社し

ゃ
か

い 会・
メ

デ
ィ

ア
　

→
　「

文ぶ
ん

か 化・
社し
ゃ

か
い

が
く

に
ゅ

う
も

ん

会
学

入
門

」も
しく

は「
メ

デ
ィ

ア
入に
ゅ

う
も

ん

門
」

※
3

 
プ

レ
イ

ス
メ

ント
テ

スト
等な

ど

の
結け

っ
か 果
に

よ
り

必ひ
っ

し
ゅ

う
げ

ん
ご

か
も

く

修
言

語
科

目
が

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

場ば

合あ
い

、「
言げ

ん

語ご

教き
ょ

う
い

く
か

育
科

目も
く お

よ
び

共
き

ょ
う

つ
う 通
教き

ょ
う

よ
う 養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

か
ら

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

単た
ん

い
す

う
ぶ

ん

位
数

分
の

科か

目も
く を

修し
ゅ

う
と

く

得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
5

 
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

す
う

要
単

位
数

が
0と

な
っ

て
い

る
分ぶ

ん
や 野
の

科か
も

く 目
は

修し
ゅ

う
と

く 得
し

な
く

て
も

、
そ

の
他た

条じ
ょ

う
け

ん 件
を

満み

た
し

て
い

れ
ば

卒そ
つ

ぎ
ょ

う

業
は

可か

能の
う

で
す

。

※
4

 
６2

単た
ん

い 位
の

う
ち

2８
単た

ん

位い

は
各か

く
が

く
し

ゅ
う

ぶ
ん

や

学
修

分
野

で
定さ

だ

め
ら

れ
た

専せ
ん

も
ん

き
ょ

う
い

く

門
教

育
科か

目も
く を

修し
ゅ

う

得と
く

す
る

必ひ
つ

よ
う 要
が

あ
りま

す
。

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん

業
要
件
コ
ード

A
PS
17
E

（
36
ペ
ー
ジ
確
認
）

※
1

 
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

科か

目も
く と

は
卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
の「

12
4単た

ん
い 位
」に

集し
ゅ

う
け

い 計
さ

れ
な

い
科か

も
く 目
で

す
。「

プ
ロ

ジ
ェ

クト
研け

ん
き

ゅ
う

究
」「

ボ
ラ

ン
テ

ィア
研け

ん
き

ゅ
う 究
」は

各か
く

８
単た

ん
い 位
ま

で
、「

イン
タ

ー
ン

シッ
プ

」「
ビ

ジ
ネ

ス
イン

タ
ー

ン
シッ

プ
」

は
合ご

う
け

い 計
14

単た
ん

い 位
ま

で
は「

12
4単た

ん
い 位
」に

含ふ
く

む
こ

と
が

で
き

ま
す

が
、そ

れ
ぞ

れ
上じ

ょ
う

げ
ん 限
を

超こ

え
て

修し
ゅ

う
と

く 得
し

た
場ば

あ
い 合
に

は
、超ち

ょ
う

か
ぶ

ん

過
分

は
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

の
単た

ん
い 位
とし

て
集し

ゅ
う

け
い 計
さ

れ
ま

す
。
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Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

科か

目も
く

分ぶ
ん

野や

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い
す
う

要
単
位
数

合ご
う
け
い 計

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
い
く
か
も
く

通
教
育
科
目

日に
ほ
ん
ご

本
語
科か
も
く 目

16
単た
ん

位い

12
4単た

ん

位い

以い
じ
ょ
う 上

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

16
単た
ん

位い

 ※
2

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

8
単た
ん

位い

 ※
3

A
P
S
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

62
単た
ん

位い

 ※
4

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

0
単た
ん

位い

 ※
5

要よ
う
そ
つ
し
ゅ
う
け
い
が
い

卒
集
計
外
科か

目も
く

 ※
1

0
単た
ん

位い

※
2

 
1６

単た
ん

い 位
の

うち
2

単た
ん

い 位
は

自じ

身し
ん

が
登と

う
ろ

く 録
し

た
学が

く
し

ゅ
う

ぶ
ん

や

修
分

野
の

必
ひ

っ
し

ゅ
う 修
科か

も
く 目
を

修し
ゅ

う
と

く

得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

　・
環か
ん

き
ょ

う

境・
開か

い
は

つ 発
　

　
　

　
  →

　「
環

か
ん

き
ょ

う
が

く
に

ゅ
う

も
ん

境
学

入
門

」も
しく

は「
開か
い

は
つ

が
く

に
ゅ

う
も

ん

発
学

入
門

」
　・

観か
ん

こ
う

が
く

光
学

　
　

　
　

　
   

→
　「

観か
ん

こ
う

が
く

に
ゅ

う
も

ん

光
学

入
門

」
　・

国こ
く

さ
い

か
ん

け
い

際
関

係
　

　
　

　
   

→
　「

国こ
く

さ
い

か
ん

け
い

ろ
ん

に
ゅ

う
も

ん

際
関

係
論

入
門

」
　・

文ぶ
ん

か 化・
社し

ゃ
か

い 会・
メ

デ
ィ

ア
　

→
　「

文ぶ
ん

か 化・
社し
ゃ

か
い

が
く

に
ゅ

う
も

ん

会
学

入
門

」も
しく

は「
メ

デ
ィ

ア
入に
ゅ

う
も

ん

門
」

※
3

 
プ

レ
イ

ス
メ

ント
テ

スト
等な

ど

の
結け

っ
か 果
に

よ
り

必ひ
っ

し
ゅ

う
げ

ん
ご

か
も

く

修
言

語
科

目
が

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

場ば

合あ
い

、「
言げ

ん

語ご

教き
ょ

う
い

く
か

育
科

目も
く お

よ
び

共
き

ょ
う

つ
う 通
教き

ょ
う

よ
う 養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

か
ら

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

単た
ん

い
す

う
ぶ

ん

位
数

分
の

科か

目も
く を

修し
ゅ

う
と

く

得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
5

 
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

す
う

要
単

位
数

が
0と

な
っ

て
い

る
分ぶ

ん
や 野
の

科か
も

く 目
は

修し
ゅ

う
と

く 得
し

な
く

て
も

、
そ

の
他た

条じ
ょ

う
け

ん 件
を

満み

た
し

て
い

れ
ば

卒そ
つ

ぎ
ょ

う

業
は

可か

能の
う

で
す

。

※
4

 
６2

単た
ん

い 位
の

う
ち

2８
単た

ん

位い

は
各か

く
が

く
し

ゅ
う

ぶ
ん

や

学
修

分
野

で
定さ

だ

め
ら

れ
た

専せ
ん

も
ん

き
ょ

う
い

く

門
教

育
科か

目も
く を

修し
ゅ

う

得と
く

す
る

必ひ
つ

よ
う 要
が

あ
りま

す
。

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん

業
要
件
コ
ード

A
PS
17
E

（
36
ペ
ー
ジ
確
認
）

※
1

 
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

科か

目も
く と

は
卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
の「

12
4単た

ん
い 位
」に

集し
ゅ

う
け

い 計
さ

れ
な

い
科か

も
く 目
で

す
。「

プ
ロ

ジ
ェ

クト
研け

ん
き

ゅ
う

究
」「

ボ
ラ

ン
テ

ィア
研け

ん
き

ゅ
う 究
」は

各か
く

８
単た

ん
い 位
ま

で
、「

イン
タ

ー
ン

シッ
プ

」「
ビ

ジ
ネ

ス
イン

タ
ー

ン
シッ

プ
」

は
合ご

う
け

い 計
14

単た
ん

い 位
ま

で
は「

12
4単た

ん
い 位
」に

含ふ
く

む
こ

と
が

で
き

ま
す

が
、そ

れ
ぞ

れ
上じ

ょ
う

げ
ん 限
を

超こ

え
て

修し
ゅ

う
と

く 得
し

た
場ば

あ
い 合
に

は
、超ち

ょ
う

か
ぶ

ん

過
分

は
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

の
単た

ん
い 位
とし

て
集し

ゅ
う

け
い 計
さ

れ
ま

す
。

43

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

卒そつ
ぎ
ょ
う業
に
必ひつ
よ
う要
な
単たん
い位

A
P
S
: 
卒

業
に

必
要

な
単

位
（
A
P
S
1
7
JS

T
）

A
P
S
: 
R
e
q
u
ir
e
d
 C

re
d
it
s

(
A
P
S
1
7
JS

T
)

A
P
S
: 
卒

業
に

必
要

な
単

位
（
A
P
S
1
7
JS

T
）

A
P
S
: 
R
e
q
u
ir
e
d
 C

re
d
it
s

(
A
P
S
1
7
JS

T
)

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□
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3
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4
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5
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6
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7

10
8
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9
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0
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1
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2
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3
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4
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5
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6

11
7

11
8
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9
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0
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1

12
2

12
3
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4
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5
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6

12
7

12
8

12
9

13
0

13
1

13
2

13
3

13
4

13
5

13
6

13
7

13
8

13
9

14
0

14
1

14
2

14
3

14
4

科
目

分
野

Su
bj

ec
t F

ie
ld

必
要

単
位

Re
qu

ire
d 

Cr
ed

its

言
語

La
ng

.
★

英
語

科
目

/
 

★
En

gl
ish

 L
an

gu
ag

e 
Su

bj
ec

ts
24

共
通

教
育

Co
m

m
on

Li
be

ra
l

Ar
ts

●
学

修
分

野
必

修
共

通
教

養
科

目
●

Ar
ea

 o
f S

tu
dy

’s 
Re

qu
ire

d 
Co

m
m

on
 Li

be
ra

l A
rt

s S
ub

je
ct

s
2

○
共

通
教

養
科

目
○

Co
m

m
on

 Li
be

ra
l A

rt
s S

ub
je

ct
s

14
△

言
語
教
育
科
目
お
よ
び
共
通
教
養
科
目

△
La

ng
ua

ge
 E

du
ca

on
 a

nd
 C

om
m

on
 Li

be
ra

l A
rt

s S
ub

je
ct

s
0

専
門

M
aj

or

■
学

修
分

野
専

門
教

育
科

目
■

Ar
ea

 o
f S

tu
dy

’s 
M

aj
or

 E
du

ca
on

 S
ub

je
ct

s
28

□
AP

S専
門

教
育

科
目

□
AP

S 
M

aj
or

 E
du

ca
on

 S
ub

je
ct

s
34

他
学

部
科

目
/ O

th
er

 C
ol

le
ge

 S
ub

je
ct

s
0

合
計

/ T
ot

al
12

4

AP
S1
7 J
ST

A
P
S
: 
卒

業
に

必
要

な
単

位
（

A
P
S
1
7
JS

T
-
｢

英
語

初
級

A
･
B
｣

始
ま

り
の

場
合

）
AP

S:
 R

eq
ui

re
d 

C
re

di
ts（

AP
S1

7J
ST

-S
tu

de
nt

s 
st

ar
tin

g 
th

ei
r 

su
bj

ec
ts

 f
ro

m
 E

le
m

en
ta

ry
 E

ng
lis

h 
A･

B）

※
1セ

メ
ス

タ
ー

に
登

録
さ

れ
る

英
語

科
目

に
よ

っ
て

、卒
業

に
必

要
な

単
位

が
一

部
異

な
りま

す
。

①「
英

語
準

中
級

A・
B」

始
ま

り
の

場
合：

 ★
 1

8単
位

、△
 6

単
位

 
②「

英
語

中
級

A・
B」

始
ま

り
の

場
合：

 ★
 1

2単
位

、△
 1

2単
位

③「
英

語
準

上
級

A・
B」

始
ま

り
の

場
合：

 ★
 6

単
位

、△
 1

8単
位

※
 D

ep
en

di
ng

 o
n 

En
gl

ish
 L

an
gu

ag
e 

Su
bj

ec
ts

 re
gi

st
er

ed
 o

n 
th

ei
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P

S
1
7

E

1
単

位
C

re
di
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2
単

位
C

re
di

ts

3
単

位
C

re
di

ts

4
単

位
C

re
di

ts

5
単

位
C

re
di

ts

6
単

位
C

re
di

ts

7
単

位
C

re
di

ts

8
単

位
C

re
di

ts

9
単

位
C

re
di

ts

1
0

単
位

C
re

di
ts

1
1

単
位

C
re

di
ts

1
2

単
位

C
re

di
ts

1
3

単
位

C
re

di
ts

1
4

単
位

C
re

di
ts

1
5

単
位

C
re

di
ts

1
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単
位

C
re

di
ts

1
7

単
位

C
re

di
ts
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8

単
位
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re

di
ts
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9

単
位
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re

di
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0

単
位

C
re

di
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2
1

単
位
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re

di
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2
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単
位
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re

di
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2
3

単
位

C
re

di
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4

単
位
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re

di
ts

1
S
e
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e
st

e
r
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al
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日
本

語
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Ⅰ
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an
e
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o
u
n
d
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io
n
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o
u
rs
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日
本

語
初

級
Ⅱ

J
ap
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e
se
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o
u
n
d
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n
 C

o
u
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日
本

語
初
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Ⅲ

J
ap
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e
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io
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o
u
rs

e
 I
II

ス
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デ
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・
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テ
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Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 C
am

pu
sm

at
e成せ

い
せ

き
し

ょ
う

か
い

績
照

会
画が

面め
ん

の
確か

く
に

ん
ほ

う
ほ

う

認
方

法 分ぶ
ん
や
け
い
れ
つ
め
い

野
系
列
名

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い

要
単
位

履り
し
ゅ
う
め
ん
じ
ょ

修
免
除

（
－
）

履り
し
ゅ
う
め
ん
じ
ょ

修
免
除

（
＋
）

各か
く

個こ

人じ
ん

の
必ひ
つ
よ
う
た
ん
い

要
単
位

反は
ん
た
い 対
言げ
ん

語ご

の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い
修し
ゅ
う
と
く 得

単た
ん

位い

英え
い

語ご

科か
も
く 目

24
ー
6

18
18

●
●（
学が
く
し
ゅ
う
ぶ
ん
や

修
分
野
） 必ひ
っ
し
ゅ
う
き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

修
共
通
教
養
科か

目も
く

2
2

2

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

14
14

4
14

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く

語
教
育
科か

目も
く

お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

＋
6

6
10

●
●（
学が
く
し
ゅ
う
ぶ
ん
や

修
分
野
） 専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く

28
28

28

A
P
S
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く

34
34

10
40

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

4
10

合ご
う
け
い 計

12
4

12
4

18
12
2

要よ
う
そ
つ 卒
集し
ゅ
う
け
い
が
い

計
外
科か

目も
く

■
サ

ン
プ

ル
 卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
コ

ード
：

A
PS

17
JS

T
※

入に
ゅ

う
が

く
き

じ
ゅ

ん
げ

ん
ご

学
基

準
言

語
や

英え
い

語ご

の
履り

し
ゅ

う 修
ト

ラ
ッ

ク
に

よ
っ

て
　「

必ひ
つ

よ
う

た
ん

い

要
単

位
」

や
「

各か
く

こ
じ

ん

個
人

の
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

要
単

位
」

は
異こ

と な
り

ま
す

。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

※
A

登と
う
ろ
く 録
し
た
学が
く
し
ゅ
う
ぶ
ん
や

修
分
野
に
必ひ
っ
し
ゅ
う
か
も
く

修
科
目
が

2
科か

目も
く

あ
り
、
2
科か

目も
く と
も
修し
ゅ
う
と
く 得
し
た
場ば

合あ
い

、
4
単た
ん

位い

の
うち
2
単た
ん

位い

は「
②
●
●

（
学が
く
し
ゅ
う
ぶ
ん
や

修
分
野
）必ひ

っ
し
ゅ
う
き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

修
共
通
教
養
科か

目も
く

」
分ぶ
ん

野や

、残の
こ

り
の
2
単た
ん

位い

は「
③
共き
ょ
う
つ
う 通
教き
ょ
う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま
す
。各か

く

学が
く

修し
ゅ
う

分ぶ
ん

野や

の
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
科か

目も
く

は
、「
コ
ア
科か

目も
く

、
各か
く

学が
く

修し
ゅ
う

分ぶ
ん

野や

の
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
科か

目も
く （
AP
S）
」を

確か
く
に
ん 認
し
て
くだ
さ
い
。

※
G

「
⑧
合ご
う
け
い 計
」分

ぶ
ん

や 野
の
単た

ん
い
す
う

位
数
は
、①

～
⑦
の
修し
ゅ
う
と
く
た
ん
い
す
う

得
単
位
数
の
合ご
う
け
い 計
を
指さ

し
ま
す
。

※
C

「
⑤
●
●（
学が
く
し
ゅ
う
ぶ
ん
や

修
分
野
）専せ

ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く

」分
ぶ

ん
や 野
の
修し
ゅ
う
と
く
た
ん
い
す
う

得
単
位
数
が
2８
を
超こ

え
る
場ば

あ
い 合
、超ち

ょ
う
か
ぶ
ん

過
分
は「
⑥
AP
S
専せ
ん
も
ん 門
教き
ょ
う

育い
く

科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま
す
。各か

く

学が
く

修し
ゅ
う

分ぶ
ん

野や

の
科か

目も
く

は
、「
20
17
年ね
ん

度ど

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
図ず

」お
よ
び「
20
17
年ね
ん

度ど

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
科か

目も
く

一い
ち
ら
ん 覧
」を
確か
く
に
ん 認
し
てく
ださ
い
。

※
B

「
③
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目
」分

ぶ
ん

や 野
の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い

数す
う

が
14
を
超こ

え
る
場ば

合あ
い

、超ち
ょ
う
か
ぶ
ん

過
分
は

「
④
言げ

ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う 通
教き
ょ
う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

や 野
に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま
す
。

※
H

「
日に

本ほ
ん

語ご

基き
じ
ゅ
ん 準
国こ
く
な
い
が
く
せ
い

内
学
生
」お
よ
び「
早そ
う
き
そ
つ
ぎ
ょ
う

期
卒
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
学が
く
せ
い 生
」は
、卒そ

つ
ぎ
ょ
う 業
す
る
た
め
に
、入に

ゅ
う
が
く 学
基き
じ
ゅ
ん 準
言げ
ん

語ご

と
反は
ん
た
い 対
の
言げ

ん
ご 語
で
開か
い
こ
う 講
さ
れ
る
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

も
し
く
は
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く （
自じ

学が
く

部ぶ

お
よ
び
他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

）を
20

単た
ん
い
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
と
く

位
以
上
修
得
す
る
必ひ
つ
よ
う 要
が
あ
り
ま
す
。言

げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
や
両り

ょ
う
げ
ん
ご
か
い
こ
う
か
も
く

言
語
開
講
科
目（
E/
J）
は
、反

は
ん
た
い 対
言げ
ん

語ご

に
よ
る

開か
い
こ
う
か
も
く

講
科
目
と
は
認み
と

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
D

プ
レ
イ
ス
メン
ト
テ
スト
等と
う

の
結け

っ
か 果
に
よ
り
必ひ

っ
し
ゅ
う
げ
ん
ご
か
も
く

修
言
語
科
目（
①
）の
履り
し
ゅ
う 修

が
免め
ん
じ
ょ 除
さ
れ
た
場ば

あ
い 合
、免め

ん
じ
ょ 除
さ
れ
た
単た

ん
い
す
う
ぶ
ん

位
数
分
の
科か

目も
く

を「
④
言げ

ん
ご 語
教き
ょ
う

育い
く

科か

目も
く

お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

で
修し
ゅ
う
と
く 得
す
る
必ひ
つ
よ
う 要
が
あ
りま
す
。

※
E

卒そ
つ
ぎ
ょ
う 業
す
る
た
め
に

修し
ゅ
う
と
く 得
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
単た
ん

位い

数す
う

。

※
F

修し
ゅ
う
と
く 得
し
た
単た
ん

位い

数す
う

。
①
②
③
⑤
は

「
各か
く

個こ

人じ
ん

の
必ひ
つ
よ
う 要
単た
ん

位い

」を
上う
わ
ま
わ 回
る

こ
と
は
あ
りま
せ
ん
。（
※
A～
C
参さ
ん
し
ょ
う 照
）

■‌

成せ
い
せ
き
し
ょ
う
か
い

績
照
会
画が

面め
ん

の
確か

く
に
ん
ほ
う
ほ
う

認
方
法
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Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 C
am

pu
sm

at
e成せ

い
せ

き
し

ょ
う

か
い

績
照

会
画が

面め
ん

の
確か

く
に

ん
ほ

う
ほ

う

認
方

法 分ぶ
ん
や
け
い
れ
つ
め
い

野
系
列
名

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い

要
単
位

履り
し
ゅ
う
め
ん
じ
ょ

修
免
除

（
－
）

履り
し
ゅ
う
め
ん
じ
ょ

修
免
除

（
＋
）

各か
く

個こ

人じ
ん

の
必ひ
つ
よ
う
た
ん
い

要
単
位

反は
ん
た
い 対
言げ
ん

語ご

の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い
修し
ゅ
う
と
く 得

単た
ん

位い

英え
い

語ご

科か
も
く 目

24
ー
6

18
18

●
●（
学が
く
し
ゅ
う
ぶ
ん
や

修
分
野
） 必ひ
っ
し
ゅ
う
き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

修
共
通
教
養
科か

目も
く

2
2

2

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

14
14

4
14

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く

語
教
育
科か

目も
く

お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

＋
6

6
10

●
●（
学が
く
し
ゅ
う
ぶ
ん
や

修
分
野
） 専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く

28
28

28

A
P
S
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く

34
34

10
40

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

4
10

合ご
う
け
い 計

12
4

12
4

18
12
2

要よ
う
そ
つ 卒
集し
ゅ
う
け
い
が
い

計
外
科か

目も
く

■
サ

ン
プ

ル
 卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
コ

ード
：

A
PS

17
JS

T
※

入に
ゅ

う
が

く
き

じ
ゅ

ん
げ

ん
ご

学
基

準
言

語
や

英え
い

語ご

の
履り

し
ゅ

う 修
ト

ラ
ッ

ク
に

よ
っ

て
　「

必ひ
つ

よ
う

た
ん

い

要
単

位
」

や
「

各か
く

こ
じ

ん

個
人

の
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

要
単

位
」

は
異こ

と な
り

ま
す

。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

※
A

登と
う
ろ
く 録
し
た
学が
く
し
ゅ
う
ぶ
ん
や

修
分
野
に
必ひ
っ
し
ゅ
う
か
も
く

修
科
目
が

2
科か

目も
く

あ
り
、
2
科か

目も
く と
も
修し
ゅ
う
と
く 得
し
た
場ば

合あ
い

、
4
単た
ん

位い

の
うち
2
単た
ん

位い

は「
②
●
●

（
学が
く
し
ゅ
う
ぶ
ん
や

修
分
野
）必ひ

っ
し
ゅ
う
き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

修
共
通
教
養
科か

目も
く

」
分ぶ
ん

野や

、残の
こ

り
の
2
単た
ん

位い

は「
③
共き
ょ
う
つ
う 通
教き
ょ
う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま
す
。各か

く

学が
く

修し
ゅ
う

分ぶ
ん

野や

の
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
科か

目も
く

は
、「
コ
ア
科か

目も
く

、
各か
く

学が
く

修し
ゅ
う

分ぶ
ん

野や

の
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
科か

目も
く （
AP
S）
」を

確か
く
に
ん 認
し
て
くだ
さ
い
。

※
G

「
⑧
合ご
う
け
い 計
」分

ぶ
ん

や 野
の
単た

ん
い
す
う

位
数
は
、①

～
⑦
の
修し
ゅ
う
と
く
た
ん
い
す
う

得
単
位
数
の
合ご
う
け
い 計
を
指さ

し
ま
す
。

※
C

「
⑤
●
●（
学が
く
し
ゅ
う
ぶ
ん
や

修
分
野
）専せ

ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く

」分
ぶ

ん
や 野
の
修し
ゅ
う
と
く
た
ん
い
す
う

得
単
位
数
が
2８
を
超こ

え
る
場ば

あ
い 合
、超ち

ょ
う
か
ぶ
ん

過
分
は「
⑥
AP
S
専せ
ん
も
ん 門
教き
ょ
う

育い
く

科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま
す
。各か

く

学が
く

修し
ゅ
う

分ぶ
ん

野や

の
科か

目も
く

は
、「
20
17
年ね
ん

度ど

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
図ず

」お
よ
び「
20
17
年ね
ん

度ど

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
科か

目も
く

一い
ち
ら
ん 覧
」を
確か
く
に
ん 認
し
てく
ださ
い
。

※
B

「
③
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目
」分

ぶ
ん

や 野
の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い

数す
う

が
14
を
超こ

え
る
場ば

合あ
い

、超ち
ょ
う
か
ぶ
ん

過
分
は

「
④
言げ

ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う 通
教き
ょ
う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

や 野
に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま
す
。

※
H

「
日に

本ほ
ん

語ご

基き
じ
ゅ
ん 準
国こ
く
な
い
が
く
せ
い

内
学
生
」お
よ
び「
早そ
う
き
そ
つ
ぎ
ょ
う

期
卒
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
学が
く
せ
い 生
」は
、卒そ

つ
ぎ
ょ
う 業
す
る
た
め
に
、入に

ゅ
う
が
く 学
基き
じ
ゅ
ん 準
言げ
ん

語ご

と
反は
ん
た
い 対
の
言げ

ん
ご 語
で
開か
い
こ
う 講
さ
れ
る
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

も
し
く
は
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く （
自じ

学が
く

部ぶ

お
よ
び
他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

）を
20

単た
ん
い
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
と
く

位
以
上
修
得
す
る
必ひ
つ
よ
う 要
が
あ
り
ま
す
。言

げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
や
両り

ょ
う
げ
ん
ご
か
い
こ
う
か
も
く

言
語
開
講
科
目（
E/
J）
は
、反

は
ん
た
い 対
言げ
ん

語ご

に
よ
る

開か
い
こ
う
か
も
く

講
科
目
と
は
認み
と

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
D

プ
レ
イ
ス
メン
ト
テ
スト
等と
う

の
結け

っ
か 果
に
よ
り
必ひ

っ
し
ゅ
う
げ
ん
ご
か
も
く

修
言
語
科
目（
①
）の
履り
し
ゅ
う 修

が
免め
ん
じ
ょ 除
さ
れ
た
場ば

あ
い 合
、免め

ん
じ
ょ 除
さ
れ
た
単た

ん
い
す
う
ぶ
ん

位
数
分
の
科か

目も
く

を「
④
言げ

ん
ご 語
教き
ょ
う

育い
く

科か

目も
く

お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

で
修し
ゅ
う
と
く 得
す
る
必ひ
つ
よ
う 要
が
あ
りま
す
。

※
E

卒そ
つ
ぎ
ょ
う 業
す
る
た
め
に

修し
ゅ
う
と
く 得
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
単た
ん

位い

数す
う

。

※
F

修し
ゅ
う
と
く 得
し
た
単た
ん

位い

数す
う

。
①
②
③
⑤
は

「
各か
く

個こ

人じ
ん

の
必ひ
つ
よ
う 要
単た
ん

位い

」を
上う
わ
ま
わ 回
る

こ
と
は
あ
りま
せ
ん
。（
※
A～
C
参さ
ん
し
ょ
う 照
）

■‌

成せ
い
せ
き
し
ょ
う
か
い

績
照
会
画が

面め
ん

の
確か

く
に
ん
ほ
う
ほ
う

認
方
法

53

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
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2.2.6 国
こくさいけいえい

際経営学
が く ぶ

部（APM）

　以
い か

下の学
がくせい

生には、国
こくさ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）の2017年
ね ん ど

度カリキュラムが適
てきよう

用されます。

◦‌2017年
ね ん ど

度以
い こ う

降に新
しんにゅう

入学
がくせい

生（1セメスター回
かいせい

生）として国
こ く さ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）に入
にゅうがく

学した

学
がくせい

生

◦‌2018年
ね ん ど

度以
い こ う

降に 2 回
かいせいへん

生編・転
てんにゅうがくせい

入学生として国
こくさ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）に入
にゅうがく

学した学
がくせい

生

◦‌2019年
ね ん ど

度以
い こ う

降に 3 回
かいせいへん

生編・転
てんにゅうがくせい

入学生として国
こくさ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）に入
にゅうがく

学した学
がくせい

生

APM学
がくしゅうぶんや

修分野

会
かいけい

計・ファイナンス Accounting‌and‌Finance

マーケティング Marketing

経
けいえいせんりゃく

営戦略と組
そ し き

織 Strategic‌Management‌and‌Organization

イノベーション・経
けいざいがく

済学 Innovation‌and‌Economics

　多
た よ う

様な社
しゃかい

会、文
ぶ ん か

化、伝
でんとう

統への深
ふか

い理
り か い

解および経
けいえいがく

営学に関
かん

する知
ち し き

識をもち、グローバル化
か

する

ビジネス社
しゃかい

会の中
なか

で様
さまざま

々な背
はいけい

景をもった人
ひとびと

々とコミュニケーションをとりながら経
けいえいもんだい

営問題を

発
はっけん

見し解
かいけつ

決できる能
のうりょく

力、高
たか

い職
しょくぎょうりんり

業倫理を備
そな

えた人
じんざい

材を育
いくせい

成するため、下
か き

記の４つの学
がくしゅうぶんや

修分野

を設
せ っ ち

置しています。

　各
かくがくしゅうぶんや

学修分野に配
は い ち

置された科
か

目
もく

から12単
た ん い

位以
いじょう

上（演
えんしゅうか

習科目
もく

は 4 単
たん

位
い

まで含
ふく

めることができま

す。最
さいてい

低 8 単
た ん い

位は講
こ う ぎ か も く

義科目で修
しゅうとく

得する必
ひつよう

要があります。）修
しゅうとく

得した場
ば あ い

合、履
りしゅう

修した当
とうがい

該分
ぶん

野
や

の

名
めいしょう

称が学
が く い き

位記へ記
き さ い

載されます。ただし、学
が く い き

位記へ記
き さ い

載するためには、Campusmateから自
じ

分
ぶん

の希
き

望
ぼう

する学
がくしゅうぶんや

修分野を登
とうろく

録する必
ひつよう

要があります。なお、登
とうろく

録できる学
がくしゅうぶんや

修分野は 1 つのみです。

登
とうろく

録方
ほうほう

法等
など

の詳
しょうさい

細はアカデミック・オフィスウェブサイトを確
かくにん

認してください。

学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

　国
こくさ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件を満
み

たした者
もの

には、以
い か

下の学
が く い

位が与
あた

えられます。

学
が く い

位

学
が く し

士（経
けいえいがく

営学）

学
が く

位
い

登
と う ろ く か の う

録可能セメスター 第
だい

1 セメスター～最
さいしゅう

終セメスター

登
と う ろ く か の う じ き

録可能時期 履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録　Ａ、Ｂ、修
しゅうせい

正 1 、 修
しゅうせい

正 2 期
き か ん

間

＜学
がくしゅうぶんや

修分野登
とうろく

録スケジュール＞
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０
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７
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Ａ
Ｐ
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2.2.7 卒
そつぎょうようけん

業要件コードの確
かくにんほうほう

認方法（APM：2017年
ねん

度
ど

カリキュラム）

2.2.8 卒
そつぎょうようけん

業要件（APM：2017年
ねん

度
ど

カリキュラム）

　以
い か

下のチャートで、自
じ

身
しん

の卒
そつぎょうようけん

業要件コードを確
かくにん

認することができます。

　国
こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）を卒
そつぎょう

業するためには、下
かひょう

表の自
じ し ん

身の要
ようけん

件コードの列
れつ

に○が付
ふ

されて
いる要

ようけん

件を全
すべ

て満
み

たす必
ひつよう

要があります。表
ひょうちゅう

中の「詳
しょうさい

細」に記
しる

された参
さんしょうさき

照先も必
かなら

ず確
かく

認
にん

してく
ださい。

No. 要
ようけん

件 詳
しょうさい

細 国
こくさいけいえいがくぶ

際経営学部（APM）
APM17JST APM17JAT APM17E

1 少
すく

なくとも4年
ねんかん

間在
ざいがく

学していること 20ページ ○ ○ ○

2 合
ごうけい

計124単
た ん い い じ ょ う

位以上を修
しゅうとく

得していること ○ ○ ○

3
必
ひっし ゅ う げ ん ご か も く

修言語科目の単
た ん い

位を全
すべ

て修
しゅうとく

得していること
（もしくは履

りしゅうめんじょ

修免除されていること）
73ページ ○ ○ ○

4 各
か く か も く ぶ ん や

科目分野の必
ひつよう

要単
た ん い す う

位数を修
しゅうとく

得していること ※ ○ ○ ○

5
英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目を20単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得していること
（日

にほ ん ご き じ ゅ ん こ く な い が く せ い

本語基準国内学生のみ）
※※ ○ ○ －

6 APM必
ひっしゅうかもく

修科目を全
すべ

て修
しゅうとく

得していること 56ページ ○ ○ ○

7
APM必

ひっしゅうかもく

修科目（数
すうがく

学）を少
すく

なくとも 2単
た ん い

位
修
しゅう

得
とく

していること
59ページ ○ ○ ○

学
が く ぶ

部 国
こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）

入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語 日
に ほ ん ご き じ ゅ ん

本語基準（J） 英
え い ご き じ ゅ ん

語基準（E）

英
え い ご

語の履
りしゅう

修トラック※ スタンダードトラック（ST）アドバンストトラック（AT）

卒
そつぎょうようけん

業要件コード
APM17JST

（APM‌2017年
ねん

度
ど

カリキュラム
日
にほんごきじゅん

本語基準スタンダードトラック）

APM17JAT
（APM‌2017年

ねん

度
ど

カリキュラム
日
にほんごきじゅん

本語基準アドバンストトラック）

APM17E
（APM‌2017年

ねん

度
ど

カリキュラム
APS英

えいごきじゅん

語基準）

※‌日
にほんごきじゅんがくせい

本語基準学生の英
え い ご か も く

語科目の履
りしゅう

修は、入
にゅうがくじ

学時のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、履
りしゅう

修トラックと履
りしゅう

修
開
かい

始
し

レベルが決
けってい

定されます。

履
りしゅう

修トラック 履
りしゅう

修開
かい

始
し

レベル

スタンダードトラック 「英
えい

語
ご

初
しょきゅう

級A・B」～「英
えい

語
ご

準
じゅんじょうきゅう

上級A・B」のいずれか

アドバンストトラック 「英
えい

語
ご

上
じょう

級
きゅう

1 A・1B」か「英
えい

語
ご

上
じょう

級
きゅう

2A・2B」もしくは英
えいごかもく

語科目の履
りしゅう

修が免
めんじょ

除された場
ばあい

合

（編
へん
・転
てんにゅうがくせい
入学生の卒

そつぎょうようけん
業要件については、アカデミック・オフィスに問

と
い合

あ
わせてください。）



54

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
）

2.2.7 卒
そつぎょうようけん

業要件コードの確
かくにんほうほう

認方法（APM：2017年
ねん

度
ど

カリキュラム）

2.2.8 卒
そつぎょうようけん

業要件（APM：2017年
ねん

度
ど

カリキュラム）

　以
い か

下のチャートで、自
じ

身
しん

の卒
そつぎょうようけん

業要件コードを確
かくにん

認することができます。

　国
こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）を卒
そつぎょう

業するためには、下
かひょう

表の自
じ し ん

身の要
ようけん

件コードの列
れつ

に○が付
ふ

されて
いる要

ようけん

件を全
すべ

て満
み

たす必
ひつよう

要があります。表
ひょうちゅう

中の「詳
しょうさい

細」に記
しる

された参
さんしょうさき

照先も必
かなら

ず確
かく

認
にん

してく
ださい。

No. 要
ようけん

件 詳
しょうさい

細 国
こくさいけいえいがくぶ

際経営学部（APM）
APM17JST APM17JAT APM17E

1 少
すく

なくとも4年
ねんかん

間在
ざいがく

学していること 20ページ ○ ○ ○

2 合
ごうけい

計124単
た ん い い じ ょ う

位以上を修
しゅうとく

得していること ○ ○ ○

3
必
ひっし ゅ う げ ん ご か も く

修言語科目の単
た ん い

位を全
すべ

て修
しゅうとく

得していること
（もしくは履

りしゅうめんじょ

修免除されていること）
73ページ ○ ○ ○

4 各
か く か も く ぶ ん や

科目分野の必
ひつよう

要単
た ん い す う

位数を修
しゅうとく

得していること ※ ○ ○ ○

5
英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目を20単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得していること
（日

にほ ん ご き じ ゅ ん こ く な い が く せ い

本語基準国内学生のみ）
※※ ○ ○ －

6 APM必
ひっしゅうかもく

修科目を全
すべ

て修
しゅうとく

得していること 56ページ ○ ○ ○

7
APM必

ひっしゅうかもく

修科目（数
すうがく

学）を少
すく

なくとも 2単
た ん い

位
修
しゅう

得
とく

していること
59ページ ○ ○ ○

学
が く ぶ

部 国
こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）

入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語 日
に ほ ん ご き じ ゅ ん

本語基準（J） 英
え い ご き じ ゅ ん

語基準（E）

英
え い ご

語の履
りしゅう

修トラック※ スタンダードトラック（ST）アドバンストトラック（AT）

卒
そつぎょうようけん

業要件コード
APM17JST

（APM‌2017年
ねん

度
ど

カリキュラム
日
にほんごきじゅん

本語基準スタンダードトラック）

APM17JAT
（APM‌2017年

ねん

度
ど

カリキュラム
日
にほんごきじゅん

本語基準アドバンストトラック）

APM17E
（APM‌2017年

ねん

度
ど

カリキュラム
APS英

えいごきじゅん

語基準）

※‌日
にほんごきじゅんがくせい

本語基準学生の英
え い ご か も く

語科目の履
りしゅう

修は、入
にゅうがくじ

学時のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、履
りしゅう

修トラックと履
りしゅう

修
開
かい

始
し

レベルが決
けってい

定されます。

履
りしゅう

修トラック 履
りしゅう

修開
かい

始
し

レベル

スタンダードトラック 「英
えい

語
ご

初
しょきゅう

級A・B」～「英
えい

語
ご

準
じゅんじょうきゅう

上級A・B」のいずれか

アドバンストトラック 「英
えい

語
ご

上
じょう

級
きゅう

1 A・1B」か「英
えい

語
ご

上
じょう

級
きゅう

2A・2B」もしくは英
えいごかもく

語科目の履
りしゅう

修が免
めんじょ

除された場
ばあい

合

（編
へん
・転
てんにゅうがくせい
入学生の卒

そつぎょうようけん
業要件については、アカデミック・オフィスに問

と
い合

あ
わせてください。）
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※※　‌‌‌‌日
に ほ ん ご き じ ゅ ん こ く な い が く せ い

本語基準国内学生は、英
え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目もしくは専
せん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目
（自

じ が く ぶ

学部および他
た が く ぶ か も く

学部科目）を20単
たん

位
い

以
いじょうしゅうとく

上修得することが必
ひつよう

要です。言
げん

語
ご

教
きょういく

育科
か

目
もく

や
両
りょう げ ん ご か い こ う か も く

言語開講科目（E/J）は、英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目として認
みと

められません。なお、日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こく

際
さい

学
がくせい

生はこの英
えい

語
ご

開
かい

講
こう

科
か

目
もく

20単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得の要
ようけん

件を満
み

たす必
ひつよう

要はありません。
　　　‌‌‌日

に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は国
こくないが く せ い

内学生も国
こくさいが く せ い

際学生もともに英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目を履
りしゅう

修するためには
「英

えいごちゅうきゅう

語中級A・B」の単
たんいしゅうとく

位修得（もしくは履
りしゅうめんじょ

修免除されていること）が必
ひつよう

要です。ただし、
スタンダードトラックの日

にほ ん ご き じ ゅ ん こ く な い が く せ い

本語基準国内学生のみが受
じゅこう

講できる「APMブリッジプログ
ラム」については、英

え い ご か い こ う か も く

語開講科目ですが、「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級A・B」修
しゅうとくご

得後から履
りしゅう

修可
か

能
のう

で
す。「APMブリッジプログラム」は「英

えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級A・B」修
しゅうとくご

得後から「英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級A・
B」を修

しゅうとく

得するまでのセメスターで履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録をすることができます。一
いち

度
ど

修
しゅうとく

得する
と、再

さい

度
ど

履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録をすることはできません。

※　　各
か く か も く ぶ ん や

科目分野で卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い

位

科
か

目
もく

分
ぶ ん や

野 必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 合
ごうけい

計

共
きょうつうきょういくかもく

通教育科目

英
え い ご

語科
か も く

目 24単
たん

位
い

（卒
そつぎょう
業要

ようけん
件 3 参

さんしょう
照）

124単
たん

位
い

以
いじょう

上
（卒
そつぎょうようけん
業要件 2 参

さんしょう
照）

共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 16単
たん

位
い

（卒
そつぎょう
業要

ようけん
件 6 参

さんしょう
照）

言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目および共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 0 単
たん

位
い

APM専
せんもんきょういくかもく

門教育科目
必
ひっしゅう

修専
せんもんきょういくかもく

門教育科目 20単
たん

位
い

（卒
そつぎょう
業要

ようけん
件6,‌7参

さんしょう
照）

専
せんもんきょういくかもく

門教育科目 42単
たん

位
い

他
た

学
がく

部
ぶ

科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

要
ようそつしゅうけいがい

卒集計外科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

科
か

目
もく

分
ぶ ん や

野 必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 合
ごうけい

計

共
きょうつうきょういくかもく

通教育科目

英
え い ご

語科
か も く

目 12単
たん

位
い

（卒
そつぎょう
業要

ようけん
件 3 参

さんしょう
照）

124単
たん

位
い

以
いじょう

上
（卒
そつぎょうようけん
業要件 2 参

さんしょう
照）

共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 16単
たん

位
い

（卒
そつぎょう
業要

ようけん
件 6 参

さんしょう
照）

言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目および共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 12単
たん

位
い

APM専
せんもんきょういくかもく

門教育科目
必
ひっしゅう

修専
せんもんきょういくかもく

門教育科目 20単
たん

位
い

（卒
そつぎょう
業要

ようけん
件6,‌7参

さんしょう
照）

専
せんもんきょういくかもく

門教育科目 42単
たん

位
い

他
た

学
がく

部
ぶ

科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

要
ようそつしゅうけいがい

卒集計外科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

科
か

目
もく

分
ぶ ん や

野 必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 合
ごうけい

計

共
きょうつうきょういくかもく

通教育科目

日
に ほ ん ご

本語科
か も く

目 16単
たん

位
い

（卒
そつぎょう
業要

ようけん
件 3 参

さんしょう
照）

124単
たん

位
い

以
いじょう

上
（卒
そつぎょうようけん
業要件 2 参

さんしょう
照）

共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 16単
たん

位
い

（卒
そつぎょう
業要

ようけん
件 6 参

さんしょう
照）

言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目および共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 8 単
たん

位
い

APM専
せんもんきょういくかもく

門教育科目
必
ひっしゅう

修専
せんもんきょういくかもく

門教育科目 20単
たん

位
い

（卒
そつぎょう
業要

ようけん
件6,‌7参

さんしょう
照）

専
せんもんきょういくかもく

門教育科目 42単
たん

位
い

他
た

学
がく

部
ぶ

科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

要
ようそつしゅうけいがい

卒集計外科
か

目
もく

0 単
たん

位
い

APM17JST

APM17JAT

APM17E
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2.2.9 必
ひ っ し ゅ う か も く

修科目（APM）

　国
こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）では、「経
けいえいがくにゅうもん

営学入門」、「統
とうけいがく

計学」、「経
けいざいがくにゅうもん

済学入門」、「会
かい

計
けい

学
がく

Ⅰ」、「マー

ケティング入
にゅうもん

門」、「金
きんゆうろん

融論」、「人
じんざい

材と組
そ し き

織行
こうどう

動のマネジメント」、「生
せい

産
さん

管
か ん り

理論
ろん

」、「ビジネス

法
ほう

務
む

戦
せんりゃく

略」、「ビジネスエシックス」を必
ひっしゅうかもく

修科目として設
せってい

定しています。さらに、深
ふか

い学
がくしゅう

習と

討
とうろん

論によりテーマについての理
り か い

解や 4 つの学
がくしゅうぶんや

修分野の体
たいけい

系的
てき

な理
り

解
かい

を身
み

に付
つ

けるため 4年
ねんかん

間

の学
がくしゅう

修の集
しゅうたいせい

大成となるキャップストーン科
か も く

目「グローバルマネジメント（Capstone）」も必
ひっしゅう

修

科
か

目
もく

として設
せっ

置
ち

されています。（必
ひっし ゅ う か も く た ん い す う

修科目単位数：11科
か も く

目22単
た ん い

位）

　また、「基
き そ す う が く

礎数学」および「上
じょうきゅうすうがく

級数学」が必
ひっしゅうかもく

修科目（数
すうがく

学）として設
せっ

置
ち

されており、この 2科
か

目
もく

のうち少
すく

なくとも 1つを必
かなら

ず修
しゅうとく

得する必
ひつよう

要があります。

　すなわち、国
こ く さ い け い え い が く ぶ

際経営学部の卒
そつぎょう

業要
よ う け ん

件の中
な か

に、以
い か

下の要
よ う け ん

件が定
さ だ

められています。

　◦ 下
か き

記＜必
ひ っ し ゅ う か も く

修科目＞欄
ら ん

に記
し る

された11科
か も く

目の単
た ん い

位をすべて修
しゅうとく

得すること（2.2.8の要
よ う け ん

件 6 に該
が い

当
と う

）
　◦ 下

か き

記＜必
ひ っ し ゅ う か も く

修科目（数
す う が く

学）＞欄
ら ん

に記
し る

された科
か も く

目のうち少
す く

なくとも１つを修
しゅうとく

得すること（2.2.8
の要

よ う

件
け ん

7 に該
が い と う

当）

＜必
ひっしゅうかもく

修科目＞

科
か も く め い

目名
（科

か

目
もく

分
ぶ ん

野
や

）
科
か も く が い よ う

目概要 登
と う ろ く

録
大
だ い が く

学による
履
り し ゅ う と う ろ く じ き

修登録時期（※1）

経
けいえいがくにゅうもん

営学入門
（APM専

せんもんきょういくかもく

門教育科目）

現
げんだい

代の企
きぎょう

業とその経
けいえい

営について「全
ぜん

体
たい

の理
り

解
かい

を得
え

る」ことを目
もくてき

的とする科
か

目
もく

です。
特
とく

に、経
けいえいたい

営体や経
けいえいがく

営学の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

の理
り

解
かい

、
専
せんもん

門科
か

目
もく

の理
り

解
かい

に必
ひつ

要
よう

な経
けいえい

営の基
き そ

礎知
ち

識
しき

の習
しゅうとく

得を通
つう

じて、APMでマネジメントの
領
りょういき

域を学
まな

ぶうえでの基
き そ

礎固
がた

めをします。

大
だいがく

学が登
とうろく

録 第
だい

1セメスター回
かいせい

生

統
とうけいがく

計学
（共

きょうつうきょうようかもく

通教養科目）

統
とうけいがく

計学とはデータを分
ぶんせき

析・解
かいしゃく

釈し、データ
の特

とくせい

性や規
き そ く せ い

則性を見
み い だ

出すための学
がくもん

問です。
統
とうけいがく

計学は、様
さまざま

々な出
で き

来事
ごと

について数
すうりょう

量
的
てき

な手
しゅほう

法を用
もち

いて判
はんだん

断をするためのツール
となります。この科

か

目
もく

では記
きじゅつ

述統
とうけい

計並
なら

び
に解

かいせき

析統
とうけいがく

計学の基
き そ

礎を学
まな

びます。

学
がくせい

生が登
とうろく

録

経
けいざいがくにゅうもん

済学入門
（共

きょうつうきょうようかもく

通教養科目）

経
けいざいがく

済学は、人
ひとびと

々の経
けいざいこうどう

済行動、経
けいざい

済の仕
し

組
く

み、また経
けいざいせいさく

済政策を理
り か い

解するための有
ゆう

用
よう

な見
み

方
かた

を提
てい

示
じ

する学
がくもん

問です。経
けいざいがく

済学入
にゅう

門
もん

では、経
けいざいがく

済学の考
かんが

え方
かた

の基
き ほ ん

本を学
まな

び、
また経

けいざいがく

済学の基
き ほ ん て き

本的な分
ぶんせきしゅほう

析手法を身
み

に着
つ

けることにより、自
みずか

らの力
ちから

で経
けいざい

済に関
かん

する
諸
しょ

問
もんだい

題や政
せいさく

策を分
ぶんせき

析する力
ちから

を培
つちか

います。

大
だいがく

学が登
とうろく

録
第
だい

2セメスター回
かいせい

生
（※ 2）
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Ｐ
Ｍ
）

2.2.9 必
ひ っ し ゅ う か も く

修科目（APM）

　国
こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）では、「経
けいえいがくにゅうもん

営学入門」、「統
とうけいがく

計学」、「経
けいざいがくにゅうもん

済学入門」、「会
かい

計
けい

学
がく

Ⅰ」、「マー

ケティング入
にゅうもん

門」、「金
きんゆうろん

融論」、「人
じんざい

材と組
そ し き

織行
こうどう

動のマネジメント」、「生
せい

産
さん

管
か ん り

理論
ろん

」、「ビジネス

法
ほう

務
む

戦
せんりゃく

略」、「ビジネスエシックス」を必
ひっしゅうかもく

修科目として設
せってい

定しています。さらに、深
ふか

い学
がくしゅう

習と

討
とうろん

論によりテーマについての理
り か い

解や 4 つの学
がくしゅうぶんや

修分野の体
たいけい

系的
てき

な理
り

解
かい

を身
み

に付
つ

けるため 4年
ねんかん

間

の学
がくしゅう

修の集
しゅうたいせい

大成となるキャップストーン科
か も く

目「グローバルマネジメント（Capstone）」も必
ひっしゅう

修

科
か

目
もく

として設
せっ

置
ち

されています。（必
ひっし ゅ う か も く た ん い す う

修科目単位数：11科
か も く

目22単
た ん い

位）

　また、「基
き そ す う が く

礎数学」および「上
じょうきゅうすうがく

級数学」が必
ひっしゅうかもく

修科目（数
すうがく

学）として設
せっ

置
ち

されており、この 2科
か

目
もく

のうち少
すく

なくとも 1つを必
かなら

ず修
しゅうとく

得する必
ひつよう

要があります。

　すなわち、国
こ く さ い け い え い が く ぶ

際経営学部の卒
そつぎょう

業要
よ う け ん

件の中
な か

に、以
い か

下の要
よ う け ん

件が定
さ だ

められています。

　◦ 下
か き

記＜必
ひ っ し ゅ う か も く

修科目＞欄
ら ん

に記
し る

された11科
か も く

目の単
た ん い

位をすべて修
しゅうとく

得すること（2.2.8の要
よ う け ん

件 6 に該
が い

当
と う

）
　◦ 下

か き

記＜必
ひ っ し ゅ う か も く

修科目（数
す う が く

学）＞欄
ら ん

に記
し る

された科
か も く

目のうち少
す く

なくとも１つを修
しゅうとく

得すること（2.2.8
の要

よ う

件
け ん

7 に該
が い と う

当）

＜必
ひっしゅうかもく

修科目＞

科
か も く め い

目名
（科

か

目
もく

分
ぶ ん

野
や

）
科
か も く が い よ う

目概要 登
と う ろ く

録
大
だ い が く

学による
履
り し ゅ う と う ろ く じ き

修登録時期（※1）

経
けいえいがくにゅうもん

営学入門
（APM専

せんもんきょういくかもく

門教育科目）

現
げんだい

代の企
きぎょう

業とその経
けいえい

営について「全
ぜん

体
たい

の理
り

解
かい

を得
え

る」ことを目
もくてき

的とする科
か

目
もく

です。
特
とく

に、経
けいえいたい

営体や経
けいえいがく

営学の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

の理
り

解
かい

、
専
せんもん

門科
か

目
もく

の理
り

解
かい

に必
ひつ

要
よう

な経
けいえい

営の基
き そ

礎知
ち

識
しき

の習
しゅうとく

得を通
つう

じて、APMでマネジメントの
領
りょういき

域を学
まな

ぶうえでの基
き そ

礎固
がた

めをします。

大
だいがく

学が登
とうろく

録 第
だい

1セメスター回
かいせい

生

統
とうけいがく

計学
（共

きょうつうきょうようかもく

通教養科目）

統
とうけいがく

計学とはデータを分
ぶんせき

析・解
かいしゃく

釈し、データ
の特

とくせい

性や規
き そ く せ い

則性を見
み い だ

出すための学
がくもん

問です。
統
とうけいがく

計学は、様
さまざま

々な出
で き

来事
ごと

について数
すうりょう

量
的
てき

な手
しゅほう

法を用
もち

いて判
はんだん

断をするためのツール
となります。この科

か

目
もく

では記
きじゅつ

述統
とうけい

計並
なら

び
に解

かいせき

析統
とうけいがく

計学の基
き そ

礎を学
まな

びます。

学
がくせい

生が登
とうろく

録

経
けいざいがくにゅうもん

済学入門
（共

きょうつうきょうようかもく

通教養科目）

経
けいざいがく

済学は、人
ひとびと

々の経
けいざいこうどう

済行動、経
けいざい

済の仕
し

組
く

み、また経
けいざいせいさく

済政策を理
り か い

解するための有
ゆう

用
よう

な見
み

方
かた

を提
てい

示
じ

する学
がくもん

問です。経
けいざいがく

済学入
にゅう

門
もん

では、経
けいざいがく

済学の考
かんが

え方
かた

の基
き ほ ん

本を学
まな

び、
また経

けいざいがく

済学の基
き ほ ん て き

本的な分
ぶんせきしゅほう

析手法を身
み

に着
つ

けることにより、自
みずか

らの力
ちから

で経
けいざい

済に関
かん

する
諸
しょ

問
もんだい

題や政
せいさく

策を分
ぶんせき

析する力
ちから

を培
つちか

います。

大
だいがく

学が登
とうろく

録
第
だい

2セメスター回
かいせい

生
（※ 2）
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０
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Ｐ
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会
かいけいがく

計学‌Ⅰ
（APM専

せんもんきょういくかもく

門教育科目）

会
かいけい

計は「ビジネスの言
げ ん ご

語」と呼
よ

ばれること
もあるものであり、本

ほん

科
か

目
もく

は財
ざい

務
む

会
かいけい

計シス
テムの基

き

盤
ばん

となる基
き そ

礎概
がい

念
ねん

やルールへの
入
いりぐち

口となっています。資
し

産
さん

、負
ふ

債
さい

、資
し

本
ほん

、
収
しゅうえき

益、費
ひ よ う

用といった重
じゅうよう

要な概
がいねん

念について
学
まな

ぶとともに、財
ざいむしょひょう

務諸表の読
よ

み方
かた

だけでなく、
その作

つく

り方
かた

について重
じゅうてんてき

点的に学
がくしゅう

修します。

大
だいがく

学が登
とうろく

録
第
だい

2セメスター回
かいせい

生
（※ 2）

マーケティング入
にゅうもん

門
（APM専

せんもんきょういくかもく

門教育科目）

今
こんにち

日のビジネスにおいてマーケティングはな
くてはならないものです。この科

か

目
もく

ではマ
ーケティングの基

き そ ち し き

礎知識を伸
の

ばしていきます。
期
き た い

待にこたえる製
せいひん

品やサービスを届
とど

けるため、
顧
こきゃく

客をより理
り か い

解する中
ちゅうしんがいねん

心概念や手
しゅだん

段に触
ふ

れていきます。

大
だいがく

学が登
とうろく

録
第
だい

2セメスター回
かいせい

生
（※ 2）

金
きんゆうろん

融論
（APM専

せんもんきょういくかもく

門教育科目）

金
きんゆう ろ ん

融論は、家
か け い

計、個
こ じ ん

人・機
き か ん

関投
と う し

資家
か

、
企
き

業
ぎょう

、そして政
せいさくとうきょくしゃ

策当局者が最
もっと

も関
かんしん

心を寄
よ

せる「貨
か へ い

幣」「投
と う し

資」および「資
し

金
きん

調
ちょう

達
たつ

」に関
かん

する学
がくもん

問です。
金
きんゆうろん

融論では、「貨
か へ い

幣」および「金
きんゆう

融」の
基
き

本
ほん

的
てき

な役
やくわり

割を理
り か い

解し、また、銀
ぎんこう

行や証
しょう

券
けん

会
がい

社
しゃ

などの金
き ん ゆ う き か ん

融機関の機
き の う

能を学
がくしゅう

修す
ることになります。金

きんゆう

融の基
き そ

礎知
ち

識
しき

を理
り

解
かい

することは、金
きん

融
ゆう

分
ぶん

野
や

の中
ちゅうきゅう

級・上
じょうきゅう

級
科
か

目
もく

を履
りしゅう

修する上
うえ

での前
ぜんてい

提となるとともに、
将
しょうらい

来、ビジネスマネジメントに関
かか

わる上
うえ

で
の基

き

盤
ばん

として欠
か

かせません。

大
だいがく

学が登
とうろく

録 第
だい

3セメスター回
かいせい

生

人
じんざい

材と組
そ し き

織行
こうどう

動の
マネジメント

（APM専
せんもんきょういくかもく

門教育科目）

なぜ成
せいこう

功する組
そ し き

織がある一
いっぽう

方、他
ほか

の組
そ

織
しき

は上
う ま

手く機
き の う

能していないのか？　なぜ自
じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

に情
じょうねつ

熱を捧
ささ

げる人
ひと

がいる一
いっぽう

方、他
ほか

の人
ひと

は仕
し ご と

事に嫌
い や け

気を感
かん

じたり辞
や

めたりして
しまうのだろうか？　この科

か

目
もく

では理
り

論
ろん

や
基
き

本
ほん

的
てき

原
げんそく

則の適
てきおうほうほう

応方法を提
てい

示
じ

することで、
組
そ

織
しき

というコンテクストにおける人
ひとびと

々の行
こう

動
どう

を理
り

解
かい

し、マネジメントする方
ほうほう

法につい
て学

がくしゅう

修します。

大
だいがく

学が登
とうろく

録 第
だい

3セメスター回
かいせい

生

生
せい さ ん か ん り ろ ん

産管理論
（APM専

せんもんきょういくかもく

門教育科目）

生
せ い さ ん か ん り

産管理は生
せいさん

産プロセスの組
そ し き て き

織的な管
かん

理
り

・統
とうせい

制です。原
げんりょう

料、設
せ つ び

備、コスト、在
ざい

庫
こ

、日
にってい

程、品
ひんしつ

質や生
せいさんぎじゅつ

産技術などの計
けいかく

画・
監
かん

視
し

・統
とうせい

制が含
ふく

まれます。この科
か

目
もく

では
生
せい

産
さん

管
かん

理
り

に関
かん

する理
り ろ ん

論や概
がいねん

念について学
まな

びます。

大
だいがく

学が登
とうろく

録 第
だい

3セメスター回
かいせい

生
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Ｐ
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ビジネス法
ほうむせんりゃく

務戦略
（APM専

せんもんきょういくかもく

門教育科目）

法
ほうてきかんきょう

的環境は、あらゆるビジネスにおいて戦
せん

略
りゃく

と成
せいこう

功を決
けってい

定する重
じゅうよう

要な役
やくわり

割を果
は

たしま
す。ビジネスの意

い し

思決
けってい

定に関
かんれん

連する法
ほう

的
てき

問
もんだい

題やそれに付
ふ ず い

随するリスクを理
り

解
かい

するこ
とは非

ひじょう

常に重
じゅうよう

要です。この科
か

目
もく

では、ケ
ースを用

もち

いながら法
ほうてきじょうきょう

的状況の中
なか

で企
きぎょう

業が
いかに戦

せんりゃく

略を立
た

てていけば良
よ

いのかを議
ぎ

論
ろん

します。また、ビジネスにおける法
ほうりつ

律の
妥
だ

当
とう

性
せい

、契
けいやく

約の役
やくわり

割、雇
こ よ う ぎ む

用義務、グロ
ーバル環

かんきょう

境におけるビジネス倫
り ん り

理を重
じゅうし

視し
た社

しゃかいかんきょう

会環境を取
と

り扱
あつか

います。

大
だいがく

学が登
とうろく

録 第
だい

3セメスター回
かいせい

生

ビジネスエシックス
（APM専

せんもんきょういくかもく

門教育科目）

ビジネスの目
もくてき

的とは何
なん

だろうか？　社
しゃかい

会に
おけるその役

やくわり

割とは何
なん

だろうか？　現
げんだい

代の
ビジネスのやり方

かた

において問
もんだい

題はないのだ
ろうか？　政

せ い じ

治や倫
り ん り

理の役
やくわり

割が複
ふくざつ

雑化
か

し
ている世

せ

界
かい

において、これらの質
しつもん

問を投
な

げ
かけることは実

じつ

務
む

上
じょう

ますます重
じゅうよう

要になって
きています。とりわけ、ビジネスで成

せいこう

功しよ
うとするマネジャーにとってはなおさらです。
この科

か

目
もく

では、上
じょうき

記の質
しつもん

問に対
たい

する回
かい

答
とう

を導
みちび

き出
だ

すことを学
がくせい

生に期
き

待
たい

します。そう
することで、学

がくせい

生は倫
り ん り

理に基
もと

づく判
はんだん

断をビ
ジネス上

じょう

の意
い し け っ て い

思決定に統
とうごう

合させ、責
せき

任
にん

感
かん

を養
やしな

うことができるようになるでしょう。

大
だいがく

学が登
とうろく

録 第
だい

5セメスター回
かいせい

生

グローバルマネジメント
（Capstone）

（APM専
せんもんきょういくかもく

門教育科目）

グローバルマネジメントはAPMのキャップス
トーンであり、あらゆる専

せんこう

攻と国
こく

際
さい

的
てき

なバ
ックグラウンドを持

も

つ学
がくせい

生によって行
おこな

われる
双
そうほうてき

方的かつコラボレーションを重
じゅう

視
し

したコー
スです。ケース・スタディによって、学

がくせい

生
は現

げ ん じ つ せ か い

実世界の事
じ

例
れい

や状
じょうきょう

況を見
み

通
とお

し、自
じ

分
ぶん

たちが授
じゅぎょう

業で学
まな

んだことや経
けい

験
けん

に基
もと

づいて
意
い

見
けん

を交
こうかん

換し、問
もんだい

題に対
たい

処
しょ

できる解
かいけつさく

決策
を創

そうぞう

造することができるようになるでしょう。
この科

か

目
もく

では、仲
なか

間
ま

と協
きょうどう

働で作
さぎょう

業を進
すす

め、
ビジネスに影

えいきょう

響を与
あた

えるであろう問
もんだい

題に対
たい

して批
ひ

判
はん

的
てき

に検
けんとう

討できるようになることを
目
め ざ

指します。そのため、ビジネスの本
ほんしつ

質に
関
かん

する今
いま

まで学
まな

んだあらゆる知
ち

識
しき

や必
ひつよう

要と
されるスキルを活

い

かすことが求
もと

められます。

大
だいがく

学が登
とうろく

録 第
だい

7セメスター回
かいせい

生
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ビジネス法
ほうむせんりゃく

務戦略
（APM専

せんもんきょういくかもく

門教育科目）

法
ほうてきかんきょう

的環境は、あらゆるビジネスにおいて戦
せん

略
りゃく

と成
せいこう

功を決
けってい

定する重
じゅうよう

要な役
やくわり

割を果
は

たしま
す。ビジネスの意

い し

思決
けってい

定に関
かんれん

連する法
ほう

的
てき

問
もんだい

題やそれに付
ふ ず い

随するリスクを理
り

解
かい

するこ
とは非

ひじょう

常に重
じゅうよう

要です。この科
か

目
もく

では、ケ
ースを用

もち

いながら法
ほうてきじょうきょう

的状況の中
なか

で企
きぎょう

業が
いかに戦

せんりゃく

略を立
た

てていけば良
よ

いのかを議
ぎ

論
ろん

します。また、ビジネスにおける法
ほうりつ

律の
妥
だ

当
とう

性
せい

、契
けいやく

約の役
やくわり

割、雇
こ よ う ぎ む

用義務、グロ
ーバル環

かんきょう

境におけるビジネス倫
り ん り

理を重
じゅうし

視し
た社

しゃかいかんきょう

会環境を取
と

り扱
あつか

います。

大
だいがく

学が登
とうろく

録 第
だい
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かいせい

生
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せんもんきょういくかもく

門教育科目）

ビジネスの目
もくてき

的とは何
なん

だろうか？　社
しゃかい

会に
おけるその役

やくわり

割とは何
なん

だろうか？　現
げんだい

代の
ビジネスのやり方

かた

において問
もんだい

題はないのだ
ろうか？　政

せ い じ

治や倫
り ん り

理の役
やくわり

割が複
ふくざつ

雑化
か

し
ている世

せ

界
かい

において、これらの質
しつもん

問を投
な

げ
かけることは実

じつ

務
む

上
じょう

ますます重
じゅうよう

要になって
きています。とりわけ、ビジネスで成

せいこう
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うとするマネジャーにとってはなおさらです。
この科
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する回
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します。そう
することで、学
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生は倫
り ん り

理に基
もと

づく判
はんだん

断をビ
ジネス上

じょう

の意
い し け っ て い

思決定に統
とうごう

合させ、責
せき

任
にん

感
かん

を養
やしな

うことができるようになるでしょう。
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攻と国
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的
てき

なバ
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も
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がくせい

生によって行
おこな

われる
双
そうほうてき

方的かつコラボレーションを重
じゅう

視
し

したコー
スです。ケース・スタディによって、学

がくせい

生
は現

げ ん じ つ せ か い

実世界の事
じ

例
れい

や状
じょうきょう

況を見
み

通
とお

し、自
じ

分
ぶん

たちが授
じゅぎょう

業で学
まな

んだことや経
けい

験
けん

に基
もと

づいて
意
い

見
けん

を交
こうかん

換し、問
もんだい

題に対
たい

処
しょ

できる解
かいけつさく

決策
を創

そうぞう

造することができるようになるでしょう。
この科

か

目
もく

では、仲
なか

間
ま

と協
きょうどう

働で作
さぎょう

業を進
すす

め、
ビジネスに影

えいきょう

響を与
あた

えるであろう問
もんだい

題に対
たい

して批
ひ

判
はん

的
てき

に検
けんとう

討できるようになることを
目
め ざ

指します。そのため、ビジネスの本
ほんしつ

質に
関
かん

する今
いま

まで学
まな

んだあらゆる知
ち

識
しき

や必
ひつよう

要と
されるスキルを活

い

かすことが求
もと

められます。

大
だいがく

学が登
とうろく
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だい
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※ 1　‌“大
だいがく

学による履
り し ゅ う と う ろ く じ き

修登録時期”が記
き さ い

載されている科
か も く

目については、該
がいとう

当する履
りしゅう

修登
とうろく

録時
じ き

期
に大

だい

学
がく

が履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録を行
おこな

います。なお、該
がいとう

当する履
り し ゅ う と う ろ く じ き

修登録時期に単
た ん い

位を修
しゅうとく

得できな
かった場

ば

合
あい

は、次
じ

セメスター以
い こ う

降、その科
か も く

目の単
た ん い

位を修
しゅうとく

得できるまで大
だいがく

学が履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録を行
おこな

います。またこれらの科
か も く

目について、入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語と反
はんたい

対の言
げ ん ご

語での受
じゅこう

講を
希
き ぼ う

望する学
がくせい

生は、直
ちょくぜん

前のセメスターに所
しょてい

定のフォームを通
つう

じて申
しんせい

請を行
おこな

うことが可
か の う

能です。
編
へん

・転
てんにゅうがくせい

入学生や、転
てんせきがくせい

籍学生については、大
だいがく

学による履
りしゅうとうろく

修登録時
じ き

期が上
じょうき

記とは異
こと

なります。
※ 2　‌「会

かいけいがく

計学Ⅰ」、「マーケティング入
にゅうもん

門」および「経
けいざいがくにゅうもん

済学入門」の 3 科
か も く

目については、言
げん

語
ご

科
か

目
もく

の開
かい

始
し

レベルによって第
だい

1 セメスターにおいて自
じ し ん

身で履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録を行
おこな

うことが
できます。またその結

け っ か

果、単
た ん い

位を修
しゅう

得
とく

できた場
ば あ い

合は、必
ひっしゅうかもく

修科目の単
た ん い

位として認
みと

められ、
第
だい

2 セメスター以
い

降
こう

大
だいがく

学による自
じ

動
どう

登
とうろく

録は行
おこな

われません。

＜必
ひっしゅうかもく

修科目（数
すうがく

学）＞

科
かも く め い

目名
（科

か

目
もく

分
ぶん

野
や

）
科
かも く が い よ う

目概要 登
とうろく

録
大
だいがく

学による
履
り し ゅ う と う ろ く じ き

修登録時期（※1）

基
き そ す う が く

礎数学

（APM

専
せんもんきょういくかもく

門教育科目）

社
し ゃ か い か が く

会科学を学
まな

ぶ上
うえ

で最
さい て い げ ん

低限必
ひつよ う

要となる
数
すうがく

学の素
そ よ う

養（数
すうしき

式の取
と

り扱
あつか

いや作
さ

法
ほう

）を
磨
みが

きます。とくに、定
ていりょう

量的
てき

な分
ぶんせ き

析を行う
APM専

せんもんきょういくかもく

門教育科目（金
きん

融
ゆう

論
ろん

、経
けいざいがくにゅうもん

済学入門、
会
かいけいがく

計学Ⅰ・Ⅱなど）で登
とうじょう

場する、数
すうりょうけいさん

量計算や
Excel（スプレッドシートなど）といった数

すうしき

式処
しょ

理
り

に関
かんれん

連があります。本
ほん

科
か

目
もく

では、数
かず

に親
した

しみ、数
すうがく

学に関
かん

する基
き そ

礎的
てき

な知
ち

識
しき

や考
かんが

え方
かた

、
取
と

り扱
あつか

い方
かた

（リテラシー）の修
しゅうとく

得を目
め ざ

指します。

学
がくせい

生が

登
とうろく

録

低
ていかいせい

回生で修
しゅうとく

得する

ことを強
つよ

く

推
すいしょう

奨する

上
じょうきゅうすうがく

級数学

（APM

専
せんもんきょういくかもく

門教育科目）

社
し ゃ か い げ ん し ょ う

会現象の規
き そ く せ い

則性や仕
し く

組みを分
ぶんせき

析する
科
か が く て き し ゅ ほ う

学的手法の基
き

盤
ばん

となる数
すうが く

学を学
まな

びま
す。とくに、定

ていりょうてき

量的な分
ぶん

析
せき

を行
おこな

うAPMの
学
がくしゅうぶんや

修分野（会
かい

計
けい

・ファイナンス、マーケティ
ング、経

けいえいせんりゃく

営戦略と組
そ し き

織、イノベーション・
経
けいざいがく

済学）で登
とうじょう

場する、ビジネス上
じょう

の課
か だ い

題分
ぶんせき

析
や意

い し け っ て い

思決定に付
ふ

随
ずい

する数
すう

理
り

モデル（数
すうがく

学の
言
こと

葉
ば

を用
もち

いた定
ていしき

式化
か

）に関
かんれん

連があります。本
ほん

科
か

目
もく

では、社
しゃかい

会科
か

学
がく

に係
かか

る数
すうがく

学的
てき

知
ち

識
しき

を
深
ふか

め、応
おうよう

用例
れい

に触
ふ

れつつ、数
すう

学
がく

の技
ぎ の う

能の
向
こうじょう

上を目
め ざ

指します。

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
）
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卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
Ａ
Ｐ
Ｍ
）

2.
2.
10

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
A
PM
)

科か

目も
く

分ぶ
ん
や 野

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い
す
う

要
単
位
数

合ご
う
け
い 計

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
い
く
か
も
く

通
教
育
科
目

英え
い
ご 語
科か
も
く 目

24
単た
ん

位い

12
4単た

ん

位い

以い
じ
ょ
う 上
 ※
6

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

16
単た
ん

位い

 ※
2

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

0
単た
ん

位い

 ※
3

AP
M
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

20
単た
ん

位い

 ※
4

専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

42
単た
ん

位い

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

0
単た
ん

位い

 ※
5

要よ
う
そ
つ
し
ゅ
う
け
い
が
い

卒
集
計
外
科か

目も
く

 ※
1

0
単た
ん

位い

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん

業
要
件
コ
ード

A
PM
17
JS
T

（
54
ペ
ー
ジ
確
認
）

※
2

 
1６

単た
ん

い 位
の

うち
、以

い
か 下

の
科か

目も
く は

必か
な

ら ず
修し

ゅ
う

と
く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

「
経け

い
ざ

い
が

く
に

ゅ
う

も
ん

済
学

入
門

」（
2

単た
ん

い 位
 ： 

第だ
い

1セ
メ

ス
タ

ー
に

未み
し

ゅ
う

と
く

修
得

の
場ば

合あ
い

、
第だ

い

2セ
メ

ス
タ

ー
に

大だ
い

が
く 学
が

登と
う

ろ
く 録
）

「
統と

う
け

い
が

く

計
学

」（
2

単た
ん

い 位
 ： 

学が
く

せ
い

じ
し

ん

生
自

身
に

よ
っ

て
登と

う
ろ

く 録
）

※
1

 
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

科か

目も
く と

は
卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
の「

12
4単た

ん
い 位
」に

集し
ゅ

う
け

い 計
さ

れ
な

い
科か

目も
く で

す
。「

プ
ロ

ジ
ェク

ト
研け

ん
き

ゅ
う 究
」「

ボ
ラ

ン
テ

ィア
研け

ん
き

ゅ
う 究
」は

各か
く

８
単た

ん
い 位
ま

で
、「

イン
タ

ー
ン

シ
ップ

」「
ビ

ジ
ネ

ス
イン

タ
ー

ン
シ

ップ
」は

合ご
う

け
い 計
14

単た
ん

い 位
ま

で
は「

12
4単た

ん
い 位
」に

含ふ
く

む
こと

が
で

き
ま

す
が

、そ
れ

ぞ
れ

上じ
ょ

う
げ

ん 限
を

超こ

え
て

修し
ゅ

う
と

く 得
し

た
場ば

あ
い 合
に

は
、超ち

ょ
う

か
ぶ

ん

過
分

は
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

の
単た

ん
い 位
とし

て
み

なさ
れ

ま
す

。

科か
も
く
め
い

目
名

自じ

動ど
う

登と
う
ろ
く 録
セ
メ
ス
タ
ー

経け
い
え
い
が
く
に
ゅ
う
も
ん

営
学
入
門

第だ
い

1
セ
メ
ス
タ
ー

基き
そ
す
う
が
く

礎
数
学
 ※
A

ｰ

会か
い
け
い
が
く

計
学
Ⅰ
 ※
B

第だ
い

2
セ
メ
ス
タ
ー

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入に
ゅ
う
も
ん 門
 ※
B

第だ
い

2
セ
メ
ス
タ
ー

上じ
ょ
う
き
ゅ
う
す
う
が
く

級
数
学
 ※
A

ｰ

金き
ん
ゆ
う
ろ
ん

融
論

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

人じ
ん
ざ
い 材
と
組そ
し
き 織
行こ
う
ど
う 動
の
マ
ネ
ジ
メン
ト

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

生せ
い
さ
ん
か
ん
り
ろ
ん

産
管
理
論

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
法ほ
う
む
せ
ん
り
ゃ
く

務
戦
略

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
エ
シ
ッ
ク
ス

第だ
い

5
セ
メ
ス
タ
ー

グロ
ー
バ
ル
マ
ネジ
メン
ト
(C
ap
sto
ne
)

第だ
い

7
セ
メ
ス
タ
ー

※
A

 
「

基き
そ

す
う

が
く

礎
数

学
」

は
第だ

い

1
セ

メ
ス

タ
ー

以い
こ

う 降
、「

上じ
ょ

う
き

ゅ
う 級
数す

う
が

く 学
」

は
第だ

い

3
セ

メ
ス

タ
ー

以い
こ

う 降
に

履り
し

ゅ
う 修
科か

目も
く

登と
う

ろ
く 録
が

可か

能の
う

で
す

。
こ

ち
ら

の
科か

目も
く

は
自じ

ど
う

と
う

ろ
く

動
登

録
で

は
あ

りま
せ

ん
。

※
B 言げ
ん

語ご

開か
い

始し

レ
ベ

ル
に

よ
っ

て
第だ

い

1
セ

メ
ス

タ
ー

に
学が

く
せ

い 生
自じ

身し
ん

が
履り

し
ゅ

う 修
科か

目も
く

登と
う

ろ
く 録
す

る
こ

と
が

可か
の

う 能
で

す
。第

だ
い

2
セ

メ
ス

タ
ー

開か
い

し
じ

始
時

に
未み

し
ゅ

う
と

く

修
得

の
場ば

あ
い 合
は

、
大だ

い
が

く 学
に

よ
っ

て
自じ

動ど
う

登と
う

ろ
く 録
さ

れ
ま

す
。

別べ
つ

ひ
ょ

う 表

※
4

 
　別べ

つ
ひ
ょ
う 表
　の

必ひ
っ

し
ゅ

う
せ

ん
も

ん

修
専

門
教き

ょ
う

い
く 育
科か

目も
く を

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
り

ま
す

。た
だ

し
、数す

う
が

く 学
科か

目も
く

は
「

基き
そ 礎

数す
う

学が
く

」「
上じ

ょ
う

き
ゅ

う
す

う
が

く

級
数

学
」の

い
ず

れ
か

の
修し

ゅ
う

と
く 得
が

必ひ
つ

よ
う 要
で

す
。

※
６

  
日に

ほ
ん

ご

本
語

基き

準じゅ
ん

国こ
く

内な
い

学が
く

生せ
い

は
、英え

い

語ご

で
開か

い
こ

う 講
さ

れ
る

共き
ょ

う

通つ
う

教き
ょ

う
よ

う 養
科か

目も
く も

し
く

は
専せ

ん
も

ん 門
教きょ

う

育い
く

科か

目も
く （

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

含ふ
く

む
）を

20
単た

ん

位い

以い

上じょ
う

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
3

 
プ

レ
イ

ス
メン

ト
テ

スト
等な

ど

の
結け

っ
か 果
に

よ
り

必ひ
っ

し
ゅ

う 修
言げ

ん

語ご

科か

目も
く が

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

場ば

合あ
い

、免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

単た
ん

位い

数す
う

ぶ
ん 分

の
科か

目も
く を

、「
言げ

ん
ご

き
ょ

う
い

く
か

も
く

語
教

育
科

目
お

よ
び

共き
ょ

う
つ

う 通
教きょ

う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

で
修し

ゅ
う

と
く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
5

 
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

す
う

要
単

位
数

が
0と

な
っ

て
い

る
分ぶ

ん
や 野
の

科か
も

く 目
は

修し
ゅ

う
と

く 得
し

なく
て

も
、

そ
の

他た

条じ
ょ

う
け

ん 件
を

満み

た
し

て
い

れ
ば

卒そ
つ

ぎ
ょ

う 業
は

可か

能の
う

で
す

。
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Ｐ
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ロ
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ュ
ラ
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卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
Ａ
Ｐ
Ｍ
）

2.
2.
10

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
A
PM
)

科か

目も
く

分ぶ
ん
や 野

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い
す
う

要
単
位
数

合ご
う
け
い 計

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
い
く
か
も
く

通
教
育
科
目

英え
い
ご 語
科か
も
く 目

24
単た
ん

位い

12
4単た

ん

位い

以い
じ
ょ
う 上
 ※
6

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

16
単た
ん

位い

 ※
2

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

0
単た
ん

位い

 ※
3

AP
M
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

20
単た
ん

位い

 ※
4

専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

42
単た
ん

位い

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

0
単た
ん

位い

 ※
5

要よ
う
そ
つ
し
ゅ
う
け
い
が
い

卒
集
計
外
科か

目も
く

 ※
1

0
単た
ん

位い

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん

業
要
件
コ
ード

A
PM
17
JS
T

（
54
ペ
ー
ジ
確
認
）

※
2

 
1６

単た
ん

い 位
の

うち
、以

い
か 下

の
科か

目も
く は

必か
な

ら ず
修し

ゅ
う

と
く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

「
経け

い
ざ

い
が

く
に

ゅ
う

も
ん

済
学

入
門

」（
2

単た
ん

い 位
 ： 

第だ
い

1セ
メ

ス
タ

ー
に

未み
し

ゅ
う

と
く

修
得

の
場ば

合あ
い

、
第だ

い

2セ
メ

ス
タ

ー
に

大だ
い

が
く 学
が

登と
う

ろ
く 録
）

「
統と

う
け

い
が

く

計
学

」（
2

単た
ん

い 位
 ： 

学が
く

せ
い

じ
し

ん

生
自

身
に

よ
っ

て
登と

う
ろ

く 録
）

※
1

 
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

科か

目も
く と

は
卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
の「

12
4単た

ん
い 位
」に

集し
ゅ

う
け

い 計
さ

れ
な

い
科か

目も
く で

す
。「

プ
ロ

ジ
ェク

ト
研け

ん
き

ゅ
う 究
」「

ボ
ラ

ン
テ

ィア
研け

ん
き

ゅ
う 究
」は

各か
く

８
単た

ん
い 位
ま

で
、「

イン
タ

ー
ン

シ
ップ

」「
ビ

ジ
ネ

ス
イン

タ
ー

ン
シ

ップ
」は

合ご
う

け
い 計
14

単た
ん

い 位
ま

で
は「

12
4単た

ん
い 位
」に

含ふ
く

む
こと

が
で

き
ま

す
が

、そ
れ

ぞ
れ

上じ
ょ

う
げ

ん 限
を

超こ

え
て

修し
ゅ

う
と

く 得
し

た
場ば

あ
い 合
に

は
、超ち

ょ
う

か
ぶ

ん

過
分

は
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

の
単た

ん
い 位
とし

て
み

なさ
れ

ま
す

。

科か
も
く
め
い

目
名

自じ

動ど
う

登と
う
ろ
く 録
セ
メ
ス
タ
ー

経け
い
え
い
が
く
に
ゅ
う
も
ん

営
学
入
門

第だ
い

1
セ
メ
ス
タ
ー

基き
そ
す
う
が
く

礎
数
学
 ※
A

ｰ

会か
い
け
い
が
く

計
学
Ⅰ
 ※
B

第だ
い

2
セ
メ
ス
タ
ー

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入に
ゅ
う
も
ん 門
 ※
B

第だ
い

2
セ
メ
ス
タ
ー

上じ
ょ
う
き
ゅ
う
す
う
が
く

級
数
学
 ※
A

ｰ

金き
ん
ゆ
う
ろ
ん

融
論

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

人じ
ん
ざ
い 材
と
組そ
し
き 織
行こ
う
ど
う 動
の
マ
ネ
ジ
メン
ト

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

生せ
い
さ
ん
か
ん
り
ろ
ん

産
管
理
論

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
法ほ
う
む
せ
ん
り
ゃ
く

務
戦
略

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
エ
シ
ッ
ク
ス

第だ
い

5
セ
メ
ス
タ
ー

グロ
ー
バ
ル
マ
ネジ
メン
ト
(C
ap
sto
ne
)

第だ
い

7
セ
メ
ス
タ
ー

※
A

 
「

基き
そ

す
う

が
く

礎
数

学
」

は
第だ

い

1
セ

メ
ス

タ
ー

以い
こ

う 降
、「

上じ
ょ

う
き

ゅ
う 級
数す

う
が

く 学
」

は
第だ

い

3
セ

メ
ス

タ
ー

以い
こ

う 降
に

履り
し

ゅ
う 修
科か

目も
く

登と
う

ろ
く 録
が

可か

能の
う

で
す

。
こ

ち
ら

の
科か

目も
く

は
自じ

ど
う

と
う

ろ
く

動
登

録
で

は
あ

りま
せ

ん
。

※
B 言げ
ん

語ご

開か
い

始し

レ
ベ

ル
に

よ
っ

て
第だ

い

1
セ

メ
ス

タ
ー

に
学が

く
せ

い 生
自じ

身し
ん

が
履り

し
ゅ

う 修
科か

目も
く

登と
う

ろ
く 録
す

る
こ

と
が

可か
の

う 能
で

す
。第

だ
い

2
セ

メ
ス

タ
ー

開か
い

し
じ

始
時

に
未み

し
ゅ

う
と

く

修
得

の
場ば

あ
い 合
は

、
大だ

い
が

く 学
に

よ
っ

て
自じ

動ど
う

登と
う

ろ
く 録
さ

れ
ま

す
。

別べ
つ

ひ
ょ

う 表

※
4

 
　別べ

つ
ひ
ょ
う 表
　の

必ひ
っ

し
ゅ

う
せ

ん
も

ん

修
専

門
教き

ょ
う

い
く 育
科か

目も
く を

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
り

ま
す

。た
だ

し
、数す

う
が

く 学
科か

目も
く

は
「

基き
そ 礎

数す
う

学が
く

」「
上じ

ょ
う

き
ゅ

う
す

う
が

く

級
数

学
」の

い
ず

れ
か

の
修し

ゅ
う

と
く 得
が

必ひ
つ

よ
う 要
で

す
。

※
６

  
日に

ほ
ん

ご

本
語

基き

準じゅ
ん

国こ
く

内な
い

学が
く

生せ
い

は
、英え

い

語ご

で
開か

い
こ

う 講
さ

れ
る

共き
ょ

う

通つ
う

教き
ょ

う
よ

う 養
科か

目も
く も

し
く

は
専せ

ん
も

ん 門
教きょ

う

育い
く

科か

目も
く （

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

含ふ
く

む
）を

20
単た

ん

位い

以い

上じょ
う

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
3

 
プ

レ
イ

ス
メン

ト
テ

スト
等な

ど

の
結け

っ
か 果
に

よ
り

必ひ
っ

し
ゅ

う 修
言げ

ん

語ご

科か

目も
く が

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

場ば

合あ
い

、免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

単た
ん

位い

数す
う

ぶ
ん 分

の
科か

目も
く を

、「
言げ

ん
ご

き
ょ

う
い

く
か

も
く

語
教

育
科

目
お

よ
び

共き
ょ

う
つ

う 通
教きょ

う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

で
修し

ゅ
う

と
く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
5

 
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

す
う

要
単

位
数

が
0と

な
っ

て
い

る
分ぶ

ん
や 野
の

科か
も

く 目
は

修し
ゅ

う
と

く 得
し

なく
て

も
、

そ
の

他た

条じ
ょ

う
け

ん 件
を

満み

た
し

て
い

れ
ば

卒そ
つ

ぎ
ょ

う 業
は

可か

能の
う

で
す

。
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Ｐ
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ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

卒そつ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
Ａ
Ｐ
Ｍ
）

科か

目も
く

分ぶ
ん
や 野

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い
す
う

要
単
位
数

合ご
う
け
い 計

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
い
く
か
も
く

通
教
育
科
目

英え
い
ご 語
科か
も
く 目

12
単た
ん

位い

12
4単た

ん

位い

以い
じ
ょ
う 上
 ※
6

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

16
単た
ん

位い

 ※
2

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

12
単た
ん

位い

 ※
3

AP
M
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

20
単た
ん

位い

 ※
4

専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

42
単た
ん

位い

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

0
単た
ん

位い

 ※
5

要よ
う
そ
つ
し
ゅ
う
け
い
が
い

卒
集
計
外
科か

目も
く

 ※
1

0
単た
ん

位い

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん

業
要
件
コ
ード

A
PM
17
JA
T

（
54
ペ
ー
ジ
確
認
）

※
2

 
1６

単た
ん

い 位
の

うち
、以

い
か 下

の
科か

目も
く は

必か
な

ら ず
修し

ゅ
う

と
く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

「
経け

い
ざ

い
が

く
に

ゅ
う

も
ん

済
学

入
門

」（
2

単た
ん

い 位
 ： 

第だ
い

1セ
メ

ス
タ

ー
に

未み
し

ゅ
う

と
く

修
得

の
場ば

合あ
い

、
第だ

い

2セ
メ

ス
タ

ー
に

自じ

動ど
う

登と
う

ろ
く 録
）

「
統と

う
け

い
が

く

計
学

」（
2

単た
ん

い 位
 ： 

学が
く

せ
い

じ
し

ん

生
自

身
に

よ
っ

て
登と

う
ろ

く 録
）

科か
も
く
め
い

目
名

自じ

動ど
う

登と
う
ろ
く 録
セ
メ
ス
タ
ー

経け
い
え
い
が
く
に
ゅ
う
も
ん

営
学
入
門

第だ
い

1
セ
メ
ス
タ
ー

基き
そ
す
う
が
く

礎
数
学
 ※
A

ｰ

会か
い
け
い
が
く

計
学
Ⅰ
 ※
B

第だ
い

2
セ
メ
ス
タ
ー

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入に
ゅ
う
も
ん 門
 ※
B

第だ
い

2
セ
メ
ス
タ
ー

上じ
ょ
う
き
ゅ
う
す
う
が
く

級
数
学
 ※
A

ｰ

金き
ん
ゆ
う
ろ
ん

融
論

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

人じ
ん
ざ
い 材
と
組そ
し
き 織
行こ
う
ど
う 動
の
マ
ネ
ジ
メン
ト

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

生せ
い
さ
ん
か
ん
り
ろ
ん

産
管
理
論

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
法ほ
う
む
せ
ん
り
ゃ
く

務
戦
略

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
エ
シ
ッ
ク
ス

第だ
い

5
セ
メ
ス
タ
ー

グロ
ー
バ
ル
マ
ネジ
メン
ト
(C
ap
sto
ne
)

第だ
い

7
セ
メ
ス
タ
ー

別べ
つ

ひ
ょ

う 表

※
６

  
日に

ほ
ん

ご

本
語

基き

準じゅ
ん

国こ
く

内な
い

学が
く

生せ
い

は
、英え

い

語ご

で
開か

い
こ

う 講
さ

れ
る

共き
ょ

う

通つ
う

教き
ょ

う
よ

う 養
科か

目も
く も

し
く

は
専せ

ん
も

ん 門
教きょ

う

育い
く

科か

目も
く （

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

含ふ
く

む
）を

20
単た

ん

位い

以い

上じょ
う

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
1

 
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

科か

目も
く と

は
卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
の「

12
4単た

ん
い 位
」に

集し
ゅ

う
け

い 計
さ

れ
な

い
科か

目も
く で

す
。「

プ
ロ

ジ
ェク

ト
研け

ん
き

ゅ
う 究
」「

ボ
ラ

ン
テ

ィア
研け

ん
き

ゅ
う 究
」は

各か
く

８
単た

ん
い 位
ま

で
、「

イン
タ

ー
ン

シ
ップ

」「
ビ

ジ
ネ

ス
イン

タ
ー

ン
シ

ップ
」は

合ご
う

け
い 計
14

単た
ん

い 位
ま

で
は「

12
4単た

ん
い 位
」に

含ふ
く

む
こと

が
で

き
ま

す
が

、そ
れ

ぞ
れ

上じ
ょ

う
げ

ん 限
を

超こ

え
て

修し
ゅ

う
と

く 得
し

た
場ば

あ
い 合
に

は
、超ち

ょ
う

か
ぶ

ん

過
分

は
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

の
単た

ん
い 位
とし

て
み

なさ
れ

ま
す

。

※
4

 
　別べ

つ
ひ
ょ
う 表
 の

必ひ
っ

し
ゅ

う
せ

ん
も

ん

修
専

門
教き

ょ
う

い
く 育
科か

目も
く を

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
り

ま
す

。た
だ

し
、数す

う
が

く 学
科か

目も
く

は
「

基き
そ 礎

数す
う

学が
く

」「
上じ

ょ
う

き
ゅ

う
す

う
が

く

級
数

学
」の

い
ず

れ
か

の
修し

ゅ
う

と
く 得
が

必ひ
つ

よ
う 要
で

す
。

※
5

 
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

す
う

要
単

位
数

が
0と

な
っ

て
い

る
分ぶ

ん
や 野
の

科か
も

く 目
は

修し
ゅ

う
と

く 得
し

なく
て

も
、

そ
の

他た

条じ
ょ

う
け

ん 件
を

満み

た
し

て
い

れ
ば

卒そ
つ

ぎ
ょ

う 業
は

可か

能の
う

で
す

。

※
3

 
プ

レ
イ

ス
メン

ト
テ

スト
等な

ど

の
結け

っ
か 果
に

よ
り

必ひ
っ

し
ゅ

う 修
言げ

ん

語ご

科か

目も
く が

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

場ば

合あ
い

、免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

単た
ん

位い

数す
う

ぶ
ん 分

の
科か

目も
く を

、「
言げ

ん
ご

き
ょ

う
い

く
か

も
く

語
教

育
科

目
お

よ
び

共き
ょ

う
つ

う 通
教きょ

う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

で
修し

ゅ
う

と
く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
A

 
「

基き
そ

す
う

が
く

礎
数

学
」

は
第だ

い

1
セ

メ
ス

タ
ー

以い
こ

う 降
、「

上じ
ょ

う
き

ゅ
う 級
数す

う
が

く 学
」

は
第だ

い

3
セ

メ
ス

タ
ー

以い
こ

う 降
に

履り
し

ゅ
う 修
科か

目も
く

登と
う

ろ
く 録
が

可か

能の
う

で
す

。
こ

ち
ら

の
科か

目も
く

は
自じ

ど
う

と
う

ろ
く

動
登

録
で

は
あ

りま
せ

ん
。

※
B 言げ
ん

語ご

開か
い

始し

レ
ベ

ル
に

よ
っ

て
第だ

い

1
セ

メ
ス

タ
ー

に
学が

く
せ

い 生
自じ

身し
ん

が
履り

し
ゅ

う 修
科か

目も
く

登と
う

ろ
く 録
す

る
こ

と
が

可か
の

う 能
で

す
。第

だ
い

2
セ

メ
ス

タ
ー

開か
い

し
じ

始
時

に
未み

し
ゅ

う
と

く

修
得

の
場ば

あ
い 合
は

、
大だ

い
が

く 学
に

よ
っ

て
自じ

動ど
う

登と
う

ろ
く 録
さ

れ
ま

す
。



62

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
Ａ
Ｐ
Ｍ
）

科か

目も
く

分ぶ
ん
や 野

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い
す
う

要
単
位
数

合ご
う
け
い 計

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
い
く
か
も
く

通
教
育
科
目

日に
ほ
ん
ご

本
語
科か
も
く 目

16
単た
ん

位い

12
4単た

ん

位い

以い
じ
ょ
う 上

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

16
単た
ん

位い

 ※
2

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

8
単た
ん

位い

 ※
3

AP
M
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

20
単た
ん

位い

 ※
4

専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

42
単た
ん

位い

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

0
単た
ん

位い

 ※
5

要よ
う
そ
つ
し
ゅ
う
け
い
が
い

卒
集
計
外
科か

目も
く

 ※
1

0
単た
ん

位い

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん

業
要
件
コ
ード

A
PM
17
E

（
54
ペ
ー
ジ
確
認
）

※
2

 
1６

単た
ん

い 位
の

うち
、以

い
か 下

の
科か

目も
く は

必か
な

ら ず
修し

ゅ
う

と
く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

「
経け

い
ざ

い
が

く
に

ゅ
う

も
ん

済
学

入
門

」（
2

単た
ん

い 位
 ： 

第だ
い

1セ
メ

ス
タ

ー
に

未み
し

ゅ
う

と
く

修
得

の
場ば

合あ
い

、
第だ

い

2セ
メ

ス
タ

ー
に

自じ

動ど
う

登と
う

ろ
く 録
）

「
統と

う
け

い
が

く

計
学

」（
2

単た
ん

い 位
 ： 

学が
く

せ
い

じ
し

ん

生
自

身
に

よ
っ

て
登と

う
ろ

く 録
）

科か
も
く
め
い

目
名

自じ

動ど
う

登と
う
ろ
く 録
セ
メ
ス
タ
ー

経け
い
え
い
が
く
に
ゅ
う
も
ん

営
学
入
門

第だ
い

1
セ
メ
ス
タ
ー

基き
そ
す
う
が
く

礎
数
学
 ※
A

ｰ

会か
い
け
い
が
く

計
学
Ⅰ
 ※
B

第だ
い

2
セ
メ
ス
タ
ー

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入に
ゅ
う
も
ん 門
 ※
B

第だ
い

2
セ
メ
ス
タ
ー

上じ
ょ
う
き
ゅ
う
す
う
が
く

級
数
学
 ※
A

ｰ

金き
ん
ゆ
う
ろ
ん

融
論

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

人じ
ん
ざ
い 材
と
組そ
し
き 織
行こ
う
ど
う 動
の
マ
ネ
ジ
メン
ト

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

生せ
い
さ
ん
か
ん
り
ろ
ん

産
管
理
論

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
法ほ
う
む
せ
ん
り
ゃ
く

務
戦
略

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
エ
シ
ッ
ク
ス

第だ
い

5
セ
メ
ス
タ
ー

グロ
ー
バ
ル
マ
ネジ
メン
ト
(C
ap
sto
ne
)

第だ
い

7
セ
メ
ス
タ
ー

別べ
つ

ひ
ょ

う 表

※
3

 
プ

レ
イ

ス
メン

ト
テ

スト
等な

ど

の
結け

っ
か 果
に

よ
り

必ひ
っ

し
ゅ

う 修
言げ

ん

語ご

科か

目も
く が

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

場ば

合あ
い

、免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

単た
ん

位い

数す
う

ぶ
ん 分

の
科か

目も
く を

、「
言げ

ん
ご

き
ょ

う
い

く
か

も
く

語
教

育
科

目
お

よ
び

共き
ょ

う
つ

う 通
教きょ

う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

で
修し

ゅ
う

と
く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
1

 
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

科か

目も
く と

は
卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
の「

12
4単た

ん
い 位
」に

集し
ゅ

う
け

い 計
さ

れ
な

い
科か

目も
く で

す
。「

プ
ロ

ジ
ェク

ト
研け

ん
き

ゅ
う 究
」「

ボ
ラ

ン
テ

ィア
研け

ん
き

ゅ
う 究
」は

各か
く

８
単た

ん
い 位
ま

で
、「

イン
タ

ー
ン

シ
ップ

」「
ビ

ジ
ネ

ス
イン

タ
ー

ン
シ

ップ
」は

合ご
う

け
い 計
14

単た
ん

い 位
ま

で
は「

12
4単た

ん
い 位
」に

含ふ
く

む
こと

が
で

き
ま

す
が

、そ
れ

ぞ
れ

上じ
ょ

う
げ

ん 限
を

超こ

え
て

修し
ゅ

う
と

く 得
し

た
場ば

あ
い 合
に

は
、超ち

ょ
う

か
ぶ

ん

過
分

は
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

の
単た

ん
い 位
とし

て
み

なさ
れ

ま
す

。

※
5

 
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

す
う

要
単

位
数

が
0と

な
っ

て
い

る
分ぶ

ん
や 野
の

科か
も

く 目
は

修し
ゅ

う
と

く 得
し

なく
て

も
、

そ
の

他た

条じ
ょ

う
け

ん 件
を

満み

た
し

て
い

れ
ば

卒そ
つ

ぎ
ょ

う 業
は

可か

能の
う

で
す

。

※
4

 
　別べ

つ
ひ
ょ
う 表
　の

必ひ
っ

し
ゅ

う
せ

ん
も

ん

修
専

門
教き

ょ
う

い
く 育
科か

目も
く を

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
り

ま
す

。た
だ

し
、数す

う
が

く 学
科か

目も
く

は
「

基き
そ 礎

数す
う

学が
く

」「
上じ

ょ
う

き
ゅ

う
す

う
が

く

級
数

学
」の

い
ず

れ
か

の
修し

ゅ
う

と
く 得
が

必ひ
つ

よ
う 要
で

す
。

※
A

 
「

基き
そ

す
う

が
く

礎
数

学
」

は
第だ

い

1
セ

メ
ス

タ
ー

以い
こ

う 降
、「

上じ
ょ

う
き

ゅ
う 級
数す

う
が

く 学
」

は
第だ

い

3
セ

メ
ス

タ
ー

以い
こ

う 降
に

履り
し

ゅ
う 修
科か

目も
く

登と
う

ろ
く 録
が

可か

能の
う

で
す

。
こ

ち
ら

の
科か

目も
く

は
自じ

ど
う

と
う

ろ
く

動
登

録
で

は
あ

りま
せ

ん
。

※
B 言げ
ん

語ご

開か
い

始し

レ
ベ

ル
に

よ
っ

て
第だ

い

1
セ

メ
ス

タ
ー

に
学が

く
せ

い 生
自じ

身し
ん

が
履り

し
ゅ

う 修
科か

目も
く

登と
う

ろ
く 録
す

る
こ

と
が

可か
の

う 能
で

す
。第

だ
い

2
セ

メ
ス

タ
ー

開か
い

し
じ

始
時

に
未み

し
ゅ

う
と

く

修
得

の
場ば

あ
い 合
は

、
大だ

い
が

く 学
に

よ
っ

て
自じ

動ど
う

登と
う

ろ
く 録
さ

れ
ま

す
。
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■‌

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん
か
く
に
ん
ひ
ょ
う

業
要
件
確
認
表（
Ａ
Ｐ
Ｍ
）

科か

目も
く

分ぶ
ん
や 野

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い
す
う

要
単
位
数

合ご
う
け
い 計

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
い
く
か
も
く

通
教
育
科
目

日に
ほ
ん
ご

本
語
科か
も
く 目

16
単た
ん

位い

12
4単た

ん

位い

以い
じ
ょ
う 上

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

16
単た
ん

位い

 ※
2

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目

8
単た
ん

位い

 ※
3

AP
M
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

20
単た
ん

位い

 ※
4

専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く
か
も
く

門
教
育
科
目

42
単た
ん

位い

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

0
単た
ん

位い

 ※
5

要よ
う
そ
つ
し
ゅ
う
け
い
が
い

卒
集
計
外
科か

目も
く

 ※
1

0
単た
ん

位い

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
よ
う
け
ん

業
要
件
コ
ード

A
PM
17
E

（
54
ペ
ー
ジ
確
認
）

※
2

 
1６

単た
ん

い 位
の

うち
、以

い
か 下

の
科か

目も
く は

必か
な

ら ず
修し

ゅ
う

と
く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

「
経け

い
ざ

い
が

く
に

ゅ
う

も
ん

済
学

入
門

」（
2

単た
ん

い 位
 ： 

第だ
い

1セ
メ

ス
タ

ー
に

未み
し

ゅ
う

と
く

修
得

の
場ば

合あ
い

、
第だ

い

2セ
メ

ス
タ

ー
に

自じ

動ど
う

登と
う

ろ
く 録
）

「
統と

う
け

い
が

く

計
学

」（
2

単た
ん

い 位
 ： 

学が
く

せ
い

じ
し

ん

生
自

身
に

よ
っ

て
登と

う
ろ

く 録
）

科か
も
く
め
い

目
名

自じ

動ど
う

登と
う
ろ
く 録
セ
メ
ス
タ
ー

経け
い
え
い
が
く
に
ゅ
う
も
ん

営
学
入
門

第だ
い

1
セ
メ
ス
タ
ー

基き
そ
す
う
が
く

礎
数
学
 ※
A

ｰ

会か
い
け
い
が
く

計
学
Ⅰ
 ※
B

第だ
い

2
セ
メ
ス
タ
ー

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入に
ゅ
う
も
ん 門
 ※
B

第だ
い

2
セ
メ
ス
タ
ー

上じ
ょ
う
き
ゅ
う
す
う
が
く

級
数
学
 ※
A

ｰ

金き
ん
ゆ
う
ろ
ん

融
論

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

人じ
ん
ざ
い 材
と
組そ
し
き 織
行こ
う
ど
う 動
の
マ
ネ
ジ
メン
ト

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

生せ
い
さ
ん
か
ん
り
ろ
ん

産
管
理
論

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
法ほ
う
む
せ
ん
り
ゃ
く

務
戦
略

第だ
い

3
セ
メ
ス
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
エ
シ
ッ
ク
ス

第だ
い

5
セ
メ
ス
タ
ー

グロ
ー
バ
ル
マ
ネジ
メン
ト
(C
ap
sto
ne
)

第だ
い

7
セ
メ
ス
タ
ー

別べ
つ

ひ
ょ

う 表

※
3

 
プ

レ
イ

ス
メン

ト
テ

スト
等な

ど

の
結け

っ
か 果
に

よ
り

必ひ
っ

し
ゅ

う 修
言げ

ん

語ご

科か

目も
く が

免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

場ば

合あ
い

、免め
ん

じ
ょ 除
さ

れ
た

単た
ん

位い

数す
う

ぶ
ん 分

の
科か

目も
く を

、「
言げ

ん
ご

き
ょ

う
い

く
か

も
く

語
教

育
科

目
お

よ
び

共き
ょ

う
つ

う 通
教きょ

う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

で
修し

ゅ
う

と
く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
りま

す
。

※
1

 
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

科か

目も
く と

は
卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
の「

12
4単た

ん
い 位
」に

集し
ゅ

う
け

い 計
さ

れ
な

い
科か

目も
く で

す
。「

プ
ロ

ジ
ェク

ト
研け

ん
き

ゅ
う 究
」「

ボ
ラ

ン
テ

ィア
研け

ん
き

ゅ
う 究
」は

各か
く

８
単た

ん
い 位
ま

で
、「

イン
タ

ー
ン

シ
ップ

」「
ビ

ジ
ネ

ス
イン

タ
ー

ン
シ

ップ
」は

合ご
う

け
い 計
14

単た
ん

い 位
ま

で
は「

12
4単た

ん
い 位
」に

含ふ
く

む
こと

が
で

き
ま

す
が

、そ
れ

ぞ
れ

上じ
ょ

う
げ

ん 限
を

超こ

え
て

修し
ゅ

う
と

く 得
し

た
場ば

あ
い 合
に

は
、超ち

ょ
う

か
ぶ

ん

過
分

は
要よ

う
そ

つ
し

ゅ
う

け
い

が
い

卒
集

計
外

の
単た

ん
い 位
とし

て
み

なさ
れ

ま
す

。

※
5

 
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

す
う

要
単

位
数

が
0と

な
っ

て
い

る
分ぶ

ん
や 野
の

科か
も

く 目
は

修し
ゅ

う
と

く 得
し

なく
て

も
、

そ
の

他た

条じ
ょ

う
け

ん 件
を

満み

た
し

て
い

れ
ば

卒そ
つ

ぎ
ょ

う 業
は

可か

能の
う

で
す

。

※
4

 
　別べ

つ
ひ
ょ
う 表
　の

必ひ
っ

し
ゅ

う
せ

ん
も

ん

修
専

門
教き

ょ
う

い
く 育
科か

目も
く を

修し
ゅ

う
と

く 得
す

る
必ひ

つ
よ

う 要
が

あ
り

ま
す

。た
だ

し
、数す

う
が

く 学
科か

目も
く

は
「

基き
そ 礎

数す
う

学が
く

」「
上じ

ょ
う

き
ゅ

う
す

う
が

く

級
数

学
」の

い
ず

れ
か

の
修し

ゅ
う

と
く 得
が

必ひ
つ

よ
う 要
で

す
。

※
A

 
「

基き
そ

す
う

が
く

礎
数

学
」

は
第だ

い

1
セ

メ
ス

タ
ー

以い
こ

う 降
、「

上じ
ょ

う
き

ゅ
う 級
数す

う
が

く 学
」

は
第だ

い

3
セ

メ
ス

タ
ー

以い
こ

う 降
に

履り
し

ゅ
う 修
科か

目も
く

登と
う

ろ
く 録
が

可か

能の
う

で
す

。
こ

ち
ら

の
科か

目も
く

は
自じ

ど
う

と
う

ろ
く

動
登

録
で

は
あ

りま
せ

ん
。

※
B 言げ
ん

語ご

開か
い

始し

レ
ベ

ル
に

よ
っ

て
第だ

い

1
セ

メ
ス

タ
ー

に
学が

く
せ

い 生
自じ

身し
ん

が
履り

し
ゅ

う 修
科か

目も
く

登と
う

ろ
く 録
す

る
こ

と
が

可か
の

う 能
で

す
。第

だ
い

2
セ

メ
ス

タ
ー

開か
い

し
じ

始
時

に
未み

し
ゅ

う
と

く

修
得

の
場ば

あ
い 合
は

、
大だ

い
が

く 学
に

よ
っ

て
自じ

動ど
う

登と
う

ろ
く 録
さ

れ
ま

す
。
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■‌

卒そつ
ぎ
ょ
う業
に
必ひつ
よ
う要
な
単たん
い位

A
P
M

: 
卒

業
に

必
要

な
単

位
（
A
P
M

1
7
JS

T
）

A
P
M

: 
R
e
q
u
ir
e
d
 C

re
d
it
s

(
A
P
M

1
7
JS

T
)

A
P
M

: 
卒

業
に

必
要

な
単

位
（
A
P
M

1
7
JS

T
）

A
P
M

: 
R
e
q
u
ir
e
d
 C

re
d
it
s

(
A
P
M

1
7
JS

T
)

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

●
●

●
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

◆
◆

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

10
3

10
4

10
5

10
6

10
7

10
8

10
9

11
0

11
1

11
2

11
3

11
4

11
5

11
6

11
7

11
8

11
9

12
0

12
1

12
2

12
3

12
4

12
5

12
6

12
7

12
8

12
9

13
0

13
1

13
2

13
3

13
4

13
5

13
6

13
7

13
8

13
9

14
0

14
1

14
2

14
3

14
4

科
目
分
野

Su
bj

ec
t F

ie
ld

必
要
単
位

Re
qu

ire
d 

Cr
ed

its

言
語

La
ng

.
★

英
語
科
目

/
 

★
En

gl
ish

 L
an

gu
ag

e 
Su

bj
ec

ts
24

共
通

教
育

Co
m

m
on

Li
be

ra
l

Ar
ts

●
必
修
共
通
教
養
科
目

●
Re

qu
ire

d 
Co

m
m

on
 Li

be
ra

l A
rt

s S
ub

je
ct

s
4

○
共
通
教
養
科
目

○
Re

qu
ire

d 
Co

m
m

on
 Li

be
ra

l A
rt

s S
ub

je
ct

s
12

△
言

語
教

育
科
目

お
よ
び
共

通
教

養
科

目

△
La

ng
ua

ge
 E

du
ca
tio

n 
an

d 
Co

m
m

on
 Li

be
ra

l A
rt

s S
ub

je
ct

s
0

専
門

M
aj

or

■
必
修
専
門
教
育
科
目

■
Re

qu
ire

d 
M

aj
or

 E
du

ca
tio

n 
Su

bj
ec

ts
18

◆
必
修
専
門
教
育
科
目
（
数
学
）

◆
Re

qu
ire

d 
M

aj
or

 E
du

ca
tio

n 
Su

bj
ec

ts
 (M

at
he

m
ati

cs
)

2
□

AP
M
専
門
教
育
科
目

□
AP

M
 M

aj
or

 E
du

ca
tio

n 
Su

bj
ec

ts
42

他
学
部
科
目

/ O
th

er
 C

ol
le

ge
 S

ub
je

ct
s

0
合
計

/ T
ot

al
12

4

AP
M
17
JS
T

A
P
M

: 
卒

業
に

必
要

な
単

位
（

A
P
M

1
7
JS

T
-
｢

英
語

初
級

A
･
B
｣

始
ま

り
の

場
合

）
AP

M
: R

eq
ui

re
d 

C
re

di
ts

（
AP

M
17

JS
T-

St
ud

en
ts

 s
ta

rt
in

g 
th

ei
r 

su
bj

ec
ts

 f
ro

m
 E

le
m

en
ta

ry
 E

ng
lis

h 
A･

B）

※
1セ

メ
ス

タ
ー

に
登

録
さ

れ
る

英
語

科
目

に
よ

っ
て

、卒
業

に
必

要
な

単
位

が
一

部
異

な
りま

す
。

①「
英

語
準

中
級

A・
B」

始
ま

り
の

場
合

 ： 
★

 1
8単

位
、△

 6
単

位
 

②「
英

語
中

級
A・

B」
始

ま
り

の
場

合
 ： 

★
 1

2単
位

、△
 1

2単
位

③「
英

語
準

上
級

A・
B」

始
ま

り
の

場
合

 ： 
★

 6
単

位
、△

 1
8単

位

※
 D

ep
en

di
ng

 o
n 

En
gl

ish
 L

an
gu

ag
e 

Su
bj

ec
ts

 re
gi

st
er

ed
 o

n 
th

ei
r 1

st
 s

em
es

te
r, 

Re
qu

ire
d 

Cr
ed

its
 a

re
 d

iff
er

en
t.

①
 S

tu
de

nt
s 

st
ar

tin
g 

th
ei

r s
ub

je
ct

s 
fro

m
 P

re
-In

te
rm

ed
ia

te
 E

ng
lis

h 
A

・B
 ： 

★
 1

8 
C

re
di

ts
, △

 6
 C

re
di

ts
  

②
 S

tu
de

nt
s 

st
ar

tin
g 

th
ei

r s
ub

je
ct

s 
fro

m
 In

te
rm

ed
ia

te
 E

ng
lis

h 
A

・B
 ： 

★
 1

2 
C

re
di

ts
, △

 1
2 

C
re

di
ts

  

③
 S

tu
de

nt
s 

st
ar

tin
g 

th
ei

r s
ub

je
ct

s 
fro

m
 P

re
-A

dv
an

ce
d 

E
ng

lis
h 

A
・B

 ： 
★

 6
 C

re
di

ts
, △

 1
8 

C
re

di
ts
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■‌

卒そ
つ
ぎ
ょ
う業

に
必ひ

つ
よ
う要

な
単た

ん
い位

科
目
分
野

Su
bj

ec
t F

ie
ld

必
要
単
位

Re
qu

ire
d 

Cr
ed

its

言
語

La
ng

.
 

12
共

通
教
育

Co
m

m
on

Li
be

ra
l

Ar
ts

●
必
修
共
通
教
養
科
目

●
Re

qu
ire

d 
Co

m
m

on
 Li

be
ra

l A
rt

s S
ub

je
ct

s
4

○
共
通
教
養
科
目

○
Re
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成せ
い
せ
き
し
ょ
う
か
い

績
照
会
画が

面め
ん

の
確か

く
に
ん
ほ
う
ほ
う

認
方
法

分ぶ
ん
や
け
い
れ
つ
め
い

野
系
列
名

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い

要
単
位

履り
し
ゅ
う
め
ん
じ
ょ

修
免
除

（
－
）

履り
し
ゅ
う
め
ん
じ
ょ

修
免
除

（
＋
）

各か
く

個こ

人じ
ん

の
必ひ
つ
よ
う
た
ん
い

要
単
位

反は
ん
た
い 対
言げ
ん

語ご

の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い
修し
ゅ
う
と
く 得

単た
ん

位い

英え
い

語ご

科か
も
く 目

24
ー
6

18
18

必ひ
っ
し
ゅ
う
き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

修
共
通
教
養
科か

目も
く

4
4

4

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

12
12

4
12

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く

語
教
育
科か

目も
く

お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

＋
6

6
10

A
P
M
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く

18
18

18

A
P
M
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く （
数す
う
が
く 学
）

2
2

2

A
P
M
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く

42
42

10
46

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

4
12

合ご
う
け
い 計

12
4

12
4

18
12
2

要よ
う
そ
つ 卒
集し
ゅ
う
け
い
が
い

計
外
科か

目も
く

■
サ

ン
プ

ル
 卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
コ

ード
：

A
PM

17
JS

T
※

入に
ゅ

う
が

く
き

じ
ゅ

ん
げ

ん
ご

学
基

準
言

語
や

英え
い

語ご

の
履り

し
ゅ

う 修
ト

ラ
ッ

ク
に

よ
っ

て
　「

必ひ
つ

よ
う

た
ん

い

要
単

位
」

や
「

各か
く

こ
じ

ん

個
人

の
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

要
単

位
」

は
異こ

と な
り

ま
す

。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

※
A

必ひ
っ
し
ゅ
う 修
科か

目も
く

で
あ
る「
経け
い
ざ
い
が
く
に
ゅ
う
も
ん

済
学
入
門
」と

「
統と
う

計け
い

学が
く

」
の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い

は
、「
②
必ひ
っ

修し
ゅ
う

共き
ょ
う
つ
う 通
教き
ょ
う
よ
う 養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ

ま
す
。

※
H

「
⑨
合ご
う
け
い 計
」分

ぶ
ん

や 野
の
単た

ん
い
す
う

位
数
は
、①

～
⑧
の
修し
ゅ
う
と
く
た
ん
い
す
う

得
単
位
数
の
合ご
う
け
い 計
を
指さ

し
ま
す
。

※
B

「
③
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目
」分

ぶ
ん

や 野
の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い

数す
う

が
12
を
超こ

え
る
場ば

合あ
い

、超ち
ょ
う
か
ぶ
ん

過
分
は

「
④
言げ

ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う 通
教き
ょ
う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

や 野
に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま
す
。

※
C

「
経け
い
ざ
い
が
く

済
学
入に
ゅ
う
も
ん 門
」「
統と
う
け
い
が
く

計
学
」「
基き

そ 礎
数す
う

学が
く

」「
上じ
ょ
う
き
ゅ
う
す
う
が
く

級
数
学
」以

い

外が
い

の
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
科か

目も
く

の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い

は
、「
⑤
AP
M
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん 門

教き
ょ
う
い
く 育
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま
す
。

※
D

必ひ
っ
し
ゅ
う 修
科か

目も
く （
数す
う
が
く 学
）で
あ
る「
基き

そ 礎
数す
う
が
く 学
」

と「
上じ
ょ
う
き
ゅ
う
す
う
が
く

級
数
学
」を
両り
ょ
う
ほ
う 方
修し
ゅ
う
と
く 得
し
た
場ば

合あ
い

、
4
単た
ん

位い

の
う
ち
2
単た
ん

位い

は「
⑥

AP
M
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん 門
教き
ょ
う
い
く 育
科か

目も
く （
数す
う
が
く 学
）」

分ぶ
ん

野や

に
、残の

こ

り
の
2
単た
ん

位い

は「
⑦
AP
M

専せ
ん
も
ん 門
教き
ょ
う
い
く 育
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま

す
。

※
H

「
日に

本ほ
ん

語ご

基き
じ
ゅ
ん 準
国こ
く
な
い
が
く
せ
い

内
学
生
」お
よ
び「
早そ
う
き
そ
つ
ぎ
ょ
う

期
卒
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
学が
く
せ
い 生
」は
、卒そ

つ
ぎ
ょ
う 業
す
る
た
め
に
、入に

ゅ
う
が
く 学
基き
じ
ゅ
ん 準
言げ
ん

語ご

と
反は
ん
た
い 対
の
言げ

ん
ご 語
で
開か
い
こ
う 講
さ
れ
る
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

も
し
く
は
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く （
自じ

学が
く

部ぶ

お
よ
び
他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

）を
20

単た
ん
い
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
と
く

位
以
上
修
得
す
る
必ひ
つ
よ
う 要
が
あ
り
ま
す
。言

げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
や
両り

ょ
う
げ
ん
ご
か
い
こ
う
か
も
く

言
語
開
講
科
目（
E/
J）
は
、反

は
ん
た
い 対
言げ
ん

語ご

に
よ
る

開か
い
こ
う
か
も
く

講
科
目
と
は
認み
と

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
E

プ
レ
イ
ス
メン
ト
テ
スト
等と
う

の
結け

っ
か 果
に
よ
り
必ひ

っ
し
ゅ
う
げ
ん
ご
か
も
く

修
言
語
科
目（
①
）の
履り
し
ゅ
う 修

が
免め
ん
じ
ょ 除
さ
れ
た
場ば

あ
い 合
、免め

ん
じ
ょ 除
さ
れ
た
単た

ん
い
す
う
ぶ
ん

位
数
分
の
科か

目も
く

を「
④
言げ

ん
ご 語
教き
ょ
う

育い
く

科か

目も
く

お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

で
修し
ゅ
う
と
く 得
す
る
必ひ
つ
よ
う 要
が
あ
りま
す
。

※
F

卒そ
つ
ぎ
ょ
う 業
す
る
た
め
に

修し
ゅ
う
と
く 得
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
単た
ん

位い

数す
う

。

※
G

修し
ゅ
う
と
く 得
し
た
単た
ん

位い

数す
う

。①
②
③
⑤
⑥
は

「
各か
く

個こ

人じ
ん

の
必ひ
つ
よ
う 要
単た
ん

位い

」を
上う
わ
ま
わ 回
る

こ
と
は
あ
りま
せ
ん
。（
※
A～
D
参さ
ん
し
ょ
う 照
）
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■‌

成せ
い
せ
き
し
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う
か
い

績
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く
に
ん
ほ
う
ほ
う

認
方
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分ぶ
ん
や
け
い
れ
つ
め
い

野
系
列
名

必ひ
つ
よ
う
た
ん
い

要
単
位

履り
し
ゅ
う
め
ん
じ
ょ

修
免
除

（
－
）

履り
し
ゅ
う
め
ん
じ
ょ

修
免
除

（
＋
）

各か
く

個こ

人じ
ん

の
必ひ
つ
よ
う
た
ん
い

要
単
位

反は
ん
た
い 対
言げ
ん

語ご

の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い
修し
ゅ
う
と
く 得

単た
ん

位い

英え
い

語ご

科か
も
く 目

24
ー
6

18
18

必ひ
っ
し
ゅ
う
き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

修
共
通
教
養
科か

目も
く

4
4

4

共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

12
12

4
12

言げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く

語
教
育
科か

目も
く

お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

＋
6

6
10

A
P
M
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く

18
18

18

A
P
M
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く （
数す
う
が
く 学
）

2
2

2

A
P
M
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く

42
42

10
46

他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

4
12

合ご
う
け
い 計

12
4

12
4

18
12
2

要よ
う
そ
つ 卒
集し
ゅ
う
け
い
が
い

計
外
科か

目も
く

■
サ

ン
プ

ル
 卒そ

つ
ぎ

ょ
う

よ
う

け
ん

業
要

件
コ

ード
：

A
PM

17
JS

T
※

入に
ゅ

う
が

く
き

じ
ゅ

ん
げ

ん
ご

学
基

準
言

語
や

英え
い

語ご

の
履り

し
ゅ

う 修
ト

ラ
ッ

ク
に

よ
っ

て
　「

必ひ
つ

よ
う

た
ん

い

要
単

位
」

や
「

各か
く

こ
じ

ん

個
人

の
必ひ

つ
よ

う
た

ん
い

要
単

位
」

は
異こ

と な
り

ま
す

。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

※
A

必ひ
っ
し
ゅ
う 修
科か

目も
く

で
あ
る「
経け
い
ざ
い
が
く
に
ゅ
う
も
ん

済
学
入
門
」と

「
統と
う

計け
い

学が
く

」
の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い

は
、「
②
必ひ
っ

修し
ゅ
う

共き
ょ
う
つ
う 通
教き
ょ
う
よ
う 養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ

ま
す
。

※
H

「
⑨
合ご
う
け
い 計
」分

ぶ
ん

や 野
の
単た

ん
い
す
う

位
数
は
、①

～
⑧
の
修し
ゅ
う
と
く
た
ん
い
す
う

得
単
位
数
の
合ご
う
け
い 計
を
指さ

し
ま
す
。

※
B

「
③
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う
か
も
く

通
教
養
科
目
」分

ぶ
ん

や 野
の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い

数す
う

が
12
を
超こ

え
る
場ば

合あ
い

、超ち
ょ
う
か
ぶ
ん

過
分
は

「
④
言げ

ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う 通
教き
ょ
う

養よ
う

科か

目も
く

」分ぶ
ん

や 野
に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま
す
。

※
C

「
経け
い
ざ
い
が
く

済
学
入に
ゅ
う
も
ん 門
」「
統と
う
け
い
が
く

計
学
」「
基き

そ 礎
数す
う

学が
く

」「
上じ
ょ
う
き
ゅ
う
す
う
が
く

級
数
学
」以

い

外が
い

の
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
科か

目も
く

の
修し
ゅ
う
と
く 得
単た
ん

位い

は
、「
⑤
AP
M
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん 門

教き
ょ
う
い
く 育
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま
す
。

※
D

必ひ
っ
し
ゅ
う 修
科か

目も
く （
数す
う
が
く 学
）で
あ
る「
基き

そ 礎
数す
う
が
く 学
」

と「
上じ
ょ
う
き
ゅ
う
す
う
が
く

級
数
学
」を
両り
ょ
う
ほ
う 方
修し
ゅ
う
と
く 得
し
た
場ば

合あ
い

、
4
単た
ん

位い

の
う
ち
2
単た
ん

位い

は「
⑥

AP
M
必ひ
っ
し
ゅ
う 修
専せ
ん
も
ん 門
教き
ょ
う
い
く 育
科か

目も
く （
数す
う
が
く 学
）」

分ぶ
ん

野や

に
、残の

こ

り
の
2
単た
ん

位い

は「
⑦
AP
M

専せ
ん
も
ん 門
教き
ょ
う
い
く 育
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

に
集し
ゅ
う
け
い 計
さ
れ
ま

す
。

※
H

「
日に

本ほ
ん

語ご

基き
じ
ゅ
ん 準
国こ
く
な
い
が
く
せ
い

内
学
生
」お
よ
び「
早そ
う
き
そ
つ
ぎ
ょ
う

期
卒
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
学が
く
せ
い 生
」は
、卒そ

つ
ぎ
ょ
う 業
す
る
た
め
に
、入に

ゅ
う
が
く 学
基き
じ
ゅ
ん 準
言げ
ん

語ご

と
反は
ん
た
い 対
の
言げ

ん
ご 語
で
開か
い
こ
う 講
さ
れ
る
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

も
し
く
は
専せ
ん
も
ん
き
ょ
う
い
く

門
教
育
科か

目も
く （
自じ

学が
く

部ぶ

お
よ
び
他た

学が
く

部ぶ

科か

目も
く

）を
20

単た
ん
い
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
と
く

位
以
上
修
得
す
る
必ひ
つ
よ
う 要
が
あ
り
ま
す
。言

げ
ん
ご
き
ょ
う
い
く
か
も
く

語
教
育
科
目
や
両り

ょ
う
げ
ん
ご
か
い
こ
う
か
も
く

言
語
開
講
科
目（
E/
J）
は
、反

は
ん
た
い 対
言げ
ん

語ご

に
よ
る

開か
い
こ
う
か
も
く

講
科
目
と
は
認み
と

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
E

プ
レ
イ
ス
メン
ト
テ
スト
等と
う

の
結け

っ
か 果
に
よ
り
必ひ

っ
し
ゅ
う
げ
ん
ご
か
も
く

修
言
語
科
目（
①
）の
履り
し
ゅ
う 修

が
免め
ん
じ
ょ 除
さ
れ
た
場ば

あ
い 合
、免め

ん
じ
ょ 除
さ
れ
た
単た

ん
い
す
う
ぶ
ん

位
数
分
の
科か

目も
く

を「
④
言げ

ん
ご 語
教き
ょ
う

育い
く

科か

目も
く

お
よ
び
共き
ょ
う
つ
う
き
ょ
う
よ
う

通
教
養
科か

目も
く

」分ぶ
ん

野や

で
修し
ゅ
う
と
く 得
す
る
必ひ
つ
よ
う 要
が
あ
りま
す
。

※
F

卒そ
つ
ぎ
ょ
う 業
す
る
た
め
に

修し
ゅ
う
と
く 得
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
単た
ん

位い

数す
う

。

※
G

修し
ゅ
う
と
く 得
し
た
単た
ん

位い

数す
う

。①
②
③
⑤
⑥
は

「
各か
く

個こ

人じ
ん

の
必ひ
つ
よ
う 要
単た
ん

位い

」を
上う
わ
ま
わ 回
る

こ
と
は
あ
りま
せ
ん
。（
※
A～
D
参さ
ん
し
ょ
う 照
）
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け
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・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績
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し
ゅ
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か
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く

習
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Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語と反
はんたい

対の言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目（日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は英
え い ご

語、英
えい ご き じ ゅ ん が く せ い

語基準学生は日
に ほ ん ご

本語）を
修
しゅうとく

得する必
ひつよう

要があります。卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い す う

位数はカリキュラムによって決
き

められていますので、
該
がいとう

当するページを確
かくにん

認してください。
　言

げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目は科
か も く

目によって難
な ん い ど

易度が異
こと

なり、それぞれの科
か も く

目を履
りしゅう

修する際
さい

の目
め や す

安と到
とうたつ

達
目
もく

標
ひょう

が定
さだ

められています。入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語と反
はんたい

対の言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目の履
りしゅう

修開
か い し

始レベルは、新
しんにゅうがく

入学
時
じ

のプレイスメントテストによって決
けってい

定されます。

英
え い ご

語科
か も く

目

　日
にほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生の英
え い ご

語科
か も く

目の履
りしゅう

修は、新
しん

入
にゅうがく

学時
じ

のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、履
りしゅう

修トラッ
クと履

りしゅう

修開
か い し

始レベルが決
けっ

定
てい

されます。履
りしゅう

修トラックは英
え い ご

語スタンダードトラック（24単
た ん い

位）
と英

え い ご

語アドバンストトラック（12単
た ん い

位）があります。なお、一
い ち ど

度決
けっ

定
てい

された履
りしゅう

修トラックお
よび履

り し ゅ う か い し

修開始レベルは、以
い こ う

降一
いっさい

切変
へんこう

更ができません。

◦‌英
え い ご か も く

語科目（必
ひっしゅう

修科
か も く

目）では各
かく

レベルにA（ 4 単
た ん い

位）とB（ 2 単
た ん い

位）の 2 つの科
か も く

目があり、

それぞれの科
か も く

目の成
せいせきひょうかきじゅん

績評価基準に基
もと

づき成
せいせき

績が付
ふ よ

与されます。各
かく

レベルのAとBの 2 科
か も く

目

（合
ごうけい

計 6 単
た ん い

位）を修
しゅうとく

得してはじめて次
つぎ

のレベルの英
え い ご か も く

語科目の履
りしゅう

修が可
か の う

能です。

◦‌各
かく

トラックにおける英
え い ご

語必
ひっしゅう

修科
か も く

目は、自
じ ど う て き

動的に大
だいがく

学がクラス指
し て い

定をします。同
おな

じレベルの

科
か も く

目であっても時
じ か ん わ り

間割や担
たんとう

当教
きょういん

員が異
こと

なる場
ば あ い

合がありますが、全
すべ

て大
だいがく

学が指
し て い

定をしますので、

クラス変
へんこう

更や履
りしゅう

修取
と

り消
け

しはできません。

◦‌英
え い ご

語科
か も く

目（必
ひっしゅう

修科
か も く

目）の成
せいせき

績評
ひょうか

価には、学
がく

内
ない

で実
じ っ し

施されるProgressテストのスコアが含
ふく

まれます。

詳
くわ

しくは各
かく

科
か も く

目のシラバスを確
かくにん

認してください。

◦‌言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目（英
え い ご

語）は、受
じゅこう

講の条
じょうけん

件を満
み

たすことでグレード番
ばんごう

号に関
かか

わらず履
りしゅう

修できます。

各
か く

トラックの履
り し ゅ う

修について

英
え い

語
ご

スタンダードトラック

科
か も く め い

目名（単
た ん い

位数
す う

） プレイスメントの目
め

安
や す

（TOEFL ITP® Test） 必
ひっしゅう

修/選
せ ん た く

択 登
と う ろ く

録

英
え い ご

語初
しょきゅう

級A‌⑷ 英
え い ご

語初
しょきゅう

級B‌⑵ 310－419 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A‌⑷ 英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級B‌⑵ 420－459 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

英
え い ご

語中
ちゅうきゅう

級A‌⑷ 英
え い ご

語中
ちゅうきゅう

級B‌⑵ 460－479 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

英
え い ご

語準
じゅん

上
じょうきゅう

級A‌⑷ 英
え い ご

語準
じゅん

上
じょうきゅう

級B‌⑵ 480－499 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

専
せんしゅう

修

言
げん

語
ご

英
え い ご

語ビジネス・ライティング ⑵

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録

英
え い ご

語ビジネス・プレゼンテーション ⑵

英
え い ご

語プロジェクト1  ⑵

英
え い ご

語ディスカッションとディベート ⑵

ジャーナリズムのための英
え い ご

語 ⑵

2.2.11 2017年
ね ん ど

度カリキュラム適
て き よ う

用　言
げ ん

語
ご

教
きょういく

育科
か も く

目

言
げ ん ご き ょ う い く か も く

語教育科目について

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げん
語ご
教きょ
う
い
く育
科か
目もく
）



74

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績
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し
ゅ
う
か
も
く

習
科
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Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育

科か

目も
く

）

「英
えいごじょうきゅう

語上級1Ａ・1B」の修
しゅうとく

得後
ご

、アドバンストトラックの専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語の履
りしゅう

修が可
か

能
のう

です。

英
え い ご

語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の英
え い ご

語科
か も く

目の履
り し ゅ う

修について

　英
えいご き じ ゅ ん が く せ い

語基準学生はアドバンストトラックの英
え い ご か も く

語科目を履
りしゅう

修することが可
か

能
のう

です。

●「英
えいごじょうきゅう

語上級1Ａ・1Ｂ」の 履
り し ゅ う

修を希
き

望
ぼ う

する場
ば

合
あ い

　TOEFL‌ITP®Testにおいて500点
てん

～524点
てん

を取
しゅとく

得している場
ば あ い

合にのみ申
しんせい

請が可
か

能
のう

です。
下
か き

記の場
ば

合
あい

は申
しんせい

請をすることができません。
◦TOEFL‌ITP®‌Testのスコアを保

ほ

有
ゆう

していない場
ば

合
あい

◦保
ほ

有
ゆう

しているTOEFL‌ITP®‌Testのスコアが有
ゆう こ う き げ ん が い

効期限外の場
ば

合
あい

　‌履
りしゅう

修希
き ぼ う し ゃ

望者は、履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録を希
き ぼ う

望する前
まえ

のセメスターにTOEFL‌ITP®‌Testのスコアシー
トを提

ていしゅつ

出してください。申
しんせい

請を行
おこな

った次
つぎ

のセメスターの履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録B期
き か ん

間において定
ていいん

員
に空

あ

きがある場
ば あ い

合に、各
か く じ

自で履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録を行
おこな

うことが可
か

能
のう

です。

※申
しんせい

請は履
り し ゅ う じ

修時に第
だい

2 セメスター以
いじょう

上の学
がくせい

生が対
たいしょう

象です。

科
か も く め い

目名（単
た ん い

位数
す う

） プレイスメントの目
め

安
や す

（TOEFL®/ITP） 必
ひっしゅう

修/選
せ ん た く

択 登
と う ろ く

録

英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 1 A‌⑷ 英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 1B‌⑵ 500－524 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 2 A‌⑷ 英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 2B‌⑵ 525－550 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

専
せんしゅう

修

言
げん

語
ご

ビジネス英
え い ご

語 1  ⑵

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録

ビジネス英
え い ご

語 2  ⑵

英
え い ご

語多
た

読
どく

 ⑵

英
え い ご

語プロジェクト2  ⑵

メディアのなかの英
え い ご

語 ⑵

英
え い ご

語アドバンストトラック

◦‌スタンダードトラックの専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語は、英
え い ご か も く

語科目（必
ひっしゅうかもく

修科目）を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生がさらに高
こ う ど

度

な言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の向
こうじょう

上を目
め ざ

指すために設
もう

けられています。

◦‌「英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級Ａ・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得後
ご

、アドバンストトラックの英
え い ご

語科
か も く

目の履
りしゅう

修が可
か の う

能です。

ただし、アドバンストトラックの履
りしゅう

修開
か い し

始レベルは「英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 1 A ・ 1 B」からです。また、

履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録はB期
き か ん

間において定
ていいん

員に空
あ

きがある場
ば あ い

合のみ可
か の う

能です。

◦‌「英
えいごしょきゅう

語初級」および「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級」を履
りしゅうちゅう

修中の学
がくせい

生の内
うち

、当
と う が い き か ん

該期間の英
え い ご

語クラスが不
ふ ご う か く

合格

となる見
み こ

込みの学
がくせい

生は、夏
か き

期もしくは冬
と う き

期に実
じ っ し

施される英
えいごしゅうちゅうこうざ

語集中講座への参
さ ん か

加が必
ひ っ す

須とな

る場
ば あ い

合があります。この英
えいごしゅうちゅうこうざ

語集中講座の参
さ ん か し ゃ

加者については、当
と う が い こ う ざ

該講座の得
とくてん

点も含
ふく

めて成
せいせき

績

の再
さいひょうか

評価が行
おこな

われ、「英
えいごしょきゅう

語初級」や「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級」の成
せいせき

績が合
ごうかく

格に変
へんこう

更となる場
ば あ い

合があります。

◦‌上
じょうき

記の英
えいごしゅうちゅうこうざ

語集中講座に参
さ ん か

加できない学
がくせい

生や、参
さ ん か

加をしたにもかかわらず「英
えいごしょきゅう

語初級」およ

び「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級」の成
せいせき

績が最
さいしゅうてき

終的に不
ふ ご う か く

合格となった学
がくせい

生については、次
じ

セメスターの履
りしゅう

修

科
か も く と う ろ く

目登録に一
いってい

定の制
せいげん

限がかかる場
ば あ い

合があります。
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Off-campus Study Program

そ
の
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制せい
度ど
・プ
ロ
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ラ
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カ
リ
キ
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ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育
科か

目も
く

）

「英
えいごじょうきゅう

語上級1Ａ・1B」の修
しゅうとく

得後
ご

、アドバンストトラックの専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語の履
りしゅう

修が可
か

能
のう

です。

英
え い ご

語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の英
え い ご

語科
か も く

目の履
り し ゅ う

修について

　英
えいご き じ ゅ ん が く せ い

語基準学生はアドバンストトラックの英
え い ご か も く

語科目を履
りしゅう

修することが可
か

能
のう

です。

●「英
えいごじょうきゅう

語上級1Ａ・1Ｂ」の 履
り し ゅ う

修を希
き

望
ぼ う

する場
ば

合
あ い

　TOEFL‌ITP®Testにおいて500点
てん

～524点
てん

を取
しゅとく

得している場
ば あ い

合にのみ申
しんせい

請が可
か

能
のう

です。
下
か き

記の場
ば

合
あい

は申
しんせい

請をすることができません。
◦TOEFL‌ITP®‌Testのスコアを保

ほ

有
ゆう

していない場
ば

合
あい

◦保
ほ

有
ゆう

しているTOEFL‌ITP®‌Testのスコアが有
ゆう こ う き げ ん が い

効期限外の場
ば

合
あい

　‌履
りしゅう

修希
き ぼ う し ゃ

望者は、履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録を希
き ぼ う

望する前
まえ

のセメスターにTOEFL‌ITP®‌Testのスコアシー
トを提

ていしゅつ

出してください。申
しんせい

請を行
おこな

った次
つぎ

のセメスターの履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録B期
き か ん

間において定
ていいん

員
に空

あ

きがある場
ば あ い

合に、各
か く じ

自で履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録を行
おこな

うことが可
か

能
のう

です。

※申
しんせい

請は履
り し ゅ う じ

修時に第
だい

2 セメスター以
いじょう

上の学
がくせい

生が対
たいしょう

象です。

科
か も く め い

目名（単
た ん い

位数
す う

） プレイスメントの目
め

安
や す

（TOEFL®/ITP） 必
ひっしゅう

修/選
せ ん た く

択 登
と う ろ く

録

英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 1 A‌⑷ 英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 1B‌⑵ 500－524 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 2 A‌⑷ 英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 2B‌⑵ 525－550 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

専
せんしゅう

修

言
げん

語
ご

ビジネス英
え い ご

語 1  ⑵

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録

ビジネス英
え い ご

語 2  ⑵

英
え い ご

語多
た

読
どく

 ⑵

英
え い ご

語プロジェクト2  ⑵

メディアのなかの英
え い ご

語 ⑵

英
え い ご

語アドバンストトラック

◦‌スタンダードトラックの専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語は、英
え い ご か も く

語科目（必
ひっしゅうかもく

修科目）を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生がさらに高
こ う ど

度

な言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の向
こうじょう

上を目
め ざ

指すために設
もう

けられています。

◦‌「英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級Ａ・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得後
ご

、アドバンストトラックの英
え い ご

語科
か も く

目の履
りしゅう

修が可
か の う

能です。

ただし、アドバンストトラックの履
りしゅう

修開
か い し

始レベルは「英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 1 A ・ 1 B」からです。また、

履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録はB期
き か ん

間において定
ていいん

員に空
あ

きがある場
ば あ い

合のみ可
か の う

能です。

◦‌「英
えいごしょきゅう

語初級」および「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級」を履
りしゅうちゅう

修中の学
がくせい

生の内
うち

、当
と う が い き か ん

該期間の英
え い ご

語クラスが不
ふ ご う か く

合格

となる見
み こ

込みの学
がくせい

生は、夏
か き

期もしくは冬
と う き

期に実
じ っ し

施される英
えいごしゅうちゅうこうざ

語集中講座への参
さ ん か

加が必
ひ っ す

須とな

る場
ば あ い

合があります。この英
えいごしゅうちゅうこうざ

語集中講座の参
さ ん か し ゃ

加者については、当
と う が い こ う ざ

該講座の得
とくてん

点も含
ふく

めて成
せいせき

績

の再
さいひょうか

評価が行
おこな

われ、「英
えいごしょきゅう

語初級」や「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級」の成
せいせき

績が合
ごうかく

格に変
へんこう

更となる場
ば あ い

合があります。

◦‌上
じょうき

記の英
えいごしゅうちゅうこうざ

語集中講座に参
さ ん か

加できない学
がくせい

生や、参
さ ん か

加をしたにもかかわらず「英
えいごしょきゅう

語初級」およ

び「英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級」の成
せいせき

績が最
さいしゅうてき

終的に不
ふ ご う か く

合格となった学
がくせい

生については、次
じ

セメスターの履
りしゅう

修

科
か も く と う ろ く

目登録に一
いってい

定の制
せいげん

限がかかる場
ば あ い

合があります。
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き

間
か ん

履
り し ゅ う

修セメスター

2020年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター
2020年

ねん

7 月
がつ

1 日㈬～ 7月
がつ

14日㈫ 16:30
2020年

ねん

度
ど

秋
あき

セメスター

2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター
2021年

ねん

1 月
がつ

7 日㈭～ 1月
がつ

20日㈬ 16:30
2021年

ねん

度
ど

春
はる

セメスター

＜英
え い ご

語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の「英
え い ご

語上
じょうきゅう

級1Ａ・1Ｂ」履
り し ゅ う

修申
し ん せ い

請スケジュール＞

●「英
えいごじょうきゅう

語上級2Ａ・2Ｂ」またはアドバンストトラックの専
せ ん し ゅ う げ ん ご

修言語の 履
り し ゅ う

修を希
き

望
ぼ う

する場
ば

合
あ い

　履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録B期
き か ん

間において定
ていいん

員に空
あ

きがある場
ば あ い

合に、各
か く じ

自で履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録を行
おこな

うことが

できます。

　QRコード：

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　必
ひっ し ゅ う え い ご か も く

修英語科目について、外
が い ぶ し け ん

部試験の結
け っ か

果が成
せいせきひょうか

績評価の一
い ち ぶ

部に含
ふく

まれるものがあります。こ

れは外
が い ぶ し け ん

部試験が各
か く じ

自の英
えいごがくしゅう

語学習の成
せ い か

果をはかる上
うえ

で有
ゆうよう

用な指
しひょう

標のひとつとして利
り よ う

用すること

ができ、さらに国
こ く さ い か じ だ い

際化時代に対
たいおう

応し得
う

る総
そうごうてき

合的な英
えいごりょく

語力を身
み

につけていく学
がくしゅう

修のために有
ゆうえき

益

な情
じょうほう

報となるためです。スタンダードトラックの必
ひっ し ゅ う え い ご か も く

修英語科目を履
りしゅうちゅう

修中の日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は

指
し て い

定された受
じ ゅ け ん び

験日に学
がくない

内でProgress‌Testを受
じゅけん

験しなければなりません。指
し て い

定された受
じ ゅ け ん び

験日

に本
ほんにん

人の都
つ ご う

合によりこのテストを受
じゅけん

験しなかった場
ば あ い

合、成
せいせきひょうか

績評価の一
い ち ぶ

部の得
とくてん

点が 0 点
てん

となり、

最
さいしゅうせいせき

終成績に大
おお

きく影
えいきょう

響することになります。

履
り し ゅ う

修レベル 成
せ い せ き ひ ょ う か

績評価に反
は ん え い

映される外
が い ぶ し け ん

部試験

英
えいごしょきゅう

語初級A・B

Progress‌Test
英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級A・B

英
えいごちゅうきゅう

語中級A・B

英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級A・B

※‌学
がくない

内で受
じゅけん

験をしたProgress‌Testのスコアは、自
じ ど う て き

動的に科
か

目
もく

の成
せいせきひょうか

績評価に反
はんえい

映されますので、

別
べ っ と

途スコアなどを提
ていしゅつ

出する必
ひつよう

要はありません。

● Progress Testとは

　Progress‌Testとは、一
いってい

定の期
き か ん

間における学
がくしゅうしゃ

習者の熟
じゅくたつど

達度を測
はか

ることができるPearson社
しゃ

が

開
かいはつ

発したオンラインの英
えいごうんようのうりょく

語運用能力テストです。総
そうごうてき

合的な英
えいごりょく

語力を計
けいそく

測するための試
し け ん

験で、リーディ

ング・ライティング・スピーキング・リスニングの 4 技
ぎ の う

能に加
くわ

え、文
ぶんぽう

法および語
ご い り ょ く

彙力も測
はか

る

ことができます。結
け っ か

果はグローバル・スケール・オブ・イングリッシュ（GSE）に準
じゅんきょ

拠しており、

各
かく

スキルにおける詳
しょうさい

細なフィードバックレポートも提
て い じ

示されます。

必
ひ っ し ゅ う え い ご か も く

修英語科目の成
せ い せ き ひ ょ う か

績評価に反
は ん え い

映される外
が い ぶ し け ん

部試験（Progress Test）について

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げん
語ご
教きょ
う
い
く育
科か
目もく
）
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■‌

２
０
１
７
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育

科か

目も
く

）

セメスター TOEFL ITP® Test試
し け ん び

験日 TOEIC® L & R TEST（IP）試
し け ん び

験日

春
はる

セメスター
2020年

ねん

4 月
がつ

22日（水） 2020年
ねん

6 月
がつ

17日（水）

2020年
ねん

5 月
がつ

20日（水）

秋
あき

セメスター
2020年

ねん

10月
がつ

28日（水） 2020年
ねん

12月
がつ

16日（水）

2020年
ねん

12月
がつ

2 日（水）

＜日
に

本
ほ ん

語
ご

基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の義
ぎ

務
む

受
じ ゅ け ん

験＞

＜2020年
ね ん

度
ど

 TOEFL ITP® TestおよびTOEIC® L & R TEST（IP）学
が く な い じ っ し

内実施スケジュール＞

・Progressテスト

‌‌ 授
じゅぎょうない

業内で実
じ っ し

施をしますので、担
たんとうきょういん

当教員から指
し て い

定された日
ひ

に必
かなら

ず受
じゅけん

験してください。

● TOEFL® Testとは

　TOEFL®‌Test（Test‌of‌English‌as‌a‌Foreign‌Language）‌は英
え い ご

語を母
ぼ ご

語としない外
がい こ く じ ん

国人

が、英
えい

語
ご

圏
けん

（主
おも

に北
ほくべい

米）にある大
だいがく

学・大
だいがくいん

学院などに留
りゅうがく

学をする際
さい

、英
え い ご

語での授
じゅぎょう

業を受
じゅこう

講でき

る総
そう

合
ごう

的
てき

な英
えいごりょく

語力があるかどうかをみるための試
し け ん

験です。交
こうかんりゅうがく

換留学等
とう

のOff-campus‌Study‌

Programに申
しんせい

請をする場
ば あ い

合、このTOEFL‌ITP®‌Test‌スコアが必
ひつよう

要になります。学
がくない

内で実
じっ

施
し

する「TOEFL‌ITP®‌Test‌(Institutional‌Testing‌Program)」は団
だ ん た い む

体向けテストプログラムで

す。TOEFL‌ITP®Testスコアには公
こうてき

的な効
こうりょく

力はありませんが、出
しゅつだいけいしき

題形式や採
さいてんほうほう

点方法はTOEFL®‌

Testに準
じゅん

じています。

　この他
ほか

に、学
がくない

内では義
ぎ む じ ゅ け ん い が い

務受験以外でも実
じ っ し

施されるTOEFL‌ITP®‌TestやTOEIC®‌L‌&‌R‌TEST‌

(IP)、IELTSTMの受
じゅ

験
けん

が可
か の う

能です。ただし事
じ ぜ ん

前申
もうしこみ

込と受
じゅけんりょう

験料が必
ひつよう

要です。

※‌IELTSTMのスケジュールは、キャンパスターミナルなど学
がくない

内の案
あんない

内を確
かくにん

認してください。

＜注
ちゅういてん

意点＞

　スコアシートの再
さいはっこう

発行は一
いっさい

切できません。学
がくない

内の各
かくしゅ

種Off-campus‌Study‌Programのほか、

英
え い ご か も く

語科目（必
ひっしゅうかもく

修科目）の履
りしゅうめんじょ

修免除へ申
しんせい

請をする際
さい

は、スコアシートの原
げんぽん

本の提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要です。

スコアシートを受
う

け取
と

ったあとは、紛
ふん

失
しつ

をしないように大
たいせつ

切に保
ほ か ん

管してください。
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教き
ょ
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く育
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目も
く

）

セメスター TOEFL ITP® Test試
し け ん び

験日 TOEIC® L & R TEST（IP）試
し け ん び

験日

春
はる

セメスター
2020年

ねん

4 月
がつ

22日（水） 2020年
ねん

6 月
がつ

17日（水）

2020年
ねん

5 月
がつ

20日（水）

秋
あき

セメスター
2020年

ねん

10月
がつ

28日（水） 2020年
ねん

12月
がつ

16日（水）

2020年
ねん

12月
がつ

2 日（水）

＜日
に

本
ほ ん

語
ご

基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の義
ぎ

務
む

受
じ ゅ け ん

験＞

＜2020年
ね ん

度
ど

 TOEFL ITP® TestおよびTOEIC® L & R TEST（IP）学
が く な い じ っ し

内実施スケジュール＞

・Progressテスト

‌‌ 授
じゅぎょうない

業内で実
じ っ し

施をしますので、担
たんとうきょういん

当教員から指
し て い

定された日
ひ

に必
かなら

ず受
じゅけん

験してください。

● TOEFL® Testとは

　TOEFL®‌Test（Test‌of‌English‌as‌a‌Foreign‌Language）‌は英
え い ご

語を母
ぼ ご

語としない外
がい こ く じ ん

国人

が、英
えい

語
ご

圏
けん

（主
おも

に北
ほくべい

米）にある大
だいがく

学・大
だいがくいん

学院などに留
りゅうがく

学をする際
さい

、英
え い ご

語での授
じゅぎょう

業を受
じゅこう

講でき

る総
そう

合
ごう

的
てき

な英
えいごりょく

語力があるかどうかをみるための試
し け ん

験です。交
こうかんりゅうがく

換留学等
とう

のOff-campus‌Study‌

Programに申
しんせい

請をする場
ば あ い

合、このTOEFL‌ITP®‌Test‌スコアが必
ひつよう

要になります。学
がくない

内で実
じっ

施
し

する「TOEFL‌ITP®‌Test‌(Institutional‌Testing‌Program)」は団
だ ん た い む

体向けテストプログラムで

す。TOEFL‌ITP®Testスコアには公
こうてき

的な効
こうりょく

力はありませんが、出
しゅつだいけいしき

題形式や採
さいてんほうほう

点方法はTOEFL®‌

Testに準
じゅん

じています。

　この他
ほか

に、学
がくない

内では義
ぎ む じ ゅ け ん い が い

務受験以外でも実
じ っ し

施されるTOEFL‌ITP®‌TestやTOEIC®‌L‌&‌R‌TEST‌

(IP)、IELTSTMの受
じゅ

験
けん

が可
か の う

能です。ただし事
じ ぜ ん

前申
もうしこみ

込と受
じゅけんりょう

験料が必
ひつよう

要です。

※‌IELTSTMのスケジュールは、キャンパスターミナルなど学
がくない

内の案
あんない

内を確
かくにん

認してください。

＜注
ちゅういてん

意点＞

　スコアシートの再
さいはっこう

発行は一
いっさい

切できません。学
がくない

内の各
かくしゅ

種Off-campus‌Study‌Programのほか、

英
え い ご か も く

語科目（必
ひっしゅうかもく

修科目）の履
りしゅうめんじょ

修免除へ申
しんせい

請をする際
さい

は、スコアシートの原
げんぽん

本の提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要です。

スコアシートを受
う

け取
と

ったあとは、紛
ふん

失
しつ

をしないように大
たいせつ

切に保
ほ か ん

管してください。
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カ
リ
キ
ュ
ラ
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　英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生の日
に ほ ん ご

本語科
か も く

目の履
りしゅう

修は、入
にゅうがく

学時
じ

のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、履
りしゅう

修

開
かい

始
し

レベルが決
けってい

定されます。

科
か

目
もく

名
めい

（単
たん

位
い

数
すう

） 必
ひっしゅう

修・選
せんたく

択 登
とうろく

録

日
に

本
ほん

語
ご

初
しょ

級
きゅう

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4） 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除

日
に

本
ほん

語
ご

中
ちゅう

級
きゅう

（ 4 ） 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除 ↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除

日
に

本
ほん

語
ご

中
ちゅう

上
じょう

級
きゅう

（ 4 ） 専
せん

修
しゅう

言
げん

語
ご

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除

日
に

本
ほん

語
ご

上
じょう

級
きゅう

（ 4 ）

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除

専
せん

修
しゅう

言
げん

語
ご

日
に ほ ん ご

本語科
か も く

目

◦‌初
しょきゅう

級レベルの学
がくせい

生は、プレイスメントテストの結
け っ か

果に基
もと

づき、以
い か

下の 3 パターンのいずれ

かが適
てきよう

用されます。

①‌「日
にほん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ」から履
りしゅう

修を開
かい

始
し

する場
ば あ い

合、「日
にほん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」をセットで履
りしゅう

修します。

　 （授
じゅぎょう

業は週
しゅう

12回
かい

）

②‌「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅱ」から履
りしゅう

修を開
かい

始
し

する場
ば あ い

合、「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅱ・Ⅲ」をセットで履
りしゅう

修します。

　 （授
じゅぎょう

業は週
しゅう

8 回
かい

）

③‌　「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅲ」から履
りしゅう

修を開
かい

始
し

する場
ば あ い

合、「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅲ」のみを履
りしゅう

修します。

 　（授
じゅぎょう

業は週
しゅう

4 回
かい

）

‌◦‌①もしくは②の指
し て い

定を受
う

けた学
がくせい

生が、「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ」のみ、「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅱ」のみを履
り

修
しゅう

することはできません。

◦‌日
に ほ ん ご ひ っ し ゅ う か も く

本語必修科目は、単
たんいしゅうとく

位修得をし終
お

えるまで、自
じ ど う て き

動的に大
だいがく

学がクラスを指
し て い

定します。同
おな

じ

レベルの科
か も く

目であっても時
じ か ん わ り

間割や担
たんとうきょういん

当教員が異
こと

なる場
ば あ い

合がありますが、全
すべ

て大
だいがく

学が指
し て い

定し

ますので、クラス変
へんこう

更や履
りしゅう

修取
と り け

消しはできません。

◦‌各
かく

個
こ じ ん

人の卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い

位数
すう

を上
うわまわ

回って言
げ ん ご

語科
か も く

目単
た ん い

位を修
しゅうとく

得した場
ば あ い

合は、「言
げん

語
ご

教
きょういく

育科
か も く

目お

よび共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か

目
もく

」分
ぶん

野
や

に集
しゅうけい

計されます。

◦‌言
げんごきょういくかもく

語教育科目（日
に ほ ん ご

本語）は、受
じゅこう

講の条
じょうけん

件を満
み

たすことでグレード番
ばんごう

号に関
かか

わらず履
りしゅう

修できます（キ

ャリア日
に ほ ん ご

本語を除
のぞ

く）。

キャリア日
に ほ ん ご

本語（ 4） 日
に ほ ん ご

本語プロジェクトＤ（ 2）

日
にほんご

本語ビジネスコミュニケーションＡ（2） 日
に ほ ん ご

本語プロジェクトＥ（ 2）

日
にほんご

本語ビジネスコミュニケーションB（2） 日
に ほ ん ご

本語プロジェクトＦ（ 2）

日
に ほ ん ご

本語・日
にほん

本文
ぶん か

化（ 2） 講
こう ぎ

義の日
に ほ ん ご

本語（ 2）

日
に ほ ん ご

本語・日
にほん

本社
しゃかい

会（ 2）

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅうしゅうりょう

級修了かつ
日
に ほ ん ご

本語中
ちゅう

上
じょうきゅうみしゅうりょう

級未修了

日
に ほ ん ご

本語プロジェクトＣ（ 2）

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅうしゅうりょう

級修了かつ
日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅうみしゅうりょう

級未修了

日
に ほ ん ご

本語プロジェクトＡ（ 2）

日
に ほ ん ご

本語プロジェクトB（ 2）

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げん
語ご
教きょ
う
い
く育
科か
目もく
）
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■‌

２
０
１
７
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育

科か

目も
く

）

　専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語は、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な日
に ほ ん ご

本語科
か

目
もく

を全
すべ

て修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生がさらに高
こ う ど

度な言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の向
こうじょう

上

を目
め ざ

指すために設
もう

けられています。それぞれの科
か も く

目に前
ぜんてい

提科
か も く

目や受
じゅこう

講の条
じょうけん

件が設
もう

けられてい

ますので、詳
くわ

しくはシラバスを確
かくにん

認してください。

＊ 5セメスター生
せいい じ ょ う じ ゅ こ う か

以上受講可

専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語

科
か も く め い

目名 前
ぜ ん て い か も く

提科目 受
じゅこう

講の条
じょうけん

件 対
たいしょうがくせい

象学生

日
に ほ ん ご

本語プロジェクトＣ

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級修
しゅうりょう

了かつ

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅう

上
じょうきゅう

級未
み

修
しゅうりょう

了 英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生

（日
に ほ ん ご

本語母
ぼ ご

語話
わしゃ

者を除
のぞ

く）
日
に ほ ん ご

本語プロジェクトA・B
日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級修
しゅうりょう

了かつ

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級未
み

修
しゅうりょう

了

日
に ほ ん ご

本語プロジェクトＤ・Ｅ・Ｆ

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級修
しゅうりょう

了

日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・

日
に ほ ん ご

本語240点
てん

程
て い ど

度

国
こくさいがくせい

際学生、

英
え い ご

語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生

（日
に ほ ん ご

本語母
ぼ ご

語話
わしゃ

者を除
のぞ

く）

講
こ う ぎ

義の日
に ほ ん ご

本語

日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化

日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本社
しゃかい

会

キャリア日
に ほ ん ご

本語（＊）

日
に ほ ん ご

本語ビジネスコミュニケーションA

日
に ほ ん ご

本語ビジネスコミュニケーションB

　アジア太
たいへいよう

平洋言
げ ん ご

語（AP言
げ ん ご

語）として、中
ちゅうごく

国語
ご

、韓
かんこく

国語
ご

、マレー語
ご

・インドネシア語
ご

、ス

ペイン語
ご

、タイ語
ご

、ベトナム語
ご

の 6 言
げ ん ご

語を開
かいこう

講しています。レベルによって難
な ん い ど

易度が異
こと

なり、

ひとつ前
まえ

のレベルの単
たんいしゅうとく

位修得、もしくは履
りしゅう

修免
めんじょ

除を受
う

けていなければ履
りしゅう

修できません。

言
げ ん ご

語 レベル（単
た ん い す う

位数）

中
ちゅうごくご

国語 Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 4）

韓
か ん こ く ご

国語 Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 4）

マレー語
ご

・インドネシア語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

スペイン語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

タイ語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

ベトナム語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

アジア太
た い へ い よ う

平洋言
げ ん ご

語（AP言
げ ん ご

語）

● 履
りしゅうじょうけん

修条件　

・履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望する言
げ ん ご

語が母
ぼ ご

語でないこと。

・日
にほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は「英
えいごしょきゅう

語初級A・B」、英
えいごきじゅんがくせい

語基準学生は「日
にほんごし ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を単
たんいしゅ う と く ず

位修得済み、

もしくは履
りし ゅ う め ん じ ょ ず

修免除済みであること。

・言
げんごきょうい く か も く

語教育科目（AP言
げ ん ご

語）は、受
じゅこう

講の条
じょうけん

件を満
み

たすことでグレード番
ばんごう

号に関
かか

わらず履
りしゅう

修できます。
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１
７
年ね
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カ
リ
キ
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ラ
ム（
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育
科か

目も
く

）

　専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語は、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な日
に ほ ん ご

本語科
か

目
もく

を全
すべ

て修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生がさらに高
こ う ど

度な言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の向
こうじょう

上

を目
め ざ

指すために設
もう

けられています。それぞれの科
か も く

目に前
ぜんてい

提科
か も く

目や受
じゅこう

講の条
じょうけん

件が設
もう

けられてい

ますので、詳
くわ

しくはシラバスを確
かくにん

認してください。

＊ 5セメスター生
せいい じ ょ う じ ゅ こ う か

以上受講可

専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語

科
か も く め い

目名 前
ぜ ん て い か も く

提科目 受
じゅこう

講の条
じょうけん

件 対
たいしょうがくせい

象学生

日
に ほ ん ご

本語プロジェクトＣ

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級修
しゅうりょう

了かつ

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅう

上
じょうきゅう

級未
み

修
しゅうりょう

了 英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生

（日
に ほ ん ご

本語母
ぼ ご

語話
わしゃ

者を除
のぞ

く）
日
に ほ ん ご

本語プロジェクトA・B
日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級修
しゅうりょう

了かつ

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級未
み

修
しゅうりょう

了

日
に ほ ん ご

本語プロジェクトＤ・Ｅ・Ｆ

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級修
しゅうりょう

了

日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・

日
に ほ ん ご

本語240点
てん

程
て い ど

度

国
こくさいがくせい

際学生、

英
え い ご

語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生

（日
に ほ ん ご

本語母
ぼ ご

語話
わしゃ

者を除
のぞ

く）

講
こ う ぎ

義の日
に ほ ん ご

本語

日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化

日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本社
しゃかい

会

キャリア日
に ほ ん ご

本語（＊）

日
に ほ ん ご

本語ビジネスコミュニケーションA

日
に ほ ん ご

本語ビジネスコミュニケーションB

　アジア太
たいへいよう

平洋言
げ ん ご

語（AP言
げ ん ご

語）として、中
ちゅうごく

国語
ご

、韓
かんこく

国語
ご

、マレー語
ご

・インドネシア語
ご

、ス

ペイン語
ご

、タイ語
ご

、ベトナム語
ご

の 6 言
げ ん ご

語を開
かいこう

講しています。レベルによって難
な ん い ど

易度が異
こと

なり、

ひとつ前
まえ

のレベルの単
たんいしゅうとく

位修得、もしくは履
りしゅう

修免
めんじょ

除を受
う

けていなければ履
りしゅう

修できません。

言
げ ん ご

語 レベル（単
た ん い す う

位数）

中
ちゅうごくご

国語 Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 4）

韓
か ん こ く ご

国語 Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 4）

マレー語
ご

・インドネシア語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

スペイン語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

タイ語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

ベトナム語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

アジア太
た い へ い よ う

平洋言
げ ん ご

語（AP言
げ ん ご

語）

● 履
りしゅうじょうけん

修条件　

・履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望する言
げ ん ご

語が母
ぼ ご

語でないこと。

・日
にほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は「英
えいごしょきゅう

語初級A・B」、英
えいごきじゅんがくせい

語基準学生は「日
にほんごし ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を単
たんいしゅ う と く ず

位修得済み、

もしくは履
りし ゅ う め ん じ ょ ず

修免除済みであること。

・言
げんごきょうい く か も く

語教育科目（AP言
げ ん ご

語）は、受
じゅこう

講の条
じょうけん

件を満
み

たすことでグレード番
ばんごう

号に関
かか

わらず履
りしゅう

修できます。
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英
え い ご

語科
か も く

目・日
に ほ ん ご

本語科
か も く

目の履
りし ゅ う

修免
め ん じ ょ

除

　以
い か

下の条
じょうけん

件を満
み

たし、かつ申
しんせい

請後
ご

に実
じっ

施
し

される面
めんせつ

接に合
ごうかく

格した場
ば あ い

合に、英
え い ご

語および日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく

の履
りしゅうめんじょ

修免除を受
う

けることができます。

⃝ 通
つうじょう

常在
ざ い が く じ

学時
◦英

え い ご か も く

語科目
　申

しんせい

請条
じょうけん

件：①申
し ん せ い か も く

請科目は、申
しんせい

請セメスターに履
りしゅう

修していない科
か も く

目であること。
　　　　　　②‌TOEFL‌iBT®‌Test、IELTS、PTE‌Academic、Pearson‌Progress‌Testまたは

TOEIC®‌Testsのいずれかにおいて指
し て い

定されたスコアを取
しゅとく

得していること。
　免

めんじょ

除条
じょうけん

件：①‌申
しんせい

請セメスター修
しゅうりょう

了時
じ て ん

点で、履
りしゅうちゅう

修中の全
ぜ ん え い ご

英語科
か

目
もく

の成
せいせき

績が有
ゆうこうひょうか

効評価（A+・A・
B・C）であること。

◦日
に ほ ん ご か も く

本語科目
　‌申

しんせい

請条
じょうけん

件：①申
し ん せ い か も く

請科目は、申
しんせい

請セメスターに履
りしゅう

修していない科
か も く

目であること。
　　　　　　②‌日

に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験または日
にほ ん り ゅ う が く し け ん

本留学試験のいずれかにおいて指
し て い

定されたスコアを
取
しゅとく

得していること。
　　　　　　③‌指

し て い

定されたスコアを取
しゅとく

得していない場
ば あ い

合は、申
しんせいし ょ

請書に日
に ほ ん ご か も く

本語科目クラス
担
たんとうきょういん

当教員（過
か こ

去のクラス担
たんとう

当でも可
か

）の推
すいせんしょめい

薦署名が記
き さ い

載されていること。
　免

めんじょ

除条
じょうけん

件：①‌申
しんせい

請セメスターに日
に ほ ん ご

本語科
か も く

目を履
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ば あ い
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本語科
か も く
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せいせき
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ゆうこうひょうか

効評価（A+・A・B・C）であること。
　　　　　　②‌申
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請後に実
じ っ し
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面
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接に合
ごうかく
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⃝ 交
こうかんりゅうがくじ

換留学時または休
きゅうがくじ

学時
◦英

え い ご か も く

語科目
　‌申

しんせい
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もしくは休
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学中に取
しゅとく

得していること。
　　　　　　③‌APUに復

ふくがく

学または交
こうかんりゅうがく

換留学からAPUで学
がくしゅう

修を再
さいかい

開する直
ちょくぜん

前のセメスターに
申
しんせい

請をすること。

◦日
に ほ ん ご か も く

本語科目
　‌申

しんせい

請条
じょうけん
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申
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◦�申
しんせいじょうけん

請条件に当
あ

てはまらない場
ば あ い

合は、履
りしゅうめんじょ

修免除の対
たいしょう

象となりません。履
りしゅうめんじょ

修免除を受
う

けた場
ば

合
あい

、
次
つぎ

のレベルまたは適
てきせつ

切なレベルの科
か も く

目から履
りしゅう

修をすることが可
か の う

能です。なお、必
ひっしゅうかもく

修科目の
履
りしゅうめんじょ

修免除を受
う

けた場
ば あ い

合は、その単
た ん い す う ぶ ん

位数分を「言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目および共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目」分
ぶん

野
や

にて
修
しゅうとく

得する必
ひつよう

要があります。

言
げ ん ご

語科
か も く

目の履
り し ゅ う

修免
め ん じ ょ

除について

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げん
語ご
教きょ
う
い
く育
科か
目もく
）
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＜日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく

の履
りしゅう

修免
めんじょ

除基
きじゅん

準＞

科
か も く め い

目名 履
りしゅう

修免
めんじょ

除の基
きじゅん

準

日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅰ
日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（旧
きゅう

） 4 級
きゅう

または日
に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験（新
しん

）N 5
日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅱ

日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅲ 日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験 3 級
きゅう

（旧
きゅう

）または日
に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験（新
しん

）N 4

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級
日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・日
に ほ ん ご

本語200点
てん

以
いじょう

上

または日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（新
しん

）N 3 以
いじょう

上

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうじょうきゅう

上級
日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・日
に ほ ん ご

本語220点
てん

以
いじょう

上

または日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（新
しん

）N 3 以
いじょう

上

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級
日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・日
に ほ ん ご

本語240点
てん

以
いじょう

上

または日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（新
しん

）N 2 以
いじょう

上

英
え い ご

語アドバンストトラック

科
か も く め い

目名（単
た ん い す う

位数） TOEFL iBT®

 Test IELTS GSE TOEIC® Tests

英
えいごじょうきゅう

語上級1A（4）英
えいごじょうきゅう

語上級1B（2） 70 6.5 58
L410/R395
S164/W156

英
えいごじょうきゅう

語上級2A（4）英
えいごじょうきゅう

語上級2B（2） 80 7.0 65
L430/R410
S174/W168

＜英
え い ご

語科
か

目
もく

の履
りしゅう

修免
めんじょ

除基
きじゅん

準＞

英
え い ご

語スタンダードトラック

科
か も く め い

目名（単
た ん い す う

位数） TOEFL iBT®

 Test IELTS GSE TOEIC® Tests

英
えいごしょきゅう

語初級A
（4）

英
えいごしょきゅう

語初級B
（2）

37 4.5 35
L125/R130/
S92/W74

英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級A
（4）

英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級B
（2）

48 5.0 39
L230/R230/
S110/W106

英
えいごちゅうきゅう

語中級A
（4）

英
えいごちゅうきゅう

語中級B
（2）

55 5.5 44
L285/R285/
S122/W122

英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級A
（4）

英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級B
（2）

61 6.0 50
L330/R325
S138/W134

◦‌指
し て い

定された試
し け ん

験のスコアシート原
げんぽん

本を申
し ん せ い き か ん な い

請期間内に提
ていしゅつ

出してください。申
しん せ い き か ん な い

請期間内に窓
まどぐち

口に来
らいしつ

室
できない場

ば あ い

合は、郵
ゆうそう

送での提
ていしゅつ

出を認
みと

めます（締
しめきりびひっちゃく

切日必着）。スコアシートの原
げんぽん

本とは、各
か く し け ん

試験
を実

じ っ し

施する協
きょうかい

会等
とう

が発
はっこう

行したスコアレポートや合
ご う ひ

否の結
け っ か

果が明
めい

記
き

された証
しょうめいしょ

明書、通
つ う ち し ょ な ど

知書等
のことです。インターネットでダウンロードしたものやコピー、FAXでの申

しんせい

請はできません。また、‌
必
かなら

ず有
ゆう こ う き げ ん な い

効期限内のスコアシートを提
ていしゅつ

出してください。なお、原
げんぽん

本の返
へんきゃく

却を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、その旨
むね

を
アカデミック・オフィスに伝

つた

えてください。
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交
こうかんりゅうがくじ

換留学時または休
きゅうがくじしんせい

学時申請スケジュール

申
し ん せ い

請期
き

間
か ん

面
め ん せ つ

接日
び

結
け っ か

果が反
は ん え い

映されるセメスター

2020年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター
2020年

ねん

7 月
がつ

８ 日㈬
　　　～ ８月

がつ

24日㈪ 1６：30

2020年
ねん

9 月
がつ

2 日㈬
　　　　　～ 9月

がつ

4 日㈮
2020年

ねん

度
ど

秋
あき

セメスター

2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター
2021年

ねん

1 月
がつ

13日㈬
　　　～ 2月

がつ

2６日㈮ 1６：30

2021年
ねん

3 月
がつ

3 日㈬
　　　　　～ 3月

がつ

5 日㈮
2021年

ねん

度
ど

春
はる

セメスター

● 日
にほんごしゅうちゅうがくしゅう

本語集中学習プログラム「日
に ほ ん ご

本語イマージョン」を受
じゅこう

講した場
ば あ い

合

‌ 日
にほんごしゅうちゅうがくしゅう

本語集中学習プログラムで実
じ っ し

施される履
りしゅ う め ん じ ょ し け ん

修免除試験に申
しんせい

請し、合
ごうかく

格することで、日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく

（日
に ほ ん

本語
ごちゅうじょうきゅう

中上級もしくは日
にほんごじょうきゅう

本語上級）の履
りしゅうめんじょ

修免除を受
う

けることができます。

AP言
げ ん ご

語科
か も く

目の履
り し ゅ う め ん じ ょ

修免除

　AP言
げ ん ご か も く

語科目の履
りしゅうめんじょ

修免除は、申
しんせいしょ

請書、資
し か く し け ん

格試験のスコアの提
ていしゅつ

出と面
めんせつ

接により総
そうごうてき

合的に判
はんだん

断します。

・‌‌指
し て い

定された試
し け ん

験のスコアシート原
げんぽん

本を申
しん せ い き か ん な い

請期間内に提
ていしゅつ

出してください。申
しんせい

請期
き か ん

間内
ない

に窓
まどぐち

口

に来
らいしつ

室できない場
ば あ い

合は郵
ゆうそう

送での提
ていしゅつ

出を認
みと

めます（締
しめきりびひ っ ち ゃ く

切日必着）。スコアシートの原
げんぽん

本と

は、各
か く し け ん

試験を実
じ っ し

施する協
きょうかい

会等
とう

が発
はっこう

行したスコアレポートや合
ご う ひ

否の結
け っ か

果が明
め い き

記された証
しょうめいしょ

明書、

通
つ う ち し ょ な ど

知書等のことです。インターネットでダウンロードしたものやコピー、FAXでの申
しんせい

請は

できません。なお、原
げんぽん

本の返
へんきゃく

却を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、その旨
むね

をアカデミック・オフィスに伝
つた

えてください。

・‌資
し か く し け ん

格試験のスコアがない場
ば あ い

合でも、言
げ ん ご

語の学
がくしゅうほうほう

習方法、修
しゅうとく

得レベルの申
しんこく

告によって申
しんせい

請をする

ことができます。

・‌面
めんせつ

接を受
う

けることができない場
ば

合
あい

は、履
りしゅうめんじょ

修免除申
しんせい

請が取
とり

消
け

しになります。必
かなら

ず予
よ

定
てい

を空
あ

けて

おいてください。

・‌AP言
げ ん ご か も く

語科目において履
りしゅうめんじょ

修免除を受
う

けた場
ば あ い

合でも、日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は「英
えいごしょきゅう

語初級A・B」、

英
えいごきじ ゅ ん が く せ い

語基準学生は「日
にほん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を単
た ん い

位修
しゅうとく

得もしくは履
りしゅうめんじょ

修免除とならなければ、次
つぎ

の

レベルのAP言
げ ん ご か も く

語科目を履
りしゅう

修できません。

在
ざ い が く じ し ん せ い

学時申請スケジュール

申
し ん せ い

請期
き

間
か ん

面
め ん せ つ

接日
び

結
け っ か は っ ぴ ょ う

果発表日
び

2020年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター
2020年

ねん

7 月
がつ

８ 日㈬～ 7月
がつ

20日㈪ 1６：30
2020年

ねん

7月
がつ

29日㈬
2020年

ねん

9 月
がつ

14日㈪

成
せいせきはっぴょう

績発表日
び

2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター
2021年

ねん

1 月
がつ

13日㈬～ 1月
がつ

25日㈪ 1６：30
2021年

ねん

2月
がつ

3 日㈬
2021年

ねん

3 月
がつ

15日㈪

成
せいせきはっぴょう

績発表日
び

＜申
し ん せ い

請スケジュール＞
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そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績
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し
ゅ
う
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も
く

習
科
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Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育

科か

目も
く

）

科
か も く め い

目名 履
り し ゅ う

修免
め ん じ ょ

除の基
き じ ゅ ん

準

中
ちゅうごくご

国語Ⅰ 中
ちゅうごくご

国語検
けんてい

定試
し け ん

験準
じゅん

4 級
きゅう

、実
じつよう

用中
ちゅうごくご

国語技
ぎ の う

能検
けんてい

定試
し け ん

験準
じゅん

4 級
きゅう

、新
しん

HSK 1 級
きゅう

中
ちゅうごくご

国語Ⅱ 中
ちゅうごくご

国語検
けんてい

定試
し け ん

験 4 級
きゅう

、実
じつよう

用中
ちゅうごくご

国語技
ぎ の う

能検
けんてい

定試
し け ん

験 4 級
きゅう

、新
しん

HSK 2 級
きゅう

中
ちゅうごくご

国語Ⅲ 中
ちゅうごくご

国語検
けんてい

定試
し け ん

験 3 級
きゅう

、実
じつよう

用中
ちゅうごくご

国語技
ぎ の う

能検
けんてい

定試
し け ん

験 3 級
きゅう

、新
しん

HSK 3 級
きゅう

韓
かんこく

国語
ご

Ⅰ 韓
かんこく

国語
ご

能
のうりょく

力試
し け ん

験 1 級
きゅう

、「ハングル」能
のうりょく

力検
けんてい

定試
し け ん

験 5 級
きゅう

韓
かんこく

国語
ご

Ⅱ 韓
かんこく

国語
ご

能
のうりょく

力試
し け ん

験 2 級
きゅう

、「ハングル」能
のうりょく

力検
けんてい

定試
し け ん

験 4 級
きゅう

韓
かんこく

国語
ご

Ⅲ 韓
かんこく

国語
ご

能
のうりょく

力試
し け ん

験 3 級
きゅう

、「ハングル」能
のうりょく

力検
けんてい

定試
し け ん

験 3 級
きゅう

スペイン語
ご

Ⅰ スペイン語
ご

技
ぎ の う

能検
けんてい

定 5 級
きゅう

スペイン語
ご

Ⅱ スペイン語
ご

技
ぎ の う

能検
けんてい

定 4 級
きゅう

スペイン語
ご

Ⅲ スペイン語
ご

技
ぎ の う

能検
けんてい

定 3 級
きゅう

・上
じ ょ う き い が い

記以外の科
か も く

目（マレー語
ご

・インドネシア語
ご

、タイ語
ご

、ベトナム語
ご

）についても申
しんせい

請が可
か の う

能です。

‌詳
しょうさい

細は、アカデミック・オフィスのWEBサイトで確
かくにん

認してください。

＜AP言
げ ん ご

語科
か も く

目の履
りしゅう

修免
めんじょ

除基
きじゅん

準＞（目
め や す

安）

＜申
しんせい

請スケジュール(AP言
げん

語
ご

)＞

申
し ん

請
せ い

期
き

間
か ん

面
め ん せ つ

接日
び 結

け っ か

果が反
は ん え い

映される
セメスター

2020年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター
2020年

ねん

6 月
がつ

8 日㈪～ 7月
がつ

17日㈮ 16 ： 30
2020年

ねん

7 月
がつ

29日㈬ 2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター

2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター
2020年

ねん

12月
がつ

1 日㈫～2021年
ねん

１月
がつ

15日㈮ 16 ： 30
2021年

ねん

1 月
がつ

27日㈬ 2021年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター

● 海
かいがいしゅうちゅうげんごけんしゅう

外集中言語研修「AP言
げ ん ご

語イマージョン」を受
じゅこう

講した場
ば あ い

合

　‌海
かいがいしゅうちゅうげんごけんしゅう

外集中言語研修で実
じ っ し

施される履
りしゅ う め ん じ ょ し け ん

修免除試験に合
ごうかく

格することで、受
じゅこう

講したAP言
げ ん ご か も く

語科目の履
り

修
しゅうめんじょ

免除を受
う

けることができます。
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準

中
ちゅうごくご

国語Ⅰ 中
ちゅうごくご

国語検
けんてい
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し け ん
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じゅん
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きゅう

、実
じつよう

用中
ちゅうごくご

国語技
ぎ の う

能検
けんてい

定試
し け ん
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じゅん

4 級
きゅう

、新
しん

HSK 1 級
きゅう

中
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国語Ⅱ 中
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国語検
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し け ん

験 3 級
きゅう

、実
じつよう

用中
ちゅうごくご

国語技
ぎ の う

能検
けんてい

定試
し け ん

験 3 級
きゅう

、新
しん

HSK 3 級
きゅう

韓
かんこく

国語
ご

Ⅰ 韓
かんこく

国語
ご

能
のうりょく

力試
し け ん

験 1 級
きゅう

、「ハングル」能
のうりょく

力検
けんてい

定試
し け ん

験 5 級
きゅう

韓
かんこく

国語
ご

Ⅱ 韓
かんこく

国語
ご

能
のうりょく

力試
し け ん

験 2 級
きゅう

、「ハングル」能
のうりょく

力検
けんてい

定試
し け ん

験 4 級
きゅう

韓
かんこく

国語
ご

Ⅲ 韓
かんこく

国語
ご

能
のうりょく

力試
し け ん

験 3 級
きゅう

、「ハングル」能
のうりょく

力検
けんてい

定試
し け ん

験 3 級
きゅう

スペイン語
ご

Ⅰ スペイン語
ご

技
ぎ の う

能検
けんてい

定 5 級
きゅう

スペイン語
ご

Ⅱ スペイン語
ご

技
ぎ の う

能検
けんてい

定 4 級
きゅう

スペイン語
ご

Ⅲ スペイン語
ご

技
ぎ の う

能検
けんてい

定 3 級
きゅう

・上
じ ょ う き い が い

記以外の科
か も く

目（マレー語
ご

・インドネシア語
ご

、タイ語
ご

、ベトナム語
ご

）についても申
しんせい

請が可
か の う

能です。

‌詳
しょうさい

細は、アカデミック・オフィスのWEBサイトで確
かくにん

認してください。

＜AP言
げ ん ご

語科
か も く

目の履
りしゅう

修免
めんじょ

除基
きじゅん

準＞（目
め や す

安）

＜申
しんせい

請スケジュール(AP言
げん

語
ご

)＞

申
し ん

請
せ い

期
き

間
か ん

面
め ん せ つ

接日
び 結

け っ か

果が反
は ん え い

映される
セメスター

2020年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター
2020年

ねん

6 月
がつ

8 日㈪～ 7月
がつ

17日㈮ 16 ： 30
2020年

ねん

7 月
がつ

29日㈬ 2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター

2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター
2020年

ねん

12月
がつ

1 日㈫～2021年
ねん

１月
がつ

15日㈮ 16 ： 30
2021年

ねん

1 月
がつ

27日㈬ 2021年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター

● 海
かいがいしゅうちゅうげんごけんしゅう

外集中言語研修「AP言
げ ん ご

語イマージョン」を受
じゅこう

講した場
ば あ い

合

　‌海
かいがいしゅうちゅうげんごけんしゅう

外集中言語研修で実
じ っ し

施される履
りしゅ う め ん じ ょ し け ん

修免除試験に合
ごうかく

格することで、受
じゅこう

講したAP言
げ ん ご か も く

語科目の履
り

修
しゅうめんじょ

免除を受
う

けることができます。

83

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

単たん
位い
認にん
定てい
制せい
度ど
に
つ
い
て

2.2.12 2017年
ね ん ど

度カリキュラム適
てきよう

用　単
たん

位
い

認
にん

定
てい

制
せい

度
ど

について

　単
たん

位
い

認
にんてい

定制
せい

度
ど

とは、他
た

大
だいがくとう

学等で単
たん

位
い

修
しゅうとく

得した科
か

目
もく

を授
じゅぎょうないよう

業内容や授
じゅぎょうじかんすうとう

業時間数等を考
こうりょ

慮して、

APUの科
か

目
もく

の単
たん

位
い

として認
にんてい

定し、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
たん

位
い

の一
い ち ぶ

部として認
みと

めることができる制
せい

度
ど

です。

対
たいしょう

象プログラム

・交
こうかんりゅうがく

換留学（海
かいがい

外）（175ページ）

・交
こうかんりゅうがく

換留学（国
こくない

内）（178ページ）

・国
こくさいきょうようだいがく

際教養大学　冬
とう

期
き

留
りゅうがく

学プログラム（179ページ）

・立
りつめいかんだいがく

命館大学　夏
なつ

セッション留
りゅうがく

学プログラム（179ページ）

・入
にゅうがくまえたんいにんてい

学前単位認定（192ページ）

・放
ほうそうだいがく

送大学（196ページ）

・大
おおいただいがく

分大学との正
せい

課
か

交
こうりゅう

流プログラム（197ページ）

・大
おおいただいがく

分大学　オンデマンド（193ページ）

・とよのまなびコンソーシアム単
た ん い ご か ん

位互換（193ページ）

・サービスラーニング（173ページ）

単
た ん い に ん て い し ん せ い ほ う ほ う

位認定申請方法および申
し ん せ い

請期
き

間
か ん

　各
かく

プログラムの募
ぼしゅうようこう

集要項やハンドブックの該
がいとう

当ページで確
かくにん

認してください。

単
た ん

位
い

認
にん て い じ ょ う げ ん す う

定上限数
　上

じょうきたいしょう

記対象プログラムの合
ごうけい

計で、APUの単
た ん い

位として認
にんてい

定できる上
じょうげん

限は、60単
たん

位
い

です。

　他
た

大
だいがく

学で修
しゅうとく

得した科
か

目
もく

が言
げんごきょういく

語教育科
か

目
もく

、共
きょうつうきょうよう

通教養科
か

目
もく

、自
じ

学
がく

部
ぶ

専
せんもんきょういく

門教育科
か

目
もく

、他
た

学
がく

部
ぶ

専
せんもん

門

教
きょういく

育科
か

目
もく

のいずれに該
がいとう

当するかは、APUが判
はんだん

断します。
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２
０
１
７
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
図ず

Ａ
Ｐ
Ｓ

＜2017年
ね ん ど

度カリキュラム図
ず

 APS＞

2.2.13 2017年
ね ん ど

度カリキュラム図
ず

100（１回生）

共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

言
　
　
語
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

英語　スタンダードトラック 英語初級A‌ 4
英語初級B‌ 2
英語準中級A‌ 4
英語準中級B‌ 2

英語　アドバンストトラック 英語上級1A 4
英語上級1B 2
英語上級2A 4
英語上級2B 2

日本語 日本語初級Ⅰ‌ 4
日本語初級Ⅱ‌ 4
日本語初級Ⅲ‌ 4
日本語中級 4

AP言語 中国語Ⅰ 4 タイ語Ⅰ 4
韓国語Ⅰ 4 ベトナム語Ⅰ 4
マレー語･インドネシア語Ⅰ 4
スペイン語Ⅰ 4

特定講義

海外集中言語研修 2 特殊講義（言語教育科目） 2
アジア太平洋言語入門 2

共
　
通
　
教
　
養
　
科
　
目

APU‌リテラシー

スタディスキル・アカデミックライティング 2 異文化フィールドワークⅠ 2 ピアリーダートレーニングⅠ 2
多文化協働ワークショップ 2 異文化フィールドワークⅡ 2 海外学習デザイン 2
平和・ヒューマニティ・民主主義 2 多文化比較論 2 APSブリッジプログラム 2
異文化間コミュニケーション入門 2 ピアリーダートレーニング入門 2

世界市民基盤

アジア太平洋学系
アジア太平洋の言語 2 アジア太平洋の地理 2 アジア太平洋の歴史 2
アジア太平洋の宗教 2 アジア太平洋の文化と社会 2 アジア太平洋の経済 2

日本学系
日本の地理 2 日本の歴史 2 日本国憲法 2
日本の文化と社会 2 日本の経済 2 特殊講義（日本学） 2

基礎系 法学 2 心理学 2 生命倫理 2

学部専攻入門系
文化・社会学入門‌●‌(CSM) 2 政治学入門 2 観光学入門‌●‌(HT) 2
メディア入門‌●‌(CSM) 2 開発学入門‌●‌(ED) 2 経済学入門 2
国際関係論入門‌●‌(IRP) 2 環境学入門‌●‌(ED) 2

社会ニーズ
基礎スキル系

統計学 2 ロジカルシンキングとフレームワーク 2 特殊講義（共通教養科目） 2
ネゴシエーションスキル 2 キャリア・デザインⅠ 2

ICT系 インターネット入門 2 プログラミング 2
コンピューターリテラシー 2

Ａ
Ｐ
Ｓ
専
門
教
育
科
目

コア科目（* 1） APS入門 2 地域研究入門 2

環境・開発（ED）

観光学（HT）

国際関係（IRP）

文化・社会・メディア（CSM）

APS共通A（* 1）
APS共通B（* 2 ）

演習（* 2 ）
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ず

100（１回生）

共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

言
　
　
語
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

英語　スタンダードトラック 英語初級A‌ 4
英語初級B‌ 2
英語準中級A‌ 4
英語準中級B‌ 2

英語　アドバンストトラック 英語上級1A 4
英語上級1B 2
英語上級2A 4
英語上級2B 2

日本語 日本語初級Ⅰ‌ 4
日本語初級Ⅱ‌ 4
日本語初級Ⅲ‌ 4
日本語中級 4

AP言語 中国語Ⅰ 4 タイ語Ⅰ 4
韓国語Ⅰ 4 ベトナム語Ⅰ 4
マレー語･インドネシア語Ⅰ 4
スペイン語Ⅰ 4

特定講義

海外集中言語研修 2 特殊講義（言語教育科目） 2
アジア太平洋言語入門 2

共
　
通
　
教
　
養
　
科
　
目

APU‌リテラシー

スタディスキル・アカデミックライティング 2 異文化フィールドワークⅠ 2 ピアリーダートレーニングⅠ 2
多文化協働ワークショップ 2 異文化フィールドワークⅡ 2 海外学習デザイン 2
平和・ヒューマニティ・民主主義 2 多文化比較論 2 APSブリッジプログラム 2
異文化間コミュニケーション入門 2 ピアリーダートレーニング入門 2

世界市民基盤

アジア太平洋学系
アジア太平洋の言語 2 アジア太平洋の地理 2 アジア太平洋の歴史 2
アジア太平洋の宗教 2 アジア太平洋の文化と社会 2 アジア太平洋の経済 2

日本学系
日本の地理 2 日本の歴史 2 日本国憲法 2
日本の文化と社会 2 日本の経済 2 特殊講義（日本学） 2

基礎系 法学 2 心理学 2 生命倫理 2

学部専攻入門系
文化・社会学入門‌●‌(CSM) 2 政治学入門 2 観光学入門‌●‌(HT) 2
メディア入門‌●‌(CSM) 2 開発学入門‌●‌(ED) 2 経済学入門 2
国際関係論入門‌●‌(IRP) 2 環境学入門‌●‌(ED) 2

社会ニーズ
基礎スキル系

統計学 2 ロジカルシンキングとフレームワーク 2 特殊講義（共通教養科目） 2
ネゴシエーションスキル 2 キャリア・デザインⅠ 2

ICT系 インターネット入門 2 プログラミング 2
コンピューターリテラシー 2

Ａ
Ｐ
Ｓ
専
門
教
育
科
目

コア科目（* 1） APS入門 2 地域研究入門 2

環境・開発（ED）

観光学（HT）

国際関係（IRP）

文化・社会・メディア（CSM）

APS共通A（* 1）
APS共通B（* 2 ）

演習（* 2 ）
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■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
図ず
Ａ
Ｐ
Ｓ

200（２回生） 300（３回生） 400（４回生）
英語中級A‌ 4 英語ビジネス・ライティング 2 ジャーナリズムのための英語 2
英語中級B‌ 2 英語ビジネス・プレゼンテーション 2
英語準上級A‌ 4 英語ディスカッションとディベート 2
英語準上級B‌ 2 英語プロジェクト１ 2
ビジネス英語1‌ 2 メディアのなかの英語 2 英語プロジェクト２ 2
ビジネス英語2‌ 2
英語多読 2

日本語中上級 4 日本語プロジェクトD 2 キャリア日本語 4
日本語上級 4 日本語プロジェクトE‌ 2 日本語ビジネスコミュニケーションA 2
日本語プロジェクトA‌ 2 日本語プロジェクトF‌ 2 日本語ビジネスコミュニケーションB 2
日本語プロジェクトB‌ 2 講義の日本語 2
日本語プロジェクトC‌ 2 日本語・日本文化 2

日本語・日本社会 2
中国語Ⅱ・Ⅲ 4･4 タイ語Ⅱ・Ⅲ 4･4 中国語Ⅳ 4 タイ語Ⅳ 2
韓国語Ⅱ・Ⅲ 4･4 ベトナム語Ⅱ・Ⅲ 4･4 韓国語Ⅳ 4 ベトナム語Ⅳ 2
マレー語･インドネシア語Ⅱ・Ⅲ 4･4 マレー語･インドネシア語Ⅳ 2
スペイン語Ⅱ・Ⅲ 4･4 スペイン語Ⅳ 2
日本語教育のための日本語学 2 TESOL 2
日本語教授法 2 英語検定試験対策講座Ⅰ 2
国連公用語概論Ⅰ 2 英語検定試験対策講座Ⅱ 2
国連公用語概論Ⅱ 2 英語検定試験対策講座Ⅲ 2
国連公用語概論Ⅲ 2
ピアリーダートレーニングⅡＡ 2
ピアリーダートレーニングⅡB 2

茶道 2 日本の伝統芸能 2
華道 2
環境科学 2 ウェルネス 2

メディア制作ラボ 2 インターンシップ 2 キャリア・デザインⅢ 2
ボランティア研究 2 キャリア・デザインⅡ 2 キャリア・デザインⅣ 2
データマイニング 2 インターネット技術統合 2 データベースシステム 2
GIS入門 2 特殊講義（ICT） 2

生物多様性 2 開発社会学・人類学　 2 産業生態学 2 開発経済学 2
地球環境問題 2 国際協力論 2 環境モデリング 2 コミュニティー開発論 2
環境と社会 2 開発政治論 2 GISとリモートセンシング 2 開発のプロジェクト・マネジメント 2
都市環境と開発 2 紛争と開発 2 資源マネジメント 2 国際経済学 2
エコ・ツーリズム論 2 環境・開発　フィールド・スタディ 2 環境コミュニケーション 2 国際機構論 2
コミュニティ・ベース・ツーリズム 2 環境経済学 2 NPO/NGO研究 2
基礎演習（環境・開発） 2 環境政策 2 環境・開発　特殊講義 2

開発政策 2
観光社会学 2 コミュニティ・ベース・ツーリズム 2 観光経済学 2 観光開発と計画 2
旅行産業論 2 ホスピタリティ・マーケティング 2 MICE産業論 2 リゾート開発 2
遺産観光論 2 ホスピタリティ・マネジメント 2 農業遺産とツーリズム 2 開発のプロジェクト・マネジメント 2
観光文化論と観光史 2 イベントマネジメント 2 観光・ホスピタリティと法 2 オペレーションズ・リサーチ 2
エコ・ツーリズム論 2 観光学　フィールド・スタディ 2 健康とウェルネスツーリズム 2 組織行動論(上級) 2
文化人類学 2 観光とソーシャルメディア 2 人材マネジメント(上級) 2
基礎演習（観光学） 2 観光地マーケティングとマネジメント 2 観光学　特殊講義 2
国際関係理論 2 国際法 2 アジア太平洋における国際関係 2 冷戦後の紛争と地政学 2
国際協力論 2 国際問題と政策 2 国際機構論 2 グローバルメディアと紛争 2
人権論 2 紛争と開発 2 開発政策 2 暴力とテロリズム 2
政治理論 2 平和学 2 アジア太平洋地域システム論 2 グローバリゼーションと規範 2
開発政治論 2 グローバル化と地域主義 2 国際政治経済学 2 国際紛争解決 2
アジア太平洋の比較政治経済 2 国際関係　フィールド・スタディ 2 アイデンティティと政治 2 日本の対外関係史 2
国際政治史 2 メディアと政治 2 日本の外交政策 2
基礎演習（国際関係） 2 エスニシティと国民国家 2 戦略分析と意思決定 2

国際関係　特殊講義 2
社会理論 2 カルチュラルスタディーズ 2 多文化社会論 2 ジェンダー研究 2
社会心理学 2 メディアと文化 2 組織社会学 2 宗教と信仰 2
社会階層論 2 メディアと法 2 教育と社会 2 アイデンティティと政治 2
国際社会学 2 ニューメディアと社会 2 エスニシティと国民国家 2 グローバリゼーションと規範 2
文化人類学 2 人文学と近代 2 メディアと歴史 2 日本の対外関係史 2
グローバル・ヒストリー 2 言語と社会 2 メディアと政治 2 NPO/NGO研究 2
グローバル化と地域主義 2 文化・社会・メディア　フィールド・スタディ 2 グローバルメディアと紛争 2 文化・社会・メディア　特殊講義 2
基礎演習（文化・社会・メディア） 2
特殊講義（専門教育科目）　 2 APSフィールド・スタディ 2
地域研究　 2 プロジェクト研究 2

調査研究入門 2 専門演習Ⅰ 2 専門演習Ⅱ 2 卒業研究Ⅰ 2
卒業研究Ⅱ 4

● 各
か く が く し ゅ う ぶ ん や

学修分野の必
ひ っ し ゅ う か も く

修科目（39ページ確
か く に ん

認）
* 1  「コア科

か

目
も く

」または「APS共
きょうつう

通A」に配
は い

置
ち

された科
か

目
も く

を履
り し ゅ う

修して修
しゅうとく

得した単
た ん

位
い

はいずれの学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

にも集
しゅう

計
け い

されません。
* 2  「APS共

きょうつう

通B」または「演
えんしゅう

習」に配
は い

置
ち

された科
か

目
も く

を履
り し ゅ う

修して修
しゅうとく

得した単
た ん

位
い

は、全
す べ

ての学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

に集
しゅうけい

計されます。
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ュ
ラ
ム
図ず

Ａ
Ｐ
Ｍ

＜2017年
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ず

 APM＞
100（１回生）

共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

言
　
　
語
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

英語　スタンダードトラック 英語初級A‌ 4
英語初級B‌ 2
英語準中級A‌ 4
英語準中級B‌ 2

英語　アドバンストトラック 英語上級1A 4
英語上級1B 2
英語上級2A 4
英語上級2B 2

日本語 日本語初級Ⅰ‌ 4
日本語初級Ⅱ‌ 4
日本語初級Ⅲ‌ 4
日本語中級 4

AP言語 中国語Ⅰ 4 タイ語Ⅰ 4
韓国語Ⅰ 4 ベトナム語Ⅰ 4
マレー語･インドネシア語Ⅰ 4
スペイン語Ⅰ 4

特定講義

海外集中言語研修 2 特殊講義（言語教育科目） 2
アジア太平洋言語入門 2

共
　
通
　
教
　
養
　
科
　
目

APU‌リテラシー

スタディスキル・アカデミックライティング 2 異文化フィールドワークⅠ 2 ピアリーダートレーニングⅠ 2
多文化協働ワークショップ 2 異文化フィールドワークⅡ 2 海外学習デザイン 2
平和・ヒューマニティ・民主主義 2 多文化比較論 2 APMブリッジプログラム 2
異文化間コミュニケーション入門 2 ピアリーダートレーニング入門 2

世界市民基盤

アジア太平洋学系
アジア太平洋の言語 2 アジア太平洋の地理 2 アジア太平洋の歴史 2
アジア太平洋の宗教 2 アジア太平洋の文化と社会 2 アジア太平洋の経済 2

日本学系
日本の地理 2 日本の歴史 2 日本国憲法 2
日本の文化と社会 2 日本の経済 2 特殊講義（日本学） 2

基礎系 法学 2 心理学 2 生命倫理 2

学部専攻入門系
文化・社会学入門 2 政治学入門 2 観光学入門 2
メディア入門 2 開発学入門 2 経済学入門‌★ 2
国際関係論入門 2 環境学入門 2

社会ニーズ
基礎スキル系

統計学‌★ 2 ロジカルシンキングとフレームワーク 2 特殊講義（共通教養科目） 2
ネゴシエーションスキル 2 キャリア・デザインⅠ 2

ICT系
インターネット入門 2 プログラミング 2
コンピューターリテラシー 2

Ａ
Ｐ
Ｍ
専
門
教
育
科
目

必修科目（* 1）
経営学入門‌★ 2 マーケティング入門‌★ 2
基礎数学‌☆ 2
会計学Ⅰ‌★ 2

会計・ファイナンス（AF）

マーケティング（M）

経営戦略と組織（SMO）

イノベーション・経済学（IE）

APM共通（* 1）

演習（* 2 ）
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２
０
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７
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リ
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ム
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Ａ
Ｐ
Ｍ

＜2017年
ね ん ど

度カリキュラム図
ず

 APM＞
100（１回生）

共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

言
　
　
語
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

英語　スタンダードトラック 英語初級A‌ 4
英語初級B‌ 2
英語準中級A‌ 4
英語準中級B‌ 2

英語　アドバンストトラック 英語上級1A 4
英語上級1B 2
英語上級2A 4
英語上級2B 2

日本語 日本語初級Ⅰ‌ 4
日本語初級Ⅱ‌ 4
日本語初級Ⅲ‌ 4
日本語中級 4

AP言語 中国語Ⅰ 4 タイ語Ⅰ 4
韓国語Ⅰ 4 ベトナム語Ⅰ 4
マレー語･インドネシア語Ⅰ 4
スペイン語Ⅰ 4

特定講義

海外集中言語研修 2 特殊講義（言語教育科目） 2
アジア太平洋言語入門 2

共
　
通
　
教
　
養
　
科
　
目

APU‌リテラシー

スタディスキル・アカデミックライティング 2 異文化フィールドワークⅠ 2 ピアリーダートレーニングⅠ 2
多文化協働ワークショップ 2 異文化フィールドワークⅡ 2 海外学習デザイン 2
平和・ヒューマニティ・民主主義 2 多文化比較論 2 APMブリッジプログラム 2
異文化間コミュニケーション入門 2 ピアリーダートレーニング入門 2

世界市民基盤

アジア太平洋学系
アジア太平洋の言語 2 アジア太平洋の地理 2 アジア太平洋の歴史 2
アジア太平洋の宗教 2 アジア太平洋の文化と社会 2 アジア太平洋の経済 2

日本学系
日本の地理 2 日本の歴史 2 日本国憲法 2
日本の文化と社会 2 日本の経済 2 特殊講義（日本学） 2

基礎系 法学 2 心理学 2 生命倫理 2

学部専攻入門系
文化・社会学入門 2 政治学入門 2 観光学入門 2
メディア入門 2 開発学入門 2 経済学入門‌★ 2
国際関係論入門 2 環境学入門 2

社会ニーズ
基礎スキル系

統計学‌★ 2 ロジカルシンキングとフレームワーク 2 特殊講義（共通教養科目） 2
ネゴシエーションスキル 2 キャリア・デザインⅠ 2

ICT系
インターネット入門 2 プログラミング 2
コンピューターリテラシー 2

Ａ
Ｐ
Ｍ
専
門
教
育
科
目

必修科目（* 1）
経営学入門‌★ 2 マーケティング入門‌★ 2
基礎数学‌☆ 2
会計学Ⅰ‌★ 2

会計・ファイナンス（AF）

マーケティング（M）

経営戦略と組織（SMO）

イノベーション・経済学（IE）

APM共通（* 1）

演習（* 2 ）
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２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
図ず
Ａ
Ｐ
Ｍ

200（２回生） 300（３回生） 400（４回生）
英語中級A‌ 4 英語ビジネス・ライティング 2 ジャーナリズムのための英語 2
英語中級B‌ 2 英語ビジネス・プレゼンテーション 2
英語準上級A‌ 4 英語ディスカッションとディベート 2
英語準上級B‌ 2 英語プロジェクト１ 2

ビジネス英語1‌ 2 メディアのなかの英語 2 英語プロジェクト２ 2
ビジネス英語2‌ 2
英語多読 2

日本語中上級 4 日本語プロジェクトD 2 キャリア日本語 4
日本語上級 4 日本語プロジェクトE‌ 2 日本語ビジネスコミュニケーションA 2
日本語プロジェクトA‌ 2 日本語プロジェクトF‌ 2 日本語ビジネスコミュニケーションB 2
日本語プロジェクトB‌ 2 講義の日本語 2
日本語プロジェクトC‌ 2 日本語・日本文化 2

日本語・日本社会 2

中国語Ⅱ・Ⅲ 4･4 タイ語Ⅱ・Ⅲ 4･4 中国語Ⅳ 4 タイ語Ⅳ 2
韓国語Ⅱ・Ⅲ 4･4 ベトナム語Ⅱ・Ⅲ 4･4 韓国語Ⅳ 4 ベトナム語Ⅳ 2
マレー語･インドネシア語Ⅱ・Ⅲ 4･4 マレー語･インドネシア語Ⅳ 2
スペイン語Ⅱ・Ⅲ 4･4 スペイン語Ⅳ 2

日本語教育のための日本語学 2 TESOL 2
日本語教授法 2 英語検定試験対策講座Ⅰ 2
国連公用語概論Ⅰ 2 英語検定試験対策講座Ⅱ 2
国連公用語概論Ⅱ 2 英語検定試験対策講座Ⅲ 2
国連公用語概論Ⅲ 2

ピアリーダートレーニングⅡＡ 2
ピアリーダートレーニングⅡB 2

茶道 2 日本の伝統芸能 2
華道 2

環境科学 2 ウェルネス 2

メディア制作ラボ 2 インターンシップ 2 キャリア・デザインⅢ 2
ボランティア研究 2 キャリア・デザインⅡ 2 キャリア・デザインⅣ 2

データマイニング 2 インターネット技術統合 2 データベースシステム 2
GIS入門 2 特殊講義（ICT） 2

上級数学‌☆ 2 生産管理論‌★ 2 ビジネスエシックス‌★ 2 グローバル 2
金融論‌★ 2 ビジネス法務戦略‌★ 2 マネジメント
人材と組織行動のマネジメント‌★ 2 （Capstone）‌‌★

会計学Ⅱ 2 原価会計 2 管理会計論 2 金融市場と金融制度 2
財務会計論Ⅰ 2 コーポレート・ファイナンス 2 上級会計 2 国際金融論 2
財務会計論Ⅱ 2 国際会計 2 投資・証券分析 2

監査 2 投資戦略 2
会計　特殊講義 2 ファイナンス　特殊講義 2

Eコマース 2 消費者行動論 2 国際物流論 2 製品開発論 2
マーケティング・リサーチ 2 販売・プロモーションマネジメント 2 国際マーケティング論 2 マーケティング　特殊講義 2
ブランドマネジメント 2 サプライ・チェーン・マネジメント 2 サービスマネジメント 2

ブランドマネジメント 2 経営戦略論 2 サービスマネジメント 2 組織行動論(上級) 2
アントレプレナーシップ 2 サプライ・チェーン・マネジメント 2 国際取引 2 人材マネジメント(上級) 2

ファミリービジネス 2 経営戦略と組織　特殊講義 2
国際物流論 2

マクロ経済学 2 アントレプレナーシップ 2 製品開発論 2 アジア経済論 2
ミクロ経済学 2 技術経営 2 国際経済学 2

オペレーションズ・リサーチ 2 国際政治経済学 2
イノベーション　特殊講義 2 開発経済学 2

経済学　特殊講義 2

ソーシャルアントレプレナーシップ 2 APMフィールド・スタディ 2 ビジネスケース分析･コミュニケーション 2 ビジネスインターンシップ 2
ビジネスデータ分析 2 特殊講義（専門教育科目） 2 経営情報システム 2 プロジェクト研究 2

専門演習Ⅰ 2 専門演習Ⅱ 2
卒業研究 2
卒業論文 4

★ 必
ひ っ し ゅ う か も く

修科目（56ページ確
か く に ん

認）
☆ 必

ひ っ し ゅ う か も く

修科目（数
す う が く

学）（59ページ確
か く に ん

認）
* 1  「必

ひっしゅう

修科
か

目
も く

」または「APM共
きょうつう

通」に配
は い

置
ち

された科
か

目
も く

を履
り し ゅ う

修して修
しゅうとく

得した単
た ん

位
い

はいずれの学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

にも集
しゅうけい

計
されません。

* 2「演
えんしゅう

習」に配
は い

置
ち

された科
か

目
も く

を履
り し ゅ う

修して修
しゅうとく

得した単
た ん

位
い

は、４単
た ん い

位を上
じょうげん

限として全
す べ

ての学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

に集
しゅうけい

計されます。
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■‌

２
０
１
７
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
科か

目も
く

一い
ち
ら
ん覧

）

2.2.14 2017年
ね ん ど

度カリキュラム科
か

目
もくいちらん

一覧

　科
か

目
もく

一
いちらん

覧は、各
かく

科
か

目
もく

に設
せってい

定されている科
か

目
もく

コードや、単
たん

位
い

が集
しゅうけい

計される科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

などの

情
じょうほう

報が記
き

載
さい

されています。開
かいこう

講科
か

目
もく

一
いちらん

覧の各
かく

項
こうもく

目については、下
か き

記より詳
しょうさい

細を確
かくにん

認してくだ

さい。

※‌‌（APMのみ）ただし、「専
せんもんえんしゅう

門演習Ⅰ」、「専
せんもんえんしゅう

門演習Ⅱ」、「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究」および「卒
そつぎょうろんぶん

業論文」で

修
しゅうとく

得した単
た ん い

位は、４単
た ん い

位を上
じょうげん

限として全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野に集
しゅうけい

計されます。

科
か

目
も く

分
ぶ ん

野
や

　科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

欄
らん

には、各
かく

科
か

目
もく

の単
たん

位
い

が集
しゅうけい

計される科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

が下
か き

記の通
とお

り表
ひょうじ

示されています。

学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

　学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

欄
らん

には、配
はい

置
ち

された科
か

目
もく

の単
たん

位
い

が集
しゅうけい

計される学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

が下
か き

記の通
とお

り表
ひょうじ

示されています。

学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

についての詳
しょうさい

細は、APSは35ページ、APMは53ページを確
かくにん

認してください。

科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

科
か

目
もく

一
いちらん

覧表
ひょうじ

示

共
きょうつうきょういくかもく

通教育科目
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目 Language

共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 Liberal‌Arts

専
せん

門
もん

教
きょういく

育科
か

目
もく

APS専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

APS

APM専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

APM

APSおよびAPM専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

APS/APM

学
がく

部
ぶ

学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

科
かも く い ち ら ん ひ ょ う じ

目一覧表示

APS

環
かんきょう

境・開
かいはつ

発
Environment‌and
Development ED

観
かんこうがく

光学 Hospitality‌and‌Tourism HT

国
こくさいかんけい

際関係
International‌Relations‌and
Peace‌Studies IRP

文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア Culture,‌Society‌and‌Media CSM

全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野 ALL

APM

会
かいけい

計・ファイナンス Accounting‌and‌Finance AF

マーケティング Marketing M

経
けいえい

営戦
せんりゃく

略と組
そ し き

織
Strategic‌Management
and‌Organization SMO

イノベーション・経
けいざいがく

済学 Innovation‌and‌Economics IE

全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野 ALL（※）

科
か

目
も く

一
い ち ら ん

覧について
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※‌‌（APMのみ）ただし、「専
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門演習Ⅱ」、「卒
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業論文」で

修
しゅうとく

得した単
た ん い

位は、４単
た ん い

位を上
じょうげん

限として全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野に集
しゅうけい

計されます。

科
か

目
も く

分
ぶ ん

野
や

　科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

欄
らん

には、各
かく

科
か

目
もく

の単
たん

位
い

が集
しゅうけい

計される科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

が下
か き

記の通
とお

り表
ひょうじ

示されています。

学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

　学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

欄
らん

には、配
はい

置
ち

された科
か

目
もく

の単
たん

位
い

が集
しゅうけい

計される学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

が下
か き

記の通
とお

り表
ひょうじ

示されています。

学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

についての詳
しょうさい

細は、APSは35ページ、APMは53ページを確
かくにん

認してください。

科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

科
か

目
もく

一
いちらん

覧表
ひょうじ

示

共
きょうつうきょういくかもく

通教育科目
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目 Language

共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 Liberal‌Arts

専
せん

門
もん

教
きょういく

育科
か

目
もく

APS専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

APS

APM専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

APM

APSおよびAPM専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

APS/APM

学
がく

部
ぶ

学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

科
かも く い ち ら ん ひ ょ う じ

目一覧表示

APS

環
かんきょう

境・開
かいはつ

発
Environment‌and
Development ED

観
かんこうがく

光学 Hospitality‌and‌Tourism HT

国
こくさいかんけい

際関係
International‌Relations‌and
Peace‌Studies IRP

文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア Culture,‌Society‌and‌Media CSM

全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野 ALL

APM

会
かいけい

計・ファイナンス Accounting‌and‌Finance AF

マーケティング Marketing M

経
けいえい

営戦
せんりゃく

略と組
そ し き

織
Strategic‌Management
and‌Organization SMO

イノベーション・経
けいざいがく

済学 Innovation‌and‌Economics IE

全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野 ALL（※）

科
か

目
も く

一
い ち ら ん

覧について
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備
び

考
こ う

　備
び

考
こう

欄
らん

には、下
か き

記の通
とお

り表
ひょうじ

示されています。

概
がいよう

要 科
か

目
もく

一
いちらんひょうじ

覧表示

英
えい

語
ご

スタンダードトラック科
か

目
もく ST

英
えい

語
ご

アドバンストトラック科
か

目
もく AT

複
ふくすうかいじゅこう

数回受講可
か

能
のう

科
か

目
もく ○

参
さんしょうさき

照先ページ P.■
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度
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目
も く

一
い ち ら ん

覧
科目CD

Subject�CD

分野

Field
学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

備考

NotesAPS APM

010081 Language 　 　
日本語初級Ⅰ

4 100
　

Japanese�Foundation�Course�I

010091 Language 　 　
日本語初級Ⅱ

4 100
　

Japanese�Foundation�Course�II

010092 Language 　 　
日本語初級Ⅲ

4 100
　

Japanese�Foundation�Course�III

010101 Language 　 　
日本語中級

4 100
日本語初級Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ

Japanese�Intermediate�Course Japanese�Foundation�Course�I ・ II ・ III

010102 Language 　 　
日本語中上級

4 200
日本語中級

Pre-Advanced�Japanese Japanese�Intermediate�Course

010103 Language 　 　
日本語上級

4 200
日本語中上級

Advanced�Japanese Pre-Advanced�Japanese

010180 Language 　 　
中国語Ⅰ

4 100
　

Chinese�I

010190 Language 　 　
中国語Ⅱ

4 200
中国語Ⅰ

Chinese�II Chinese�I

010200 Language 　 　
中国語Ⅲ

4 200
中国語Ⅱ

Chinese�III Chinese�II

010210 Language 　 　
中国語Ⅳ

4 300
中国語Ⅲ

Chinese�IV Chinese�III

010220 Language 　 　
韓国語Ⅰ

4 100
　

Korean�I

010230 Language 　 　
韓国語Ⅱ

4 200
韓国語Ⅰ

Korean�II Korean�I

010240 Language 　 　
韓国語Ⅲ

4 200
韓国語Ⅱ

Korean�III Korean�II

010250 Language 　 　
韓国語Ⅳ

4 300
韓国語Ⅲ

Korean�IV Korean�III

010260 Language 　 　
マレー語 ・ インドネシア語Ⅰ

4 100
　

Malay/Indonesian�I

010270 Language 　 　
マレー語 ・ インドネシア語Ⅱ

4 200
マレー語･インドネシア語Ⅰ

Malay/Indonesian�II Malay/Indonesian�I

010280 Language 　 　
マレー語 ・ インドネシア語Ⅲ

4 200
マレー語･インドネシア語Ⅱ

Malay/Indonesian�III Malay/Indonesian�II

010281 Language 　 　
マレー語･インドネシア語Ⅳ

2 300
マレー語･インドネシア語Ⅲ

Malay/Indonesian�IV Malay/Indonesian�III

010290 Language 　 　
スペイン語Ⅰ

4 100
　

Spanish�I

010300 Language 　 　
スペイン語Ⅱ

4 200
スペイン語Ⅰ

Spanish�II Spanish�I

010310 Language 　 　
スペイン語Ⅲ

4 200
スペイン語Ⅱ

Spanish�III Spanish�II

010311 Language 　 　
スペイン語Ⅳ

2 300
スペイン語Ⅲ

Spanish�IV Spanish�III

010320 Language 　 　
タイ語Ⅰ

4 100
　

Thai�I

010330 Language 　 　
タイ語Ⅱ

4 200
タイ語Ⅰ

Thai�II Thai�I

010340 Language 　 　
タイ語Ⅲ

4 200
タイ語Ⅱ

Thai�III Thai�II

010341 Language 　 　
タイ語Ⅳ

2 300
タイ語Ⅲ

Thai�IV Thai�III

010350 Language 　 　
ベトナム語Ⅰ

4 100
　

Vietnamese�I

010360 Language 　 　
ベトナム語Ⅱ

4 200
ベトナム語Ⅰ

Vietnamese�II Vietnamese�I

010370 Language 　 　
ベトナム語Ⅲ

4 200
ベトナム語Ⅱ

Vietnamese�III Vietnamese�II

010371 Language 　 　
ベトナム語Ⅳ

2 300
ベトナム語Ⅲ

Vietnamese�IV Vietnamese�III

011100 Language 　 　
英語初級A

4 100
　

ST
Elementary�English�A

011101 Language 　 　
英語初級B

2 100
　

ST
Elementary�English�B

011102 Language 　 　
英語準中級A

4 100
英語初級A ・ B

ST
Pre-Intermediate�English�A Elementary�English�A ・ B

011103 Language 　 　
英語準中級B

2 100
英語初級A ・ B

ST
Pre-Intermediate�English�B Elementary�English�A ・ B

011104 Language 　 　
英語中級A

4 200
英語準中級A ・ B

ST
Intermediate�English�A Pre-Intermediate�English��A ・ B

011105 Language 　 　
英語中級B

2 200
英語準中級A ・ B

ST
Intermediate�English�B Pre-Intermediate�English��A ・ B

011106 Language 　 　
英語準上級A

4 200
英語中級A ・ B

ST
Upper�Intermediate�English�A Intermediate�English��A ・ B

011107 Language 　 　
英語準上級B

2 200
英語中級A ・ B

ST
Upper�Intermediate�English�B Intermediate�English��A ・ B

011200 Language 　 　
英語上級1A

4 100
英語準上級A ・ B

AT
Advanced�English�1A Upper�Intermediate�English�A ・ B

APS�ED :環境開発、HT :観光学、IRP :国際関係、CMS :文化社会 ・ メディア、ALL :全ての学修分野

APM�AF :会計ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション経済学、 ALL :全ての学修分野
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010081 Language 　 　
日本語初級Ⅰ

4 100
　

Japanese�Foundation�Course�I

010091 Language 　 　
日本語初級Ⅱ

4 100
　

Japanese�Foundation�Course�II

010092 Language 　 　
日本語初級Ⅲ

4 100
　

Japanese�Foundation�Course�III

010101 Language 　 　
日本語中級

4 100
日本語初級Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ

Japanese�Intermediate�Course Japanese�Foundation�Course�I ・ II ・ III

010102 Language 　 　
日本語中上級

4 200
日本語中級

Pre-Advanced�Japanese Japanese�Intermediate�Course

010103 Language 　 　
日本語上級

4 200
日本語中上級

Advanced�Japanese Pre-Advanced�Japanese

010180 Language 　 　
中国語Ⅰ

4 100
　

Chinese�I

010190 Language 　 　
中国語Ⅱ

4 200
中国語Ⅰ

Chinese�II Chinese�I

010200 Language 　 　
中国語Ⅲ

4 200
中国語Ⅱ

Chinese�III Chinese�II

010210 Language 　 　
中国語Ⅳ

4 300
中国語Ⅲ

Chinese�IV Chinese�III

010220 Language 　 　
韓国語Ⅰ

4 100
　

Korean�I

010230 Language 　 　
韓国語Ⅱ

4 200
韓国語Ⅰ

Korean�II Korean�I

010240 Language 　 　
韓国語Ⅲ

4 200
韓国語Ⅱ

Korean�III Korean�II

010250 Language 　 　
韓国語Ⅳ

4 300
韓国語Ⅲ

Korean�IV Korean�III

010260 Language 　 　
マレー語 ・ インドネシア語Ⅰ

4 100
　

Malay/Indonesian�I

010270 Language 　 　
マレー語 ・ インドネシア語Ⅱ

4 200
マレー語･インドネシア語Ⅰ

Malay/Indonesian�II Malay/Indonesian�I

010280 Language 　 　
マレー語 ・ インドネシア語Ⅲ

4 200
マレー語･インドネシア語Ⅱ

Malay/Indonesian�III Malay/Indonesian�II

010281 Language 　 　
マレー語･インドネシア語Ⅳ

2 300
マレー語･インドネシア語Ⅲ

Malay/Indonesian�IV Malay/Indonesian�III

010290 Language 　 　
スペイン語Ⅰ

4 100
　

Spanish�I

010300 Language 　 　
スペイン語Ⅱ

4 200
スペイン語Ⅰ

Spanish�II Spanish�I

010310 Language 　 　
スペイン語Ⅲ

4 200
スペイン語Ⅱ

Spanish�III Spanish�II

010311 Language 　 　
スペイン語Ⅳ

2 300
スペイン語Ⅲ

Spanish�IV Spanish�III

010320 Language 　 　
タイ語Ⅰ

4 100
　

Thai�I

010330 Language 　 　
タイ語Ⅱ

4 200
タイ語Ⅰ

Thai�II Thai�I

010340 Language 　 　
タイ語Ⅲ

4 200
タイ語Ⅱ

Thai�III Thai�II

010341 Language 　 　
タイ語Ⅳ

2 300
タイ語Ⅲ

Thai�IV Thai�III

010350 Language 　 　
ベトナム語Ⅰ

4 100
　

Vietnamese�I

010360 Language 　 　
ベトナム語Ⅱ

4 200
ベトナム語Ⅰ

Vietnamese�II Vietnamese�I

010370 Language 　 　
ベトナム語Ⅲ

4 200
ベトナム語Ⅱ

Vietnamese�III Vietnamese�II

010371 Language 　 　
ベトナム語Ⅳ

2 300
ベトナム語Ⅲ

Vietnamese�IV Vietnamese�III

011100 Language 　 　
英語初級A

4 100
　

ST
Elementary�English�A

011101 Language 　 　
英語初級B

2 100
　

ST
Elementary�English�B

011102 Language 　 　
英語準中級A

4 100
英語初級A ・ B

ST
Pre-Intermediate�English�A Elementary�English�A ・ B

011103 Language 　 　
英語準中級B

2 100
英語初級A ・ B

ST
Pre-Intermediate�English�B Elementary�English�A ・ B

011104 Language 　 　
英語中級A

4 200
英語準中級A ・ B

ST
Intermediate�English�A Pre-Intermediate�English��A ・ B

011105 Language 　 　
英語中級B

2 200
英語準中級A ・ B

ST
Intermediate�English�B Pre-Intermediate�English��A ・ B

011106 Language 　 　
英語準上級A

4 200
英語中級A ・ B

ST
Upper�Intermediate�English�A Intermediate�English��A ・ B

011107 Language 　 　
英語準上級B

2 200
英語中級A ・ B

ST
Upper�Intermediate�English�B Intermediate�English��A ・ B

011200 Language 　 　
英語上級1A

4 100
英語準上級A ・ B

AT
Advanced�English�1A Upper�Intermediate�English�A ・ B

APS�ED :環境開発、HT :観光学、IRP :国際関係、CMS :文化社会 ・ メディア、ALL :全ての学修分野

APM�AF :会計ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション経済学、 ALL :全ての学修分野

91

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
科か
目もく
一いち
ら
ん覧
）

科目CD

Subject�CD

分野

Field
学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

備考

NotesAPS APM

011201 Language 　 　
英語上級1B

2 100
英語準上級A ・ B

AT
Advanced�English�1B Upper�Intermediate�English�A ・ B

011202 Language 　 　
英語上級2A

4 100
英語上級1A ・ B

AT
Advanced�English�2A Advanced�English�1�A ・ B

011203 Language 　 　
英語上級2B

2 100
英語上級1A ・ B

AT
Advanced�English�2B Advanced�English�1�A ・ B

011500 Language 　 　
講義の日本語

2 200
日本語上級

Japanese�for�Lectures Advanced�Japanese

011600 Language 　 　
日本語プロジェクトA

2 200
日本語中級

Japanese�Project�A Japanese�Intermediate�Course

011601 Language 　 　
日本語プロジェクトB

2 200
日本語中級

Japanese�Project�B Japanese�Intermediate�Course

011602 Language 　 　
日本語プロジェクトC

2 200
日本語中級

Japanese�Project�C Japanese�Intermediate�Course

011603 Language 　 　
日本語プロジェクトD

2 200
日本語上級

Japanese�Project�D Advanced�Japanese

011604 Language 　 　
日本語プロジェクトE

2 200
日本語上級

Japanese�Project�E Advanced�Japanese

011605 Language 　 　
日本語プロジェクトF

2 200
日本語上級

Japanese�Project�F Advanced�Japanese

011800 Language 　 　
英語ビジネス ・ ライティング

2 300
英語準上級A ・ B

ST
English�for�Business�Writing Upper�Intermediate�English�A ・ B

011801 Language 　 　
英語ビジネス ・ プレゼンテーション

2 300
英語準上級A ・ B

ST
English�for�Business�Presentations Upper�Intermediate�English�A ・ B

011802 Language 　 　
英語ディスカッションとディベート

2 300
英語準上級A ・ B

ST
English�for�Discussion�and�Debate Upper�Intermediate�English�A ・ B

011803 Language 　 　
英語プロジェクト1

2 300
英語準上級A ・ B

ST
English�Project�1 Upper�Intermediate�English�A ・ B

011900 Language 　 　
ビジネス英語1

2 200
英語上級1A ・ B

AT
English�for�Business�1 Advanced�English�1A ・ B

011901 Language 　 　
ビジネス英語2

2 200
英語上級1A ・ B

AT
English�for�Business�2 Advanced�English�1A ・ B

011902 Language 　 　
英語多読

2 200
英語上級1A ・ B

AT
Extensive�Reading�in�English Advanced�English�1A ・ B

011903 Language 　 　
英語プロジェクト2

2 300
英語上級1A ・ B

AT
English�Project�2 Advanced�English�1A ・ B

012010 Language 　 　
海外集中言語研修

2 100
　

○
Intensive�Language�Learning�Overseas

017001 Language 　 　
キャリア日本語

4 300
日本語上級

Career�Japanese� Advanced�Japanese

017002 Language 　 　
日本語ビジネスコミュニケーションA

2 300
日本語上級

Business�Communication�in�Japanese�A Advanced�Japanese

017003 Language 　 　
日本語ビジネスコミュニケーションB

2 300
日本語上級

Business�Communication�in�Japanese�B Advanced�Japanese

017004 Language 　 　
日本語 ・日本文化

2 200
日本語上級

Language�and�Culture�in�Japan Advanced�Japanese

017005 Language 　 　
日本語 ・日本社会

2 200
日本語上級

Language�and�Social�Topics�in�Japan Advanced�Japanese

017013 Language 　 　
英語検定試験対策講座I

2 200
　

English�Proficiency�Test�Preparation�Course�I

017014 Language 　 　
英語検定試験対策講座II

2 200
　

English�Proficiency�Test�Preparation�Course�II

017015 Language 　 　
英語検定試験対策講座III

2 200
　

English�Proficiency�Test�Preparation�Course�III

017016 Language 　 　
メディアのなかの英語

2 200
英語上級1A ・ B

AT
English�of�the�Media Advanced�English�1�A ・ B

017017 Language 　 　
ジャーナリズムのための英語

2 300
英語準上級A ・ B

ST
English�for�Journalism Upper�Intermediate�English�A ・ B

017018 Language 　 　
TESOL

2 200
英語上級1A ・ B

TESOL Advanced�English�1A ・ B

017019 Language 　 　
日本語教育のための日本語学

2 200
日本語上級（日本語基準学生は前提科目なし）

Japanese�Linguistics�for�Japanese�Language�Education Advanced�Japanese

017020 Language 　 　
アジア太平洋言語入門

2 100
　

Introduction�to�Asia�Pacific�Languages

017021 Language 　 　
国連公用語概論I

2 200
　

Introduction�to�Official�Languages�of�the�United�Nations�I

017022 Language 　 　
国連公用語概論II

2 200
　

Introduction�to�Official�Languages�of�the�United�Nations�II

017023 Language 　 　
国連公用語概論III

2 200
　

Introduction�to�Official�Languages�of�the�United�Nations�III

017024 Language 　 　
日本語教授法

2 200
日本語上級（日本語基準学生は前提科目なし）

Japanese�Language�Teaching Advanced�Japanese

017025 Language 　 　
特殊講義（言語教育科目）

2 100
　

○
Special�Lecture�(Language�Education�Subject)

017026 Language 　 　
特殊講義（言語教育科目）

2 100
　

Special�Lecture�(Language�Education�Subject)

020022 Liberal�Arts 　 　
政治学入門

2 100
　

Introduction�to�Political�Science

020023 Liberal�Arts 　 　
国際関係論入門

2 100
　

Introduction�to�International�Relations

020031 Liberal�Arts 　 　
経済学入門

2 100
　

Introduction�to�Economics



92

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
科か

目も
く

一い
ち
ら
ん覧

）

科目CD

Subject�CD

分野

Field
学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

備考

NotesAPS APM

020035 Liberal�Arts 　 　
文化 ・社会学入門

2 100
　

Introduction�to�Culture�and�Society

020036 Liberal�Arts 　 　
開発学入門

2 100
　

Introduction�to�Development�Studies

020038 Liberal�Arts 　 　
GIS入門

2 200
　

Introduction�to�GIS

020039 Liberal�Arts 　 　
観光学入門

2 100
　

Introduction�to�Tourism�and�Hospitality

020041 Liberal�Arts 　 　
インターネット入門

2 100
　

Introduction�to�the�Internet

020050 Liberal�Arts 　 　
ウェルネス

2 200
　

Health�Science

020051 Liberal�Arts 　 　
生命倫理

2 100
　

Bioethics

020091 Liberal�Arts 　 　
コンピューターリテラシー

2 100
　

Computer�Literacy

020092 Liberal�Arts 　 　
インターネット技術統合

2 200
　

Internet�Technology�Integration

020097 Liberal�Arts 　 　
データベースシステム

2 300
　

Database�Systems

020241 Liberal�Arts 　 　
日本の経済

2 100
　

Japanese�Economy

020242 Liberal�Arts 　 　
日本の文化と社会

2 100
　

Japanese�Culture�and�Society

020255 Liberal�Arts 　 　
特殊講義（共通教養科目）

2 100
　

○
Special�Lecture�(Liberal�Arts�Subject)

021005 Liberal�Arts 　 　
異文化間コミュニケーション入門

2 100
　

Introduction�to�Intercultural�Communication

021008 Liberal�Arts 　 　
日本の歴史

2 100
　

Japanese�History

021011 Liberal�Arts 　 　
環境学入門

2 100
　

Introduction�to�Environmental�Studies

021012 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の地理

2 100
　

Geography�of�the�Asia�Pacific

021013 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の言語

2 100
　

Languages�of�the�Asia�Pacific

021014 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の宗教

2 100
　

Religions�of�the�Asia�Pacific

021015 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の文化と社会

2 100
　

Culture�and�Society�of�the�Asia�Pacific

021017 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の歴史

2 100
　

History�of�the�Asia�Pacific

021043 Liberal�Arts 　 　
日本国憲法

2 100
　

Constitution�of�Japan

021130 Liberal�Arts 　 　
キャリア ・ デザインⅠ

2 100
　

Career�Design�I

021131 Liberal�Arts 　 　
キャリア ・ デザインⅡ

2 200
　

Career�Design�II

021190 Liberal�Arts 　 　
ピアリーダートレーニングⅠ

2 100
　

Peer�Leader�Training�I

021191 Liberal�Arts 　 　
ピアリーダートレーニングⅡA

2 200
　

Peer�Leader�Training�ⅡA

021192 Liberal�Arts 　 　
ピアリーダートレーニングⅡB

2 200
　

Peer�Leader�Training�ⅡB

021194 Liberal�Arts 　 　
ボランティア研究

2 200
　

○
Volunteer�Activities

021195 Liberal�Arts 　 　
インターンシップ

2 200
　

○
Internship

027001 Liberal�Arts 　 　
メディア入門

2 100
　

Introduction�to�Media�Studies

027003 Liberal�Arts 　 　
統計学

2 100
　

Statistics

027004 Liberal�Arts 　 　
平和 ・ ヒューマニティ ・ 民主主義

2 100
　

Peace,�Humanity�and�Democracy

027005 Liberal�Arts 　 　
多文化比較論

2 100
　

Studies�of�Multicultural�Comparison

027006 Liberal�Arts 　 　
海外学習デザイン

2 100
　

Overseas�Learning�Design

027007 Liberal�Arts 　 　
日本の地理

2 100
　

Japanese�Geography

027008 Liberal�Arts 　 　
特殊講義(日本学）

2 100
　

○
Special�Lecture�(Japanese�Studies)

027009 Liberal�Arts 　 　
ロジカルシンキングとフレームワーク

2 100
　

Logical�Thinking�and�Framework

027010 Liberal�Arts 　 　
キャリア ・ デザインⅣ

2 300
　

Career�Design�IV

027011 Liberal�Arts 　 　
ピアリーダートレーニング入門

2 100
　

Introduction�to�Peer�Leader�Training

027012 Liberal�Arts 　 　
スタディスキル ・ アカデミックライティング

2 100
　

Study�Skills�and�Academic�Writing

APS�ED :環境開発、HT :観光学、IRP :国際関係、CMS :文化社会 ・ メディア、ALL :全ての学修分野

APM�AF :会計ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE : イノベーション経済学、 ALL :全ての学修分野
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020035 Liberal�Arts 　 　
文化 ・社会学入門

2 100
　

Introduction�to�Culture�and�Society

020036 Liberal�Arts 　 　
開発学入門

2 100
　

Introduction�to�Development�Studies

020038 Liberal�Arts 　 　
GIS入門

2 200
　

Introduction�to�GIS

020039 Liberal�Arts 　 　
観光学入門

2 100
　

Introduction�to�Tourism�and�Hospitality

020041 Liberal�Arts 　 　
インターネット入門

2 100
　

Introduction�to�the�Internet

020050 Liberal�Arts 　 　
ウェルネス

2 200
　

Health�Science

020051 Liberal�Arts 　 　
生命倫理

2 100
　

Bioethics

020091 Liberal�Arts 　 　
コンピューターリテラシー

2 100
　

Computer�Literacy

020092 Liberal�Arts 　 　
インターネット技術統合

2 200
　

Internet�Technology�Integration

020097 Liberal�Arts 　 　
データベースシステム

2 300
　

Database�Systems

020241 Liberal�Arts 　 　
日本の経済

2 100
　

Japanese�Economy

020242 Liberal�Arts 　 　
日本の文化と社会

2 100
　

Japanese�Culture�and�Society

020255 Liberal�Arts 　 　
特殊講義（共通教養科目）

2 100
　

○
Special�Lecture�(Liberal�Arts�Subject)

021005 Liberal�Arts 　 　
異文化間コミュニケーション入門

2 100
　

Introduction�to�Intercultural�Communication

021008 Liberal�Arts 　 　
日本の歴史

2 100
　

Japanese�History

021011 Liberal�Arts 　 　
環境学入門

2 100
　

Introduction�to�Environmental�Studies

021012 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の地理

2 100
　

Geography�of�the�Asia�Pacific

021013 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の言語

2 100
　

Languages�of�the�Asia�Pacific

021014 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の宗教

2 100
　

Religions�of�the�Asia�Pacific

021015 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の文化と社会

2 100
　

Culture�and�Society�of�the�Asia�Pacific

021017 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の歴史

2 100
　

History�of�the�Asia�Pacific

021043 Liberal�Arts 　 　
日本国憲法

2 100
　

Constitution�of�Japan

021130 Liberal�Arts 　 　
キャリア ・ デザインⅠ

2 100
　

Career�Design�I

021131 Liberal�Arts 　 　
キャリア ・ デザインⅡ

2 200
　

Career�Design�II

021190 Liberal�Arts 　 　
ピアリーダートレーニングⅠ

2 100
　

Peer�Leader�Training�I

021191 Liberal�Arts 　 　
ピアリーダートレーニングⅡA

2 200
　

Peer�Leader�Training�ⅡA

021192 Liberal�Arts 　 　
ピアリーダートレーニングⅡB

2 200
　

Peer�Leader�Training�ⅡB

021194 Liberal�Arts 　 　
ボランティア研究

2 200
　

○
Volunteer�Activities

021195 Liberal�Arts 　 　
インターンシップ

2 200
　

○
Internship

027001 Liberal�Arts 　 　
メディア入門

2 100
　

Introduction�to�Media�Studies

027003 Liberal�Arts 　 　
統計学

2 100
　

Statistics

027004 Liberal�Arts 　 　
平和 ・ ヒューマニティ ・ 民主主義

2 100
　

Peace,�Humanity�and�Democracy

027005 Liberal�Arts 　 　
多文化比較論

2 100
　

Studies�of�Multicultural�Comparison

027006 Liberal�Arts 　 　
海外学習デザイン

2 100
　

Overseas�Learning�Design

027007 Liberal�Arts 　 　
日本の地理

2 100
　

Japanese�Geography

027008 Liberal�Arts 　 　
特殊講義(日本学）

2 100
　

○
Special�Lecture�(Japanese�Studies)

027009 Liberal�Arts 　 　
ロジカルシンキングとフレームワーク

2 100
　

Logical�Thinking�and�Framework

027010 Liberal�Arts 　 　
キャリア ・ デザインⅣ

2 300
　

Career�Design�IV

027011 Liberal�Arts 　 　
ピアリーダートレーニング入門

2 100
　

Introduction�to�Peer�Leader�Training

027012 Liberal�Arts 　 　
スタディスキル ・ アカデミックライティング

2 100
　

Study�Skills�and�Academic�Writing

APS�ED :環境開発、HT :観光学、IRP :国際関係、CMS :文化社会 ・ メディア、ALL :全ての学修分野

APM�AF :会計ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE : イノベーション経済学、 ALL :全ての学修分野

93

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
科か
目もく
一いち
ら
ん覧
）

科目CD

Subject�CD

分野

Field
学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

備考

NotesAPS APM

027013 Liberal�Arts 　 　
多文化協働ワークショップ

2 100
　

Multicultural�Cooperative�Workshop

027014 Liberal�Arts 　 　
異文化フィールドワークI

2 100
　

Intercultural�Fieldwork�I

027015 Liberal�Arts 　 　
APS�ブリッジプログラム

2 100
英語準中級A ・ B

APS�Bridge�Program Pre-Intermediate�English��A ・ B

027016 Liberal�Arts 　 　
APM�ブリッジプログラム

2 100
英語準中級A ・ B

APM�Bridge�Program Pre-Intermediate�English��A ・ B

027017 Liberal�Arts 　 　
アジア太平洋の経済

2 100
　

Economy�of�the�Asia�Pacific

027018 Liberal�Arts 　 　
法学

2 100
　

Legal�Studies

027019 Liberal�Arts 　 　
心理学

2 100
　

Psychology

027020 Liberal�Arts 　 　
ネゴシエーションスキル

2 100
　

Negotiation�Skills

027021 Liberal�Arts 　 　
プログラミング

2 100
　

Programming

027025 Liberal�Arts 　 　
環境科学

2 200
　

Environmental�Science

027026 Liberal�Arts 　 　
メディア制作ラボ

2 200
　

○
Media�Production�Lab

027027 Liberal�Arts 　 　
データマイニング

2 200
　

Data�Mining

027028 Liberal�Arts 　 　
特殊講義(ICT)

2 300
　

○
Special�Lecture�(ICT)

027029 Liberal�Arts 　 　
茶道

2 200
　

Japanese�Art�of�Tea�Ceremony

027030 Liberal�Arts 　 　
華道

2 200
　

Japanese�Art�of�Flower�Arrangement

027031 Liberal�Arts 　 　
日本の伝統芸能

2 200
　

Traditional�Japanese�Arts

027036 Liberal�Arts 　 　
キャリア ・ デザインⅢ

2 300
　

Career�Design�III

027037 Liberal�Arts 　 　
異文化フィールドワークII

2 100
　

Intercultural�Fieldwork�II

030011 APS CSM 　
社会理論

2 200
　

Social�Theory

030013 APS HT,�CSM 　
文化人類学

2 200
　

Cultural�Anthropology

030021 APS CSM 　
宗教と信仰

2 300
　

Religion�and�Belief

030022 APS CSM 　
ジェンダー研究

2 300
　

Gender�Studies

030025 APS CSM 　
カルチュラルスタディーズ

2 200
　

Cultural�Studies

030032 APS CSM 　
言語と社会

2 200
　

Language�and�Society

030034 APS CSM 　
組織社会学

2 300
　

Sociology�of�Organizations

030035 APS CSM 　
社会階層論

2 200
　

Social�Stratification

030100 APS CSM 　
国際社会学

2 200
　

Transnational�Sociology

030102 APS IRP 　
国際法

2 200
　

International�Law

030104 APS ED,�IRP 　
国際機構論

2 300
　

International�Organizations

030110 APS CSM 　
多文化社会論

2 300
　

Multiculturalism�and�Society

030150 APS IRP,�CSM 　
グローバリゼーションと規範

2 300
　

Globalization�and�Law

030181 APS IRP 　
政治理論

2 200
　

Political�Theory

030182 APS ED,�IRP 　
開発政治論

2 200
　

Politics�of�Development

030184 APS ED,IRP 　
紛争と開発

2 200
　

Conflict�and�Development

030186 APS IRP 　
アジア太平洋の比較政治経済

2 200
　

Comparative�Political�Economy�of�the�Asia�Pacific

030187 APS IRP 　
アジア太平洋における国際関係

2 300
　

International�Relations�in�the�Asia�Pacific

030188 APS IRP 　
アジア太平洋地域システム論

2 300
　

Regional�Systems�in�the�Asia�Pacific

030191 APS IRP,�CSM 　
グローバル化と地域主義

2 200
　

Globalization�and�Regionalism

030192 APS IRP 　
国際問題と政策

2 200
　

Global�Issues�and�Policies

030193 APS IRP 　
国際紛争解決

2 300
　

International�Conflict�Resolution



94

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
科か

目も
く

一い
ち
ら
ん覧

）

科目CD

Subject�CD

分野

Field
学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

備考

NotesAPS APM

030195 APS IRP,�CSM 　
アイデンティティと政治

2 300
　

Identity�and�Politics

030197 APS IRP 　
暴力とテロリズム

2 300
　

Violence�and�Terrorism

030261 APS ED 　
開発社会学 ・人類学

2 200
　

Development�Sociology�and�Anthropology

030262 APS ED 　
生物多様性

2 200
　

Biodiversity

030263 APS ED 　
地球環境問題

2 200
　

Global�Environmental�Issues

030266 APS ED 　
環境と社会

2 200
　

Environment�and�Society

030267 APS ED 　
環境経済学

2 300
　

Environmental�Economics

030268 APS ED 　
産業生態学

2 300
　

Industrial�Ecology

030269 APS ED,�HT 　
開発のプロジェクト ・ マネジメント

2 300
　

Project�Management�in�Development

030273 APS ED 　
GISとリモートセンシング

2 300
　

GIS�and�Remote�Sensing

030274 APS ED 　
環境モデリング

2 300
　

Environmental�Modeling�and�Analysis

030275 APS ED,�IRP 　
開発政策

2 300
　

Development�Policy

030276 APS ED 　
コミュニティー開発論

2 300
　

Community�Development

030300 APS ED 　
環境政策

2 300
　

Environmental�Policy

030340 APS HT 　
ホスピタリティ ・ マネジメント

2 200
　

Hospitality�Management

030346 APS HT 　
ホスピタリティ ・ マーケティング

2 200
　

Hospitality�Marketing

030350 APS HT 　
観光社会学

2 200
　

Sociology�of�Tourism

030400 APS ED,�HT 　
エコ ・ ツーリズム論

2 200
　

Ecotourism

030550 APS 　 　
特殊講義（専門教育科目）

2 200
　

○
Special�Lecture�(Asia�Pacific�Studies)

030564 APM 　 　
基礎数学

2 100
　

Fundamental�Mathematics

030566 APM 　 　
経営学入門

2 100
　

Introduction�to�Management

030571 APM 　 　
会計学Ⅰ

2 100
　

Accounting�I

030572 APM 　 AF
会計学Ⅱ

2 200
会計学Ⅰ

Accounting�II Accounting�I

030600 APM 　 　
金融論

2 200
　

Finance

030602 APM 　 AF
コーポレート ・ ファイナンス

2 200
　

Corporate�Finance

030611 APM 　 AF
原価会計

2 200
　

Cost�Accounting

030630 APM 　 　
生産管理論

2 200
　

Production�Management

030673 APM 　 IE
ミクロ経済学

2 200
　

Microeconomics

030674 APM 　 IE
マクロ経済学

2 200
　

Macroeconomics

030675 APM 　 IE
アジア経済論

2 300
　

Asian�Economy

030701 APM 　 AF
財務会計論Ⅰ

2 200
　

Financial�Accounting�I

030702 APM 　 AF
財務会計論Ⅱ

2 200
　

Financial�Accounting�II

030710 APM 　 AF
管理会計論

2 300
　

Management�Accounting

030714 APM 　 AF
上級会計

2 300
　

Advanced�Accounting

030715 APM 　 AF
監査

2 300
　

Auditing

030716 APM 　 AF
金融市場と金融制度

2 300
　

Financial�Market�and�Institutions

030717 APM 　 AF
投資 ・証券分析

2 300
　

Investment�and�Securities�Analysis

030718 APM 　 AF
投資戦略

2 300
　

Investment�Strategy

030721 APM 　 IE
技術経営

2 300
　

Technology�Management

030740
APS

APM
HT IE

オペレーションズ ・ リサーチ
2 300

　

Operations�Research

APS�ED :環境開発、HT :観光学、IRP :国際関係、CMS :文化社会 ・ メディア、ALL :全ての学修分野

APM�AF:��会計ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション経済学、 ALL :全ての学修分野（ただし、 専門演習Ⅰ、 専門演習Ⅱ、 卒業研究および卒業論文で修

得した単位は４単位を上限として全ての学修分野に集計されます。）
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学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

備考

NotesAPS APM

030195 APS IRP,�CSM 　
アイデンティティと政治

2 300
　

Identity�and�Politics

030197 APS IRP 　
暴力とテロリズム

2 300
　

Violence�and�Terrorism

030261 APS ED 　
開発社会学 ・人類学

2 200
　

Development�Sociology�and�Anthropology

030262 APS ED 　
生物多様性

2 200
　

Biodiversity

030263 APS ED 　
地球環境問題

2 200
　

Global�Environmental�Issues

030266 APS ED 　
環境と社会

2 200
　

Environment�and�Society

030267 APS ED 　
環境経済学

2 300
　

Environmental�Economics

030268 APS ED 　
産業生態学

2 300
　

Industrial�Ecology

030269 APS ED,�HT 　
開発のプロジェクト ・ マネジメント

2 300
　

Project�Management�in�Development

030273 APS ED 　
GISとリモートセンシング

2 300
　

GIS�and�Remote�Sensing

030274 APS ED 　
環境モデリング

2 300
　

Environmental�Modeling�and�Analysis

030275 APS ED,�IRP 　
開発政策

2 300
　

Development�Policy

030276 APS ED 　
コミュニティー開発論

2 300
　

Community�Development

030300 APS ED 　
環境政策

2 300
　

Environmental�Policy

030340 APS HT 　
ホスピタリティ ・ マネジメント

2 200
　

Hospitality�Management

030346 APS HT 　
ホスピタリティ ・ マーケティング

2 200
　

Hospitality�Marketing

030350 APS HT 　
観光社会学

2 200
　

Sociology�of�Tourism

030400 APS ED,�HT 　
エコ ・ ツーリズム論

2 200
　

Ecotourism

030550 APS 　 　
特殊講義（専門教育科目）

2 200
　

○
Special�Lecture�(Asia�Pacific�Studies)

030564 APM 　 　
基礎数学

2 100
　

Fundamental�Mathematics

030566 APM 　 　
経営学入門

2 100
　

Introduction�to�Management

030571 APM 　 　
会計学Ⅰ

2 100
　

Accounting�I

030572 APM 　 AF
会計学Ⅱ

2 200
会計学Ⅰ

Accounting�II Accounting�I

030600 APM 　 　
金融論

2 200
　

Finance

030602 APM 　 AF
コーポレート ・ ファイナンス

2 200
　

Corporate�Finance

030611 APM 　 AF
原価会計

2 200
　

Cost�Accounting

030630 APM 　 　
生産管理論

2 200
　

Production�Management

030673 APM 　 IE
ミクロ経済学

2 200
　

Microeconomics

030674 APM 　 IE
マクロ経済学

2 200
　

Macroeconomics

030675 APM 　 IE
アジア経済論

2 300
　

Asian�Economy

030701 APM 　 AF
財務会計論Ⅰ

2 200
　

Financial�Accounting�I

030702 APM 　 AF
財務会計論Ⅱ

2 200
　

Financial�Accounting�II

030710 APM 　 AF
管理会計論

2 300
　

Management�Accounting

030714 APM 　 AF
上級会計

2 300
　

Advanced�Accounting

030715 APM 　 AF
監査

2 300
　

Auditing

030716 APM 　 AF
金融市場と金融制度

2 300
　

Financial�Market�and�Institutions

030717 APM 　 AF
投資 ・証券分析

2 300
　

Investment�and�Securities�Analysis

030718 APM 　 AF
投資戦略

2 300
　

Investment�Strategy

030721 APM 　 IE
技術経営

2 300
　

Technology�Management

030740
APS

APM
HT IE

オペレーションズ ・ リサーチ
2 300

　

Operations�Research

APS�ED :環境開発、HT :観光学、IRP :国際関係、CMS :文化社会 ・ メディア、ALL :全ての学修分野

APM�AF:��会計ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション経済学、 ALL :全ての学修分野（ただし、 専門演習Ⅰ、 専門演習Ⅱ、 卒業研究および卒業論文で修

得した単位は４単位を上限として全ての学修分野に集計されます。）

95

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
科か
目もく
一いち
ら
ん覧
）

科目CD

Subject�CD

分野

Field
学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

備考

NotesAPS APM

030750 APM 　 M
マーケティング ・ リサーチ

2 200
　

Marketing�Research

030760 APM 　 M
消費者行動論

2 200
　

Consumer�Behavior

030820 APM 　 AF
国際金融論

2 300
　

International�Finance

030861 APM 　 AF
国際会計

2 300
　

International�Accounting

030870 APM 　 M
国際マーケティング論

2 300
　

International�Marketing

030892 APM 　 SMO
国際取引

2 300
　

International�Transactions

031070 APM 　 ALL
卒業研究

2 400
　

Research�Seminar

031071 APM 　 ALL
卒業論文

4 400
卒業研究

Undergraduate�Thesis Research�Seminar

031080 APM 　 　
特殊講義（専門教育科目）

2 200
　

○
Special�Lecture�(Management)

032005 APS CSM 　
社会心理学

2 200
　

Social�Psychology

032006 APS CSM 　
教育と社会

2 300
　

Education�and�Society

032015 APS IRP 　
国際政治史

2 200
　

History�of�International�Politics

032019 APS ED,�IRP 　
国際協力論

2 200
　

International�Cooperation

032060 APS ALL 　
専門演習Ⅰ

2 300
　

Major�Seminar�I

032070 APS ALL 　
専門演習Ⅱ

2 300
　

Major�Seminar�II

032080
APS

APM
ED IE

開発経済学
2 300

　

Development�Economics

032081
APS

APM
ED IE

国際経済学
2 300

　

International�Economics

032082
APS

APM
IRP IE

国際政治経済学
2 300

　

International�Political�Economy

033011 APM 　 　
ビジネス法務戦略

2 200
　

Legal�Strategy�in�Business

033018 APM 　 M,�SMO
サプライ ・ チェーン ・ マネジメント

2 200
　

Supply�Chain�Management

033019 APM 　 SMO,IE
アントレプレナーシップ

2 200
　

Entrepreneurship

033022 APM 　 M,�SMO
ブランドマネジメント

2 200
　

Brand�Management

033023 APM 　 M
販売 ・ プロモーションマネジメント

2 200
　

Promotion�and�Sales�Management

033025 APM 　 M
Eコマース

2 200
　

E-Commerce

033026 APM 　 M,�SMO
国際物流論

2 300
　

International�Logistics

033027 APM 　 M,�SMO
サービスマネジメント

2 300
　

Service�Management

033029 APM 　 SMO
ファミリービジネス

2 300
　

Family�Business�Management

033030 APM 　 SMO
経営戦略論

2 200
　

Strategic�Management

033033 APM 　 　
ビジネスエシックス

2 300
　

Business�Ethics

033060 APM 　 ALL
専門演習Ⅰ

2 　300
　

Major�Seminar�I

033070 APM 　 ALL
専門演習Ⅱ

2 300
　

Major�Seminar�II

037101 APS IRP,�CSM 　
日本の対外関係史

2 300
　

History�of�Japanese�Foreign�Relations

037102 APS IRP 　
国際関係理論

2 200
　

International�Relations�Theory

037103 APS IRP 　
日本の外交政策

2 300
　

Foreign�Policy�of�Japan

037104 APS ED 　
環境コミュニケーション

2 300
　

Environmental�Communication

037105 APS HT 　
観光文化論と観光史

2 200
　

Culture�and�History�of�Tourism

037106 APS HT 　
観光とソーシャルメディア

2 300
　

Tourism�and�Social�Media

037107 APS HT 　
農業遺産とツーリズム

2 300
　

Agri-heritage�and�Tourism

037108 APS CSM 　
文化 ・社会 ・ メディア　フィールド ・ スタディ

2 200
　

○
Field�Study�for�Culture,�Society�and�Media

037109 APS IRP 　
国際関係　フィールド ・ スタディ

2 200
　

○
Field�Study�for�International�Relations�and�Peace�Studies
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グレード番号
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前提科目

Prerequisite�Subjects

備考

NotesAPS APM

037110 APS ED 　
環境 ・開発　フィールド ・ スタディ

2 200
　

○
Field�Study�for�Environment�and�Development

037111 APS HT 　
観光学　フィールド ・ スタディ

2 200
　

○
Field�Study�for�Tourism�and�Hospitality

037112 APS HT 　
イベントマネジメント

2 200
　

Event�and�Festival�Management�

037113 APS 　 　
APS入門

2 100
　

Introduction�to�APS

037114 APS CSM 　
メディアと歴史

2 300
　

Media�and�History

037115 APS ED,�HT 　
コミュニティ ・ ベース ・ ツーリズム

2 200
　

Community�Based�Tourism

037116 APS HT 　
観光経済学

2 300
　

Tourism�Economics

037117 APS CSM 　
基礎演習（文化 ・社会 ・ メディア）

2 200
　

Preliminary�Seminar�for�Culture,�Society�and�Media

037118 APS CSM 　
メディアと文化

2 200
　

Media�and�Culture

037119 APS CSM 　
グローバル ・ ヒストリー

2 200
　

Global�History

037120 APS CSM 　
人文学と近代

2 200
　

The�Humanities�and�Modernity

037121 APS CSM 　
ニューメディアと社会

2 200
　

New�Media�and�Society

037122 APS CSM 　
メディアと法

2 200
　

Media�and�Law

037123 APS CSM 　
文化 ・社会 ・ メディア　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Culture,�Society�and�Media

037124 APS IRP 　
基礎演習（国際関係）

2 200
　

Preliminary�Seminar�for�International�Relations�and�Peace�Studies

037125 APS IRP 　
平和学

2 200
　

Peace�Studies

037126 APS IRP 　
戦略分析と意思決定

2 300
　

Strategic�Decision�Making

037127 APS IRP 　
冷戦後の紛争と地政学

2 300
　

Geo-Politics�and�Post�Cold�War�Conflicts

037128 APS IRP 　
人権論

2 200
　

Human�Rights

037129 APS IRP 　
国際関係　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�International�Relations�and�Peace�Studies

037130 APS ED 　
基礎演習（環境 ・開発）

2 200
　

Preliminary�Seminar�for�Environment�and�Development

037131 APS ED 　
都市環境と開発

2 200
　

Urban�Environment�and�Development

037132 APS ED 　
環境 ・開発　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Environment�and�Development

037133 APS ED 　
資源マネジメント

2 300
　

Resource�Management

037134 APS HT 　
基礎演習（観光学）

2 200
　

Preliminary�Seminar�for�Tourism�and�Hospitality

037135 APS HT 　
観光 ・ ホスピタリティと法

2 300
　

Tourism�and�Hospitality�Law

037136 APS HT 　
観光開発と計画

2 300
　

Tourism�Development�and�Planning

037137 APS HT 　
健康とウェルネスツーリズム

2 300
　

Health�and�Wellness�Tourism

037138 APS HT 　
リゾート開発

2 300
　

Resort�Development

037139 APS HT 　
遺産観光論

2 200
　

Heritage�Tourism

037140 APS HT 　
旅行産業論

2 200
　

Travel�Industry

037141 APS HT 　
観光地マーケティングとマネジメント

2 300
　

Destination�Marketing�and�Management

037142 APS HT 　
観光学　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Tourism�and�Hospitality

037143 APS HT 　
MICE産業論

2 300
　

MICE�Tourism�Industry

037144 APS IRP,�CSM 　
メディアと政治

2 300
　

Media�and�Politics

037145 APS IRP,�CSM 　
グローバルメディアと紛争

2 300
　

Global�Media�and�Conflict

037146 APS IRP,�CSM 　
エスニシティと国民国家

2 300
　

Ethnicity�and�the�Nation�State

037147 APS ED,�CSM 　
NPO/NGO研究

2 300
　

NPO/NGO�Studies

037148 APS ALL 　
地域研究

2 200
　

○
Area�Studies

037149 APS ALL 　
調査研究入門

2 200
　

Introduction�to�Research�Methods

APS�ED :環境開発、HT :観光学、IRP :国際関係、CMS :文化社会 ・ メディア、ALL :全ての学修分野

APM�AF :会計ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション経済学、 ALL :全ての学修分野
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２
０
１
７
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ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
科か

目も
く

一い
ち
ら
ん覧
）

科目CD

Subject�CD

分野

Field
学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

備考

NotesAPS APM

037110 APS ED 　
環境 ・開発　フィールド ・ スタディ

2 200
　

○
Field�Study�for�Environment�and�Development

037111 APS HT 　
観光学　フィールド ・ スタディ

2 200
　

○
Field�Study�for�Tourism�and�Hospitality

037112 APS HT 　
イベントマネジメント

2 200
　

Event�and�Festival�Management�

037113 APS 　 　
APS入門

2 100
　

Introduction�to�APS

037114 APS CSM 　
メディアと歴史

2 300
　

Media�and�History

037115 APS ED,�HT 　
コミュニティ ・ ベース ・ ツーリズム

2 200
　

Community�Based�Tourism

037116 APS HT 　
観光経済学

2 300
　

Tourism�Economics

037117 APS CSM 　
基礎演習（文化 ・社会 ・ メディア）

2 200
　

Preliminary�Seminar�for�Culture,�Society�and�Media

037118 APS CSM 　
メディアと文化

2 200
　

Media�and�Culture

037119 APS CSM 　
グローバル ・ ヒストリー

2 200
　

Global�History

037120 APS CSM 　
人文学と近代

2 200
　

The�Humanities�and�Modernity

037121 APS CSM 　
ニューメディアと社会

2 200
　

New�Media�and�Society

037122 APS CSM 　
メディアと法

2 200
　

Media�and�Law

037123 APS CSM 　
文化 ・社会 ・ メディア　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Culture,�Society�and�Media

037124 APS IRP 　
基礎演習（国際関係）

2 200
　

Preliminary�Seminar�for�International�Relations�and�Peace�Studies

037125 APS IRP 　
平和学

2 200
　

Peace�Studies

037126 APS IRP 　
戦略分析と意思決定

2 300
　

Strategic�Decision�Making

037127 APS IRP 　
冷戦後の紛争と地政学

2 300
　

Geo-Politics�and�Post�Cold�War�Conflicts

037128 APS IRP 　
人権論

2 200
　

Human�Rights

037129 APS IRP 　
国際関係　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�International�Relations�and�Peace�Studies

037130 APS ED 　
基礎演習（環境 ・開発）

2 200
　

Preliminary�Seminar�for�Environment�and�Development

037131 APS ED 　
都市環境と開発

2 200
　

Urban�Environment�and�Development

037132 APS ED 　
環境 ・開発　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Environment�and�Development

037133 APS ED 　
資源マネジメント

2 300
　

Resource�Management

037134 APS HT 　
基礎演習（観光学）

2 200
　

Preliminary�Seminar�for�Tourism�and�Hospitality

037135 APS HT 　
観光 ・ ホスピタリティと法

2 300
　

Tourism�and�Hospitality�Law

037136 APS HT 　
観光開発と計画

2 300
　

Tourism�Development�and�Planning

037137 APS HT 　
健康とウェルネスツーリズム

2 300
　

Health�and�Wellness�Tourism

037138 APS HT 　
リゾート開発

2 300
　

Resort�Development

037139 APS HT 　
遺産観光論

2 200
　

Heritage�Tourism

037140 APS HT 　
旅行産業論

2 200
　

Travel�Industry

037141 APS HT 　
観光地マーケティングとマネジメント

2 300
　

Destination�Marketing�and�Management

037142 APS HT 　
観光学　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Tourism�and�Hospitality

037143 APS HT 　
MICE産業論

2 300
　

MICE�Tourism�Industry

037144 APS IRP,�CSM 　
メディアと政治

2 300
　

Media�and�Politics

037145 APS IRP,�CSM 　
グローバルメディアと紛争

2 300
　

Global�Media�and�Conflict

037146 APS IRP,�CSM 　
エスニシティと国民国家

2 300
　

Ethnicity�and�the�Nation�State

037147 APS ED,�CSM 　
NPO/NGO研究

2 300
　

NPO/NGO�Studies

037148 APS ALL 　
地域研究

2 200
　

○
Area�Studies

037149 APS ALL 　
調査研究入門

2 200
　

Introduction�to�Research�Methods

APS�ED :環境開発、HT :観光学、IRP :国際関係、CMS :文化社会 ・ メディア、ALL :全ての学修分野

APM�AF :会計ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション経済学、 ALL :全ての学修分野
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２
０
１
７
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
科か
目もく
一いち
ら
ん覧
）

科目CD

Subject�CD

分野

Field
学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

備考

NotesAPS APM

037150 APS 　 　
APSフィールド ・ スタディ

2 200
　

○
APS�Field�Study

037151 APS ALL 　
プロジェクト研究

2 300
　

○
Field�Research�Project

037152 APS 　 　
地域研究入門

2 100
　

Introduction�to�Area�Studies

037155 APS ALL 　
卒業研究Ⅰ

2 400
　

Graduation�ResearchⅠ

037156 APS ALL 　
卒業研究Ⅱ

4 400
卒業研究Ⅰ

Graduation�ResearchⅡ Graduation�Research1

037201 APM 　 　
ソーシャルアントレプレナーシップ

2 200
　

Social�Entrepreneurship

037202 APM 　 AF
会計　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Accounting

037203 APM 　 AF
ファイナンス　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Finance

037204 APM 　 M
マーケティング　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Marketing

037205 APM 　 SMO
経営戦略と組織　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Strategic�Management�&�Organization

037206 APM 　 IE
イノベーション　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Innovation

037207 APM 　 IE
経済学　特殊講義

2 300
　

○
Special�Lecture�in�Economics

037208 APM 　 　
ビジネスケース分析 ・ コミュニケーション

2 300
　

○
Business�Case�Analysis�&�Communication

037209 APM 　 　
ビジネスインターンシップ

2 300
　

○
Business�Internship

037210 APM 　 　
グローバルマネジメント�(Capstone)

2 400
　

Global�Management�(Capstone)

037211 APM 　 　
ビジネスデータ分析

2 200
　

Business�Data�Analysis

037212 APM 　 M,�IE
製品開発論

2 300
　

Product�Development

037213 APM 　 　
マーケティング入門

2 100
　

Introduction�to�Marketing

037214 APM 　 　
人材と組織行動のマネジメント

2 200
　

Management�of�Human�Resources�and�Organizational�Behavior

037215 APM 　 　
上級数学

2 200
　

Advanced�Mathematics

037216 APM 　 　
経営情報システム

2 300
　

Management�Information�Systems

037217 APM 　 　
プロジェクト研究

2 300
　

○
Field�Research�Project

037218 APM 　 　
APMフィールド ・ スタディ

2 200
　

○
APM�Field�Study

037301
APS

APM
HT SMO

組織行動論(上級)
2 300

　

Advanced�Organizational�Behavior

037303
APS

APM
HT SMO

人材マネジメント(上級)
2 300

　

Advanced�Human�Resource�Management

科
か も く い ち ら ん

目一覧の各
かくこうもく

項目については、８８ページより詳
しょうさい

細を確
かくにん

認してください。
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２
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１
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ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

　このカリキュラムは、以
い か

下の学
がくせい

生に適
てきよう

用します。

① 2011年
ね ん ど

度から2016年
ね ん ど

度の期
き か ん

間に新
しんにゅう

入学
がくせい

生としてアジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部に入
にゅうがく

学した学
がくせい

生

② ‌2017年
ね ん ど

度の 2 回
かいせい

生編
へん

・転
てん

入
にゅう

学
がくせい

生、 3 回
かいせい

生編
へん

・転
てん

入
にゅう

学
がくせい

生

③ ‌2018年
ね ん ど

度の 3 回
かいせい

生編
へん

・転
てん

入
にゅう

学
がくせい

生

④ ‌2010年
ね ん ど い ぜ ん

度以前の新
しんにゅう

入学
がくせい

生で復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学の結
け っ か

果、①と同
どういつ

一セメスター回
かいせい

生となる学
がくせい

生

2. 3 2011年
ね ん

度
ど

カリキュラム

2.3.1 アジア太
たいへいよう

平洋学
が く ぶ

部（APS)

学
がくしゅうぶんや

修分野

環
かんきょう

境・開
かいはつ

発 Environment‌and‌Development

観
かんこうがく

光学 Hospitality‌and‌Tourism

国
こくさいかんけい

際関係 International‌Relations‌and‌Peace‌Studies

文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア Culture,‌Society‌and‌Media

　アジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域の多
た よ う

様な文
ぶ ん か

化、歴
れ き し

史、社
しゃかい

会、自
し ぜ ん

然環
かんきょう

境や歴
れきしじょうせい

史情勢などに関
かん

する基
き そ

礎知
ち し き

識

や言
げんごうんようのうりょく

語運用能力を核
かく

として、アジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域の諸
しょもんだい

問題に関
かん

する専
せんもんせい

門性や総
そうごうてき

合的な問
もんだい

題解
かいけつ

決

能
のうりょく

力を形
けいせい

成するため、次
つぎ

の 4 つの学
がくしゅうぶんや

修分野を設
せ っ ち

置しています。

　なお、各
かくがくしゅうぶんや

学修分野に配
は い ち

置された科
か も く

目から20単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得した場
ば あ い

合、履
りしゅう

修した当
とうがい

該分
ぶん

野
や

の

名
めいしょう

称が学
が く い き

位記に記
き さ い

載されます。ただし、学
が く い き

位記に記
き さ い

載するためにはCampusmateから自
じ ぶ ん

分

が希
き ぼ う

望する学
がくしゅうぶんや

修分野を申
しんせい

請する必
ひつよう

要があります。なお、申
しんせい

請できる学
がくしゅうぶんや

修分野は１つのみです。

申
しんせい

請方
ほうほう

法等
など

の詳
しょうさい

細は、アカデミック・オフィスウェブサイトを確
かくにん

認してください。

アジア太
た い へ い よ う

平洋学
が く ぶ

部の学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

　卒
そつぎょう

業要
ようけん

件を満
み

たした者
もの

には、以
い か

下の学
が く い

位が与
あた

えられます。

学
が く い

位

学
が く し

士（アジア太
たいへいようがく

平洋学）

学
が く

位
い

登
と う ろ く か の う

録可能セメスター 第
だい

1 セメスター～最
さいしゅう

終セメスター

登
と う ろ く か の う じ き

録可能時期 履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録　Ａ、Ｂ、修
しゅうせい

正 1 、 修
しゅうせい

正 2 期
き か ん

間

＜学
がくしゅうぶんや

修分野登
とうろく

録スケジュール＞
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業要
ようけん

件を満
み

たした者
もの

には、以
い か

下の学
が く い

位が与
あた

えられます。

学
が く い

位

学
が く し

士（アジア太
たいへいようがく

平洋学）

学
が く

位
い

登
と う ろ く か の う

録可能セメスター 第
だい

1 セメスター～最
さいしゅう

終セメスター

登
と う ろ く か の う じ き

録可能時期 履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録　Ａ、Ｂ、修
しゅうせい

正 1 、 修
しゅうせい

正 2 期
き か ん

間

＜学
がくしゅうぶんや

修分野登
とうろく

録スケジュール＞
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・
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も
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目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

　日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生は、入
にゅうがく

学時
じ

のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、英
え い ご

語スタンダードトラック（24

単
た ん い

位）または英
え い ご

語アドバンストトラック（12単
た ん い

位）のいずれかの履
りしゅう

修トラックが決
けっ

定
てい

されます。

　卒
そつぎょう

業するためには、それぞれ定
さだ

められた科
か も く

目分
ぶ ん や

野の単
た ん い

位数
すう

を修
しゅうとく

得し、合
ごうけい

計で124単
た ん い

位以
いじょう

上

修
しゅう

得
とく

することが必
ひつよう

要です。

科
か も く

目分
ぶ ん や

野 科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

に集
しゅうけい

計される科
か

目
もく

共
きょうつう

通教
きょういく

育科
か も く

目

◦‌‌入
にゅうがく

学基
きじゅん

準言
げ ん ご

語と異
こと

なる言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目

　日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生：英
え い ご

語

　英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生：日
に ほ ん ご

本語

◦‌‌言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目（選
せんたく

択言
げ ん ご

語）（アジア太
たいへいよう

平洋言
げ ん ご

語）

◦‌‌共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目

専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目 ◦‌‌自
じ が く ぶ

学部（APS）専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目

自
じゆ う

由選
せんたく

択

◦‌‌言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目、共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目、自
じ が く ぶ

学部専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目の各
かく

分
ぶ ん や

野

で卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い

位数
すう

を超
こ

えた場
ば あ い

合

◦‌‌他
た

学
が く ぶ

部（APM）専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目（ 2回
かいせい

生以
いじょう

上から履
りしゅう

修可
か の う

能）

※‌言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目で履
りしゅう

修免
めんじょ

除になった場
ば あ い

合は、その単
た ん い

位数
すう

分
ぶん

を自
じ ゆ う

由

選
せんたく

択で履
りしゅう

修することが必
ひつよう

要です。

日
に ほ ん ご

本語基
きじ ゅ ん

準学
が く せ い

生

＜英
え い ご

語スタンダードトラック＞

分
ぶん

　　野
や

必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 計
けい

共
きょ う つ う

通教
きょういく

育科
か も く

目

英
え い ご

語科
かも く

目 24単
た ん い

位

40単
た ん い い じ ょ う

位以上

124単
た ん い い じ ょ う

位以上
言
げんごきょういくかもく

語教育科目および
共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目
16単

た ん い

位

専
せんもんきょういく

門教育科
か も く

目 62単
た ん い い じ ょ う

位以上

自
じ ゆ う せ ん た く

由選択 22単
た ん い い じ ょ う

位以上

【重
じゅうよう

要】
◦‌‌日

に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目（自
じ が く ぶ

学部および他
た が く ぶ

学部科
か も く

目）を20

単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。

　‌‌演
えんしゅう

習科
か も く

目等
など

の両
りょう

言
げ ん ご

語開
かいこう

講科
か も く

目 （E/J） は英
え い ご

語開
かいこう

講科
か も く

目として集
しゅうけい

計されません。

　‌‌「ブリッジプログラム※」を履
りしゅう

修するためには「英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。

ただし、「ブリッジプログラム」は上
じょうげん

限 6 単
た ん い

位までしか単
たん

位
い

修
しゅう

得
とく

できません。
※「ブリッジプログラム」は、幅

はばひろ

広い教
きょうよう

養科
か も く

目を英
えいごりょく

語力強
きょうか

化を行
おこな

いながら学
まな

ぶ科
か も く

目です。「英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A・B」を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生が、

本
ほんかくてき

格的な英
え い ご

語開
かいこう

講科
か も く

目を履
りしゅう

修するための第
だいいちだんかい

一段階としての科
か も く

目として設
せってい

定されています。授
じゅぎょう

業は学
が く ぶ

部教
きょういん

員と言
げ ん ご

語教
きょういん

員のチームで行
おこな

い、

科
か も く

目学
がくしゅう

習と英
え い ご

語学
がくしゅう

習が充
じゅうぶん

分に行
おこな

われるように設
せっけい

計されています。なお、日
にほんごきじゅんこくないがくせい

本語基準国内学生のみ履
りしゅうかのう

修可能です。

卒
そつぎょう

業要
よ う け ん

件（2011年
ね ん

度
ど

カリキュラム）
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

英
え い ご

語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生

＜英
え い ご

語アドバンストトラック＞

分
ぶん

　　野
や

必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 計
けい

共
きょ う つ う

通教
きょういく

育科
か も く

目

英
え い ご

語科
か も く

目 12単
た ん い

位

40単
た ん い い じ ょ う

位以上

124単
た ん い い じ ょ う

位以上
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目および
共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目
28単

た ん い

位

専
せんもんきょういく

門教育科
か も く

目 62単
た ん い い じ ょ う

位以上

自
じ ゆ う せ ん た く

由選択 22単
た ん い い じ ょ う

位以上

分
ぶん

　　野
や

必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 計
けい

共
きょ う つ う

通教
きょういく

育科
か も く

目

日
に

本
ほん

語
ご

科
か も く

目 16単
た ん い

位

40単
た ん い い じ ょ う

位以上

124単
た ん い い じ ょ う

位以上
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目および
共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目
24単

た ん い

位

専
せんもんきょういく

門教育科
か も く

目 62単
た ん い い じ ょ う

位以上

自
じ ゆ う せ ん た く

由選択 22単
た ん い い じ ょ う

位以上

【重
じゅうよう

要】
・日

に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目（自
じ が く ぶ

学部および他
た が く ぶ

学部科
か も く

目）を20

単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。

　演
えんしゅう

習科
か も く

目等
など

の両
りょう

言
げ ん ご

語開
かいこう

講科
か も く

目 （E/J） は英
え い ご

語開
かいこう

講科
か も く

目として集
しゅうけい

計されません。

・英
え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目の履
りしゅう

修要
ようけん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するための言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の前
ぜんてい

提条
じょう

件
けん

はありません。「ブリッジプログラム」は履
りしゅう

修できません。

◦‌‌英
え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目の履
りしゅう

修要
ようけん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するためには「英
え い ご

語中
ちゅうきゅう

級A・B」

の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。

　日
に ほ ん ご

本語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するための言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の前
ぜんてい

提

条
じょうけん

件はありません。
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

英
え い ご

語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生

＜英
え い ご

語アドバンストトラック＞

分
ぶん

　　野
や

必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 計
けい

共
きょ う つ う

通教
きょういく

育科
か も く

目

英
え い ご

語科
か も く

目 12単
た ん い

位

40単
た ん い い じ ょ う

位以上

124単
た ん い い じ ょ う

位以上
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目および
共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目
28単

た ん い

位

専
せんもんきょういく

門教育科
か も く

目 62単
た ん い い じ ょ う

位以上

自
じ ゆ う せ ん た く

由選択 22単
た ん い い じ ょ う

位以上

分
ぶん

　　野
や

必
ひつ よ う た ん い す う

要単位数 計
けい

共
きょ う つ う

通教
きょういく

育科
か も く

目

日
に

本
ほん

語
ご

科
か も く

目 16単
た ん い

位

40単
た ん い い じ ょ う

位以上

124単
た ん い い じ ょ う

位以上
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目および
共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目
24単

た ん い

位

専
せんもんきょういく

門教育科
か も く

目 62単
た ん い い じ ょ う

位以上

自
じ ゆ う せ ん た く

由選択 22単
た ん い い じ ょ う

位以上

【重
じゅうよう

要】
・日

に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生の卒
そつぎょう

業要
ようけん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目（自
じ が く ぶ

学部および他
た が く ぶ

学部科
か も く

目）を20

単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。

　演
えんしゅう

習科
か も く

目等
など

の両
りょう

言
げ ん ご

語開
かいこう

講科
か も く

目 （E/J） は英
え い ご

語開
かいこう

講科
か も く

目として集
しゅうけい

計されません。

・英
え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目の履
りしゅう

修要
ようけん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するための言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の前
ぜんてい

提条
じょう

件
けん

はありません。「ブリッジプログラム」は履
りしゅう

修できません。

◦‌‌英
え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目の履
りしゅう

修要
ようけん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するためには「英
え い ご

語中
ちゅうきゅう

級A・B」

の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。

　日
に ほ ん ご

本語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するための言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の前
ぜんてい

提

条
じょうけん

件はありません。
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２
０
１
１
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度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
）

　このカリキュラムは、以
い か

下の学
がくせい

生に適
てきよう

用します。

① 2011年
ね ん ど

度から2016年
ね ん ど

度の期
き か ん

間に新
しんにゅう

入学
がくせい

生として国
こくさい

際経
けいえい

営学
が く ぶ

部に入
にゅうがく

学した学
がくせい

生

② ‌2017年
ね ん ど

度の 2 回
かいせい

生編
へん

・転
てん

入
にゅう

学
がくせい

生、 3 回
かいせい

生編
へん

・転
てん

入
にゅう

学
がくせい

生

③ 2018年
ね ん ど

度の 3 回
かいせい

生編
へん

・転
てん

入
にゅう

学
がくせい

生

④ 2010年
ね ん ど い ぜ ん

度以前の新
しんにゅう

入学
がくせい

生で復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学の結
け っ か

果、①と同
どういつ

一セメスター回
かいせい

生となる学
がくせい

生

2.3.2 国
こくさい

際経
けいえい

営学
が く ぶ

部（APM）

学
がくしゅうぶんや

修分野

会
かいけい

計・ファイナンス Accounting‌and‌Finance

マーケティング Marketing

経
けいえいせんりゃく

営戦略と組
そ し き

織 Strategic‌Management‌and‌Organization

イノベーション・経
けいざいがく

済学 Innovation‌and‌Economics

　多
た よ う

様な社
しゃかい

会、文
ぶ ん か

化、伝
でんとう

統への深
ふか

い理
り か い

解および経
けいえいがく

営学に関
かん

する知
ち し き

識をもち、グローバル化
か

す

るビジネス社
しゃかい

会の中
なか

で様
さまざま

々な背
はいけい

景をもった人
ひとびと

々とコミュニケーションをとりながら経
けいえいもんだい

営問題

を発
はっけん

見し解
かいけつ

決できる能
のうりょく

力、高
たか

い職
しょくぎょうりんり

業倫理を備
そな

えた人
じんざい

材を育
いくせい

成するため、次
つぎ

の４つの学
がくしゅうぶんや

修分野

を設
せ っ ち

置しています。

　なお、各
かく

学
がくしゅ う ぶ ん や

修分野に配
は い ち

置された科
か も く

目、コア科
か も く

目、演
えんしゅ う か も く

習科目から30単
たんい い じ ょ う し ゅ う と く

位以上修得した場
ば

合
あい

、履
りしゅう

修した当
と う が い ぶ ん や

該分野の名
めいしょう

称が学
が く い き

位記に記
き さ い

載されます。ただし、学
が く い き

位記に記
き さ い

載するためには、

Campusmateから自
じ ぶ ん

分が希
き ぼ う

望する学
がくしゅうぶんや

修分野を申
しんせい

請する必
ひつよう

要があります。なお、申
しんせい

請できる

学
がくしゅうぶんや

修分野は１つのみです。申
しんせい

請方
ほうほう

法等
など

の詳
しょうさい

細は、アカデミック・オフィスウェブサイトを確
かく

認
にん

してください。

国
こ く さ い

際経
け い え い

営学
が く ぶ

部の学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

　卒
そつぎょう

業要
ようけん

件を満
み

たした者
もの

には、以
い か

下の学
が く い

位が与
あた

えられます。

学
が く い

位

学
が く し

士（経
けいえいがく

営学）

学
が く

位
い

登
と う ろ く か の う

録可能セメスター 第
だい

1 セメスター～最
さいしゅう

終セメスター

登
と う ろ く か の う じ き

録可能時期 履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録　Ａ、Ｂ、修
しゅうせい

正 1 、 修
しゅうせい

正 2 期
き か ん

間

＜学
がくしゅうぶんや

修分野登
とうろく

録スケジュール＞
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２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
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科
か も く

目分
ぶ ん や

野 科
か も く

目分
ぶ ん や

野に集
しゅうけい

計される科
か も く

目

共
きょうつう

通教
きょういく

育科
か も く

目

◦入
にゅうがく

学基
きじゅん

準言
げ ん ご

語と異
こと

なる言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目

　日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生：英
え い ご

語

　英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生：日
に ほ ん ご

本語

◦言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目（選
せんたく

択言
げ ん ご

語）（アジア太
たいへいよう

平洋言
げ ん ご

語）

◦共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目

専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目 ◦自
じ が く ぶ

学部（APM）専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目

自
じ ゆ う

由選
せんたく

択

◦‌言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目、共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目、自
じ が く ぶ

学部専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目の各
かく

分
ぶ ん や

野

で卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い

位数
すう

を超
こ

えた場
ば あ い

合

◦他
た

学
が く ぶ

部（APS）専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目（ 2 回
かいせい

生以
いじょう

上から履
りしゅう

修可
か の う

能）

※‌言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目で履
りしゅう

修免
めんじょ

除になった場
ば あ い

合は、その単
た ん い

位数
すう

分
ぶん

を

自
じ ゆ う

由選
せんたく

択で履
りしゅう

修することが必
ひつよう

要です。

　日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生は、入
にゅうがく

学時
じ

のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、英
え い ご

語スタンダードトラック（24

単
た ん い

位）または英
え い ご

語アドバンストトラック（12単
た ん い

位）のいずれかの履
りしゅう

修トラックが決
けっ

定
てい

されます。

日
に ほ ん ご

本語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生

＜英
え い ご

語スタンダードトラック＞

分
ぶ ん

　　野
や

必
ひ つ よ う た ん い す う

要単位数 計
け い

共
きょ う つ う

通教
きょういく

育科
か も く

目

英
え い ご

語科
かも く

目 24単
た ん い

位

40単
た ん い い じ ょ う

位以上

124単
た ん い い じ ょ う

位以上
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目および
共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目
16単

た ん い

位

専
せんもんきょういく

門教育科
か も く

目 62単
た ん い い じ ょ う

位以上

自
じ ゆ う せ ん た く

由選択 22単
た ん い い じ ょ う

位以上

【重
じゅうよう

要】
・ 日

に ほ ん ご

本語基
き じ ゅ ん

準国
こ く な い

内学
が く せ い

生の卒
そつぎょう

業要
よ う け ん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目（自
じ が く ぶ

学部および他
た が く ぶ

学部科
か も く

目）を20

単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。

　演
えんしゅう

習科
か も く

目等
など

の両
りょう

言
げ ん ご

語開
かいこう

講科
か も く

目 （E/J） は英
え い ご

語開
かいこう

講科
か も く

目として集
しゅうけい

計されません。

　  「ブリッジプログラム※」を履
りしゅう

修するためには「英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。

ただし、「ブリッジプログラム」は上
じょうげん

限 6 単
た ん い

位までしか単
た ん い

位修
しゅうとく

得できません。
※「ブリッジプログラム」は、幅

はばひろ

広い教
きょうよう

養科
か も く

目を英
えいごりょく

語力強
きょうか

化を行
おこな

いながら学
まな

ぶ科
か も く

目です。「英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A・B」を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生が、

本
ほんかくてき

格的な英
え い ご

語開
かいこう

講科
か も く

目を履
りしゅう

修するための第
だいいちだんかい

一段階としての科
か も く

目として設
せってい

定されています。授
じゅぎょう

業は学
が く ぶ

部教
きょういん

員と言
げ ん ご

語教
きょういん

員のチームで行
おこな

い、

科
か も く

目学
がくしゅう

習と英
え い ご

語学
がくしゅう

習が充
じゅうぶん

分に行
おこな

われるように設
せっけい

計されています。なお、日
にほんごきじゅんこくないがくせい

本語基準国内学生のみ履
りしゅうかのう

修可能です。

　卒
そつぎょう

業するためには、それぞれ定
さだ

められた科
か も く

目分
ぶ ん や

野の単
た ん い

位数
すう

を修
しゅうとく

得し、合
ごうけい

計で124単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅう

得
とく

することが必
ひつよう

要です。

卒
そ つ ぎ ょ う

業要
よ う け ん

件（2011年
ね ん

度
ど

カリキュラム）
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科
か も く

目分
ぶ ん や

野 科
か も く

目分
ぶ ん や

野に集
しゅうけい

計される科
か も く

目

共
きょうつう

通教
きょういく

育科
か も く

目

◦入
にゅうがく

学基
きじゅん

準言
げ ん ご

語と異
こと

なる言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目

　日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生：英
え い ご

語

　英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生：日
に ほ ん ご

本語

◦言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目（選
せんたく

択言
げ ん ご

語）（アジア太
たいへいよう

平洋言
げ ん ご

語）

◦共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目

専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目 ◦自
じ が く ぶ

学部（APM）専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目

自
じ ゆ う

由選
せんたく

択

◦‌言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目、共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目、自
じ が く ぶ

学部専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目の各
かく

分
ぶ ん や

野

で卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い

位数
すう

を超
こ

えた場
ば あ い

合

◦他
た

学
が く ぶ

部（APS）専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目（ 2 回
かいせい

生以
いじょう

上から履
りしゅう

修可
か の う

能）

※‌言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目で履
りしゅう

修免
めんじょ

除になった場
ば あ い

合は、その単
た ん い

位数
すう

分
ぶん

を

自
じ ゆ う

由選
せんたく

択で履
りしゅう

修することが必
ひつよう

要です。

　日
に ほ ん ご

本語基
きじゅん

準学
がくせい

生は、入
にゅうがく

学時
じ

のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、英
え い ご

語スタンダードトラック（24

単
た ん い

位）または英
え い ご

語アドバンストトラック（12単
た ん い

位）のいずれかの履
りしゅう

修トラックが決
けっ

定
てい

されます。

日
に ほ ん ご

本語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生

＜英
え い ご

語スタンダードトラック＞

分
ぶ ん

　　野
や

必
ひ つ よ う た ん い す う

要単位数 計
け い

共
きょ う つ う

通教
きょういく

育科
か も く

目

英
え い ご

語科
かも く

目 24単
た ん い

位

40単
た ん い い じ ょ う

位以上

124単
た ん い い じ ょ う

位以上
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目および
共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目
16単

た ん い

位

専
せんもんきょういく

門教育科
か も く

目 62単
た ん い い じ ょ う

位以上

自
じ ゆ う せ ん た く

由選択 22単
た ん い い じ ょ う

位以上

【重
じゅうよう

要】
・ 日

に ほ ん ご

本語基
き じ ゅ ん

準国
こ く な い

内学
が く せ い

生の卒
そつぎょう

業要
よ う け ん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目（自
じ が く ぶ

学部および他
た が く ぶ

学部科
か も く

目）を20

単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。

　演
えんしゅう

習科
か も く

目等
など

の両
りょう

言
げ ん ご

語開
かいこう

講科
か も く

目 （E/J） は英
え い ご

語開
かいこう

講科
か も く

目として集
しゅうけい

計されません。

　  「ブリッジプログラム※」を履
りしゅう

修するためには「英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。

ただし、「ブリッジプログラム」は上
じょうげん

限 6 単
た ん い

位までしか単
た ん い

位修
しゅうとく

得できません。
※「ブリッジプログラム」は、幅

はばひろ

広い教
きょうよう

養科
か も く

目を英
えいごりょく

語力強
きょうか

化を行
おこな

いながら学
まな

ぶ科
か も く

目です。「英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A・B」を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生が、

本
ほんかくてき

格的な英
え い ご

語開
かいこう

講科
か も く

目を履
りしゅう

修するための第
だいいちだんかい

一段階としての科
か も く

目として設
せってい

定されています。授
じゅぎょう

業は学
が く ぶ

部教
きょういん

員と言
げ ん ご

語教
きょういん

員のチームで行
おこな

い、

科
か も く

目学
がくしゅう

習と英
え い ご

語学
がくしゅう

習が充
じゅうぶん

分に行
おこな

われるように設
せっけい

計されています。なお、日
にほんごきじゅんこくないがくせい

本語基準国内学生のみ履
りしゅうかのう

修可能です。

　卒
そつぎょう

業するためには、それぞれ定
さだ

められた科
か も く

目分
ぶ ん や

野の単
た ん い

位数
すう

を修
しゅうとく

得し、合
ごうけい

計で124単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅう

得
とく

することが必
ひつよう

要です。

卒
そ つ ぎ ょ う

業要
よ う け ん

件（2011年
ね ん

度
ど

カリキュラム）
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そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
）

英
え い ご

語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生

＜英
え い ご

語アドバンストトラック＞

分
ぶ ん

　　野
や

必
ひ つ よ う た ん い す う

要単位数 計
け い

共
きょ う つ う

通教
きょういく

育科
か も く

目

英
え い ご

語科
かも く

目 12単
た ん い

位

40単
た ん い い じ ょ う

位以上

124単
た ん い い じ ょ う

位以上
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目および
共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目
28単

た ん い

位

専
せんもんきょういく

門教育科
か も く

目 62単
た ん い い じ ょ う

位以上

自
じ ゆ う せ ん た く

由選択 22単
た ん い い じ ょ う

位以上

分
ぶ ん

　　野
や

必
ひ つ よ う た ん い す う

要単位数 計
け い

共
きょ う つ う

通教
きょういく

育科
か も く

目

日
に

本
ほん

語
ご

科
か も く

目 16単
た ん い

位

40単
た ん い い じ ょ う

位以上

124単
た ん い い じ ょ う

位以上
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目および
共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目
24単

た ん い

位

専
せんもんきょういく

門教育科
か も く

目 62単
た ん い い じ ょ う

位以上

自
じ ゆ う せ ん た く

由選択 22単
た ん い い じ ょ う

位以上

【重
じゅうよう

要】
・ 日

に ほ ん ご

本語基
き じ ゅ ん

準国
こ く な い

内学
が く せ い

生の卒
そつぎょう

業要
よ う け ん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目（自
じ が く ぶ

学部および他
た が く ぶ

学部科
か も く

目）を20

単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得することが必
ひつよう

要です。

　演
えんしゅう

習科
か も く

目等
など

の両
りょう

言
げ ん ご

語開
かいこう

講科
か も く

目 （E/J） は英
え い ご

語開
かいこう

講科
か も く

目として集
しゅうけい

計されません。

・ 英
え い ご

語で開
か い こ う

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せ ん も ん

門教
きょういく

育科
か も く

目の履
り し ゅ う

修要
よ う け ん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するための言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の前
ぜんてい

提条
じょう

件
けん

はありません。「ブリッジプログラム」は履
りしゅう

修できません。

◦‌‌英
え い ご

語で開
か い こ う

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せ ん も ん

門教
きょういく

育科
か も く

目の履
り し ゅ う

修要
よ う け ん

件について
　‌英

え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するためには「英
え い ご

語中
ちゅうきゅう

級A・B」

の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。

　日
に ほ ん ご

本語で開
かいこう

講される共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するための言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の前
ぜんてい

提

条
じょうけん

件はありません。



104

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
／
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育

科か

目も
く

）

‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌

　履
りしゅう

修を強
つよ

く推
すいしょう

奨する科
か も く

目として、次
つぎ

の 5 科
か も く

目をコア科
か も く

目として位
い ち

置づけています。コア

科
か も く

目は専
せんもん

門領
りょういき

域を学
がくしゅう

修するうえで基
き そ

礎となる科
か も く

目です。 2 回
かいせい

生終
しゅうりょう

了時
じ て ん

点までに 5 科
か も く

目すべて

を履
りしゅう

修することを念
ねんとう

頭に履
りしゅう

修計
けいかく

画を立
た

ててください。

科
か も く め い

目名 科
か も く

目概
がいよう

要

会
かいけい

計学
がく

Ⅰ
会
かいけい

計は「ビジネスの言
げ ん ご

語」と言
い

われるように、ビジネスの世
せ か い

界では

英
え い ご

語とともに重
じゅうよう

要な公
こうよう

用語
ご

とされています。会
かいけい

計学
がく

Ⅰ・Ⅱを系
けいとうてき

統的に

履
りしゅう

修することで、ビジネスの世
せ か い

界で求
もと

められる最
さいていげん

低限の会
かいけい

計の知
ち し き

識や

スキルの習
しゅう

得
とく

を目
め ざ

指します。
会
かいけい

計学
がく

Ⅱ

金
きんゆう

融論
ろん

金
きんゆう

融システム、特
とく

に金
きんゆう

融仲
ちゅうかい

介機
き か ん

関としての銀
ぎんこう

行の役
やくわり

割に関
かん

する理
り ろ ん

論と

基
き ほ ん

本モデルの理
り か い

解、およびコーポレートファイナンスの基
き ほ ん

本知
ち し き

識の習
しゅう

得
とく

を目
め ざ

指します。

マーケティング入
にゅうもん

門

マーケティングは、顧
こきゃく

客の立
た ち ば

場から考
かんが

え、顧
こきゃく

客に受
じゅよう

容される新
あら

たな

価
か ち

値を創
そうぞう

造し、顧
こきゃく

客の満
まんぞく

足を得
え

ることでモノやサービスの交
こうかん

換を実
じつげん

現

します。その経
けいえい

営技
ぎじゅつ

術の知
ち し き

識・理
り ろ ん

論を学
がくしゅう

習し、マーケティングの

全
ぜんたいぞう

体像を理
り か い

解することを目
め ざ

指します。

組
そ し き

織行
こうどうろん

動論

組
そ し き

織行
こうどう

動論
ろん

は、組
そ し き

織内
ない

で人
ひとびと

々が示
しめ

す行
こうどう

動や態
た い ど

度について理
り か い

解を深
ふか

めま

す。そして、ミクロ（個
こ じ ん

人やチーム）とマクロ（組
そ し き

織の構
こうぞう

造・機
き の う

能・

文
ぶ ん か

化など）の観
かんてん

点から、人
ひとびと

々や組
そ し き

織がいかに効
こうりつてき

率的・効
こ う か て き

果的に経
けいえい

営管
かん

理
り

活
かつどう

動を行
おこな

うかを学
まな

びます。

コア科
か も く

目

　入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語と反
はんたい

対の言
げ ん ご

語（日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は英
え い ご

語、英
えい ご き じ ゅ ん が く せ い

語基準学生は日
に ほ ん ご

本語）を履
りしゅう

修する

必
ひつよう

要があります。卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い す う

位数はカリキュラムによって決
き

められていますので、該
がいとう

当

するページを確
かくにん

認してください。

　言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目は科
か も く

目によって難
な ん い ど

易度が異
こと

なり、それぞれの科
か も く

目を履
りしゅう

修する際
さい

の目
め や す

安と到
とうたつ

達

目
もく

標
ひょう

が定
さだ

められています。入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語と反
はんたい

対の言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目の履
りしゅう

修開
か い し

始レベルは、新
しんにゅうがく

入学

時
じ

のプレイスメントテストによって決
けってい

定されます。

英
え い ご

語科
か も く

目

　日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生の英
え い ご

語科
か も く

目の履
りしゅう

修は、入
にゅうがく

学時
じ

のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、履
りしゅう

修

2.3.3 2011年
ね ん ど

度カリキュラム適
てきよう

用　言
げん

語
ご

教
きょういく

育科
か も く

目

言
げ ん ご き ょ う い く か も く

語教育科目について
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２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
／
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育
科か

目も
く

）

‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌

　履
りしゅう

修を強
つよ

く推
すいしょう

奨する科
か も く

目として、次
つぎ

の 5 科
か も く

目をコア科
か も く

目として位
い ち

置づけています。コア

科
か も く

目は専
せんもん

門領
りょういき

域を学
がくしゅう

修するうえで基
き そ

礎となる科
か も く

目です。 2 回
かいせい

生終
しゅうりょう

了時
じ て ん

点までに 5 科
か も く

目すべて

を履
りしゅう

修することを念
ねんとう

頭に履
りしゅう

修計
けいかく

画を立
た

ててください。

科
か も く め い

目名 科
か も く

目概
がいよう

要

会
かいけい

計学
がく

Ⅰ
会
かいけい

計は「ビジネスの言
げ ん ご

語」と言
い

われるように、ビジネスの世
せ か い

界では

英
え い ご

語とともに重
じゅうよう

要な公
こうよう

用語
ご

とされています。会
かいけい

計学
がく

Ⅰ・Ⅱを系
けいとうてき

統的に

履
りしゅう

修することで、ビジネスの世
せ か い

界で求
もと

められる最
さいていげん

低限の会
かいけい

計の知
ち し き

識や

スキルの習
しゅう

得
とく

を目
め ざ

指します。
会
かいけい

計学
がく

Ⅱ

金
きんゆう

融論
ろん

金
きんゆう

融システム、特
とく

に金
きんゆう

融仲
ちゅうかい

介機
き か ん

関としての銀
ぎんこう

行の役
やくわり

割に関
かん

する理
り ろ ん

論と

基
き ほ ん

本モデルの理
り か い

解、およびコーポレートファイナンスの基
き ほ ん

本知
ち し き

識の習
しゅう

得
とく

を目
め ざ

指します。

マーケティング入
にゅうもん

門

マーケティングは、顧
こきゃく

客の立
た ち ば

場から考
かんが

え、顧
こきゃく

客に受
じゅよう

容される新
あら

たな

価
か ち

値を創
そうぞう

造し、顧
こきゃく

客の満
まんぞく

足を得
え

ることでモノやサービスの交
こうかん

換を実
じつげん

現

します。その経
けいえい

営技
ぎじゅつ

術の知
ち し き

識・理
り ろ ん

論を学
がくしゅう

習し、マーケティングの

全
ぜんたいぞう

体像を理
り か い

解することを目
め ざ

指します。

組
そ し き

織行
こうどうろん

動論

組
そ し き

織行
こうどう

動論
ろん

は、組
そ し き

織内
ない

で人
ひとびと

々が示
しめ

す行
こうどう

動や態
た い ど

度について理
り か い

解を深
ふか

めま

す。そして、ミクロ（個
こ じ ん

人やチーム）とマクロ（組
そ し き

織の構
こうぞう

造・機
き の う

能・

文
ぶ ん か

化など）の観
かんてん

点から、人
ひとびと

々や組
そ し き

織がいかに効
こうりつてき

率的・効
こ う か て き

果的に経
けいえい

営管
かん

理
り

活
かつどう

動を行
おこな

うかを学
まな

びます。

コア科
か も く

目

　入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語と反
はんたい

対の言
げ ん ご

語（日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は英
え い ご

語、英
えい ご き じ ゅ ん が く せ い

語基準学生は日
に ほ ん ご

本語）を履
りしゅう

修する

必
ひつよう

要があります。卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い す う

位数はカリキュラムによって決
き

められていますので、該
がいとう

当

するページを確
かくにん

認してください。

　言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目は科
か も く

目によって難
な ん い ど

易度が異
こと

なり、それぞれの科
か も く

目を履
りしゅう

修する際
さい

の目
め や す

安と到
とうたつ

達

目
もく

標
ひょう

が定
さだ

められています。入
にゅうがくきじゅんげんご

学基準言語と反
はんたい

対の言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目の履
りしゅう

修開
か い し

始レベルは、新
しんにゅうがく

入学

時
じ

のプレイスメントテストによって決
けってい

定されます。

英
え い ご

語科
か も く

目

　日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生の英
え い ご

語科
か も く

目の履
りしゅう

修は、入
にゅうがく

学時
じ

のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、履
りしゅう

修

2.3.3 2011年
ね ん ど

度カリキュラム適
てきよう

用　言
げん

語
ご

教
きょういく

育科
か も く

目

言
げ ん ご き ょ う い く か も く

語教育科目について
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度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げん
語ご
教きょ
う
い
く育
科か
目もく
）

◦‌英
え い ご か も く

語科目（必
ひっしゅう

修科
か も く

目）では各
かく

レベルにA（ 4 単
た ん い

位）とB（ 2 単
た ん い

位）の 2 つの科
か も く

目があり、

それぞれの科
か も く

目の成
せいせきひょうかきじゅん

績評価基準に基
もと

づき成
せいせき

績が付
ふ よ

与されます。各
かく

レベルのAとBの 2 科
か も く

目

（合
ごうけい

計 6 単
た ん い

位）を単
たんいしゅうとく

位修得してはじめて次
つぎ

のレベルの英
え い ご か も く

語科目の履
りしゅう

修が可
か の う

能です。

◦‌各
かく

トラックにおける英
え い ご

語必
ひっしゅう

修科
か も く

目は、単
た ん い

位修
しゅうとく

得をし終
お

えるまで、自
じ ど う て き

動的に大
だいがく

学がクラス

指
し て い

定をします。同
おな

じレベルの科
か も く

目であっても時
じ か ん わ り

間割や担
たんとう

当教
きょういん

員が異
こと

なる場
ば あ い

合がありますが、

全
すべ

て大
だいがく

学が指
し て い

定をしますので、クラス変
へんこう

更や履
りしゅう

修取
と り け

消しはできません。

◦‌英
え い ご

語科
か も く

目（必
ひっしゅう

修科
か も く

目）の成
せいせき

績評
ひょうか

価には、学
がく

内
ない

で実
じ っ し

施されるProgressテストのスコアが含
ふく

まれます。

詳
くわ

しくは各
かく

科
か も く

目のシラバスを確
かくにん

認してください。

◦‌言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目（英
え い ご

語）は、受
じゅこう

講の条
じょうけん

件を満
み

たすことでグレード番
ばんごう

号に関
かか

わらず履
りしゅう

修できます。

各
か く

トラックの履
り し ゅ う

修について

英
え い

語
ご

スタンダードトラック

科
か も く め い

目名（単
た ん い

位数
す う

） プレイスメントの目
め

安
や す

（TOEFL ITP® Test） 必
ひっしゅう

修/選
せ ん た く

択 登
と う ろ く

録

英
え い ご

語初
しょきゅう

級A‌⑷ 英
え い ご

語初
しょきゅう

級B‌⑵ 310－419 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A‌⑷ 英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級B‌⑵ 420－459 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

英
え い ご

語中
ちゅうきゅう

級A‌⑷ 英
え い ご

語中
ちゅうきゅう

級B‌⑵ 460－479 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

英
え い ご

語準
じゅん

上
じょうきゅう

級A‌⑷ 英
え い ご

語準
じゅん

上
じょうきゅう

級B‌⑵ 480－499 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

専
せんしゅう

修

言
げん

語
ご

英
え い ご

語ビジネス・ライティング ⑵

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録
英
え い ご

語ビジネス・プレゼンテーション ⑵

英
え い ご

語プロジェクト1  ⑵

英
え い ご

語ディスカッションとディベート ⑵

◦‌スタンダードトラックの専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語は、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な英
え い ご か も く

語科目を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生がさらに高
こ う ど

度

な言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の向
こうじょう

上を目
め ざ

指すために設
もう

けられています。

◦‌スタンダードトラックの専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語のうち 2 科
か も く

目以
いじょう

上の単
た ん い

位修
しゅうとく

得で、アドバンストトラック

の英
え い ご

語科
か も く

目の履
りしゅう

修が可
か の う

能です。ただし、アドバンストトラックの履
りしゅう

修開
か い し

始レベルは「英
え い ご

語

上
じょうきゅう

級 1 A ・ 1 B」からです。また、履
りしゅうとうろく

修登録はB期
き か ん

間において定
ていいん

員に空
あ

きがある場
ば あ い

合のみ

可
か の う

能です。

トラックと履
りしゅう

修開
か い し

始レベルが決
けっ

定
てい

されます。履
りしゅう

修トラックは英
え い ご

語スタンダードトラック（24

単
た ん い

位）と英
え い ご

語アドバンストトラック（12単
た ん い

位）があります。なお、一
い ち ど

度決
けっ

定
てい

された履
りしゅう

修トラッ

クは、以
い こ う

降一
いっさい

切変
へんこう

更ができません。
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
／
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育

科か

目も
く

）

アドバンストトラックの専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語は、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な英
え い ご

語を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生がさらに高
こ う ど

度な言
げ ん ご

語

能
のうりょく

力の向
こうじょう

上を目
め ざ

指すために設
もう

けられています。

英
え い ご

語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の英
え い ご

語科
か も く

目履
り し ゅ う

修について

 　英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生は「アドバンストトラック」の英
え い ご か も く

語科目を履
りしゅう

修することができます。

● 英
えいごじょうきゅう

語上級1A・1Bの履
り し ゅ う

修を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合
　TOEFL‌ITP®‌Testにおいて500点

てん

～524点
てん

を取
しゅとく

得している場
ば あ い

合にのみ申
しんせい

請が可
か の う

能です。下
か き

記

の場
ば

合
あい

は申
しんせい

請をすることができません。

◦TOEFL‌ITP®‌Testのスコアを保
ほ ゆ う

有していない場
ば あ い

合

◦保
ほ ゆ う

有しているTOEFL‌ITP®‌Testのスコアが有
ゆう こ う き げ ん が い

効期限外の場
ば あ い

合

　‌履
り し ゅ う き ぼ う し ゃ

修希望者は、履
りしゅうとうろく

修登録を希
き ぼ う

望する前
まえ

のセメスターにTOEFL‌ITP®‌Testのスコアシートを

提
てい

出
しゅつ

してください。申
しんせい

請を行
おこな

った次
つぎ

のセメスターの履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録B期
き か ん

間において定
ていいん

員に空
あ

きがある場
ば あ い

合に、各
か く じ

自で履
りしゅうとうろく

修登録を行
おこな

うことができます。

※申
しんせい

請は履
り し ゅ う じ

修時に第
だい

2 セメスター以
いじょう

上の学
がくせい

生が対
たいしょう

象です。

科
か も く め い

目名（単
た ん い

位数
す う

） プレイスメントの目
め

安
や す

（TOEFL®/ITP） 必
ひっしゅう

修/選
せ ん た く

択 登
と う ろ く

録

英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 1 A‌⑷ 英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 1B‌⑵ 500－524 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 2 A‌⑷ 英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 2B‌⑵ 525－550 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

専
せんしゅう

修

言
げん

語
ご

ビジネス英
え い ご

語 1  ⑵

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録
ビジネス英

え い ご

語 2  ⑵

英
え い ご

語多
た

読
どく

 ⑵

英
え い ご

語プロジェクト2  ⑵

申
し ん せ い

請期
き

間
か ん

履
り し ゅ う

修セメスター

2020年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター
2020年

ねん

7 月
がつ

1 日㈬～ 7月
がつ

14日㈫ 
2020年

ねん

度
ど

秋
あき

セメスター

2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター
2021年

ねん

1 月
がつ

7 日㈭～ 1月
がつ

20日㈬
2021年

ねん

度
ど

春
はる

セメスター

＜英
え い ご

語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の英
えいごじょうきゅう

語上級1A・1B履
り し ゅ う

修申
し ん せ い

請スケジュール＞

英
え い ご

語アドバンストトラック
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
／
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育
科か

目も
く

）

アドバンストトラックの専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語は、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な英
え い ご

語を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生がさらに高
こ う ど

度な言
げ ん ご

語

能
のうりょく

力の向
こうじょう

上を目
め ざ

指すために設
もう

けられています。

英
え い ご

語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の英
え い ご

語科
か も く

目履
り し ゅ う

修について

 　英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生は「アドバンストトラック」の英
え い ご か も く

語科目を履
りしゅう

修することができます。

● 英
えいごじょうきゅう

語上級1A・1Bの履
り し ゅ う

修を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合
　TOEFL‌ITP®‌Testにおいて500点

てん

～524点
てん

を取
しゅとく

得している場
ば あ い

合にのみ申
しんせい

請が可
か の う

能です。下
か き

記

の場
ば

合
あい

は申
しんせい

請をすることができません。

◦TOEFL‌ITP®‌Testのスコアを保
ほ ゆ う

有していない場
ば あ い

合

◦保
ほ ゆ う

有しているTOEFL‌ITP®‌Testのスコアが有
ゆう こ う き げ ん が い

効期限外の場
ば あ い

合

　‌履
り し ゅ う き ぼ う し ゃ

修希望者は、履
りしゅうとうろく

修登録を希
き ぼ う

望する前
まえ

のセメスターにTOEFL‌ITP®‌Testのスコアシートを

提
てい

出
しゅつ

してください。申
しんせい

請を行
おこな

った次
つぎ

のセメスターの履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録B期
き か ん

間において定
ていいん

員に空
あ

きがある場
ば あ い

合に、各
か く じ

自で履
りしゅうとうろく

修登録を行
おこな

うことができます。

※申
しんせい

請は履
り し ゅ う じ

修時に第
だい

2 セメスター以
いじょう

上の学
がくせい

生が対
たいしょう

象です。

科
か も く め い

目名（単
た ん い

位数
す う

） プレイスメントの目
め

安
や す

（TOEFL®/ITP） 必
ひっしゅう

修/選
せ ん た く

択 登
と う ろ く

録

英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 1 A‌⑷ 英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 1B‌⑵ 500－524 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 2 A‌⑷ 英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 2B‌⑵ 525－550 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

専
せんしゅう

修

言
げん

語
ご

ビジネス英
え い ご

語 1  ⑵

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録
ビジネス英

え い ご

語 2  ⑵

英
え い ご

語多
た

読
どく

 ⑵

英
え い ご

語プロジェクト2  ⑵

申
し ん せ い

請期
き

間
か ん

履
り し ゅ う

修セメスター

2020年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター
2020年

ねん

7 月
がつ

1 日㈬～ 7月
がつ

14日㈫ 
2020年

ねん

度
ど

秋
あき

セメスター

2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター
2021年

ねん

1 月
がつ

7 日㈭～ 1月
がつ

20日㈬
2021年

ねん

度
ど

春
はる

セメスター

＜英
え い ご

語基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の英
えいごじょうきゅう

語上級1A・1B履
り し ゅ う

修申
し ん せ い

請スケジュール＞

英
え い ご

語アドバンストトラック
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Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

● 英
えいごじょうきゅう

語上級2A・2Bまたはアドバンストトラックの専
せんしゅうげんご

修言語の履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合
　履

りしゅう か も く と う ろ く

修科目登録B期
き か ん

間において定
ていいん

員に空
あ

きがある場
ば あ い

合に、各
か く じ

自で履
りしゅうとうろく

修登録を行
おこな

うことができます。

　QRコード：

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げん
語ご
教きょ
う
い
く育
科か
目もく
）

　英
え い ご か も く

語科目（必
ひっ し ゅ う か も く

修科目）では、外
が い ぶ し け ん

部試験の結
け っ か

果が成
せい せ き ひ ょ う か

績評価の一
い ち ぶ

部に含
ふく

まれます。これ

は、外
が い ぶ し け ん

部試験が各
かく

自
じ

の英
えいごがくしゅう

語学習の成
せ い か

果をはかる上
うえ

で、 1 つの指
しひょう

標として利
り よ う

用することができ、

国
こ く さ い か じ だ い

際化時代に対
たいおう

応し得
う

る総
そうごうてき

合的な英
えいごりょく

語力を身
み

につけていく学
がくしゅう

修の一
いっかん

環でもあるからです。

　履
りしゅう

修レベルによって、成
せいせきひょうか

績評価に反
はんえい

映される外
が い ぶ し け ん

部試験が異
こと

なりますので、下
か き

記より確
かくにん

認をし

てください。「英
え い ご か も く

語科目（必
ひっしゅうかもく

修科目）を履
りしゅうちゅう

修中の日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生」は、履
りしゅう

修レベルで成
せいせきひょうか

績評価

に反
はんえい

映される外
が い ぶ

部試
し け ん

験を指
し て い

定された義
ぎ む

務受
じゅけん

験日
び

に学
がくない

内で受
じゅけん

験（受
じゅけんりょう

験料は大
だいがく

学負
ふ た ん

担）しなけれ

ばなりません。指
し て い

定された義
ぎ む

務受
じゅけん

験日
び

に本
ほんにん

人の都
つ ご う

合により受
じゅけん

験しなかった場
ば あ い

合は、その権
け ん り

利

を放
ほ う き

棄したものとみなします。

履
りしゅう

修レベル 成
せいせきひょうか

績評価に反
はんえい

映される外
が い ぶ し け ん

部試験

英
えいごしょきゅう

語初級A・B

Progress‌Test
英
えいごじゅんちゅうきゅう

語準中級A・B

英
えいごちゅうきゅう

語中級A・B

英
えいごじゅんじょうきゅう

語準上級A・B

※‌学
がくない

内で受
じゅけん

験をしたProgress‌Testのスコアは、自
じ ど う て き

動的に科
か

目
もく

の成
せいせきひょうか

績評価に反
はんえい

映されますので、

別
べ っ と

途スコアなどを提
ていしゅつ

出する必
ひつよう

要はありません。

● Progress Testとは

　Progress‌Testとは、一
いってい

定の期
き か ん

間における学
がくしゅうしゃ

習者の熟
じゅくたつど

達度を測
はか

ることができるPearson社
しゃ

が

開
かいはつ

発したオンラインの英
えいごうんようのうりょく

語運用能力テストです。総
そうごうてき

合的な英
えいごりょく

語力を計
けいそく

測するための試
し け ん

験で、リーディ

ング・ライティング・スピーキング・リスニングの 4 技
ぎ の う

能に加
くわ

え、文
ぶんぽう

法および語
ご い り ょ く

彙力も測
はか

る

ことができます。結
け っ か

果はグローバル・スケール・オブ・イングリッシュ（GSE）に準
じゅんきょ

拠しており、

各
かく

スキルにおける詳
しょうさい

細なフィードバックレポートも提
て い じ

示されます。

● TOEFL® Testとは

　TOEFL®‌Test（Test‌of‌English‌as‌a‌Foreign‌Language）‌は英
え い ご

語を母
ぼ ご

語としない外
がい こ く じ ん

国人

が、英
えい

語
ご

圏
けん

（主
おも

に北
ほくべい

米）にある大
だいがく

学・大
だいがくいん

学院などに留
りゅうがく

学をする際
さい

、英
え い ご

語での授
じゅぎょう

業を受
じゅこう

講でき

る総
そう

合
ごう

的
てき

な英
えいごりょく

語力があるかどうかをみるための試
し け ん

験です。交
こうかんりゅうがく

換留学等
とう

のOff-campus‌Study‌

Programに申
しんせい

請をする場
ば あ い

合、このTOEFL‌ITP®‌Test‌スコアが必
ひつよう

要になります。学
がくない

内で実
じっ

施
し

する「TOEFL‌ITP®‌Test‌(Institutional‌Testing‌Program)」は団
だ ん た い む

体向けテストプログラムで

す。TOEFL‌ITP®Testスコアには公
こうてき

的な効
こうりょく

力はありませんが、出
しゅつだいけいしき

題形式や採
さいてんほうほう

点方法はTOEFL®‌

Testに準
じゅん

じています。

英
えい

語
ご

科
か

目
も く

（必
ひ っ し ゅ う か も く

修科目）の成
せい

績
せ き

評
ひ ょ う か

価に反
はん え い

映される外
がい

部
ぶ

試
し

験
け ん

について
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
／
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育

科か

目も
く

）

セメスター TOEFL ITP® Test試
し け ん び

験日 TOEIC® L & R TEST（IP）試
し け ん び

験日

春
はる

セメスター
2020年

ねん

4 月
がつ

22日（水） 2020年
ねん

6 月
がつ

17日（水）

2020年
ねん

5 月
がつ

20日（水）

秋
あき

セメスター
2020年

ねん

10月
がつ

28日（水） 2020年
ねん

12月
がつ

16日（水）

2020年
ねん

12月
がつ

2 日（水）

＜日
に

本
ほ ん

語
ご

基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の義
ぎ

務
む

受
じ ゅ け ん

験＞

＜2020年
ね ん

度
ど

 TOEFL ITP® TestおよびTOEIC® L & R TEST（IP）学
が く な い じ っ し

内実施スケジュール＞

・Progressテスト

‌‌ 英
えいごしょきゅう

語初級・準
じゅんちゅうきゅう

中級の授
じゅぎょうない

業内で実
じ っ し

施をしますので、担
たんとうきょういん

当教員から指
し て い

定された日
ひ

に必
かなら

ず受
じゅけん

験し

てください。

　この他
ほか

に、学
がくない

内では義
ぎ む じ ゅ け ん い が い

務受験以外でも実
じ っ し

施されるTOEFL‌ITP®‌TestやTOEIC®‌L‌&‌R‌TEST‌

(IP)、IELTSTMの受
じゅ

験
けん

が可
か の う

能です。ただし事
じ ぜ ん

前申
もうしこみ

込と受
じゅけんりょう

験料が必
ひつよう

要です。

※‌IELTSTMのスケジュールは、キャンパスターミナルなど学
がくない

内の案
あんない

内を確
かくにん

認してください。

＜注
ちゅういてん

意点＞

　スコアシートの再
さいはっこう

発行は一
いっさい

切できません。学
がくない

内の各
かくしゅ

種Off-campus‌Study‌Programのほか、

英
え い ご か も く

語科目（必
ひっしゅうかもく

修科目）の履
りしゅうめんじょ

修免除へ申
しんせい

請をする際
さい

は、スコアシートの原
げんぽん

本の提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要です。

スコアシートを受
う

け取
と

ったあとは、紛
ふん

失
しつ

をしないように大
たいせつ

切に保
ほ か ん

管してください。
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リ
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■‌

２
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１
１
年ね
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カ
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キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
／
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育
科か

目も
く

）

セメスター TOEFL ITP® Test試
し け ん び

験日 TOEIC® L & R TEST（IP）試
し け ん び

験日

春
はる

セメスター
2020年

ねん

4 月
がつ

22日（水） 2020年
ねん

6 月
がつ

17日（水）

2020年
ねん

5 月
がつ

20日（水）

秋
あき

セメスター
2020年

ねん

10月
がつ

28日（水） 2020年
ねん

12月
がつ

16日（水）

2020年
ねん

12月
がつ

2 日（水）

＜日
に

本
ほ ん

語
ご

基
き じ ゅ ん

準学
が く せ い

生の義
ぎ

務
む

受
じ ゅ け ん

験＞

＜2020年
ね ん

度
ど

 TOEFL ITP® TestおよびTOEIC® L & R TEST（IP）学
が く な い じ っ し

内実施スケジュール＞

・Progressテスト

‌‌ 英
えいごしょきゅう

語初級・準
じゅんちゅうきゅう

中級の授
じゅぎょうない

業内で実
じ っ し

施をしますので、担
たんとうきょういん

当教員から指
し て い

定された日
ひ

に必
かなら

ず受
じゅけん

験し

てください。

　この他
ほか

に、学
がくない

内では義
ぎ む じ ゅ け ん い が い

務受験以外でも実
じ っ し

施されるTOEFL‌ITP®‌TestやTOEIC®‌L‌&‌R‌TEST‌

(IP)、IELTSTMの受
じゅ

験
けん

が可
か の う

能です。ただし事
じ ぜ ん

前申
もうしこみ

込と受
じゅけんりょう

験料が必
ひつよう

要です。

※‌IELTSTMのスケジュールは、キャンパスターミナルなど学
がくない

内の案
あんない

内を確
かくにん

認してください。

＜注
ちゅういてん

意点＞

　スコアシートの再
さいはっこう

発行は一
いっさい

切できません。学
がくない

内の各
かくしゅ

種Off-campus‌Study‌Programのほか、

英
え い ご か も く

語科目（必
ひっしゅうかもく

修科目）の履
りしゅうめんじょ

修免除へ申
しんせい

請をする際
さい

は、スコアシートの原
げんぽん

本の提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要です。

スコアシートを受
う

け取
と

ったあとは、紛
ふん

失
しつ

をしないように大
たいせつ

切に保
ほ か ん

管してください。
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Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げん
語ご
教きょ
う
い
く育
科か
目もく
）

　英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生の日
に ほ ん ご

本語科
か も く

目の履
りしゅう

修は、入
にゅうがく

学時
じ

のプレイスメントテストの結
け っ か

果により、履
りしゅう

修

開
かい

始
し

レベルが決
けってい

定されます。

科
か

目
もく

名
めい

（単
たん

位
い

数
すう

） 必
ひっしゅう

修・選
せんたく

択 登
とうろく

録

日
に

本
ほん

語
ご

初
しょ

級
きゅう

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4） 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除

日
に

本
ほん

語
ご

中
ちゅう

級
きゅう

（ 4 ） 必
ひっしゅう

修 大
だいがく

学が登
とうろく

録

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除 ↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除

日
に

本
ほん

語
ご

中
ちゅう

上
じょう

級
きゅう

（ 4 ） 専
せん

修
しゅう

言
げん

語
ご

選
せんたく

択 学
がくせい

生が登
とうろく

録

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除 日
に

本
ほん

語
ご

プロジェクトＡ（ 2）

日
に

本
ほん

語
ご

上
じょう

級
きゅう

（ 4 ） 日
に

本
ほん

語
ご

プロジェクトB（ 2）

↓合
ごうかく

格・免
めんじょ

除 日
に

本
ほん

語
ご

プロジェクトＣ（ 2）

専
せん

修
しゅう

言
げん

語
ご

日
に

本
ほん

語
ご

プロジェクトＤ（ 2）

キャリア日
に

本
ほん

語
ご

Ⅰ（ 4）
日
に

本
ほん

語
ご

・日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

Ⅰ（ 2）
日
に

本
ほん

語
ご

プロジェクト
E（ 2）

↓合
ごうかく

格 ↓合
ごうかく

格 日
に

本
ほん

語
ご

プロジェクト
F（ 2）

キャリア日
に

本
ほん

語
ご

Ⅱ（ 2）
日
に

本
ほん

語
ご

・日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

Ⅱ（ 2）
講
こう

義
ぎ

の日
に

本
ほん

語
ご

（ 2 ）

↓合
ごうかく

格

キャリア日
に

本
ほん

語
ご

Ⅲ（ 2）

日
に ほ ん ご

本語科
か も く

目

◦‌初
しょきゅう

級レベルの学
がくせい

生は、プレイスメントテストの結
け っ か

果に基
もと

づき、以
い か

下の 3 パターンのいずれ

かが適
てきよう

用されます。

①‌「日
にほん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ」から履
りしゅう

修を開
かい

始
し

する場
ば あ い

合、「日
にほん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」をセットで履
りしゅう

修します。

　 （授
じゅぎょう

業は週
しゅう

12回
かい

）

②‌「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅱ」から履
りしゅう

修を開
かい

始
し

する場
ば あ い

合、「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅱ・Ⅲ」をセットで履
りしゅう

修します。

　 （授
じゅぎょう

業は週
しゅう

8 回
かい

）

③‌　「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅲ」から履
りしゅう

修を開
かい

始
し

する場
ば あ い

合、「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅲ」のみを履
りしゅう

修します。

 　（授
じゅぎょう

業は週
しゅう

4 回
かい

）

‌①もしくは②の指
し て い

定を受
う

けた学
がくせい

生が、「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ」のみ、「日
にほ ん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅱ」のみを履
り

修
しゅう

す

ることはできません。

◦‌日
に ほ ん ご ひ っ し ゅ う か も く

本語必修科目は、単
たんいしゅうとく

位修得をし終
お

えるまで、自
じ ど う て き

動的に大
だいがく

学がクラスを指
し て い

定します。同
おな

じ

レベルの科
か も く

目であっても時
じ か ん わ り

間割や担
たんとうきょういん

当教員が異
こと

なる場
ば あ い

合がありますが、全
すべ

て大
だいがく

学が指
し て い

定し

ますので、クラス変
へんこう

更や履
りしゅう

修取
と り け

消しはできません。

◦‌各
かく

個
こ じ ん

人の卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い

位数
すう

を上
うわまわ

回って言
げ ん ご

語科
か も く

目単
た ん い

位を修
しゅうとく

得した場
ば あ い

合は、「共
きょうつう

通教
きょういく

育科
か も く

目」、

「自
じ ゆ う

由選
せんたく

択」の順
じゅん

に集
しゅうけい

計されます。

◦‌言
げんごきょういくかもく

語教育科目（日
に ほ ん ご

本語）は、受
じゅこう

講の条
じょうけん

件を満
み

たすことでグレード番
ばんごう

号に関
かか

わらず履
りしゅう

修できます（キ

ャリア日
に ほ ん ご

本語を除
のぞ

く）。



110

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
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他た
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い
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ム
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リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
／
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育

科か

目も
く

）

　専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語は、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な日
に ほ ん ご

本語を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生がさらに高
こ う ど

度な言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の向
こうじょう

上を目
め ざ

指す

ために設
もう

けられています。それぞれの科
か も く

目に前
ぜんてい

提科
か も く

目や受
じゅこう

講の目
め や す

安が設
もう

けられていますので、

詳
くわ

しくはシラバスを確
かくにん

認してください。

専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語

科
か も く め い

目名 前
ぜ ん て い か も く

提科目 受
じゅこう

講の目
め や す

安 対
たいしょうがくせい

象学生

日
に ほ ん ご

本語プロジェクト

A・B・C・D
日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級 日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級修
しゅうりょう

了
英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生

（日
に ほ ん ご

本語母
ぼ ご

語話
わしゃ

者を除
のぞ

く）

日
に ほ ん ご

本語プロジェクト

E・F
日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級修
しゅうりょう

了

日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・

日
に ほ ん ご

本語240点
てん

程
て い ど

度

国
こくさいがくせい

際学生、

英
え い ご

語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生

（日
に ほ ん ご

本語母
ぼ ご

語話
わしゃ

者を除
のぞ

く）

講
こ う ぎ

義の日
に ほ ん ご

本語

日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化Ⅰ

日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化Ⅱ 日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化Ⅰ

キャリア日
に ほ ん ご

本語Ⅰ（＊） 日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級

キャリア日
に ほ ん ご

本語Ⅱ（＊） キャリア日
に ほ ん ご

本語Ⅰ

キャリア日
に ほ ん ご

本語Ⅲ（＊） キャリア日
に ほ ん ご

本語Ⅱ

　アジア太
たいへいよう

平洋言
げ ん ご

語（AP言
げ ん ご

語）として、中
ちゅうごく

国語
ご

、韓
かんこく

国語
ご

、マレー語
ご

・インドネシア語
ご

、ス

ペイン語
ご

、タイ語
ご

、ベトナム語
ご

の 6 言
げ ん ご

語を開
かいこう

講しています。レベルによって難
な ん い ど

易度が異
こと

なり、

ひとつ前
まえ

のレベルの単
たんいしゅうとく

位修得、もしくは履
りしゅう

修免
めんじょ

除を受
う

けていなければ履
りしゅう

修できません。

言
げ ん ご

語 レベル（単
た ん い す う

位数）

中
ちゅうごくご

国語 Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 4）

韓
か ん こ く ご

国語 Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 4）

マレー語
ご

・インドネシア語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

スペイン語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

タイ語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

ベトナム語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

アジア太
た い へ い よ う

平洋言
げ ん ご

語（AP言
げ ん ご

語）

● 履
りしゅうじょうけん

修条件　

・履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望する言
げ ん ご

語が母
ぼ ご

語でないこと。

・日
にほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は、「英
えいごしょきゅう

語初級A・B」、英
えいごきじゅんがくせい

語基準学生は「日
にほんごし ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を単
たんいしゅ う と く ず

位修得済み、

もしくは履
りし ゅ う め ん じ ょ ず

修免除済みであること。

・言
げんごきょうい く か も く

語教育科目（AP言
げ ん ご

語）は、受
じゅこう

講の条
じょうけん

件を満
み

たすことでグレード番
ばんごう

号に関
かか

わらず履
りしゅう

修できます。

＊ 5セメスター生
せいい じ ょ う じ ゅ こ う か

以上受講可
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Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学

が
く
し
ゅ
う修

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
／
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育
科か

目も
く

）

　専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語は、卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な日
に ほ ん ご

本語を修
しゅうりょう

了した学
がくせい

生がさらに高
こ う ど

度な言
げ ん ご

語能
のうりょく

力の向
こうじょう

上を目
め ざ

指す

ために設
もう

けられています。それぞれの科
か も く

目に前
ぜんてい

提科
か も く

目や受
じゅこう

講の目
め や す

安が設
もう

けられていますので、

詳
くわ

しくはシラバスを確
かくにん

認してください。

専
せんしゅう

修言
げ ん ご

語

科
か も く め い

目名 前
ぜ ん て い か も く

提科目 受
じゅこう

講の目
め や す

安 対
たいしょうがくせい

象学生

日
に ほ ん ご

本語プロジェクト

A・B・C・D
日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級 日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級修
しゅうりょう

了
英
え い ご

語基
きじゅん

準学
がくせい

生

（日
に ほ ん ご

本語母
ぼ ご

語話
わしゃ

者を除
のぞ

く）

日
に ほ ん ご

本語プロジェクト

E・F
日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級修
しゅうりょう

了

日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・

日
に ほ ん ご

本語240点
てん

程
て い ど

度

国
こくさいがくせい

際学生、

英
え い ご

語基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生

（日
に ほ ん ご

本語母
ぼ ご

語話
わしゃ

者を除
のぞ

く）

講
こ う ぎ

義の日
に ほ ん ご

本語

日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化Ⅰ

日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化Ⅱ 日
に ほ ん ご

本語・日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化Ⅰ

キャリア日
に ほ ん ご

本語Ⅰ（＊） 日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級

キャリア日
に ほ ん ご

本語Ⅱ（＊） キャリア日
に ほ ん ご

本語Ⅰ

キャリア日
に ほ ん ご

本語Ⅲ（＊） キャリア日
に ほ ん ご

本語Ⅱ

　アジア太
たいへいよう

平洋言
げ ん ご

語（AP言
げ ん ご

語）として、中
ちゅうごく

国語
ご

、韓
かんこく

国語
ご

、マレー語
ご

・インドネシア語
ご

、ス

ペイン語
ご

、タイ語
ご

、ベトナム語
ご

の 6 言
げ ん ご

語を開
かいこう

講しています。レベルによって難
な ん い ど

易度が異
こと

なり、

ひとつ前
まえ

のレベルの単
たんいしゅうとく

位修得、もしくは履
りしゅう

修免
めんじょ

除を受
う

けていなければ履
りしゅう

修できません。

言
げ ん ご

語 レベル（単
た ん い す う

位数）

中
ちゅうごくご

国語 Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 4）

韓
か ん こ く ご

国語 Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 4）

マレー語
ご

・インドネシア語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

スペイン語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

タイ語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

ベトナム語
ご

Ⅰ（ 4）・Ⅱ（ 4）・Ⅲ（ 4）・Ⅳ（ 2）

アジア太
た い へ い よ う

平洋言
げ ん ご

語（AP言
げ ん ご

語）

● 履
りしゅうじょうけん

修条件　

・履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望する言
げ ん ご

語が母
ぼ ご

語でないこと。

・日
にほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は、「英
えいごしょきゅう

語初級A・B」、英
えいごきじゅんがくせい

語基準学生は「日
にほんごし ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を単
たんいしゅ う と く ず

位修得済み、

もしくは履
りし ゅ う め ん じ ょ ず

修免除済みであること。

・言
げんごきょうい く か も く

語教育科目（AP言
げ ん ご

語）は、受
じゅこう

講の条
じょうけん

件を満
み

たすことでグレード番
ばんごう

号に関
かか

わらず履
りしゅう

修できます。

＊ 5セメスター生
せいい じ ょ う じ ゅ こ う か

以上受講可
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Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
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く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げん
語ご
教きょ
う
い
く育
科か
目もく
）

英
え い ご

語科
か も く

目・日
に ほ ん ご

本語科
か も く

目の履
り し ゅ う

修免
め ん じ ょ

除

　以
い か

下の場
ば あ い

合に限
かぎ

り、英
え い ご か も く

語科目・日
に ほ ん ご か も く

本語科目の履
りしゅう

修免
めんじょ

除を受
う

けることができます。

・‌交
こうかんりゅうがくちゅう

換留学中に大
だいがく

学が指
し て い

定する試
し け ん

験のスコアを取
しゅとく

得し、APUで学
がくしゅう

修を再
さいかい

開する直
ちょくぜん

前のセメスター

に申
しんせい

請をした場
ば あ い

合

・‌休
きゅうがくちゅう

学中に大
だいがく

学が指
し て い

定する試
し け ん

験のスコアを取
しゅとく

得し、APUに復
ふくがく

学する直
ちょくぜん

前のセメスターに申
しんせい

請

をした場
ば あ い

合

・‌日
にほんごしゅうちゅうがくしゅう

本語集中学習プログラム「日
に ほ ん ご

本語イマージョン」で実
じ っ し

施される履
りしゅう

修免
め ん じ ょ し け ん

除試験に申
しんせい

請し、

合
ごうかく

格した場
ば あ い

合

　申
しんせい

請条
じょうけん

件に当
あ

てはまらない場
ば あ い

合は、履
りしゅう

修免
めんじょ

除の対
たいしょう

象となりません。

・‌履
りしゅうめんじょ

修免除を受
う

けた場
ば あ い

合、次
つぎ

のレベルまたは適
てきせつ

切なレベルの科
か も く

目から履
りしゅう

修を再
さいかい

開することが可
か

能
のう

です。なお、必
ひっしゅうかもく

修科目の履
りしゅうめんじょ

修免除を受
う

けた場
ば あ い

合は、その単
た ん い す う

位数分
ぶん

を自
じ ゆ う

由選
せんたく

択にて修
しゅうとく

得す

る必
ひつよう

要があります。

・‌APUに復
ふくがく

学する直
ちょくぜん

前のセメスターの申
しんせい

請期
き か ん

間に申
しんせい

請をする必
ひつよう

要があります。復
ふ く が く ご

学後以
い こ う

降の

セメスターに履
りしゅう

修免
めんじょ

除の申
しんせい

請を行
おこな

うことは一
いっさい

切できません。申
しんせい

請スケジュールは、次
じ

ペー

ジを確
かくにん

認してください。

・‌指
し て い

定された試
し け ん

験のスコアシート原
げんぽん

本を申
しんせい

請期
き か ん

間内
ない

に提
ていしゅつ

出してください。申
しんせい

請期
き か ん な い

間内に窓
まどぐち

口

に来
らいしつ

室できない場
ば あ い

合は郵
ゆうそう

送での提
ていしゅつ

出を認
みと

めます（締
しめきりびひっちゃく

切日必着）。スコアシートの原
げんぽん

本とは、

各
かく

試
し け ん

験を実
じ っ し

施する協
きょうかい

会等
とう

が発
はっこう

行した、スコアレポートや合
ご う ひ

否の結
け っ か

果が明
め い き

記された証
しょうめいしょ

明書、

通
つ う ち し ょ

知書等
など

のことです。インターネットでダウンロードしたものやコピー、FAXでの申
しんせい

請は

できません。なお、原
げんぽん

本の返
へんきゃく

却を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、その旨
むね

をアカデミック・オフィスに伝
つた

えてください。

言
げ ん ご

語科
か も く

目の履
り し ゅ う

修免
め ん じ ょ

除について

英
え い ご

語カリキュラム 科
か も く め い

目名 履
りしゅう

修免
めんじょ

除の基
きじゅん

準
（TOEFL iBT® Test）

スタンダードトラック

英
え い ご

語初
しょきゅう

級A ・ B 37

英
え い ご

語準
じゅんちゅうきゅう

中級A ・ B 48

英
え い ご

語中
ちゅうきゅう

級A ・ B 55

英
え い ご

語準
じゅん

上
じょうきゅう

級A ・ B 61

アドバンストトラック
英
え い ご

語上
じょうきゅう

級１A ・ B 71

英
え い ご

語上
じょうきゅう

級 2 A ・ B 80

＜英
えい

語
ご

科
か

目
もく

の履
りしゅう

修免
めんじょ

除基
きじゅん

準＞

・‌TOEFL‌iBT®‌Testのスコアのみ対
たいしょう

象、TOEFL®PBT‌Test,‌TOEFL®ITP‌Testのスコアは不
ふ か

可。

なお、申
しん せ い か の う

請可能なスコアは申
し ん せ い じ

請時に有
ゆう こ う き げ ん な い

効期限内のもののみとする。
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Ａ
Ｐ
Ｕ
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学
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ゅ
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ゅ
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科
目
登
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試し
け
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・
成せ
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科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
／
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育

科か

目も
く

）

＜日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく

の履
りしゅう

修免
めんじょ

除基
きじゅん

準＞

科
か も く め い

目名 履
りしゅう

修免
めんじょ

除の基
きじゅん

準

日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅰ 日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（旧
きゅう

） 4 級
きゅう

または日
に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験（新
しん

）N 5

日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅱ 日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（旧
きゅう

） 4 級
きゅう

または日
に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験（新
しん

）N 5

日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅲ 日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験 3 級
きゅう

（旧
きゅう

）または日
に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験（新
しん

）N 4

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級
日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・日
に ほ ん ご

本語200点
てん

以
いじょう

上

または日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（新
しん

）N 3 以
いじょう

上

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうじょうきゅう

上級
日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・日
に ほ ん ご

本語220点
てん

以
いじょう

上

または日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（新
しん

）N 3 以
いじょう

上

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級
日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・日
に ほ ん ご

本語240点
てん

以
いじょう

上

または日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（新
しん

）N 2 以
いじょう

上

申
しんせい

請期
き

間
かん

面
めんせつ

接日
び 結

け っ か

果が反
はんえい

映される
セメスター

2020年
ね ん

度
ど

春
は る

セメスター
2020年

ね ん

7 月
が つ

８ 日㈬～
８ 月

が つ

24日㈪ 1６：30
2020年

ね ん

9 月
が つ

2 日㈬～ 9 月
が つ

4 日㈮ 2020年
ね ん

度
ど

秋
あ き

セメスター

2020年
ね ん

度
ど

秋
あ き

セメスター
2021年

ね ん

1 月
が つ

13日㈬～
 2 月

が つ

2６日㈮ 1６：30
2021年

ね ん

3 月
が つ

3 日㈬～ 3 月
が つ

5 日㈮ 2021年
ね ん

度
ど

春
は る

セメスター

＜申
しんせい

請スケジュール（英
えい

語
ご

・日
に

本
ほん

語
ご

）＞

AP言
げ ん ご

語科
か も く

目の履
りし ゅ う め ん じ ょ

修免除

　AP言
げ ん ご か も く

語科目の履
りしゅうめんじょ

修免除は、申
しんせいしょ

請書、資
し か く し け ん

格試験のスコアの提
ていしゅつ

出と面
めんせつ

接により総
そうごうてき

合的に判
はんだん

断します。

・‌‌指
し て い

定された試
し け ん

験のスコアシート原
げんぽん

本を申
しん せ い き か ん な い

請期間内に提
ていしゅつ

出してください。申
しんせい

請期
き か ん

間内
ない

に窓
まどぐち

口

に来
らいしつ

室できない場
ば あ い

合は郵
ゆうそう

送での提
ていしゅつ

出を認
みと

めます（締
しめきりびひ っ ち ゃ く

切日必着）。スコアシートの原
げんぽん

本と

は、各
か く し け ん

試験を実
じ っ し

施する協
きょうかい

会等
とう

が発
はっこう

行したスコアレポートや合
ご う ひ

否の結
け っ か

果が明
め い き

記された証
しょうめいしょ

明書、

通
つ う ち し ょ な ど

知書等のことです。インターネットでダウンロードしたものやコピー、FAXでの申
しんせい

請は

できません。なお、原
げんぽん

本の返
へんきゃく

却を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、その旨
むね

をオフィスに伝
つた

えてください。

・‌なお、資
し か く し け ん

格試験のスコアがない場
ば あ い

合でも、言
げ ん ご

語の学
がくしゅうほうほう

習方法、修
しゅうとく

得レベルの申
しんこく

告によって申
しんせい

請

をすることができます。

・‌面
めんせつ

接を受
う

けることができない場
ば

合
あい

は、履
りしゅうめんじょ

修免除申
しんせい

請が取
とり

消
け

しになります。必
かなら

ず予
よ

定
てい

を空
あ

けて

おいてください。

・‌AP言
げ ん ご か も く

語科目において履
りしゅうめんじょ

修免除を受
う

けた場
ば あ い

合でも、日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は「英
えいごしょきゅう

語初級A・B」、
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
Ａ
Ｐ
Ｍ
／
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う
い
く育
科か

目も
く

）

＜日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく

の履
りしゅう

修免
めんじょ

除基
きじゅん

準＞

科
か も く め い

目名 履
りしゅう

修免
めんじょ

除の基
きじゅん

準

日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅰ 日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（旧
きゅう

） 4 級
きゅう

または日
に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験（新
しん

）N 5

日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅱ 日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（旧
きゅう

） 4 級
きゅう

または日
に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験（新
しん

）N 5

日
に ほ ん ご

本語初
しょきゅう

級Ⅲ 日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験 3 級
きゅう

（旧
きゅう

）または日
に ほ ん ご の う り ょ く し け ん

本語能力試験（新
しん

）N 4

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうきゅう

級
日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・日
に ほ ん ご

本語200点
てん

以
いじょう

上

または日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（新
しん

）N 3 以
いじょう

上

日
に ほ ん ご

本語中
ちゅうじょうきゅう

上級
日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・日
に ほ ん ご

本語220点
てん

以
いじょう

上

または日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（新
しん

）N 3 以
いじょう

上

日
に ほ ん ご

本語上
じょうきゅう

級
日
に ほ ん

本留
りゅうがく

学試
し け ん

験・日
に ほ ん ご

本語240点
てん

以
いじょう

上

または日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験（新
しん

）N 2 以
いじょう

上

申
しんせい

請期
き

間
かん

面
めんせつ

接日
び 結

け っ か

果が反
はんえい

映される
セメスター

2020年
ね ん

度
ど

春
は る

セメスター
2020年

ね ん

7 月
が つ

８ 日㈬～
８ 月

が つ

24日㈪ 1６：30
2020年

ね ん

9 月
が つ

2 日㈬～ 9 月
が つ

4 日㈮ 2020年
ね ん

度
ど

秋
あ き

セメスター

2020年
ね ん

度
ど

秋
あ き

セメスター
2021年

ね ん

1 月
が つ

13日㈬～
 2 月

が つ

2６日㈮ 1６：30
2021年

ね ん

3 月
が つ

3 日㈬～ 3 月
が つ

5 日㈮ 2021年
ね ん

度
ど

春
は る

セメスター

＜申
しんせい

請スケジュール（英
えい

語
ご

・日
に

本
ほん

語
ご

）＞

AP言
げ ん ご

語科
か も く

目の履
りし ゅ う め ん じ ょ

修免除

　AP言
げ ん ご か も く

語科目の履
りしゅうめんじょ

修免除は、申
しんせいしょ

請書、資
し か く し け ん

格試験のスコアの提
ていしゅつ

出と面
めんせつ

接により総
そうごうてき

合的に判
はんだん

断します。

・‌‌指
し て い

定された試
し け ん

験のスコアシート原
げんぽん

本を申
しん せ い き か ん な い

請期間内に提
ていしゅつ

出してください。申
しんせい

請期
き か ん

間内
ない

に窓
まどぐち

口

に来
らいしつ

室できない場
ば あ い

合は郵
ゆうそう

送での提
ていしゅつ

出を認
みと

めます（締
しめきりびひ っ ち ゃ く

切日必着）。スコアシートの原
げんぽん

本と

は、各
か く し け ん

試験を実
じ っ し

施する協
きょうかい

会等
とう

が発
はっこう

行したスコアレポートや合
ご う ひ

否の結
け っ か

果が明
め い き

記された証
しょうめいしょ

明書、

通
つ う ち し ょ な ど

知書等のことです。インターネットでダウンロードしたものやコピー、FAXでの申
しんせい

請は

できません。なお、原
げんぽん

本の返
へんきゃく

却を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、その旨
むね

をオフィスに伝
つた

えてください。

・‌なお、資
し か く し け ん

格試験のスコアがない場
ば あ い

合でも、言
げ ん ご

語の学
がくしゅうほうほう

習方法、修
しゅうとく

得レベルの申
しんこく

告によって申
しんせい

請

をすることができます。

・‌面
めんせつ

接を受
う

けることができない場
ば

合
あい

は、履
りしゅうめんじょ

修免除申
しんせい

請が取
とり

消
け

しになります。必
かなら

ず予
よ

定
てい

を空
あ

けて

おいてください。

・‌AP言
げ ん ご か も く

語科目において履
りしゅうめんじょ

修免除を受
う

けた場
ば あ い

合でも、日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は「英
えいごしょきゅう

語初級A・B」、
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録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
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ゅ
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習
科
目

Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■‌

２
０
１
１
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
言げん
語ご
教きょ
う
い
く育
科か
目もく
）

科
か も く め い

目名 履
り し ゅ う

修免
め ん じ ょ

除の基
き じ ゅ ん

準

中
ちゅうごくご

国語Ⅰ 中
ちゅうごくご

国語検
けんてい

定試
し け ん

験準
じゅん

4 級
きゅう

、実
じつよう

用中
ちゅうごくご

国語技
ぎ の う

能検
けんてい

定試
し け ん

験準
じゅん

4 級
きゅう

、新
しん

HSK 1 級
きゅう

中
ちゅうごくご

国語Ⅱ 中
ちゅうごくご

国語検
けんてい

定試
し け ん

験 4 級
きゅう

、実
じつよう

用中
ちゅうごくご

国語技
ぎ の う

能検
けんてい

定試
し け ん

験 4 級
きゅう

、新
しん

HSK 2 級
きゅう

中
ちゅうごくご

国語Ⅲ 中
ちゅうごくご

国語検
けんてい

定試
し け ん

験 3 級
きゅう

、実
じつよう

用中
ちゅうごくご

国語技
ぎ の う

能検
けんてい

定試
し け ん

験 3 級
きゅう

、新
しん

HSK 3 級
きゅう

韓
かんこく

国語
ご

Ⅰ 韓
かんこく

国語
ご

能
のうりょく

力試
し け ん

験 1 級
きゅう

、「ハングル」能
のうりょく

力検
けんてい

定試
し け ん

験 5 級
きゅう

韓
かんこく

国語
ご

Ⅱ 韓
かんこく

国語
ご

能
のうりょく

力試
し け ん

験 2 級
きゅう

、「ハングル」能
のうりょく

力検
けんてい

定試
し け ん

験 4 級
きゅう

韓
かんこく

国語
ご

Ⅲ 韓
かんこく

国語
ご

能
のうりょく

力試
し け ん

験 3 級
きゅう

、「ハングル」能
のうりょく

力検
けんてい

定試
し け ん

験 3 級
きゅう

スペイン語
ご

Ⅰ スペイン語
ご

技
ぎ の う

能検
けんてい

定 5 級
きゅう

スペイン語
ご

Ⅱ スペイン語
ご

技
ぎ の う

能検
けんてい

定 4 級
きゅう

スペイン語
ご

Ⅲ スペイン語
ご

技
ぎ の う

能検
けんてい

定 3 級
きゅう

・上
じ ょ う き い が い

記以外の科
か も く

目（マレー語
ご

・インドネシア語
ご

、タイ語
ご

、ベトナム語
ご

）についても申
しんせい

請が可
か の う

能です。

‌詳
しょうさい

細は、アカデミック・オフィスのWEBサイトで確
かくにん

認してください。

＜AP言
げ ん ご

語科
か も く

目の履
りしゅう

修免
めんじょ

除基
きじゅん

準＞（目
め や す

安）

英
えいごきじ ゅ ん が く せ い

語基準学生は「日
にほん ご し ょ き ゅ う

本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を単
た ん い

位修
しゅうとく

得もしくは履
りしゅうめんじょ

修免除とならなければ、次
つぎ

の

レベルのAP言
げ ん ご か も く

語科目を履
りしゅう

修できません。

＜申
しんせい

請スケジュール(AP言
げん

語
ご

)＞

申
し ん

請
せ い

期
き

間
か ん

面
め ん せ つ び

接日
結
け っ か

果が反
は ん え い

映される
セメスター

2020年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター
2020年

ねん

6月
がつ

8 日㈪～ 7月
がつ

17日㈮ 16 ： 30
2020年

ねん

7月
がつ

29日㈬ 2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター

2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター
2020年

ねん

12月
がつ

1 日㈫～2021年
ねん

1月
がつ

15日㈮ 16 ： 30
2021年

ねん

1月
がつ

27日㈬ 2021年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター

● 海
かいがいしゅうちゅうげんごけんしゅう

外集中言語研修「AP言
げ ん ご

語イマージョン」を受
じゅこう

講した場
ば あ い

合

　‌海
かいがいしゅうちゅうげんごけんしゅう

外集中言語研修で実
じ っ し

施される履
りしゅ う め ん じ ょ し け ん

修免除試験に合
ごうかく

格することで、受
じゅこう

講したAP言
げ ん ご か も く

語科目の履
り

修
しゅうめんじょ

免除を受
う

けることができます。
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

＜2011年
ね ん ど

度カリキュラム図
ず

 APS＞

2.3.4 2011年
ね ん ど

度カリキュラム図
ず

100（１回生）
共通教育科目 言語科目 英語‌スタンダードトラック 英語初級A‌ 4 英語準中級A‌ 4

English‌Standard‌Track 英語初級B‌ 2 英語準中級B‌ 2
英語‌アドバンストトラック 英語上級1A‌ 4 英語上級2A‌ 4
English‌Advanced‌Track 英語上級1B‌ 2 英語上級2B‌ 2
日本語 日本語初級Ⅰ‌ 4
Japanese 日本語初級Ⅱ‌ 4

日本語初級Ⅲ‌ 4
日本語中級 4

AP言語 中国語Ⅰ 4 マレー語･インドネシア語Ⅰ 4
AP‌Language 韓国語Ⅰ 4 タイ語Ⅰ 4

スペイン語Ⅰ 4 ベトナム語Ⅰ 4
Active‌Learning 海外集中言語研修 2 特殊講義（言語教育科目） 2

教養科目 経済学入門 2 社会科学のための数学‌▪ 2 新入生ワークショップⅠ‌◆ 2
政治学入門 2 統計学Ⅰ 2 スタディスキル・アカデミックライティング‌★ 2
心理学入門 2 プログラミングⅠ‌◆ 2 新入生ワークショップⅡ‌◆ 2
法学入門 2 プログラミング‌★ 2 多文化協働ワークショップ‌★ 2
環境学入門 2 コンピューターリテラシー 2 APU入門‌◆ 2
開発学入門 2 経営史‌▪ 2 ピアリーダートレーニング入門‌★ 2
国際関係論入門 2 生命倫理 2 ピアリーダートレーニング‌Ⅰ 2
異文化間コミュニケーション入門 2 日本の地理‌★ 2 ロジカルシンキングとフレームワーク‌★ 2
文化・社会学入門 2 日本の歴史 2 ファーストプログラム 2
地域学入門 2 日本の経済 2 異文化フィールドワークⅡ‌★ 2
メディア入門 2 日本の文化と社会 2 キャリア・デザインⅠ 2
観光学入門 2 アジア太平洋の地理 2 海外学習デザイン‌★ 2
インターネット入門 2 アジア太平洋の言語 2 ブリッジプログラムA 2
日本国憲法 2 アジア太平洋の宗教 2 ブリッジプログラムB 2
平和・ヒューマニティ・民主主義‌★ 2 アジア太平洋の文化と社会 2 ブリッジプログラムC 2
多文化比較論‌★ 2 アジア太平洋のビジネス・経済事情 2 ブリッジプログラムD 2
特殊講義（日本学）★ 2 アジア太平洋の歴史 2 ブリッジプログラムE 2

特殊講義（共通教養科目） 2 ブリッジプログラムF 2
APS専門科目 環境・開発

Environment‌
&‌Development

観光学
Hospitality‌&‌Tourism

国際関係
International‌Relations‌
&‌Peace‌Studies

文化・社会・メディア
Culture,‌Society‌&‌Media

演習・Active‌Learning

自由選択
○言語教育科目、教養教育科目、自学部（APS）専門教育科目の各分野で卒業に必要な単位数を超えた場合
○他学部（APM）専門科目
※言語教育科目で履修免除になった場合は、その単位数分を自由選択で履修することが必要です。

合計
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度カリキュラム図
ず

 APS＞

2.3.4 2011年
ね ん ど

度カリキュラム図
ず

100（１回生）
共通教育科目 言語科目 英語‌スタンダードトラック 英語初級A‌ 4 英語準中級A‌ 4

English‌Standard‌Track 英語初級B‌ 2 英語準中級B‌ 2
英語‌アドバンストトラック 英語上級1A‌ 4 英語上級2A‌ 4
English‌Advanced‌Track 英語上級1B‌ 2 英語上級2B‌ 2
日本語 日本語初級Ⅰ‌ 4
Japanese 日本語初級Ⅱ‌ 4

日本語初級Ⅲ‌ 4
日本語中級 4

AP言語 中国語Ⅰ 4 マレー語･インドネシア語Ⅰ 4
AP‌Language 韓国語Ⅰ 4 タイ語Ⅰ 4

スペイン語Ⅰ 4 ベトナム語Ⅰ 4
Active‌Learning 海外集中言語研修 2 特殊講義（言語教育科目） 2

教養科目 経済学入門 2 社会科学のための数学‌▪ 2 新入生ワークショップⅠ‌◆ 2
政治学入門 2 統計学Ⅰ 2 スタディスキル・アカデミックライティング‌★ 2
心理学入門 2 プログラミングⅠ‌◆ 2 新入生ワークショップⅡ‌◆ 2
法学入門 2 プログラミング‌★ 2 多文化協働ワークショップ‌★ 2
環境学入門 2 コンピューターリテラシー 2 APU入門‌◆ 2
開発学入門 2 経営史‌▪ 2 ピアリーダートレーニング入門‌★ 2
国際関係論入門 2 生命倫理 2 ピアリーダートレーニング‌Ⅰ 2
異文化間コミュニケーション入門 2 日本の地理‌★ 2 ロジカルシンキングとフレームワーク‌★ 2
文化・社会学入門 2 日本の歴史 2 ファーストプログラム 2
地域学入門 2 日本の経済 2 異文化フィールドワークⅡ‌★ 2
メディア入門 2 日本の文化と社会 2 キャリア・デザインⅠ 2
観光学入門 2 アジア太平洋の地理 2 海外学習デザイン‌★ 2
インターネット入門 2 アジア太平洋の言語 2 ブリッジプログラムA 2
日本国憲法 2 アジア太平洋の宗教 2 ブリッジプログラムB 2
平和・ヒューマニティ・民主主義‌★ 2 アジア太平洋の文化と社会 2 ブリッジプログラムC 2
多文化比較論‌★ 2 アジア太平洋のビジネス・経済事情 2 ブリッジプログラムD 2
特殊講義（日本学）★ 2 アジア太平洋の歴史 2 ブリッジプログラムE 2

特殊講義（共通教養科目） 2 ブリッジプログラムF 2
APS専門科目 環境・開発

Environment‌
&‌Development

観光学
Hospitality‌&‌Tourism

国際関係
International‌Relations‌
&‌Peace‌Studies

文化・社会・メディア
Culture,‌Society‌&‌Media

演習・Active‌Learning

自由選択
○言語教育科目、教養教育科目、自学部（APS）専門教育科目の各分野で卒業に必要な単位数を超えた場合
○他学部（APM）専門科目
※言語教育科目で履修免除になった場合は、その単位数分を自由選択で履修することが必要です。

合計
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200（２回生） 300（３回生） 400（４回生） 必要単位数
英語中級A‌ 4 英語準上級A‌ 4 英語プロジェクト1‌ 2 英語ビジネス・プレゼンテーション 2 24単位
英語中級B‌ 2 英語準上級B‌ 2 英語ディスカッションとディベート 2 英語ビジネス・ライティング 2
ビジネス英語1‌ 2 英語多読 2 英語プロジェクト2‌ 2 12単位
ビジネス英語2‌ 2
日本語中上級 4 日本語プロジェクトA‌ 2 キャリア日本語Ⅰ‌◆‌ 4 日本語・日本文化Ⅰ‌◆‌ 2 16単位
日本語上級 4 日本語プロジェクトB‌ 2 キャリア日本語‌★‌ 2 日本語・日本文化 ★ 2

日本語プロジェクトC‌ 2 キャリア日本語Ⅱ‌◆ 2 日本語・日本文化Ⅱ‌◆‌ 2
日本語プロジェクトD‌ 2 日本語ビジネスコミュニケーションA ★ 2 日本語・日本社会 ★ 2

キャリア日本語Ⅲ‌◆ 2 日本語プロジェクトE‌ 2
日本語ビジネスコミュニケーションB ★ 2 日本語プロジェクトF‌ 2
講義の日本語 2

中国語Ⅱ・Ⅲ 4･4 マレー語･インドネシア語Ⅱ・Ⅲ 4･4 中国語Ⅳ 4 マレー語･インドネシア語Ⅳ 2

40単位以上

韓国語Ⅱ・Ⅲ 4･4 タイ語Ⅱ・Ⅲ 4･4 韓国語Ⅳ 4 タイ語Ⅳ 2
スペイン語Ⅱ・Ⅲ 4･4 ベトナム語Ⅱ・Ⅲ 4･4 スペイン語Ⅳ 2 ベトナム語Ⅳ 2
国連公用語概論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ‌★‌ 2 ･ 2 ･ 2 英語検定試験対策講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ‌★‌ 2 ･ 2 ･ 2
TESOL‌Ⅰ‌▪ 2 ピアリーダートレーニング‌ⅡA 2 TESOL‌Ⅱ‌▪ 2 データマイニングⅡ‌◆ 2
日本語教授法Ⅰ‌◆ 2 ピアリーダートレーニング‌ⅡB 2 日本語教授法Ⅱ‌◆ 2 データベースシステム 2
日本語教育のための日本語学 ★ 2 キャリア・デザインⅡ 2 日本語教授法 ★ 2 応用プログラミング‌◆ 2
ビジネス・コミュニケーション‌◆ 2 インターンシップ 2 日英通訳の基礎Ⅰ‌▪ 2 メディア制作ラボB‌◆ 2
ネゴシエーションスキル ★ 2 ボランティア研究 2 日英通訳の基礎Ⅱ‌▪ 2 メディア制作ラボC‌◆ 2
統計学Ⅱ‌▪ 2 日本の伝統芸術A‌ 2 ビジネス・ネゴシエーション‌◆ 2 メディア制作ラボD‌◆ 2
日本の民法‌▪ 2 日本の伝統芸術B‌ 2 キャリア・デザインⅢ 2 情報科学ラボA‌◆ 2
GIS入門 2 日本の伝統芸術C‌◆ 2 情報科学ラボB‌◆ 2
ウェルネス 2 日本の伝統芸術D‌◆ 2 情報科学ラボC‌◆ 2
環境と化学 2 日本の伝統芸能‌★ 2 特殊講義（ICT） ★ 2
地球環境科学‌▪ 2
データマイニングⅠ‌◆ 2
データマイニング‌★ 2
プログラミングⅡ‌◆ 2
インターネット技術統合 2
メディア制作ラボA‌◆ 2
メディア制作ラボ ★ 2

生物多様性 2 開発経済学 2 環境経済学 2 開発政策 2

62単位以上

環境と社会 2 都市の環境と開発 2 産業生態学 2 環境政策 2
地球環境問題 2 紛争と開発 2 GISとリモートセンシング 2 環境モデリング 2
開発社会学・人類学‌ 2 国際協力論 2 NGOと開発 2 国際経済学 2
調査研究法（環境・開発） 2 開発政治論 2 コミュニティー開発論 2 開発のプロジェクト・マネジメント 2

公害・廃棄物処理 2 エコツーリズム論 2
環境コミュニケーション‌★ 2 特殊講義（環境・開発） 2

観光政策 2 組織マネジメント 2 観光開発 2 リゾートマネジメント 2
観光資源評価・管理 2 観光学のための会計学 ▪ 2 観光と法 2 ホスピタリティ・マネジメント 2
観光社会学 2 人的資源管理論 2 ヘルス＆ウェルネスツーリズム 2 旅行産業論 2
観光文化論と観光史‌★ 2 イベントマネジメント‌★ 2 リスク・マネジメントとサービスデリバリー‌▪ 2 ビジネス・ツーリズム論 2
調査研究法（観光学） 2 デスティネーション・マーケティング‌＆ブランディング 2 エコ・ツーリズム論 2

ホスピタリティ・マーケティング 2 遺産・文化観光 2
オペレーションズ・リサーチ 2 開発のプロジェクト・マネジメント 2
農業遺産とツーリズム‌★ 2 特殊講義（観光学） 2
観光とソーシャルメディア‌★ 2

国際政治とセキュリティ‌▪ 2 平和学 2 アイデンティティと政治 2 アジア太平洋における国際関係 2
アジア太平洋の比較政治経済 2 国際問題と政策 2 戦略分析と意思決定 2 国際紛争解決 2
政治理論 2 紛争と開発 2 国際機構論 2 国際政治経済学 2
国際協力論 2 グローバル化と地域主義 2 冷戦後紛争と地政学 2 アジア太平洋と人権 2
開発政治論 2 グローバリゼーションと規範 2 暴力とテロリズム 2 アジア太平洋地域システム論 2
国際関係理論‌★ 2 国際法 2 日本の対外関係史‌★ 2 特殊講義（国際関係） 2
調査研究法（国際関係） 2 国際政治史 2 日本の外交政策‌★ 2
社会理論 2 メディアと文化 2 戦争とメディア 2 グローバル化と犯罪‌▪ 2
ジェンダー研究 2 メディアと芸術 2 政治とメディア 2 法とメディアと社会 2
社会心理学 2 宗教と信仰 2 文学と近代化 2 エスニシティと国民国家 2
カルチュラルスタディーズ 2 言語と社会 2 テクノロジーとニューメディア 2 遺産・文化観光 2
国際社会学 2 地域研究Ⅰ‌◆ 2 教育と社会 2 NGOと開発 2
組織社会学 2 地域研究Ⅱ‌◆ 2 言語と歴史‌▪ 2 コミュニティー開発論 2
文化人類学 2 グローバル・ヒストリー 2 マイグレーション研究‌◆ 2 特殊講義（文化・社会・メディア） 2
社会階層論 2 多文化社会論 2 日本の対外関係史‌★ 2
調査研究法（文化・社会・メディア） 2 地域研究 ★ 2
調査・研究入門 2 フィールド・スタディ 2 専門演習Ⅰ 2 プロジェクト研究 2 卒業研究 2

特殊講義（専門教育科目） 2 専門演習Ⅱ 2 卒業論文 4

22単位以上

124単位以上

★　 2017年
ね ん ど

度カリキュラムにおいて新
あたら

しく設
せ っ ち

置された科
か も く

目です。当
とうがいかもく

該科目が開
かいこう

講されている場
ば あ い

合は、2011年
ね ん ど

度カリキュラム
の学

がくせい

生も履
りしゅう

修する事
こと

ができます。
◆　2017年

ね ん ど

度以
い

降
こう

は開
かいこう

講されません。
▪　2017年

ね ん ど

度以
い こ う

降、順
じゅんじ

次閉
へいこう

講されます。閉
へいこう

講時
じ き

期については、120ページからの「2011年
ね ん ど

度カリキュラム科
か

目
もく

一
いちらん

覧」で確
かくにん

認してください。
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 APM＞
100（１回生）

共通教育科目 言語科目 英語‌スタンダードトラック 英語初級A‌ 4 英語準中級A‌ 4
English‌Standard‌Track 英語初級B‌ 2 英語準中級B‌ 2
英語‌アドバンストトラック 英語上級1A‌ 4 英語上級2A‌ 4
English‌Advanced‌Track 英語上級1B‌ 2 英語上級2B‌ 2
日本語 日本語初級Ⅰ‌ 4
Japanese 日本語初級Ⅱ‌ 4

日本語初級Ⅲ‌ 4
日本語中級 4

AP言語 中国語Ⅰ 4 マレー語･インドネシア語Ⅰ 4
AP‌Language 韓国語Ⅰ 4 タイ語Ⅰ 4

スペイン語Ⅰ 4 ベトナム語Ⅰ 4
Active‌Learning 海外集中言語研修 2 特殊講義（言語教育科目） 2

教養科目 経済学入門 2 社会科学のための数学‌▪ 2 新入生ワークショップⅠ‌◆ 2
政治学入門 2 統計学Ⅰ 2 スタディスキル・アカデミックライティング‌★ 2
心理学入門 2 プログラミングⅠ‌◆ 2 新入生ワークショップⅡ‌◆ 2
法学入門 2 プログラミング‌★ 2 多文化協働ワークショップ‌★ 2
環境学入門 2 コンピューターリテラシー 2 APU入門‌◆ 2
開発学入門 2 経営史‌▪ 2 ピアリーダートレーニング入門‌★ 2
国際関係論入門 2 生命倫理 2 ピアリーダートレーニング‌Ⅰ 2
異文化間コミュニケーション入門 2 日本の地理‌★ 2 ロジカルシンキングとフレームワーク‌★ 2
文化・社会学入門 2 日本の歴史 2 ファーストプログラム 2
地域学入門 2 日本の経済 2 異文化フィールドワークⅡ‌★ 2
メディア入門 2 日本の文化と社会 2 キャリア・デザインⅠ 2
観光学入門 2 アジア太平洋の地理 2 海外学習デザイン‌★ 2
インターネット入門 2 アジア太平洋の言語 2 ブリッジプログラムA 2
日本国憲法 2 アジア太平洋の宗教 2 ブリッジプログラムB 2
平和・ヒューマニティ・民主主義‌★ 2 アジア太平洋の文化と社会 2 ブリッジプログラムC 2
多文化比較論‌★ 2 アジア太平洋のビジネス・経済事情 2 ブリッジプログラムD 2
特殊講義（日本学）★ 2 アジア太平洋の歴史 2 ブリッジプログラムE 2

特殊講義（共通教養科目） 2 ブリッジプログラムF 2
APM専門科目 登録必修/コア科目 基礎数学 2 ビジネス数学 2 経営学入門 2

会計学Ⅰ 2 会計学Ⅱ 2
会計・ファイナンス
Accounting‌&‌Finance

マーケティング
Marketing

経営戦略と組織
Strategic‌Management‌
&‌Organization

イノベーション・経済学
Innovation‌&‌Economics

APM専門

演習・Active‌Learning

自由選択
○言語教育科目、教養教育科目、自学部（APM）専門教育科目の各分野で卒業に必要な単位数を超えた場合
○他学部（APS）専門科目
※言語教育科目で履修免除になった場合は、その単位数分を自由選択で履修することが必要です。

合計
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 APM＞
100（１回生）

共通教育科目 言語科目 英語‌スタンダードトラック 英語初級A‌ 4 英語準中級A‌ 4
English‌Standard‌Track 英語初級B‌ 2 英語準中級B‌ 2
英語‌アドバンストトラック 英語上級1A‌ 4 英語上級2A‌ 4
English‌Advanced‌Track 英語上級1B‌ 2 英語上級2B‌ 2
日本語 日本語初級Ⅰ‌ 4
Japanese 日本語初級Ⅱ‌ 4

日本語初級Ⅲ‌ 4
日本語中級 4

AP言語 中国語Ⅰ 4 マレー語･インドネシア語Ⅰ 4
AP‌Language 韓国語Ⅰ 4 タイ語Ⅰ 4

スペイン語Ⅰ 4 ベトナム語Ⅰ 4
Active‌Learning 海外集中言語研修 2 特殊講義（言語教育科目） 2

教養科目 経済学入門 2 社会科学のための数学‌▪ 2 新入生ワークショップⅠ‌◆ 2
政治学入門 2 統計学Ⅰ 2 スタディスキル・アカデミックライティング‌★ 2
心理学入門 2 プログラミングⅠ‌◆ 2 新入生ワークショップⅡ‌◆ 2
法学入門 2 プログラミング‌★ 2 多文化協働ワークショップ‌★ 2
環境学入門 2 コンピューターリテラシー 2 APU入門‌◆ 2
開発学入門 2 経営史‌▪ 2 ピアリーダートレーニング入門‌★ 2
国際関係論入門 2 生命倫理 2 ピアリーダートレーニング‌Ⅰ 2
異文化間コミュニケーション入門 2 日本の地理‌★ 2 ロジカルシンキングとフレームワーク‌★ 2
文化・社会学入門 2 日本の歴史 2 ファーストプログラム 2
地域学入門 2 日本の経済 2 異文化フィールドワークⅡ‌★ 2
メディア入門 2 日本の文化と社会 2 キャリア・デザインⅠ 2
観光学入門 2 アジア太平洋の地理 2 海外学習デザイン‌★ 2
インターネット入門 2 アジア太平洋の言語 2 ブリッジプログラムA 2
日本国憲法 2 アジア太平洋の宗教 2 ブリッジプログラムB 2
平和・ヒューマニティ・民主主義‌★ 2 アジア太平洋の文化と社会 2 ブリッジプログラムC 2
多文化比較論‌★ 2 アジア太平洋のビジネス・経済事情 2 ブリッジプログラムD 2
特殊講義（日本学）★ 2 アジア太平洋の歴史 2 ブリッジプログラムE 2

特殊講義（共通教養科目） 2 ブリッジプログラムF 2
APM専門科目 登録必修/コア科目 基礎数学 2 ビジネス数学 2 経営学入門 2

会計学Ⅰ 2 会計学Ⅱ 2
会計・ファイナンス
Accounting‌&‌Finance

マーケティング
Marketing

経営戦略と組織
Strategic‌Management‌
&‌Organization

イノベーション・経済学
Innovation‌&‌Economics

APM専門

演習・Active‌Learning

自由選択
○言語教育科目、教養教育科目、自学部（APM）専門教育科目の各分野で卒業に必要な単位数を超えた場合
○他学部（APS）専門科目
※言語教育科目で履修免除になった場合は、その単位数分を自由選択で履修することが必要です。

合計
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カ
リ
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ュ
ラ
ム

200（２回生） 300（３回生） 400（４回生） 必要単位数
英語中級A‌ 4 英語準上級A‌ 4 英語プロジェクト1‌ 2 英語ビジネス・プレゼンテーション 2 24単位
英語中級B‌ 2 英語準上級B‌ 2 英語ディスカッションとディベート 2 英語ビジネス・ライティング 2
ビジネス英語1‌ 2 英語多読 2 英語プロジェクト2‌ 2 12単位
ビジネス英語2‌ 2
日本語中上級 4 日本語プロジェクトA‌ 2 キャリア日本語Ⅰ‌◆‌ 4 日本語・日本文化Ⅰ‌◆‌ 2 16単位
日本語上級 4 日本語プロジェクトB‌ 2 キャリア日本語‌★‌ 2 日本語・日本文化 ★ 2

日本語プロジェクトC‌ 2 キャリア日本語Ⅱ‌◆ 2 日本語・日本文化Ⅱ‌◆‌ 2
日本語プロジェクトD‌ 2 日本語ビジネスコミュニケーションA ★ 2 日本語・日本社会 ★ 2

キャリア日本語Ⅲ‌◆ 2 日本語プロジェクトE‌ 2
日本語ビジネスコミュニケーションB ★ 2 日本語プロジェクトF‌ 2
講義の日本語 2

中国語Ⅱ・Ⅲ 4･4 マレー語･インドネシア語Ⅱ・Ⅲ 4･4 中国語Ⅳ 4 マレー語･インドネシア語Ⅳ 2

40単位以上

韓国語Ⅱ・Ⅲ 4･4 タイ語Ⅱ・Ⅲ 4･4 韓国語Ⅳ 4 タイ語Ⅳ 2
スペイン語Ⅱ・Ⅲ 4･4 ベトナム語Ⅱ・Ⅲ 4･4 スペイン語Ⅳ 2 ベトナム語Ⅳ 2
国連公用語概論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ‌★‌ 2 ･ 2 ･ 2 英語検定試験対策講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ‌★‌ 2 ･ 2 ･ 2
TESOL‌Ⅰ‌▪ 2 ピアリーダートレーニング‌ⅡA 2 TESOL‌Ⅱ‌▪ 2 データマイニングⅡ‌◆ 2
日本語教授法Ⅰ‌◆ 2 ピアリーダートレーニング‌ⅡB 2 日本語教授法Ⅱ‌◆ 2 データベースシステム 2
日本語教育のための日本語学 ★ 2 キャリア・デザインⅡ 2 日本語教授法 ★ 2 応用プログラミング‌◆ 2
ビジネス・コミュニケーション‌◆ 2 インターンシップ 2 日英通訳の基礎Ⅰ‌▪ 2 メディア制作ラボB‌◆ 2
ネゴシエーションスキル ★ 2 ボランティア研究 2 日英通訳の基礎Ⅱ‌▪ 2 メディア制作ラボC‌◆ 2
統計学Ⅱ‌▪ 2 日本の伝統芸術A‌ 2 ビジネス・ネゴシエーション‌◆ 2 メディア制作ラボD‌◆ 2
日本の民法‌▪ 2 日本の伝統芸術B‌ 2 キャリア・デザインⅢ 2 情報科学ラボA‌◆ 2
GIS入門 2 日本の伝統芸術C‌◆ 2 情報科学ラボB‌◆ 2
ウェルネス 2 日本の伝統芸術D‌◆ 2 情報科学ラボC‌◆ 2
環境と化学 2 日本の伝統芸能‌★ 2 特殊講義（ICT） ★ 2
地球環境科学‌▪ 2
データマイニングⅠ‌◆ 2
データマイニング‌★ 2
プログラミングⅡ‌◆ 2
インターネット技術統合 2
メディア制作ラボA‌◆ 2
メディア制作ラボ ★ 2

金融論 2 組織行動論 2

62単位以上

マーケティング入門 2
財務会計論Ⅰ 2 原価会計 2 管理会計論 2 金融市場と金融制度 2
財務会計論Ⅱ 2 コーポレート・ファイナンス 2 上級会計 2 国際金融論 2

国際会計 2 投資・証券分析 2
監査 2 投資戦略 2
会計 特殊講義‌★ 2 ファイナンス 特殊講義‌★ 2

国際経営論‌▪ 2 Eコマース 2 マーケティング・リサーチ 2 販売・プロモーションマネジメント 2
国際物流論 2 消費者行動論 2 サプライ・チェーン・マネジメント 2

国際マーケティング論 2 サービスマネジメント 2
マーケティングデータ分析‌◆ 2 ブランドマネジメント 2
ビジネスデータ分析 ★ 2 マーケティング 特殊講義‌★ 2

国際経営論‌▪ 2 人的資源管理論 2 国際人的資源管理論‌▪ 2 サービスマネジメント 2
国際物流論 2 アントレプレナーシップ 2 国際比較経営‌▪ 2 ファミリービジネス 2

国際取引 2 経営情報システム 2
経営戦略論 2 経営戦略と組織 特殊講義‌★ 2

マクロ経済学 2 アントレプレナーシップ 2 生産管理論 2 アジア経済論 2
ミクロ経済学 2 開発・生産システム論 2 国際経済学 2

技術経営 2 国際政治経済学 2
オペレーションズ・リサーチ 2 開発経済学 2
イノベーション 特殊講義‌★ 2 経済学 特殊講義‌★ 2

ビジネス法‌▪ 2 特殊講義（専門教育科目） 2 ビジネスエシックス 2 ビジネスケース分析・ グローバルマネジメント
（Capstone）★ ２会社法‌▪ 2 ソーシャルアントレプレナーシップ‌★ 2 ビジネス法務戦略 2 　　　　　コミュニケーション‌★ 2

フィールド・スタディ 2 専門演習Ⅰ 2 プロジェクト研究 2 卒業研究 ２
専門演習Ⅱ 2 ビジネスインターンシップ ★ 2 卒業論文 ４

22単位以上

124単位以上

■‌

２
０
１
１
年ねん
度ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
図ず
Ａ
Ｐ
Ｍ

★　 2017年
ね ん ど

度カリキュラムにおいて新
あたら

しく設
せ っ ち

置された科
か も く

目です。当
とうがいかもく

該科目が開
かいこう

講されている場
ば あ い

合は、2011年
ね ん ど

度カリキュラム
の学

がくせい

生も履
りしゅう

修する事
こと

ができます。
◆　2017年

ね ん ど

度以
い

降
こう

は開
かいこう

講されません。
▪　2017年

ね ん ど

度以
い こ う

降、順
じゅんじ

次閉
へいこう

講されます。閉
へいこう

講時
じ き

期については、120ページからの「2011年
ね ん ど

度カリキュラム科
か

目
もく

一
いちらん

覧」で確
かくにん

認してください。
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　科
か

目
もく

一
いちらん

覧は、各
かく

科
か

目
もく

に設
せってい

定されている科
か

目
もく

コードや、単
たん

位
い

が集
しゅうけい

計される科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

などの

情
じょうほう

報が記
き

載
さい

されています。開
かいこう

講科
か

目
もく

一
いちらん

覧の各
かく

項
こうもく

目については、下
か き

記より詳
しょうさい

細を確
かくにん

認してくだ

さい。

科
か

目
も く

分
ぶ ん

野
や

　科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

欄
らん

には、各
かく

科
か

目
もく

の単
たん

位
い

が集
しゅうけい

計される科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

が下
か き

記の通
とお

り表
ひょうじ

示されています。科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

についての詳
しょうさい

細は、APSは99ページ、APMは102ページを確
かくにん

認してください。

学
がくしゅう

修分
ぶ ん

野
や

　学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

欄
らん

には、配
はい

置
ち

された科
か

目
もく

の単
たん

位
い

が集
しゅうけい

計される学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

が下
か き

記の通
とお

り表
ひょうじ

示されています。

学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

についての詳
しょうさい

細は、APSは98ページ、APMは101ページを確
かくにん

認してください。

科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

科
か

目
もく

一
いちらん

覧表
ひょうじ

示

共
きょうつうきょういくかもく

通教育科目
言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目 Language

共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目 Liberal‌Arts

専
せん

門
もん

教
きょういく

育科
か

目
もく

APS専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

APS

APM専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

APM

APSおよびAPM専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

APS/APM

学
がく

部
ぶ

学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

科
かも く い ち ら ん ひ ょ う じ

目一覧表示

APS

環
かんきょう

境・開
かいはつ

発
Environment‌and
Development ED

観
かんこうがく

光学 Hospitality‌and‌Tourism HT

国
こくさいかんけい

際関係
International‌Relations‌and
Peace‌Studies IRP

文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア Culture,‌Society‌and‌Media CSM

APM

会
かいけい

計・ファイナンス Accounting‌and‌Finance AF

マーケティング Marketing M

経
けいえい

営戦
せんりゃく

略と組
そ し き

織
Strategic‌Management
and‌Organization SMO

イノベーション・経
けいざいがく

済学 Innovation‌and‌Economics IE

全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野
ALL
ALL●（登

と う ろ く ひ っ す か も く

録必須科目）
ALL■（コア科

か も く

目）

2.3.5 2011年
ね ん ど

度カリキュラム科
か

目
もく

一
いちらん

覧

科
か

目
も く

一
い ち ら ん

覧について

■‌

２
０
１
１
年ね

ん

度ど

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
科か

目も
く

一い
ち
ら
ん覧

）
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グレード番
ばん ご う

号

　グレード番
ばんごう

号欄
らん

にはグレード番
ばんごう

号が下
か き

記の通
とお

り表
ひょうじ

示されています。グレード番
ばんごう

号について

の詳
しょうさい

細は34ページを確
かくにん

認してください。

備
び

考
こ う

　備
び

考
こう

欄
らん

には、下
か き

記の通
とお

り表
ひょうじ

示されています。

前
ぜん て い

提科
か

目
も く

　前
ぜんてい

提科
か

目
もく

欄
らん

には、当
とうがい

該科
か

目
もく

の履
りしゅう

修を開
かい

始
し

する前
まえ

に単
たん

位
い

を修
しゅうとく

得していなければ履
りしゅう

修できない

科
か

目
もく

として前
ぜんてい

提科
か

目
もく

が表
ひょうじ

示されています。前
ぜんてい

提科
か

目
もく

についての詳
しょうさい

細は34ページを確
かくにん

認してく

ださい。

概
がいよう

要 科
か

目
もく

一
いちらんひょうじ

覧表示
1 回
かいせい

生向
む

けの科
か

目
もく

100

2 回
かいせい

生向
む

けの科
か

目
もく

200

3 回
かいせい

生向
む

けの科
か

目
もく

300

4 回
かいせい

生向
む

けの科
か

目
もく

400

概
がいよう

要 科
か

目
もく

一
いちらんひょうじ

覧表示

英
えい

語
ご

スタンダードトラック科
か

目
もく ST

英
えい

語
ご

アドバンストトラック科
か

目
もく AT

複
ふくすうかいじゅこう

数回受講可
か

能
のう

科
か

目
もく ○

参
さんしょうさき

照先ページ P.■
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科目CD
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分野
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学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

010081 Language
日本語初級�I

4 100
Japanese�Foundation�Course�I

010091 Language
日本語初級�II

4 100
Japanese�Foundation�Course�II

010092 Language
日本語初級�III

4 100
Japanese�Foundation�Course�III

010101 Language
日本語中級

4 100
日本語初級�I ・ II ・ III

Japanese�Intermediate�Course Japanese�Foundation�Course�I ・ II ・ III

010102 Language
日本語中上級

4 200
日本語中級

Pre-Advanced�Japanese Japanese�Intermediate�Course

010103 Language
日本語上級

4 200
日本語中上級

Advanced�Japanese Pre-Advanced�Japanese

010180 Language
中国語�I

4 100
Chinese�I

010190 Language
中国語�II

4 200
中国語�I

Chinese�II Chinese�I

010200 Language
中国語�III

4 200
中国語�II

Chinese�III Chinese�II

010210 Language
中国語�IV

4 300
中国語�III

Chinese�IV Chinese�III

010220 Language
韓国語�I

4 100
Korean�I

010230 Language
韓国語�II

4 200
韓国語�I

Korean�II Korean�I

010240 Language
韓国語�III

4 200
韓国語�II

Korean�III Korean�II

010250 Language
韓国語�IV

4 300
韓国語�III

Korean�IV Korean�III

010260 Language
マレー語･インドネシア語�I

4 100
Malay/Indonesian�I

010270 Language
マレー語･インドネシア語�II

4 200
マレー語･インドネシア語�I

Malay/Indonesian�II Malay/Indonesian�I

010280 Language
マレー語･インドネシア語�III

4 200
マレー語･インドネシア語�II

Malay/Indonesian�III Malay/Indonesian�II

010281 Language
マレー語･インドネシア語�IV

2 300
マレー語･インドネシア語�III

Malay/Indonesian�IV Malay/Indonesian�III

010290 Language
スペイン語�I

4 100
Spanish�I

010300 Language
スペイン語�II

4 200
スペイン語�I

Spanish�II Spanish�I

010310 Language
スペイン語�III

4 200
スペイン語�II

Spanish�III Spanish�II

010311 Language
スペイン語�IV

2 300
スペイン語�III

Spanish�IV Spanish�III

010320 Language
タイ語�I

4 100
Thai�I

010330 Language
タイ語�II

4 200
タイ語�I

Thai�II Thai�I

010340 Language
タイ語�III

4 200
タイ語�II

Thai�III Thai�II

010341 Language
タイ語�IV

2 300
タイ語�III

Thai�IV Thai�III

010350 Language
ベトナム語�I

4 100
Vietnamese�I

010360 Language
ベトナム語�II

4 200
ベトナム語�I

Vietnamese�II Vietnamese�I

010370 Language
ベトナム語�III

4 200
ベトナム語�II

Vietnamese�III Vietnamese�II

010371 Language
ベトナム語�IV

2 300
ベトナム語�III

Vietnamese�IV Vietnamese�III

011100 Language
英語初級A�

4 100 ST
Elementary�English�A

011101 Language
英語初級B�

2 100 ST
Elementary�English�B

011102 Language
英語準中級A�

4 100
英語初級A ・ B

ST
Pre-Intermediate�English�A Elementary�English�A ・ B

011103 Language
英語準中級B�

2 100
英語初級A ・ B

ST
Pre-Intermediate�English�B Elementary�English�A ・ B

011104 Language
英語中級A�

4 200
英語準中級A ・ B

ST
Intermediate�English�A Pre-Intermediate�English��A ・ B

011105 Language
英語中級B�

2 200
英語準中級A ・ B

ST
Intermediate�English�B Pre-Intermediate�English��A ・ B

011106 Language
英語準上級A�

4 200
英語中級A ・ B

ST
Upper�Intermediate�English�A Intermediate�English��A ・ B

011107 Language
英語準上級B�

2 200
英語中級A ・ B

ST
Upper�Intermediate�English�B Intermediate�English��A ・ B

011200 Language
英語上級1A�

4 100 AT
Advanced�English�1A

APS�ED :環境 ・開発、 HT :観光学、 IRP :国際関係、 CSM :文化 ・社会 ・ メディア

APM�AF :会計・ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション・経済学�ALL :全ての学修分野、 ALL● :全ての学修分野（登録必修科目）、 ALL■ :全ての学修分野（コア科目）
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

010081 Language
日本語初級�I

4 100
Japanese�Foundation�Course�I

010091 Language
日本語初級�II

4 100
Japanese�Foundation�Course�II

010092 Language
日本語初級�III

4 100
Japanese�Foundation�Course�III

010101 Language
日本語中級

4 100
日本語初級�I ・ II ・ III

Japanese�Intermediate�Course Japanese�Foundation�Course�I ・ II ・ III

010102 Language
日本語中上級

4 200
日本語中級

Pre-Advanced�Japanese Japanese�Intermediate�Course

010103 Language
日本語上級

4 200
日本語中上級

Advanced�Japanese Pre-Advanced�Japanese

010180 Language
中国語�I

4 100
Chinese�I

010190 Language
中国語�II

4 200
中国語�I

Chinese�II Chinese�I

010200 Language
中国語�III

4 200
中国語�II

Chinese�III Chinese�II

010210 Language
中国語�IV

4 300
中国語�III

Chinese�IV Chinese�III

010220 Language
韓国語�I

4 100
Korean�I

010230 Language
韓国語�II

4 200
韓国語�I

Korean�II Korean�I

010240 Language
韓国語�III

4 200
韓国語�II

Korean�III Korean�II

010250 Language
韓国語�IV

4 300
韓国語�III

Korean�IV Korean�III

010260 Language
マレー語･インドネシア語�I

4 100
Malay/Indonesian�I

010270 Language
マレー語･インドネシア語�II

4 200
マレー語･インドネシア語�I

Malay/Indonesian�II Malay/Indonesian�I

010280 Language
マレー語･インドネシア語�III

4 200
マレー語･インドネシア語�II

Malay/Indonesian�III Malay/Indonesian�II

010281 Language
マレー語･インドネシア語�IV

2 300
マレー語･インドネシア語�III

Malay/Indonesian�IV Malay/Indonesian�III

010290 Language
スペイン語�I

4 100
Spanish�I

010300 Language
スペイン語�II

4 200
スペイン語�I

Spanish�II Spanish�I

010310 Language
スペイン語�III

4 200
スペイン語�II

Spanish�III Spanish�II

010311 Language
スペイン語�IV

2 300
スペイン語�III

Spanish�IV Spanish�III

010320 Language
タイ語�I

4 100
Thai�I

010330 Language
タイ語�II

4 200
タイ語�I

Thai�II Thai�I

010340 Language
タイ語�III

4 200
タイ語�II

Thai�III Thai�II

010341 Language
タイ語�IV

2 300
タイ語�III

Thai�IV Thai�III

010350 Language
ベトナム語�I

4 100
Vietnamese�I

010360 Language
ベトナム語�II

4 200
ベトナム語�I

Vietnamese�II Vietnamese�I

010370 Language
ベトナム語�III

4 200
ベトナム語�II

Vietnamese�III Vietnamese�II

010371 Language
ベトナム語�IV

2 300
ベトナム語�III

Vietnamese�IV Vietnamese�III

011100 Language
英語初級A�

4 100 ST
Elementary�English�A

011101 Language
英語初級B�

2 100 ST
Elementary�English�B

011102 Language
英語準中級A�

4 100
英語初級A ・ B

ST
Pre-Intermediate�English�A Elementary�English�A ・ B

011103 Language
英語準中級B�

2 100
英語初級A ・ B

ST
Pre-Intermediate�English�B Elementary�English�A ・ B

011104 Language
英語中級A�

4 200
英語準中級A ・ B

ST
Intermediate�English�A Pre-Intermediate�English��A ・ B

011105 Language
英語中級B�

2 200
英語準中級A ・ B

ST
Intermediate�English�B Pre-Intermediate�English��A ・ B

011106 Language
英語準上級A�

4 200
英語中級A ・ B

ST
Upper�Intermediate�English�A Intermediate�English��A ・ B

011107 Language
英語準上級B�

2 200
英語中級A ・ B

ST
Upper�Intermediate�English�B Intermediate�English��A ・ B

011200 Language
英語上級1A�

4 100 AT
Advanced�English�1A

APS�ED :環境 ・開発、 HT :観光学、 IRP :国際関係、 CSM :文化 ・社会 ・ メディア

APM�AF :会計・ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション・経済学�ALL :全ての学修分野、 ALL● :全ての学修分野（登録必修科目）、 ALL■ :全ての学修分野（コア科目）
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

011201 Language
英語上級1B�

2 100 AT
Advanced�English�1B

011202 Language
英語上級2A�

4 100
英語上級1A ・ B

AT
Advanced�English�2A Advanced�English�1�A ・ B

011203 Language
英語上級2B�

2 100
英語上級1A ・ B

AT
Advanced�English�2B Advanced�English�1�A ・ B

011300 Language
キャリア日本語�I

4 300
日本語上級

◆
Career�Japanese�I Advanced�Japanese

011301 Language
キャリア日本語�II

2 300
キャリア日本語�I

◆
Career�Japanese�II Career�Japanese�I

011302 Language
キャリア日本語�III

2 300
キャリア日本語�II

◆
Career�Japanese�III Career�Japanese�II

011400 Language
日本語 ・日本文化�I

2 300
日本語上級

◆
Japanese�Language�and�Culture�I Advanced�Japanese

011401 Language
日本語 ・日本文化�II

2 300
日本語 ・日本文化�I

◆
Japanese�Language�and�Culture�II Japanese�Language�and�Culture�I

011500 Language
講義の日本語

2 300
日本語上級

Japanese�for�Lectures Advanced�Japanese

011600 Language
日本語プロジェクトA

2 200
日本語中級

Japanese�Project�A Japanese�Intermediate�Course

011601 Language
日本語プロジェクトB

2 200
日本語中級

Japanese�Project�B Japanese�Intermediate�Course

011602 Language
日本語プロジェクトC

2 200
日本語中級

Japanese�Project�C Japanese�Intermediate�Course

011603 Language
日本語プロジェクトD

2 200
日本語中級

Japanese�Project�D Japanese�Intermediate�Course

011604 Language
日本語プロジェクトE

2 300
日本語上級

Japanese�Project�E Advanced�Japanese

011605 Language
日本語プロジェクトF

2 300
日本語上級

Japanese�Project�F Advanced�Japanese

011800 Language
英語ビジネス ・ ライティング

2 300
英語準上級A ・ B

ST
English�for�Business�Writing Upper�Intermediate�English�A ・ B

011801 Language
英語ビジネス ・ プレゼンテーション

2 300
英語準上級A ・ B

ST
English�for�Business�Presentations Upper�Intermediate�English�A ・ B

011802 Language
英語ディスカッションとディベート

2 300
英語準上級A ・ B

ST
English�for�Discussion�and�Debate Upper�Intermediate�English�A ・ B

011803 Language
英語プロジェクト1

2 300
英語準上級A ・ B

ST
English�Project�1 Upper�Intermediate�English�A ・ B

011900 Language
ビジネス英語1

2 200
英語上級2A ・ B

AT
English�for�Business�1 Advanced�English�2A ・ B

011901 Language
ビジネス英語2

2 200
英語上級2A ・ B

AT
English�for�Business�2 Advanced�English�2A ・ B

011902 Language
英語多読

2 200
英語上級2A ・ B

AT
Extensive�Reading�in�English Advanced�English�2A ・ B

011903 Language
英語プロジェクト2

2 300
英語上級2A ・ B

AT
English�Project�2 Advanced�English�2A ・ B

012010 Language
海外集中言語研修

2 100 ○
Intensive�Language�Learning�Overseas

020022
Liberal

Arts

政治学入門
2 100

Introduction�to�Political�Science

020023
Liberal

Arts

国際関係論入門
2 100

Introduction�to�International�Relations

020025
Liberal

Arts

法学入門
2 100

Introduction�to�Law

020026
Liberal

Arts

心理学入門
2 100

Introduction�to�Psychology

020031
Liberal

Arts

経済学入門
2 100

Introduction�to�Economics

020033
Liberal

Arts

メディア入門
2 100

Introduction�to�Media

020035
Liberal

Arts

文化 ・社会学入門
2 100

Introduction�to�Culture�and�Society

020036
Liberal

Arts

開発学入門
2 100

Introduction�to�Development�Studies

020037
Liberal

Arts

地域学入門
2 100

Introduction�to�Area�Studies

020038
Liberal

Arts

GIS入門
2 200

Introduction�to�GIS

020039
Liberal

Arts

観光学入門
2 100

Introduction�to�Tourism�and�Hospitality

020041
Liberal

Arts

インターネット入門
2 100

Introduction�to�the�Internet

020050
Liberal

Arts

ウェルネス
2 200

Health�Science

020051
Liberal

Arts

生命倫理
2 100

Bioethics

020052
Liberal

Arts

環境と化学
2 200

Environmental�Chemistry

020053
Liberal

Arts

地球環境科学
2 200 ▪ 2018年度まで

Environmental�Geoscience
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学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

020070
Liberal

Arts

社会科学のための数学
2 100 ▪ 2017年度まで

Mathematics�for�Social�Sciences

020091
Liberal

Arts

コンピューターリテラシー
2 100

Computer�Literacy

020092
Liberal

Arts

インターネット技術統合
2 200

Internet�Technology�Integration

020093
Liberal

Arts

プログラミング�I
2 100 ◆

Programming�I

020094
Liberal

Arts

プログラミング�II
2 200 ◆

Programming�II

020095
Liberal

Arts

データマイニング�I
2 200 ◆

Data�Mining�I

020096
Liberal

Arts

データマイニング�II
2 300 ◆

Data�Mining�II

020097
Liberal

Arts

データベースシステム
2 300

Database�Systems

020098
Liberal

Arts

応用プログラミング
2 300 ◆

Applied�Programming

020111
Liberal

Arts

情報科学ラボA
2 300 ◆

Information�Science�Lab�A

020112
Liberal

Arts

情報科学ラボB
2 300 ◆

Information�Science�Lab�B

020113
Liberal

Arts

情報科学ラボC
2 300 ◆

Information�Science�Lab�C

020114
Liberal

Arts

メディア制作ラボA
2 200 ◆

Media�Production�Lab�A

020115
Liberal

Arts

メディア制作ラボB
2 300 ◆

Media�Production�Lab�B

020116
Liberal

Arts

メディア制作ラボC
2 300 ◆

Media�Production�Lab�C

020117
Liberal

Arts

メディア制作ラボD
2 300 ◆

Media�Production�Lab�D

020121
Liberal

Arts

新入生ワークショップ�I
2 100 ◆

1回生

のみ1st�Year�Student�Workshop�I

020122
Liberal

Arts

新入生ワークショップ�II
2 100 ◆

1回生

のみ1st�Year�Student�Workshop�II

020123
Liberal

Arts

APU入門
2 100 ◆

1回生

のみIntroduction�to�APU

020241
Liberal

Arts

日本の経済
2 100

Japanese�Economy

020242
Liberal

Arts

日本の文化と社会
2 100

Japanese�Culture�and�Society

020243
Liberal

Arts

日本の民法
2 200 ▪ 2018年度まで

Japanese�Civil�Law

020244
Liberal

Arts

経営史
2 100 ▪ 2017年度まで

Business�History

020255
Liberal

Arts

特殊講義（共通教養科目）
2 100 ○

Special�Lecture�(Liberal�Arts�Subject)

021005
Liberal

Arts

異文化間コミュニケーション入門
2 100

Introduction�to�Intercultural�Communication

021008
Liberal

Arts

日本の歴史
2 100

Japanese�History

021011
Liberal

Arts

環境学入門
2 100

Introduction�to�Environmental�Studies

021012
Liberal

Arts

アジア太平洋の地理
2 100

Geography�of�the�Asia�Pacific

021013
Liberal

Arts

アジア太平洋の言語
2 100

Languages�of�the�Asia�Pacific

021014
Liberal

Arts

アジア太平洋の宗教
2 100

Religions�of�the�Asia�Pacific

021015
Liberal

Arts

アジア太平洋の文化と社会
2 100

Culture�and�Society�of�the�Asia�Pacific

021016
Liberal

Arts

アジア太平洋のビジネス ・経済事情
2 100

Business�and�Economy�in�the�Asia�Pacific

021017
Liberal

Arts

アジア太平洋の歴史
2 100

History�of�the�Asia�Pacific

021043
Liberal

Arts

日本国憲法
2 100

Constitution�of�Japan

021047
Liberal

Arts

統計学�I
2 100

Statistics�I

021048
Liberal

Arts

統計学�II
2 200 ▪ 2018年度まで

Statistics�II

021050 Language
特殊講義（言語教育科目）

2 100 ○
Special�Lecture�(Language�Education�Subject)

021100
Liberal

Arts

TESOL�I
2 200 ▪ 2017年度まで

TESOL�I

021101
Liberal

Arts

TESOL�II
2 300 ▪ 2017年度まで

TESOL�II

021102
Liberal

Arts

日本語教授法�I
2 200

日本語上級
◆

TJSOL�I Advanced�Japanese

APS�ED :環境 ・開発、 HT :観光学、 IRP :国際関係、 CSM :文化 ・社会 ・ メディア

APM�AF :会計・ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション・経済学�ALL :全ての学修分野、 ALL● :全ての学修分野（登録必修科目）、 ALL■ :全ての学修分野（コア科目）
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

020070
Liberal

Arts

社会科学のための数学
2 100 ▪ 2017年度まで

Mathematics�for�Social�Sciences

020091
Liberal

Arts

コンピューターリテラシー
2 100

Computer�Literacy

020092
Liberal

Arts

インターネット技術統合
2 200

Internet�Technology�Integration

020093
Liberal

Arts

プログラミング�I
2 100 ◆

Programming�I

020094
Liberal

Arts

プログラミング�II
2 200 ◆

Programming�II

020095
Liberal

Arts

データマイニング�I
2 200 ◆

Data�Mining�I

020096
Liberal

Arts

データマイニング�II
2 300 ◆

Data�Mining�II

020097
Liberal

Arts

データベースシステム
2 300

Database�Systems

020098
Liberal

Arts

応用プログラミング
2 300 ◆

Applied�Programming

020111
Liberal

Arts

情報科学ラボA
2 300 ◆

Information�Science�Lab�A

020112
Liberal

Arts

情報科学ラボB
2 300 ◆

Information�Science�Lab�B

020113
Liberal

Arts

情報科学ラボC
2 300 ◆

Information�Science�Lab�C

020114
Liberal

Arts

メディア制作ラボA
2 200 ◆

Media�Production�Lab�A

020115
Liberal

Arts

メディア制作ラボB
2 300 ◆

Media�Production�Lab�B

020116
Liberal

Arts

メディア制作ラボC
2 300 ◆

Media�Production�Lab�C

020117
Liberal

Arts

メディア制作ラボD
2 300 ◆

Media�Production�Lab�D

020121
Liberal

Arts

新入生ワークショップ�I
2 100 ◆

1回生

のみ1st�Year�Student�Workshop�I

020122
Liberal

Arts

新入生ワークショップ�II
2 100 ◆

1回生

のみ1st�Year�Student�Workshop�II

020123
Liberal

Arts

APU入門
2 100 ◆

1回生

のみIntroduction�to�APU

020241
Liberal

Arts

日本の経済
2 100

Japanese�Economy

020242
Liberal

Arts

日本の文化と社会
2 100

Japanese�Culture�and�Society

020243
Liberal

Arts

日本の民法
2 200 ▪ 2018年度まで

Japanese�Civil�Law

020244
Liberal

Arts

経営史
2 100 ▪ 2017年度まで

Business�History

020255
Liberal

Arts

特殊講義（共通教養科目）
2 100 ○

Special�Lecture�(Liberal�Arts�Subject)

021005
Liberal

Arts

異文化間コミュニケーション入門
2 100

Introduction�to�Intercultural�Communication

021008
Liberal

Arts

日本の歴史
2 100

Japanese�History

021011
Liberal

Arts

環境学入門
2 100

Introduction�to�Environmental�Studies

021012
Liberal

Arts

アジア太平洋の地理
2 100

Geography�of�the�Asia�Pacific

021013
Liberal

Arts

アジア太平洋の言語
2 100

Languages�of�the�Asia�Pacific

021014
Liberal

Arts

アジア太平洋の宗教
2 100

Religions�of�the�Asia�Pacific

021015
Liberal

Arts

アジア太平洋の文化と社会
2 100

Culture�and�Society�of�the�Asia�Pacific

021016
Liberal

Arts

アジア太平洋のビジネス ・経済事情
2 100

Business�and�Economy�in�the�Asia�Pacific

021017
Liberal

Arts

アジア太平洋の歴史
2 100

History�of�the�Asia�Pacific

021043
Liberal

Arts

日本国憲法
2 100

Constitution�of�Japan

021047
Liberal

Arts

統計学�I
2 100

Statistics�I

021048
Liberal

Arts

統計学�II
2 200 ▪ 2018年度まで

Statistics�II

021050 Language
特殊講義（言語教育科目）

2 100 ○
Special�Lecture�(Language�Education�Subject)

021100
Liberal

Arts

TESOL�I
2 200 ▪ 2017年度まで

TESOL�I

021101
Liberal

Arts

TESOL�II
2 300 ▪ 2017年度まで

TESOL�II

021102
Liberal

Arts

日本語教授法�I
2 200

日本語上級
◆

TJSOL�I Advanced�Japanese

APS�ED :環境 ・開発、 HT :観光学、 IRP :国際関係、 CSM :文化 ・社会 ・ メディア

APM�AF :会計・ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション・経済学�ALL :全ての学修分野、 ALL● :全ての学修分野（登録必修科目）、 ALL■ :全ての学修分野（コア科目）
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

021103
Liberal

Arts

日本語教授法�II
2 300

日本語上級
◆

TJSOL�II Advanced�Japanese

021104
Liberal

Arts

日英通訳の基礎�I
2 300 ▪ 2019年度まで

Basic�English-Japanese�Interpretation�Skill�I

021105
Liberal

Arts

日英通訳の基礎�II
2 300 ▪ 2019年度まで

Basic�English-Japanese�Interpretation�Skill�II

021106
Liberal

Arts

ビジネス ・ コミュニケーション
2 200 ◆

Business�Communication

021107
Liberal

Arts

ビジネス ・ ネゴシエーション
2 300 ◆

Business�Negotiation

021130
Liberal

Arts

キャリア ・ デザイン�I
2 100

Career�Design�I

021131
Liberal

Arts

キャリア ・ デザイン�II
2 200

Career�Design�II

021132
Liberal

Arts

キャリア ・ デザイン�III
2 300

Career�Design�III

021152
Liberal

Arts

日本の伝統芸術C
2 200 ◆

Japanese�Traditional�Arts�C

021153
Liberal

Arts

日本の伝統芸術D
2 200 ◆

Japanese�Traditional�Arts�D

021154
Liberal

Arts

日本の伝統芸術A
2 200

Japanese�Traditional�Arts�A

021155
Liberal

Arts

日本の伝統芸術B
2 200

Japanese�Traditional�Arts�B

021170
Liberal

Arts

ブリッジプログラムA
2 100

英語準中級A ・ B

Bridge�Program�A Pre-Intermediate�English��A ・ B

021171
Liberal

Arts

ブリッジプログラムB
2 100

英語準中級A ・ B

Bridge�Program�B Pre-Intermediate�English��A ・ B

021172
Liberal

Arts

ブリッジプログラムC
2 100

英語準中級A ・ B

Bridge�Program�C Pre-Intermediate�English��A ・ B

021173
Liberal

Arts

ブリッジプログラムD
2 100

英語準中級A ・ B

Bridge�Program�D Pre-Intermediate�English��A ・ B

021174
Liberal

Arts

ブリッジプログラムE
2 100

英語準中級A ・ B

Bridge�Program�E Pre-Intermediate�English��A ・ B

021175
Liberal

Arts

ブリッジプログラムF
2 100

英語準中級A ・ B

Bridge�Program�F Pre-Intermediate�English��A ・ B

021190
Liberal

Arts

ピアリーダートレーニング�I
2 100

Peer�Leader�Training�I

021191
Liberal

Arts

ピアリーダートレーニング�II�A
2 200

Peer�Leader�Training�II�A

021192
Liberal

Arts

ピアリーダートレーニング�II�B
2 200

Peer�Leader�Training�II�B

021193
Liberal

Arts

ファーストプログラム
2 100

FIRST�Program

021194
Liberal

Arts

ボランティア研究
2 200 ○

Volunteer�Activities

021195
Liberal

Arts

インターンシップ
2 200 ○

Internship

030001 APS CSM
調査研究法（文化 ・社会 ・ メディア）

2 200
APS

のみResearch�Methods�for�Culture,�Society�and�Media

030002 APS IRP
調査研究法（国際関係）

2 200
APS

のみResearch�Methods�for�International�Relations�and�Peace�Studies

030003 APS ED
調査研究法（環境 ・開発）

2 200
APS

のみResearch�Methods�for�Environment�and�Development

030004 APS HT
調査研究法（観光学）

2 200
APS

のみResearch�Methods�for�Tourism�and�Hospitality

030011 APS CSM
社会理論

2 200
Social�Theory

030013 APS CSM
文化人類学

2 200
Cultural�Anthropology

030021 APS CSM
宗教と信仰

2 200
Religion�and�Belief

030022 APS CSM
ジェンダー研究

2 200
Gender�Studies

030024 APS CSM
グローバル ・ ヒストリー

2 200
Global�History�and�the�World�System

030025 APS CSM
カルチュラルスタディーズ

2 200
Cultural�Studies

030026 APS CSM
地域研究�I　

2 200 ◆
Area�Studies�I

030027 APS CSM
地域研究�II　

2 200 ◆
Area�Studies�II

030028 APS CSM
メディアと芸術

2 200
Media�and�the�Arts

030029 APS CSM
メディアと文化

2 200
Media�and�Popular�Culture

030031 APS CSM
文学と近代化

2 300
Literature�and�Modernity

030032 APS CSM
言語と社会

2 200
Language�and�Society
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

030033 APS CSM
言語と歴史

2 300 ▪ 2019年度まで
Language�and�History

030034 APS CSM
組織社会学

2 200
Sociology�of�Organizations

030035 APS CSM
社会階層論

2 200
Social�Stratification

030036 APS CSM
戦争とメディア

2 300
War�and�Media

030037 APS CSM
政治とメディア

2 300
Politics�and�Media

030038 APS CSM
テクノロジーとニューメディア

2 300
Technology�and�New�Media

030039 APS CSM
法とメディアと社会

2 300
Law,�Media�and�Society

030041 APS CSM
グローバル化と犯罪

2 300 ▪ 2019年度まで
Global�Crime

030100 APS CSM
国際社会学

2 200
Transnational�Sociology

030102 APS IRP
国際法

2 200
International�Law

030103 APS IRP
平和学

2 200
International�Peace�Studies

030104 APS IRP
国際機構論

2 300
International�Organizations

030110 APS CSM
多文化社会論

2 200
Multiculturalism�and�Society

030121 APS CSM
マイグレーション研究

2 300 ◆
Migration�Studies

030141 APS CSM
エスニシティと国民国家

2 300
Ethnicity�and�Nationalism

030150 APS IRP
グローバリゼーションと規範

2 200
Globalization�and�Law

030181 APS IRP
政治理論

2 200
Political�Theory

030182 APS IRP,ED
開発政治論

2 200
Politics�of�Development

030184 APS IRP,ED
紛争と開発

2 200
Conflict�and�Development

030185 APS IRP
国際政治とセキュリティ

2 200 ▪ 2018年度まで
International�Politics�and�Security

030186 APS IRP
アジア太平洋の比較政治経済

2 200
Comparative�Political�Economy�of�the�Asia�Pacific

030187 APS IRP
アジア太平洋における国際関係

2 300
International�Relations�in�the�Asia�Pacific

030188 APS IRP
アジア太平洋地域システム論

2 300
Regional�Systems�in�the�Asia�Pacific

030189 APS IRP
アジア太平洋と人権

2 300
Asia�Pacific�and�Human�Rights

030191 APS IRP
グローバル化と地域主義

2 200
Globalization�and�Regionalism

030192 APS IRP
国際問題と政策

2 200
Global�Issues�and�Policies

030193 APS IRP
国際紛争解決

2 300
International�Conflict�Resolution

030194 APS IRP
戦略分析と意思決定

2 300
Strategic�Decision-Making

030195 APS IRP
アイデンティティと政治

2 300
Identity�and�Politics

030196 APS IRP
冷戦後紛争と地政学

2 300
Geo-Politics�and�Post-Cold�War�Conflicts

030197 APS IRP
暴力とテロリズム

2 300
Violence�and�Terrorism

030261 APS ED
開発社会学 ・人類学

2 200
Development�Sociology�and�Anthropology

030262 APS ED
生物多様性

2 200
Biodiversity

030263 APS ED
地球環境問題

2 200
Global�Environmental�Issues

030265 APS ED
都市の環境と開発

2 200
Urban�Environment�and�Development

030266 APS ED
環境と社会

2 200
Environment�and�Society

030267 APS ED
環境経済学

2 300
Environmental�Economics

030268 APS ED
産業生態学

2 300
Industrial�Ecology

030269 APS ED,�HT
開発のプロジェクト ・ マネジメント

2 300
Project�Management�in�Development

030271 APS
ED,�

CSM

NGOと開発
2 300

NGOs�and�Development

APS�ED :環境 ・開発、 HT :観光学、 IRP :国際関係、 CSM :文化 ・社会 ・ メディア

APM�AF :会計・ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション・経済学�ALL :全ての学修分野、 ALL● :全ての学修分野（登録必修科目）、 ALL■ :全ての学修分野（コア科目）
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

030033 APS CSM
言語と歴史

2 300 ▪ 2019年度まで
Language�and�History

030034 APS CSM
組織社会学

2 200
Sociology�of�Organizations

030035 APS CSM
社会階層論

2 200
Social�Stratification

030036 APS CSM
戦争とメディア

2 300
War�and�Media

030037 APS CSM
政治とメディア

2 300
Politics�and�Media

030038 APS CSM
テクノロジーとニューメディア

2 300
Technology�and�New�Media

030039 APS CSM
法とメディアと社会

2 300
Law,�Media�and�Society

030041 APS CSM
グローバル化と犯罪

2 300 ▪ 2019年度まで
Global�Crime

030100 APS CSM
国際社会学

2 200
Transnational�Sociology

030102 APS IRP
国際法

2 200
International�Law

030103 APS IRP
平和学

2 200
International�Peace�Studies

030104 APS IRP
国際機構論

2 300
International�Organizations

030110 APS CSM
多文化社会論

2 200
Multiculturalism�and�Society

030121 APS CSM
マイグレーション研究

2 300 ◆
Migration�Studies

030141 APS CSM
エスニシティと国民国家

2 300
Ethnicity�and�Nationalism

030150 APS IRP
グローバリゼーションと規範

2 200
Globalization�and�Law

030181 APS IRP
政治理論

2 200
Political�Theory

030182 APS IRP,ED
開発政治論

2 200
Politics�of�Development

030184 APS IRP,ED
紛争と開発

2 200
Conflict�and�Development

030185 APS IRP
国際政治とセキュリティ

2 200 ▪ 2018年度まで
International�Politics�and�Security

030186 APS IRP
アジア太平洋の比較政治経済

2 200
Comparative�Political�Economy�of�the�Asia�Pacific

030187 APS IRP
アジア太平洋における国際関係

2 300
International�Relations�in�the�Asia�Pacific

030188 APS IRP
アジア太平洋地域システム論

2 300
Regional�Systems�in�the�Asia�Pacific

030189 APS IRP
アジア太平洋と人権

2 300
Asia�Pacific�and�Human�Rights

030191 APS IRP
グローバル化と地域主義

2 200
Globalization�and�Regionalism

030192 APS IRP
国際問題と政策

2 200
Global�Issues�and�Policies

030193 APS IRP
国際紛争解決

2 300
International�Conflict�Resolution

030194 APS IRP
戦略分析と意思決定

2 300
Strategic�Decision-Making

030195 APS IRP
アイデンティティと政治

2 300
Identity�and�Politics

030196 APS IRP
冷戦後紛争と地政学

2 300
Geo-Politics�and�Post-Cold�War�Conflicts

030197 APS IRP
暴力とテロリズム

2 300
Violence�and�Terrorism

030261 APS ED
開発社会学 ・人類学

2 200
Development�Sociology�and�Anthropology

030262 APS ED
生物多様性

2 200
Biodiversity

030263 APS ED
地球環境問題

2 200
Global�Environmental�Issues

030265 APS ED
都市の環境と開発

2 200
Urban�Environment�and�Development

030266 APS ED
環境と社会

2 200
Environment�and�Society

030267 APS ED
環境経済学

2 300
Environmental�Economics

030268 APS ED
産業生態学

2 300
Industrial�Ecology

030269 APS ED,�HT
開発のプロジェクト ・ マネジメント

2 300
Project�Management�in�Development

030271 APS
ED,�

CSM

NGOと開発
2 300

NGOs�and�Development

APS�ED :環境 ・開発、 HT :観光学、 IRP :国際関係、 CSM :文化 ・社会 ・ メディア

APM�AF :会計・ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション・経済学�ALL :全ての学修分野、 ALL● :全ての学修分野（登録必修科目）、 ALL■ :全ての学修分野（コア科目）
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

030272 APS ED
公害 ・廃棄物処理

2 300
Pollution�and�Waste�Management

030273 APS ED
GISとリモートセンシング

2 300
GIS�and�Remote�Sensing

030274 APS ED
環境モデリング

2 300
Environmental�Modeling�and�Analysis

030275 APS ED
開発政策

2 300
Development�Policy

030276 APS
ED,�

CSM

コミュニティー開発論
2 300

Community�Development

030300 APS ED
環境政策

2 300
Environmental�Policy

030333 APS HT
観光学のための会計学

2 200 ▪ 2018年度まで
Accounting�for�Tourism�and�Hospitality

030334 APS HT
観光資源評価 ・管理

2 200
Tourism�Resources�Management

030335 APS HT
組織マネジメント

2 200
Organizational�Management

030336 APS
HT,�

CSM

遺産 ・文化観光
2 300

Heritage�and�Cultural�Tourism

030339 APS HT
旅行産業論

2 300
The�Travel�Industry

030340 APS HT
ホスピタリティ ・ マネジメント

2 300
Hospitality�Management

030341 APS HT
観光と法

2 300
Tourism�and�Hospitality�Law

030342 APS HT
観光開発

2 300
Tourism�Development

030343 APS HT
ヘルス＆ウェルネスツーリズム

2 300
Health�and�Wellness�Tourism

030344 APS HT
リスク ・ マネジメントとサービス ・ デリバリー

2 300 ▪ 2019年度まで
Risk�Management�and�Service�Delivery

030345 APS HT
デスティネーション ・ マーケティング＆ブランディング

2 300
Destination�Marketing�and�Branding

030346 APS HT
ホスピタリティ ・ マーケティング

2 300
Hospitality�Marketing

030347 APS HT
リゾートマネジメント

2 300
Resort�Management

030350 APS HT
観光社会学

2 200
Sociology�of�Tourism

030360 APS HT
観光政策

2 200
Tourism�Policy

030400 APS HT,ED
エコ ・ ツーリズム論

2 300
Ecotourism

030401 APS HT
ビジネス ・ ツーリズム論

2 300
The�Business�Tourism�Industry

030511 APS
調査 ・研究入門

2 200
APS

のみIntroduction�to�Research�Methods

030515 APS CSM
特殊講義（文化 ・社会 ・ メディア）

2 300 ○
Special�Lecture�(Culture,�Society�and�Media)

030516 APS IRP
特殊講義（国際関係）

2 300 ○
Special�Lecture�(International�Relations�and�Peace�Studies)

030517 APS ED
特殊講義（環境 ・開発）

2 300 ○
Special�Lecture�(Environment�and�Development)

030518 APS HT
特殊講義（観光学）

2 300 ○
Special�Lecture�(Hospitality�and�Tourism)

030540 APS
卒業研究

2 400
Research�Seminar

030541 APS
卒業論文

4 400
卒業研究

Undergraduate�Thesis Research�Seminar

030545 APS
プロジェクト研究

2 300 ○
Applied�Training

030550 APS
特殊講義（専門教育科目）

2 200 ○
Special�Lecture�(Asia�Pacific�Studies)

030553 APS
特殊講義（専門教育科目）

2 300 ▪ 2019年度まで ○
Special�Lecture�(Asia�Pacific�Studies)

030564 APM
基礎数学

2 100
Fundamental�Mathematics

030565 APM ALL●
ビジネス数学

2 100
Business�Mathematics

030566 APM ALL●
経営学入門

2 100
Introduction�to�Management

030571 APM ALL■
会計学�I

2 100
Accounting�I

030572 APM ALL■
会計学�II

2 100
Accounting�II

030595 APM SMO
経営情報システム

2 300
Management�Information�System

030597 APM
ビジネス法

2 200 ▪ 2018年度まで
Business�Law
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

030600 APM ALL■
金融論

2 200
Finance

030602 APM AF
コーポレート ・ ファイナンス

2 200
Corporate�Finance

030605 APM ALL■
マーケティング入門

2 200
Principles�of�Marketing

030606 APM ALL■
組織行動論

2 200
Organizational�Behavior

030611 APM AF
原価会計

2 200
Cost�Accounting

030630 APM IE
生産管理論

2 300
Production�Management

030673 APM IE
ミクロ経済学

2 200
Microeconomics

030674 APM IE
マクロ経済学

2 200
Macroeconomics

030675 APM IE
アジア経済論

2 300
Asian�Economy

030676 APM IE
開発 ・生産システム論

2 300
Development�and�Production�Systems

030701 APM AF
財務会計論�I

2 200
Financial�Accounting�I

030702 APM AF
財務会計論�II

2 200
Financial�Accounting�II

030710 APM AF
管理会計論

2 300
Management�Accounting

030714 APM AF
上級会計

2 300
Advanced�Accounting

030715 APM AF
監査

2 300
Auditing

030716 APM AF
金融市場と金融制度

2 300
Financial�Market�and�Institutions

030717 APM AF
投資 ・証券分析

2 300
Investment�and�Securities�Analysis

030718 APM AF
投資戦略

2 300
Investment�Strategy

030721 APM IE
技術経営

2 300
Technology�Management

030740
APS

APM
HT IE

オペレーションズ ・ リサーチ
2 300

Operations�Research

030750 APM M
マーケティング ・ リサーチ

2 300
Marketing�Research

030760 APM M
消費者行動論

2 300
Consumer�Behavior

030800 APM M,SMO
国際経営論

2 200 ▪ 2018年度まで
International�Management

030820 APM AF
国際金融論

2 300
International�Finance

030861 APM AF
国際会計

2 300
International�Accounting

030870 APM M
国際マーケティング論

2 300
International�Marketing

030892 APM SMO
国際取引

2 300
International�Transactions

031070 APM ALL
卒業研究

2 400
Research�Seminar

031071 APM ALL
卒業論文

4 400
卒業研究

Undergraduate�Thesis Research�Seminar

031073 APM
プロジェクト研究

2 300 ○
Applied�Training

031080 APM
特殊講義（専門教育科目）

2 200 ○
Special�Lecture�(Management)

031084 APM
特殊講義（専門教育科目）

2 300 ▪ 2019年度まで ○
Special�Lecture�(Management)

032005 APS CSM
社会心理学

2 200
Social�Psychology

032006 APS CSM
教育と社会

2 300
Education�and�Society

032015 APS IRP
国際政治史

2 200
History�of�International�Politics

032019 APS IRP,ED
国際協力論

2 200
International�Cooperation

032040 APS
フィールド ・ スタディ

2 200 ○
Field�Study

032060 APS
専門演習�I

2 300
Major�Seminar�I

032070 APS
専門演習�II

2 300
Major�Seminar�II

032080
APS

APM
ED IE

開発経済学
2

S200�

M300Development�Economics

APS�ED :環境 ・開発、 HT :観光学、 IRP :国際関係、 CSM :文化 ・社会 ・ メディア

APM�AF :会計・ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション・経済学�ALL :全ての学修分野、 ALL● :全ての学修分野（登録必修科目）、 ALL■ :全ての学修分野（コア科目）
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

030600 APM ALL■
金融論

2 200
Finance

030602 APM AF
コーポレート ・ ファイナンス

2 200
Corporate�Finance

030605 APM ALL■
マーケティング入門

2 200
Principles�of�Marketing

030606 APM ALL■
組織行動論

2 200
Organizational�Behavior

030611 APM AF
原価会計

2 200
Cost�Accounting

030630 APM IE
生産管理論

2 300
Production�Management

030673 APM IE
ミクロ経済学

2 200
Microeconomics

030674 APM IE
マクロ経済学

2 200
Macroeconomics

030675 APM IE
アジア経済論

2 300
Asian�Economy

030676 APM IE
開発 ・生産システム論

2 300
Development�and�Production�Systems

030701 APM AF
財務会計論�I

2 200
Financial�Accounting�I

030702 APM AF
財務会計論�II

2 200
Financial�Accounting�II

030710 APM AF
管理会計論

2 300
Management�Accounting

030714 APM AF
上級会計

2 300
Advanced�Accounting

030715 APM AF
監査

2 300
Auditing

030716 APM AF
金融市場と金融制度

2 300
Financial�Market�and�Institutions

030717 APM AF
投資 ・証券分析

2 300
Investment�and�Securities�Analysis

030718 APM AF
投資戦略

2 300
Investment�Strategy

030721 APM IE
技術経営

2 300
Technology�Management

030740
APS

APM
HT IE

オペレーションズ ・ リサーチ
2 300

Operations�Research

030750 APM M
マーケティング ・ リサーチ

2 300
Marketing�Research

030760 APM M
消費者行動論

2 300
Consumer�Behavior

030800 APM M,SMO
国際経営論

2 200 ▪ 2018年度まで
International�Management

030820 APM AF
国際金融論

2 300
International�Finance

030861 APM AF
国際会計

2 300
International�Accounting

030870 APM M
国際マーケティング論

2 300
International�Marketing

030892 APM SMO
国際取引

2 300
International�Transactions

031070 APM ALL
卒業研究

2 400
Research�Seminar

031071 APM ALL
卒業論文

4 400
卒業研究

Undergraduate�Thesis Research�Seminar

031073 APM
プロジェクト研究

2 300 ○
Applied�Training

031080 APM
特殊講義（専門教育科目）

2 200 ○
Special�Lecture�(Management)

031084 APM
特殊講義（専門教育科目）

2 300 ▪ 2019年度まで ○
Special�Lecture�(Management)

032005 APS CSM
社会心理学

2 200
Social�Psychology

032006 APS CSM
教育と社会

2 300
Education�and�Society

032015 APS IRP
国際政治史

2 200
History�of�International�Politics

032019 APS IRP,ED
国際協力論

2 200
International�Cooperation

032040 APS
フィールド ・ スタディ

2 200 ○
Field�Study

032060 APS
専門演習�I

2 300
Major�Seminar�I

032070 APS
専門演習�II

2 300
Major�Seminar�II

032080
APS

APM
ED IE

開発経済学
2

S200�

M300Development�Economics

APS�ED :環境 ・開発、 HT :観光学、 IRP :国際関係、 CSM :文化 ・社会 ・ メディア

APM�AF :会計・ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション・経済学�ALL :全ての学修分野、 ALL● :全ての学修分野（登録必修科目）、 ALL■ :全ての学修分野（コア科目）
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

032081
APS

APM
ED IE

国際経済学
2 300

International�Economics

032082
APS

APM
IRP IE

国際政治経済学
2 300

International�Political�Economy

032083
APS

APM
HT SMO

人的資源管理論
2 200

Human�Resource�Management

033011 APM
ビジネス法務戦略

2 300
Legal�Strategy�in�Business

033013 APM SMO
国際比較経営

2 300 ▪ 2019年度まで
International�Comparative�Management

033018 APM M
サプライ ・ チェーン ・ マネジメント

2 300
Supply�Chain�Management

033019 APM SMO,IE
アントレプレナーシップ

2 200
Entrepreneurship

033022 APM M
ブランドマネジメント

2 300
Brand�Management

033023 APM M
販売 ・ プロモーションマネジメント

2 300
Promotion�and�Sales�Management

033024 APM M
マーケティングデータ分析

2 300 ◆
Marketing�Data�Analysis

033025 APM M
Eコマース

2 200
E-Commerce

033026 APM M,SMO
国際物流論

2 200
International�Logistics

033027 APM M,SMO
サービスマネジメント

2 300
Service�Management

033028 APM SMO
国際人的資源管理論

2 300 ▪ 2019年度まで
Global�Human�Resource�Management

033029 APM SMO
ファミリービジネス

2 300
Family�Business�Management

033030 APM SMO
経営戦略論

2 300
Strategic�Management

033032 APM
会社法

2 200 ▪ 2018年度まで
Corporate�Law

033033 APM
ビジネスエシックス

2 300
Business�Ethics

033040 APM
フィールド ・ スタディ

2 200 ○
Field�Study

033060 APM ALL
専門演習�I

2 300
Major�Seminar�I

033070 APM ALL
専門演習�II

2 300
Major�Seminar�II

017001 Language
キャリア日本語

2 300
日本語上級

★
キャリア日本語Ⅰ（011300）

Career�Japanese� Advanced�Japanese を修得済みの場合は履修不可

017002 Language
日本語ビジネスコミュニケーションA

2 300
日本語上級

★
キャリア日本語Ⅱ（011301）

Business�Communication�in�Japanese�A Advanced�Japanese を修得済みの場合は履修不可

017003 Language
日本語ビジネスコミュニケーションB

2 300
日本語上級

★
キャリア日本語Ⅲ（011302）

Business�Communication�in�Japanese�B Advanced�Japanese を修得済みの場合は履修不可

017004 Language
日本語 ・日本文化

2 300
日本語上級

★
日本語 ・日本文化Ⅰ（011400）

Language�and�Culture�in�Japan Advanced�Japanese を修得済みの場合は履修不可

017005 Language
日本語 ・日本社会

2 300
日本語上級

★
日本語 ・日本文化Ⅱ（011401）

Language�and�Social�Topics�in�Japan Advanced�Japanese を修得済みの場合は履修不可

017013 Language
英語検定試験対策講座I

2 200 ★
English�Proficiency�Test�Preparation�Course�I

017014 Language
英語検定試験対策講座II

2 200 ★
English�Proficiency�Test�Preparation�Course�II

017015 Language
英語検定試験対策講座III

2 200 ★
English�Proficiency�Test�Preparation�Course�III

017019
Liberal

Arts

日本語教育のための日本語学
2 200

日本語上級（日本語基準学生は前提科目なし）
★

日本語教授法Ⅰ（021102）

Japanese�Linguistics�for�Japanese�Language�Education Advanced�Japanese を修得済みの場合は履修不可

017021 Language
国連公用語概論I

2 200 ★
Introduction�to�Official�Languages�of�the�United�Nations�I

017022 Language
国連公用語概論II

2 200 ★
Introduction�to�Official�Languages�of�the�United�Nations�II

017023 Language
国連公用語概論III

2 200 ★
Introduction�to�Official�Languages�of�the�United�Nations�III

017024
Liberal

Arts

日本語教授法
2 300

日本語上級（日本語基準学生は前提科目なし）
★

日本語教授法Ⅱ（021103）

Japanese�Language�Teaching Advanced�Japanese を修得済みの場合は履修不可

017026 Language
特殊講義（言語教育科目）

2 100
Special�Lecture�(Language�Education�Subject)

027004
Liberal

Arts

平和 ・ ヒューマニティ ・ 民主主義
2 100 ★

Peace,�Humanity�and�Democracy

027005
Liberal

Arts

多文化比較論
2 100 ★

Studies�of�Multicultural�Comparison

027006
Liberal

Arts

海外学習デザイン
2 100 ★

Overseas�Learning�Design

027007
Liberal

Arts

日本の地理
2 100 ★

Japanese�Geography

027008
Liberal

Arts

特殊講義(日本学）
2 100 ★ ○

Special�Lecture�(Japanese�Studies)
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０
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

027009
Liberal

Arts

ロジカルシンキングとフレームワーク
2 100 ★

Logical�Thinking�and�Framework

027011
Liberal

Arts

ピアリーダートレーニング入門
2 100 ★

APU入門（020123）

Introduction�to�Peer�Leader�Training を修得済みの場合は履修不可

027020
Liberal

Arts

ネゴシエーションスキル
2 200 ★

Negotiation�Skills

027021
Liberal

Arts

プログラミング
2 100 ★

Programming

027026
Liberal

Arts

メディア制作ラボ
2 200 ★ ○

Media�Production�Lab

027027
Liberal

Arts

データマイニング
2 200 ★

Data�Mining

027028
Liberal

Arts

特殊講義（ICT）
2 300 ★ ○

Special�Lecture�(ICT)

027031
Liberal

Arts

日本の伝統芸能
2 200 ★

Traditional�Japanese�Arts

027037
Liberal

Arts

異文化フィールドワークII
2 100 ★

Intercultural�Fieldwork�II

037101 APS CSM,IRP
日本の対外関係史

2 300 ★
History�of�Japanese�Foreign�Relations

037102 APS IRP
国際関係理論

2 200 ★
International�Relations�Theory

037103 APS IRP
日本の外交政策

2 300 ★
Foreign�Policy�of�Japan

037104 APS ED
環境コミュニケーション

2 300 ★
Environmental�Communication

037105 APS HT
観光文化論と観光史

2 200 ★
Culture�and�History�of�Tourism

037106 APS HT
観光とソーシャルメディア

2 300 ★
Tourism�and�Social�Media

037107 APS HT
農業遺産とツーリズム

2 300 ★
Agri-heritage�and�Tourism

037112 APS HT
イベントマネジメント

2 200 ★
Event�and�Festival�Management�

037148 APS CSM
地域研究

2 200 ★ ○
Area�Studies

037201 APM
ソーシャルアントレプレナーシップ

2 200 ★
Social�Entrepreneurship

037202 APM AF
会計　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Accounting

037203 APM AF
ファイナンス　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Finance

037204 APM M
マーケティング　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Marketing

037205 APM SMO
経営戦略と組織　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Strategic�Management�&�Organization

037206 APM IE
イノベーション　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Innovation

037207 APM IE
経済学　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Economics

037208 APM
ビジネスケース分析 ・ コミュニケーション

2 300 ★ ○
Business�Case�Analysis�&�Communication

037209 APM
ビジネスインターンシップ

2 300 ★ ○
Business�Internship

037210 APM
グローバルマネジメント�(Capstone)

2 400 ★
Global�Management�(Capstone)

037211 APM M
ビジネスデータ分析

2 300 ★
マーケティングデータ分析（033024）

Business�Data�Analysis を修得済みの場合は履修不可

APS�ED :環境 ・開発、 HT :観光学、 IRP :国際関係、 CSM :文化 ・社会 ・ メディア

APM�AF :会計・ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション・経済学�ALL :全ての学修分野、 ALL● :全ての学修分野（登録必修科目）、 ALL■ :全ての学修分野（コア科目）

科
か も く い ち ら ん

目一覧の各
かくこうもく

項目については、11８ページより詳
しょうさい

細を確
かくにん

認してください。
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科目CD

Subject�CD

分野

Field

学修分野/Area 科目名

Subject�Name

単位

Credits

グレード番号

Grade�Level

前提科目

Prerequisite�Subjects

2017年度カリキュラム改革

（2017年度以降�★新設科目、▪年次閉講、◆開講なし）

備考

NotesAPS APM

027009
Liberal

Arts

ロジカルシンキングとフレームワーク
2 100 ★

Logical�Thinking�and�Framework

027011
Liberal

Arts

ピアリーダートレーニング入門
2 100 ★

APU入門（020123）

Introduction�to�Peer�Leader�Training を修得済みの場合は履修不可

027020
Liberal

Arts

ネゴシエーションスキル
2 200 ★

Negotiation�Skills

027021
Liberal

Arts

プログラミング
2 100 ★

Programming

027026
Liberal

Arts

メディア制作ラボ
2 200 ★ ○

Media�Production�Lab

027027
Liberal

Arts

データマイニング
2 200 ★

Data�Mining

027028
Liberal

Arts

特殊講義（ICT）
2 300 ★ ○

Special�Lecture�(ICT)

027031
Liberal

Arts

日本の伝統芸能
2 200 ★

Traditional�Japanese�Arts

027037
Liberal

Arts

異文化フィールドワークII
2 100 ★

Intercultural�Fieldwork�II

037101 APS CSM,IRP
日本の対外関係史

2 300 ★
History�of�Japanese�Foreign�Relations

037102 APS IRP
国際関係理論

2 200 ★
International�Relations�Theory

037103 APS IRP
日本の外交政策

2 300 ★
Foreign�Policy�of�Japan

037104 APS ED
環境コミュニケーション

2 300 ★
Environmental�Communication

037105 APS HT
観光文化論と観光史

2 200 ★
Culture�and�History�of�Tourism

037106 APS HT
観光とソーシャルメディア

2 300 ★
Tourism�and�Social�Media

037107 APS HT
農業遺産とツーリズム

2 300 ★
Agri-heritage�and�Tourism

037112 APS HT
イベントマネジメント

2 200 ★
Event�and�Festival�Management�

037148 APS CSM
地域研究

2 200 ★ ○
Area�Studies

037201 APM
ソーシャルアントレプレナーシップ

2 200 ★
Social�Entrepreneurship

037202 APM AF
会計　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Accounting

037203 APM AF
ファイナンス　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Finance

037204 APM M
マーケティング　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Marketing

037205 APM SMO
経営戦略と組織　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Strategic�Management�&�Organization

037206 APM IE
イノベーション　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Innovation

037207 APM IE
経済学　特殊講義

2 300 ★ ○
Special�Lecture�in�Economics

037208 APM
ビジネスケース分析 ・ コミュニケーション

2 300 ★ ○
Business�Case�Analysis�&�Communication

037209 APM
ビジネスインターンシップ

2 300 ★ ○
Business�Internship

037210 APM
グローバルマネジメント�(Capstone)

2 400 ★
Global�Management�(Capstone)

037211 APM M
ビジネスデータ分析

2 300 ★
マーケティングデータ分析（033024）

Business�Data�Analysis を修得済みの場合は履修不可

APS�ED :環境 ・開発、 HT :観光学、 IRP :国際関係、 CSM :文化 ・社会 ・ メディア

APM�AF :会計・ファイナンス、 M :マーケティング、 SMO :経営戦略と組織、 IE :イノベーション・経済学�ALL :全ての学修分野、 ALL● :全ての学修分野（登録必修科目）、 ALL■ :全ての学修分野（コア科目）

科
か も く い ち ら ん

目一覧の各
かくこうもく

項目については、11８ページより詳
しょうさい

細を確
かくにん

認してください。
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登
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録
ろく
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Off-campus Study Program

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績　各

かく

セメスターで履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録ができる単
た ん い

位数
すう

には上
じょうげん

限があります。適
てき

用
よう

カリキュラムによ

り上
じょうげん

限が異
こと

なりますので、注
ちゅうい

意してください。各
かく

セメスターで必
かなら

ず登
とうろく

録しなければならない

「最
さい て い た ん い す う

低単位数」はありません。ただし、奨
しょうがくきん

学金や各
かくしゅ

種プログラムに申
しんせい

請するために必
ひつよう

要な修
しゅう

得
とく

単
た ん い す う

位数が設
もう

けられている場
ば あ い

合があります。国
こくさいがくせい

際学生は在
ざいりゅうしかく

留資格に影
えいきょう

響する場
ば

合
あい

がありますので、

詳
しょうさい

細はスチューデント・オフィスに確
かくにん

認してください。

履
り し ゅ う か も く と う ろ く じ ょ う げ ん た ん い す う

修科目登録上限単位数

　履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録とは、各
か く じ

自が受
じゅこう

講しようとする授
じゅぎょうかもく

業科目を登
とうろく

録する手
て つ づ

続きで、その意
い し ひ ょ う じ

思表示
をすることです。履

りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録は履
りしゅうけいかく

修計画を決
き

めるうえで最
もっと

も重
じゅうよう

要な手
て つ づ

続きであり、授
じゅぎょう

業の
受
じゅ

講
こう

、単
た ん い

位の修
しゅうとく

得および卒
そつぎょう

業には欠
か

かすことのできないものです。履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録は、セメス
ターごとに行

おこな

います。学
がく

部
ぶ

履
りしゅう

修ハンドブック、シラバス（139ページ確
かくにん

認）、授
じゅぎょう

業時
じ

間
かん

割
わり

、ア
カデミック・ウェブサイトの履

りしゅう

修ページなどを確
かくにん

認し、履
りしゅうけいかく

修計画を立
た

て、定
さだ

められた履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録期
き か ん な い

間内に必
かなら

ず各
か く じ

自でCampusmateから履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とう

録
ろく

を行
おこな

ってください。履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録
を安

あ ん い

易に考
かんが

え、手
て つ づ

続きを怠
おこた

ると無
む だ

駄な時
じ か ん

間を過
す

ごしてしまうことになりかねません。各
か く じ

自の
履
りしゅう

修計
けい

画
かく

を円
えんかつ

滑に進
すす

めるために細
さいしん

心の注
ちゅうい

意を払
はら

って履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録を行
おこな

ってください。

3. 1 履
り し ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録

セメスター回
かいせい

生 通
つうじょうがくせい

常学生 早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム学
がくせい

生

第
だい

1 セメスター 18単
た ん い

位 ――

第
だい

2 セメスター 18単
た ん い

位 ――

第
だい

3 セメスター 20単
た ん い

位 24単
た ん い

位

第
だい

4 セメスター 20単
た ん い

位 24単
た ん い

位

第
だい

5 セメスター 20単
た ん い

位 24単
た ん い

位

第
だい

6 セメスター 20単
た ん い

位 24単
た ん い

位

第
だい

7 セメスター 24単
た ん い

位 24単
た ん い

位

第
だい

8 セメスター以
いじょう

上 24単
た ん い

位 24単
た ん い

位

＜2017年
ね ん ど

度カリキュラム・2011年
ね ん ど

度カリキュラム＞

履
りしゅうかもくとうろく

修科目登録 →
科
か

目
もく

受
じゅ

講
こう

→
成
せいせきひょうか

績評価
→

合
ごうかく

格

予
よしゅう

習・出
しゅっせき

席・復
ふくしゅう

習 日
にちじょうてん

常点・試
し け ん

験・レポート 単
たん

位
い

修
しゅうとく

得

3.1.1 履
りしゅうかもくとうろく

修科目登録から単
たん

位
い

修
しゅうとく

得まで

履
り し ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録単
た ん い

位数
す う
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＜復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学により適
てきよう

用カリキュラムが2006年
ね ん ど

度から2011年
ね ん ど

度に変
へんこう

更になった学
がくせい

生＞

セメスター回
かいせい

生 通
つうじょうがくせい

常学生 早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム学
がくせい

生

第
だい

1 セメスター 18単
た ん い

位 ――

第
だい

2 セメスター 18単
た ん い

位 ――

第
だい

3 セメスター 20単
た ん い

位 24単
た ん い

位

第
だい

4 セメスター 20単
た ん い

位 24単
た ん い

位

第
だい

5 セメスター 20単
た ん い

位 30単
た ん い

位

第
だい

6 セメスター 20単
た ん い

位 30単
た ん い

位

第
だい

7 セメスター 30単
た ん い

位 30単
た ん い

位

第
だい

8 セメスター以
いじょう

上 30単
た ん い

位 30単
た ん い

位

 　復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学により200６年
ね ん ど

度カリキュラムから2011年
ね ん ど

度カリキュラムへ適
てき

用
よう

カリキュラム
が変

へんこう

更となった学
がくせい

生は、特
と く れ い そ ち

例措置により以
い か

下の上
じょう

限
げん

単
た ん い す う

位数となります。

　授
じゅぎょう

業を受
う

けるためには、毎
まい

セメスターの最
さいしょ

初に科
か

目
もく

の登
とう

録
ろく

（履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録）を行
おこな

う必
ひつ

要
よう

があります。セメスター開
かい

始
し

後
ご

には、履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とう

録
ろく

を修
しゅうせい

正する期
き

間
かん

が設
もう

けられています。
履
りしゅう か も く と う ろ く し ゅ う せ い き か ん

修科目登録修正期間では、すでに授
じゅぎょう

業が始
はじ

まった開
か い こ う き か ん

講期間の科
か も く

目は取
とりけし

消のみ可
か

能
のう

です。セ
ッション科

かも く か い こ う ま え

目開講前には修
しゅうせい

正期
き

間
かん

がありません。シラバスをよく確
かくにん

認し、計
けいかくてき

画的に履
りしゅう

修して
ください。
＜履

りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録の手
てじゅん

順＞

1.履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録スケジュールを確
かくにん

認する。
2.シラバスを読

よ

み、履
りしゅう

修する科
か も く

目を決
き

める。
3.所

しょぞく

属学
が く ぶ

部・カリキュラムの科
か も く い ち ら ん

目一覧で科
か も く

目の分
ぶ ん や

野・前
ぜ ん て い か も く

提科目・学
がくしゅうぶんや

修分野を確
かくにん

認する。
4.時

じ か ん わ り

間割を確
かくにん

認する。
5.Campusmateで履

りしゅうか も く と う ろ く き か ん ち ゅ う

修科目登録期間中に履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録を行
おこな

う。
6.履

りしゅうか も く と う ろ く か ん り ょ う ご

修科目登録完了後、その都
つ ど

度「履
りしゅうとうろくかくにんひょう

修登録確認表」を印
いんさつ

刷または保
ほ ぞ ん

存する。
7.授

じゅぎょう

業に出
しゅっせき

席する。
8.登

とうろくないよう

録内容を変
へんこう

更したい場
ば あ い

合は修
しゅうせいきかん

正期間に変
へんこう

更する。

3.1.2 履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録の流
なが

れ
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

＜復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学により適
てきよう

用カリキュラムが2006年
ね ん ど

度から2011年
ね ん ど

度に変
へんこう

更になった学
がくせい

生＞

セメスター回
かいせい

生 通
つうじょうがくせい

常学生 早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム学
がくせい

生

第
だい

1 セメスター 18単
た ん い

位 ――

第
だい

2 セメスター 18単
た ん い

位 ――

第
だい

3 セメスター 20単
た ん い

位 24単
た ん い

位

第
だい

4 セメスター 20単
た ん い

位 24単
た ん い

位

第
だい

5 セメスター 20単
た ん い

位 30単
た ん い

位

第
だい

6 セメスター 20単
た ん い

位 30単
た ん い

位

第
だい

7 セメスター 30単
た ん い

位 30単
た ん い

位

第
だい

8 セメスター以
いじょう

上 30単
た ん い

位 30単
た ん い

位

　復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学により200６年
ね ん ど

度カリキュラムから2011年
ね ん ど

度カリキュラムへ適
てき

用
よう

カリキュラム
が変

へんこう

更となった学
がくせい

生は、特
と く れ い そ ち

例措置により以
い か

下の上
じょう

限
げん

単
た ん い す う

位数となります。

　授
じゅぎょう

業を受
う

けるためには、毎
まい

セメスターの最
さいしょ

初に科
か

目
もく

の登
とう

録
ろく

（履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録）を行
おこな

う必
ひつ

要
よう

があります。セメスター開
かい

始
し

後
ご

には、履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とう

録
ろく

を修
しゅうせい

正する期
き

間
かん

が設
もう

けられています。
履
りしゅう か も く と う ろ く し ゅ う せ い き か ん

修科目登録修正期間では、すでに授
じゅぎょう

業が始
はじ

まった開
か い こ う き か ん

講期間の科
か も く

目は取
とりけし

消のみ可
か

能
のう

です。セ
ッション科

かも く か い こ う ま え

目開講前には修
しゅうせい

正期
き

間
かん

がありません。シラバスをよく確
かくにん

認し、計
けいかくてき

画的に履
りしゅう

修して
ください。
＜履

りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録の手
てじゅん

順＞

1.履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録スケジュールを確
かくにん

認する。
2.シラバスを読

よ

み、履
りしゅう

修する科
か も く

目を決
き

める。
3.所

しょぞく

属学
が く ぶ

部・カリキュラムの科
か も く い ち ら ん

目一覧で科
か も く

目の分
ぶ ん や

野・前
ぜ ん て い か も く

提科目・学
がくしゅうぶんや

修分野を確
かくにん

認する。
4.時

じ か ん わ り

間割を確
かくにん

認する。
5.Campusmateで履

りしゅうか も く と う ろ く き か ん ち ゅ う

修科目登録期間中に履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録を行
おこな

う。
6.履

りしゅうか も く と う ろ く か ん り ょ う ご

修科目登録完了後、その都
つ ど

度「履
りしゅうとうろくかくにんひょう

修登録確認表」を印
いんさつ

刷または保
ほ ぞ ん

存する。
7.授

じゅぎょう

業に出
しゅっせき

席する。
8.登

とうろくないよう

録内容を変
へんこう

更したい場
ば あ い

合は修
しゅうせいきかん

正期間に変
へんこう

更する。

3.1.2 履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録の流
なが

れ
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履りし
ゅ
う修
科かも
く目
登とう
ろ
く録

【注
ちゅうい

意】
◦‌履

りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録A期
き

間
かん

に履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録ができるのは、在
ざいこうせい

校生のみです。新
しんにゅうせい

入生・復
ふくがく

学生
せい

・
再
さいにゅう

入学
がく

生
せい

は履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録B期
き

間
かん

から履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録ができます。
◦‌自

じ

動
どうとうろく

登録科
か

目
もく

・クラス指
し て い か も く

定科目は大
だいがく

学が登
とうろく

録します。

期
き か ん

間 履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録対
たいしょう

象科
か も く

目 開
かいこう

講期
き

間
かん

ごとの可
か

能
のう

な作
さぎょう

業
セメスター 第

だい

1クオーター 第
だい

2クオーター セッション

A期
き

間
か ん

言
げ ん ご

語・教
きょうよう

養・自
じ

学
が く

部
ぶ

専
せ ん も ん

門科
か

目
もく

・成
せ い せ き

績によって履
り し ゅ う

修科
か

目
もく

登
と う ろ く

録の開
か い

始
し

時
じ

間
か ん

が異
こ と

なります。

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

B期
き

間
か ん

全
ぜ ん

科
か

目
もく

・ 他
た

学
が く

部
ぶ

専
せ ん も ん

門科
か

目
もく

を含
ふ く

む
・ 他

た

学
が く

部
ぶ

科
か

目
もく

受
じ ゅ こ う

講は2 回
か い

生
せ い

から可
か

能
の う

です。

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

セメスター・第
だい

1クオーター開
かいこう

講

修
しゅうせい

正  　
期

き

間
か ん

1

全
ぜ ん

科
か

目
もく

・修
しゅうせい

正期
き

間
か ん

1 終
しゅうりょう

了後
ご

、セメスター・第
だ い

1
クオーター開

か い

講
こ う

科
か

目
もく

の履
り し ゅ う

修が確
か く

定
て い

し、
以

い

降
こ う

変
へ ん こ う

更できません。

取
と り け し

消
のみ

取
と り け し

消
のみ

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

第
だい

2クオーター開
かいこう

講

修
しゅうせい

正  　
期

き

間
か ん

2

全
ぜ ん

科
か

目
もく

・ 修
しゅうせい

正期
き

間
か ん

2 終
しゅうりょう

了後
ご

、第
だ い

2クオーター・
セッション開

か い

講
こ う

科
か

目
もく

の履
り し ゅ う

修が確
か く

定
て い

し、
以

い

降
こ う

変
へ ん こ う

更できません。

－ －
取
と り け し

消
のみ

登
と う ろ く

録
・

取
と り け し

消

セッション開
かいこう

講

＜2020年
ね ん ど

度春
はる

セメスター履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録スケジュール＞

台
たいふう

風や交
こ う つ う ち え ん

通遅延、その他
た ふ そ く

不測の事
じ た い

態に際
さい

し日
にってい

程が変
へんこう

更される場
ば あ い

合があります。

＜2020年
ね ん ど

度秋
あき

セメスター履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録スケジュール＞

　2020年
ね ん ど

度秋
あき

セメスター履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録スケジュール等
とう

の詳
しょうさい

細は、2020年
ねん

7 月
がつごろ

頃に発
はっぴょう

表します。
アカデミック・オフィスウェブサイトを確

かくにん

認してください。

期
き か ん

間 対
たいしょう

象
履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録開
か い し

始 履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録終
しゅうりょう

了
日
ひ

付
づけ

時
じ

間
かん

日
ひ

付
づけ

時
じ

間
かん

A期
き

間
かん

通
つうさん

算GPA‌or当
とうがい

該GPA
3.00以

いじょう

上…優
ゆうせん

先 1
2.50以

いじょう

上…優
ゆうせん

先 2

APS

優
ゆうせん

先1

3月
がつ

24日（火）

9 :30

3月
がつ

25日（水） 12:00優
ゆうせん

先2 12:30

通
つうじょう

常 15:30

APM

優
ゆうせん

先1

3月
がつ

26日（木）

9 :30

3月
がつ

27日（金） 12:00優
ゆうせん

先2 12:30

通
つうじょう

常 15:30

B期
き

間
かん 新

しんにゅうせい

入生/復
ふく

･ 再
さいにゅうがくせい

入学生
4月
がつ

6 日（月）
10:00

4月
がつ

7 日（火） 12:00
在
ざいこうせい

校生 15:00

修
しゅうせいきかん

正期間 1 全
ぜんがくせい

学生 4月
がつ

15日（水） 10:00 4月
がつ

16日（木） 10:00

修
しゅうせいきかん

正期間 2 全
ぜんがくせい

学生 6月
がつ

15日（月） 10:00 6月
がつ

16日（火） 10:00

http://www.apu.ac.jp/academic/uploads/fckeditor/public/registration/AY2020_SP_Semester_Schedule_J.pdf
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そ
の
他た

制せ
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度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

履り
し
ゅ
う修
科か
も
く目
登と
う
ろ
く録 適

てきよう

用カリキュラム 条
じょうけん

件

2017年
ねん

度
ど

カリキュラム 8セメスター以
いじょう

上の学
がくせい

生* 2で、修
しゅうとくたんいすう

得単位数が100単
た ん い い じ ょ う

位以上* 3

2011年
ねん

度
ど

カリキュラム* 1 8 セメスター以
いじょう

上の学
がくせい

生* 2で、修
しゅうとくたんいすう

得単位数が100単
た ん い い じ ょ う

位以上* 3

全
ぜん

カリキュラム共
きょうつう

通　

◦‌各
かく

セメスターで定
さだ

められた履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録上
じょうげん

限単
たん

位
い

数
すう

を超
こ

えて登
とうろく

録することはできません。
◦‌‌同

どういつ

一の曜
よ う び

日・時
じ げ ん

限に複
ふくすう

数の科
か

目
もく

を登
とうろく

録することはできません。ただし、クオーターが異
こと

な
れば可

か

能
のう

です。
◦‌定

ていいん

員に達
たっ

した科
か も く

目は登
とうろく

録ができません。
◦‌‌クラス・開

かいこう

講言
げ ん ご

語・教
きょういん

員が異
こと

なる場
ば あ い

合も、すでに単
た ん い

位を修
しゅうとく

得した科
か も く

目を再
さ い ど と う ろ く

度登録すること
はできません。ただし、複

ふくすうかい

数回の受
じゅこう

講が認
みと

められている科
か

目
もく

や、同
どう

一
いつ

科
か

目
もく

再
さいりしゅうしんせい

履修申請（138
ページ確

かくにん

認）で許
き ょ か

可された場
ば あ い

合は履
りしゅう

修できます。
◦自

じ ぶ ん

分の履
りしゅ う と う ろ く が め ん

修登録画面に表
ひょうじ

示されていない科
か

目
もく

は登
とうろく

録することができません。
◦事

じ ぜ ん

前の申
しんせい

請が必
ひつよう

要な科
か

目
もく

はそれぞれ定
さだ

められた手
て つ づ

続きが必
ひつよう

要です。
◦登

とうろくにんずう

録人数が所
しょてい

定の人
にんずう

数に達
たっ

しない場
ば あ い

合は閉
へいこう

講することがあります。
 ◦以

い か

下の条
じょうけん

件に該
が い と う

当する学
が く

生
せ い

はセッション科
か も く

目を履
り し ゅ う

修できません。

* 1　‌‌復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学により2006年
ね ん ど

度カリキュラムから2011年
ね ん ど

度カリキュラムへ変
へん

更
こう

になった学
がく

生
せい

については2006年
ねん

度
ど

カリキュラム学
がく

生
せい

と同
おな

じ条
じょう

件
けん

が適
てき

用
よう

されます。
* 2　‌‌早

そうきそつぎょう

期卒業プログラム学
がく

生
せい

については、卒
そつぎょうよてい

業予定セメスターの学
がく

生
せい

。
* 3　‌‌‌‌交

こうかんりゅうがく

換留学や放
ほうそうだいがくなど

送大学等で修
しゅうとく

得した単
た ん い

位が本
ほん

学
がく

の単
た ん い

位として認
にん

定
てい

され、その結
けっか し ゅ う と く た ん い す う

果修得単位数
がセメスター期

きかんちゅう

間中に上
じょ う き た ん い す う

記単位数に達
たっ

した場
ば あ い

合も、セッション科
か も く

目の履
り し ゅ う し か く

修資格を失
うしな

います。
そのような可

か の う せ い

能性がある場
ば あ い

合は、セッション科
か も く い が い

目以外で履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録を行
おこな

うことを強
つよ

く推
すい

奨
しょう

します。履
り し ゅ う し か く

修資格のない学
がく

生
せい

がセッション科
か も く

目を登
とう

録
ろく

している場
ば あ い

合、大
だい

学
がく

が当
と う が い か も く

該科目を
削
さく

除
じょ

します。

3.1.3 履
りしゅうかもくとうろく

修科目登録に関
かん

する注
ちゅう い じ こ う

意事項
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も
く目
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う
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てきよう

用カリキュラム 条
じょうけん

件

2017年
ねん

度
ど

カリキュラム 8セメスター以
いじょう

上の学
がくせい

生* 2で、修
しゅうとくたんいすう

得単位数が100単
た ん い い じ ょ う

位以上* 3

2011年
ねん

度
ど

カリキュラム* 1 8 セメスター以
いじょう

上の学
がくせい

生* 2で、修
しゅうとくたんいすう

得単位数が100単
た ん い い じ ょ う

位以上* 3

全
ぜん

カリキュラム共
きょうつう

通　

◦‌各
かく

セメスターで定
さだ

められた履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録上
じょうげん

限単
たん

位
い

数
すう

を超
こ

えて登
とうろく

録することはできません。
◦‌‌同

どういつ

一の曜
よ う び

日・時
じ げ ん

限に複
ふくすう

数の科
か

目
もく

を登
とうろく

録することはできません。ただし、クオーターが異
こと

な
れば可

か

能
のう

です。
◦‌定

ていいん

員に達
たっ

した科
か も く

目は登
とうろく

録ができません。
◦‌‌クラス・開

かいこう

講言
げ ん ご

語・教
きょういん

員が異
こと

なる場
ば あ い

合も、すでに単
た ん い

位を修
しゅうとく

得した科
か も く

目を再
さ い ど と う ろ く

度登録すること
はできません。ただし、複

ふくすうかい

数回の受
じゅこう

講が認
みと

められている科
か

目
もく

や、同
どう

一
いつ

科
か

目
もく

再
さいりしゅうしんせい

履修申請（138
ページ確

かくにん

認）で許
き ょ か

可された場
ば あ い

合は履
りしゅう

修できます。
◦自

じ ぶ ん

分の履
りしゅ う と う ろ く が め ん

修登録画面に表
ひょうじ

示されていない科
か

目
もく

は登
とうろく

録することができません。
◦事

じ ぜ ん

前の申
しんせい

請が必
ひつよう

要な科
か

目
もく

はそれぞれ定
さだ

められた手
て つ づ

続きが必
ひつよう

要です。
◦登

とうろくにんずう

録人数が所
しょてい

定の人
にんずう

数に達
たっ

しない場
ば あ い

合は閉
へいこう

講することがあります。
 ◦以

い か

下の条
じょうけん

件に該
が い と う

当する学
が く

生
せ い

はセッション科
か も く

目を履
り し ゅ う

修できません。

* 1　‌‌復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学により2006年
ね ん ど

度カリキュラムから2011年
ね ん ど

度カリキュラムへ変
へん

更
こう

になった学
がく

生
せい

については2006年
ねん

度
ど

カリキュラム学
がく

生
せい

と同
おな

じ条
じょう

件
けん

が適
てき

用
よう

されます。
* 2　‌‌早

そうきそつぎょう

期卒業プログラム学
がく

生
せい

については、卒
そつぎょうよてい

業予定セメスターの学
がく

生
せい

。
* 3　‌‌‌‌交

こうかんりゅうがく

換留学や放
ほうそうだいがくなど

送大学等で修
しゅうとく

得した単
た ん い

位が本
ほん

学
がく

の単
た ん い

位として認
にん

定
てい

され、その結
けっか し ゅ う と く た ん い す う

果修得単位数
がセメスター期

きかんちゅう

間中に上
じょ う き た ん い す う

記単位数に達
たっ

した場
ば あ い

合も、セッション科
か も く

目の履
り し ゅ う し か く

修資格を失
うしな

います。
そのような可

か の う せ い

能性がある場
ば あ い

合は、セッション科
か も く い が い

目以外で履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録を行
おこな

うことを強
つよ

く推
すい

奨
しょう

します。履
り し ゅ う し か く

修資格のない学
がく

生
せい

がセッション科
か も く

目を登
とう

録
ろく

している場
ば あ い

合、大
だい

学
がく

が当
と う が い か も く

該科目を
削
さく

除
じょ

します。

3.1.3 履
りしゅうかもくとうろく

修科目登録に関
かん

する注
ちゅう い じ こ う

意事項
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2017年
ね ん

度
ど

カリキュラム　

科
かもくめい

目名 注
ちゅうい

意

特
とくしゅこうぎ

殊講義（言
げんごきょういくかもく

語教育科目）‌/Special‌Lecture‌(Language‌Education‌Subject)

既
すで

に単
た ん い

位を修
しゅうとく

得した科
か も く

目と

内
ないよう

容が異
こと

なるかどうかは、シ

ラバスを確
かくにん

認してください。

履
りしゅうじょうけん

修条件が指
し て い

定されている

科
か も く

目もあります。アカデミッ

ク・オフィスのウェブサイト

の履
りしゅう

修のページで確
かくにん

認してく

ださい。

特
とくしゅこうぎ

殊講義（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目)‌/Special‌Lecture‌(Liberal‌Arts‌Subject)

特
とくしゅこうぎ

殊講義（専
せんもんきょういくかもく

門教育科目)‌/Special‌Lecture‌(APS),‌Special‌Lecture‌(Managment)

特
とくしゅこうぎ

殊講義（ICT)‌/Special‌Lecture‌(ICT)

特
とくしゅこうぎ

殊講義（日本学）/Special‌Lecture‌(Japanese‌Studies)

環
かんきょう

境・開
かいはつ

発　特
とくしゅこうぎ

殊講義‌/Special‌Lecture‌in‌Environment‌and‌Development

観
かんこうがく

光学　特
とくしゅこうぎ

殊講義‌/Special‌Lecture‌in‌Tourism‌and‌Hospitality

国
こくさいかんけい

際関係　特
とくしゅこうぎ

殊講義‌/Special‌Lecture‌in‌International‌Relations‌and‌Peace‌Studies

文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア　特
とくしゅこうぎ

殊講義‌/Special‌Lecture‌in‌Culture,‌Society‌and‌Media

会
かいけい

計　特
とくしゅこうぎ

殊講義‌/Special‌Lecture‌in‌Accounting

ファイナンス　特
とくしゅこうぎ

殊講義‌/Special‌Lecture‌in‌Finance

マーケティング　特
とくしゅこうぎ

殊講義‌/Special‌Lecture‌in‌Marketing

経
けいえいせんりゃく

営戦略と組
そ し き

織　特
とくしゅこうぎ

殊講義/Special‌Lecture‌in‌Strategic‌Management‌&‌Organization

イノベーション　特
とくしゅこうぎ

殊講義‌/Special‌Lecture‌in‌Innovation

経
けいざいがく

済学　特
とくしゅこうぎ

殊講義‌/Special‌Lecture‌in‌Economics

地
ちいきけんきゅう

域研究‌/Area‌Studies

メディア制
せいさく

作ラボ‌/Media‌Production‌Lab

ビジネスケース分
ぶんせき

析・コミュニケーション‌/Business‌Case‌Analysis‌&‌Communication

ビジネスインターンシップ‌/Business‌Internship

APSフィールド・スタディ‌/APS‌Field‌Study

科
か

目
もく

によって、履
りしゅう

修および

単
たんいしゅうとく

位修得に上
じょう

限
げん

があります。

詳
しょうさい

細は、「Off-campus‌Study‌

Program（170ページ）」を

確
かく

認
にん

してください。

APMフィールド・スタディ‌/APM‌Field‌Study

環
かんきょう

境・開
かいはつ

発　フィールド・スタディ‌/Field‌Study‌for‌Environment‌and‌Development

観
かんこうがく

光学　フィールド・スタディ‌/Field‌Study‌for‌Tourism‌and‌Hospitality

国
こくさいかんけい

際関係　フィールド・スタディ‌/Field‌Study‌for‌International‌Relations‌and‌Peace‌Studies

文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア　フィールド・スタディ‌/Field‌Study‌for‌Culture,‌Society‌and‌Media

インターンシップ‌/Internship

ボランティア研
けんきゅう

究‌/Volunteer‌Activities

プロジェクト研
けんきゅう

究‌/Field‌Research‌Project

海
かいがいしゅうちゅうげんごけんしゅう

外集中言語研修‌/Intensive‌Language‌Learning‌Overseas

◦‌日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は、英
え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつうきょうよう

通教養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するため

には「英
え い ご

語中
ちゅうきゅう

級A・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。「APS‌ブリッジプログラム」、「APM‌ブリ

ッジプログラム」を履
りしゅう

修するためには「英
え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。「英
えい

語
ご

準
じゅんちゅうきゅう

中級A・B」修
しゅうとく

得後
ご

から「英
えい

語
ご

準
じゅんじょうきゅう

上級A・B」を修
しゅうとく

得するまでのセメスターで履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とう

録
ろく

をすることができます。一
いち

度
ど

修
しゅうとく

得すると、再
さい

度
ど

履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とう

録
ろく

をすることはできません。また、

「APS‌ブリッジプログラム」、「APM‌ブリッジプログラム」は所
しょぞく

属学
が く ぶ

部の科
か も く

目のみ履
りし ゅ う か の う

修可能です。

◦複
ふくすうかいじゅこう

数回受講が可
か の う

能な科
か も く

目

　‌‌以
い か

下の科
か も く

目は、（講
こう

義
ぎ

内
ないよう

容が異
こと

なる場
ば あ い

合のみ）複
ふくすうかいじゅこう

数回受講が可
か の う

能です。そのため、同
ど う い つ か も く

一科目

再
さい

履
りしゅうしんせい

修申請は不
ふ よ う

要です。
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学部 APS

卒業要件コード APS17JST APS17JAT APS17E

他学部専門教育科目 3セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

入学基準言語の反対言語で‌
開講される科目

「英語中級A・B」
修得（or免除）済み 前提条件無し

「APS‌ブリッジプログラム」 国内学生かつ
「英語準中級‌A・B」修得（or免除）済み 受講不可

「APM‌ブリッジプログラム」 受講不可

複数回受講可能科目 133ページ確認

セッション科目 卒業予定日を含む最終セメスターは受講不可

AP言語科目 「英語初級A・B」修得（or免除）済み 前提条件無し 「日本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」修得（or免除）済み

「APS入門」 1セメスター自動登録（秋入学日本語基準学生は2セメスター自動登録）

「開発学入門」

1セメスター生以上受講可

「環境学入門」

「観光学入門」

「国際関係論入門」

「文化・社会学入門」

「メディア入門」

「調査研究入門」 3・4セメスター生のみ受講可

「基礎演習（文化・社会・メディア）」

A期間は3・4セメスター生のみ登録可
（B期間で5セメスター生以上も登録可）

「基礎演習（国際関係）」

「基礎演習（環境・開発）」

「基礎演習（観光学）」

「経済学入門」
2セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

「統計学」

「経営学入門」

3セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

「会計学Ⅰ」

「マーケティング入門」

「金融論」

「人材と組織行動のマネジメント」

「生産管理論」

「ビジネス法務戦略」

「ビジネスエシックス」 5セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

「グローバルマネジメント
（Capstone）」 受講不可

「基礎数学」
3セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

「上級数学」

APS 履
りしゅうじょうけんいちらん

修条件一覧（2017年
ね ん ど

度カリキュラム）

◦言
げ ん

語
ご

科
か

目
も く

および演
えんしゅう

習科
か

目
も く

については、該
が い と う

当ページを確
か く に ん

認してください。
◦ 以

い か

下の科
か

目
も く

以
い

外
が い

でも履
りしゅうじょうけん

修条件があるものもあります。必
かなら

ず、事
じ

前
ぜ ん

にシラバスやキャンパス
ターミナルにて確

か く に ん

認してください。
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学部 APS

卒業要件コード APS17JST APS17JAT APS17E

他学部専門教育科目 3セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

入学基準言語の反対言語で‌
開講される科目

「英語中級A・B」
修得（or免除）済み 前提条件無し

「APS‌ブリッジプログラム」 国内学生かつ
「英語準中級‌A・B」修得（or免除）済み 受講不可

「APM‌ブリッジプログラム」 受講不可

複数回受講可能科目 133ページ確認

セッション科目 卒業予定日を含む最終セメスターは受講不可

AP言語科目 「英語初級A・B」修得（or免除）済み 前提条件無し 「日本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」修得（or免除）済み

「APS入門」 1セメスター自動登録（秋入学日本語基準学生は2セメスター自動登録）

「開発学入門」

1セメスター生以上受講可

「環境学入門」

「観光学入門」

「国際関係論入門」

「文化・社会学入門」

「メディア入門」

「調査研究入門」 3・4セメスター生のみ受講可

「基礎演習（文化・社会・メディア）」

A期間は3・4セメスター生のみ登録可
（B期間で5セメスター生以上も登録可）

「基礎演習（国際関係）」

「基礎演習（環境・開発）」

「基礎演習（観光学）」

「経済学入門」
2セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

「統計学」

「経営学入門」

3セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

「会計学Ⅰ」

「マーケティング入門」

「金融論」

「人材と組織行動のマネジメント」

「生産管理論」

「ビジネス法務戦略」

「ビジネスエシックス」 5セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

「グローバルマネジメント
（Capstone）」 受講不可

「基礎数学」
3セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

「上級数学」

APS 履
りしゅうじょうけんいちらん

修条件一覧（2017年
ね ん ど

度カリキュラム）

◦言
げ ん

語
ご

科
か

目
も く

および演
えんしゅう

習科
か

目
も く

については、該
が い と う

当ページを確
か く に ん

認してください。
◦ 以

い か

下の科
か

目
も く

以
い

外
が い

でも履
りしゅうじょうけん

修条件があるものもあります。必
かなら

ず、事
じ

前
ぜ ん

にシラバスやキャンパス
ターミナルにて確

か く に ん

認してください。
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学部 APM

卒業要件コード APM17JST APM17JAT APM17E

他学部専門教育科目 3セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

入学基準言語の反対言語で‌
開講される科目

「英語中級A・B」
修得（or免除）済み 前提条件無し

「APS‌ブリッジプログラム」 受講不可

「APM‌ブリッジプログラム」 国内学生かつ
「英語準中級‌A・B」修得（or免除）済み 受講不可

複数回受講可能科目 133ページ確認

セッション科目 卒業予定日を含む最終セメスターは受講不可

AP言語科目 「英語初級A・B」修得（or免除）済み 前提条件無し 「日本語初級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」修得（or免除）済み

「APS入門」 受講不可

「開発学入門」

2セメスター生以上受講可
（A期間は登録不可）

「環境学入門」

「観光学入門」

「国際関係論入門」

「文化・社会学入門」

「メディア入門」

「調査研究入門」

受講不可

「基礎演習（文化・社会・メディア）」

「基礎演習（国際関係）」

「基礎演習（環境・開発）」

「基礎演習（観光学）」

「経済学入門」 2セメスター自動登録
（修得するまで自動登録、1セメスター生も受講可）

「統計学」 1セメスター生以上受講可

「経営学入門」 1セメスター自動登録
（修得するまで自動登録）

「会計学Ⅰ」
2セメスター自動登録

（修得するまで自動登録、1セメスター生も受講可）
「マーケティング入門」

「金融論」

3セメスター自動登録
（修得するまで自動登録）

「人材と組織行動のマネジメント」

「生産管理論」

「ビジネス法務戦略」

「ビジネスエシックス」 5セメスター自動登録
（修得するまで自動登録）

「グローバルマネジメント
（Capstone）」

7セメスター自動登録（削除可）
（修得するまで自動登録）

「基礎数学」 1セメスター生以上受講可

「上級数学」 3セメスター生以上受講可

APM 履
りしゅうじょうけんいちらん

修条件一覧（2017年
ね ん ど

度カリキュラム）

◦言
げ ん

語
ご

科
か

目
も く

および演
えんしゅう

習科
か

目
も く

については、該
が い と う

当ページを確
か く に ん

認してください。
◦ 以

い か

下の科
か

目
も く

以
い

外
が い

でも履
りしゅうじょうけん

修条件があるものもあります。必
かなら

ず、事
じ

前
ぜ ん

にシラバスやキャンパス
ターミナルにて確

か く に ん

認してください。
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履り
し
ゅ
う修
科か
も
く目
登と
う
ろ
く録

2011年
ね ん

度
ど

カリキュラム　

履
り し ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録システムの注
ちゅ う い て ん

意点

◦‌日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は、英
え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつうきょうよう

通教養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するため
には「英

え い ご

語中
ちゅうきゅう

級A・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。「ブリッジプログラム」を履
りしゅう

修するために
は「英

え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。ただし、「ブリッジプログラム」は上
じょうげん

限 6
単
た ん い

位までしか単
た ん い

位修
しゅうとく

得できません。
◦複

ふくすうかいじゅこう

数回受講が可
か の う

能な科
か も く

目
　‌以

い か

下の科
か も く

目は、複
ふくすうかいじゅこう

数回受講が可
か の う

能です（内
ないよう

容が異
こと

なる場
ば あ い

合のみ）。そのため、同
ど う い つ か も く

一科目再
さい

履
りしゅうしんせい

修申請は不
ふ よ う

要です。

科
かもくめい

目名 注
ちゅうい

意

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目）

既
すで

に単
た ん い

位を修
しゅうとく

得した科
か も く

目と内
ないよう

容が異
こと

なるかどうかは、シラバスを

確
かくにん

認してください。

履
りしゅうじょうけん

修条件が指
し て い

定されている科
か も く

目もあります。アカデミック・オフ

ィスウェブサイトで確
かくにん

認してください。

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目）

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目）

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（各
かく

学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

）

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（ICT）

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（日
に

本
ほん

学
がく

）

地
ち

域
いき

研
けんきゅう

究

メディア制
せいさく

作ラボ

ビジネスケース分
ぶんせき

析・コミュニケーション

ビジネスインターンシップ

インターンシップ

科
か

目
もく

によって、履
りしゅう

修および単
たんいしゅうとく

位修得に上
じょう

限
げん

があります。詳
しょうさい

細は、

「Off-campus‌Study‌Program（170ページ）」を確
かく

認
にん

してください。

フィールドスタディ

ボランティア研
けんきゅう

究

プロジェクト研
けんきゅう

究

海
かいがい

外集
しゅうちゅう

中言
げ ん ご

語研
けんしゅう

修

　キャンパスターミナルの「Campusmate」から各
か く じ

自で行
おこな

います。詳
くわ

しい操
そ う さ ほ う ほ う

作方法・注
ちゅ う い じ こ う

意事項

についてはアカデミック・オフィスウェブサイトを確
かくにん

認してください。

Campusmateのアクセス方
ほうほう

法
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2011年
ね ん

度
ど

カリキュラム　

履
り し ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録システムの注
ちゅ う い て ん

意点

◦‌日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生は、英
え い ご

語で開
かいこう

講される共
きょうつうきょうよう

通教養科
か も く

目もしくは専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目を履
りしゅう

修するため
には「英

え い ご

語中
ちゅうきゅう

級A・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。「ブリッジプログラム」を履
りしゅう

修するために
は「英

え い ご

語準
じゅん

中
ちゅうきゅう

級A・B」の単
た ん い

位修
しゅうとく

得が必
ひつよう

要です。ただし、「ブリッジプログラム」は上
じょうげん

限 6
単
た ん い

位までしか単
た ん い

位修
しゅうとく

得できません。
◦複

ふくすうかいじゅこう

数回受講が可
か の う

能な科
か も く

目
　‌以

い か

下の科
か も く

目は、複
ふくすうかいじゅこう

数回受講が可
か の う

能です（内
ないよう

容が異
こと

なる場
ば あ い

合のみ）。そのため、同
ど う い つ か も く

一科目再
さい

履
りしゅうしんせい

修申請は不
ふ よ う

要です。

科
かもくめい

目名 注
ちゅうい

意

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目）

既
すで

に単
た ん い

位を修
しゅうとく

得した科
か も く

目と内
ないよう

容が異
こと

なるかどうかは、シラバスを

確
かくにん

認してください。

履
りしゅうじょうけん

修条件が指
し て い

定されている科
か も く

目もあります。アカデミック・オフ

ィスウェブサイトで確
かくにん

認してください。

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か も く

目）

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（専
せんもん

門教
きょういく

育科
か も く

目）

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（各
かく

学
がくしゅう

修分
ぶん

野
や

）

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（ICT）

特
とくしゅ

殊講
こ う ぎ

義（日
に

本
ほん

学
がく

）

地
ち

域
いき

研
けんきゅう

究

メディア制
せいさく

作ラボ

ビジネスケース分
ぶんせき

析・コミュニケーション

ビジネスインターンシップ

インターンシップ

科
か

目
もく

によって、履
りしゅう

修および単
たんいしゅうとく

位修得に上
じょう

限
げん

があります。詳
しょうさい

細は、

「Off-campus‌Study‌Program（170ページ）」を確
かく

認
にん

してください。

フィールドスタディ

ボランティア研
けんきゅう

究

プロジェクト研
けんきゅう

究

海
かいがい

外集
しゅうちゅう

中言
げ ん ご

語研
けんしゅう

修

　キャンパスターミナルの「Campusmate」から各
か く じ

自で行
おこな

います。詳
くわ

しい操
そ う さ ほ う ほ う

作方法・注
ちゅ う い じ こ う

意事項

についてはアカデミック・オフィスウェブサイトを確
かくにん

認してください。

Campusmateのアクセス方
ほうほう

法
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【注
ち ゅ う い

意】
◦ 操

そ う さ

作ミスによる不
ふ り え き

利益は、個
こ じ ん

人の責
せきにん

任であるため一
いっさい

切救
きゅうさい

済出
で き

来ません。ミスがないよう慎
しん

重
ちょう

に登
とうろく

録してください。
◦ インターネットエクスプローラ（ＩＥ）以

い が い

外のウェブブラウザでCampusmateを操
そ う さ

作する
と、不

ふ ぐ あ い

具合が発
はっせい

生する可
か の う せ い

能性があります。不
ふ ぐ あ い

具合によって履
りしゅうとうろく

修登録の不
ふ り え き

利益を被
こうむ

った場
ば あ い

合は、
大
だいがく

学はそれを補
ほしょう

償しません。
◦ 履

りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録の際
さい

は、同
どういつ

一のアカウントで複
ふくすう

数の画
が め ん

面にログインしないでください。シス
テムエラーを招

まね

き履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録ができなくなります。このような操
そ う さ

作を行
おこな

った際
さい

の不
ふ り え き

利益
に対

たい

して、大
だいがく

学は一
いっさいせきにん

切責任を負
お

いません。
◦ 登

とうろくかんりょうまえ

録完了前にログアウトしたり、画
が め ん

面を閉
と

じたりすると、登
とうろく

録の記
き ろ く

録が残
のこ

りません。必
かなら

ず
完
かんりょう

了させてからログアウトし、その後
ご

再
さ い ど

度ログインし直
なお

して、間
ま ち が

違いがないかを確
かくにん

認して
ください。
◦ パスワードは他

た に ん

人に知
し

られないようにきちんと管
か ん り

理してください。パスワードは定
て い き て き

期的に
変
へんこう

更することを勧
すす

めます。
◦ 他

た に ん

人のAPU‌Net‌IDおよびパスワードを使
つか

って、他
た に ん

人のキャンパスターミナルやCampusmateな
どにアクセスすることは違

い ほ う

法で重
じゅうだい

大な犯
はん ざ い こ う い

罪行為です。このような行
こ う い

為は絶
ぜったい

対にしないでください。
◦ 学

がくせいかん

生間での履
りしゅう か も く と う ろ く

修科目登録の交
こうかん

換が原
げんいん

因で、トラブルに発
はってん

展するケースが多
おお

く報
ほうこく

告されています。
自
じ し ん

身が登
とうろく

録した履
り し ゅ う か も く

修科目を他
ほか

の学
がくせい

生に譲
ゆず

ったり、交
こうかん

換したりしないでください。
　‌‌なお、トラブルの結

け っ か

果は全
すべ

て自
じ こ せ き に ん

己責任となります。トラブルによって不
ふ り え き

利益を被
こうむ

ったとしても、
大
だいがく

学がそれを補
ほしょう

償することは一
いっさい

切ありません。また、金
きんせん

銭の授
じゅじゅ

受を伴
ともな

う履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録の交
こう

換
かん

は懲
ちょうかいしょぶん

戒処分の対
たいしょう

象となります。
◦ 履

りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録は学
がくがい

外の端
たんまつ

末からも可
か の う

能ですが、ネットワーク接
せつぞく

続によりアクセスに時
じ か ん

間が
かかる場

ば あ い

合がありますので、学
がくない

内の端
たんまつ

末を利
り よ う

用することを勧
すす

めます。学
がくがい

外からの利
り よ う

用の
結
け っ か

果は、すべて自
じ こ せ き に ん

己責任となります。
◦ 登

とうろく

録や削
さくじょ

除などの変
へんこう

更を行
おこな

う場
ば あ い

合、必
かなら

ず申
しんせい

請ボタンを押
お

して、登
とうろく

録を完
かんりょう

了してください。
完
かんりょうご

了後は必
かなら

ず「管
か ん り ば ん ご う

理番号」が記
き さ い

載されている「履
りしゅうとうろくかくにんひょう

修登録確認表」を保
ほ か ん

管しておいてください。
管
か ん り ば ん ご う

理番号が記
き さ い

載された履
りしゅうとうろくかくにんひょう

修登録確認表がないとシステムエラーの確
かくにん

認などの相
そうだん

談に応
おう

じる
ことができません。また、いつの時

じ て ん

点の履
りしゅうとうろくかくにんひょう

修登録確認表かわかるように日
に ち じ

時などを記
き ろ く

録し
ておいてください。
◦  Campusmateは毎

まいにち

日午
ご ぜ ん

前3時
じ

から午
ご ぜ ん

前5時
じ

（日
に ほ ん じ か ん

本時間）は使
し よ う

用できません。

履
りしゅうとうろくかくにんひょう

修登録確認表 （管
かんりばんごうきさい

理番号記載）
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　アカデミック・オフィスでは随
ずい

時
じ

、履
りしゅうそうだん

修相談を受
う

け付
つ

けています。希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、以
い か

下

の点
てん

を守
まも

ってください。

履
り し ゅ う そ う だ ん

修相談先
さ き

　アカデミック・オフィスに、窓
まど ぐ ち じ か ん な い

口時間内に来
き

てください。電
で ん わ

話・メールでの相
そうだん

談は本
ほんにんかくにん

人確認
が出

で き

来ませんので原
げんそく

則として行
おこな

いません。特
とく

にメールはすぐに返
へんしん

信が出
で き

来ない場
ば あ い

合もあります
ので、緊

きんきゅう

急の案
あんけん

件の場
ば あ い

合は、必
かなら

ずアカデミック・オフィスに直
ちょくせつ

接来
き

てください。

窓
ま ど ぐ ち じ か ん

口時間

月
げ つ よ う び

曜日および水
す い よ う び

曜日～金
き ん よ う び

曜日 10:00－16:30

火
か よ う び

曜日 11:30－16:30

3.1.5 履
りしゅう

修相
そうだん

談

持
じ

参
さ ん

資
し り ょ う

料
・‌学

がくせいしょ

生証

・‌Campusmateの履
りしゅうとうろくかくにんひょう

修登録確認表のプリントアウト又
また

はデータ （最
さいしん

新のもの）

持
じ

参
さ ん

資
し り ょ う

料
・‌質

し つ も ん じ こ う

問事項、話
はな

したい内
ないようなど

容等を整
せ い り

理してから相
そうだん

談に来
き

てください。

・‌学
がく

部
ぶ

履
りしゅう

修ハンドブックに掲
けいさい

載している情
じょうほう

報・ルールを事
じ ぜ ん

前に確
かくにん

認してください。個
こ べ つ

別の

科
か も く

目の分
ぶ ん や

野は学
が く せ い じ し ん

生自身が学
がく

部
ぶ

履
りしゅう

修ハンドブックで確
かくにん

認してください。

・‌Campusmateで自
じ

分
ぶん

の単
たんいしゅうとくじょうきょう

位修得状況、履
りしゅうかもくとうろくじょうきょう

修科目登録状況を把
は あ く

握しておいてください。‌

確
かくにん

認の方
ほうほう

法はアカデミック・オフィスウェブサイトを確
かくにん

認してください。

相
そ う だ ん

談後
ご

の計
け い か く

画・目
もくひょう

標について
‌　面

めんだんないよう

談内容をよく理
り か い

解したうえで、最
さいしゅうてき

終的な判
はんだん

断は学
が く せ い じ し ん

生自身が責
せきにん

任をもって行
おこな

ってください。

　通
つうじょう

常はすでに単
た ん い

位を修
しゅうとく

得した科
か も く

目を再
さい

度
ど

履
り し ゅ う

修科
か

目
もく

登
とうろく

録することはできません。同
どういつ

一科
か

目
もく

再
さい

履
りしゅう

修制
せい

度
ど

はすでに合
ごうかく

格評
ひょうか

価を得
え

た科
か も く

目について、より学
がくしゅう

習内
ないよう

容を深
ふか

め高
たか

い成
せいせき

績を目
め

指
ざ

したい

学
がくせい

生が、同
どういつ

一科
か も く

目で内
ないよう

容・担
たんとう

当教
きょういん

員や開
かいこう

講言
げ ん ご

語が異
こと

なり再
さ い ど

度履
りしゅう

修したい場
ば あ い

合に、履
りしゅう

修を認
みと

め

る制
せ い ど

度です。申
しんせい

請期
き

間
かん

は、各
かく

セメスターの成
せいせき

績発
はっぴょう

表日
び

を含
ふく

む 3 日間
かん

です。詳
しょうさい

細は、アカデミッ

ク・オフィスウェブサイト「事
じ ぜ ん し ん せ い

前申請科
か も く

目」のページを確
かくにん

認してください。

3.1.4 同
どう い つ か も く

一科目再
さいりしゅうせいど

履修制度
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3. 2 シラバス・APUライブラリー

　シラバスは、講
こう

義
ぎ

計
けいかく

画や講
こう

義
ぎ

概
がいよう

要を知
し

るための重
じゅう

要
よう

なツールです。シラバスには下
か き

記の項
こう

目
もく

が記
き

載
さい

されています。

・‌開
かいこう

講セメスター（春
はる

・秋
あき

）・科
か

目
もく

名
めい

・クラス名
めい

・‌科
か も く

目ナンバー

・‌担
たんとうきょういんめい

当教員名

・‌授
じゅ

業
ぎょう

の概
がいよう

要（授
じゅ

業
ぎょう

のねらい、到
とうたつ

達目
もく

標
ひょう

、授
じゅ

業
ぎょう

方
ほうほう

法、成
せいせき

績評
ひょう

価
か

方
ほうほう

法、毎
まいかい

回の授
じゅぎょう

業の概
がいよう

要）

・‌学
がくせい

生への要
ようぼう

望事
じ

項
こう

・‌テキスト、参
さんこうぶんけん

考文献など

3.2.1 オンラインでのシラバス検
けんさく

索

　APUライブラリーでは、授
じゅぎょう

業や自
じ こ が く し ゅ う

己学習に必
ひつよう

要な資
しりょう

料の閲
え つ ら ん り よ う

覧利用・貸
かしだし

出だけでなく、個
こ じ ん

人

学
がくしゅう

習やグループ学
がくしゅう

習、学
がくしゅう

修成
せ い か

果の発
はっぴょう

表の場
ば

としての機
き の う

能も有
ゆう

しています。

　また、マルチメディアルームや無
む せ ん

線LANなどの情
じ ょ う ほ う つ う し ん き き

報通信機器も整
せ い び

備されており、ICTを

利
り よ う

用した学
がくしゅう

習も可
か の う

能です。

　ライブラリーは毎
まいにち

日、多
おお

くの人
ひと

が利
り よ う

用する場
ば し ょ

所ですので、利
り よ う

用ルールは厳
げんみつ

密に定
さだ

められています。

利
り よ う

用ルールを守
まも

り、学
がくしゅう

習に最
さいだいげんかつよう

大限活用しましょう。

主
お も

な機
き

能
の う

の紹
しょうかい

介
・‌1 階

かい

はグループワークのためのエリアや、プレゼンテーションのためのエリアがあり、グルー

プで協
きょうどう

同学
がく

習
しゅう

を行
おこな

うことが可
か の う

能です。

・‌2 階
かい

は会
か い わ

話禁
き ん し

止です。集
しゅうちゅう

中して学
がくしゅう

習できるよう、研
けんきゅう

究個
こ し つ

室を設
せ っ ち

置しています。

・‌館
かんない

内に無
む せ ん

線LANアクセスポイントを設
せ っ ち

置し、マルチメディアルームにはパソコンを整
せ い び

備し

ています。

・‌学
がくしゅう

修相
そうだん

談のための「アドバイジングルーム」、文
ぶんしょうりょくようせい

章力養成のための「ライティングセンター」、

数
すうがく

学や統
とうけいがく

計学の力
ちから

の向
こうじょう

上を目
もく

的
てき

とした「AMC(Analytics‌and‌Math‌Center)」を設
せ っ ち

置しています。

3.2.2 APUライブラリーの紹
しょうかい

介
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　授
じゅぎょう

業や自
じ こ が く し ゅ う

己学習に必
ひつよう

要な資
しりょう

料はAPUライブラリーでの閲
え つ ら ん り よ う

覧利用・貸
かしだし

出が可
か の う

能です。

シラバスに掲
けいさい

載されている文
ぶんけん

献や資
しりょう

料は、コンピューターを利
り よ う

用した検
けんさく

索（RUNNERS蔵
ぞうしょ

書

検
けんさく

索システム）と連
れんどう

動しており、オンラインで貸
か し だ

出し状
じょうきょう

況の確
かくにん

認や予
よ や く

約、立
りつめいかんだいがくぞうしょ

命館大学蔵書の

取
とり

寄
よせ

も可
か の う

能です。また、E-Bookで閲
えつらん

覧する参
さんこうぶんけん

考文献もあります。

　シラバスに記
き さ い

載されている資
しりょう

料の検
けんさく

索・入
にゅうしゅほうほう

手方法については以
い か

下のとおりです。入
にゅうしゅ

手方
ほうほう

法は、

142～143ページ⒜・⒝・⒞を確
かくにん

認してください。

3.2.3 テキスト・参
さんこう

考文
ぶんけん

献の検
けんさく

索と図
と し ょ

書利
り よ う

用

資
し り ょ う

料の検
け ん さ く

索・入
にゅう し ゅ ほ う ほ う

手方法

① ‌‌テキスト（授
じゅぎょう

業を履
りしゅう

修する上
うえ

で購
こうにゅう

入が必
ひ っ す

須となる書
しょもつ

物）／② 参
さんこうぶんけん

考文献（図
と し ょ

書、視
しちょう

聴覚
かく

資
し

料
りょう

）
※ライブラリーリザーブコーナーに設

せ っ ち

置
　 ‌　ライブラリーのリザーブコーナーに配

は い か

架されているテキスト・参
さんこうぶんけん

考文献の書
しょめい

名が表
ひょうじ

示さ
れています。書

しょめい

名にリンクがあるものは、クリックすると資
しりょう

料の配
は い か ば し ょ

架場所、書
しょしじょうほう

誌情報など
が確

かくにん

認できます。詳
しょうさい

細は、ライブラリーのウェブサイト（キャンパスターミナルの「リンク」
にある「ライブラリー」からアクセスできます）の「リザーブコーナー」をご覧

らん

ください。

①

②

③

④
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うえ

で購
こうにゅう

入が必
ひ っ す

須となる書
しょもつ

物）／② 参
さんこうぶんけん

考文献（図
と し ょ

書、視
しちょう

聴覚
かく

資
し

料
りょう

）
※ライブラリーリザーブコーナーに設

せ っ ち

置
　 ‌　ライブラリーのリザーブコーナーに配

は い か

架されているテキスト・参
さんこうぶんけん

考文献の書
しょめい

名が表
ひょうじ

示さ
れています。書

しょめい

名にリンクがあるものは、クリックすると資
しりょう

料の配
は い か ば し ょ

架場所、書
しょしじょうほう

誌情報など
が確

かくにん

認できます。詳
しょうさい

細は、ライブラリーのウェブサイト（キャンパスターミナルの「リンク」
にある「ライブラリー」からアクセスできます）の「リザーブコーナー」をご覧

らん

ください。

①

②

③

④
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そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

■ 

シ
ラ
バ
ス
・
Ａ
Ｐ
Ｕ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

掲
けいさい

載している画
が

面
めん

のレイアウトは変
へんこう

更になる場
ば

合
あい

があります。実
じっさい

際の画
が

面
めん

の表
ひょうき

記を確
かく

認
にん

してく
ださい。

シラバスに掲
けいさい

載された図
と し ょ

書を検
けんさく

索する

シラバス上
じょう

の掲
けいさいじょうほう

載情報

（ISBN）をクリックする

　 ‌　なお、②の「注
ちゅうしゃく

釈」欄
らん

に「E-Book」と記
き さ い

載されている場
ば あ い

合は、④の「E-Bookおよび
関
かんれん

連ページ」欄
らん

に、E-Bookの書
しょ

誌
し

情
じょうほう

報が掲
けいさい

載されています。
③ 参

さんこうぶんけん

考文献（雑
ざ っ し

誌、年
ねんかんはくしょ

鑑白書等
など

）
　 ‌　②の参

さん こ う ぶ ん け ん い が い

考文献以外で、教
きょういん

員から紹
しょうかい

介のあった資
しりょう

料などが表
ひょうじ

示されています。こちらに
表
ひょうじ

示されている資
しりょう

料はライブラリーに所
しょぞう

蔵があるとは限
かぎ

りません。入
にゅうしゅ

手については、レフ
ァレンスカウンターにご相

そうだん

談ください。
④ E-Bookおよび関

かんれん

連ページ
　 ‌　②の中

なか

で、注
ちゅうしゃく

釈に「E-Book」と表
ひょうき

記のあるもの、あるいは教
きょういん

員から紹
しょうかい

介のあったウェブ
サイトのURLについてはこの欄

らん

にURLが記
き さ い

載されています。E-Bookとは紙
かみ

に印
いんさつ

刷された
書
しょせき

籍ではなく、パソコンなどの電
で ん し き き

子機器で閲
えつらん

覧する電
で ん し し ょ せ き

子書籍です。
　 ‌　タイトルをクリックすると閲

えつらん

覧することができます。
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　配
は い か ば し ょ

架場所の欄
らん

を見
み

れば、該
がいとう

当の資
しりょう

料がどこにあるかがわかります。

　「APUライブラリー‌リザーブ（館
かんない

内）」とある場
ば あ い

合は、リザーブコーナーにあります。館
かんない

内

での利
り よ う

用のみとなります。「APUライブラリー‌リザーブ」は、同
おな

じくリザーブコーナーにあ

ります。 3 日
か

間
かん

のみの館
かんがい

外貸
か

し出
だ

しが可
か の う

能となります。

⒜‌APUライブラリーで利
り よ う

用可
か の う

能な図
と し ょ

書

　該
がいとうしりょう

当資料が「貸
かしだしちゅう

出中」となっている場
ば あ い

合、他
た

キャンパスに同
おな

じ資
しりょう

料がある場
ば あ い

合には、「予
よ

約
やく

・取
とりよせ

寄」をして資
しりょう

料の予
よ や く

約・取
とりよせ

寄が可
か の う

能です。他
た

キャンパスからの取
とりよせ

寄には、約
やく

3 日
か

間
かん

（平
へいじつ

日）かかります。

⒝‌立
りつめいかん

命館大
だいがく

学の資
しりょう

料予
よ や く

約・取
とり

寄
よせ

ここから予
よ や く

約/取
とりよせ

寄を行
おこな

う
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そ
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ラ
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試し
け
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・
成せ

い
せ
き績

■ 

シ
ラ
バ
ス
・
Ａ
Ｐ
Ｕ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　配
は い か ば し ょ

架場所の欄
らん

を見
み

れば、該
がいとう

当の資
しりょう

料がどこにあるかがわかります。

　「APUライブラリー‌リザーブ（館
かんない

内）」とある場
ば あ い

合は、リザーブコーナーにあります。館
かんない

内

での利
り よ う

用のみとなります。「APUライブラリー‌リザーブ」は、同
おな

じくリザーブコーナーにあ

ります。 3 日
か

間
かん

のみの館
かんがい

外貸
か

し出
だ

しが可
か の う

能となります。

⒜‌APUライブラリーで利
り よ う

用可
か の う

能な図
と し ょ

書

　該
がいとうしりょう

当資料が「貸
かしだしちゅう

出中」となっている場
ば あ い

合、他
た

キャンパスに同
おな

じ資
しりょう

料がある場
ば あ い

合には、「予
よ

約
やく

・取
とりよせ

寄」をして資
しりょう

料の予
よ や く

約・取
とりよせ

寄が可
か の う

能です。他
た

キャンパスからの取
とりよせ

寄には、約
やく

3 日
か

間
かん

（平
へいじつ

日）かかります。

⒝‌立
りつめいかん

命館大
だいがく

学の資
しりょう

料予
よ や く

約・取
とり

寄
よせ

ここから予
よ や く

約/取
とりよせ

寄を行
おこな

う
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き績

■ 

シ
ラ
バ
ス
・
Ａ
Ｐ
Ｕ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　配
は い か ば し ょ

架場所が「APUライブラリー‌リザーブ (館
かんない

内）」と表
ひょうじ

示されている場
ば

合
あい

は、リザーブコー

ナーにある資
しりょう

料です。館
かん

外
がい

貸
か

し出
だ

しはできません。

⒞‌APUライブラリー館
かんない

内での閲
えつらん

覧用
よう
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4.試
し

験
けん

・成
せい

績
せき
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そ
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■‌

期き
末まつ
試し
験けん

4. 1 試
し

験
け ん

試
し

験
け ん

時
じ

間
か ん わ り

割
　期

き

末
まつ

試
し

験
けん

は、通
つうじょう

常以
い か

下の時
じ

間
かんたい

帯に実
じっ

施
し

されます。ただし、試
し

験
けん

時
じ

間
かん

が変
へんこう

更になる場
ば

合
あい

があ

りますので、担
たんとう

当教
きょういん

員からの指
し じ

示や掲
けい

示
じ

に注
ちゅう

意
い

してください。

時
じ

限
げ ん

試
し

験
け ん

時
じ

間
か ん

予
よ

鈴
れ い

試
し

験
け ん

開
か い

始
し

試
し

験
け ん

終
しゅうりょう

了
1 限
げん

8 ：45 - 10：20 8 ：45 9 ：00 10：20

2 限
げん

10：35 - 12：10 10：35 10：50 12：10

3 限
げん

12：25 - 14：00 12：25 12：40 14：00

4 限
げん

14：15 - 15：50 14：15 14：30 15：50

5 限
げん

16：05 - 17：40 16：05 16：20 17：40

6 限
げん

17：55 - 19：30 17：55 18：10 19：30

時
じ

限
げ ん

試
し

験
け ん

時
じ

間
か ん

予
よ

鈴
れ い

試
し

験
け ん

開
か い

始
し

試
し

験
け ん

終
しゅうりょう

了
1 限
げん

9 ：00 - 10：35 9 ：00 9 ：15 10：35

2 限
げん

10：50 - 12：25 10：50 11：05 12：25

3 限
げん

13：15 - 14：50 13：15 13：30 14：50

4 限
げん

15：05 - 16：40 15：05 15：20 16：40

5 限
げん

16：55 - 18：30 16：55 17：10 18：30

期
き

末
ま つ

試
し

験
け ん

を受
う

ける際
さ い

の注
ちゅう

意
い

点
て ん

◦ 「学
がくせいしょう

生証」を持
も

っていない学
が く せ い

生の受
じ ゅ け ん

験は認
み と

めません。忘
わす

れた場
ば あ い

合は、試
し け ん か い し

験開始前
まえ

までにアカ

デミック・オフィス窓
まどぐち

口で「受
じゅけん

験許
きょ

可
か

証
しょう

」の発
は っ こ う て つ づ

行手続きを行
おこな

ってください。試
し け ん か い し ご

験開始後に

「学
がくせいしょう

生証」を忘
わす

れたことに気
き

づいた場
ば あ い

合は、試
し け ん

験監
かんとく

督にそのことを伝
つた

え、試
しけんしゅうりょうじ

験終了時まで

教
きょうしつ

室で試
し け ん

験を受
う

けたうえで、試
しけ ん か ん と く

験監督と一
いっしょ

緒にアカデミック・オフィスへ来
らいしつ

室してください。

◦ 試
し

験
けん

に必
ひつよう

要なもの（筆
ひ っ き よ う ぐ

記用具等
など

）は、各
かく

自
じ

で準
じゅんび

備してください。貸
か

し出
だ

しは一
いっさい

切行
おこな

いません。

◦ 期
き

末
まつ

試
し

験
けん

時
じ

間
か ん わ り

割、試
し

験
け ん

教
きょうしつ

室の発
はっぴょう

表などは、掲
け い じ ば ん

示板およびアカデミック・オフィスウェブサ
イトで行

おこな

います。
◦ 期

き ま つ

末レポート論
ろ ん だ い

題の発
はっぴょう

表は、アカデミック・オフィスウェブサイトのみで行
おこな

います。
◦ 期

き ま つ

末試
し け ん

験の日
に ち じ

時および試
し け ん き ょ う し つ

験教室は、その科
か も く

目が通
つうじょうおこな

常行われている曜
よ う び

日、時
じ

限
げ ん

および教
きょうしつ

室と
異
こ と

なることがあります。必
かなら

ず掲
け い

示
じ

板
ば ん

およびアカデミック・オフィスウェブサイトで正
た だ

しい
情
じょうほう

報を確
か く に ん

認してください。
◦ 履

り

修
し ゅ う

科
か

目
も く

登
と う ろ く

録をしていない科
か

目
も く

・クラスの受
じ ゅ け ん

験はできません。受
じ ゅ け ん

験する前
ま え

に、再
さ い

度
ど

履
り

修
し ゅ う

登
と う ろ く

録科
か

目
も く

を確
か く に ん

認してください。  
◦ ‌試

し

験
け ん

開
か い

始
し

後
ご

20分
ぷ ん

以
い じ ょ う

上遅
ち こ く

刻した場
ば あ い

合は、受
じ ゅ け ん

験資
し

格
か く

を失
うしな

い、試
しけんきょうしつ

験教室に入
にゅうしつ

室することはできません。

4.1.1 期
き

末
ま つ

試
し

験
け ん

＜第
だ い

1 ・第
だ い

2 クオーター＞

＜セッション＞
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そ
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■‌

期き

末ま
つ

試し

験け
ん

交
こ う つ う き か ん

通機関が不
ふ

通
つ う

になった場
ば

合
あ い

の対
た い

応
お う

　当
とうじつ

日、台
たいふう

風や雪
ゆき

等
など

により交
こうつう

通機
き か ん

関が不
ふ つ う

通となった場
ば あ い

合は、下
か き

記のような対
たいおう

応をとります。

「交
こう つ う き か ん

通機関の不
ふ つ う

通」にあてはまる条
じょうけん

件は、22ページの休
きゅうこう

講の条
じょうけん

件と同
おな

じです。

判
はんだん

断の時
じ か ん

間 発
はっぴょうじかん

表時間 対
たいおう

応

午
ご ぜ ん

前 6 時
じ

30分
ぷん

午
ご ぜ ん

前 6 時
じ

45分
ふん

頃
ごろ 1 ・ 2 時

じ げ ん

限の試
し け ん

験を中
ちゅうし

止します。中
ちゅうし

止した試
し け ん

験は、

期
き ま つ し け ん

末試験予
よ び

備日
び

に実
じ っ し

施します。

午
ご ぜ ん

前10時
じ

30分
ぷん

午
ご ぜ ん

前10時
じ

45分
ふん

頃
ごろ 3 時

じ げ ん

限以
い こ う

降の試
し け ん

験を中
ちゅうし

止します。中
ちゅうし

止した試
し け ん

験は、

期
き ま つ し け ん

末試験予
よ び

備日
び

に実
じ っ し

施します。

午
ご ぜ ん

前10時
じ

30分
ぷん

を

過
す

ぎた時
じ

点
てん 判

はんだん

断後
ご

個
こ べ つ

別、実
じ っ し

施の可
か ひ

否と対
たいおう

応を判
はんだん

断します。

・‌発
はっぴょう

表はキャンパスターミナルで行
おこな

います。各
か く じ

自で確
かくにん

認してください。

・‌新
あら

たな試
し け ん に っ て い

験日程、課
か だ い

題レポート論
ろんだい

題、提
ていしゅつほうほう

出方法、提
ていしゅつきげん

出期限は、上
じょうき

記の発
はっぴょう

表を行
おこな

った後
あと

、キャ

ンパスターミナルに掲
け い じ

示します。

・‌「交
こ う つ う き か ん

通機関の不
ふ つ う

通」の条
じょうけん

件にあてはまらない場
ば あ い

合でも、当
とうじつ

日の交
こうつうじじょうなど

通事情等を考
こうりょ

慮し、試
し け ん

験実
じっ

施
し

に関
かん

する重
じゅうよう

要な判
はんだん

断を行
おこな

うことがあります。その場
ば あ い

合も、随
ず い じ

時、キャンパスターミナル

で案
あんない

内を行
おこな

います。

・‌期
き ま つ し け ん よ び び

末試験予備日（学
がくねん

年暦
れき

に記
き さ い

載）までは、旅
りょこう

行や帰
き せ い

省などの予
よ て い

定を入
い

れないでください。

個
こ じ ん て き

人的な理
り ゆ う

由による不
ふ じ ゅ け ん

受験は、追
つい

試
し け ん

験の対
たいしょう

象とはなりません。

不
ふ

正
せ い こ う

行為
い

への対
た い お う

応
　APUにおける試

し

験
けん

は、みなさんの学
がくしゅう

習の到
とうたつてん

達点を確
かくにん

認するもので、公
こうせい

正かつ公
こうへい

平に行
おこな

われ

なければなりません。不
ふ

正
せいこう

行為
い

は自
みずか

ら学
がくしゅう

習する権
けん

利
り

を放
ほう

棄
き

し、APUで学
まな

ぶ資
し か く

格を失
うしな

う行
こう

為
い

です。

学
がくないがい

内外の奨
しょう

学
がくきん

金等
など

の支
し え ん

援によって学
がくしゅう

習を奨
しょうれい

励しているAPUでは、不
ふ

正
せいこう

行為
い

を容
ようにん

認することは

できません。このような点
てん

からAPUでは試
し け ん

験を厳
げんせい

正に実
じ っ し

施します。

　次
つぎ

の行
こう

為
い

については、不
ふ

正
せいこう

行為
い

として厳
きび

しい措
そ ち

置をとります。

・本
ほ ん に ん い が い

人以外による代
だ い り じ ゅ け ん

理受験
・カンニングペーパー等

など

の所
し ょ じ

持
　※机

つくえ

の下
した

の棚
たな

に所
し ょ じ

持することも
　　一

いっさいきんし

切禁止します。

・答
と う あ ん よ う し

案用紙の交
こうかん

換・見
み

せ合
あ

い
・机

きじょう

上等
など

への書
か

きこみ
・答

と う あ ん よ う し

案用紙や出
しゅっせきひょう

席表への偽
ぎ め い き に ゅ う

名記入
・指

し

定
てい

された試
し

験
けん

教
きょうしつ

室以
い

外
がい

での受
じゅけん

験
・答

と う あ ん よ う し

案用紙の持
も

ちかえりや破
は き

棄
・私

し ご

語・話
はな

し合
あ

い・のぞき見
み

・わき見
み

・持
もちこ み き ょ か ぶ っ け ん

込許可物件※以
い

外
がい

の使
し よ う

用
・持

もちこ み き ょ か ぶ っ け ん

込許可物件の貸
か

し借
か

り
・試

しけ ん か ん と く し ゃ

験監督者の指
し じ

示に従
したが

わない行
こ う い

為
・試

し け ん

験において許
き ょ か

可された以
い が い

外のウェブサイトや
　アプリケーション等

など

の立
た

ち上
あ

げ
　（PC教

きょうしつ

室での試
し け ん

験）
・‌試

し け ん

験期
きかんちゅう

間中の定
さだ

められた試
しけんきょうしつ

験教室以
い が い

外からの‌
　manaba等

など

へのアクセス
・‌他

た に ん

人の ID・パスワードを用
もち

いてmanaba等
など

へ‌
　アクセスすること
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

■‌

期き

末ま
つ

試し

験け
ん

交
こ う つ う き か ん

通機関が不
ふ

通
つ う

になった場
ば

合
あ い

の対
た い

応
お う

　当
とうじつ

日、台
たいふう

風や雪
ゆき

等
など

により交
こうつう

通機
き か ん

関が不
ふ つ う

通となった場
ば あ い

合は、下
か き

記のような対
たいおう

応をとります。

「交
こう つ う き か ん

通機関の不
ふ つ う

通」にあてはまる条
じょうけん

件は、22ページの休
きゅうこう

講の条
じょうけん

件と同
おな

じです。

判
はんだん

断の時
じ か ん

間 発
はっぴょうじかん

表時間 対
たいおう

応

午
ご ぜ ん

前 6 時
じ

30分
ぷん

午
ご ぜ ん

前 6 時
じ

45分
ふん

頃
ごろ 1 ・ 2 時

じ げ ん

限の試
し け ん

験を中
ちゅうし

止します。中
ちゅうし

止した試
し け ん

験は、

期
き ま つ し け ん

末試験予
よ び

備日
び

に実
じ っ し

施します。

午
ご ぜ ん

前10時
じ

30分
ぷん

午
ご ぜ ん

前10時
じ

45分
ふん

頃
ごろ 3 時

じ げ ん

限以
い こ う

降の試
し け ん

験を中
ちゅうし

止します。中
ちゅうし

止した試
し け ん

験は、

期
き ま つ し け ん

末試験予
よ び

備日
び

に実
じ っ し

施します。

午
ご ぜ ん

前10時
じ

30分
ぷん

を

過
す

ぎた時
じ

点
てん 判

はんだん

断後
ご

個
こ べ つ

別、実
じ っ し

施の可
か ひ

否と対
たいおう

応を判
はんだん

断します。

・‌発
はっぴょう

表はキャンパスターミナルで行
おこな

います。各
か く じ

自で確
かくにん

認してください。

・‌新
あら

たな試
し け ん に っ て い

験日程、課
か だ い

題レポート論
ろんだい

題、提
ていしゅつほうほう

出方法、提
ていしゅつきげん

出期限は、上
じょうき

記の発
はっぴょう

表を行
おこな

った後
あと

、キャ

ンパスターミナルに掲
け い じ

示します。

・‌「交
こ う つ う き か ん

通機関の不
ふ つ う

通」の条
じょうけん

件にあてはまらない場
ば あ い

合でも、当
とうじつ

日の交
こうつうじじょうなど

通事情等を考
こうりょ

慮し、試
し け ん

験実
じっ

施
し

に関
かん

する重
じゅうよう

要な判
はんだん

断を行
おこな

うことがあります。その場
ば あ い

合も、随
ず い じ

時、キャンパスターミナル

で案
あんない

内を行
おこな

います。

・‌期
き ま つ し け ん よ び び

末試験予備日（学
がくねん

年暦
れき

に記
き さ い

載）までは、旅
りょこう

行や帰
き せ い

省などの予
よ て い

定を入
い

れないでください。

個
こ じ ん て き

人的な理
り ゆ う

由による不
ふ じ ゅ け ん

受験は、追
つい

試
し け ん

験の対
たいしょう

象とはなりません。

不
ふ

正
せ い こ う

行為
い

への対
た い お う

応
　APUにおける試

し

験
けん

は、みなさんの学
がくしゅう

習の到
とうたつてん

達点を確
かくにん

認するもので、公
こうせい

正かつ公
こうへい

平に行
おこな

われ

なければなりません。不
ふ

正
せいこう

行為
い

は自
みずか

ら学
がくしゅう

習する権
けん

利
り

を放
ほう

棄
き

し、APUで学
まな

ぶ資
し か く

格を失
うしな

う行
こう

為
い

です。

学
がくないがい

内外の奨
しょう

学
がくきん

金等
など

の支
し え ん

援によって学
がくしゅう

習を奨
しょうれい

励しているAPUでは、不
ふ

正
せいこう

行為
い

を容
ようにん

認することは

できません。このような点
てん

からAPUでは試
し け ん

験を厳
げんせい

正に実
じ っ し

施します。

　次
つぎ

の行
こう

為
い

については、不
ふ

正
せいこう

行為
い

として厳
きび

しい措
そ ち

置をとります。

・本
ほ ん に ん い が い

人以外による代
だ い り じ ゅ け ん

理受験
・カンニングペーパー等

など

の所
し ょ じ

持
　※机

つくえ

の下
した

の棚
たな

に所
し ょ じ

持することも
　　一

いっさいきんし

切禁止します。

・答
と う あ ん よ う し

案用紙の交
こうかん

換・見
み

せ合
あ

い
・机

きじょう

上等
など

への書
か

きこみ
・答

と う あ ん よ う し

案用紙や出
しゅっせきひょう

席表への偽
ぎ め い き に ゅ う

名記入
・指

し

定
てい

された試
し

験
けん

教
きょうしつ

室以
い

外
がい

での受
じゅけん

験
・答

と う あ ん よ う し

案用紙の持
も

ちかえりや破
は き

棄
・私

し ご

語・話
はな

し合
あ

い・のぞき見
み

・わき見
み

・持
もちこ み き ょ か ぶ っ け ん

込許可物件※以
い

外
がい

の使
し よ う

用
・持

もちこ み き ょ か ぶ っ け ん

込許可物件の貸
か

し借
か

り
・試

しけ ん か ん と く し ゃ

験監督者の指
し じ

示に従
したが

わない行
こ う い

為
・試

し け ん

験において許
き ょ か

可された以
い が い

外のウェブサイトや
　アプリケーション等

など

の立
た

ち上
あ

げ
　（PC教

きょうしつ

室での試
し け ん

験）
・‌試

し け ん

験期
きかんちゅう

間中の定
さだ

められた試
しけんきょうしつ

験教室以
い が い

外からの‌
　manaba等

など

へのアクセス
・‌他

た に ん

人の ID・パスワードを用
もち

いてmanaba等
など

へ‌
　アクセスすること
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■‌

期き
末まつ
試し
験けん（
追つい
試し
験けん
）

その他
ほか

、受
じゅ け ん た い ど ふ り ょ う

験態度不良等
など

厳
げんせい

正な試
し け ん し っ こ う

験執行を妨
さまた

げる行
こ う い

為

※持
もちこみ

込許
き ょ か

可物
ぶっけん

件「自
じ ゆ う

由」の科
か も く

目でも携
けいたい

帯電
で ん わ

話・パソコン等
など

の情
じょ う ほ う つ う し ん き き

報通信機器は使
し よ う

用できません。

● 不
ふ せ い こ う い

正行為への処
し ょ ぶ ん

分・対
た い お う

応
　みなさんが不

ふ せ い こ う い

正行為を行
おこな

った場
ば あ い

合の主
おも

な処
しょぶん

分・対
たいおう

応は以
い か

下の通
とお

りです。

　・‌当
と う が い し け ん か も く

該試験科目の成
せいせきひょうか

績評価を無
む こ う

効とし、「Ｆ」評
ひょうか

価とします。

　・‌立
りつめいかん

命館アジア太
たいへいようだいがくがくせい

平洋大学学生懲
ちょうかいきてい

戒規程を適
てきよう

用し、停
ていがく

学や退
たいがく

学等
など

の処
しょぶん

分を行
おこな

います。

注
ち ゅ う い て ん

意点
◦持

もちこみ

込許
き ょ か ぶ っ け ん い が い

可物件以外はすべて「カンニングペーパー」とみなします。

◦ 机
きじょう

上に置
お

いて良
よ

いものは、時
と け い

計・ペン・鉛
えんぴつ

筆・シャープペン・消
け

しゴム・学
がくせいしょう

生証だけです。
衣
い ふ く

服・文
ぶんぼう

房具
ぐ

入
い

れ・カバン等
など

、 試
し け ん

験に不
ふ

要
よう

なものを机
きじょう

上に置
お

くことは認
みと

めません。不
ふ

要
よう

な
ものはすべて、カバンの中

なか

に入
い

れ、イスの上
うえ

には置
お

かず、イスの下
した

に置
お

いて受
じゅけん

験してくだ
さい。スマートフォン・スマートウォッチを時

と け い

計として使
し よ う

用することはできません。
◦指

し て い

定されていない時
じ か ん

間で試
し け ん

験を受
う

けた場
ば あ い

合は、試
し け ん

験を無
む こ う

効とします。
◦試

し け ん

験の際
さい

は黒
くろ

の「ペン」を持
じ さ ん

参し、氏
しめ い き に ゅ う ら ん

名記入欄には必
かなら

ず「ペン」で記
きにゅう

入してください。

　試
しけんじょう

験場では着
ちゃくせき

席や答
と う あ ん よ う し

案用紙・問
もんだい

題用
よ う し

紙等
など

の提
ていしゅつ

出等
など

、すべて監
かんとくしゃ

督者の指
し じ

示に従
したが

ってください。
監
かんとくしゃ

督者の指
し じ

示に従
したが

わない場
ば あ い

合、不
ふ せ い こ う い

正行為とみなします。また指
し じ

示に従
したが

わないことによる不
ふ り え き

利益

については、大
だいがく

学は一
いっさい

切の責
せきにん

任を負
お

いません。

　本
ほんにん

人の入
にゅういん

院・急
きゅうびょう

病・就
しゅうしょくかつどう

職活動、災
さいがい

害等
など

やむを得
え

ない理
り ゆ う

由により、期
き ま つ し け ん

末試験を受
じゅけん

験できない場
ば あ い

合は、

試
しけんしゅうりょうご

験終了後 「追
ついしけんじゅけんねがい

試験受験願（アカデミック・オフィスにて交
こう

付
ふ

）」 をアカデミック・オフィス

窓
まどぐち

口へ提
ていしゅつ

出してください。対
たいしょう

象となる科
か も く

目の試
し け ん び

験日を含
ふく

めて 1 週
しゅうかんいない

間以内（例
れい

：木
も く よ う び

曜日に試
し け ん

験

があった場
ば あ い

合、翌
よくしゅう

週の水
す い よ う び

曜日までが受
う け つ け き か ん

付期間）に提
ていしゅつ

出してください。（最
さいしゅうび

終日は16：30まで）

ただし、いずれも証
しょうめいしょ

明書（原
げんぽん

本。コピーは不
ふ か

可）の提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要です。

　追
つ い し け ん

試験の受
じゅ け ん か も く す う

験科目数の上
じょうげん

限は特
とく

に制
せいげん

限しません。また、申
しんせい

請には追
つい し け ん て す う り ょ う

試験手数料（ 1 科
か も く

目あ

たり1,000円
えん

分
ぶん

の証
しょうし

紙）が必
ひつよう

要です。追
つ い し け ん

試験は科
か も く

目により、試
し け ん

験を実
じ っ し

施するものと、レポート

を実
じ っ し

施するものがあります。事
じじょう

情により、申
しんせいしゃ

請者本
ほんにん

人が窓
まどぐち

口に来
こ

られない場
ば あ い

合は、代
だ い り に ん

理人に

よる申
しんせい

請を受
う

けつけます。ただし、電
で ん わ

話やメール、FAXによる申
しんせい

請は受
う

けつけません。

　詳
しょうさい

細は次
じ

ページで確
かくにん

認ください。

4.1.2 追
つ い

試
し

験
け ん
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Off-campus Study Program

そ
の
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制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

■‌

期き

末ま
つ

試し

験け
ん（

追つ
い

試し

験け
ん

）

追
つ い し じ ゅ け ん

試受験が認
み と

められる不
ふ じ ゅ け ん り ゆ う

受験理由 必
ひ つ よ う

要な証
しょうめい

明および届
と ど け で

出の内
な い よ う

容

本
ほんにん

人の病
びょうき

気

医
い し

師の診
しんだんしょ

断書・法
ほうていかんせんしょうびょうじょうしょうめいしょ

定感染症病状証明書※・医
いり ょ う き か ん じ ゅ

療機関受
診
しんしょうめいしょ

証明書※のいずれかと治
ち り ょ う ひ

療費領
りょうしゅうしょ

収書
（受
じ ゅ し ん び

診日または入
にゅういん

院・療
りょうよう

養等
など

に要
よう

した期
き か ん

間が試
し け ん び

験日を
含
ふく

む証
しょうめいしょ

明書のみ有
ゆうこう

効）

忌
き び き

引（ 2 親
しんとうない

等内の血
けつぞく

族または姻
いんぞく

族）

死
し ぼ う

亡日
び

または会
か い そ う び

葬日が記
き さ い

載されている会
かいそうれいじょう

葬礼状もし
くは死

し ぼ う

亡に関
かん

する公
こうてきしょうめいしょ

的証明書
（死
し ぼ う び

亡日から起
き さ ん

算して、 １親
しんとう

等は日
にち

祝
しゅくじつ

日を含
ふく

め 7 日以
い

内
ない

、2 親
しんとう

等は日
にち

祝
しゅく

日
じつ

を含
ふく

め 5 日以
い

内
ない

を適
てき よ う き か ん

用期間とする）

災
さいがい

害 被
ひさいしょうめいしょ

災証明書

就
しゅうしょくしけん

職試験 就
しゅうしょくかつどうしょうめいしょ

職活動証明書（キャリア・オフィスにて交
こ う ふ

付）

大
だいがくいんじゅけん

学院受験 大
だいがくいんじゅけんひょう

学院受験票

交
こ う つ う き か ん

通機関の延
えんちゃく

着 交
こ う つ う き か ん

通機関の延
えんちゃくしょうめい

着証明

裁
さいばん

判員
いん

制
せい

度
ど

等
など

に関
かか

わる事
じ ゆ う

由
事
じ ぜ ん

前の届
とどけで

出に対
たい

し教
きょうがくぶちょう

学部長が判
はんだん

断する
課
か が い か つ ど う

外活動その他
ほか

やむを得
え

ない事
じ ゆ う

由

◦上
うえ

の表
ひょう

に含
ふく

まれない不
ふ じ ゅ け ん り ゆ う

受験理由では、追
つ い し じ ゅ け ん

試受験は認
みと

められません。

◦追
つ い し け ん

試験は期
き ま つ し け ん き か ん ち ゅ う

末試験期間中に実
じ っ し

施される試
し け ん

験のみを対
たいしょう

象としています。

◦中
ちゅうかんしけん

間試験には公
こうしき

式の追
つ い し け ん

試験制
せ い ど

度がありません。各
か く じ

自で担
たんとうきょういん

当教員に相
そうだん

談してください。

◦‌言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目の試
し け ん

験には公
こうしき

式の追
つ い し け ん

試験制
せ い ど

度がありません。期
き ま つ し け ん き か ん ち ゅ う

末試験期間中に実
じっ

施
し

されるも

のであっても、各
か く じ

自で担
たんとうきょういん

当教員に相
そうだん

談してください。

◦‌教
きょういくしょくいんめんきょじょう

育職員免許状（英
えい

語
ご

）取
しゅとく

得プログラム参
さ ん か し ゃ

加者で、教
きょういくじっしゅうなど

育実習等により期
き ま つ し け ん

末試験および

追
つ い し け ん

試験ともに受
じゅけん

験できない場
ば あ い

合には、事
じ ぜ ん

前にアカデミック・オフィスに相
そうだん

談してください。

※ 法
ほうていかんせんしょうびょうじょうしょうめいしょ

定感染症病状証明書・医
いりょうきかんじゅしんしょうめいしょ

療機関受診証明書は、アカデミック・オフィスウェブサイトの

追
つ い し け ん

試験のページよりダウンロード可
か の う

能です。

※‌追
ついしにってい

試日程は変
へんこう

更になる場
ばあい

合があります。最
さいしん

新の情
じょうほう

報はアカデミック・オフィスウェブサイト
の追

ついしけん

試験のページを確
かくにん

認してください。

追
つ い

試
し

験
け ん

日
び

について
　追

つ い し け ん

試験を「試
し け ん

験」で実
じ っ し

施する場
ば あ い

合は以
い か

下の日
にってい

程で実
じ っ し

施しますので、追
つ い し け ん

試験を申
しんせい

請する場
ば あ い

合

は追
つ い し け ん

試験日
び

の確
かくにん

認をしてください。追
つ い し け ん

試験を受
じゅけん

験できなかった場
ば あ い

合、原
げんそく

則として別
べつにってい

日程で再
さい

度
ど

追
つ い し け ん

試験を受
じゅけん

験することはできません。

開
か い こ う け い た い

講形態 追
つ い し け ん び

試験日

春
はる

セメスター
第
だい

1 クオーター科
か も く

目 2020年
ねん

6 月
がつ

10日（水）

第
だい

2 クオーター科
か も く

目・セメスター科
か も く

目 2020年
ねん

8 月
がつ

7 日（金）・ 8日（土）

秋
あき

セメスター
第
だい

1 クオーター科
か も く

目 2020年
ねん

12月
がつ

9 日（水）

第
だい

2 クオーター科
か も く

目・セメスター科
か も く

目 2021年
ねん

2 月
がつ

15日（月）・16日（火）
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Off-campus Study Program

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

■‌

期き

末ま
つ

試し

験け
ん（
追つ

い

試し

験け
ん

）

追
つ い し じ ゅ け ん

試受験が認
み と

められる不
ふ じ ゅ け ん り ゆ う

受験理由 必
ひ つ よ う

要な証
しょうめい

明および届
と ど け で

出の内
な い よ う

容

本
ほんにん

人の病
びょうき

気

医
い し

師の診
しんだんしょ

断書・法
ほうていかんせんしょうびょうじょうしょうめいしょ

定感染症病状証明書※・医
いり ょ う き か ん じ ゅ

療機関受
診
しんしょうめいしょ

証明書※のいずれかと治
ち り ょ う ひ

療費領
りょうしゅうしょ

収書
（受
じ ゅ し ん び

診日または入
にゅういん

院・療
りょうよう

養等
など

に要
よう

した期
き か ん

間が試
し け ん び

験日を
含
ふく

む証
しょうめいしょ

明書のみ有
ゆうこう

効）

忌
き び き

引（ 2 親
しんとうない

等内の血
けつぞく

族または姻
いんぞく

族）

死
し ぼ う

亡日
び

または会
か い そ う び

葬日が記
き さ い

載されている会
かいそうれいじょう

葬礼状もし
くは死

し ぼ う

亡に関
かん

する公
こうてきしょうめいしょ

的証明書
（死
し ぼ う び

亡日から起
き さ ん

算して、 １親
しんとう

等は日
にち

祝
しゅくじつ

日を含
ふく

め 7 日以
い

内
ない

、2 親
しんとう

等は日
にち

祝
しゅく

日
じつ

を含
ふく

め 5 日以
い

内
ない

を適
てき よ う き か ん

用期間とする）

災
さいがい

害 被
ひさいしょうめいしょ

災証明書

就
しゅうしょくしけん

職試験 就
しゅうしょくかつどうしょうめいしょ

職活動証明書（キャリア・オフィスにて交
こ う ふ

付）

大
だいがくいんじゅけん

学院受験 大
だいがくいんじゅけんひょう

学院受験票

交
こ う つ う き か ん

通機関の延
えんちゃく

着 交
こ う つ う き か ん

通機関の延
えんちゃくしょうめい

着証明

裁
さいばん

判員
いん

制
せい

度
ど

等
など

に関
かか

わる事
じ ゆ う

由
事
じ ぜ ん

前の届
とどけで

出に対
たい

し教
きょうがくぶちょう

学部長が判
はんだん

断する
課
か が い か つ ど う

外活動その他
ほか

やむを得
え

ない事
じ ゆ う

由

◦上
うえ

の表
ひょう

に含
ふく

まれない不
ふ じ ゅ け ん り ゆ う

受験理由では、追
つ い し じ ゅ け ん

試受験は認
みと

められません。

◦追
つ い し け ん

試験は期
き ま つ し け ん き か ん ち ゅ う

末試験期間中に実
じ っ し

施される試
し け ん

験のみを対
たいしょう

象としています。

◦中
ちゅうかんしけん

間試験には公
こうしき

式の追
つ い し け ん

試験制
せ い ど

度がありません。各
か く じ

自で担
たんとうきょういん

当教員に相
そうだん

談してください。

◦‌言
げん ご き ょ う い く か も く

語教育科目の試
し け ん

験には公
こうしき

式の追
つ い し け ん

試験制
せ い ど

度がありません。期
き ま つ し け ん き か ん ち ゅ う

末試験期間中に実
じっ

施
し

されるも

のであっても、各
か く じ

自で担
たんとうきょういん

当教員に相
そうだん

談してください。

◦‌教
きょういくしょくいんめんきょじょう

育職員免許状（英
えい

語
ご

）取
しゅとく

得プログラム参
さ ん か し ゃ

加者で、教
きょういくじっしゅうなど

育実習等により期
き ま つ し け ん

末試験および

追
つ い し け ん

試験ともに受
じゅけん

験できない場
ば あ い

合には、事
じ ぜ ん

前にアカデミック・オフィスに相
そうだん

談してください。

※ 法
ほうていかんせんしょうびょうじょうしょうめいしょ

定感染症病状証明書・医
いりょうきかんじゅしんしょうめいしょ

療機関受診証明書は、アカデミック・オフィスウェブサイトの

追
つ い し け ん

試験のページよりダウンロード可
か の う

能です。

※‌追
ついしにってい

試日程は変
へんこう

更になる場
ばあい

合があります。最
さいしん

新の情
じょうほう

報はアカデミック・オフィスウェブサイト
の追

ついしけん

試験のページを確
かくにん

認してください。

追
つ い

試
し

験
け ん

日
び

について
　追

つ い し け ん

試験を「試
し け ん

験」で実
じ っ し

施する場
ば あ い

合は以
い か

下の日
にってい

程で実
じ っ し

施しますので、追
つ い し け ん

試験を申
しんせい

請する場
ば あ い

合

は追
つ い し け ん

試験日
び

の確
かくにん

認をしてください。追
つ い し け ん

試験を受
じゅけん

験できなかった場
ば あ い

合、原
げんそく

則として別
べつにってい

日程で再
さい

度
ど

追
つ い し け ん

試験を受
じゅけん

験することはできません。

開
か い こ う け い た い

講形態 追
つ い し け ん び

試験日

春
はる

セメスター
第
だい

1 クオーター科
か も く

目 2020年
ねん

6 月
がつ

10日（水）

第
だい

2 クオーター科
か も く

目・セメスター科
か も く

目 2020年
ねん

8 月
がつ

7 日（金）・ 8日（土）

秋
あき

セメスター
第
だい

1 クオーター科
か も く

目 2020年
ねん

12月
がつ

9 日（水）

第
だい

2 クオーター科
か も く

目・セメスター科
か も く

目 2021年
ねん

2 月
がつ

15日（月）・16日（火）
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そ
の
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制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

■‌

期き
末まつ
レ
ポ
ー
ト
・
剽ひょ
う
せ
つ窃

レポート作
さ く せ い じ

成時の注
ち ゅ う い て ん

意点
　レポート作

さ く せ い じ

成時にホームページや他
た に ん

人の著
ちょさくぶつ

作物等
など

を引
いんよう

用する場
ば あ い

合は、「スタディスキル・ア
カデミックライティング」のテキストや卒

そつぎょうろんぶん

業論文の作
さくせいようこう

成要項を確
かくにん

認し、剽
ひょうせつ

窃とならないよう
作
さくせい

成してください。

レポート提
て い し ゅ つ じ

出時の注
ち ゅ う い て ん

意点
　期

き

末
まつ

レポートの提
ていしゅつきかん

出期間・提
ていしゅつさき

出先は、掲
けい

示
じ

板
ばん

およびアカデミック・オフィスウェブサイト

で発
はっぴょう

表します。つねに掲
けい

示
じ

に注
ちゅうい

意してください。また、一
いってい

定の提
ていしゅつきかん

出期間を設
もう

けていますの

で、追
つ い し け ん

試験のような配
はいりょ

慮は一
いっさい

切ありません。事
じじょう

情により、本
ほんにん

人が提
ていしゅつ

出に来
こ

られない場
ば あ い

合は、

代
だ い り に ん

理人による提
ていしゅつ

出を受
う

けつけます。

4.1.4 剽
ひょうせつ

窃に関
かか

わるガイドライン

剽
ひょうせつ

窃とは
‌　レポート等

など

に、引
いんよう

用の形
けいしき

式を取
と

らず、著
ちょさくけんしゃ

作権者に無
む だ ん

断で著
ちょさくぶつ

作物を複
ふくせい

製・転
てんさい

載することで、
学
がく

術
じゅつ

上
じょう

のルール・モラルに反
はん

する行
こ う い

為です。また、著
ちょさくけんほう

作権法に違
い は ん

反する行
こ う い

為であり、懲
ちょうえきけい

役刑
または罰

ばっきんけい

金刑が科
か

せられることがあります。
　APUでは、剽

ひょうせつ

窃や不
ふ

適
てきせつ

切な引
いんよう

用、データ等
とう

の捏
ねつぞう

造は不
ふ せ い こ う い

正行為であると位
い ち

置づけています。
試
し け ん

験での不
ふ せ い こ う い

正行為と同
どうよう

様、厳
きび

しい処
しょぶん

分の対
たい

象
しょう

となりますので、注
ちゅうい

意してください。

　主
おも

な処
しょぶん

分は「不
ふ せ い こ う い

正行為への対
たいおう

応」（146ページ）を確
かくにん

認してください。

レポート等
など

とは
‌　レポート等

など

の提
ていしゅつぶつ

出物や発
はっぴょう

表など、成
せいせきひょうか

績評価に関
かか

わり学
がくせい

生が学
がくない

内で提
ていしゅつ

出・発
はっぴょう

表する成
せい

果
か

物
ぶつ

す
べてを指

さ

します。レポート、答
とうあん

案、プレゼンテーション資
しりょう

料、レジュメ、テープ等
など

磁
じ き

気データ、
電
でん

子
し

データ等
など

が含
ふく

まれます。

著
ちょ さ く ぶ つ

作物とは
　日

に

本
ほん

国
こく

著
ちょさくけんほう

作権法が定
さだ

めるとおり、論
ろんぶん

文・講
こうえん

演等
など

言
げん

語
ご

による著
ちょさくぶつ

作物、放
ほうそう

送・音
おんがく

楽・劇
げき

・美
びじゅつ

術・
建
けんちく

築・地
ち ず

図・図
ず め ん

面・模
も け い

型・映
え い が

画・写
しゃしん

真・プログラム等
など

の著
ちょさくぶつ

作物のすべてを指
さ

します。Web上
じょう

の文
ぶんしょう

章・データ・画
が

像
ぞう

等
など

もこれに含
ふく

まれます。

引
いん よ う

用とは
‌　下

か き

記の条
じょうけん

件をすべて満
み

たしたうえで、他
た

の著
ちょさくぶつ

作物の内
ないよう

容を、自
じ

分
ぶん

の著
ちょさくぶつ

作物のために使
し

用
よう

する
ことをいいます。なお、レポート等

など

での記
き さ い ほ う ほ う

載方法はいくつかありますが、授
じゅぎょう

業で学
まな

ぶものの他
ほか

、
授
じゅぎょうたんとうしゃ

業担当者が指
し じ

示した方
ほうほう

法でも構
かま

いません。
・‌自

じ

分
ぶん

の文
ぶんしょう

章が主
しゅ

であり、それを補
おぎな

うために他
た に ん

人の著
ちょさくぶつ

作物を利
り

用
よう

すること。
・‌引

いんよう

用する必
ひつぜんせい

然性があること。
・‌出

しゅってん

典を明
めいかく

確に示
しめ

すこと。
・‌‌引

いんよう

用した部
ぶ ぶ ん

分がわかるように示
しめ

すこと。
・‌引

いんよう

用した部
ぶ ぶ ん

分の内
ないよう

容を変
か

えないこと。

4.1.3 期
き

末
まつ

レポート
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4. 2 成
せ い せ き

績・GPA

　成
せいせきひょうか

績評価は次
つぎ

の通
とお

りです。

＜通
つうじょう

常の評
ひ ょ う か

価＞

評
ひ ょ う か

価 得
と く て ん り つ

点率 グレードポイント 合
ご う ひ

否
Ａ+ 90％以

いじょう

上 4.0

合
ごうかく

格
Ａ 80～89％ 3.0

B 70～79％ 2.0

Ｃ 60～69％ 1.0

Ｆ 59％以
い か

下 0.0 不
ふ ご う か く

合格

記
き

号
ご う

意
い み

味 補
ほ そ く

足
P Pass（合

ごうかく

格） 一
い ち ぶ

部の科
か も く

目で使
し よ う

用しています。

T Transfer（認
にんてい

定） 60単
た ん い

位を上
じょうげん

限とします。※

※ 2 回
かいせい

生・ 3 回
かいせい

生に編
へん

・転
てんにゅうがく

入学した学
がくせい

生については、編
へんにゅうがくじ

入学時に認
にんてい

定された単
た ん い す う

位数は含
ふく

みません。

　また、成
せいせき

績評
ひょうか

価以
い が い

外に、成
せい

績
せき

証
しょうめいしょ

明書に記
き さ い

載される記
き ご う

号は次
つぎ

の通
とお

りです。

記
き

号
ご う

意
い み

味 補
ほ そ く

足
R Approved‌for‌Re-registration（同

どういつ

一科
か も く

目再
さいりしゅう

履修）
単
た ん い

位として集
しゅうけい

計されません。
E Exemption（履

りしゅう

修免
めんじょ

除）

＜上
じ ょ う き い が い

記以外の評
ひ ょ う か

価＞

　GPAとは各
かく

科
か

目
もく

の成
せいせき

績から本
ほ ん が く ど く じ

学独自の換
かんさんほうほう

算方法によって算
さんしゅつ

出された学
がくせい

生の成
せいせき

績評
ひょうか

価値
ち

のこ

とを言
い

います。

　成
せいせき

績はＡ+、A、B、C、Fの 5 段
だんかいひょうか

階評価です。それぞれの成
せいせき

績には、評
ひょうか

価に応
おう

じて、上
じょうき

記の

表
ひょう

の通
とお

り、グレードポイントが付
ふ よ

与されます。

通
つ う さ ん

算GPAと当
と う が い

該セメスター GPA
◦‌「通

つうさん

算GPA」とは、入
にゅうがく

学してから現
げんざい

在までのすべての成
せいせき

績をもとに計
けいさん

算したGPAです。成
せい

績
せき

証
しょうめい

明書
しょ

には、この通
つうさん

算GPAが記
き さ い

載されます。

　　活
かつ

用
よう

例
れい

：交
こうかんりゅうがく

換留学・早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム・履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録等
など

4.2.1 成
せ い せ き ひ ょ う か

績評価

4.2.2 GPA（Grade Point Average）
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4. 2 成
せ い せ き

績・GPA

　成
せいせきひょうか

績評価は次
つぎ

の通
とお

りです。

＜通
つうじょう

常の評
ひ ょ う か

価＞

評
ひ ょ う か

価 得
と く て ん り つ

点率 グレードポイント 合
ご う ひ

否
Ａ+ 90％以

いじょう

上 4.0

合
ごうかく

格
Ａ 80～89％ 3.0

B 70～79％ 2.0

Ｃ 60～69％ 1.0

Ｆ 59％以
い か

下 0.0 不
ふ ご う か く

合格

記
き

号
ご う

意
い み

味 補
ほ そ く

足
P Pass（合

ごうかく

格） 一
い ち ぶ

部の科
か も く

目で使
し よ う

用しています。

T Transfer（認
にんてい

定） 60単
た ん い

位を上
じょうげん

限とします。※

※ 2 回
かいせい

生・ 3 回
かいせい

生に編
へん

・転
てんにゅうがく

入学した学
がくせい

生については、編
へんにゅうがくじ

入学時に認
にんてい

定された単
た ん い す う

位数は含
ふく

みません。

　また、成
せいせき

績評
ひょうか

価以
い が い

外に、成
せい

績
せき

証
しょうめいしょ

明書に記
き さ い

載される記
き ご う

号は次
つぎ

の通
とお

りです。

記
き

号
ご う

意
い み

味 補
ほ そ く

足
R Approved‌for‌Re-registration（同

どういつ

一科
か も く

目再
さいりしゅう

履修）
単
た ん い

位として集
しゅうけい

計されません。
E Exemption（履

りしゅう

修免
めんじょ

除）

＜上
じ ょ う き い が い

記以外の評
ひ ょ う か

価＞

　GPAとは各
かく

科
か

目
もく

の成
せいせき

績から本
ほ ん が く ど く じ

学独自の換
かんさんほうほう

算方法によって算
さんしゅつ

出された学
がくせい

生の成
せいせき

績評
ひょうか

価値
ち

のこ

とを言
い

います。

　成
せいせき

績はＡ+、A、B、C、Fの 5 段
だんかいひょうか

階評価です。それぞれの成
せいせき

績には、評
ひょうか

価に応
おう

じて、上
じょうき

記の

表
ひょう

の通
とお

り、グレードポイントが付
ふ よ

与されます。

通
つ う さ ん

算GPAと当
と う が い

該セメスター GPA
◦‌「通

つうさん

算GPA」とは、入
にゅうがく

学してから現
げんざい

在までのすべての成
せいせき

績をもとに計
けいさん

算したGPAです。成
せい

績
せき

証
しょうめい

明書
しょ

には、この通
つうさん

算GPAが記
き さ い

載されます。

　　活
かつ

用
よう

例
れい

：交
こうかんりゅうがく

換留学・早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム・履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録等
など

4.2.1 成
せ い せ き ひ ょ う か

績評価

4.2.2 GPA（Grade Point Average）
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GPAの算
さんし ゅ つ ほ う ほ う

出方法

2017年
ね ん ど

度および2011年
ね ん ど

度カリキュラム

＜通
つうさん

算GPA＞　

（A+の単
た ん い す う

位数×４）＋（Aの単
た ん い す う

位数×３）＋（Bの単
た ん い す う

位数×２）＋（Cの単
た ん い す う

位数×１）＋（Fの単
た ん い す う

位数×０）

総
そう と う ろ く た ん い す う

登録単位数（P・T評
ひょうか

価は除
のぞ

く）

＜当
とうがい

該セメスターGPA＞　

（A+の単
た ん い す う

位数×４）＋（Aの単
た ん い す う

位数×３）＋（Bの単
た ん い す う

位数×２）＋（Cの単
た ん い す う

位数×１）＋（Fの単
た ん い す う

位数×０）

当
とうがい

該セメスター登
とう ろ く た ん い す う

録単位数（P・T評
ひょうか

価は除
のぞ

く）

【注
ちゅうい

意】

　復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学により適
てきよう

用カリキュラムが2006年
ね ん ど

度から2011年
ね ん ど

度に変
へんこう

更になった学
がくせい

生は以
い か

下が

適
てきよう

用されます。

＜通
つうさん

算GPA＞　

（A+の単
た ん い す う

位数×４）＋（Aの単
た ん い す う

位数×３）＋（Bの単
た ん い す う

位数×２）＋（Cの単
た ん い す う

位数×１）

修
しゅうとくたんいすう

得単位数（P・T評
ひょうか

価は除
のぞ

く）

＜当
とうがい

該セメスターGPA＞

（A+の単
た ん い す う

位数×４）＋（Aの単
た ん い す う

位数×３）＋（Bの単
た ん い す う

位数×２）＋（Cの単
た ん い す う

位数×１）＋（Fの単
た ん い す う

位数×０）

当
とうがい

該セメスター登
とうろく

録単
た ん い

位数
すう

（P・T評
ひょうか

価は除
のぞ

く）

　セメスター回
かいせいべつ

生別、学
が く ぶ べ つ

部別の通
つうさん

算GPA、当
とうがい

該セメスターGPAの分
ぶ ん ぷ

布データを、アカデミック・

オフィスウェブサイトに掲
けいさい

載しています。みなさんのおおよその席
せ き じ

次が分
わ

かりますので、参
さん

考
こう

にしてください。

　定
さだ

められた在
ざい が く き か ん

学期間（通
つうじょう

常は 4 年
ねんかん

間）で卒
そつぎょう

業できる見
み こ

込みがあるかを判
はんてい

定するものです。これは、

就
しゅうしょくかつどう

職活動を主
おも

に日
に ほ ん

本で行
おこな

う際
さい

に、「卒
そつぎょうみこみしょうめいしょ

業見込証明書」の提
ていしゅつ

出を求
もと

められることが一
いっぱんてき

般的である

ためです。

　ただし、あくまで卒
そつぎょう

業の「見
み こ

込み」があるかの判
はんてい

定であって、卒
そつぎょう

業を保
ほしょう

証するものではあ

りません。

4.2.3 卒
そつぎょうみこみはんてい

業見込判定

◦‌「当
とうがい

該セメスターGPA」とは、そのセメスターで修
しゅうとく

得した成
せいせき

績のみで計
けいさん

算したGPAです。

成
せい

績
せき

証
しょうめいしょ

明書には記
き さ い

載されません。

　　活
かつようれい

用例：奨
しょうがくきん

学金に関
かか

わる審
し ん さ

査・履
りしゅ う か も く と う ろ く

修科目登録等
など
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卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

見み

込こ
み

判は
ん
て
い定

卒
そつ ぎ ょ う み こ み は ん て い き じ ゅ ん

業見込判定基準

＜2017年
ねん

度
ど

および2011年
ねん

度
ど

カリキュラム＞

判
は ん て い じ き

定時期 判
はんていきじゅん

定基準 発
は っ こ う じ き

行時期

通
つうじょう

常
学
がくせい

生

第
だい

6 セメスター終
しゅうりょうじ

了時 76単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得

春
はる

セメスター： 4月
がつ

上
じょうじゅん

旬

秋
あき

セメスター：10月
がつ

上
じょうじゅん

旬

第
だい

7 セメスター終
しゅうりょうじ

了時
以
い こ う

降、各
かく

セメスター終
しゅうりょう

了時
じ 100単

たんいいじょうしゅうとく

位以上修得※

早
そ う き

期
卒
そつぎょう

業
第
だい

4 セメスター終
しゅうりょうじ

了時
以
い こ う

降、各
かく

セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム
登
とうろく

録許
きょ

可
か

学
がくせい

生

※‌76単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得の場
ばあい

合は、アカデミック・オフィスへの申
しんせい

請により、卒
そつぎょうみこみはんてい

業見込判定を受
う

ける

ことができます。

セメスター 卒
そつぎょうよていしゃ

業予定者 その他
た

の学
がくせい

生

春
はる

セメスターの成
せいせき

績発
はっぴょう

表日
び

2020年
ねん

9 月
がつ

2 日（水） 2020年
ねん

9 月
がつ

14日（月）

秋
あき

セメスターの成
せいせき

績発
はっぴょう

表日
び

2021年
ねん

3 月
がつ

3 日（水） 2021年
ねん

3 月
がつ

15日（月）

　成
せいせきはっぴょうび

績発表日は以
い か

下の通
とお

りです。発
はっ ぴ ょ う び い こ う

表日以降、各
か く じ

自キャンパスターミナルで成
せい

績
せき

を確
かくにん

認する

ことができます。成
せいせ き は っ ぴ ょ う び い ぜ ん

績発表日以前に成
せいせき

績を知
し

らせることはできません。また、学
がくせい

生が教
きょういん

員に

直
ちょくせつ

接問
と

い合
あ

わせることは認
みと

められていません。

◦‌「卒
そつぎょう

業見
み

込
こみ

証
しょうめいしょ

明書」はＡ棟
とう

1 階
かい

およびAPUライブラリー 1 階
かい

の自
じ ど う

動証
しょうめいしょ

明書発
はっこう

行機
き

から

発
はっこう

行できます。各
かく

セメスター末
まつ

には、卒
そ つ ぎ ょ う み こ

業見込み証
しょうめいしょ

明書が発
はっこう

行できない期
き か ん

間があります。

詳
しょうさい

細はキャンパスターミナルまたはアカデミック・オフィスホームページでお知
し

らせします。

◦ 各
かくしゅ

種証
しょうめいしょ

明書の申
しんせい

請方
ほうほう

法、学
が く い

位授
じ ゅ よ

与式
しき

当
とうじつ

日の証
しょうめいしょ

明書の申
しんせい

請と受
う

け取
と

りについては、スチューデント・

オフィスホームページを確
かくにん

認してください。

◦ 判
はんてい

定時
じ き

期以
い こ う

降、卒
そつぎょう

業まで毎
まい

セメスター卒
そつぎょうみこみはんてい

業見込判定を行
おこな

います。

4.2.4 成
せいせき

績発
はっぴょう

表

＜復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学により適
てきよう

用カリキュラムが2006年
ね ん ど

度から2011年
ね ん ど

度に変
へんこう

更になった学
がくせい

生＞

入
にゅ う が く じ き

学時期 判
は ん て い じ き

定時期 判
はんていきじゅん

定基準 備
び こ う

考

通
つうじょう

常
学
がくせい

生

春
はる

（ 4 月
がつ

）

第
だい

6 セメスター
終
しゅうりょうじ

了時
以
い こ う

降、各
かく

セメスター
終
しゅうりょうじ

了時

80単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得

64単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得の場
ば あ い

合は、アカ
デミック・オフィスへの申

しんせい

請に
より、卒

そつぎょうみこみ

業見込判
はんてい

定を受
う

けるこ
とができます。

秋
あき

（ 9 月
がつ

）

第
だい

5 セメスター
終
しゅうりょうじ

了時
以
い こ う

降、各
かく

セメスター
終
しゅうりょうじ

了時

66単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得

44単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得の場
ば あ い

合は、アカ
デミック・オフィスへの申

しんせい

請に
より、卒

そつぎょうみこみ

業見込判
はんてい

定を受
う

けるこ
とができます。
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み

判は
ん
て
い定

卒
そつ ぎ ょ う み こ み は ん て い き じ ゅ ん

業見込判定基準

＜2017年
ねん

度
ど

および2011年
ねん

度
ど

カリキュラム＞

判
は ん て い じ き

定時期 判
はんていきじゅん

定基準 発
は っ こ う じ き

行時期

通
つうじょう

常
学
がくせい

生

第
だい

6 セメスター終
しゅうりょうじ

了時 76単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得

春
はる

セメスター： 4月
がつ

上
じょうじゅん

旬

秋
あき

セメスター：10月
がつ

上
じょうじゅん

旬

第
だい

7 セメスター終
しゅうりょうじ

了時
以
い こ う

降、各
かく

セメスター終
しゅうりょう

了時
じ 100単

たんいいじょうしゅうとく

位以上修得※

早
そ う き

期
卒
そつぎょう

業
第
だい

4 セメスター終
しゅうりょうじ

了時
以
い こ う

降、各
かく

セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム
登
とうろく

録許
きょ

可
か

学
がくせい

生

※‌76単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得の場
ばあい

合は、アカデミック・オフィスへの申
しんせい

請により、卒
そつぎょうみこみはんてい

業見込判定を受
う

ける

ことができます。

セメスター 卒
そつぎょうよていしゃ

業予定者 その他
た

の学
がくせい

生

春
はる

セメスターの成
せいせき

績発
はっぴょう

表日
び

2020年
ねん

9 月
がつ

2 日（水） 2020年
ねん

9 月
がつ

14日（月）

秋
あき

セメスターの成
せいせき

績発
はっぴょう

表日
び

2021年
ねん

3 月
がつ

3 日（水） 2021年
ねん

3 月
がつ

15日（月）

　成
せいせきはっぴょうび

績発表日は以
い か

下の通
とお

りです。発
はっ ぴ ょ う び い こ う

表日以降、各
か く じ

自キャンパスターミナルで成
せい

績
せき

を確
かくにん

認する

ことができます。成
せいせ き は っ ぴ ょ う び い ぜ ん

績発表日以前に成
せいせき

績を知
し

らせることはできません。また、学
がくせい

生が教
きょういん

員に

直
ちょくせつ

接問
と

い合
あ

わせることは認
みと

められていません。

◦‌「卒
そつぎょう

業見
み

込
こみ

証
しょうめいしょ

明書」はＡ棟
とう

1 階
かい

およびAPUライブラリー 1 階
かい

の自
じ ど う

動証
しょうめいしょ

明書発
はっこう

行機
き

から

発
はっこう

行できます。各
かく

セメスター末
まつ

には、卒
そ つ ぎ ょ う み こ

業見込み証
しょうめいしょ

明書が発
はっこう

行できない期
き か ん

間があります。

詳
しょうさい

細はキャンパスターミナルまたはアカデミック・オフィスホームページでお知
し

らせします。

◦ 各
かくしゅ

種証
しょうめいしょ

明書の申
しんせい

請方
ほうほう

法、学
が く い

位授
じ ゅ よ

与式
しき

当
とうじつ

日の証
しょうめいしょ

明書の申
しんせい

請と受
う

け取
と

りについては、スチューデント・

オフィスホームページを確
かくにん

認してください。

◦ 判
はんてい

定時
じ き

期以
い こ う

降、卒
そつぎょう

業まで毎
まい

セメスター卒
そつぎょうみこみはんてい

業見込判定を行
おこな

います。

4.2.4 成
せいせき

績発
はっぴょう

表

＜復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学により適
てきよう

用カリキュラムが2006年
ね ん ど

度から2011年
ね ん ど

度に変
へんこう

更になった学
がくせい

生＞

入
にゅ う が く じ き

学時期 判
は ん て い じ き

定時期 判
はんていきじゅん

定基準 備
び こ う

考

通
つうじょう

常
学
がくせい

生

春
はる

（ 4 月
がつ

）

第
だい

6 セメスター
終
しゅうりょうじ

了時
以
い こ う

降、各
かく

セメスター
終
しゅうりょうじ

了時

80単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得

64単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得の場
ば あ い

合は、アカ
デミック・オフィスへの申

しんせい

請に
より、卒

そつぎょうみこみ

業見込判
はんてい

定を受
う

けるこ
とができます。

秋
あき

（ 9 月
がつ

）

第
だい

5 セメスター
終
しゅうりょうじ

了時
以
い こ う

降、各
かく

セメスター
終
しゅうりょうじ

了時

66単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得

44単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得の場
ば あ い

合は、アカ
デミック・オフィスへの申

しんせい

請に
より、卒

そつぎょうみこみ

業見込判
はんてい

定を受
う

けるこ
とができます。
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成せい
せ
き績
発はっ
ぴ
ょ
う表
／
成せい
せ
き績
に
関かん
す
る
問と
い
合あ
わ
せ

　事
じぜ ん し ん せ い

前申請を行
おこな

った学
がくせい

生に対
たい

し、成
せいせきはっぴょうび

績発表日の後
あと

の定
さだ

められた期
き か ん

間に成
せい せ き つ う ち し ょ

績通知書を配
は い ふ

布します。

成
せいせき

績証
しょうめい

明書
しょ

（証
しょうめ い し ょ じ ど う は っ こ う き

明書自動発行機で発
はっ こ う か の う

行可能）と成
せい せ き つ う ち し ょ

績通知書は記
きさ い な い よ う

載内容が異
こと

なる場
ば あ い

合があります。

詳
しょうさい

細は以
い

下
か

を確
かくにん

認してください。

成
せ い せ き ひ ょ う か

績評価 成
せいせきしょうめいしょ

績証明書 成
せ い せ き つ う ち し ょ

績通知書

Ｆ以
い が い

外の評
ひょうか

価
記
き さ い

載します。
※修

しゅうとく

得した成
せいせき

績の取
と

り消
け

しはできません。

記
き さ い

載します。
※修

しゅうとく

得した成
せいせき

績の取
と

り消
け

しはできません。

Ｆの評
ひょうか

価 記
き さ い

載します。 記
き さ い

載します。

成
せ い せ き ひ ょ う か

績評価 成
せいせきしょうめいしょ

績証明書 成
せ い せ き つ う ち し ょ

績通知書

Ｆ以
い が い

外の評
ひょうか

価
記
き さ い

載します。
※修

しゅうとく

得した成
せいせき

績の取
と

り消
け

しはできません。

記
き さ い

載します。
※修

しゅうとく

得した成
せいせき

績の取
と

り消
け

しはできません。

Ｆの評
ひょうか

価 記
き さ い

載しません。
当
とうがい

該セメスターのＦ評
ひょうか

価のみ記
き さ い

載し
ます。

＜2017年
ねん

度
ど

および2011年
ねん

度
ど

カリキュラム＞

＜復
ふくがく

学・再
さいにゅうがく

入学により適
てきよう

用カリキュラムが2006年
ねん

度
ど

から2011年
ねん

度
ど

に変
へんこう

更になった学
がくせい

生＞

　以
い か

下の場
ば あ い

合に限
かぎ

り、定
さだ

められた期
き か ん

間に成
せいせき

績に関
かん

する問
と

い合
あ

わせを受
う

け付
つ

けます。

・履
り し ゅ う か も く

修科目の登
とうろく

録をしているのに成
せいせき

績がのっていない

・登
とうろく

録されていない科
か も く

目の成
せいせき

績がのっている

・成
せい せ き つ う ち し ょ

績通知書にエラーがある場
ば あ い

合

・その他
ほか

、成
せいせき

績が明
あき

らかに間
ま ち が

違っていると考
かんが

えられる場
ば あ い

合

　成
せいせきひょうかないよう

績評価内容に対
たい

する問
と

い合
あ

わせには応
おう

じません。ただし、成
せいせきひょうか

績評価の内
ないよう

容が明
あき

らかに

間
ま ち が

違っていると具
ぐ た い て き じ じ つ

体的事実に基
もと

づき立
りっしょう

証している場
ば あ い

合、成
せいせきひょうか

績評価の内
ないよう

容に関
かん

する問
と

い合
あ

わせ

を受
う

けつけます。シラバスおよび成
せいせきこうひょう

績講評にある成
せいせきひょうか

績評価基
き

準
じゅん

に基
もと

づき、成
せいせきひょうか

績評価に対
たい

する

具
ぐ

体
たい

的
てき

な問
と

い合
あ

わせの根
こんきょ

拠を所
しょてい

定の問
と

い合
あ

わせ用
よ う し

紙に明
め い じ

示してください。具
ぐ た い て き

体的に立
りっしょう

証され

ていない場
ば あ い

合は問
と

い合
あ

わせを受
う

け付
つ

けません。詳
しょうさい

細な注
ち ゅ う い じ こ う

意事項はアカデミック・オフィスウェ

ブサイトを確
かくにん

認してください。

　成
せいせき

績問
と

い合
あ

わせ用
よ う し

紙は、アカデミック・オフィスウェブサイトから最
さいしん

新のものをダウンロー

ドしてください。

◦成
せいせきこうひょう

績講評へのアクセス方
ほうほう

法

‌　成
せいせきこうひょう

績講評は、下
か き

記URLで閲
えつらん

覧できます。

 URL :  http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0028.html

　その他
た

、試
し け ん

験・成
せいせき

績に関
かん

する情
じょうほう

報は、アカデミック・オフィスウェブサイトを確
かくにん

認してください。

4.2.5 成
せ い せ き

績に関
か ん

する問
と

い合
あ

わせ
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し
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う
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目

5. 1 演
え ん し ゅ う か も く

習科目

　APUでは、下
か き

記の演
えんしゅうかもく

習科目を開
かいこう

講しています。

　各
かく

演
えんしゅうかもく

習科目は、原
げんそく

則として該
がいとう

当の回
かいせい

生しか履
りしゅう

修できません。「基
き そ え ん し ゅ う

礎演習（調
ちょうさけんきゅうほう

査研究法）」は、

3 回
かい

生
せい

でも履
りしゅう

修できますが、 3 ･ 4 回
かいせい

生での専
せん も ん か も く

門科目を受
じゅこう

講するための基
き そ

礎を確
かくりつ

立するためのも

のであるため、 2 回
かい

生
せい

での受
じゅこう

講を強
つよ

く勧
すす

めます。また、APSの「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究Ⅰ（卒
そつぎょう

業研
けん

究
きゅう

）・卒
そつぎょう

業

研
けんきゅう

究Ⅱ（卒
そつぎょうろんぶん

業論文）」およびAPMの「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究・卒
そつぎょうろんぶん

業論文」は 4 回
かい

生
せい

以
い

上
じょう

で履
り し ゅ う か の う

修可能です。なお、

早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム登
とうろく

録学
がくせい

生の 3 回
かい

生
せい

・4 回
かい

生
せい

演
えんしゅうかもく

習科目の履
りしゅう

修は、163ページを確
かくにん

認してください。

回
かいせい

生
科
かも く め い

目名（単
た ん い す う

位数） 申
しんせい

請・履
りしゅう

修登
とうろく

録
・単

た ん い

位取
しゅとく

得アジア太
たいへいよ う が く ぶ

平洋学部（APS） 国
こ く さ い け い え い が く ぶ

際経営学部（APM）

１

＜春
はる

入
にゅう

学
がくしゃ

者対
たいしょう

象＞
春
はる

セメスター： 「スタディスキル・アカデミックライティング」⑵
秋
あき

セメスター： 「多
たぶんかき ょ う ど う

文化協働ワークショップ」⑵

大
だいがく

学が登
とうろく

録

＜秋
あき

入
にゅう

学
がくしゃ

者対
たいしょう

象＞
秋
あき

セメスター： 「スタディスキル・アカデミックライティング」⑵
　　　　　　 「多

たぶんかき ょ う ど う

文化協働ワークショップ」⑵
春
はる

セメスター：なし

大
だいがく

学が登
とうろく

録

2

（日
に ほ ん ご か い こ う

本語開講）
春
はる

セメスター： ‌‌「 調
ちょうさ

査研
けんきゅうにゅうもん

究入門（調
ちょうさ

査・研
けん

究
きゅうにゅうもん

入門）」‌⑵
秋
あき

セメスター：‌ 「基
きそ え ん し ゅ う

礎演習（調
ちょうさけんきゅうほう

査研究法）
（環

かんきょう

境・開
かいはつ

発／観
かんこう

光学
がく

／
国
こくさい

際関
かんけい

係／文
ぶん

化
か

・社
しゃかい

会・メデ
ィア）」⑵

学
がくせい

生が履
りしゅうとうろく

修登録
（英

えいご か い こ う

語開講）
春
はる

セメスター：‌ 「基
きそ え ん し ゅ う

礎演習（調
ちょうさけんきゅうほう

査研究法）
（環

かんきょう

境・開
かいはつ

発／観
かんこう

光学
がく

／
国
こくさい

際関
かんけい

係／文
ぶん

化
か

・社
しゃかい

会・メデ
ィア）」⑵

秋
あき

セメスター：‌‌ 「調
ちょうさ

査研
けんきゅうにゅうもん

究入門（調
ちょうさ

査・研
けん

究
きゅうにゅうもん

入門）」‌⑵

３
春
はる

セメスター： 「専
せんもんえんしゅう

門演習Ⅰ」⑵
秋
あき

セメスター： 「専
せんもんえんしゅう

門演習Ⅱ」⑵
事
じぜん し ん せ い

前申請に基
もと

づき、
大
だいがく

学が登
とうろく

録

４

7セメスター： 「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅰ（卒
そつぎょうけんきゅう

業研究）」⑵ 7セメスター： 「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究」⑵
事
じぜん し ん せ い

前申請に基
もと

づき、
大
だいがく

学が登
とうろく

録

8セメスター： 「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ（卒
そつぎょうろんぶん

業論文）」⑷ 8セメスター： 「卒
そつぎょうろんぶん

業論文」⑷

「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅰ」または
「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究」が「P」
評
ひょう

価
か

の場
ば あ い

合に大
だいがく

学
が登

とうろく

録

5.1.1 演
えんしゅうかもく

習科目一
いちらん

覧
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演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目（
１
回

か
い
せ
い
え
ん
し
ゅ
う

生
演
習
）

　APUでは、 1 回
か い せ い じ

生時から、演
えんしゅうかもく

習科目「スタディスキル・アカデミックライティング」と

「多
た

文
ぶん

化
かきょうどう

協働ワークショップ」を設
せ っ ち

置しています。この科
か も く

目は、新
しんにゅうせい

入生が今
こ ん ご

後APUで学
がくしゅう

習を進
すす

めるために必
ひつよう

要な基
き

礎
そ

知
ち

識
しき

や手
しゅほう

法を、講
こう

義
ぎ

およびワークショップを通
つう

じて身
み

につける科
か も く

目です。

詳
しょうさい

細は以
い か

下の通
とお

りです。

5.1.2 1回
かいせいえんしゅうかもく

生演習科目

目
もく

　的
てき

‌　APUでは、問
もんだい

題を自
みずか

ら発
はっけん

見して解
かいけつ

決していくという主
しゅたいてき

体的・能
のうどうてき

動的・自
じ こ し ゅ ど う て き

己主導的な学
まな

び方
かた

が求
もと

められます。本
ほ ん か も く

科目では、そうした学
まな

び方
かた

の前
ぜんてい

提となる学
がくしゅうぎほう

習技法（スタディスキル）お

よび学
がくしゅうたいど

習態度の獲
かくとく

得を目
め ざ

指します。

授
じゅぎょう

業方
ほ う ほ う

法

　授
じゅぎょう

業は教
きょういん

員によるクラス全
ぜんたい

体への講
こ う ぎ

義と小
しょう

クラスに分
わ

かれて行
おこな

われるワークショップで

構
こうせい

成されます。ワークショップはティーチングアシスタント（TA）によってファシリテート

され、教
きょういん

員は小
しょう

クラスを巡
じゅんかい

回しながら必
ひつよう

要に応
おう

じてアドバイスやサポートを行
おこな

います。小
しょう

ク

ラスは更
さら

に 2 つのグループに分
わ

けられます。各
かく

グループはセメスターを通
つう

じて各
か く が く ぶ

学部の学
まな

び

に関
かか

わるテーマについて共
とも

に学
がくしゅう

習し、最
さいしゅうてき

終的には各
かく

グループメンバーがそのテーマについて

レポートの執
しっぴつ

筆およびプレゼンテーション（口
こうとう

頭発
はっぴょう

表）を行
おこな

います。

スタディスキル・アカデミックライティング

目
もく

　的
てき

　文
ぶん か て き は い け い

化的背景の異
こと

なる学
がくせい

生同
どう

士
し

が協
きょうりょく

力して作
さぎょう

業を行
おこな

うのはAPUにおいては日
にちじょうてき

常的なことであり、
今
こんにち

日のグローバル化
か し ゃ か い

社会においても当
あ

たり前
まえ

のこととなっています。本
ほ ん か も く

科目では、そうした
場
ば め ん

面で必
ひつよう

要となる基
き ほ ん て き

本的なスキルや態
た い ど

度の獲
かくとく

得を目
め ざ

指します。

授
じゅぎょう

業方
ほ う ほ う

法

　授
じゅぎょう

業は、教
きょういん

員によって行
おこな

われる講
こ う ぎ

義とティーチングアシスタント（TA）によってファシリ

テートされるワークショップの組
く

み合
あ

わせを基
き ほ ん

本とします。原
げんそく

則として、講
こ う ぎ

義は日
に ち え い げ ん ご き

英言語基

準
じゅんべつ

別に大
だいきょうしつ

教室で行
おこな

われ、ワークショップは日
にちえ い げ ん ご き じ ゅ ん こ ん ご う

英言語基準混合の小
しょう

クラスに分
わ

かれてそれぞれ

小
しょうきょうしつ

教室で行
おこな

われます。小
しょう

クラスは更
さら

に日
にちえ い げ ん ご き じ ゅ ん こ ん ご う

英言語基準混合の少
しょうにんずう

人数グループに分
わ

かれ、セメス

ターを通
つう

じてグループプロジェクトを行
おこな

います。グループプロジェクトでは、APU生
せい

がAPU

で身
み

につけるスキル、能
のうりょく

力を高
たか

めるようなセッションを企
き か く

画、および実
じっこう

行し、最
さいしゅうてき

終的にはそ

のプロジェクトについてプレゼンテーション大
たい

会
かい

で発
はっぴょう

表を行
おこな

います。

多
た ぶ ん か き ょ う ど う

文化協働ワークショップ
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Off-campus Study Program

演え
ん
し
ゅ
う習

科か
も
く目

■‌

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目（
１
回

か
い
せ
い
え
ん
し
ゅ
う

生
演
習
）

　APUでは、 1 回
か い せ い じ

生時から、演
えんしゅうかもく

習科目「スタディスキル・アカデミックライティング」と

「多
た

文
ぶん

化
かきょうどう

協働ワークショップ」を設
せ っ ち

置しています。この科
か も く

目は、新
しんにゅうせい

入生が今
こ ん ご

後APUで学
がくしゅう

習を進
すす

めるために必
ひつよう

要な基
き

礎
そ

知
ち

識
しき

や手
しゅほう

法を、講
こう

義
ぎ

およびワークショップを通
つう

じて身
み

につける科
か も く

目です。

詳
しょうさい

細は以
い か

下の通
とお

りです。

5.1.2 1回
かいせいえんしゅうかもく

生演習科目

目
もく

　的
てき

‌　APUでは、問
もんだい

題を自
みずか

ら発
はっけん

見して解
かいけつ

決していくという主
しゅたいてき

体的・能
のうどうてき

動的・自
じ こ し ゅ ど う て き

己主導的な学
まな

び方
かた

が求
もと

められます。本
ほ ん か も く

科目では、そうした学
まな

び方
かた

の前
ぜんてい

提となる学
がくしゅうぎほう

習技法（スタディスキル）お

よび学
がくしゅうたいど

習態度の獲
かくとく

得を目
め ざ

指します。

授
じゅぎょう

業方
ほ う ほ う

法

　授
じゅぎょう

業は教
きょういん

員によるクラス全
ぜんたい

体への講
こ う ぎ

義と小
しょう

クラスに分
わ

かれて行
おこな

われるワークショップで

構
こうせい

成されます。ワークショップはティーチングアシスタント（TA）によってファシリテート

され、教
きょういん

員は小
しょう

クラスを巡
じゅんかい

回しながら必
ひつよう

要に応
おう

じてアドバイスやサポートを行
おこな

います。小
しょう

ク

ラスは更
さら

に 2 つのグループに分
わ

けられます。各
かく

グループはセメスターを通
つう

じて各
か く が く ぶ

学部の学
まな

び

に関
かか

わるテーマについて共
とも

に学
がくしゅう

習し、最
さいしゅうてき

終的には各
かく

グループメンバーがそのテーマについて

レポートの執
しっぴつ

筆およびプレゼンテーション（口
こうとう

頭発
はっぴょう

表）を行
おこな

います。

スタディスキル・アカデミックライティング

目
もく

　的
てき

　文
ぶん か て き は い け い

化的背景の異
こと

なる学
がくせい

生同
どう

士
し

が協
きょうりょく

力して作
さぎょう

業を行
おこな

うのはAPUにおいては日
にちじょうてき

常的なことであり、
今
こんにち

日のグローバル化
か し ゃ か い

社会においても当
あ

たり前
まえ

のこととなっています。本
ほ ん か も く

科目では、そうした
場
ば め ん

面で必
ひつよう

要となる基
き ほ ん て き

本的なスキルや態
た い ど

度の獲
かくとく

得を目
め ざ

指します。

授
じゅぎょう

業方
ほ う ほ う

法

　授
じゅぎょう

業は、教
きょういん

員によって行
おこな

われる講
こ う ぎ

義とティーチングアシスタント（TA）によってファシリ

テートされるワークショップの組
く

み合
あ

わせを基
き ほ ん

本とします。原
げんそく

則として、講
こ う ぎ

義は日
に ち え い げ ん ご き

英言語基

準
じゅんべつ

別に大
だいきょうしつ

教室で行
おこな

われ、ワークショップは日
にちえ い げ ん ご き じ ゅ ん こ ん ご う

英言語基準混合の小
しょう

クラスに分
わ

かれてそれぞれ

小
しょうきょうしつ

教室で行
おこな

われます。小
しょう

クラスは更
さら

に日
にちえ い げ ん ご き じ ゅ ん こ ん ご う

英言語基準混合の少
しょうにんずう

人数グループに分
わ

かれ、セメス

ターを通
つう

じてグループプロジェクトを行
おこな

います。グループプロジェクトでは、APU生
せい

がAPU

で身
み

につけるスキル、能
のうりょく

力を高
たか

めるようなセッションを企
き か く

画、および実
じっこう

行し、最
さいしゅうてき

終的にはそ

のプロジェクトについてプレゼンテーション大
たい

会
かい

で発
はっぴょう

表を行
おこな

います。

多
た ぶ ん か き ょ う ど う

文化協働ワークショップ
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ゅ
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■‌

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目（
１
・
２
・
３
回
か
い
せ
い
え
ん
し
ゅ
う

生
演
習
）

春
はる

セメスター（１回
か い せ い じ

生時） 秋
あき

セメスター（１回
か い せ い じ

生時）

春
はるにゅうがくしゃ

入学者 「スタディスキル・アカデミックライティング」「多
たぶ ん か き ょ う ど う

文化協働ワークショップ」

秋
あきにゅうがくしゃ

入学者
「スタディスキル・アカデミックライティング」

「多
たぶ ん か き ょ う ど う

文化協働ワークショップ」

  1 回
かいせいえんしゅうかもく

生演習科目は、 1 回
かいせいぜんいん

生全員が履
りしゅう

修します。履
りしゅう

修するクラスは、履
り

修
しゅう

科
か

目
もく

登
とうろく

録期
き か ん

間までに

発
はっぴょう

表します。

◦開
かいこうけいたい

講形態：講
こ う ぎ

義とワークショップとの組
く

み合
あ

わせで開
かいこう

講します。

◦クラス指
し て い

定：大
だいがく

学が各
かくがくせい

学生のクラスを指
し て い

定します。

◦授
じゅぎょうげんご

業言語：「スタディスキル・アカデミックライティング」は言
げん

語
ご

基
き

準
じゅんべつ

別、

 　　　　　 「多
たぶ ん か き ょ う ど う

文化協働ワークショップ」は言
げんご き じ ゅ ん こ ん ご う

語基準混合のクラスとなります。

◦成
せいせき

績評
ひょうか

価：通
つうじょう

常評
ひょうか

価（Ａ＋、Ａ、B、Ｃ/Ｆ）

◦その他
た

：１クラスに教
きょう

員
いん

とティーチング・アシスタント（TA）が配
はい

置
ち

されます。

1回
か い せ い え ん し ゅ う か も く

生演習科目の履
り し ゅ う

修について

　APSでは、 2 回
かいせいえんしゅうかもく

生演習科目として「調
ちょうさ

査研
けんきゅうにゅうもん

究入門（調
ちょうさ

査・研
けんきゅう

究入
にゅうもん

門）」および「基
き そ え ん し ゅ う

礎演習

（調
ちょう

査
さ

研
けんきゅうほう

究法）」が開
かいこう

講されています。「調
ちょうさ

査研
けんきゅうにゅうもん

究入門（調
ちょうさ

査・研
けんきゅう

究入
にゅうもん

門）」では、社
し ゃ か い か が く ぶ ん や

会科学分野

での調
ちょうさ

査・研
けんきゅう

究を学
まな

ぶとともに、基
き そ て き

礎的な調
ちょうさ

査・分
ぶんせき

析、レポートの執
しっぴつ

筆、プレゼンテーショ

ンを行
おこな

います。「基
き そ え ん し ゅ う

礎演習（調
ちょう

査
さ

研
けんきゅうほう

究法）」は、「調
ちょうさ

査研
けんきゅうにゅうもん

究入門（調
ちょうさ

査・研
けんきゅう

究入
にゅうもん

門）」において

培
つちか

った能
のうりょく

力を専
せ ん も ん ぶ ん や べ つ

門分野別に深
し ん か

化させ、 3 回
かいせいえんしゅう

生演習に繋
つな

げる役
やくわり

割を担
にな

います。そのため 4 セ

メスター目
め

での履
りしゅう

修が望
のぞ

ましく、前
ぜ ん て い か も く

提科目として「調
ちょうさ

査研
けんきゅうにゅうもん

究入門（調
ちょうさ

査・研
けんきゅう

究入
にゅうもん

門）」を履
りしゅう

修

しておくことが望
のぞ

まれます。 4 つの学
がくしゅうぶんやべつ

修分野別に開
かいせつ

設され、日
に ほ ん ご

本語は秋
あき

セメスター、英
え い ご

語

は春
はる

セメスターに開
かいこう

講されます。学
がくしゅうぶんや

修分野によって、文
ぶんけんこうどく

献講読中
ちゅうしん

心、フィールドワーク中
ちゅうしん

心、

実
じっしゅうちゅうしん

習中心など、重
じゅうてん

点教
きょういく

育分
ぶ ん や

野は異
こと

なるので、詳
しょうさい

細については、シラバスを確
かくにん

認してください。

※（‌‌）内
ない

の科
かもくめいしょう

目名称は2011年
ね ん ど

度カリキュラムAPS学
がくせい

生向
む

け科
かもくめいしょう

目名称

5.1.3 2 回
かいせいえんしゅうかもく

生演習科目（APSのみ）

　大
だいがくいんしんがく

学院進学や日
にほ ん こ く な い

本国内での就
しゅうしょく

職を考
かんが

えている学
がくせい

生は、少
しょうにんずう

人数クラスで提
ていきょう

供される 3 回
かいせい

生演
えんしゅう

習（ゼ

ミ）を履
りしゅう

修することを勧
すす

めます。春
はる

セメスターは 6 月
がつ

、秋
あき

セメスターは12月
がつ

が申
しんせい

請期
き

間
かん

です。

事
じ

前
ぜん

にガイダンスが実
じ っ し

施されます。詳
しょうさい

細は、162ページを確
かくにん

認してください。

5.1.4 3 回
かいせいえんしゅうかもく

生演習科目
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演え
ん
し
ゅ
う習
科か
も
く目

■‌

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目（
３
回

か
い
せ
い
え
ん
し
ゅ
う

生
演
習
）

APS 「専
せ ん も ん

門演
え ん し ゅ う

習Ⅰ・Ⅱ」
　APS専

せんもん

門演
えんしゅう

習の主
おも

な目
もくひょう

標は、アジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域のある特
とくてい

定の経
けいざい

済社
しゃかいもんだい

会問題をその背
はいけい

景、問
もん

題
だい

の構
こう

造
ぞう

も含
ふく

め、調
ちょうさ

査やディスカッションを通
つう

じて学
がくじゅつ

術的
てき

理
り

解
かい

を深
ふか

めることです。 また、ある

テーマについての学
がくじゅつろんぶん

術論文を執
しっぴつ

筆する訓
くんれん

練にもなります。主
おも

な分
ぶ ん や

野としては、「環
かんきょう

境・開
かい

発
はつ

」

「観
かんこうがく

光学」「国
こくさいかんけい

際関係」「文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア」等
など

があります。 3 回
かいせい

生までに修
しゅう

得
とく

した基
き そ

礎的
てき

な調
ちょう

査
さ

技
ぎ

法
ほう

を基
もと

に、 3 回
かいせいえんしゅう

生演習ではより発
はってん

展させた技
ぎ

法
ほう

を修
しゅう

得
とく

します。 また、文
ぶんけんぶんせき

献分析の過
か

程
てい

について、より理
り

解
かい

を深
ふか

めることができます。さらに、国
こくないがい

内外でアンケートやインタビュー、

フィールドワークを行
おこな

うこともあります。

APM 「専
せ ん も ん

門演
え ん し ゅ う

習Ⅰ・Ⅱ」

　APM専
せんもんえんしゅう

門演習の受
じゅこう

講は、ビジネスや経
けいざい

済の重
じゅうよう

要なトピックについて、グローバルな視
し

点
てん

か

らより深
ふか

く学
まな

ぶ機
き

会
かい

となります。APM専
せんもんえんしゅう

門演習では、研
けんきゅう

究、議
ぎ ろ ん

論や協
きょうどうさぎょう

働作業を通
つう

じて、専
せんもん

門

的
てき

な知
ち

識
しき

や技
ぎ

能
のう

を修
しゅうとく

得します。その学
がくしゅうかんきょう

習環境は、少
しょうにんずうじゅぎょう

人数授業と担
たんとうきょういん

当教員による親
し ん み

身な研
けんきゅう

究指
し

導
どう

です。卒
そつぎょうろんぶん

業論文を執
しっぴつ

筆しようと考
かんが

えているならば、 3 回
かいせい

生から専
せんもんえんしゅう

門演習を受
じゅこう

講しておくこと

を強
つよ

く勧
すす

めます。

サブゼミ（2つめの3回
か い せ い え ん し ゅ う か も く

生演習科目）とは

　通
つうじょう

常、学
がくせい

生は1セメスターにつき1つの演
えんしゅうかもく

習科目を履
りしゅう

修します。しかし各
か く じ

自の専
せんもん

門分
ぶ ん や

野に

ついて更
さら

に深
ふか

く学
がくしゅう

習する意
い よ く

欲のある学
がくせい

生については、1セメスターにつき 2 つのクラスで

演
えんしゅうかもく

習科目を受
じゅこう

講することを、一
いってい

定の条
じょうけん

件を付
つ

けて許
き ょ か

可することがあります。

申
し ん せ い じ ょ う け ん

請条件
  2 つめの演

えんしゅうかもく

習科目（サブゼミ）の受
じゅこう

講にあたっては以
い か

下の条
じょうけん

件があります。サブゼミは、

他
た

学
がく

部
ぶ

のゼミでも申
しんせい

請できます。他
た

学
がく

部
ぶ

で開
かいこう

講されるゼミを履
りしゅう

修し、修
しゅうとく

得した単
た ん い す う

位数は他
た

学
がく

部
ぶ

科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

に集
しゅうけい

計されます。

・‌最
さいしょ

初に申
しんせい

請を行
おこな

った演
えんしゅうかもく

習科目（メインゼミ）の担
たんとうきょういん

当教員が、 2 つめの演
えんしゅうかもく

習科目（サブゼミ）

の受
じゅこう

講を了
りょうしょう

承し、かつ、サブゼミの担
たんとうきょういん

当教員が受
じゅこう

講を許
き ょ か

可すること。（ただし、ゼミクラス

の定
ていいん

員に空
あ

きがあること。）

・‌メインゼミとサブゼミの時
じ か ん わ り

間割が重
ちょうふく

複しないこと。時
じかんわりはっぴょう

間割発表の時
じ て ん

点で時
じかんわりちょうふく

間割重複が明
あき

ら

かになった場
ば あ い

合は、サブゼミの受
じゅこう

講は自
じ ど う て き

動的に取
と

り消
け

されます。

・‌メインゼミ申
し ん せ い き か ん

請期間に演
えんしゅうかもく

習科目の申
しんせい

請を行
おこな

っていない学
がくせい

生や不
ふ き ょ か

許可になった学
がくせい

生は、サブ

ゼミの申
しんせい

請をすることはできません（サブゼミのみの申
しんせい

請はできません）。

成
せ い せ き ひ ょ う か

績評価

  通
つうじょうひょうか

常評価（A+、A、B、C‌/‌F）
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演え
ん
し
ゅ
う習

科か
も
く目

■‌

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目（
３
回

か
い
せ
い
え
ん
し
ゅ
う

生
演
習
）

APS 「専
せ ん も ん

門演
え ん し ゅ う

習Ⅰ・Ⅱ」
　APS専

せんもん

門演
えんしゅう

習の主
おも

な目
もくひょう

標は、アジア太
たいへいよう

平洋地
ち い き

域のある特
とくてい

定の経
けいざい

済社
しゃかいもんだい

会問題をその背
はいけい

景、問
もん

題
だい

の構
こう

造
ぞう

も含
ふく

め、調
ちょうさ

査やディスカッションを通
つう

じて学
がくじゅつ

術的
てき

理
り

解
かい

を深
ふか

めることです。 また、ある

テーマについての学
がくじゅつろんぶん

術論文を執
しっぴつ

筆する訓
くんれん

練にもなります。主
おも

な分
ぶ ん や

野としては、「環
かんきょう

境・開
かい

発
はつ

」

「観
かんこうがく

光学」「国
こくさいかんけい

際関係」「文
ぶ ん か

化・社
しゃかい

会・メディア」等
など

があります。 3 回
かいせい

生までに修
しゅう

得
とく

した基
き そ

礎的
てき

な調
ちょう

査
さ

技
ぎ

法
ほう

を基
もと

に、 3 回
かいせいえんしゅう

生演習ではより発
はってん

展させた技
ぎ

法
ほう

を修
しゅう

得
とく

します。 また、文
ぶんけんぶんせき

献分析の過
か

程
てい

について、より理
り

解
かい

を深
ふか

めることができます。さらに、国
こくないがい

内外でアンケートやインタビュー、

フィールドワークを行
おこな

うこともあります。

APM 「専
せ ん も ん

門演
え ん し ゅ う

習Ⅰ・Ⅱ」

　APM専
せんもんえんしゅう

門演習の受
じゅこう

講は、ビジネスや経
けいざい

済の重
じゅうよう

要なトピックについて、グローバルな視
し

点
てん

か

らより深
ふか

く学
まな

ぶ機
き

会
かい

となります。APM専
せんもんえんしゅう

門演習では、研
けんきゅう

究、議
ぎ ろ ん

論や協
きょうどうさぎょう

働作業を通
つう

じて、専
せんもん

門

的
てき

な知
ち

識
しき

や技
ぎ

能
のう

を修
しゅうとく

得します。その学
がくしゅうかんきょう

習環境は、少
しょうにんずうじゅぎょう

人数授業と担
たんとうきょういん

当教員による親
し ん み

身な研
けんきゅう

究指
し

導
どう

です。卒
そつぎょうろんぶん

業論文を執
しっぴつ

筆しようと考
かんが

えているならば、 3 回
かいせい

生から専
せんもんえんしゅう

門演習を受
じゅこう

講しておくこと

を強
つよ

く勧
すす

めます。

サブゼミ（2つめの3回
か い せ い え ん し ゅ う か も く

生演習科目）とは

　通
つうじょう

常、学
がくせい

生は1セメスターにつき1つの演
えんしゅうかもく

習科目を履
りしゅう

修します。しかし各
か く じ

自の専
せんもん

門分
ぶ ん や

野に

ついて更
さら

に深
ふか

く学
がくしゅう

習する意
い よ く

欲のある学
がくせい

生については、1セメスターにつき 2 つのクラスで

演
えんしゅうかもく

習科目を受
じゅこう

講することを、一
いってい

定の条
じょうけん

件を付
つ

けて許
き ょ か

可することがあります。

申
し ん せ い じ ょ う け ん

請条件
  2 つめの演

えんしゅうかもく

習科目（サブゼミ）の受
じゅこう

講にあたっては以
い か

下の条
じょうけん

件があります。サブゼミは、

他
た

学
がく

部
ぶ

のゼミでも申
しんせい

請できます。他
た

学
がく

部
ぶ

で開
かいこう

講されるゼミを履
りしゅう

修し、修
しゅうとく

得した単
た ん い す う

位数は他
た

学
がく

部
ぶ

科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

に集
しゅうけい

計されます。

・‌最
さいしょ

初に申
しんせい

請を行
おこな

った演
えんしゅうかもく

習科目（メインゼミ）の担
たんとうきょういん

当教員が、 2 つめの演
えんしゅうかもく

習科目（サブゼミ）

の受
じゅこう

講を了
りょうしょう

承し、かつ、サブゼミの担
たんとうきょういん

当教員が受
じゅこう

講を許
き ょ か

可すること。（ただし、ゼミクラス

の定
ていいん

員に空
あ

きがあること。）

・‌メインゼミとサブゼミの時
じ か ん わ り

間割が重
ちょうふく

複しないこと。時
じかんわりはっぴょう

間割発表の時
じ て ん

点で時
じかんわりちょうふく

間割重複が明
あき

ら

かになった場
ば あ い

合は、サブゼミの受
じゅこう

講は自
じ ど う て き

動的に取
と

り消
け

されます。

・‌メインゼミ申
し ん せ い き か ん

請期間に演
えんしゅうかもく

習科目の申
しんせい

請を行
おこな

っていない学
がくせい

生や不
ふ き ょ か

許可になった学
がくせい

生は、サブ

ゼミの申
しんせい

請をすることはできません（サブゼミのみの申
しんせい

請はできません）。

成
せ い せ き ひ ょ う か

績評価

  通
つうじょうひょうか

常評価（A+、A、B、C‌/‌F）
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演えん
し
ゅ
う習
科かも
く目

■‌

４
回かい
せ
い
え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

生
演
習
科
目
／
３
・
４
回
か
い
せ
い
え
ん
し
ゅ
う

生
演
習
の
申しん
せ
い請

　 3 回
かいせい

生までに蓄
ちくせき

積した知
ち し き

識や技
ぎ ほ う

法を最
さいだい げ ん

大限に生
い

かし、 4 年
ねんかん

間の学
がくしゅう

習の集
しゅうたいせい

大成となる

卒
そつぎょうろんぶん

業論文を執
しっぴつ

筆するためのゼミが 4 回
かいせいえんしゅう

生演習です。学
がくせい

生自
じ し ん

身が、もっとも興
きょうみ

味・関
かんしん

心のある

テーマについて 1 年
ねんかん

間をかけて研
けんきゅう

究を行
おこな

い、後
こうはん

半セメスターで論
ろんぶん

文を完
かんせい

成させます。

　この科
か も く

目は、 4 回
かいせい

生の前
ぜんはん

半セメスターにAPSでは「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅰ（卒
そつぎょうけんきゅう

業研究）」 （ 2 単
た ん い

位）、

APMでは「卒
そつ

業
ぎょうけんきゅう

研究」 （ 2 単
た ん い

位）を履
りしゅう

修し、P（合
ごうかく

格）評
ひょうか

価を与
あた

えられた学
がくせい

生が、後
こうはん

半セメ

スターにAPSでは「卒
そつ

業
ぎょうけんきゅう

研究Ⅱ（卒
そつぎょうろんぶん

業論文）」（ 4 単
た ん い

位）、 APMでは「卒
そつぎょうろんぶん

業論文」（ 4 単
た ん い

位）

を履
りしゅう

修します。 「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅰ（卒
そつぎょうけんきゅう

業研究）」または 「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究」がF （不
ふ

合
ごうかく

格）評
ひょうか

価の場
ば あ い

合は

「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ（卒
そつぎょうろんぶん

業論文）」または 「卒
そつぎょうろんぶん

業論文」 を履
りしゅう

修 （卒
そつぎょうろんぶん

業論文の執
しっぴつ

筆・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物の作
さくせい

成）

することができません。履
りしゅう

修の申
しんせい

請時
じ き

期は 3 回
かいせい

生の後
こうはん

半セメスター時
じ

です。

成
せい せ き ひ ょ う か

績評価

  卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅰ（卒
そつぎょうけんきゅう

業研究）、卒
そつぎょうけんきゅう

業研究：P（合
ごうかく

格）もしくはF（不
ふ ご う か く

合格）

　卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ（卒
そつぎょうろんぶん

業論文）、卒
そつぎょうろんぶん

業論文：通
つうじょうひょうか

常評価（A+、A、B、C‌/‌F）

※（‌‌）内
ない

の科
かもくめいしょう

目名称は2011年
ね ん ど

度カリキュラムAPS学
がくせい

生向
む

け科
かもくめいしょう

目名称

5.1.5 4 回
かいせいえんしゅうかもく

生演習科目

・‌実
じっさい

際に履
りしゅう

修するセメスターのひとつ前
まえ

のセメスターで申
しんせい

請します。一
い ち ど

度、申
しんせい

請が許
き ょ か

可されると、

受
じゅ

講
こう

を取
と

り消
け

すことはできません。

・‌申
しんせい

請は自
じ が く ぶ

学部のゼミのみ可
か の う

能です。サブゼミを除
のぞ

き他
た

学
がく

部
ぶ

のゼミは受
じゅこう

講できません。

・‌3 回
かいせいえんしゅう

生演習（「専
せんもんえんしゅう

門演習Ⅰ・Ⅱ」、各
かく

2 単
た ん い

位）はセメスターごとに完
かんけつ

結します。一
い ち ど

度、履
りしゅう

修

が許
き ょ か

可されると、留
りゅうがく

学・休
きゅうがく

学の場
ば

合
あい

を除
のぞ

き、次
じ

セメスター以
い こ う

降も「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ」または

「卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文」科
か

目
もく

の単
たん

位
い

を修
しゅうとく

得するまで同
どういつ

一ゼミが継
けいぞく

続して履
りしゅうとうろく

修登録されます。ゼミのキャ

ンセル・変
へんこう

更については、162ページを確
かくにん

認してください。

・‌サブゼミは、セメスターごとに申
しんせい

請する必
ひつよう

要があります。自
じ ど う て き

動的には履
りしゅう

修登
とうろく

録されません

ので注
ちゅうい

意してください。

・‌4 回
かいせいえんしゅう

生演習は通
つ う ね ん か も く

年科目（ 1 年
ねんかん

間かけて履
りしゅう

修する科
か も く

目）です。「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅰ」（ 2 単
た ん い

位）また

は「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究」（ 2 単
た ん い

位）と「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ」（ 4 単
た ん い

位）または「卒
そつぎょうろんぶん

業論文」（ 4 単
た ん い

位）科
か も く

目は、

同
どういつ

一の教
きょういん

員ゼミを履
りしゅう

修します。

・‌4 回
かいせいえんしゅう

生演習は 4 回
かいせいいじょう

生以上で履
りしゅう

修できます。通
つうじょう

常は第
だい

7 ・ 8 セメスターで履
りしゅう

修しますが、第
だい

8 ・

9 セメスター（必
かなら

ず 1 年
ねんかん

間）などの組
く

み合
あ

わせでも履
りしゅう

修が可
か の う

能です。詳
くわ

しくはアカデミック・

オフィスに問
と

い合
あ

わせてください。

5.1.6 3・4 回
かい

生
せい

演
えんしゅう

習の申
しんせい

請と単
たん

位
い

申
し ん せ い

請時
じ き

期と履
り し ゅ う

修時
じ き

期
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演え
ん
し
ゅ
う習
科か
も
く目

■‌

３
・
４
回

か
い
せ
い
え
ん
し
ゅ
う

生
演
習
の
申し

ん
せ
い請

３回
かいせい

生

第
だい

４セメ 第
だい

５セメ 第
だい

６セメ

新
しん

規
き

申
しんせい

請

△

専
せんもんえんしゅう

門演習Ⅰ/Ⅱ

２単
た ん い

位

▲

継
けいぞく

続（自
じ

動
どう

登
とうろく

録）

▲

専
せんもんえんしゅう

門演習Ⅰ/Ⅱ

２単
た ん い

位

▲ 継
けいぞく

続

（自
じ

動
どう

登
とうろく

録）

▲

キャンセル 新
しん

規
き

申
しんせい

請

△ ▲

キャンセル

４回
かいせい

生

第
だい

６セメ 第
だい

７セメ 第
だい

８セメ

継
けいぞく

続

（自
じ

動
どう

登
とうろく

録）

▲ 卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅰ

（卒
そつぎょうけんきゅう

業研究）（APS）

卒
そつぎょうけんきゅう

業研究（APM）

２単
た ん い

位

▲ 合
ごうかく

格（自
じ

動
どう

登
とうろく

録）
（Ｐ評

ひょうか

価）

▲ 卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ

（卒
そつぎょうろんぶん

業論文）（APS）

卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文（APM）

４単
た ん い

位
新
しん

規
き

申
しんせい

請

△ ▲ 不
ふ

合
ごうかく

格（履
りしゅう

修登
とうろく

録不
ふ か

可）
（Ｆ評

ひょうか

価）

・‌‌早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム登
とうろくがくせい

録学生 ・ 交
こうかんりゅうがくちゅう

換留学中（または交
こうかんりゅうがくしゅうりょうご

換留学終了後）の学
がくせい

生は、 履
り し ゅ う じ き

修時期

が通
つうじょうがくせい

常学生と異
こと

なります。 詳
しょうさい

細は163ページを確
かく

認
にん

してください。

< 3 ・ 4 回
かいせいえんしゅう

生演習の申
しんせい

請時
じ き

期と履
りしゅう

修>

集
しゅ う け い ぶ ん や

計分野
  3 ・ 4 回

かい

生
せい

演
えんしゅう

習は、セメスターごとに成
せいせき

績が付
ふ よ

与されます。自
じ

学
がく

部
ぶ

で開
かいこう

講される 3・ 4 回
かい

生
せい

演
えんしゅう

習を履
りしゅう

修し、修
しゅうとく

得した単
たん

位
い

数
すう

は、専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

に集
しゅうけい

計されます。サブゼミとして他
た

学
がく

部
ぶ

で開
かいこう

講される 3 回
かい

生
せい

演
えんしゅう

習を履
りしゅう

修し、修
しゅうとく

得した単
たん

位
い

数
すう

は、他
た

学
がく

部
ぶ

科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

（自
じ ゆ う せ ん た く か も く

由選択科目
分
ぶ ん や

野）に集
しゅうけい

計されます。

学
が く い き

位記への分
ぶ ん や

野名
めいしょう

称記
き さ い

載
　（2017年

ね ん ど

度カリキュラム学
がくせい

生）
　国

こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部の各
かくがくしゅうぶんや

学修分野に配
は い ち

置された科
か も く

目から12単
た ん い い じ ょ う

位以上修
しゅうとく

得した場
ば あ い

合、履
りしゅう

修した当
とうがい

該
分
ぶ ん や

野の名
めいしょう

称が学
が く い き

位記へ記
き さ い

載されます。
　アジア太

たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部では、自
じ し ん

身の登
とうろく

録した学
がくしゅうぶんや

修分野の必
ひっしゅうかもく

修科目を 2 単
た ん い

位以
いじょう

上、および当
とうがい

該学
がく

修
しゅうぶんや

分野の専
せんもんきょういくかもく

門教育科目を28単
た ん い

位修
しゅうとく

得すると、当
とうがいがくしゅうぶんや

該学修分野の名
めいしょう

称が学
が く い き

位記に記
き さ い

載されます。
　国

こく さ い け い え い が く ぶ が く せ い

際経営学部学生、アジア太
たい へ い よ う が く ぶ が く せ い

平洋学部学生ともに、自
じ が く ぶ

学部のどの分
ぶ ん や

野の 3・4 回
かいせいえんしゅう

生演習を
履
りしゅう

修した場
ば あ い

合でも、全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野に単
た ん い

位がカウントされます。なお、国
こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部は４単
たん

位
い

ま
でが学

がくしゅうぶんや

修分野に含
ふく

まれますが、それ以
いじょう

上は学
がくしゅうぶんや

修分野に含
ふく

まれません。
　（2011年

ね ん ど

度カリキュラム学
がくせい

生）
　国

こくさ い け い え い が く ぶ が く せ い

際経営学部学生が各
かくがくしゅうぶんや

学修分野に配
は い ち

置された科
か も く

目、コア科
か も く

目、演
えんしゅうかもく

習科目から30単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得
した場

ば あ い

合、学
が く い き

位記に当
とう が い ぶ ん や

該分野名
めいしょう

称が記
き さ い

載されます（53ページ参
さんしょう

照）。
　どの分

ぶ ん や

野の 3・4 回
かいせいえんしゅうかもく

生演習科目を履
りしゅう

修した場
ば あ い

合でも、全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野に単
た ん い

位がカウントされます。
なお、アジア太

たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部については、演
えんしゅうかもく

習科目の単
た ん い

位はいずれの学
がくしゅうぶんや

修分野にもカウントされません。

3・4回
かい せ い え ん し ゅ う

生演習の集
しゅうけい

計分
ぶ ん

野
や
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演え
ん
し
ゅ
う習

科か
も
く目

■‌

３
・
４
回

か
い
せ
い
え
ん
し
ゅ
う

生
演
習
の
申し

ん
せ
い請

３回
かいせい

生

第
だい

４セメ 第
だい

５セメ 第
だい

６セメ

新
しん

規
き

申
しんせい

請

△

専
せんもんえんしゅう

門演習Ⅰ/Ⅱ

２単
た ん い

位

▲

継
けいぞく

続（自
じ

動
どう

登
とうろく

録）

▲

専
せんもんえんしゅう

門演習Ⅰ/Ⅱ

２単
た ん い

位

▲ 継
けいぞく

続

（自
じ

動
どう

登
とうろく

録）

▲

キャンセル 新
しん

規
き

申
しんせい

請

△ ▲

キャンセル

４回
かいせい

生

第
だい

６セメ 第
だい

７セメ 第
だい

８セメ

継
けいぞく

続

（自
じ

動
どう

登
とうろく

録）

▲ 卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅰ

（卒
そつぎょうけんきゅう

業研究）（APS）

卒
そつぎょうけんきゅう

業研究（APM）

２単
た ん い

位

▲ 合
ごうかく

格（自
じ

動
どう

登
とうろく

録）
（Ｐ評

ひょうか

価）

▲ 卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ

（卒
そつぎょうろんぶん

業論文）（APS）

卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文（APM）

４単
た ん い

位
新
しん

規
き

申
しんせい

請

△ ▲ 不
ふ

合
ごうかく

格（履
りしゅう

修登
とうろく

録不
ふ か

可）
（Ｆ評

ひょうか

価）

・‌‌早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム登
とうろくがくせい

録学生 ・ 交
こうかんりゅうがくちゅう

換留学中（または交
こうかんりゅうがくしゅうりょうご

換留学終了後）の学
がくせい

生は、 履
り し ゅ う じ き

修時期

が通
つうじょうがくせい

常学生と異
こと

なります。 詳
しょうさい

細は163ページを確
かく

認
にん

してください。

< 3 ・ 4 回
かいせいえんしゅう

生演習の申
しんせい

請時
じ き

期と履
りしゅう

修>

集
しゅ う け い ぶ ん や

計分野
  3 ・ 4 回

かい

生
せい

演
えんしゅう

習は、セメスターごとに成
せいせき

績が付
ふ よ

与されます。自
じ

学
がく

部
ぶ

で開
かいこう

講される 3・ 4 回
かい

生
せい

演
えんしゅう

習を履
りしゅう

修し、修
しゅうとく

得した単
たん

位
い

数
すう

は、専
せんもん

門教
きょういく

育科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

に集
しゅうけい

計されます。サブゼミとして他
た

学
がく

部
ぶ

で開
かいこう

講される 3 回
かい

生
せい

演
えんしゅう

習を履
りしゅう

修し、修
しゅうとく

得した単
たん

位
い

数
すう

は、他
た

学
がく

部
ぶ

科
か

目
もく

分
ぶん

野
や

（自
じ ゆ う せ ん た く か も く

由選択科目
分
ぶ ん や

野）に集
しゅうけい

計されます。

学
が く い き

位記への分
ぶ ん や

野名
めいしょう

称記
き さ い

載
　（2017年

ね ん ど

度カリキュラム学
がくせい

生）
　国

こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部の各
かくがくしゅうぶんや

学修分野に配
は い ち

置された科
か も く

目から12単
た ん い い じ ょ う

位以上修
しゅうとく

得した場
ば あ い

合、履
りしゅう

修した当
とうがい

該
分
ぶ ん や

野の名
めいしょう

称が学
が く い き

位記へ記
き さ い

載されます。
　アジア太

たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部では、自
じ し ん

身の登
とうろく

録した学
がくしゅうぶんや

修分野の必
ひっしゅうかもく

修科目を 2 単
た ん い

位以
いじょう

上、および当
とうがい

該学
がく

修
しゅうぶんや

分野の専
せんもんきょういくかもく

門教育科目を28単
た ん い

位修
しゅうとく

得すると、当
とうがいがくしゅうぶんや

該学修分野の名
めいしょう

称が学
が く い き

位記に記
き さ い

載されます。
　国

こく さ い け い え い が く ぶ が く せ い

際経営学部学生、アジア太
たい へ い よ う が く ぶ が く せ い

平洋学部学生ともに、自
じ が く ぶ

学部のどの分
ぶ ん や

野の 3・4 回
かいせいえんしゅう

生演習を
履
りしゅう

修した場
ば あ い

合でも、全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野に単
た ん い

位がカウントされます。なお、国
こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部は４単
たん

位
い

ま
でが学

がくしゅうぶんや

修分野に含
ふく

まれますが、それ以
いじょう

上は学
がくしゅうぶんや

修分野に含
ふく

まれません。
　（2011年

ね ん ど

度カリキュラム学
がくせい

生）
　国

こくさ い け い え い が く ぶ が く せ い

際経営学部学生が各
かくがくしゅうぶんや

学修分野に配
は い ち

置された科
か も く

目、コア科
か も く

目、演
えんしゅうかもく

習科目から30単
た ん い

位以
いじょう

上修
しゅうとく

得
した場

ば あ い

合、学
が く い き

位記に当
とう が い ぶ ん や

該分野名
めいしょう

称が記
き さ い

載されます（53ページ参
さんしょう

照）。
　どの分

ぶ ん や

野の 3・4 回
かいせいえんしゅうかもく

生演習科目を履
りしゅう

修した場
ば あ い

合でも、全
すべ

ての学
がくしゅうぶんや

修分野に単
た ん い

位がカウントされます。
なお、アジア太

たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部については、演
えんしゅうかもく

習科目の単
た ん い

位はいずれの学
がくしゅうぶんや

修分野にもカウントされません。

3・4回
かい せ い え ん し ゅ う

生演習の集
しゅうけい

計分
ぶ ん

野
や

161

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム
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演えん
し
ゅ
う習
科かも
く目

■‌

３
・
４
回
か
い
せ
い
え
ん
し
ゅ
う

生
演
習
の
申しん
せ
い請

日
に

本
ほ ん

語
ご

基
き じ ゅ ん

準国
こ く な い

内学
が く せ い

生の両
りょ う げ ん ご か い こ う

言語開講（E/J）科
か も く

目の単
たん い し ゅ う け い

位集計
  両
りょうげんごかいこう

言語開講（E/J）の演
えんしゅうかもく

習科目で修
しゅうとく

得した単
た ん い す う

位数は、日
に

本
ほん

語
ご

基
きじゅん

準国
こくない

内学
がくせい

生の卒
そつぎょうようけん

業要件のひとつ
である英

え い ご か い こ う か も く

語開講科目20単
たん

位
い

として集
しゅうけい

計されません。

新
し ん

規
き

申
し ん せ い

請手
て

続
つ づ

き

対
たい

　象
しょう

・‌‌現
げんざい

在演
えんしゅう

習を履
りしゅう

修していない学
がくせい

生
・‌現

げんざい

在のセメスターとは異
こと

なる教
きょういん

員のゼミを次
じ

セメスターに希
き ぼ う

望する学
がくせい

生
・‌現

げんざい

在留
りゅうがくちゅう

学中で、次
じ

セメスターにAPUでの学
がくしゅう

修を再
さ い か い よ て い

開予定の学
がくせい

生
・‌現

げんざい

在休
きゅうがくちゅう

学中で、次
じ

セメスターに復
ふ く が く よ て い

学予定の学
がくせい

生

申
しん せ い ほ う ほ う

請方法
‌　アカデミック・オフィスウェブサイトに掲

けいさい

載されるクラスリストを確
かくにん

認し、シラバスに従
したが

って希
き ぼ う

望する教
きょういん

員のオフィスを訪
ほうもん

問し、面
めんだん

談を受
う

けてください。その後
ご

、オンラインのゼミ
申
しんせい

請コースより申
しんせい

請を行
おこな

ってください。申
しんせいほうほう

請方法の詳
しょうさい

細は、アカデミック・オフィスウェブ
サイトを確

かくにん

認してください。各
かく

セメスターの申
しん せ い き か ん ま え

請期間前に登
とうろく

録ガイダンスが実
じ っ し

施されます。

日
に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生の英
え い ご か い こ う え ん し ゅ う か も く り し ゅ う

語開講演習科目履修
　日

に ほ ん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生（英
え い ご

語スタンダードトラック）が英
え い ご

語で開
かいこう

講される 3 回
かいせい

生・ 4 回
かいせい

生演
えんしゅうか

習科
目
もく

を履
りしゅう

修する場
ば あ い

合は、ゼミの履
りし ゅ う し ん せ い じ

修申請時に「英
えいごちゅうきゅう

語中級A・B」の単
た ん い

位を修
しゅうとく

得していることが必
ひつよう

要
です。ただし、両

りょうげんごかいこう

言語開講（E/J）の演
えんしゅうかもく

習科目を履
りしゅう

修する場
ば あ い

合は、この条
じょうけん

件は当
あ

てはまりません。

交
こ う か ん

換留
りゅうがくちゅう

学中・休
きゅうがくちゅう

学中の申
し ん せ い

請
　留

りゅうがく

学・休
きゅうがく

学後
ご

にゼミの履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、必
かなら

ず新
し ん き

規申
しんせい

請を行
おこな

う必
ひつよう

要があります。事
じ ぜ ん

前
にメールなどを利

り よ う

用して希
き ぼ う

望する教
きょういん

員へ相
そうだん

談し、APUで学
がくしゅう

修を再
さいかい

開する直
ちょくぜん

前のセメスターに
申
しんせい

請してください。

交
こ う か ん

換留
りゅうがく

学予
よ て い

定の場
ば あ い

合の申
し ん せ い

請
　申

し ん せ い き じ つ

請期日までに交
こうかんりゅうがく

換留学の留
りゅうがく

学が内
ないてい

定しない学
がくせい

生で、次
じ

セメスターにAPUで学
がくしゅう

修する場
ば あ い

合
にゼミ履

りしゅう

修を希
き ぼ う

望する学
がくせい

生は、必
かなら

ず申
しんせいきかんちゅう

請期間中に通
つうじょう

常の申
しんせい

請を行
おこな

ってください。留
りゅうがくちゅう

学中には
APUの授

じゅぎょう

業の履
りしゅう

修はできませんので、留
りゅうがく

学が決
けってい

定した場
ば あ い

合は、直
ただ

ちにアカデミック・オフィ
スへ演

えんしゅうじゅこう

習受講取
と

り消
け

しの申
しんせい

請を行
おこな

ってください。

転
て ん せ き し ん せ い よ て い

籍申請予定の場
ば あ い

合の申
し ん せ い

請

　転
てんせきしんせいよてい

籍申請予定の学
がくせい

生がゼミ履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、転
て ん せ き ご

籍後の学
が く ぶ

部ゼミへ申
しんせい

請することが出
で き

来ます。
新
し ん き

規申
し ん せ い き か ん

請期間にアカデミック・オフィスに相
そうだん

談してください。ただし転
て ん せ き ご

籍後の学
が く ぶ

部で開
かいこう

講さ
れるゼミの履

りしゅう

修は、転
てんせき

籍が許
き ょ か

可され手
て つ づ

続きが完
かんりょう

了した場
ば あ い

合に限
かぎ

りますので、現
げんざいしょぞく

在所属してい
る学

が く ぶ

部のゼミへも申
しんせい

請しておくことを勧
すす

めます※。
※転

てんせきてつづきかんりょうご

籍手続完了後は、直
ただ

ちにアカデミック･オフィスへ演
えんしゅうじゅこう

習受講取
と

り消
け

しの申
しんせい

請を行
おこな

ってください。
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Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

Off-campus Study Program

演え
ん
し
ゅ
う習
科か
も
く目

■‌

３
・
４
回か

い
せ
い生

演え
ん
し
ゅ
う習

の
申し

ん
せ
い請

ゼミのキャンセル・変
へ ん こ う

更
　ゼミの申

しんせい

請を行
おこな

い、一
い ち ど り し ゅ う

度履修が許
き ょ か

可されると、「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ」または「卒
そつぎょうろんぶん

業論文」科
か も く

目の
単
た ん い

位を修
しゅうとく

得するまで、同
どう

一
いつ

の教
きょういん

員のゼミが自
じ ど う と う ろ く

動登録されます。（ただし、留
りゅうがく

学・休
きゅうがく

学によって
一
い ち ど

度ゼミを離
はな

れると、「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ」または「卒
そつぎょうろんぶん

業論文」科
か も く

目を除
のぞ

き、ゼミは自
じ ど う と う ろ く

動登録されま
せん。）現

げんざいりしゅう

在履修しているゼミの継
けいぞくりしゅう

続履修を希
き ぼ う

望しない場
ば あ い

合は、キャンセル申
しんせい

請期
き か ん

間にゼミの
キャンセル申

しんせい

請を行
おこな

ってください。また、次
じ

セメスターに現
げんざい

在と異
こと

なるゼミの履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望す
る場

ば あ い

合は、同
おな

じくキャンセル申
しんせい

請期
き

間
かん

にゼミのキャンセル申
しんせい

請を行
おこな

ったうえで、希
き

望
ぼう

するゼ
ミに新

し ん き し ん せ い

規申請してください。

申
し ん せ い

請結
け っ か

果発
はっぴょう

表
　志

し ぼ う り ゆ う し ょ

望理由書と面
め ん だ ん け っ か

談結果に基
もと

づく選
せんこう

考により、各
かくきょういん

教員が履
りしゅうしゃ

修者を決
けってい

定します。申
し ん せ い け っ か

請結果
は、アカデミック・オフィスウェブサイトで発

はっぴょう

表します。いったん履
りしゅう

修を許
き ょ か

可されたゼミは、
当
とうがい

該セメスターで受
じゅこう

講を取
と

り消
け

すことはできません。

サブゼミ申
し ん せ い

請手
て

続
つ づ

き（ 3回
か い

生
せ い

演
えんしゅう

習科
か

目
も く

のみ）

対
たい

　象
しょう

　最
さいしょ

初に申
しんせい

請を行
おこな

った演
えんしゅう

習科
か

目
もく

（メインゼミ）の履
りしゅう

修が許
き ょ か

可されている学
がくせい

生

申
しん せ い ほ う ほ う

請方法
‌‌　申

しんせいほうほう

請方法の詳
しょうさい

細は、アカデミック・オフィスウェブサイトを確
かくにん

認してください。

【注
ちゅうい

意】
時
じ

間
かん

割
わり

は履
りしゅう

修開
かい

始
し

セメスターの履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録期
き か ん

間前
まえ

に発
はっぴょう

表されます。時
じ

間
かん

割
わり

発
はっぴょう

表の時
じ

点
てん

で時
じ

間
かん

割
わり

重
ちょうふく

複が明
あき

らかになった場
ば

合
あい

は、サブゼミの受
じゅこう

講は自
じ

動
どう

的
てき

に取
と

り消
け

されます。

内
ないよう

容 2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター開
かいこう

講 2021年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター開
かいこう

講

シラバス発
はっぴょう

表
ガイダンス

2020年
ねん

5 月
がつ

上
じょうじゅん

旬 2020年
ねん

10月
がつ

下
げ

旬
じゅん

新
し ん き

規申
しん せ い き か ん

請期間
キャンセル申

しんせ い き か ん

請期間
2020年

ねん

6 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 2020年
ねん

12月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬

新
し ん き

規申
しんせい

請結
け っ か

果発
はっぴょう

表 2020年
ねん

7 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 2021年
ねん

1 月
がつ

下
げ

旬
じゅん

サブゼミ申
し ん せ い き か ん

請期間 2020年
ねん

6 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 2020年
ねん

12月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬

サブゼミ結
けっかはっぴょう

果発表 2020年
ねん

7 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 2021年
ねん

1 月
がつ

下
げ

旬
じゅん

演
えんしゅう

習開
か い し

始 2020年
ねん

秋
あき

セメスター 2021年
ねん

春
はる

セメスター

＜ 3・ 4 回
かいせいえんしゅう

生演習申
しんせい

請スケジュール＞
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・
成せ

い
せ
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Off-campus Study Program

演え
ん
し
ゅ
う習

科か
も
く目

■‌

３
・
４
回か

い
せ
い生
演え

ん
し
ゅ
う習
の
申し

ん
せ
い請

ゼミのキャンセル・変
へ ん こ う

更
　ゼミの申

しんせい

請を行
おこな

い、一
い ち ど り し ゅ う

度履修が許
き ょ か

可されると、「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ」または「卒
そつぎょうろんぶん

業論文」科
か も く

目の
単
た ん い

位を修
しゅうとく

得するまで、同
どう

一
いつ

の教
きょういん

員のゼミが自
じ ど う と う ろ く

動登録されます。（ただし、留
りゅうがく

学・休
きゅうがく

学によって
一
い ち ど

度ゼミを離
はな

れると、「卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱ」または「卒
そつぎょうろんぶん

業論文」科
か も く

目を除
のぞ

き、ゼミは自
じ ど う と う ろ く

動登録されま
せん。）現

げんざいりしゅう

在履修しているゼミの継
けいぞくりしゅう

続履修を希
き ぼ う

望しない場
ば あ い

合は、キャンセル申
しんせい

請期
き か ん

間にゼミの
キャンセル申

しんせい

請を行
おこな

ってください。また、次
じ

セメスターに現
げんざい

在と異
こと

なるゼミの履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望す
る場

ば あ い

合は、同
おな

じくキャンセル申
しんせい

請期
き

間
かん

にゼミのキャンセル申
しんせい

請を行
おこな

ったうえで、希
き

望
ぼう

するゼ
ミに新

し ん き し ん せ い

規申請してください。

申
し ん せ い

請結
け っ か

果発
はっぴょう

表
　志

し ぼ う り ゆ う し ょ

望理由書と面
め ん だ ん け っ か

談結果に基
もと

づく選
せんこう

考により、各
かくきょういん

教員が履
りしゅうしゃ

修者を決
けってい

定します。申
し ん せ い け っ か

請結果
は、アカデミック・オフィスウェブサイトで発

はっぴょう

表します。いったん履
りしゅう

修を許
き ょ か

可されたゼミは、
当
とうがい

該セメスターで受
じゅこう

講を取
と

り消
け

すことはできません。

サブゼミ申
し ん せ い

請手
て

続
つ づ

き（ 3回
か い

生
せ い

演
えんしゅう

習科
か

目
も く

のみ）

対
たい

　象
しょう

　最
さいしょ

初に申
しんせい

請を行
おこな

った演
えんしゅう

習科
か

目
もく

（メインゼミ）の履
りしゅう

修が許
き ょ か

可されている学
がくせい

生

申
しん せ い ほ う ほ う

請方法
‌‌　申

しんせいほうほう

請方法の詳
しょうさい

細は、アカデミック・オフィスウェブサイトを確
かくにん

認してください。

【注
ちゅうい

意】
時
じ

間
かん

割
わり

は履
りしゅう

修開
かい

始
し

セメスターの履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録期
き か ん

間前
まえ

に発
はっぴょう

表されます。時
じ

間
かん

割
わり

発
はっぴょう

表の時
じ

点
てん

で時
じ

間
かん

割
わり

重
ちょうふく

複が明
あき

らかになった場
ば

合
あい

は、サブゼミの受
じゅこう

講は自
じ

動
どう

的
てき

に取
と

り消
け

されます。

内
ないよう

容 2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター開
かいこう

講 2021年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター開
かいこう

講

シラバス発
はっぴょう

表
ガイダンス

2020年
ねん

5 月
がつ

上
じょうじゅん

旬 2020年
ねん

10月
がつ

下
げ

旬
じゅん

新
し ん き

規申
しん せ い き か ん

請期間
キャンセル申

しんせ い き か ん

請期間
2020年

ねん

6 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 2020年
ねん

12月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬

新
し ん き

規申
しんせい

請結
け っ か

果発
はっぴょう

表 2020年
ねん

7 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 2021年
ねん

1 月
がつ

下
げ

旬
じゅん

サブゼミ申
し ん せ い き か ん

請期間 2020年
ねん

6 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 2020年
ねん

12月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬

サブゼミ結
けっかはっぴょう

果発表 2020年
ねん

7 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 2021年
ねん

1 月
がつ

下
げ

旬
じゅん

演
えんしゅう

習開
か い し

始 2020年
ねん

秋
あき

セメスター 2021年
ねん

春
はる

セメスター

＜ 3・ 4 回
かいせいえんしゅう

生演習申
しんせい

請スケジュール＞
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し
ゅ
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科かも
く目

■‌

３
・
４
回かい
せ
い生
演えん
し
ゅ
う習
の
申しん
せ
い請

時
じ

期
き

登
とうろくないよう

録内容 申
し ん せ い き か ん

請期間

　早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム登
とうろくがくせい

録学生、交
こうかんりゅうがくちゅう

換留学中（または交
こうかんりゅうがくしゅうりょうご

換留学終了後）の学
がくせい

生の 3 回
かい

生
せい

・ 4

回
かい

生
せい

演
えんしゅう

習の履
り し ゅ う じ き

修時期等
など

の詳
しょうさい

細は下
かひょう

表を確
かくにん

認してください。なお、交
こうかん

換留
りゅうがくせい

学生のAPU復
ふ っ き ご

帰後の

ゼミ履
りしゅうしんせい

修申請については、留
りゅうがく

学前
まえ

ガイダンスで説
せつめい

明します。

早
そ う き

期卒
そつぎょう せ い

業生、交
こう か ん り ゅ う が く せ い

換留学生の 3回
か い せ い

生・ 4回
かい せ い え ん し ゅ う

生演習

【注
ちゅうい

意】

　早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム登
とうろくがくせい

録学生は、3 回
かいせい

生・ 4 回
かいせい

生演
えんしゅうかもく

習科目の履
り し ゅ う じ き

修時期が通
つうじょうがくせい

常学生と異
こと

なります。

申
しんせい

請にあたっては、希
き ぼ う

望する教
きょういん

員に相
そうだん

談し、十
じゅうぶん

分な履
りしゅうけいかく

修計画を立
た

てたうえで申
しんせい

請を行
おこな

ってください。

早そ
う
き期

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
せ
い

業
生

第
だい

6 セメスター

卒
そつぎょう

業希
き ぼ う

望

第
だい

6 セメスターで「専
せんもん

門演
えん

習
しゅう

Ⅰ

またはⅡ」･「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究Ⅰ/卒
そつぎょう

業

研
けんきゅう

究」･「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究Ⅱ/卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文」

（計
けい

8 単
た ん い

位）を大
だいがく

学が登
とうろく

録

通
つうじょう

常の申
しん せ い き か ん

請期間に申
しんせい

請してください。

第
だい

6 または第
だい

7 セメスターで登
とうろく

録

した後
のち

、「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究Ⅰ/卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究」・

「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究Ⅱ/卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文」の単
た ん い

位を

修
しゅうとく

得できなかった場
ば あ い

合、次
じ

セメス

ターに大
だいがく

学が再
さい

登
とうろく

録を行います。
第
だい

7 セメスター

卒
そつぎょう

業希
き ぼ う

望

第
だい

7 セメスターで「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究

Ⅰ/卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究」･「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究Ⅱ/

卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文」（計
けい

6 単
た ん い

位）を大
だいがく

学が

登
とうろく

録

交こ
う
か
ん換

留り
ゅ
う
が
く
せ
い

学
生

第
だい

5 ･ 6 セメスター

で留
りゅうがく

学

交
こうかんりゅうがく

換留学期
きか ん ち ゅ う

間中のセメスター

で「専
せんもん

門演
えん

習
しゅう

ⅠまたはⅡ」は登
とう

録
ろく

できません。

交
こうかん

換留
りゅうがく

学終
しゅうりょうご

了後の第
だい

7 セメスター

よりゼミ履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望する場
ば あ い

合は、

交
こう

換
かん

留
りゅうがく

学中
ちゅう

の第
だい

6 セメスターに申
しん

請
せい

してください。

第
だい

6 ･ 7 セメスター

で留
りゅうがく

学

第
だい

8 セメスターで「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究

Ⅰ/卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究」･「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究Ⅱ/

卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文」（計
けい

6 単
た ん い

位）を登
とうろく

録

派
は け ん ま え

遣前に、担
たんとうきょういん

当教員から「遠
えん か く し ど う

隔指導」

の許
き ょ か

可を得
え

た場
ば あ い

合のみ、交
こうかん

換留
りゅうがく

学

中
ちゅう

の第
だい

7 セスメターに申
しん

請
せい

できます。

・‌スケジュールは変
へんこう

更される場
ば あ い

合があります。詳
しょうさい

細はアカデミック・オフィスウェブサイト

で確
かくにん

認してください。

・‌履
りしゅう

修を許
き ょ か

可されたゼミの履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録は、大
だいがく

学が行
おこな

います。履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録B期
き

間
かん

終
しゅうりょうまえ

了前に

必
かなら

ず履
りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録画
が

面
めん

を確
かくにん

認してください。
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■‌

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
ろ
ん
ぶ
ん

業
論
文
・
卒

そ
つ
ぎ
ょ
う
け
ん
き
ゅ
う

業
研
究
Ⅱ
の
最さ

い
し
ゅ
う
せ
い
か
ぶ
つ

終
成
果
物
提て

い
し
ゅ
つ出

演え
ん
し
ゅ
う習
科か
も
く目

　詳
しょうさい

細は各
かく

セメスター開
か い し

始頃
ごろ

にアカデミック・オフィスウェブサイトに掲
けいさい

載しますので、必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

提
てい し ゅ つ し め き り び

出締切日

・‌春
はる

セメスター卒
そつぎょうろんぶん

業論文・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物締
しめきり

切（春
はる

セメスターで卒
そつぎょう

業する場
ば あ い

合）：2020年
ねん

7月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬
・‌秋

あき

セメスター卒
そつぎょうろんぶん

業論文・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物締
しめきり

切（秋
あき

セメスターで卒
そつぎょう

業する場
ば あ い

合）：2021年
ねん

1月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬
‌　卒

そつぎょうろんぶん

業論文・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物の提
ていしゅつ

出については、いかなる理
り ゆ う

由があろうとも、遅
ち え ん

延は一
いっさいみと

切認めま

せん。パソコンの故
こしょう

障、病
びょうき

気等
など

、いかなる事
じじょう

情によっても締
し め き り ご

切後は一
い っ さ い じ ゅ り

切受理しません。

提
ていしゅつさき

出先
　アカデミック・オフィス

　電
で ん し

子データをオンラインで提
ていしゅつ

出しなければなりません。オフィス以
い が い

外への提
ていしゅつ

出は認
みと

めません。

また郵
ゆうそう

送での提
ていしゅつ

出は認
みと

めません。

※‌指
しどうきょういん

導教員より、別
べっ と か み ば い た い

途紙媒体での提
ていしゅつ

出を指
し じ

示される場
ば あ い

合がありますが、その場
ば あ い

合でも必
かなら

ずオ

ンラインでデータを提
ていしゅつ

出しなければなりません。締
し め き り じ て ん

切時点で紙
かみばいたい

媒体の論
ろんぶん

文・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物が

指
しどうきょういん

導教員に提
ていしゅつ

出されていても、オンラインで電
で ん し

子データを提
ていしゅつ

出していない場
ば あ い

合は、卒
そつろん

論未
み

提
ていしゅつ

出とみなされF評
ひょう

価
か

となります。

提
ていしゅつ

出後
ご

の論
ろん ぶ ん

文・最
さ い し ゅ う せ い か ぶ つ ほ か ん

終成果物保管

　アカデミック・オフィス

提
ていしゅつ

出するファイル形
けい し き

式

　PDF形
けいしき

式で提
ていしゅつ

出

※Word形
けいしき

式のものは受
う

け付
つ

けることができません。

※‌WordからPDFへの変
へんかんほうほう

換方法が分
わ

からない場
ば あ い

合は、アカデミック・オフィスへご質
しつもん

問くださ

い。

※提
ていしゅつ

出する論
ろんぶん

文・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物のファイル名
めい

は、「半
はんかく

角ローマ字
じ

の氏
し め い

名」としてください。

　例
れい

)　APU‌Taro.pdf

提
ていしゅつほうほう

出方法

　アカデミック・オフィスウェブサイトで確
かくにん

認してください。

提
ていしゅつ

出要
よ う こ う

項

5.1.7 卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文・卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱの最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物提
ていしゅつ

出について
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■‌

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
ろ
ん
ぶ
ん

業
論
文
・
卒

そ
つ
ぎ
ょ
う
け
ん
き
ゅ
う

業
研
究
Ⅱ
の
最さ

い
し
ゅ
う
せ
い
か
ぶ
つ

終
成
果
物
提て

い
し
ゅ
つ出

演え
ん
し
ゅ
う習

科か
も
く目

　詳
しょうさい

細は各
かく

セメスター開
か い し

始頃
ごろ

にアカデミック・オフィスウェブサイトに掲
けいさい

載しますので、必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

提
てい し ゅ つ し め き り び

出締切日

・‌春
はる

セメスター卒
そつぎょうろんぶん

業論文・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物締
しめきり

切（春
はる

セメスターで卒
そつぎょう

業する場
ば あ い

合）：2020年
ねん

7月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬
・‌秋

あき

セメスター卒
そつぎょうろんぶん

業論文・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物締
しめきり

切（秋
あき

セメスターで卒
そつぎょう

業する場
ば あ い

合）：2021年
ねん

1月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬
‌　卒

そつぎょうろんぶん

業論文・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物の提
ていしゅつ

出については、いかなる理
り ゆ う

由があろうとも、遅
ち え ん

延は一
いっさいみと

切認めま

せん。パソコンの故
こしょう

障、病
びょうき

気等
など

、いかなる事
じじょう

情によっても締
し め き り ご

切後は一
い っ さ い じ ゅ り

切受理しません。

提
ていしゅつさき

出先
　アカデミック・オフィス

　電
で ん し

子データをオンラインで提
ていしゅつ

出しなければなりません。オフィス以
い が い

外への提
ていしゅつ

出は認
みと

めません。

また郵
ゆうそう

送での提
ていしゅつ

出は認
みと

めません。

※‌指
しどうきょういん

導教員より、別
べっ と か み ば い た い

途紙媒体での提
ていしゅつ

出を指
し じ

示される場
ば あ い

合がありますが、その場
ば あ い

合でも必
かなら

ずオ

ンラインでデータを提
ていしゅつ

出しなければなりません。締
し め き り じ て ん

切時点で紙
かみばいたい

媒体の論
ろんぶん

文・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物が

指
しどうきょういん

導教員に提
ていしゅつ

出されていても、オンラインで電
で ん し

子データを提
ていしゅつ

出していない場
ば あ い

合は、卒
そつろん

論未
み

提
ていしゅつ

出とみなされF評
ひょう

価
か

となります。

提
ていしゅつ

出後
ご

の論
ろん ぶ ん

文・最
さ い し ゅ う せ い か ぶ つ ほ か ん

終成果物保管

　アカデミック・オフィス

提
ていしゅつ

出するファイル形
けい し き

式

　PDF形
けいしき

式で提
ていしゅつ

出

※Word形
けいしき

式のものは受
う

け付
つ

けることができません。

※‌WordからPDFへの変
へんかんほうほう

換方法が分
わ

からない場
ば あ い

合は、アカデミック・オフィスへご質
しつもん

問くださ

い。

※提
ていしゅつ

出する論
ろんぶん

文・最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物のファイル名
めい

は、「半
はんかく

角ローマ字
じ

の氏
し め い

名」としてください。

　例
れい

)　APU‌Taro.pdf

提
ていしゅつほうほう

出方法

　アカデミック・オフィスウェブサイトで確
かくにん

認してください。

提
ていしゅつ

出要
よ う こ う

項

5.1.7 卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文・卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱの最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物提
ていしゅつ

出について
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■‌

卒そつ
ぎ
ょ
う
ろ
ん
ぶ
ん

業
論
文
・
卒
そ
つ
ぎ
ょ
う
け
ん
き
ゅ
う

業
研
究
Ⅱ
の
最さい
し
ゅ
う
せ
い
か
ぶ
つ

終
成
果
物
の
体てい
さ
い裁

演えん
し
ゅ
う習
科かも
く目

5.1.8 卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文・卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱの最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物の体
ていさい

裁

　卒
そつぎょうろんぶん

業論文については、担
たんとうきょういん

当教員の指
し じ

示がある場
ば あ い

合はそれに従
したが

い、指
し じ

示がない場
ば あ い

合は下
か き

記の
要
ようりょう

領に従
したが

ってください。なお、APUでは引
いんよう

用の仕
し か た

方、文
ぶんしょう

章作
さ ほ う

法、体
ていさい

裁などをまとめたAPUラ
イティングマニュアル（日

に ほ ん ご

本語）、APU‌Style‌Guide（英
え い ご

語）がアカデミック・オフィスウェ
ブサイトで提

ていきょう

供されていますので参
さんこう

考にしてください。卒
そつぎょうけんきゅう

業研究Ⅱの最
さいしゅうせいかぶつ

終成果物が論
ろ ん ぶ ん い が い

文以外
の場

ば あ い

合は、必
かなら

ず担
たんとうきょういん

当教員の指
し じ

示に従
したが

い作
さくせい

成してください。
　URL：http：//www.apu.ac.jp/academic/page/content0296.html
　QRコード：

日
に

本
ほ ん

語
ご

で執
し っ ぴ つ

筆する

文
も じ す う

字数・枚
まい す う な ど

数等に関
かん

する目
め や す

安

　APS：本
ほんぶん

文のみで400字
じ

原
げんこう

稿用
よ う し

紙換
かんさん

算で80枚
まい

～ 100枚
まい

。

　APM：本
ほんぶん

文及
およ

び脚
きゃくちゅう

注で400字
じ

原
げんこう

稿用
よ う し

紙換
かんさん

算で50枚
まい

～ 100枚
まい

・‌いずれも表
ひょう

や資
しりょう

料がある場
ば あ い

合は、本
ほんぶん

文の枚
まいすう

数に含
ふく

める。

ページ数
すう

の記
き さ い

載

　必
かなら

ずつける。

フォント

　文
も じ

字は10.5 ～ 12ポイント程
てい

度
ど

の大
おお

きさを使
つか

うこと。

目
も く じ

次

　表
ひょうし

紙の次
つぎ

の 1 枚
まい

（＝ページ）に目
も く じ

次をつけ、各
かくしょう

章・節
せつ

のタイトルを明
めい

記
き

する。章
しょう

・節
せつ

のタ

イトルのあとには必
かなら

ず本
ほんぶん

文のページを記
しる

す。

文
ぶん た い

体

　「だ／である」体
たい

に統
とういつ

一する。

形
けい し き

式

‌　APA方
ほうしき

式（米
べいこくしんりがくきょうかい

国心理学協会が採
さいよう

用するスタイルで、心
し ん り が く

理学をはじめ、社
しゃ か い か が く い っ ぱ ん

会科学一般で汎
はんよう

用

されている。APUは社
しゃ か い か が く け い

会科学系の大
だいがく

学であることを考
こうりょ

慮）を採
さいよう

用する。具
ぐ た い て き

体的には、以
い か

下の

通
とお

りである。

・見
み だ

出しと小
こ み だ

見出し
　‌論

ろんじゅつ

述の本
ほんぶん

文はいくつかの章
しょう

に分
わ

かれる。章
しょう

のそれぞれに番
ばんごう

号（1.、2.、3.、…）を与
あた

え

見
み だ

出しをつけること。章
しょう

をさらにいくつかの節
せつ

に分
わ

ける場
ば あ い

合は、それぞれの節
せつ

に番
ばん

号
ごう

（3.1、

3.2、…）を与
あた

え、小
こ み だ

見出しをつけること。いずれも太
ふ と じ

字を使
し よ う

用する。
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演え
ん
し
ゅ
う習
科か
も
く目

◦注
ちゅう

‌　‌論
ろんじゅつ

述のある部
ぶ ぶ ん

分を取
と り た

立てて、それに補
ほ そ く

足を加
くわ

えたいとき、本
ほんぶん

文の内
ないよう

容でそれを行
おこな

えば、

段
だんらく

落の論
ろんり て き い っ か ん せ い

理的一貫性を損
そこ

なうことがある。そのような時
とき

は、次
つぎ

の要
ようりょう

領で注
ちゅう

を設
もう

ける。

　◦‌本
ほんぶん

文の当
と う が い か し ょ

該箇所の語
ご く ま つ び

句末尾に⑴または１などの番
ばんごう

号を上
うわ

付
づ

けする

　◦‌論
ろんぶん

文の最
さ い ご

後に〈注
ちゅう

〉の文
も じ

字を太
ふと

文
も じ

字で書
か

き、その次
つぎ

の行
ぎょう

から注
ちゅうき

記を開
か い し

始する。

　◦‌注
ちゅうき

記の番
ばんごう

号は本
ほんぶんちゅう

文中の上
うわ

付
づ

き番
ばんごう

号に符
ふ ご う

号させる。

　◦‌〈注
ちゅう

〉の文
も じ

字、および注
ちゅうき

記は、本
ほんぶん

文より活
か つ じ

字ポイントを下
さ

げて書
か

く。

◦引
い ん よ う

用
‌　‌自

じ ぶ ん

分の論
ろんじゅつないよう

述内容を補
ほきょう

強するために引
いんよう

用を行
おこな

う。また、先
せんこうけんきゅう

行研究を踏
ふ

まえていることを示
しめ

す

意
い み

味もある。引
いんよう

用の方
ほうほう

法は教
きょういん

員の指
し じ

示に従
したが

うこと。

◦引
い ん よ う ぶ ん け ん い ち ら ん

用文献一覧
‌　‌本

ほんぶん

文で行
おこな

われた引
いんよう

用のすべてについて、その出
しゅってん

典を示
しめ

す。引
いんよう

用はしていないが、参
さんこう

考にし

たという文
ぶんけん

献まで含
ふく

める場
ば あ い

合は〈参
さんこうぶんけん

考文献〉とする。詳
しょうさい

細は教
きょういん

員の指
し じ

示に従
したが

うこと。

英
え い

語
ご

で執
し っ ぴ つ

筆する

　担
たんとうきょういん

当教員の指
し じ

示がある場
ば あ い

合はそれに従
したが

い、 指
し じ

示がない場
ば あ い

合は下
か き

記の要
ようりょう

領に従
したが

ってください。

文
も じ す う

字数・枚
ま い す う な ど

数等に関
か ん

する目
め や す

安

　APS：本
ほんぶん

文のみで12,000 ～ 15,000語
ご

〔word〕

　APM：本
ほんぶん

文及
およ

び脚
きゃくちゅう

注で7,000 ～ 15,000語
ご

〔word〕

・‌いずれも表
ひょう

や資
しりょう

料がある場
ば あ い

合は、本
ほんぶん

文の枚
まいすう

数に含
ふく

める。

ページ数
す う

の記
き さ い

載

　必
かなら

ずつける。

フォント

　文
も じ

字は10.5 ～ 12ポイント程
て い ど

度の大
おお

きさを使
つか

うこと。

目
も く

次
じ

　表
ひょうし

紙の次
つぎ

の 1 枚
まい

（＝ページ）に目
も く じ

次をつけ、各
かくしょう

章・節
せつ

のタイトルを明
めい

記
き

する。章
しょう

・節
せつ

のタ

イトルのあとには必
かなら

ず本
ほんぶん

文のページを記
しる

す。

形
け い し き

式

‌　APA方
ほうしき

式（米
べいこくしんりがくきょうかい

国心理学協会が採
さいよう

用するスタイルで、心
し ん り が く

理学をはじめ、社
しゃ か い か が く い っ ぱ ん

会科学一般で汎
はんよう

用

されている。APUは社
しゃ か い か が く け い

会科学系の大
だいがく

学であることを考
こうりょ

慮）を採
さいよう

用する。具
ぐ た い て き

体的には、以
い か

下の

通
とお

りである。

・ 見
み だ

出しと小
こ み だ

見出し
‌　‌論

ろんじゅつ

述の本
ほんぶん

文はいくつかの章
しょう

に分
わ

かれる。章
しょう

のそれぞれに番
ばんごう

号（1.、2.、3.、…）を与
あた

え

見
み だ

出しをつけること。章
しょう

をさらにいくつかの節
せつ

に分
わ

ける場
ば あ い

合は、それぞれの節
せつ

に番
ばん

号
ごう

（3.1、

3.2、…）を与
あた

え、小
こ み だ

見出しをつけること。いずれも太
ふ と じ

字を使
し よ う

用する。

■‌

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
ろ
ん
ぶ
ん

業
論
文
・
卒

そ
つ
ぎ
ょ
う
け
ん
き
ゅ
う

業
研
究
Ⅱ
の
最さ

い
し
ゅ
う
せ
い
か
ぶ
つ

終
成
果
物
の
体て

い
さ
い裁
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演え
ん
し
ゅ
う習

科か
も
く目

◦注
ちゅう

‌　‌論
ろんじゅつ

述のある部
ぶ ぶ ん

分を取
と り た

立てて、それに補
ほ そ く

足を加
くわ

えたいとき、本
ほんぶん

文の内
ないよう

容でそれを行
おこな

えば、

段
だんらく

落の論
ろんり て き い っ か ん せ い

理的一貫性を損
そこ

なうことがある。そのような時
とき

は、次
つぎ

の要
ようりょう

領で注
ちゅう

を設
もう

ける。

　◦‌本
ほんぶん

文の当
と う が い か し ょ

該箇所の語
ご く ま つ び

句末尾に⑴または１などの番
ばんごう

号を上
うわ

付
づ

けする

　◦‌論
ろんぶん

文の最
さ い ご

後に〈注
ちゅう

〉の文
も じ

字を太
ふと

文
も じ

字で書
か

き、その次
つぎ

の行
ぎょう

から注
ちゅうき

記を開
か い し

始する。

　◦‌注
ちゅうき

記の番
ばんごう

号は本
ほんぶんちゅう

文中の上
うわ

付
づ

き番
ばんごう

号に符
ふ ご う

号させる。

　◦‌〈注
ちゅう

〉の文
も じ

字、および注
ちゅうき

記は、本
ほんぶん

文より活
か つ じ

字ポイントを下
さ

げて書
か

く。
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用
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じ ぶ ん

分の論
ろんじゅつないよう

述内容を補
ほきょう

強するために引
いんよう

用を行
おこな

う。また、先
せんこうけんきゅう

行研究を踏
ふ

まえていることを示
しめ

す

意
い み

味もある。引
いんよう

用の方
ほうほう

法は教
きょういん

員の指
し じ

示に従
したが

うこと。

◦引
い ん よ う ぶ ん け ん い ち ら ん

用文献一覧
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おこな

われた引
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用のすべてについて、その出
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たという文
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献まで含
ふく

める場
ば あ い

合は〈参
さんこうぶんけん

考文献〉とする。詳
しょうさい

細は教
きょういん

員の指
し じ

示に従
したが

うこと。

英
え い

語
ご

で執
し っ ぴ つ

筆する

　担
たんとうきょういん

当教員の指
し じ

示がある場
ば あ い

合はそれに従
したが

い、 指
し じ

示がない場
ば あ い

合は下
か き

記の要
ようりょう

領に従
したが

ってください。

文
も じ す う

字数・枚
ま い す う な ど

数等に関
か ん

する目
め や す

安

　APS：本
ほんぶん

文のみで12,000 ～ 15,000語
ご

〔word〕

　APM：本
ほんぶん

文及
およ

び脚
きゃくちゅう

注で7,000 ～ 15,000語
ご

〔word〕

・‌いずれも表
ひょう

や資
しりょう

料がある場
ば あ い

合は、本
ほんぶん

文の枚
まいすう

数に含
ふく

める。

ページ数
す う

の記
き さ い

載

　必
かなら

ずつける。

フォント

　文
も じ

字は10.5 ～ 12ポイント程
て い ど

度の大
おお

きさを使
つか

うこと。

目
も く

次
じ

　表
ひょうし

紙の次
つぎ

の 1 枚
まい

（＝ページ）に目
も く じ

次をつけ、各
かくしょう

章・節
せつ

のタイトルを明
めい

記
き

する。章
しょう

・節
せつ

のタ

イトルのあとには必
かなら

ず本
ほんぶん

文のページを記
しる

す。

形
け い し き

式

‌　APA方
ほうしき

式（米
べいこくしんりがくきょうかい

国心理学協会が採
さいよう

用するスタイルで、心
し ん り が く

理学をはじめ、社
しゃ か い か が く い っ ぱ ん

会科学一般で汎
はんよう

用

されている。APUは社
しゃ か い か が く け い

会科学系の大
だいがく

学であることを考
こうりょ

慮）を採
さいよう

用する。具
ぐ た い て き

体的には、以
い か

下の

通
とお

りである。

・ 見
み だ

出しと小
こ み だ

見出し
‌　‌論

ろんじゅつ

述の本
ほんぶん

文はいくつかの章
しょう

に分
わ

かれる。章
しょう

のそれぞれに番
ばんごう

号（1.、2.、3.、…）を与
あた

え

見
み だ

出しをつけること。章
しょう

をさらにいくつかの節
せつ

に分
わ

ける場
ば あ い

合は、それぞれの節
せつ

に番
ばん

号
ごう

（3.1、

3.2、…）を与
あた

え、小
こ み だ

見出しをつけること。いずれも太
ふ と じ

字を使
し よ う

用する。

■‌

卒そ
つ
ぎ
ょ
う
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ん
ぶ
ん
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・
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つ
ぎ
ょ
う
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ん
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う
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演えん
し
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◦注
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‌　‌論
ろんじゅつ

述のある部
ぶ ぶ ん

分を取
と り た

立てて、それに補
ほ そ く

足を加
くわ

えたいとき、本
ほんぶん

文の内
ないよう

容でそれを行
おこな

えば、

段
だんらく

落の論
ろんり て き い っ か ん せ い

理的一貫性を損
そこ

なうことがある。そのような時
とき

は、次
つぎ

の要
ようりょう

領で注
ちゅう

を設
もう

ける。

　◦本
ほんぶん

文の当
と う が い か し ょ

該箇所の語
ご く ま つ び

句末尾に⑴または 1などの番
ばんごう

号を上
うわ

付
づ

けする

　◦論
ろんぶん

文の最
さ い ご

後に〈注
ちゅう

〉の文
も じ

字を太
ふと

文
も じ

字で書
か

き、その次
つぎ

の行
ぎょう

から注
ちゅうき

記を開
か い し

始する。

　◦注
ちゅうき

記の番
ばんごう

号は本
ほんぶんちゅう

文中の上
うわ

付
づ

き番
ばんごう

号に符
ふ ご う

号させる。

　◦〈注
ちゅう

〉の文
も じ

字、および注
ちゅうき

記は、本
ほんぶん

文より活
か つ じ

字ポイントを下
さ

げて書
か

く。

◦引
いんよう

用
‌　‌自

じ ぶ ん

分の論
ろんじゅつないよう

述内容を補
ほきょう

強するために引
いんよう

用を行
おこな

う。また、先
せんこうけんきゅう

行研究を踏
ふ

まえていることを示
しめ

す

意
い み

味もある。引
いんよう

用の方
ほうほう

法については教
きょういん

員の指
し じ

示に従
したが

うこと。

◦引
いんようぶんけんいちらん

用文献一覧
‌　‌本

ほんぶん

文で行
おこな

われた引
いんよう

用のすべてについて、その出
しゅってん

典を示
しめ

す。引
いんよう

用はしていないが、参
さんこう

考にし

たという文
ぶんけん

献まで含
ふく

める場
ば あ い

合は〈参
さんこうぶんけん

考文献〉とする。詳
しょうさい

細は教
きょういん

員の指
し じ

示に従
したが

うこと。

■‌

卒そつ
ぎ
ょ
う
ろ
ん
ぶ
ん

業
論
文
・
卒
そ
つ
ぎ
ょ
う
け
ん
き
ゅ
う

業
研
究
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ゅ
う
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い
か
ぶ
つ
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成
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ロ
グ
ラ
ム

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

■‌O
ff-cam

pus‌S
tudy‌P

rogram
‌

全ぜん
た
い
が
い
よ
う

体
概
要

　APUは、学
まな

びの基
き ほ ん よ う そ

本要素として「知
ち し き

識」「経
けいけん

験」「交
こうりゅう

流」の 3つが重
じゅうよう

要であると考
かんが

えています。

教
きょうしつ

室での授
じゅぎょう

業は「知
ち し き

識」の習
しゅうとく

得に大
たいへんゆうこう

変有効ですが、皆
みな

さんの一
いっそう

層の成
せいちょう

長を促
うなが

すには、キャン

パス外
がい

での「経
けいけん

験」や「交
こうりゅう

流」も極
きわ

めて重
じゅうよう

要です。

　そこでAPUでは、教
きょうしつ

室での授
じゅぎょう

業が中
ちゅうしん

心の講
こ う ぎ

義に加
くわ

えて、国
こくないがい

内外でのフィールドワーク、イ

ンターンシップ、海
かいがい

外で学
まな

ぶ言
げ ん ご

語研
けんしゅう

修プログラムといった実
じっせんてきがくしゅう

践的学習や体
たいけん

験を重
じゅうし

視した様
さまざま

々

なプログラムを企
き か く

画し、これを「Off-campus‌Study‌Program」として展
てんかい

開しています。Off-

campus‌Study‌Programには、4年
ねんかん

間の学
がくせいせいかつ

生生活の様
さまざま

々なステージに応
おう

じて選
せんたく

択できる多
た よ う

様な

プログラムがあります。Off-campus‌Study‌Programは、講
こ う ぎ

義で得
え

た知
ち し き

識を実
じっせん

践に移
うつ

す機
き か い

会に

なるだけではありません。その時
とき

限
かぎ

りの学
まな

びで終
お

わらせずに、プログラム参
さ ん か ご

加後の学
がくしゅう

修プラ

ンや自
じ し ん

身のキャリア形
けいせい

成を考
かんが

える機
き か い

会にもなります。在
ざいがくちゅう

学中に、最
さいてい

低 1 度
ど

はこれらのプログ

ラムに参
さん

加
か

できるよう、学
がくせいせいかつ

生生活プランを組
く

み立
た

てることを皆
みな

さんにお勧
すす

めします。

6. 1 Off-campus Study Program 全
ぜ ん た い が い よ う

体概要

※‌各
かく

プログラムの詳
しょうさい

細や参
さ ん か

加時
じ き

期については、次
つぎ

のページ以
い こ う

降のOff-campus‌Study‌Program

一
いち

覧
らん

表
ひょう

を確
かくにん

認してください。

※最
さいしんじょうほう

新情報は、アカデミック・オフィスウェブサイトを確
かくにん

認してください。

　URL：http：//www.apu.ac.jp/academic/page/content0209.html 

Off-campus Study Program at APU

専
せん も ん

門

言
げん

語
ご

異
い ぶ ん か

文化

キャリア
言
げんごがくしゅう

語学習と海
かいがい

外インターンシップで
キャリア形

けいせい

成に橋
はしわた

渡し
サービスラーニング

海
かいがい

外で集
しゅうちゅうてき

中的な言
げんごけんしゅう

語研修

AP言
げ ん ご

語イマージョン

本
ほんかくてき

格的なアメリカの教
きょうようきょういく

養教育を受
じゅこう

講
GCP

海
かいがいきょうていこう

外協定校で英
えいごがくしゅう

語学習
EXPLORE

異
い

文
ぶ ん か

化にまず触
ふ

れてみる
FIRST

海
かいがい

外での協
きょうどうがくしゅう

働学習を体
たいけん

験
SECOND

専
せ ん も ん ち し き

門知識を実
じっせん

践に
フィールド・スタディ
プロジェクト研

けんきゅう

究

国
こくないがい

内外の協
きょうていこう

定校へ長
ちょうきりゅうがく

期留学

交
こうかんりゅうがく

換留学

4年
ねんかん

間で2つの学
が く い

位を取
しゅとく

得

ダブルディグリー・プログラム 国
こくないがい

内外で幅
はばひろ

広い就
しゅうぎょうたいけん

業体験

インターンシップ

東
とうなん

南アジアで日
に ほ ん は っ し ん

本発信

日
に ほ ん ご

本語パートナーズ

海
かいがい

外で教
きょういく

育の現
げ ん ば

場を体
たいけん

験
SEND

必
ひっしゅうえいご

修英語を海
かいがい

外で学
まな

ぶ
EXCEED

日
に ほ ん ご

本語を集
しゅうちゅうてき

中的に学
がくしゅう

習する

日
に ほ ん ご

本語イマージョン

海
かいがい

外でのリサーチ実
じっせん

践
APUグローバルリサーチプログラム



170

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

Off-campus Study
Program

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

■‌O
ff-cam

pus‌S
tudy‌P

rogram

一い
ち
ら
ん覧

表ひ
ょ
う

6.1.1 Off-campus Study Program一
いちらんひょう

覧表

FIRST（海
かいがい

外） FIRST（国
こくない

内） SECOND

プログラムの

目
もくてき

的、特
とくちょう

徴

・異
い ぶ ん か

文化理
り か い

解・体
たいけん

験
・‌‌海
かいがい

外の人
ひとびと

と々の交
こう

流
りゅう

・日
に ほ ん ぶ ん か り か い

本文化理解
・日

にほんご じ っ せ ん か つ よ う

本語実践活用
・‌‌キャンパス外

がい

の人
ひとびと

と々の交
こうりゅう

流

・‌‌異
い ぶ ん か

文化理
り か い

解・体
たい

験
けん

、国
こくない

内・
国
こくさいがくせい

際学生の協
きょう

働
どう

受
じゅこうたいしょう

講対象 1 ～ 2 セメスター生
せい

1 ～ 3 セメスター生
せい

申
しんせいじょうけん

請条件

・「国
こくないがくせい

内学生」もしくは「日
に ほ ん ご き じ ゅ ん

本語基準
または「日

に

本
ほん

語
ご

中
ちゅうじょうきゅう

上級」修
しゅうとく

得済
ず

み
の国

こくさい

際学
がくせい

生」
・‌‌申

し ん せ い じ

請時に以
い か

下の単
たん い す う

位数を修
しゅうとく

得して
いること
‌‌2セメスター生

せい

：14 単
た ん い

位

・‌‌英
えいごきじ ゅ ん

語基準の国
こく

際
さい

学
がく

生
せい

・‌‌申
し ん せ い じ

請時に以
い か

下の単
たん い す う

位数を修
しゅうとく

得して
いること
‌‌2セメスター生

せい

：14 単
た ん い

位

・‌‌申
し ん せ い じ

請時に以
い か

下の単
たん い す う

位数を修
しゅうとく

得して
いること
‌‌2セメスター生

せい

：14 単
た ん い

位
‌‌3セメスター生

せい

：28単
た ん い

位

実
じ っ し ゅ う じ き

習時期
春
はる

セメスター
（ 5日間

かん

）
秋
あき

セメスター
（ 4日間

かん

）
夏
なつ

セッション期
き か ん

間

募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間
春
はる

4月
がつ

なし 4月
がつ

秋
あき

なし 9 -10月
がつ

9 -10月
がつ

実
じっしゅうち

習地（国
くに

・地
ちいき

域）
（過

か こ れ い

去例を含
ふく

む）
台
たいわん

湾、韓
かんこく

国 九
きゅうしゅう

州 東
と う な ん

南アジア

科
か も く

目名
めい

（集
しゅうけいぶんや

計分野）
単
た ん い す う

位数

・異
い ぶ ん か

文化フィールドワークⅠ（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）
 2 単

たん

位
い

・‌‌異
い ぶ ん か

文化フィールドワークⅡ
‌（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）
  2 単

たん

位
い

成
せいせきひょうか

績評価 Ｐ（合
ごうかく

格）/Ｆ（不
ふ

合
ごうかく

格）
通
つうじょうひょうか

常評価
（A+、A、B、C、/F）

単
たんい

位授
じゅよ

与セメスター 実
じっしゅう

習セメスター 実
じっしゅう

習セメスター

費
ひ よ う め や す

用目安 7 万
まんえん

円～ 8万
まんえん

円 3 万
まんえん

円～ 4万
まんえん

円 13万
まんえん

円～15万
まんえん

円

登
とうろくじょうげんたんいすう

録上限単位数に
含
ふく

む/含
ふく

まない
含
ふく

まない 含
ふく

まない 含
ふく

まない

再
さいりしゅう

履修の可
か ひ

否 不
ふ か

可 不
ふ か

可 不
ふ か

可

※上
じょうき

記の内
ないよう

容は変
へんこう

更される場
ば あ い

合があります。詳
しょうさい

細は、各
かく

プログラムの募
ぼしゅうようこう

集要項にて確
かくにん

認してください。
※プログラムの参

さ ん か け っ て い ご

加決定後、全
すべ

ての科
か も く

目において、履
りしゅうかもくとうろく

修科目登録は大
だいがく

学が行
おこな

います。
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せい
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位
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得して
いること
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せい
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位
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：28単
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位
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習時期
春
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セメスター
（ 5日間

かん

）
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（ 4日間

かん

）
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なつ

セッション期
き か ん

間

募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間
春
はる

4月
がつ

なし 4月
がつ

秋
あき

なし 9 -10月
がつ

9 -10月
がつ

実
じっしゅうち

習地（国
くに

・地
ちいき

域）
（過

か こ れ い

去例を含
ふく

む）
台
たいわん

湾、韓
かんこく

国 九
きゅうしゅう

州 東
と う な ん

南アジア

科
か も く

目名
めい

（集
しゅうけいぶんや

計分野）
単
た ん い す う

位数

・異
い ぶ ん か

文化フィールドワークⅠ（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）
 2 単

たん

位
い

・‌‌異
い ぶ ん か

文化フィールドワークⅡ
‌（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）
  2 単

たん

位
い

成
せいせきひょうか

績評価 Ｐ（合
ごうかく

格）/Ｆ（不
ふ

合
ごうかく

格）
通
つうじょうひょうか

常評価
（A+、A、B、C、/F）

単
たんい

位授
じゅよ

与セメスター 実
じっしゅう

習セメスター 実
じっしゅう

習セメスター

費
ひ よ う め や す

用目安 7 万
まんえん

円～ 8万
まんえん

円 3 万
まんえん

円～ 4万
まんえん

円 13万
まんえん

円～15万
まんえん

円

登
とうろくじょうげんたんいすう

録上限単位数に
含
ふく

む/含
ふく

まない
含
ふく

まない 含
ふく

まない 含
ふく

まない

再
さいりしゅう

履修の可
か ひ

否 不
ふ か

可 不
ふ か

可 不
ふ か

可

※上
じょうき

記の内
ないよう

容は変
へんこう

更される場
ば あ い

合があります。詳
しょうさい

細は、各
かく

プログラムの募
ぼしゅうようこう

集要項にて確
かくにん

認してください。
※プログラムの参

さ ん か け っ て い ご

加決定後、全
すべ

ての科
か も く

目において、履
りしゅうかもくとうろく

修科目登録は大
だいがく

学が行
おこな

います。
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日
に ほ ん ご

本語イマージョン AP言
げ ん ご

語イマージョン EXPLORE EXCEED

・‌‌言
げんごうんようのうりょくこうじょう

語運用能力向上のための‌
‌日
にほんごしゅうちゅう

本語集中学
がくしゅう

習
・‌‌キャンパス外

がい

の人
ひとびと

と々の交
こうりゅう

流

・‌‌言
げんごうんようのうりょくこうじょう

語運用能力向上のた
めの海

かいがい

外での集
しゅうちゅうてき

中的な
言
げんごがくしゅう

語学習
・異

い ぶ ん か り か い

文化理解・体
たいけん

験

・‌英
えいごうんようのうりょくこうじょう

語運用能力向上のための海
かいがい

外
での集

しゅうちゅうてき

中的な言
げ ん ご

語学
がくしゅう

習
・異

い ぶ ん か り か い

文化理解・体
たいけん

験

・‌‌英
え い ご

語の集
しゅうちゅうがくしゅう

中学習により、英
え い ご

語
必
ひっしゅう

修コースを最
さいたんはんとし

短半年で修
しゅうりょう

了

1～ 7セメスター生
せい

1 ～ 7セメスター生
せい

1 ～ 7セメスター生
せい

1セメスター生
せい

・‌‌‌英
えいごきじゅんがくせい

語基準学生（日
に

本
ほん

‌
語
ご

母
ぼ

語
ご

話
わ

者
しゃ

を除
のぞ

く）‌
日
にほんごちゅうきゅう

本語中級以
いじょうしゅうりょう

上修了あるい
は免

めん

除
じょ

された学
がくせい

生
・‌‌日
にほんごき じ ゅ ん こ く さ い が く

本語基準国際学生
せい

（日
に ほ ん ご ぼ ご わ

本語母語話者
しゃ

を除
のぞ

く）
・‌‌コース毎

ごと

に日
に ほ ん ご

本語力
りょく

の
申
しんせいようけん

請要件あり

・‌‌プログラムごとに申
しん

請
せい

要
ようけん

件
あり

・日
にほん ご き じ ゅ ん

本語基準スタンダードトラック ・‌‌英
えいごひっしゅう

語必修コースを「英
えいごじゅんちゅう

語準中
級
きゅう

」から開
か い し

始する日
に ほ ん ご き じ ゅ ん

本語基準
学
がくせい

生

冬
ふゆ

セッション期
き か ん

間 夏
なつ

／冬
ふゆ

セッション期
き か ん

間
（ 3～ 5週

しゅうかん

間）
夏
なつ

／冬
ふゆ

セッション期
き か ん

間
（ 3～ 5週

しゅうかん

間）
春
はる

セメスター
海
かいがい

外パートは夏
なつ

セッション期
きかん

間（4週
しゅうかん

間）

なし 4月
がつ

4月
がつ

～ 6月
がつ

4月
がつ

11月
がつ

10月
がつ

10月
がつ

～11月
がつ

なし

APU、別
べ っ ぷ ち い き

府地域
中
ちゅうごく

国、韓
かんこく

国、ベトナム、
インドネシア、タイ、メキシコ

アメリカ、ハワイ、アイルランド、
カナダ、ニュージーランド等

など シンガポール

・‌‌‌特
とくしゅ こ う ぎ

殊講義
‌‌（言

げんごきょういくかもく

語教育科目）
‌‌‌4 単

た ん い

位

・‌‌‌海
か い が い

外集
しゅうちゅう

中言
げ ん ご

語研
けんしゅう

修
（言

げんごきょういくかもく

語教育科目）
‌‌‌4 単

た ん い

位

・‌‌‌特
とくしゅ こ う ぎ

殊講義
‌‌（言

げんごきょういくかもく

語教育科目）
‌‌‌ 2単

たん

位
い

・‌‌‌英
えいごちゅうきゅう

語中級 A　 4単
たん

位
い

・‌‌‌英
えいごちゅうきゅう

語中級 B　 2単
たん

位
い

・‌‌‌特
とくしゅ こ う ぎ

殊講義（言
げんごきょういくかもく

語教育科目）
‌ 2単

たん

位
い

通
つうじょうひょうか

常評価
（A+、A、B、C、/F）

通
つうじょうひょうか

常評価
（A+、A、B、C、/F）

Ｐ（合
ごうかく

格）/Ｆ（不
ふ

合
ごうかく

格）
通
つうじょうひょうか

常評価
（A+、A、B、C、/F）

実
じっしゅう

習セメスター 実
じっしゅう

習セメスター 実
じっしゅう

習セメスター 実
じっしゅう

習セメスター

1万
まんえんて い ど

円程度 20万
まんえん

円～45万
まんえん

円
30万

まんえん

円～50万
まんえん

円程
て い ど

度（渡
と こ う ひ べ つ

航費別・
プログラム、期

き か ん

間によって異
こと

なる）
40万

まんえんて い ど

円程度

含
ふく

まない 含
ふく

まない 含
ふく

まない 含
ふく

まない

異
こと

なるコースであれば可
か

異
こと

なるプログラムであれば可
か

不
ふ か

可 不
ふ か

可

※‌「プロジェクト研
けんきゅう

究」「ボランティア研
けんきゅう

究」は各
か く

8 単
た ん

位
い

まで、「インターンシップ」「ビジネスインターンシップ」
は合

ご う け い

計14単
た ん

位
い

までは、卒
そつぎ ょ う よ う け ん

業要件の「124単
た ん

位
い

」に含
ふ く

むことができますが、それぞれ上
じょうげん

限を超
こ

えて修
しゅうとく

得した
場
ば

合
あ い

には、超
ち ょ う か ぶ ん

過分は要
よ う

卒
そ つ

集
しゅうけい

計外
が い

の単
た ん

位
い

としてみなされます。
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GCP (Global 
Communication Program) SEND 日

に ほ ん ご

本語パートナーズ

プログラムの

目
もくてき

的、特
とくちょう

徴

・コミュニケーション力
りょく

・多
た

文
ぶんかりかいりょく

化理解力の形
けいせい

成と強
きょうか

化
・‌‌‌高

こうとうがっこう

等学校／大
だいがく

学での教
きょういく

育インター
ンシップ
・‌‌‌日

にほんごきょういく

本語教育のサポートや、日
に ほ ん

本文
ぶん

化
か

紹
しょうかい

介アクティビティなどの実
じ っ し

施

・‌‌現
げ ん ち

地に暮
く

らす人
ひと

たちの日
に ほ ん

本語
ご

や日
に ほ ん ぶ ん か

本文化
への興

きょうみ

味を高
たか

め、理
り か い

解を促
そくしん

進させる
・‌‌派
はけ ん さ き

遣先の国
くに

の言
げ ん ご

語や文
ぶ ん か

化に対
たい

する理
り か い

解
を深

ふか

める
・‌‌言
げ ん ご

語や文
ぶんかはいけ い

化背景の異
こと

なる相
あ い て

手とのコミュ
ニケーション能

のうりょく

力を高
たか

め、異
い ぶ ん か

文化に対
たい

する
態
た い ど

度について考
かんが

える

受
じゅこうたいしょう

講対象
派
は

遣
けん

時
じ

に 3～ 6セメスター生
せい

（申
しん せ い じ

請時は2～ 5セメスター生
せい

）
2～ 7セメスター生

せい ・‌‌‌国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金の条
じょうけん

件に準
じゅん

ずる

申
しんせいじょうけん

請条件

・‌‌‌日
に ほ ん ご き じ ゅ ん

本語基準の国
こくない

内・国
こくさいがくせい

際学生
・‌‌‌派

は

遣
けん

時
じ

に「英
えいごちゅうきゅう

語中級A・B」を
‌‌修
しゅうとく

得していること

・‌‌‌日
に ほ ん ご

本語を母
ぼ ご

語とする学
がくせい

生

実
じ っ し ゅ う じ き

習時期
春
はる

セメスター第
だい

2クオーター
（ 2ヶ

かげつかん

月間）
夏
なつ

／冬
ふゆ

セッション期
き か ん

間
（ 3～ 4週

しゅうかんていど

間程度）
翌
よく と し

年の8月
がつ

～3月
がつ

(2019年
ねんどじっせき

度実績)

募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間
春
はる

なし 4月
がつ

6月
がつ

～7月
が つ

秋
あき

11月
がつ

～ 1月
がつ

10月
がつ

-

実
じっしゅうち

習地（国
くに

・地
ちいき

域）
（過

か こ れ い

去例を含
ふく

む）
アメリカ（テキサス州

しゅう

） タイ、ベトナム等
など

インドネシア

科
か も く

目名
めい

（集
しゅうけいぶんや

計分野）
単
た ん い す う

位数

・‌‌‌特
とくしゅ こ う ぎ

殊講義（E）（共
きょうつうきょう

通教養
ようかもく

科目）
 8 単

たん

位
い

・‌‌ボランティア研
けんきゅう

究（E）
‌（共

きょうつうきょう

通教養
よう

科
か

目
もく

）
 2 単

たん

位
い

‌ 計
けい

10単

・‌‌‌インターンシップ（J）（共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か

目
もく

）
 4 単

た ん い

位
・‌‌‌特

と く し ゅ こ う ぎ

殊講義（言
げ ん ご き ょ う い く か も く

語教育科目）
 16単

た ん い

位

成
せいせきひょうか

績評価
通
つうじょうひょうか

常評価
（A+、A、B、C、/F）

通
つうじょうひょうか

常評価（A+、A、B、C、/F） P（合
ごうかく

格）/F（不
ふご う か く

合格）

単
たんい

位授
じゅよ

与セメスター 実
じっしゅう

習セメスター 実
じっしゅう

習セメスターの次
じ

セメスター 実
じっしゅう

習セメスター

費
ひ よ う め や す

用目安 50万
まんえん

円程
て い ど

度（渡
と こ う ひ

航費は別
べ っ と

途） 10万
まんえん

円～15万
まんえん

円 自
じこふたん

己負担なし（国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金からの補
ほじょ

助あり）

登
とうろくじょうげんたんいすう

録上限単位数に
含
ふく

む/含
ふく

まない
含
ふく

む 含
ふく

まない 含
ふく

まない

再
さいりしゅう

履修の可
か ひ

否 不
ふ か

可 不
ふ か

可 不
ふ か

可

※上
じょうき

記の内
ないよう

容は変
へんこう

更される場
ば あ い

合があります。詳
しょうさい

細は、各
かく

プログラムの募
ぼしゅうようこう

集要項にて確
かくにん

認してください。
※プログラムの参

さ ん か け っ て い ご

加決定後、全
すべ

ての科
か も く

目において、履
りしゅうかもくとうろく

修科目登録は大
だいがく

学が行
おこな

います。
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ロ
グ
ラ
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し
ゅ
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も
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習
科
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■‌O
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pus‌S
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rogram

一い
ち
ら
ん覧
表ひ

ょ
う

GCP (Global 
Communication Program) SEND 日

に ほ ん ご

本語パートナーズ

プログラムの

目
もくてき

的、特
とくちょう

徴

・コミュニケーション力
りょく

・多
た

文
ぶんかりかいりょく

化理解力の形
けいせい

成と強
きょうか

化
・‌‌‌高

こうとうがっこう

等学校／大
だいがく

学での教
きょういく

育インター
ンシップ
・‌‌‌日

にほんごきょういく

本語教育のサポートや、日
に ほ ん

本文
ぶん

化
か

紹
しょうかい

介アクティビティなどの実
じ っ し

施

・‌‌現
げ ん ち

地に暮
く

らす人
ひと

たちの日
に ほ ん

本語
ご

や日
に ほ ん ぶ ん か

本文化
への興

きょうみ

味を高
たか

め、理
り か い

解を促
そくしん

進させる
・‌‌派
はけ ん さ き

遣先の国
くに

の言
げ ん ご

語や文
ぶ ん か

化に対
たい

する理
り か い

解
を深

ふか

める
・‌‌言
げ ん ご

語や文
ぶんかはいけ い

化背景の異
こと

なる相
あ い て

手とのコミュ
ニケーション能

のうりょく

力を高
たか

め、異
い ぶ ん か

文化に対
たい

する
態
た い ど

度について考
かんが

える

受
じゅこうたいしょう

講対象
派
は

遣
けん

時
じ

に 3～ 6セメスター生
せい

（申
しん せ い じ

請時は2～ 5セメスター生
せい

）
2～ 7セメスター生

せい ・‌‌‌国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金の条
じょうけん

件に準
じゅん

ずる

申
しんせいじょうけん

請条件

・‌‌‌日
に ほ ん ご き じ ゅ ん

本語基準の国
こくない

内・国
こくさいがくせい

際学生
・‌‌‌派

は

遣
けん

時
じ

に「英
えいごちゅうきゅう

語中級A・B」を
‌‌修
しゅうとく

得していること

・‌‌‌日
に ほ ん ご

本語を母
ぼ ご

語とする学
がくせい

生

実
じ っ し ゅ う じ き

習時期
春
はる

セメスター第
だい

2クオーター
（ 2ヶ

かげつかん

月間）
夏
なつ

／冬
ふゆ

セッション期
き か ん

間
（ 3～ 4週

しゅうかんていど

間程度）
翌
よく と し

年の8月
がつ

～3月
がつ

(2019年
ねんどじっせき

度実績)

募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間
春
はる

なし 4月
がつ

6月
がつ

～7月
が つ

秋
あき

11月
がつ

～ 1月
がつ

10月
がつ

-

実
じっしゅうち

習地（国
くに

・地
ちいき

域）
（過

か こ れ い

去例を含
ふく

む）
アメリカ（テキサス州

しゅう

） タイ、ベトナム等
など

インドネシア

科
か も く

目名
めい

（集
しゅうけいぶんや

計分野）
単
た ん い す う

位数

・‌‌‌特
とくしゅ こ う ぎ

殊講義（E）（共
きょうつうきょう

通教養
ようかもく

科目）
 8 単

たん

位
い

・‌‌ボランティア研
けんきゅう

究（E）
‌（共

きょうつうきょう

通教養
よう

科
か

目
もく

）
 2 単

たん

位
い

‌ 計
けい

10単

・‌‌‌インターンシップ（J）（共
きょうつう

通教
きょうよう

養科
か

目
もく

）
 4 単

た ん い

位
・‌‌‌特

と く し ゅ こ う ぎ

殊講義（言
げ ん ご き ょ う い く か も く

語教育科目）
 16単

た ん い

位

成
せいせきひょうか

績評価
通
つうじょうひょうか

常評価
（A+、A、B、C、/F）

通
つうじょうひょうか

常評価（A+、A、B、C、/F） P（合
ごうかく

格）/F（不
ふご う か く

合格）

単
たんい

位授
じゅよ

与セメスター 実
じっしゅう

習セメスター 実
じっしゅう

習セメスターの次
じ

セメスター 実
じっしゅう

習セメスター

費
ひ よ う め や す

用目安 50万
まんえん

円程
て い ど

度（渡
と こ う ひ

航費は別
べ っ と

途） 10万
まんえん

円～15万
まんえん

円 自
じこふたん

己負担なし（国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金からの補
ほじょ

助あり）

登
とうろくじょうげんたんいすう

録上限単位数に
含
ふく

む/含
ふく

まない
含
ふく

む 含
ふく

まない 含
ふく

まない

再
さいりしゅう

履修の可
か ひ

否 不
ふ か

可 不
ふ か

可 不
ふ か

可

※上
じょうき

記の内
ないよう

容は変
へんこう

更される場
ば あ い

合があります。詳
しょうさい

細は、各
かく

プログラムの募
ぼしゅうようこう

集要項にて確
かくにん

認してください。
※プログラムの参

さ ん か け っ て い ご

加決定後、全
すべ

ての科
か も く

目において、履
りしゅうかもくとうろく

修科目登録は大
だいがく

学が行
おこな

います。
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う
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も
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と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

■‌O
ff-cam

pus‌S
tudy‌P

rogram

一いち
ら
ん覧
表ひょう

サービスラーニング インターンシップ APU グローバル
リサーチプログラム

・実
じっせんてき

践的な英
えいごりょく

語力の修
しゅうとく

得
・‌‌企
きぎょう

業・NGO・社
しゃかいこうけんかつ

会貢献活動
どう

の現
げん

場
ば

でのジ
ョブシャドーイング
・‌‌キャリアビジョンの明

めいかく か

確化

・就
しゅうぎょうたいけん

業体験
・キャリア形

けいせい

成
・現

げんちちょうさしゅほう

地調査手法の修
しゅうとく

得
・調

ちょうさけいかくさくてい

査計画策定

派
は

遣
けん

時に2～ 7セメスター生
せい

（申
しん せ い じ

請時は1～ 6セメスター生
せい

）
派
は け ん じ

遣時に2～ 7セメスター生
せい 派

は け ん じ

遣時に3～ 7セメスター生
せい

（申
しん せ い じ

請時は2～ 6セメスター生
せい

）

・‌‌‌日
にほん ご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生‌（優
ゆうせんてき

先的に派
は け ん

遣）
・‌‌‌派

は

遣
けん

時
じ

に「英
えいごちゅうきゅう

語中級A・B」を修
しゅうとく

得している
こと（TOEFL‌ITP®‌Test‌460点

てん

程
て い ど

度）

・‌‌APUと覚
おぼえがき

書を交
か

わし、協
きょうてい

定を結
むす

んだ
企
きぎょう

業・団
だんたい

体にて行
おこな

う協
きょうていがた

定型インターンシッ
プに申

しんせい

請をしていること

・‌‌‌2 ～ 5 名
めい

のグループで申
しんせい

請をすること

夏
なつ

セッション～秋
あき

セメスター
第
だい

1クオーター（約
やく

3 ヶ
かげ つ

月）
夏
なつ

／冬
ふゆ

セッション期
き か ん

間
（数

すうじつ

日～ 8 週
しゅうかん

間程
て い ど

度）
夏
な つ

セッション

- 6 月
がつ

頃
ごろ

-

11月
がつ

～ 1月
がつ

11月
がつ

頃
ごろ

11月
がつ

～ 1月
がつ

アメリカ（テキサス州
しゅう

） 日
に ほ ん

本、ベトナム等
など

スウェーデン、ベトナム、カナダ、韓
かんこく

国等
など

・特
と く し ゅ こ う ぎ

殊講義（言
げ ん ご き ょ う い く か も く

語教育科目）
‌‌ 4 単

た ん い

位
・インターンシップ（E）‌
　（共

きょうつうきょうようかもく

通教養科目）‌ 4 単
た ん い

位

・‌‌‌インターンシップ（共
きょうつうきょうようかもく

通教養科目）
 2 単

た ん い

位または4単
た ん い

位
・‌‌‌2011年

ね ん ど

度カリキュラム生
せい

‌‌フィールド・スタディ　 2単
た ん い

位
‌‌（APS生

せ い

：専
せん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目、
‌‌APM生

せ い

：自
じ ゆ う せ ん た く

由選択）
・‌‌‌2017年

ね ん ど

度カリキュラム生
せい

‌‌APSフィールド・スタディ　 2単
た ん い

位
‌‌（APS生

せ い

：専
せん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目、
‌‌APM生

せ い

：他
た

学
が く

部
ぶ

科
か

目
もく

）

・特
とくしゅこうぎ

殊講義　T（認
にんてい

定）
・インターンシップ（E）P（合

ごうかく

格）／F（不
ふごうかく

合格）
P（合

ごうかく

格）/F（不
ふ

合
ごうかく

格） 通
つうじょうひょうか

常評価（A+、A、B、C、/F）

実
じっしゅうしゅうりょうじ

習終了時セメスター 実
じっしゅう

習セメスターの次
じ

セメスター 実
じっしゅう

習セメスター

95万
まんえん

円程
て い ど

度（渡
と こ う ひ

航費は別
べ っ と

途） インターンシップ先
さき

によって異
こと

なる 3万
まんえん

円～10万
まんえん

円程
て い ど

度（渡
と こ う ひ

航費は別
べ っ と

途）

含
ふく

まない 含
ふく

まない 含
ふく

まない

不
ふ か

可 異
こと

なるプログラムであれば可
か

不
ふ か

可

※‌「プロジェクト研
けんきゅう

究」「ボランティア研
けんきゅう

究」は各
か く

8 単
た ん

位
い

まで、「インターンシップ」「ビジネスインターンシップ」
は合

ご う け い

計14単
た ん

位
い

までは、卒
そつぎ ょ う よ う け ん

業要件の「124単
た ん

位
い

」に含
ふ く

むことができますが、それぞれ上
じょうげん

限を超
こ

えて修
しゅうとく

得した
場
ば

合
あ い

には、超
ち ょ う か ぶ ん

過分は要
よ う

卒
そ つ

集
しゅうけい

計外
が い

の単
た ん

位
い

としてみなされます。
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rogram
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ょ
う

フィールド・スタディ プロジェクト研
けんきゅう

究

プログラムの

目
もくてき

的、特
とくちょう

徴

・専
せんもんちし き

門知識の実
じっせん

践
・現

げんちちょ う さ

地調査・研
けんきゅうかつどう

究活動
・専

せんもんち し き

門知識の実
じっせん

践
・調

ちょうさ

査・分
ぶんせき

析
・ゼミ連

れんけいがたじっせんがくしゅう

携型実践学習

受
じゅこうたいしょう

講対象 3 ～ 7セメスター生
せい

5 ～ 7セメスター生
せい

申
しんせいじょうけん

請条件

・‌‌‌英
え い ご か い こ う

語開講プログラムの場
ば あ い

合、「英
えいごちゅうきゅう

語中級 A・B」を
修
しゅうとく

得していること（日
にほんご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生のみ）
・‌‌プログラムごとに申

しんせい

請要
ようけん

件あり

・‌‌プログラム担
たんとうきょういん

当教員のゼミ生
せい

であり、次
じ

セメスターも
同
どうえんしゅう

演習を継
けいぞく

続する意
い し

思のある学
がくせい

生
・‌‌申
しんせい

請セメスターに「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究Ⅱ・卒
そつぎょう

業論
ろん

文
ぶん

」を履
りしゅう

修し
ていないこと

実
じっしゅうじき

習時期
夏
な つ

／冬
ふ ゆ

セッション期
き か ん

間
（数

す う じ つ

日～ 4 週
し ゅ う か ん

間）
夏
なつ

／冬
ふゆ

セッション期
き か ん

間
（数

すうじつ

日～ 3 週
しゅうかん

間）

募
ぼしゅうきかん

集期間
春
はる

4 月
がつ

4 月
がつ

秋
あき

10月
がつ

10月
がつ

実
じっしゅうち

習地（国
くに

・地
ちいき

域）
（過
かこれい

去例を含
ふく

む）
タイ、ロシア、イタリア、インド、日

に ほ ん

本等
など

日
に ほ ん

本、中
ちゅうごく

国、韓
かんこく

国等
など

科
かもく

目名
めい

（集
しゅうけいぶんや

計分野）
単
たんいすう

位数

・2011年
ね ん ど

度カリキュラム生
せ い

  フィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  （自
じ が く ぶ か い こ う

学部開講：専
せ ん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目、他
た が く ぶ か い こ う

学部開講：自
じ ゆ う せ ん た く

由選択）

・2017年
ね ん

度
ど

カリキュラム生
せ い

  APSフィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  環
か ん き ょ う

境・開
か い は つ

発　フィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  観
か ん こ う が く

光学　フィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  国
こ く さ い か ん け い

際関係　フィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  文
ぶ ん か

化・社
し ゃ か い

会・メディア　フィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  APMフィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  （自
じ が く ぶ か い こ う

学部開講：専
せ ん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目、他
た が く ぶ か い こ う

学部開講：他
た

学
が く

部
ぶ

科
か

目
も く

）

・2011年
ね ん

度
ど

カリキュラム生
せ い

  プロジェクト研
け ん き ゅ う

究
  2または4単

た ん

位
い

 （自
じ が く ぶ か い こ う

学部開講：専
せ ん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目、 
   他

た が く ぶ か い こ う

学部開講：自
じ ゆ う せ ん た く

由選択）

・2017年
ね ん

度
ど

カリキュラム生
せ い

 プロジェクト研
け ん き ゅ う

究
  2または4単

た ん

位
い

  （自
じ が く ぶ か い こ う

学部開講：専
せ ん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目、 
  他

た が く ぶ か い こ う

学部開講：他
た

学
が く

部
ぶ

科
か

目
も く

）

成
せいせきひょうか

績評価 通
つうじょうひょうか

常評価（A+、A、B、C、/F） 通
つうじょうひょうか

常評価（A+、A、B、C、/F）

単
たんい

位授
じゅよ

与セメスター
実
じっしゅう

習セメスター
（プログラムによって異

こと

なる）
実
じっしゅう

習セメスター
（プログラムによって異

こと

なる）

費
ひよう め や す

用目安 1 万
まんえん

円～40万
まんえん

円程
て い ど

度 3 万
まんえん

円～10万
まんえん

円

登
とうろくじょうげんたんいすう

録上限単位数に
含
ふく

む/含
ふく

まない
含
ふく

まない 含
ふく

まない

再
さいりしゅう

履修の可
か ひ

否 異
こと

なるプログラムであれば可
か

異
こと

なるプログラムであれば可
か

※‌「プロジェクト研
けんきゅう

究」「ボランティア研
けんきゅう

究」は各
か く

8 単
た ん

位
い

まで、「インターンシップ」「ビジネスインターンシップ」
は合

ご う け い

計14単
た ん

位
い

までは、卒
そつぎ ょ う よ う け ん

業要件の「124単
た ん

位
い

」に含
ふ く

むことができますが、それぞれ上
じょうげん

限を超
こ

えて修
しゅうとく

得した
場
ば

合
あ い

には、超
ち ょ う か ぶ ん

過分は要
よ う

卒
そ つ

集
しゅうけい

計外
が い

の単
た ん

位
い

としてみなされます。
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■‌O
ff-cam

pus‌S
tudy‌P

rogram

一い
ち
ら
ん覧
表ひ

ょ
う

フィールド・スタディ プロジェクト研
けんきゅう

究

プログラムの

目
もくてき

的、特
とくちょう

徴

・専
せんもんちし き

門知識の実
じっせん

践
・現

げんちちょ う さ

地調査・研
けんきゅうかつどう

究活動
・専

せんもんち し き

門知識の実
じっせん

践
・調

ちょうさ

査・分
ぶんせき

析
・ゼミ連

れんけいがたじっせんがくしゅう

携型実践学習

受
じゅこうたいしょう

講対象 3 ～ 7セメスター生
せい

5 ～ 7セメスター生
せい

申
しんせいじょうけん

請条件

・‌‌‌英
え い ご か い こ う

語開講プログラムの場
ば あ い

合、「英
えいごちゅうきゅう

語中級 A・B」を
修
しゅうとく

得していること（日
にほんご き じ ゅ ん が く せ い

本語基準学生のみ）
・‌‌プログラムごとに申

しんせい

請要
ようけん

件あり

・‌‌プログラム担
たんとうきょういん

当教員のゼミ生
せい

であり、次
じ

セメスターも
同
どうえんしゅう

演習を継
けいぞく

続する意
い し

思のある学
がくせい

生
・‌‌申
しんせい

請セメスターに「卒
そつぎょう

業研
けんきゅう

究Ⅱ・卒
そつぎょう

業論
ろん

文
ぶん

」を履
りしゅう

修し
ていないこと

実
じっしゅうじき

習時期
夏
な つ

／冬
ふ ゆ

セッション期
き か ん

間
（数

す う じ つ

日～ 4 週
し ゅ う か ん

間）
夏
なつ

／冬
ふゆ

セッション期
き か ん

間
（数

すうじつ

日～ 3 週
しゅうかん

間）

募
ぼしゅうきかん

集期間
春
はる

4 月
がつ

4 月
がつ

秋
あき

10月
がつ

10月
がつ

実
じっしゅうち

習地（国
くに

・地
ちいき

域）
（過
かこれい

去例を含
ふく

む）
タイ、ロシア、イタリア、インド、日

に ほ ん

本等
など

日
に ほ ん

本、中
ちゅうごく

国、韓
かんこく

国等
など

科
かもく

目名
めい

（集
しゅうけいぶんや

計分野）
単
たんいすう

位数

・2011年
ね ん ど

度カリキュラム生
せ い

  フィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  （自
じ が く ぶ か い こ う

学部開講：専
せ ん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目、他
た が く ぶ か い こ う

学部開講：自
じ ゆ う せ ん た く

由選択）

・2017年
ね ん

度
ど

カリキュラム生
せ い

  APSフィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  環
か ん き ょ う

境・開
か い は つ

発　フィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  観
か ん こ う が く

光学　フィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  国
こ く さ い か ん け い

際関係　フィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  文
ぶ ん か

化・社
し ゃ か い

会・メディア　フィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  APMフィールド・スタディ　 2または 4 単
た ん

位
い

  （自
じ が く ぶ か い こ う

学部開講：専
せ ん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目、他
た が く ぶ か い こ う

学部開講：他
た

学
が く

部
ぶ

科
か

目
も く

）

・2011年
ね ん

度
ど

カリキュラム生
せ い

  プロジェクト研
け ん き ゅ う

究
  2または4単

た ん

位
い

 （自
じ が く ぶ か い こ う

学部開講：専
せ ん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目、 
   他

た が く ぶ か い こ う

学部開講：自
じ ゆ う せ ん た く

由選択）

・2017年
ね ん

度
ど

カリキュラム生
せ い

 プロジェクト研
け ん き ゅ う

究
  2または4単

た ん

位
い

  （自
じ が く ぶ か い こ う

学部開講：専
せ ん も ん き ょ う い く か も く

門教育科目、 
  他

た が く ぶ か い こ う

学部開講：他
た

学
が く

部
ぶ

科
か

目
も く

）

成
せいせきひょうか

績評価 通
つうじょうひょうか

常評価（A+、A、B、C、/F） 通
つうじょうひょうか

常評価（A+、A、B、C、/F）

単
たんい

位授
じゅよ

与セメスター
実
じっしゅう

習セメスター
（プログラムによって異

こと

なる）
実
じっしゅう

習セメスター
（プログラムによって異

こと

なる）

費
ひよう め や す

用目安 1 万
まんえん

円～40万
まんえん

円程
て い ど

度 3 万
まんえん

円～10万
まんえん

円

登
とうろくじょうげんたんいすう

録上限単位数に
含
ふく

む/含
ふく

まない
含
ふく

まない 含
ふく

まない

再
さいりしゅう

履修の可
か ひ

否 異
こと

なるプログラムであれば可
か

異
こと

なるプログラムであれば可
か

※‌「プロジェクト研
けんきゅう

究」「ボランティア研
けんきゅう

究」は各
か く

8 単
た ん

位
い

まで、「インターンシップ」「ビジネスインターンシップ」
は合

ご う け い

計14単
た ん

位
い

までは、卒
そつぎ ょ う よ う け ん

業要件の「124単
た ん

位
い

」に含
ふ く

むことができますが、それぞれ上
じょうげん

限を超
こ

えて修
しゅうとく

得した
場
ば

合
あ い

には、超
ち ょ う か ぶ ん

過分は要
よ う

卒
そ つ

集
しゅうけい

計外
が い

の単
た ん

位
い

としてみなされます。
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そ
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・プ
ロ
グ
ラ
ム

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

■‌

交こう
か
ん
り
ゅ
う
が
く

換
留
学（
海かい
が
い外
）

6. 2 交
こ う か ん

換留
りゅう

学
が く

（海
か い が い

外）

＜留
りゅうがく

学する場
ば あ い

合の学
がくせきじょうたい

籍状態・学
が く ひ

費・単
た ん い に ん て い

位認定の有
う む

無＞

交
こうかん

換留
りゅうがく

学

ダブルディグリープログラム
個
こ べ つ

別合
ご う い

意に基
もと

づく留
りゅうがく

学 休
きゅうがく

学による海
かいがい

外渡
と こ う

航

学
がくせ き じ ょ う た い

籍状態 「留
りゅうがく

学」 「留
りゅうがく

学」 「休
きゅうがく

学」

学
がく

費
ひ

など APU授
じゅぎょうりょう

業料Ａおよび授
じゅぎょうりょう

業料B
APU授

じゅぎょうりょう

業料Ａおよび授
じゅぎょうりょう

業料B

＋留
りゅうがく

学先
さき

学
が く ひ

費

審
し ん さ

査･事
じ む

務手
てすうりょう

数料15,000円
えん

APU在
ざいせきりょう

籍料5,000円
えん

／

１セメスター＋渡
と こ う

航先
さき

学
が く ひ

費

単
た ん い

位認
にんてい

定 する する しない

　交
こうかんりゅうがく

換留学とは、APUと学
がくせいこうかんきょうてい

生交換協定を締
ていけつ

結している大
だいがく

学へ留
りゅうがく

学する制
せ い ど

度です。交
こうかんりゅうがく

換留学の

目
もくてき

的は単
たん

に言
げんごうんようのうりょく

語運用能力を伸
の

ばすことではありません。今
いま

まで取
と

り組
く

んできた学
がくしゅう

習・研
けんきゅう

究を

より発
はってん

展させるため、他
た

大
だいがく

学で専
せ ん も ん か も く な ど

門科目等を受
じゅこう

講し、その分
ぶ ん や

野についての知
ち し き

識をより広
ひろ

く身
み

につけていくところに真
しん

の目
もくてき

的があります。

　ここでは、大
おお

まかな海
かいがい

外交
こうかんりゅうがく

換留学の仕
し く

組みと流
なが

れを説
せつめい

明しています。詳
くわ

しくは、アカデミック・

オフィスウェブサイトの留
りゅうがく

学のリンクより海
かいがい

外交
こうかんりゅうがく

換留学のページを確
かくにん

認してください。

URL：http：//www.apu.ac.jp/academic/page/content0105.html
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き績

そ
の
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度ど
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ロ
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ム
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も
く

習
科
目

プログラムの目
もくてき

的、特
とくちょう

徴 海
かいがい

外協
きょうていこう

定校で専
せんもん

門知
ち し き

識を深
ふか

める。

受
じゅこう

講対
たいしょう

象 4 ～ 7セメスター生
せい

留
りゅうがく

学期
き か ん

間 1セメスターもしくは1年
ねんかん

間（回
かいせい

生をまたいでも可
か

。例
れい

: 4 ～‌5セメスター）

出
しゅつがんしかく

願資格

セメスター 2 ～‌5セメスター生
せい

成
せいせき

績
当
とうがい

該 GPA2.00 以
いじょう

上

※ 通
つうさん

算 GPA基
きじゅん

準は留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学により異
こと

なる。

言
げ ん ご

語

運
うんよう

用

能
のうりょく

力

留
りゅうがく

学先
さき

の国
くに

や大
だいがく

学によって異
こと

なる。

A）　‌‌留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学で、主
おも

に英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目を履
りしゅう

修する場
ば あ い

合、通
つうじょう

常 TOEFL‌

ITP®‌Testスコア 500-600 点
てん

相
そうとう

当の英
えいごりょく

語力が求
もと

められる。

B）　‌‌留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学で、主
おも

にAP言
げ ん ご

語で履
りしゅう

修する場
ば あ い

合、留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学の英
え い ご

語

の言
げ ん ご よ う け ん

語要件及
およ

び正
せ い き か も く

規科目を受
じゅこう

講できるＡＰ言
げ ん ご

語の語
ごがくりょく

学力が求
もと

められ

る。

※‌‌学
がくないせんこう

内選考の際
さい

に、TOEFL‌ITP®‌Test、TOEFL‌iBT®‌Test、IELTSTM

などの言
げ ん ご う ん よ う

語運用能
のう

力
りょく

を証
しょうめい

明する書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要。AP言
げ ん ご

語で履
りしゅう

修す

る場
ば あ い

合でも、各
かく

言
げん

語
ご

の言
げんごうんようのうりょく

語運用能力を証
しょうめい

明する書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要。

募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間

原
げんそく

則として年
ねん

2回
かい

、派
は

遣
けん

の1年
ねんまえ

前に募
ぼしゅう

集。

春
はる

派
は

遣
けん

：4月
がつちゅうじゅん

中旬～ 5月
がつちゅうじゅん

中旬

秋
あき

派
は

遣
けん

：10月
がつちゅうじゅん

中旬～ 11月
がつちゅうじゅん

中旬

留
りゅうがく

学先
さき

APUが学
がくせい

生交
こうかん

換協
きょう

定
てい

を締
ていけつ

結している海
かいがい

外協
きょう

定
てい

大
だいがく

学

留
りゅうがく

学時
じ き

期 留
りゅうがく

学先
さき

の学
がくねんれき

年暦によって異
こと

なる。

履
りしゅうないよう

修内容 留
りゅうがく

学先
さき

の大
だいがく

学で正
せ い か か も く

課科目として開
かいこう

講される科
か も く

目

履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録 学
がくせい

生が留
りゅうがく

学先
さき

にて科
か も く

目登
とうろく

録する。

成
せいせき

績評
ひょうか

価 T（認
にんてい

定）

単
た ん い に ん て い じ き

位認定時期
単
たんいにんていねがい

位認定願・留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学の成
せいせきしょうめいしょ

績証明書・その他
た

必
ひつようしょるい

要書類の提
ていしゅつご

出後、教
きょうがくぶ

学部に

て審
し ん さ

査のうえ、留
りゅうがくしゅうりょうご

学終了後に認
にんてい

定する。

滞
たいざいさき

在先 留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学寮
りょう

もしくはアパート等
など

主
おも

な費
ひ よ う

用
APU授

じゅぎょうりょう

業料 Aおよび授
じゅぎょうりょう

業料 B・寮
りょうひ

費・食
しょくひ

費・生
せ い か つ ひ

活費・テキスト代
だい

・ビザ取
し ゅ と く ひ

得費・

往
お う ふ く と こ う ひ よ う

復渡航費用・海
かい が い り ょ こ う ほ け ん ひ よ う

外旅行保険費用・危
き き か ん り

機管理システム（J-TAS）費
ひ よ う

用・その他
た ざ っ ぴ

雑費

※‌‌留
りゅうがく

学時
じ き

期、留
りゅうがく

学期
き

間
かん

、派
は

遣
けん

学
がくせいすう

生数は、協
きょうていだいがく

定大学との派
は

遣
けん

・受
うけいれにんずう

入人数のバランスや、その

大
だいがく

学の学
がくねんれき

年暦によって決
き

まります。

※‌‌3 回
かいせいへんにゅうせい

生編入生は出
しゅつがん

願できません。 2 回
かいせいへんにゅう

生編入は第
だい

4 セメスターから出
しゅつがん

願できます。

＜交
こうかん

換留
りゅうがく

学の条
じょうけん

件・資
し か く

格等
など

＞

■‌

交こ
う
か
ん
り
ゅ
う
が
く

換
留
学（
海か

い
が
い外

）
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ゅ
う
か
も
く
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う
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く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験

・
成せ

い
せ
き績

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

プログラムの目
もくてき

的、特
とくちょう

徴 海
かいがい

外協
きょうていこう

定校で専
せんもん

門知
ち し き

識を深
ふか

める。

受
じゅこう

講対
たいしょう

象 4 ～ 7セメスター生
せい

留
りゅうがく

学期
き か ん

間 1セメスターもしくは1年
ねんかん

間（回
かいせい

生をまたいでも可
か

。例
れい

: 4 ～‌5セメスター）

出
しゅつがんしかく

願資格

セメスター 2 ～‌5セメスター生
せい

成
せいせき

績
当
とうがい

該 GPA2.00 以
いじょう

上

※ 通
つうさん

算 GPA基
きじゅん

準は留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学により異
こと

なる。

言
げ ん ご

語

運
うんよう

用

能
のうりょく

力

留
りゅうがく

学先
さき

の国
くに

や大
だいがく

学によって異
こと

なる。

A）　‌‌留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学で、主
おも

に英
え い ご か い こ う か も く

語開講科目を履
りしゅう

修する場
ば あ い

合、通
つうじょう

常 TOEFL‌

ITP®‌Testスコア 500-600 点
てん

相
そうとう

当の英
えいごりょく

語力が求
もと

められる。

B）　‌‌留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学で、主
おも

にAP言
げ ん ご

語で履
りしゅう

修する場
ば あ い

合、留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学の英
え い ご

語

の言
げ ん ご よ う け ん

語要件及
およ

び正
せ い き か も く

規科目を受
じゅこう

講できるＡＰ言
げ ん ご

語の語
ごがくりょく

学力が求
もと

められ

る。

※‌‌学
がくないせんこう

内選考の際
さい

に、TOEFL‌ITP®‌Test、TOEFL‌iBT®‌Test、IELTSTM

などの言
げ ん ご う ん よ う

語運用能
のう

力
りょく

を証
しょうめい

明する書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要。AP言
げ ん ご

語で履
りしゅう

修す

る場
ば あ い

合でも、各
かく

言
げん

語
ご

の言
げんごうんようのうりょく

語運用能力を証
しょうめい

明する書
しょるい

類の提
ていしゅつ

出が必
ひつよう

要。

募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間

原
げんそく

則として年
ねん

2回
かい

、派
は

遣
けん

の1年
ねんまえ

前に募
ぼしゅう

集。

春
はる

派
は

遣
けん

：4月
がつちゅうじゅん

中旬～ 5月
がつちゅうじゅん

中旬

秋
あき

派
は

遣
けん

：10月
がつちゅうじゅん

中旬～ 11月
がつちゅうじゅん

中旬

留
りゅうがく

学先
さき

APUが学
がくせい

生交
こうかん

換協
きょう

定
てい

を締
ていけつ

結している海
かいがい

外協
きょう

定
てい

大
だいがく

学

留
りゅうがく

学時
じ き

期 留
りゅうがく

学先
さき

の学
がくねんれき

年暦によって異
こと

なる。

履
りしゅうないよう

修内容 留
りゅうがく

学先
さき

の大
だいがく

学で正
せ い か か も く

課科目として開
かいこう

講される科
か も く

目

履
りしゅう

修科
か も く

目登
とうろく

録 学
がくせい

生が留
りゅうがく

学先
さき

にて科
か も く

目登
とうろく

録する。

成
せいせき

績評
ひょうか

価 T（認
にんてい

定）

単
た ん い に ん て い じ き

位認定時期
単
たんいにんていねがい

位認定願・留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学の成
せいせきしょうめいしょ

績証明書・その他
た

必
ひつようしょるい

要書類の提
ていしゅつご

出後、教
きょうがくぶ

学部に

て審
し ん さ

査のうえ、留
りゅうがくしゅうりょうご

学終了後に認
にんてい

定する。

滞
たいざいさき

在先 留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学寮
りょう

もしくはアパート等
など

主
おも

な費
ひ よ う

用
APU授

じゅぎょうりょう

業料 Aおよび授
じゅぎょうりょう

業料 B・寮
りょうひ

費・食
しょくひ

費・生
せ い か つ ひ

活費・テキスト代
だい

・ビザ取
し ゅ と く ひ

得費・

往
お う ふ く と こ う ひ よ う

復渡航費用・海
かい が い り ょ こ う ほ け ん ひ よ う

外旅行保険費用・危
き き か ん り

機管理システム（J-TAS）費
ひ よ う

用・その他
た ざ っ ぴ

雑費

※‌‌留
りゅうがく

学時
じ き

期、留
りゅうがく

学期
き

間
かん

、派
は

遣
けん

学
がくせいすう

生数は、協
きょうていだいがく

定大学との派
は

遣
けん

・受
うけいれにんずう

入人数のバランスや、その

大
だいがく

学の学
がくねんれき

年暦によって決
き

まります。

※‌‌3 回
かいせいへんにゅうせい

生編入生は出
しゅつがん

願できません。 2 回
かいせいへんにゅう

生編入は第
だい

4 セメスターから出
しゅつがん

願できます。

＜交
こうかん

換留
りゅうがく

学の条
じょうけん

件・資
し か く

格等
など

＞

■‌

交こ
う
か
ん
り
ゅ
う
が
く

換
留
学（
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が
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）
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そ
の
他た
制せい
度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

留
りゅうがく

学終
しゅうりょう

了後
ご

の単
た ん

位
い

認
に ん て い

定

全
ぜ ん

カリキュラム共
きょうつう

通

・‌‌‌留
りゅうがくさき

学先での単
た ん い

位は、在
ざいがくちゅう

学中のすべての単
た ん い に ん て い

位認定を含
ふく

め60単
た ん い

位を上
じょうげん

限として認
にんてい

定を行
おこな

います。
・‌‌APUの開

かい こ う か も く

講科目と全
まった

く関
かんれんせい

連性の無
な

いもの（体
たいいく

育・芸
げいじゅつ

術など）の単
たん い に ん て い

位認定は原
げんそく

則として行
おこな

いません。
・‌‌留

りゅうがくさき

学先の正
せ い き か て い

規課程において修
しゅうとく

得した科
か も く

目は、本
ほんにん

人からの申
しんせい

請に基
もと

づき、審
し ん さ

査・認
にんてい

定を行
おこな

います。
・‌‌‌単

た ん い に ん て い

位認定の結
け っ か

果、APU設
せ っ ち か も く

置科目に認
にんてい

定された場
ば あ い

合、その科
か も く

目は以
い ご

後の履
りしゅうたいしょう

修対象とはなりません。
・交

こうかんりゅうがくさき

換留学先で修
しゅうとく

得した成
せいせきひょうか

績評価は、「T（認
にんてい

定）」とします。
・原

げんそく

則として、留
りゅうがくさき

学先の成
せいせきしょうめいしょとうちゃくご

績証明書到着後 1ヶ月
げ つ い な い

以内に単
たんい に ん て い し ん せ い

位認定申請を行
おこな

うことが必
ひつよう

要です。

2017年
ね ん ど

度カリキュラム

・‌‌APMの学
がくせい

生はAACSB、EQUIS、EPAS等
など

の認
にんしょう

証を受
う

けている大
だいがく

学に留
りゅうがく

学することを強
つよ

く推
すいしょう

奨します。上
じょうき

記の認
にんしょう

証を受
う

けている大
だいがく

学に留
りゅうがく

学した場
ば あ い

合、APM専
せんもん

門教
きょういくかもく

育科目として
単
た ん い に ん て い

位認定が可
か の う

能な場
ば あ い

合があります。それ以
い が い

外の大
だいがく

学に留
りゅうがく

学した場
ば あ い

合、APM専
せんもん

門教
きょういくかもく

育科目と
して認

にんてい

定されるとは限
かぎ

りません。

個
こ

別
べ つ

合
ご う

意
い

に基
も と

づく留
りゅうがく

学
　個

こ べ つ ご う い

別合意に基
もと

づく留
りゅうがく

学とは、APUが協
きょうていなど

定等に基
もと

づき提
ていきょう

供する留
りゅうがく

学プログラムではなく、
学
がくせい

生自
じ し ん

身が留
りゅうがく

学を希
き ぼ う

望する大
だいがく

学から直
ちょくせつう

接受け入
い

れ許
き ょ か

可を得
え

て、それを審
し ん さ

査のうえ、「留
りゅうがく

学」と
認
みと

める制
せ い ど

度です。留
りゅうがく

学と認
みと

められるためには、以
い か

下の 3 つの要
ようけん

件を満
み

たす必
ひつよう

要があります。

・‌正
せ い き か て い

規課程への入
にゅうがく

学であること（期
き か ん

間は 6ヶ月
げつ

以
いじょう

上）。
・‌留

りゅうがくさき

学先での学
がくしゅう

修が、学
がくせい

生の教
きょういくじょう

育上、有
ゆうえき

益と認
みと

められること。
・‌本

ほんがく

学と留
りゅうがくさきだいがく

学先大学が学
がくせい

生の留
りゅうがく

学に関
かん

して合
ご う い

意ができること。

※その他
ほか

詳
しょうさい

細はアカデミック・オフィスに確
かくにん

認してください。

≪派
は

遣
けん

までの流
なが

れ≫

時
じ

　期
き

内
ない

　　　容
よう

派
は

遣
けん

内
ないてい

定後
ご

APUより派
は

遣
けん

先
さき

大
だいがく

学へ推
すいせん

薦

派
は

遣
けん

の約
やく

4 ヶ月
げつまえ

前 派
は

遣
けん

先
さき

大
だいがく

学へ申
しんせいしょていしゅつ

請書提出

派
は

遣
けん

の約
やく

3 ヶ月
げつまえ

前
派
は

遣
けん

先
さき

大
だいがく

学より受
うけ

入
い

れ許
きょかしょじゅりょう

可書受領

ビザ申
しんせい

請・入
にゅうりょう

寮申
しんせい

請・健
けんこ う ほ け ん か に ゅ う な ど

康保険加入等

派
は

遣
けん

の約
やく

2 ヶ月
げつまえ

前 渡
と こ う て つ づ き か い し

航手続開始

選
せ ん こ う ほ う ほ う

考方法

　出
しゅつがんしょるい

願書類、学
がくぎょうせいせき

業成績、英
えい ご の う り ょ く し け ん

語能力試験（TOEFL®/IELTSTM）のスコア、面
めんせつ

接を中
ちゅうしん

心に総
そうごうてき

合的
に判

はん

断
だん

します。
　面

めんせつ

接は書
しょる い せ ん こ う ご ひ つ よ う

類選考後必要と判
はんだん

断された場
ば あ い

合のみ実
じ っ し

施します。

■‌

交こう
か
ん
り
ゅ
う
が
く

換
留
学（
海かい
が
い外
）



178

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

Off-campus Study
Program

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

■‌

交こ
う
か
ん
り
ゅ
う
が
く

換
留
学（
国こ
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な
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）

立
り つ め い か ん だ い が く

命館大学・国
こく さ い き ょ う よ う だ い が く

際教養大学交
こ う か ん

換留
りゅうがく

学プログラム（半
は ん と し

年または 1年
ね ん

）
　国

こくないりゅうがく

内留学プログラムでは、立
りつめいかんだいがく

命館大学（RU）、国
こくさいきょうようだいがく

際教養大学（AIU）の 2 大
だいがく

学で学
まな

ぶことが

できます。APUと比
ひ か く

較して、立
りつめいかんだいがく

命館大学（RU）は 9 つの学
が く ぶ

部があり、APUにはない専
せ ん も ん ち

門知

識
しき

を深
ふか

めることができます（実
じっさい

際には16学
が く ぶ

部ありますが、募
ぼしゅう

集しているのは 9 つの学
が く ぶ

部です）。

また、日
にほ ん じ ん が く せ い

本人学生の割
わりあい

合が高
たか

いという特
とくちょう

徴もあります。

　一
いっぽう

方、国
こくさいきょうようだいがく

際教養大学（AIU）は少
しょうにんずう

人数授
じゅぎょう

業を多
おお

く開
かいこう

講し、授
じゅぎょう

業は全
すべ

て英
え い ご

語で行
おこな

われます。

特
とくてい

定の専
せ ん も ん ぶ ん や

門分野の深
ふか

い知
ち し き

識を身
み

に付
つ

ける専
せんもんきょういく

門教育とは異
こと

なり、状
じょうきょう

況に応
おう

じて適
てきせつ

切な判
はんだん

断が下
くだ

せる多
た か く て き

角的な視
し て ん

点を身
み

に付
つ

けることを目
もく

的
てき

とした教
きょうようきょういく

養教育が展
てんかい

開されています。

　自
じ ぶ ん

分の興
きょうみかんしん

味関心に合
あ

わせ、より自
じ し ん

身の体
たいけん

験や学
まな

びを深
ふか

めることができるプログラムを選
せんたく

択し、

参
さ ん か

加してください。

留
りゅうがく

学先
さ き

大
だ い が く

学・学
が く ぶ

部

留
りゅうがく

学先
さき

大
だいがく

学 学
が く ぶ

部 キャンパス 派
は

遣
け ん

人
にんずう

数 派
は

遣
けん

期
き

間
かん

立
りつめいかんだいがく

命館大学
（RU）

法
ほ う が く ぶ

学部
産
さんぎょうしゃかいがくぶ

業社会学部
国
こくさ い か ん け い が く ぶ

際関係学部
文
ぶ ん が く ぶ

学部

衣
きぬがさ

笠キャンパス
（KIC：京

き ょ う と ふ き ょ う と し

都府京都市）

年
ねんかん

間
30名

めい

程
て い ど

度

春
はる

派
は

遣
けん

：1セメスターまたは1年
ねんかん

間
秋
あき

派
は

遣
けん

：1セメスター
経
け い ざ い が く ぶ

済学部
理
り こ う が く ぶ

工学部
スポーツ健

けん こ う か が く ぶ

康科学部

びわこ・くさつキャンパス
（BKC：滋

し が け ん く さ つ し

賀県草津市）

政
せ い さ く か が く ぶ

策科学部
経
け い え い が く ぶ

営学部
大
おおさか

阪いばらきキャンパス
（OIC：大

お お さ か ふ い ば ら き し

阪府茨木市）

国
こくさいきょうようだいがく

際教養大学
（AIU）

国
こくさいきょうようがくぶ

際教養学部
国
こくさいきょうようだいがく

際教養大学
（AIU：秋

あ き た け ん あ き た し

田県秋田市）

年
ねんかん

間
10名

めい

程
て い ど

度

春
はる

派
は

遣
けん

：1セメスターまたは1年
ねんかん

間
秋
あき

派
は

遣
けん

：1セメスターまたは1年
ねんかん

間

出
しゅ つ が ん し か く

願資格

・ 3～ 6 セメスター生
せい

（留
りゅうがく

学時
じ

4 ～ 7 セメスター）

・修
しゅうとくたんいすう

得単位数：出
しゅつがん

願の前
ぜん

セメスター×14単
た ん い い じ ょ う

位以上

・成
せいせき

績：通
つうさん

算GPAが2.50以
いじょう

上

・言
げんごうんようのうりょく

語運用能力：RU＝十
じゅうぶん

分な日
にほ ん ご の う り ょ く

本語能力が必
ひつよう

要（「日
にほんごじょうきゅう

本語上級」終
しゅうりょうていど

了程度）

　　　　　　　　AIU＝TOEFL®‌Test‌500点
てん

以
いじょう

上（TOEFL‌ITP®‌Test可
か

）

※‌‌早
そうきそつぎょう

期卒業プログラムに登
とうろく

録している学
がくせい

生を含
ふく

め、最
さいしゅう

終セメスターに留
りゅうがく

学することはできま

せん。

※ 3 回
かいせいへんにゅうせい

生編入生は出
しゅつがん

願できません。 2 回
かいせいへんにゅうせい

生編入生は第
だい

4 セメスターから出
しゅつがん

願できます。

※理
り こ う が く ぶ

工学部については専
せんもんがくしゅう

門学修に必
ひつよう

要な学
がくりょく

力を有
ゆう

する者
もの

とし、別
べ っ と せ ん こ う

途選考を行
おこな

います。

6. 3 交
こ う か ん

換留
りゅう

学
が く

（国
こ く な い

内）
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■‌

交こう
か
ん
り
ゅ
う
が
く

換
留
学（
国こく
な
い内
）

奨
しょうがく

学金
き ん

の取
と

り扱
あつか

い（国
こく さ い

際学
が く せ い

生対
たいしょう

象）

　APUで学
が く ひ

費減
げんめん

免の適
てきよう

用を受
う

けている者
もの

は、原
げんそく

則として留
りゅうがく

学中
ちゅう

においても学
が く ひ

費減
げんめん

免の適
てきよう

用を

受
う

けることができます（留
りゅうがくちゅう

学中の学
がくせき

籍状
じょうたい

態は「留
りゅうがく

学」となります）。

　奨
しょうがくきん

学金に関
かん

する詳
しょうさい

細は、各
か く じ

自でスチューデント・オフィスに問
と

い合
あ

わせてください。

ガイダンス

　秋
あき

派
は

遣
けん

ガイダンスを 4 月
がつ

、春
はる

派
は

遣
けん

ガイダンスを10月
がつ

に行
おこな

います（日
にっていしょうさい

程詳細は12～15ページ

の「学
がくねんれき

年暦」を確
かくにん

認すること）。上
じょうき

記プログラムに関
かんしん

心がある学
がくせい

生は、出
しゅっせき

席してください。

国
こく さ い き ょ う よ う だ い が く

際教養大学　冬
と う き

期留
りゅうがく

学プログラム

　 1 月
がつ

～ 3 月
がつ

までの 3ヶ月
げつかん

間国
こくさいきょうようだいがく

際教養大学の「冬
と う き

期プログラム科
か も く

目」を履
りしゅう

修し、単
た ん い

位を修
しゅうとく

得

することができるプログラムです。出
しゅつがんしかく

願資格は、国
こくさいきょうようだいがくこうかんりゅうがく

際教養大学交換留学プログラムと同
どうよう

様です。

詳
しょうさい

細は、上
じょうき

記 4 月
がつ

のガイダンスの際
さい

にお知
し

らせします。

立
り つ め い か ん だ い が く

命館大学　夏
な つ

セッション留
りゅうがく

学プログラム

　 8 月
がつ

下
げじゅん

旬から 9 月
がつ

上
じょうじゅん

旬ごろに 1 週
しゅうかん

間単
た ん い

位で開
かいこう

講される立
りつめいかんだいがく

命館大学の「夏
かき し ゅ う ち ゅ う こ う ぎ

期集中講義」を

履
りしゅう

修し、単
た ん い

位を修
しゅうとく

得することができるプログラムです。詳
しょうさい

細は、5月
がつち ゅ う じ ゅ ん

中旬にアカデミック・

オフィスウェブサイトで発
はっぴょう

表します。申
しんせい

請を行
おこな

う場
ば あ い

合は、193～195ページ「国
こ く な い た だ い

内他大学
がく

での

修
しゅうとくたんいにんてい

得単位認定プログラム」を確
かくにん

認してください。

【注
ちゅうい

意】

　83ページ「2017年
ねん

度
ど

カリキュラム適
てきよう

用 単
たん

位
い

認
にんてい

定制
せい

度
ど

について」も併
あわ

せて確
かくにん

認してください。
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セント・エドワーズ大
だ い が く

学（アメリカ）とのダブルディグリープログラム

留
りゅうがく

学期
き

間
かん

2 年
ねんかん

間
【春

はるにゅうがくしゃ

入学者】 2 ‌～‌ 5 セメスター（第
だい

1 クオーターまで）
【秋

あきにゅうがくしゃ

入学者】 3 ‌～‌ 6 セメスター（第
だい

1 クオーターまで）

受
う け い れ が く ぶ

入学部 School‌of‌Behavioral‌and‌Social‌Science‌(Global‌Studies)

募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間
【春

はるにゅうがくしゃ

入学者】入
にゅうがくまえ

学前に締
し

め切
き

り（ 3 月
がつ

）
【秋

あきにゅうがくしゃ

入学者】秋
あき

セメスター中
ちゅう

に募
ぼしゅう

集ガイダンスを実
じ っ し

施し、 2 月
がつ

～ 3 月
がつ

に募
ぼしゅう

集

出
しゅつがんしかく

願資格

2020年
ねん

夏
なつ

派
は

遣
けん

の場
ば あ い

合
・‌アジア太

たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部に所
しょぞく

属する2019年
ねんどあきにゅうがく

度秋入学および2020年
ねんどはるにゅうがく

度春入学の1回
かいせい

生
・言

げ ん ご き じ ゅ ん

語基準や国
こくないがくせい

内学生、国
こくさいがくせい

際学生は問
と

わない
・派

は

遣
けん

前
まえ

の通
つうさん

算GPAが3.00以
いじょう

上
・言

げ ん ご き じ ゅ ん

語基準を満
み

たす者
もの

（申
し ん せ い じ

請時にTOEFL‌iBT®‌Test：71点
てん

、TOEFL®‌PBT‌TestまたはTOEFL‌ITP®‌
Test‌525点

てん

、IELTSTM‌5.5、TOEIC®‌L‌&‌R‌TEST（IP）‌700点
てん

、英
えいけんじゅん

検準 1級
きゅう

以
いじょう

上）
（派

は

遣
けん

前
まえ

※までにTOEFL‌iBT®‌Test：79点
てん

、TOEFL®‌PBT‌TestまたはTOEFL‌
ITP®‌Test：550点

てん

、IELTS™：6.0以
いじょう

上）

選
せんこうほうほう

考方法 書
しょるいせんこう

類選考、TOEFL‌ITP®‌Testおよび面
めんせつ

接

募
ぼしゅうにんずう

集人数 年
ねんかんさいだい

間最大 5 名
めい

まで

　ダブルディグリープログラムは、APUの学
がくせい

生が、APUの 2 年
ねんかん

間と留
りゅうがくさきだいがく

学先大学での 2 年
ねんかん

間、

合
ごうけい

計 4 年
ねんかん

間の学
がくしゅう

修を行
おこな

い、両
りょうだいがく

大学の学
が く い し ゅ と く

位取得が可
か の う

能となるプログラムです。

　以
い か

下は、本
ほんがく

学が実
じ っ し

施するダブルディグリープログラムの概
がいよう

要です。ただし、内
ないよう

容は個
こ こ

々の

留
りゅうがく

学先
さき

で異
こと

なりますので、詳
くわ

しくはアカデミック・オフィスウェブサイトのダブルディグリ

ープログラムのページや各
かく

プログラムのガイダンス資
しりょうなど

料等をご覧
らん

ください。

■‌

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

6. 4 ダブルディグリープログラム

6.4.1 アジア太
たいへいようがくぶ

平洋学部（APS）のダブルディグリープログラム
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ダ
ブ
ル
デ
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リ
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ロ
グ
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ザルツブルク応
お う よ う か が く だ い が く

用科学大学（オーストリア）とのダブルディグリープログラム

留
りゅうがく

学期
き

間
かん 2 年

ねんかん

間
3 ‌～‌ 6 セメスター

受
う け い れ が く ぶ

入学部 Department‌of‌Innovation‌and‌Management‌in‌Tourism

募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間 春
はる

セメスター中
ちゅう

に募
ぼしゅう

集ガイダンスを実
じ っ し

施し、 5～ 6月
がつごろ

頃に募
ぼしゅう

集予
よ て い

定

出
しゅつがんしかく

願資格

・‌アジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部に所
しょぞく

属する2020 年
ねんどはるにゅうがく

度春入学の1セメスター回
かいせい

生
・入

にゅうがく

学言
げん

語
ご

や国
こくないがくせい

内学生・国
こくさいがくせい

際学生は問
と

わない
・派

は

遣
けん

前
まえ

の通
つうさん

算 GPAが 2.80 以
いじょう

上
・言

げ ん ご き じ ゅ ん

語基準を満
み

たす者
もの

（申
し ん せ い じ

請時にTOEFL®‌PBT‌TestまたはTOEFL‌ITP®‌Test：525点
てん

、TOEFL‌iBT®‌
Test：71点

てん

、IELTSTM：5.5、TOEIC®‌L‌&‌R‌TEST‌700 点
てん

、英
えい

検
けんじゅん

準 1 級
きゅういじょう

以上）
（派

は

遣
けん

前
まえ

※までに TOEFL®‌PBT‌Test または TOEFL‌ITP®‌Test：537 点
てん

、‌
TOEFL‌iBT®‌Test：75 点

てん

、IELTS ™：6.0 以
いじょう

上）

選
せんこうほうほう

考方法 書
しょるいせんこう

類選考および面
めんせつ

接

募
ぼしゅうにんずう

集人数 年
ねんかんさいだい

間最大 3名
めい

まで

キョンヒ大
だ い が く

学（韓
か ん こ く

国）とのダブルディグリープログラム

留
りゅうがく

学期
き

間
かん 2 年

ねんかん

間
3 ‌～‌ 6 セメスター

受
う け い れ が く ぶ

入学部 国
こ く さ い が く ぶ

際学部

募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間 春
はる

セメスター中
ちゅう

に募
ぼしゅう

集ガイダンスを実
じ っ し

施し、 5～ 6月
がつごろ

頃に募
ぼしゅう

集予
よ て い

定

出
しゅつがんしかく

願資格

・‌アジア太
たいへ い よ う が く ぶ

平洋学部に所
しょぞく

属する2020 年
ねんどはるにゅうがく

度春入学の1セメスター回
かいせい

生
・入

にゅうがく

学言
げん

語
ご

や国
こくないがくせい

内学生・国
こくさいがくせい

際学生は問
と

わない
・派

は

遣
けん

前
まえ

の通
つうさん

算 GPAが 2.80 以
いじょう

上
・‌‌言

げ ん ご き じ ゅ ん

語基準を満
み

たす者
もの

（申
し ん せ い じ

請時に TOEFL®‌PBT（もしくは ITP®）：515点
てん

、TOEFL‌iBT®：67点
てん

）
（派

は け ん ま え

遣前※までにTOEFL®‌PBT（もしくはITP®）：530 点
てん

、TOEFL‌iBT®：71点
てん

、
IELTS ™：5.5 以

いじょう

上）

選
せんこうほうほう

考方法 書
しょるいせんこう

類選考および面
めんせつ

接

募
ぼしゅうにんずう

集人数 年
ねんかんさいだい

間最大 2名
めい

まで
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共
きょ う つ う じ こ う

通事項

・留
りゅうがく

学までの流
なが

れは、交
こうかんりゅうがく

換留学（海
かいがい

外）とほぼ同
どうよう

様となります。

・‌‌留
りゅうがく

学期
きかんちゅう

間中の学
がくせい

生の学
がくせき

籍は「留
りゅうがく

学」となり、留
りゅうがく

学期
き か ん

間は在
ざいがく

学期
き か ん

間に参
さんにゅう

入されます（最
さいたん

短 4

年
ねん

間
かん

での卒
そつぎょう

業が可
か の う

能）。

・‌‌派
は

遣
けん

学
がくせいすう

生数や留
りゅうがく

学の有
う む

無は、留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学の派
は

遣
けん

・受
うけいれにんずう

入人数のバランス等
など

により、変
へんこう

更となる

ことがあります。

・‌‌学
が く ひ

費はAPUの授
じゅぎょうりょう

業料Aおよび授
じゅぎょうりょう

業料Bの納
のうにゅう

入が必
ひつよう

要ですが、留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学との協
きょうてい

定により、

留
りゅうがく

学先
さきだいがく

大学の学
が く ひ

費は免
めんじょ

除されます。

・その他
た

の主
おも

な費
ひ よ う

用は以
い か

下の通
とお

りです。

　‌‌寮
りょうひ

費（または住
じゅうきょひ

居費）、食
しょくひ

費やその他
た

生
せ い か つ ひ

活費、テキスト費
ひ

、パスポート・ビザ取
し ゅ と く ひ

得費、渡
と こ う り ょ ひ

航旅費、

保
ほけんりょう

険料、危
き き か ん り

機管理システム（J-TAS）費
ひ よ う

用、その他
た ざ っ ぴ

雑費

・ダブルディグリーに関
かん

する情
じょうほう

報は、アカデミック・オフィスウェブサイトに掲
けいさい

載します。

※日
ひ づ け

付の詳
しょうさい

細については各
か く じ

自プログラムの募
ぼしゅうようこう

集要項をご確
かくにん

認ください。

ネオマビジネススクール（フランス）とのダブルディグリープログラム

留
りゅうがく

学期
き

間
かん

2 年
ねんかん

間
【春

はるにゅうがくしゃ

入学者】 2 ‌～‌ 5 セメスター
【秋

あきにゅうがくしゃ

入学者】 3 ‌～‌ 6 セメスター

受
う け い れ が く ぶ

入学部
Centre‌d'Etudes‌Supérieures‌Européennes‌de‌Management‌(CESEM)
英
えいごめいしょう

語名称：School‌of‌European‌Higher‌Studies‌of‌Management

募
ぼ し ゅ う き か ん

集期間
【春

はるにゅうがくしゃ

入学者】入
にゅうがくまえ

学前に締
し

め切
き

り（ 3 月
がつ

）
【秋

あきにゅうがくしゃ

入学者】秋
あき

セメスター中
ちゅう

に募
ぼしゅう

集ガイダンスを実
じ っ し

施し、 2 月
がつ

～ 3 月
がつ

に募
ぼしゅう

集

出
しゅつがんしかく

願資格

2020年
ねん

夏
なつ

派
は

遣
けん

の場
ば あ い

合
・‌国

こく さ い け い え い が く ぶ

際経営学部に所
しょぞく

属する2019年
ねんどあきにゅうがく

度秋入学および2020年
ねんどはるにゅうがく

度春入学の1回
かいせい

生
・言

げ ん ご き じ ゅ ん

語基準や国
こくないがくせい

内学生、国
こくさいがくせい

際学生は問
と

わない
・派

は

遣
けん

前
まえ

の通
つうさん

算GPAが2.80以
いじょう

上
・言

げ ん ご き じ ゅ ん

語基準を満
み

たす者
もの

（申
し ん せ い じ

請時にTOEFL‌iBT®‌Test：71点
てん

、TOEFL®‌PBT‌Test‌525点
てん

‌ または
TOEFL‌iTP®‌Test‌525点

てん

、IELTSTM‌5.5、TOEIC®‌L‌&‌R‌TEST（IP）‌700点
てん

、
英
えいけんじゅん

検準 1級
きゅう

以
いじょう

上）
（派

は け ん ま え

遣前※までにTOEFL‌iBT®‌Test：79点
てん

、TOEFL®‌PBT‌Test‌またはTOEFL‌
ITP®‌Test：550点

てん

、IELTS™：6.0以
いじょう

上）

選
せんこうほうほう

考方法 書
しょるいせんこう

類選考、TOEFL‌ITP®‌Testおよび面
めんせつ

接

募
ぼしゅうにんずう

集人数 年
ねんかんさいだい

間最大10名
めい

まで

6.4.2 国
こくさいけいえいがくぶ

際経営学部（APM）のダブルディグリープログラム
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が
い外
短たん
き期
サ
マ
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プ
ロ
グ
ラ
ム・
ウ
ィ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

6. 5 海
か い が い

外短
た ん き

期サマープログラム・ウィンタープログラム
　本

ほん

プログラムは、本
ほんがく

学の海
かいがいがくせいこうかんきょうていだいがく

外学生交換協定大学において行
おこな

われる正
せ い き か も く

規科目のサマープログ

ラムおよびウィンタープロラムを受
じゅこう

講するプログラムです。本
ほんがく

学の海
かいがいがくせいこうかんきょうていだいがく

外学生交換協定大学

で開
かいこう

講されているプログラムであれば、全
すべ

てのプログラムに応
お う ぼ か の う

募可能です。申
しんせいようけん

請要件、プ

ログラム内
ないよう

容、プログラム期
き か ん

間、開
か い こ う げ ん ご

講言語、必
ひ つ よ う け い ひ

要経費、取
し ゅ と く か の う た ん い

得可能単位、滞
たい ざ い ば し ょ な ど

在場所等について

は各
かくだいがく

大学のウェブサイトを参
さんこう

考に各
か く じ

自で調
しら

べた上
うえ

で学
がくないしんせい

内申請を行
おこな

ってください。留
りゅうがくきかんちゅう

学期間中

に修
しゅうとく

得した単
た ん い

位は、教
きょうがくぶ

学部での審
し ん さ

査の上
うえ

、認
みと

められた場
ば あ い

合は本
ほんがく

学の卒
そつぎょう

業に必
ひつよう

要な単
た ん い

位として

認
にんてい

定します。

申
しん せ い よ う け ん

請要件

（1）派
は け ん さ き

遣先の応
お う ぼ よ う け ん

募要件を満
み

たす者
もの

。
（2）最

さいしゅう

終セメスター以
い が い

外のセメスター回
かいせい

生の者
もの

。
（3）本

ほんがく

学の学
が く ぶ せ い

部生である者
もの

。
（4）志

し ぼ う だ い が く

望大学のある国
くに

・地
ち い き

域の出
しゅっしん

身でない者
もの

。
（5）申

し ん せ い し

請締め切
き

り日
び

において在
ざいせきじょうたい

籍状態が「通
つうじょう

常」、「留
りゅうがく

学」のいずれかであり、「停
ていがく

学」でない者
もの

。
（6）派

は け ん じ

遣時に休
きゅうがくちゅう

学中もしくは停
ていがくちゅう

学中でない者
もの

。
詳
しょうさい

細はアカデミック・オフィスのウェブサイトをご覧
らん

ください。
URL：http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0112.html/



184



7．その他
た

制
せい

度
ど

・プログラム





185

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

そ
の
他た
制せい
度ど・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

■‌

早そう
期き
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ム

7. 1 早
そ う き そ つ ぎ ょ う

期卒業プログラム
　「早

そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラム」は、 3 年
ねん

または 3 年
ねんはん

半で卒
そつぎょう

業をめざす優
ゆうしゅう

秀な学
がくせい

生の学
がくしゅうどりょく

習努力を励
はげ

ま
すために設

せ っ ち

置しているプログラムです。
　「早

そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラム」に登
とうろく

録すると、各
かく

セメスターに履
りし ゅ う か も く と う ろ く

修科目登録できる単
た ん い す う

位数が増
ふ

え、
通
つうじょう

常 3 回
かいせいいじょう

生以上で履
りしゅう

修する科
か も く

目が 2 回
かいせい

生であっても登
とうろく

録できるようになります（一
い ち ぶ か も く

部科目を除
のぞ

く）。
しかし、このプログラムに登

とうろく

録するためには、修
しゅうとくたんいすう

得単位数やGPAなど厳
きび

しい基
きじゅん

準がありますので、
学
がくせい

生が自
じ ぶ ん

分の将
しょうらいぞう

来像を明
めいかく

確に持
も

ち、それに向
む

かって持
じ ぞ く て き

続的に努
どりょく

力を重
かさ

ねることが要
ようきゅう

求されます。
　なお、 4 年

ねん

制
せい

大
だいがく

学以
い が い

外から編
へんにゅうがく

入学をした学
がくせい

生、 3 回
かいせいへん

生編・転
てんにゅうがく

入学をした学
がくせい

生は「早
そうきそつぎょう

期卒業
プログラム」への登

とうろく

録はできません。

出
し ゅ つ が ん

願・選
せ ん こ う

考

出
しゅつがん

願時
じ き

期

・ 2 回
かいせい

生進
しんきゅう

級時
じ

（第
だい

2 セメスター在
ざいせき

籍時
じ

に申
しんせい

請）
・ 3 回

かいせい

生進
しんきゅう

級時
じ

（第
だい

4 セメスター在
ざいせき

籍時
じ

に申
しんせい

請）

出
しゅつがん

願資
し か く

格

　2017年
ね ん ど

度カリキュラム適
てきよう

用のアジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）生
せい

は、本
ほん

プログラムに申
しんせい

請するた
めには学

がくしゅうぶんや

修分野の登
とうろく

録を完
かんりょう

了していることが必
ひつよう

要です。
※なお、一

い ち ど と う ろ く

度登録した学
がくしゅうぶんや

修分野は、定
さだ

められた期
き か ん な い

間内（35ページ確
かくにん

認）であれば、何
な ん ど

度でも
変
へんこう

更することが可
か の う

能です。
●  2 回

か い せ い

生進
しんきゅう

級時
じ

（第
だ い

2 セメスター在
ざ い せ き

籍時
じ

）
　第

だい

2 セメスター終
しゅうりょう

了までの修
しゅう

得
とく

単
た ん い す う

位数が32単
た ん い

位以
いじょう

上、かつ通
つうさん

算GPAが3.20以
いじょう

上の者
もの

。

　第
だい

2 セメスター在
ざいせき

籍時
じ

に申
しんせい

請し、第
だい

3 セメスターから登
とうろく

録開
か い し

始となった学
がくせい

生は、第
だい

4 セメ
スター終

しゅうりょう

了時
じ

に再
さ い し ん さ

審査が行
おこな

われます。必
ひつよう

要な条
じょうけん

件を満
み

たしていない場
ば あ い

合は、早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログ
ラムの登

とうろく

録が削
さく

除
じょ

されます。再
さい し ん さ き じ ゅ ん

審査基準は以
い か

下のとおりです。

・第
だい

4 セメスター終
しゅうりょう

了までの修
しゅう

得
とく

単
た ん い す う

位数が74単
た ん い

位以
いじょう

上、かつ通
つうさん

算GPAが3.20以
いじょう

上。
・第

だい

4 セメスター終
しゅうりょう

了までに言
げ ん ご

語教
きょういく

育科
か も く

目の必
ひっしゅう

修単
た ん い す う

位数を修
しゅうとくず

得済み。

● 3 回
か い せ い

生進
しんきゅう

級時
じ

（第
だ い

4 セメスター在
ざ い せ き

籍時
じ

）
　第

だい

4 セメスター終
しゅうりょう

了までの修
しゅう

得
とく

単
た ん い す う

位数が64単
た ん い

位以
いじょう

上、かつ通
つうさん

算GPAが3.20以
いじょう

上で、言
げ ん ご

語
教
きょういく

育科
か も く

目の必
ひっしゅう

修単
た ん い す う

位数を修
しゅうとくず

得済みの者
もの

。

　申
しんせい

請時
じ

には、出
しゅつがん

願資
し か く

格を満
み

たしているか分
わ

かりませんので一
いったん

旦申
しんせい

請のみを行
おこな

うことになります。
書
しょるい

類審
し ん さ ご

査後、出
しゅつがん

願資
し か く

格を満
み

たしていれば早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラム生
せい

に登
とうろく

録されます。早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プ
ログラムの結

け っ か

果発
はっぴょう

表は、成
せいせき

績発
はっぴょう

表当
とうじつ

日に行
おこな

います。

提
ていしゅつ

出書
し ょ る い

類

・登
とうろく

録申
しんせい

請書
しょ

（所
し ょ て い よ う し

定用紙）
・登

とうろく

録理
り ゆ う し ょ

由書（所
し ょ て い よ う し

定用紙）
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≪スケジュール≫

2020年
ね ん あ き

秋セメスターからの登
と う ろ く

録 2021年
ね ん は る

春セメスターからの登
と う ろ く

録

募
ぼしゅうようこう

集要項・願
がん し ょ は い ふ

書配布 2020年
ねん

7 月
がつ

上
じょうじゅん

旬 2021年
ねん

1 月
がつ

上
じょうじゅん

旬

申
しんせい

請 2020年
ねん

7 月
がつ

6日㈪～ 7月
がつ

10日㈮ 2021年
ねん

1 月
がつ

12日㈫～ 1月15日㈮

結
けっかはっぴょう

果発表 2020年
ねん

9 月
がつ

14日㈪ 2021年
ねん

3 月
がつ

15日㈪

登
と う ろ く か い し

録開始・継
けい ぞ く き ょ か

続許可 2020年
ねん

9 月
がつ

21日㈪ 2021年
ねん

4 月
がつ

1 日㈭

日
にってい

程は変
へんこう

更される場
ば あ い

合がありますので、詳
しょうさい

細はアカデミック・オフィスウェブサイト募
ぼしゅうようこう

集要項

を確
かくにん

認してください。

早
そ う き そ つ ぎ ょ う

期卒業プログラム登
と う ろ く が く せ い

録学生への注
ち ゅ う い じ こ う

意事項

履
り し ゅ う か も く と う ろ く じ ょ う げ ん た ん い す う

修科目登録上限単位数

　早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムの登
とうろくがくせい

録学生は履
りしゅうかもくとうろくじょうげんたんいすう

修科目登録上限単位数が変
へんこう

更されます。

APM必
ひっしゅう

修科
か

目
も く

の自
じ

動
ど う

登
と う ろ く

録セメスターについて（2017年
ねん

度
ど

カリキュラムAPM学
がくせい

生のみ）

　「グローバルマネジメント（Capstone）」は、卒
そ つ ぎ ょ う じ き

業時期に関
かか

わらず第
だい

6 セメスターに自
じ

動
どう

登
とう

録
ろく

されるので注
ちゅうい

意してください。その他
た

の科
か

目
もく

は56ページ「必
ひっしゅう

修科
か

目
もく

（APM）」に記
き

載
さい

され

ているセメスターに自
じ

動
どう

登
とうろく

録されます。

希
き ぼ う そ つ ぎ ょ う じ き

望卒業時期の申
し ん せ い

請

　早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムの登
とうろくがくせい

録学生全
ぜんいん

員へ毎
まい

セメスターの以
い か

下の日
にってい

程で卒
そつぎょう

業希
き ぼ う

望時
じ き

期の調
ちょうさ

査を

行
おこな

います。

春
はる

セメスター： 7 月
がつちゅうじゅん

中旬ごろ

秋
あき

セメスター： 1 月
がつちゅうじゅん

中旬ごろ

3 ・ 4 回
か い せ い

生演
えんしゅう

習の履
り し ゅ う

修について

　詳
しょうさい

細は、163ページ（2017年
ねん

度
ど

カリキュラム学
がくせい

生）を確
かくにん

認してください。卒
そつぎょう

業論
ろんぶん

文執
しっぴつ

筆開
か い し

始

時
じ き

期については、担
たんとう

当教
きょういん

員に相
そう

談
だん

のうえ、計
けいかくてき

画的に進
すす

めてください。

留
りゅうがく

学についての注
ち ゅ う い て ん

意点

　下
か き

記に該
がいとう

当する学
がくせい

生は、早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムへ申
しんせい

請する前
まえ

に、必
かなら

ず留
りゅうがく

学担
たんとうしゃ

当者へ相
そうだん

談して

ください。なお、最
さいしゅう

終セメスター（卒
そつぎょう

業予
よ て い

定セメスター）での留
りゅうがく

学はできません。

・交
こうかん

換留
りゅうがく

学（海
かいがい

外・国
こくない

内）予
よ て い し ゃ

定者

・個
こ べ つ

別合
ご う い

意にもとづく留
りゅうがく

学予
よ て い し ゃ

定者

≪早
そ う き そ つ ぎ ょ う

期卒業プログラム登
と う ろ く し ゃ

録者の履
り し ゅ う か も く と う ろ く じ ょ う げ ん た ん い す う

修科目登録上限単位数≫
1セメ  2セメ  3セメ  4セメ  5セメ  6セメ  7セメ  

－ － 24 24 24 24 24
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早そう
期き
卒そつ
ぎ
ょ
う業
プ
ロ
グ
ラ
ム

2020年
ねん

度
ど

春
はる

セメスター終
しゅうりょうじそつぎょう

了時卒業 2020年
ねん

度
ど

秋
あき

セメスター終
しゅうりょうじそつぎょう

了時卒業

合
ごうひはっぴょう

否発表 2020年
ねん

9 月
がつ

2 日㈬ 2021年
ねん

3 月
がつ

3 日㈬

≪スケジュール≫

学
が く ひ

費に関
か ん

する注
ち ゅ う い て ん

意点

　早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム登
とうろくしゃ

録者には通
つうじょうがくせい

常学生と異
こと

なる下
か き

記の学
が く ひ

費モデルが適
てきよう

用されます。このため、

早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム登
と う ろ く ご

録後は、通
つうじょうがくせい

常学生に比
くら

べ 1 セメスターあたりの授
じゅぎょうりょう

業料の負
ふ た ん

担が増
ふ

えま

すので、各
かく

セメスターに発
はっせい

生する授
じゅぎょうりょう

業料を必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

　また、一
いったん

旦早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムに登
とうろく

録すると、第
だい

4 セメスター時
じ

の再
さ い し ん さ

審査にて登
とうろく

録が削
さくじょ

除

とならない限
かぎ

りは、早
そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラムから通
つうじょう

常プログラムへの変
へんこう

更はできません。なお、

3 年
ねんはん

半で卒
そつぎょう

業する学
がくせい

生は、第
だい

7 セメスターでの授
じゅぎょうりょう

業料Bは徴
ちょうしゅう

収されません。詳
しょうさい

細は『学
がくせい

生生
せい

活
かつ

ルールブック』の「学
が く ひ

費について」を確
かくにん

認してください。

卒
そ つ ぎ ょ う ご う ひ は ん て い

業合否判定
　早

そ う き

期卒
そつぎょう

業プログラム登
とうろくしゃ

録者は、第
だい

6 セメスターまたは第
だい

7 セメスター終
しゅうりょうじ

了時に、下
か き

記の

条
じょうけん

件を全
すべ

て満
み

たし、かつ面
めんせつ

接によって早
そ う き

期卒
そつぎょう

業にふさわしい学
がくせい

生と認
みと

められた場
ば あ い

合、早
そ う き

期卒
そつぎょう

業

が可
か の う

能となります。早
そ う き

期卒
そつぎょう

業ができなかった場
ば あ い

合は第
だい

8 セメスター以
い こ う

降での卒
そつぎょう

業となります。

合
ご う ひ は ん て い き じ ゅ ん

否判定基準

・‌前
ぜん

セメスター終
しゅうりょうじ

了時に、当
とうがい

該セメスター終
しゅうりょうじてん

了時点における卒
そつぎょうきぼうしんせい

業希望申請をしていること

・‌自
じ が く ぶ

学部の卒
そつぎょうようけん

業要件を全
すべ

て満
み

たしていること。卒
そつぎょうようけん

業要件は、36ページ（APS）、または54ペー

ジ（APM）を確
かくにん

認してください。

・‌通
つうさん

算GPAが3.20以
いじょう

上であること

・‌入
にゅうがくきじゅん

学基準と異
こと

なる言
げ ん ご

語で開
かいこう

講された「講
こ う ぎ か も く

義科目・演
えんしゅうかもく

習科目」を20単
たんいいじょうしゅうとく

位以上修得していること（「E/

J」として開
かいこう

講している科
か も く

目は含
ふく

みません。また言
げんご き ょ う い く か も く

語教育科目も含
ふく

みません。）

・早
そうきそつぎょう

期卒業Ａ…１回
かいせい

生入
にゅう

学
がく

学
がくせい

生が、 2 回
かいせい

生で早
そうきそつぎょう

期卒業プログラムに登
とうろく

録した場
ば あ い

合

・早
そうきそつぎょう

期卒業B…‌１回
かいせい

生入
にゅう

学
がく

学
がくせい

生で、 2 回
かいせい

生で早
そうきそつぎょう

期卒業プログラムに登
とうろく

録していた学
がくせい

生が、第
だい

4 セメスター終
しゅうりょう

了時
じ

の再
さ い し ん さ

審査で、早
そうきそつぎょう

期卒業プログラムの登
とうろく

録を削
さくじょ

除された場
ば

合
あい

・‌早
そ う き

期卒
そつぎょう

業Ｃ…１回
かいせい

生入
にゅう

学
がく

学
がくせい

生が、 3 回
かいせい

生で早
そうきそつぎょう

期卒業プログラムに登
とうろく

録した場
ば あ い

合

＜早
そうきそつぎょう

期卒業プログラム登
とうろくしゃ

録者の学
が く ひ

費＞

　 1回
かいせい

生 2回
かいせい

生 3回
かいせい

生 4回
かいせい

生

通
つうじょうがくせい

常学生 1,300,000円 1,500,000円 1,500,000円 1,500,000円

早
そうきそつぎょう

期卒業Ａ 1,300,000円 1,870,000円 1,870,000円 －

早
そうきそつぎょう

期卒業B 1,300,000円 1,870,000円 1,315,000円 1,315,000円

早
そうきそつぎょう

期卒業Ｃ 1,300,000円 1,500,000円 2,240,000円 －
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転て
ん

籍せ
き

7. 2 転
て ん せ き

籍

　転
てんせき

籍とは、APUにおいて 2 回
かいせい

生または 3 回
かいせい

生へ進
しんきゅう

級する時
じ て ん

点で、現
げんざい

在の所
し ょ ぞ く が く ぶ

属学部から他
た

の

学
が く ぶ

部へ転
てん

ずる制
せ い ど

度です。募
ぼしゅう

集は、原
げんそく

則として各
かく

学
がく

部
ぶ

の定
ていいん

員に欠
けついん

員のある場
ば あ い

合にのみ行
おこな

います。

詳
しょうさい

細はアカデミック・オフィスウェブサイトを確
かくにん

認してください。

出
しゅつがん

願・選
せ ん こ う

考

出
しゅつがん

願時
じ き

期

◦ 2 回
かいせいしんきゅうじ

生進級時（第
だい

2 セメスター在
ざいせき

籍時
じ

に申
しんせい

請）

◦ 3 回
かいせいしんきゅうじ

生進級時（第
だい

4 セメスター在
ざいせき

籍時
じ

に申
しんせい

請）

出
しゅつがん

願資
し か く

格

◦‌‌2 回
かいせいしんきゅうじ

生進級時：

    1 回
かいせい

生（第
だい

2 セメスター）終
しゅうりょうじ

了時に30単
た ん い い じ ょ う

位以上、かつ通
つうさん

算GPAが2.50以
いじょう

上の者
もの

◦‌‌3 回
かいせいしんきゅうじ

生進級時：

 ① 2 回
かいせい

生（第
だい

4 セメスター）終
しゅうりょうじ

了時に60単
た ん い い じ ょ う

位以上、かつ通
つうさん

算GPAが2.50以
いじょう

上の者
もの

　②‌2 回
かいせい

生（第
だい

4 セメスター）終
しゅうりょうじ

了時に言
げん

語
ご

教
きょういく

育科
か

目
もく

の必
ひっしゅうたんいすう

修単位数を修
しゅうとく

得済
ず

みの者
もの

（2011年
ねん

度
ど

カリキュラム学
がくせい

生は除
のぞ

く）

　申
し ん せ い じ

請時には、出
しゅつがん

願資
し か く

格を満
み

たしているか分
わ

かりませんので、一
いったん

旦申
しんせい

請のみを行
おこな

うことになります。

書
し ょ る い し ん さ ご

類審査後、面
めんせつ

接を実
じ っ し

施し、面
めんせつ

接に合
ごうかく

格して出
しゅつがん

願資
し か く

格を満
み

たしていれば転
てんせき

籍が許
き ょ か

可されます。

転
てんせき

籍の結
けっかはっぴょう

果発表は成
せいせきはっぴょうとうじつ

績発表当日に行
おこな

います。

早
そ う き そ つ ぎ ょ う

期卒業プログラムのキャンセル

　いかなる理
り ゆ う

由があっても、早
そ う き そ つ ぎ ょ う と う ろ く き ょ か ご

期卒業登録許可後のキャンセルはできません。なお、第
だい

4 セメスター終
しゅうりょうじ

了時に再
さ い し ん さ

審査の必
ひつようじょうけん

要条件を満
み

たさない場
ば あ い

合と、第
だい

7 セメスター終
しゅう

了
りょうじ

時に

合
ごうひ は ん て い き じ ゅ ん

否判定基準を満
み

たさない場
ば あ い

合は、登
とうろく

録が削
さくじょ

除されます。

在
ざ い り ゅ う き か ん

留期間の申
し ん せ い

請

　早
そうきそつぎょうとうろくがくせい

期卒業登録学生のうち、国
こくさいがくせい

際学生は、留
りゅうがく

学ビザの在
ざいりゅうきかん

留期間更
こ う し ん じ

新時に 6 セメスターもしく

は 7 セメスターまでの期
き か ん

間しか申
しんせい

請できません。
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転てん
籍せき

2020年
ねんあき

秋セメスターからの転
てんせき

籍 2021年
ねんはる

春セメスターからの転
てんせき

籍

募
ぼしゅう

集要
ようこう

項・願
が ん し ょ は い ふ

書配布 2020年
ねん

6 月
がつ

上
じょうじゅん

旬 2020年
ねん

11月
がつ

下
げじゅん

旬

申
しんせい

請 2020年
ねん

6 月
がつ

15日㈪～ 6月
がつ

19日㈮ 2020年
ねん

11月
がつ

30日㈪～12月 4 日㈮

面
めんせつせんこう

接選考 2020年
ねん

6 月
がつ

29日㈪～ 7月
がつ

3 日㈮ 2021年
ねん

1 月
がつ

12日㈫～ 1月15日㈮

結
けっかはっぴょう

果発表 2020年
ねん

9 月
がつ

14日㈪ 2021年
ねん

3 月
がつ

15日㈪

手
てつづきしめきり

続締切 2020年
ねん

9 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 2021年
ねん

3 月
がつ

下
げじゅん

旬

転
て ん せ き か い し

籍開始 2020年
ねん

9 月
がつ

21日㈪ 2021年
ねん

4 月
がつ

1 日㈭

≪2020年
ねん

度
ど

日
にっ

程
てい

≫

日
にってい

程は変
へんこう

更される場
ば あ い

合がありますので、詳
しょうさい

細はアカデミック・オフィスウェブサイト転
てんせき

籍のペ

ージを確
かくにん

認してください。

単
た ん い に ん て い

位認定

　転
てんせき

籍前
まえ

の学
が く ぶ

部で修
しゅうとく

得した単
た ん い

位は、転
て ん せ き ご

籍後も引
ひ

き継
つ

がれます。なお、転
てんせきま え

籍前に履
りしゅう

修した

専
せんもんきょういくかもく

門教育科目の単
た ん い

位は、転
て ん せ き ご

籍後の学
が く ぶ

部では「他
た

学
がく

部
ぶ

受
じゅこう

講」によって履
りしゅう

修したものと見
み

なされ

ます（一
い ち ぶ

部科
か も く

目を除
のぞ

く）。

【注
ちゅうい

意】
◦早

そうきそつぎょう

期卒業プログラム登
とうろくしゃ

録者は 3 回
かいせいしんきゅうじてん

生進級時点での出
しゅつがん

願はできません。

提
ていしゅつ

出書
し ょ る い

類

◦‌‌転
てんせきねがい

籍願（所
し ょ て い よ う し

定用紙、転
てんせきせんこうてすうりょう

籍選考手数料10,000円
えんぶん

分の証
しょうし

紙を添
てん

付
ぷ

）

◦‌志
し ぼ う り ゆ う し ょ

望理由書（書
しょしき

式自
じ ゆ う

由。A 4 用
よ う し

紙にタイプすること。日
に ほ ん ご

本語の場
ば あ い

合は2000字
じ て い ど

程度、英
え い ご

語の

場
ば あ い

合は800語
ご

〔word〕程
て い ど

度）



190

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

そ
の
他た

制せ
い

度ど
・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履り
し
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試し
け
ん験
・
成せ
い
せ
き績

演え
ん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

■‌

大だ
い
が
く
い
ん
か
も
く
そ
う
き
り
し
ゅ
う
せ
い
ど

学
院
科
目
早
期
履
修
制
度

7. 3 大
だ い が く い ん か も く そ う き り し ゅ う せ い ど

学院科目早期履修制度

　大
だ い が く い ん か も く そ う き り し ゅ う せ い ど

学院科目早期履修制度は、 7 セメスターもしくは 8 セメスターの学
がくせい

生が、学
が く ぶ

部に在
ざいせき

籍し
ながら希

き ぼ う

望する研
けんきゅうか

究科の開
か い こ う か も く

講科目を履
りしゅう

修することができる制
せ い ど

度です。
　本

ほ ん せ い ど

制度を通
とお

して科
か も く

目履
りしゅう

修し、修
しゅうとく

得した単
た ん い

位は、本
ほんがく だ い が く い ん し ん が く ご

学大学院進学後、本
ほんにん

人による申
しんせい

請に基
もと

づき、
研
けんきゅうか

究科が教
きょうがくじょうゆうえき

学上有益と認
みと

める範
は ん い

囲で当
と う が い か も く

該科目の単
た ん い

位を修
しゅうとく

得したものとして認
にんてい

定されます。
　本

ほ ん せ い ど

制度を利
り よ う

用することで、目
も く て き い し き

的意識と計
けいかくせい

画性をもって大
だいがくいんしんがく

学院進学への準
じゅんび

備を行
おこ

なうことが
できます。また、大

だ い が く い ん か も く

学院科目を事
じ ぜ ん

前に履
りしゅう

修しておくことで、大
だい が く い ん し ん が く ご

学院進学後の負
ふ た ん

担を減
へ

らし、
研
けんきゅう

究に注
ちゅうりょく

力することが可
か の う

能となります。大
だいがくいんにゅうがくまえ

学院入学前の時
じ き

期を有
ゆうこう

効に使
つか

ってさらに学
がくしゅう

習を進
すす

めたいと考
かんが

えている人
ひと

は、本
ほ ん せ い ど

制度を積
せっきょくてき

極的に活
かつよう

用してください。

出
し ゅ つ が ん

願について

出
しゅつがん

願時
じ き

期

◦ 7 セメスター進
しんきゅうじ

級時（ 6 セメスター在
ざ い せ き じ

籍時に申
しんせい

請）
◦ 8 セメスター進

しんきゅうじ

級時（ 7 セメスター在
ざ い せ き じ

籍時に申
しんせい

請）
　募

ぼしゅう

集スケジュール等
などしょうさい

詳細はアカデミック・オフィスウェブサイト内
ない

にある大
だ い が く い ん か も く そ う き

学院科目早期
履
り し ゅ う せ い ど

修制度のページを確
かくにん

認してください。
URL： http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0262.html/

出
しゅつがん

願資
し か く

格

● 通
つ う さ ん

算GPAおよび修
し ゅ う と く た ん い

得単位

セメスター 通
つ う さ ん

算GPA 修
し ゅ う と く た ん い

得単位

7 セメスター進
しんきゅうじ

級時
第
だい

5 セメスター終
しゅうりょうじ

了時に3.00以
いじょう

上
が好

この

ましい
第
だい

6 セメスター終
しゅうりょうじ

了時までに
102単

たんいいじょうしゅうとく

位以上修得

8セメスター進
しんきゅうじ

級時
第
だい

6 セメスター終
しゅうりょうじ

了時に3.00以
いじょう

上
が好

この

ましい
第
だい

7 セメスター終
しゅうりょうじ

了時までに
118単

たんいいじょうしゅうとく

位以上修得

● 言
げ ん ご

語スコア
　下

か き

記のいずれかの公
こ う し き げ ん ご

式言語スコアを提
ていしゅつ

出できる者
もの

。但
ただ

し、日
に ほ ん

本の高
こうとうがっこうそうとう

等学校相当以
いじょう

上の通
つう

常
じょう

の課
か て い

程による学
がっこうきょういく

校教育を英
え い ご

語のみで 6 年
ねん

以
いじょう

上受
う

けた者
もの

は提
ていしゅつ

出する必
ひつよう

要はありません。

言
げ ん ご

語
検
けんてい

定
TOEFL‌

iBT® Test
TOEFL® 
PBT‌Test

TOEFL 
ITP®‌Test

TOEIC®‌
L & R TEST*

TOEIC®‌
L&R TEST 

(IP)*

IELTSTM

(Academic 
Module)

PTE
Academic

Cambridge 
English 

Language
Assessment

スコア 80点
てんいじょう

以上 550点
てんいじょう

以上 550点
てんいじょう

以上 780点
てんいじょう

以上 780点
てんいじょう

以上 6.0点
てんいじょう

以上 50点
てんいじょう

以上
FCE

Grade B
以
いじょう

上

【注
ちゅうい

意】
・‌TOEFL‌ITP®‌TestおよびTOEIC®‌L‌&‌R‌TEST‌(IP)は、本

ほんがく

学または立
りつめいかんだいがく

命館大学で実
じ っ し

施された
スコアに限

かぎ

ります。
・‌‌出

しゅつがんしかく

願資格は変
へんこう

更となることがあります。詳
しょうさい

細についてはアカデミック・オフィスウェブサイ
ト内

ない

にある大
だい が く い ん か も く

学院科目早
そ う き り し ゅ う せ い ど

期履修制度のページより募
ぼしゅうようこう

集要項を確
かくにん

認してください。
　URL： http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0262.html/
・‌‌上

じょうきようけん

記要件を満
み

たすことが出
で き

来ない場
ば あ い

合は、出
しゅつがんまえ

願前にアカデミック・オフィスに相
そうだん

談してください。
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■‌

大だい
が
く
い
ん
か
も
く
そ
う
き
り
し
ゅ
う
せ
い
ど

学
院
科
目
早
期
履
修
制
度

提
て い し ゅ つ し ょ る い

出書類

提
ていしゅつしょるい

出書類 部
ぶ す う

数 備
び こ う

考

①大
だいがくいんかもくそうきりしゅうねがい

学院科目早期履修願 １部
ぶ

本
ほんがくしょてい

学所定の用
よ う し

紙を使
し よ う

用してください。

②志
し ぼ う り ゆ う し ょ

望理由書 １部
ぶ 本

ほんがくしょてい

学所定の用
よ う し

紙に英
え い ご

語（約
やく

1,000語
ご

）で記
きじゅつ

述してく
ださい。

③学
が く せ き ぼ

籍簿 １部
ぶ 本

ほんがくしょてい

学所定の用
よ う し

紙を使
し よ う

用してください。アカデミッ
ク・オフィス窓

まどぐち

口にて配
は い ふ

布します。

④写
しゃしん

真 １枚
まい

最
さいきん

近 3 ヶ月
げつ

以
い な い

内に撮
さつえい

影したカラー顔
かおじゃし ん

写真（タテ
3 cm×ヨコ2.5cm）。裏

うらめん

面に氏
し め い

名を記
きにゅう

入したうえ
で「学

が く せ き ぼ

籍簿」に貼
はりつけ

付してください。

⑤英
えいごのうりょく

語能力を証
しょうめい

明する資
しりょう

料 １部
ぶ 日

に ほ ん

本の高
こうと う が っ こ う そ う と う い じ ょ う

等学校相当以上の通
つうじょう

常の課
か て い

程による学
がっ

校
こうきょういく

教育を英
え い ご

語のみで 6年
ねんいじょう

以上受
う

けた者
もの

は不
ふ よ う

要です。

⑥選
せんこうてすうりょう

考手数料 
10,000円

えん

（証
しょうし

紙）
10,000円

えん

の証
しょうし

紙を本
ほ ん が く せ っ ち

学設置の証
しょう め い し ょ じ ど う は っ こ う き

明書自動発行機で
購
こうにゅう

入し、他
ほか

の提
ていしゅつしょるい

出書類とともに提
ていしゅつ

出してください。

提
ていしゅつしょるい

出書類は変
へんこう

更となる可
か の う せ い

能性がありますので、必
かなら

ずアカデミック・オフィスウェブサイト内
ない

にある大
だ い が く い ん か も く そ う き

学院科目早期履
り し ゅ う せ い ど

修制度のページを確
かくにん

認してください。

学
が く せ き

籍および手
て す う り ょ う

数料について

学
が く せ き

籍

　大
だい が く い ん か も く そ う き り し ゅ う せ い

学院科目早期履修生はセメスター毎
ごと

の在
ざいせき

籍となりますので、次
じ

セメスターも履
りしゅう

修を希
き ぼ う

望

する場
ば あ い

合はあらためて出
しゅつがん

願してください。

選
せ ん こ う て す う り ょ う

考手数料

　選
せんこうてすうりょう

考手数料は、出
しゅつがん

願のたびに10,000円
えん

必
ひつよう

要となります。

受
じ ゅ こ う

講できる大
だ い が く い ん か も く

学院科目について

　受
じゅこう

講できる大
だい が く い ん か も く

学院科目は、出
しゅつがん

願した研
けんきゅうか

究科（アジア太
たいへいようけんきゅうか

平洋研究科もしくは経
けいえ い か ん り け ん き ゅ う か

営管理研究科）

の開
かい こ う か も く

講科目です。各
かく

研
けんきゅうか

究科の開
かい こ う か も く

講科目の時
じ か ん わ り

間割は、大
だいがくいん

学院のホームページから確
かくにん

認してください。

URL： http://www.apu.ac.jp/gradinfo/modules/gradinfo/content12/

大
だ い が く い ん し ん が く じ

学院進学時における単
た ん い に ん て い

位認定について

　本
ほ ん せ い ど

制度により修
しゅうとく

得した単
た ん い

位は、本
ほんがくだいがくいん

学大学院の当
とうがいけんきゅうか

該研究科に入
にゅうがくご

学後、本
ほんにん

人による申
しんせい

請に基
もと

づき、

研
けんきゅうか

究科が教
きょうがくじょうゆうえき

学上有益と認
みと

める範
は ん い

囲で、入
にゅうがくまえきしゅうとくたんい

学前既修得単位として認
にんてい

定します。

　但
ただ

し、本
ほ ん が く い が い

学以外の大
だいがくいん

学院へ進
しんがく

学した場
ば あ い

合は、本
ほ ん せ い ど

制度で履
りしゅう

修した単
た ん い

位の認
にんてい

定については進
しんがく

学

先
さき

の大
だいがくいん

学院による判
はんだん

断となります。
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■‌

入に
ゅ
う
が
く
ま
え
た
ん
い
に
ん
て
い

学
前
単
位
認
定

7. 4 入
にゅう

学
が く

前
ま え

単
た ん

位
い

認
に ん

定
て い

（１セメスター生
せ い

のみ対
たいしょう

象）
　APUでは多

た よ う

様な機
き か い

会を通
つう

じて積
せっきょくてき

極的に学
がくしゅう

修する意
い ぎ

義を確
かくにん

認し、入
にゅうがくまえ

学前（ 2 回
かいせい

生・ 3 回
かいせい

生編
へん

入
にゅうがく

学を除
のぞ

く）における「他
た だ い が く な ど

大学等での学
がくしゅう

修」に対
たい

して一
いってい

定の基
きじゅん

準を設
もう

けて単
た ん い に ん て い

位認定を行
おこ

なっ

ています。本
ほんにん

人からの申
しんせい

請に基
もと

づいて単
た ん い に ん て い

位認定を行
おこ

ないます。

以
い か

下の場
ば あ い

合についてのみ、入
にゅうがくまえ

学前の他
ただ い が く な ど

大学等における学
がくしゅう

修として単
たんいにんていしんせい

位認定申請を受
う

け付
つ

けています。

  ① APUに入
にゅうがく

学する前
まえ

に、他
た だ い が く

大学または短
た ん き だ い が く

期大学において履
りしゅう

修した科
か も く

目の修
しゅうとくたんい

得単位

  ② APUに入
にゅうがく

学する前
まえ

に、APUで「科
かもく と う り し ゅ う せ い

目等履修生」として履
りしゅう

修した科
か も く

目の修
しゅうとくたんい

得単位

単
た ん い に ん て い

位認定の上
じょうげん

限

　30単
た ん い

位まで

提
ていし ゅ つ し ょ る い

出書類

　①単
たんい に ん て い し ん せ い し ょ

位認定申請書　

　②成
せいせきしょうめいしょ

績証明書の原
げんぽん

本

　③‌‌各
か く か も く

科目のシラバス（科
か も く め い

目名・科
か も く が い よ う

目概要・評
ひょうかきじゅん

価基準・授
じゅぎょう

業の到
とうたつもくひょう

達目標・授
じゅぎょうじかん

業時間・授
じゅぎょうかい

業回

数
すう

等
など

が記
き さ い

載されているもの）

※②③については、以
い か

下の手
てじゅん

順で手
て つ づ

続きしてください。

・‌‌‌各
か く じ

自で前
ぜんせきだいがく

籍大学の教
きょ う む た ん と う ぶ し ょ

務担当部署に問
と

い合
あ

わせ、発
はっこう

行してもらう（※必
かなら

ず大
だいがく

学の公
こういん

印が押
おういん

印

されていること）。

・‌‌‌前
ぜんせきだいがく

籍大学より直
ちょくせつ

接APUに送
そ う ふ

付してもらう。（※前
ぜんせきだいがく

籍大学の封
ふうとう

筒を使
し よ う

用の上
うえ

、厳
げんぷう

封のこと）

上
じょうき

記の条
じょうけん

件を満
み

たさない場
ば あ い

合は、受
う

け付
つ

けることが出
で き

来ません。

申
し ん せ い じ き

請時期

　入
にゅうがくちょくご

学直後の第
だい

1 セメスターの申
し ん せ い き か ん

請期間のみ。これ以
い ご

後の申
しんせい

請は一
いっさい

切受
う

け付
つ

けません。

【注
ちゅうい

意】

・‌‌‌前
ぜんせきだいがく

籍大学にて 4 単
た ん い

位として認
にんてい

定されていても、対
たいおう

応するAPUの科
か も く

目が 2 単
た ん い

位の場
ば あ い

合は、
2 単

た ん い

位として認
にんてい

定します。
・‌‌‌成

せいせきひょうか

績評価は全
すべ

て「T」（Transfer：認
にんてい

定）となります。※卒
そつぎょう

業までに取
と

れるT認
にんてい

定の上
じょうげん

限は
60単

た ん い

位です。
・‌‌‌83ページ「2017年

ねん

度
ど

カリキュラム適
てきよう

用 単
たん

位
い

認
にんてい

定制
せい

度
ど

について」も併
あわ

せて確
かくにん

認してください。
・提

ていしゅつしょるい

出書類が全
すべ

て揃
そろ

っていない場
ば あ い

合は、単
たんい に ん て い し ん せ い

位認定申請を受
う

け付
つ

けません。
・‌‌シラバスが日

に ほ ん ご

本語または英
え い ご い が い

語以外の言
げ ん ご

語で記
き さ い

載されている場
ば あ い

合は、必
かなら

ず日
に ほ ん ご

本語または英
え い ご

語
の翻

ほんやく

訳を添
て ん ぷ

付してください。

詳
しょうさい

細は各
かく

セメスター開
か い し

始後
ご

にキャンパスターミナルに掲
けいさい

載しますので、確
かくにん

認してください。



193

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

そ
の
他た
制せい
度ど・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

7. 5 国
こ く な い た だ い が く

内他大学での修
し ゅ う と く た ん い に ん て い

得単位認定プログラム
　過

かじょう

剰な履
り し ゅ う ふ た ん

修負担を防
ふせ

ぎ、APUの正
せ い か

課の学
がくしゅう

修に集
しゅうちゅう

中し、正
せ い か

課の学
がくしゅうじかん

修時間を保
ほしょう

証する目
もくてき

的で、

下
か き

記の全
ぜん

プログラムを合
あ

わせた申
しんせい

請上
じょうげん

限科
か も く す う

目数、単
た ん い す う

位数、受
じ ゅ こ う か の う

講可能な時
じ き

期を設
せってい

定しています。

プログラム名
めい 申

しんせいじょうげんかもくすう

請上限科目数、単
た ん い

位数
すう

および
受
じ ゅ こ う か の う

講可能な時
じ き

期

放
ほうそうだいがく

送大学 ・‌‌1 セメスターごとに全
ぜん

プログラム合
ごうけい

計で、 3

科
か も く

目 6 単
た ん い

位の申
しんせい

請が上
じょうげん

限

・‌‌受
じ ゅ こ う か の う

講可能な時
じ き

期： 3～ 7セメスター生
せい

（立
りつ

命
めい

館
かん

大
だい

学
がく

夏
なつ

セッションは受
じ ゅ こ う じ

講時 3～ 6セメスタ

ー生
せい

）

大
おおいただいがく

分大学との正
せいかこうりゅう

課交流プログラム

大
おおいただいがく

分大学オンデマンド

とよのまなびコンソーシアム単
た ん い ご か ん

位互換

立
りつめいかんだいがくなつ

命館大学夏セッション

上
じょうげん

限を超
こ

えて各
かく

プログラムに申
しんせい

請をした場
ば あ い

合は、自
じ ど う て き

動的に申
しんせい

請が無
む こ う

効となります。

　2017年
ね ん ど

度カリキュラム適
てきよう

用のアジア太
たい へ い よ う が く ぶ

平洋学部（APS）生
せい

は、上
じょうき

記プログラムに申
しんせい

請する

ためには学
がくしゅうぶんや

修分野の登
とうろく

録を完
かんりょう

了していることが必
ひつよう

要です。

※‌‌なお、一
い ち ど と う ろ く

度登録した学
がくしゅうぶんや

修分野は、定
さだ

められた期
き か ん な い

間内（35ページ確
かくにん

認）であれば、何
な ん ど

度でも

変
へんこう

更が可
か の う

能です。

■‌

国こく
な
い
た
だ
い
が
く

内
他
大
学
で
の
修しゅ
う
と
く得

単たん
位い
認にん
て
い定
プ
ロ
グ
ラ
ム
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No. プログラム名
め い 申

し ん せ い じ き

請時期
（昨

さ く ね ん ど じ っ せ き

年度実績）
実
じ っ し じ き

施時期
（受

じ ゅ こ う じ き

講時期）
どのセメスターの履

りしゅうたん

修単
位
い

として認
にんてい

定されるか
単
た ん い に ん て い

位認定の結
け っ

果
か

が成
せ い

績
せ き

表
ひょう

に反
は ん

映
え い

される時
じ き

期

1 放
ほ う そ う だ い が く

送大学 1月
がつ

春
は る

Ⓢ 春
は る

セメスター
秋
あ き

セメスター
（修

し ゅ う せ い き か ん

正期間 2）

2 放
ほ う そ う だ い が く

送大学 6月
がつ

秋
あ き

Ⓕ 秋
あ き

セメスター
春
は る

セメスター
（修

し ゅ う せ い き か ん

正期間 2）

3
大
お お い た だ い が く

分大学との
正
せ い か こ う り ゅ う

課交流
3月

がつ

（春
は る

ｾﾒｽﾀｰ開
か い し ち ょ く ぜ ん

始直前）
春
は る

Ⓢ 春
は る

セメスター
秋
あ き

セメスター
（修

し ゅ う せ い き か ん

正期間 2）

4
大
お お い た だ い が く

分大学との
正
せ い か こ う り ゅ う

課交流
9月

がつ

（秋
あ き

ｾﾒｽﾀｰ開
か い し ち ょ く ぜ ん

始直前）
秋
あ き

Ⓕ 秋
あ き

セメスター
春
は る

セメスター
（修

し ゅ う せ い き か ん

正期間 2）

5 大
お お い た だ い が く

分大学オンデマンド
9月

がつ

（秋
あ き

ｾﾒｽﾀｰ開
か い し ち ょ く ぜ ん

始直前）
秋
あ き

Ⓕ 秋
あ き

セメスター
春
は る

セメスター
（修

し ゅ う せ い き か ん

正期間 2）

6
とよのまなびコンソー
シアム単

た ん い ご か ん

位互換
3月

がつ

（春
は る

ｾﾒｽﾀｰ開
か い し ち ょ く ぜ ん

始直前）
春
は る

Ⓢ 春
は る

セメスター
秋
あ き

セメスター
（修

し ゅ う せ い き か ん

正期間 2）

7
とよのまなびコンソー
シアム単

た ん い ご か ん

位互換
9月

がつ

（秋
あ き

ｾﾒｽﾀｰ開
か い し ち ょ く ぜ ん

始直前）
秋
あ き

Ⓕ 秋
あ き

セメスター
春
は る

セメスター
（修

し ゅ う せ い き か ん

正期間 2）

8
立
り つ め い か ん だ い が く

命館大学
夏
な つ

セッション
5月

がつ

春
は る

Ⓢ 春
は る

セメスター
秋
あ き

セメスター
（ 3月

が つ せ い せ き は っ ぴ ょ う じ

成績発表時）

申し
ん
せ
い請
上じ

ょ
う

の
注ち

ゅ
う
い意

【プログラムと申
しんせい

請～受
じゅこう

講～単
た ん い に ん て い

位認定のスケジュール一
いちらん

覧】
申
しんせいじょう

請上の注
ちゅうい

意

①‌‌申
し ん せ い じ き

請時期は相
あい て さ き だ い が く

手先大学の都
つ ご う

合により、変
か

わる場
ば あ い

合がありますので、キャンパスターミナル

で毎
まいとし

年の募
ぼ し ゅ う じ き

集時期を必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

②‌‌受
じ ゅ こ う か の う

講可能な時
じ き

期は受
じ ゅ こ う じ

講時に 3～ 7 セメスターの学
がくせい

生です。ただし、　‌立
りつめいかんだいがくなつ

命館大学夏セッショ

ンは 3～ 6 セメスターの学
がくせい

生です。

単た
ん

位い

認に
ん
て
い定
プ
ロ
グ
ラ
ム

■‌

国こ
く
な
い
た
だ
い
が
く

内
他
大
学
で
の
修し

ゅ
う
と
く得
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各
か く

セメスターで「受
じ ゅ こ う

講」可
か の う

能な全
ぜ ん

プログラムを通
つ う

じて、申
し ん せ い か の う

請可能な単
た ん い す う

位数は合
ご う け い

計 3 科
か も く

目 6 単
た ん い

位です。
申
し ん せ い じ

請時には、前
ま え

もって各
か く

セメスターの他
ほ か

の国
こ く な い

内プログラムの学
が く し ゅ う け い か く

習計画も立
た

てた上
う え

で申
し ん せ い

請してください。
2019 2020 2021 2022

秋
あ き

春
は る

秋
あ き

春
は る

秋
あ き

春
は る

凡
ぼ ん れ い

例　Ⓢ=春
は る

セメスター受
じ ゅ こ う

講のプログラム
　　   Ⓕ=秋

あ き

セメスター受
じ ゅ こ う

講のプログラム

申
し ん せ い

請Ⓢ 受
じ ゅ こ う

講Ⓢ 申
し ん せ い

請Ⓢ 受
じ ゅ こ う

講Ⓢ 申
し ん せ い

請Ⓢ 受
じ ゅ こ う

講Ⓢ

受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ 受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ 受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ

申
し ん せ い

請Ⓢ 受
じ ゅ こ う

講Ⓢ 申
し ん せ い

請Ⓢ 受
じ ゅ こ う

講Ⓢ 申
し ん せ い

請Ⓢ 受
じ ゅ こ う

講Ⓢ

受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ 受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ 受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ

受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ 受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ 受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ

申
し ん せ い

請Ⓢ 受
じ ゅ こ う

講Ⓢ 申
し ん せ い

請Ⓢ 受
じ ゅ こ う

講Ⓢ 申
し ん せ い

請Ⓢ 受
じ ゅ こ う

講Ⓢ

受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ 受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ 受
じ ゅ こ う

講Ⓕ 申
し ん せ い

請Ⓕ

申
し ん せ い

請・受
じ ゅ こ う

講Ⓢ 申
し ん せ い

請・受
じ ゅ こ う

講Ⓢ 申
し ん せ い

請・受
じ ゅ こ う

講Ⓢ

上
じ ょ う き

記の「申
し ん せ い

請Ⓢ」
に加

く わ

え、2020年
ね ん は る

春
の「申

し ん せ い

請・受
じ ゅ こ う

講Ⓢ」
も合

あ

わせて、合
ご う け い

計
3 科

か

目
もく

6 単
た ん い し ん

位申
請
せ い

可
か

能
の う

。

上
じ ょ う き

記の「申
し ん せ い

請Ⓕ」
全
ぜ ん

体
た い

で 3 科
か も く

目 6
単
た ん い

位申
し ん せ い

請可
か の う

能。
※上

じ ょ う き

記の「申
し ん せ い

請・
受
じ ゅ

講
こ う

Ⓢ」は2019秋
あ き

の「申
し ん せ い

請Ⓢ」と合
あ

わせて合
ご う け い

計 3 科
か も く

目
6 単

た ん

位
い し ん せ い か の う

申請可能。

上
じ ょ う き

記の「申
し ん せ い

請Ⓢ」
に加

く わ

え、2021年
ね ん は る

春
の「申

し ん せ い

請・受
じ ゅ こ う

講Ⓢ」
も合

あ

わせて、合
ご う け い

計
3 科

か も く

目 6 単
た ん い し ん

位申
請
せ い

可
か

能
の う

。

上
じ ょ う き

記の「申
し ん せ い

請Ⓕ」
全
ぜ ん

体
た い

で 3 科
か も く

目 6
単
た ん い

位申
し ん せ い

請可
か の う

能。
※上

じ ょ う き

記の「申
し ん せ い

請・
受
じ ゅ

講
こ う

Ⓢ」は2020秋
あ き

の「申
し ん せ い

請Ⓢ」と合
あ

わせて合
ご う け い

計 3 科
か も く

目
6 単

た ん

位
い し ん せ い か の う

申請可能。

上
じ ょ う き

記の「申
し ん せ い

請Ⓢ」
に加

く わ

え、2022年
ね ん は る

春
の「申

し ん せ い

請・受
じ ゅ こ う

講Ⓢ」
も合

あ

わせて、合
ご う け い

計
3 科

か

目
もく

6 単
た ん い し ん

位申
請
せ い

可
か

能
の う

。

上
じ ょ う き

記の「申
し ん せ い

請Ⓕ」
全
ぜ ん た い

体で 3科
か も く

目 6
単
た ん い し ん せ い か の う

位申請可能。
※上

じ ょ う き

記の「申
し ん せ い

請・
受
じ ゅ こ う

講Ⓢ」は2021秋
あ き

の「申
し ん せ い

請Ⓢ」と合
あ

わ
せて合

ご う け い

計 3 科
か も く

目
6 単

た ん い し ん せ い か の う

位申請可能。

■‌

国こく
な
い
た
だ
い
が
く

内
他
大
学
で
の
修しゅ
う
と
く得
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位い
認にん
て
い定
プ
ロ
グ
ラ
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■‌

放ほ
う
そ
う
だ
い
が
く

送
大
学
と
の
単た

ん

位い

互ご

換か
ん

7. 6 放
ほ う そ う だ い が く

送大学との単
た ん

位
い

互
ご

換
か ん

　放
ほうそうだいがく

送大学は、年
ねんれい

齢や職
しょくぎょう

業に関
かんけい

係なく人
ひとびと

々が学
まな

びつづける生
しょうがいがくしゅうしゃかい

涯学習社会の発
はってん

展を目
め ざ

指して

創
そうせつ

設された通
つうしんせい

信制の大
だいがく

学です。基
き そ

礎を身
み

につけ高
こ う ど

度な知
ち し き

識を学
まな

ぶべく、 多
おお

くの科
か も く

目を開
かい

講
こう

し

ており、テレビやラジオ、インターネットを利
り よ う

用して学
がくしゅう

習を進
すす

めることが大
おお

きな特
とくちょう

徴です。

　各
か く か も く

科目においては、通
つうしんてんさくしどう

信添削指導、単
た ん い に ん て い し け ん

位認定試験がありますが、単
た ん い

位認
にんてい

定試
し け ん

験は「学
がくしゅう

習センター」

で受
じゅけん

験することが必
ひつよう

要です。受
じゅけん

験については大
おおいた

分学
がくしゅう

習センターのみならず、全
ぜんこく

国の学
がくしゅう

習センター

での受
じゅけん

験が可
か の う

能です（ただし、申
し ん せ い じ

請時に受
じ ゅ け ん ち

験地の記
きにゅう

入が前
まえ

もって必
ひつよう

要です）。なお、放
ほうそうだいがく

送大学

で修
しゅうとく

得した単
た ん い

位のAPUでの成
せいせきひょうか

績評価は「T」（認
にんてい

定）となります。

授
じゅぎょうりょう

業料・申
し ん せ い

請・単
た ん い

位認
に ん て い

定
　放

ほうそうだいがく

送大学に対
たい

して支
し は ら

払う授
じゅぎょうりょう

業料は単
たんいせいじゅぎょうりょう

位制授業料です（ 1 単
た ん い

位あたり5,500円
えん

。入
にゅうがくきん

学金は不
ふ よ う

要）。

放
ほうそうだいがく

送大学のほとんどの科
か も く

目は 2 単
た ん い

位ですので、1 科
か も く

目あたり11,000円
えん

が必
ひつよう

要です（2020年
ねん

度
ど

）。

　放
ほうそうだいがく

送大学で行
おこな

われる科
か も く

目を受
じゅこう

講し、単
た ん い

位を認
にんてい

定するには、所
しょてい

定の期
き か ん

間にアカデミック･オフィ

スで申
しんせい

請を行
おこな

う必
ひつよう

要があります。ただし放
ほうそうだいがく

送大学の試
し け ん び

験日とAPUの授
じゅぎょうきかん

業期間（セッション含
ふく

む）・

期
き ま つ し け ん

末試験の期
き か ん

間が重
かさ

なる場
ば あ い

合があるため、 APUの時
じ か ん わ り

間割と重
かさ

ならない時
じ か ん た い

間帯で受
じゅこう

講してください。

授
じゅぎょう

業および試
し け ん に ち じ

験日時が重
じゅうふく

複した場
ば あ い

合でも、 両
りょうだいがく

大学ともに救
き ゅ う さ い そ ち

済措置はありません。

・‌受
じゅこう

講登
とうろく

録後
ご

、単
た ん い

位認
にんてい

定に関
かん

する申
しんせい

請は別
べ っ と

途必
ひつよう

要ありません。放
ほうそうだいがく

送大学よりAPUに送
そ う ふ

付され

る皆
みな

さんの成
せいせき

績資
しりょう

料に基
もと

づき単
た ん い

位認
にんてい

定を行
おこな

います。合
ごうかく

格した科
か も く

目のみ単
た ん い

位認
にんてい

定の対
たい

象
しょう

とな

ります。

・‌単
た ん い に ん て い

位認定は、在
ざいがくちゅう

学中のすべての単
た ん い に ん て い

位認定を合
ごうけい

計して、卒
そつぎょう

業までに60単
た ん い

位まで可
か の う

能です。

・‌放
ほうそうだいがく

送大学で履
りしゅう

修し、後
ご じ つ

日APUへ単
た ん い に ん て い

位認定を予
よ て い

定している単
た ん い す う

位数は、APUでの履
りしゅう

修科
か も く

目登
とう

録
ろく

時
じ

にセメスター回
かいせい

生ごとに設
せってい

定された上
じょうげん

限の単
た ん い す う

位数には含
ふく

まれません。

内
ないよう

容
放
ほうそうだいがく

送大学を2020年
ねん

秋
あき

セメスターに受
じゅこう

講
放
ほうそうだいがく

送大学を2021年
ねん

春
はる

セメスターに受
じゅこう

講
書
しょるい

類・内
ないよう

容 担
たんとう

当・場
ば し ょ

所

申
しんせい

請期
き か ん

間
2020年

ねん

6 月
がつ

22日㈪
‌ ～ 6 月

がつ

26日㈮
2021年

ねん

1 月
がつ

7 日㈭
‌ ～ 1 月

がつ

14日㈭

①特
とく べ つ

別聴
ちょうこう

講学
がく せ い

生出
しゅつがん

願票
ひょう

（グリーンの用
ようし

紙）
②放
ほうそうだいがくじゅこうしんせいしょ

送大学受講申請書

アカデミック・
オフィス

授
じゅぎょうりょうのうにゅうきげん

業料納入期限 9 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬 3 月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬
学
がくせい

生の現
げんじゅうしょ

住所へ納
の う ふ

付
書
しょ

を送
そう ふ

付
放
ほうそうだいがく

送大学

授
じゅぎょうかいしび

業開始日 10月
がつ

1 日㈭ 4月
がつ

1 日㈭

単
た ん い

位認
にんてい

定試
し け ん

験 1 月
がつ

下
げじゅん

旬 ７月
がつ

下
げじゅん

旬
放
ほうそうだいがく

送大学学
がくしゅう

習セ
ンター

成
せいせきつうち

績通知 2 月
がつ

下
げじゅん

旬 8 月
がつ

下
げじゅん

旬 学
がくせい

生へ通
つ う ち

知 放
ほうそうだいがく

送大学

単
た ん い

位認
にんてい

定の時
じ き

期
春
はる

セメスター第
だい

2 ク
オーターの履

りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録修
しゅうせいきかん

正期間

秋
あき

セメスター第
だい

2 ク
オーターの履

りしゅう

修科
か

目
もく

登
とうろく

録修
しゅうせいきかん

正期間

キャンパスターミナ
ルの成

せいせきしょうかいがめん

績照会画面に
単
たんいに ん て い け っ か

位認定結果を反
はんえい

映

アカデミック･
オフィス
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Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
学
が
く
し
ゅ
う修

そ
の
他た
制せい
度ど・プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

履りし
ゅ
う
か
も
く
と
う
ろ
く

修
科
目
登
録

試しけ
ん験
・
成せい
せ
き績

演えん
し
ゅ
う
か
も
く

習
科
目

Off-campus Study Program

■‌

大おお
い
た
だ
い
が
く

分
大
学
と
の
正せい
か
こ
う
り
ゅ
う

課
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

・‌8 セメスター以
いじょう

上の学
がくせい

生が放
ほうそう

送大
だいがく

学を受
じゅこう

講することはできません。

・‌直
ちょくせつ

接放
ほうそうだいがく

送大学に出
しゅつがん

願した場
ば あ い

合、APUでの単
た ん い

位認
にんてい

定はできません。必
かなら

ずアカデミック・オフィ

スを通
つう

じて出
しゅつがん

願してください。

・‌放
ほうそうだいがく

送大学で受
じゅこう

講する科
か も く

目がAPUのどの分
ぶ ん や

野に認
にんてい

定されるかについては、事
じ ぜ ん

前にアカデミック・

オフィスウェブサイトで確
かくにん

認できます。申
しんせいまえ

請前に必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

・‌放
ほうそうだいがく

送大学の再
さ い し け ん せ い ど

試験制度を利
り よ う

用して合
ごうかく

格した科
か も く

目は、単
た ん い

位認
にんてい

定の対
たいしょう

象とはなりません。

　出
し ゅ つ が ん し か く

願資格・出
しゅつがん

願日
に っ て い

程などの詳
しょうさい

細は、アカデミック・オフィスウェブサイトを確
か く に ん

認してください。

【注
ち ゅ う い

意】  プログラムへの申
し ん せ い

請を行
おこな

う場
ば あ い

合は、193～195ページ「国
こ く な い

内他
た だ い が く

大学での修
し ゅ う と く た ん い に ん て い

得単位認定プ
ログラム」を確

か く に ん

認してください。
　　　    ８3ページ「2017年

ねん

度
ど

カリキュラム適
てきよう

用 単
たん

位
い

認
にんてい

定制
せい

度
ど

について」も併
あわ

せて確
かくにん

認してください。

7. 7 大
お お い た だ い が く

分大学との正
せ い か こ う り ゅ う

課交流プログラム

　この制
せ い ど

度は、大
おおいただいがく

分大学で開
かいこう

講される授
じゅぎょう

業を科
かも く り し ゅ う

目履修できる制
せ い ど

度です。大
おおいただいがく

分大学で修
しゅうとく

得した単
た ん い

位は、

APUで単
た ん い に ん て い

位認定を行
おこな

うことが出
で き

来ます。

　年
ねん

2 回
かい

、セメスター開
か い し

始前
ぜ ん ご

後の時
じ き

期に募
ぼしゅう

集を行
おこな

います。

【注
ち ゅ う い

意】  プログラムへの申
し ん せ い

請を行
おこな

う場
ば あ い

合は、193～195ページ「国
こ く な い

内他
た だ い が く

大学での修
し ゅ う と く た ん い に ん て い

得単位認定プ
ログラム」を確

か く に ん

認してください。
　　　 ８3ページ「2017年

ねん

度
ど

カリキュラム適
てきよう

用 単
たん

位
い

認
にんてい

定制
せい

度
ど

について」も併
あわ

せて確
かくにん

認してください。



198

正門
Main Gate

正門受付
Main Gate Reception

Sakura Sky Garden

東門
East Gate

バス停
Bus Stop

テニスコート
Tennis Courts

ホール Hall
リハーサル室　Rehearsal Room
楽屋　Dressing Rooms
同時通訳ブース　Simultaneous Interpretation Booths

ミレニアムホール　Millennium‌Hall

Ｃ棟

1F　アカデミック・オフィス　(ライブラリー分室)　Academic Office (Library Office)
　　　APUライブラリー　APU Library
　　　マルチメディアルーム　Multimedia Room
　　　D101 ～ D108教室　Classroom D101 ～ D108
　　　エクステンションセンター　Extension Center
　　　学内アルバイトセンター　On-Campus Student Job Center
　　　ライティング・センター　Writing Center
　　　AMC (Analytics and Math Center)　
2F　APUライブラリー　APU Library
         Ｄ201 ～Ｄ214教室　Classroom D201 ～ D214

3F　Ｄ301 ～Ｄ305教室　Classroom D301 ～ D305
　　　ＣＡＩ教室1 ～ 12 CAI Classroom 1 ～ 12
　　　情報処理演習室1 ～ 6　Information Processing Seminar Room 1 ～ 6
　　　情報システム事務室 Information Systems Administrative Office
　　　マルチメディアラボⅠ Multimedia Lab Ⅰ

メディアセンター　Media‌Center

D棟

1F　スチューデント・オフィス　Student Office
キャリア・オフィス　Career Office
ヘルスクリニック　Health Clinic
株式会社クレオテック　CREOTECH CO., LTD Office
中央監視室　Central Security Office
カウンセリングルーム　Counseling Room　1 ～ 3

2F　アドミッションズ・オフィス　Admissions Office
コンベンションホール　Convention Hall
応接室　Reception Room

3F　会議室　Conference Rooms　1 ～ 6
アドミニストレーション・オフィス　Administration Office

4F　学長室・企画課・事業課
　　　Office of the President・Office of Planning・Office of Intutistional Advancement

　秘書担当　Secretaries to the Executives Team
　広報担当  Public Relations Team
　IR・事業計画担当  Institutional Research & Planning Team
　校友・父母担当  Parents and Alumni Association Team
　社会連携担当  Social Affiliations Team
役員室　Executive Office
応接室　Reception Room
会議室　Conference Rooms

5F　特別研究室　Guest Rooms　1 ～ 10

本部棟　Administration‌Building

A棟

1F　アカデミック・オフィス　Academic Office
リサーチ・オフィス　Research Office
教員控室　Faculty Lounge
印刷室　Printing Room

2F　研究会室3 ～ 6　Research Meeting Room 3 ～ 6
ケース開発センター　Center for Business Case Education
サイバースタディルーム　Cyber Study Room
アジア太平洋研究科博士前期課程院生共同研究室　GSA Master's Students Common Rooms
アジア太平洋研究科博士後期課程院生共同研究室　GSA Doctoral Students Common Rooms
経営管理研究科修士課程院生共同研究室　GSM Master's Students Common Room
客員研究員共同研究室　Visiting Research Fellow's Joint Research Room
平松守彦 名誉博士「一村一品運動」研究室　Honorary Doctorate HIRAMATSU
 Morihiko "One Village One Product Movement" Research Room
ラウンジ　Lounge
RCAPS研究会議室　RCAPS Conference Room

3F　個人研究室B301 ～ B327　Faculty Office B301 ～ B327
ゼミ・プロジェクト室1 ～ 3　Seminar Project Room 1 ～ 3
情報コーナー　Information Corner

4F　個人研究室B401 ～ B427　Faculty Office B401 ～ B427
ゼミ・プロジェクト室4 ～ 6　Seminar Project Room 4 ～ 6
情報コーナー　Information Corner

5F　個人研究室B501 ～ B527　Faculty Office B501 ～ B527
ゼミ・プロジェクト室7 ～ 9　Seminar Project Room 7 ～ 9
情報コーナー　Information Corner

研究棟　Faculty‌Offices

B棟

1F　講師共同執務室　Lecturers' Office
学生相談室　Student Counseling Room
会議室　Meeting Room
執行部室　Director's Room
印刷室　Printing Room
立命館アジア太平洋大学孔子学院　Confucius Institute at Ritsumeikan Asia Pacific University

2F　個人研究室BⅡ261 ～ BⅡ274　Faculty Office BⅡ261 ～ BⅡ274

3F　個人研究室BⅡ361 ～ BⅡ387　Faculty Office BⅡ361 ～ BⅡ387

研究棟Ⅱ　Faculty‌OfficesⅡ

BⅡ棟

G棟

EⅡ棟
E棟

Ａ棟

C棟

APハウス2　AP House2

APハウス1　AP House1



199※各
かくしゅしせつがいよう

種施設概要は200～209ページを確
かくにん

認してください。

メイングラウンド
Main Athletic Field

多目的グラウンド
Multi-purpose Field

ウェーブ
Wave Amphitheater

展望台
Lookout Point

Campus
 Map

キャンパスマップ

N

1F　Ｆ101 ～Ｆ112教室　Classroom Ｆ101 ～Ｆ112
　　　言語自主学習センター　Self-Access Learning Center
　　　和心庵(茶室)　HUT OF PEACE SPIRIT-Tea Ceremony Room

2F　Ｆ201 ～Ｆ214教室　Classroom Ｆ201 ～Ｆ214
　　　TA 執務室　TA Office
3F　Ｆ301 ～Ｆ304教室　Classroom Ｆ301 ～Ｆ304
　　　個人研究室Ｆ331～Ｆ346　Faculty Office Ｆ331～Ｆ346

教室棟　Classrooms

F棟

教室棟Ⅱ　ClassroomsⅡ

ＦⅡ棟

1F　アリーナ　Arena
　　　フィットネスルーム　Fitness Room
　　　スタッフルーム　Staff Room
　　　更衣室　Locker Room
　　　シャワー室　Shower Room

2F　アクティビティルーム　Activity Room
　　　格技室　Martial Arts Room

体育館　Gymnasium

G棟

居室　Rooms
APハウス・オフィス　AP House Office
ミーティングルーム　Meeting Room
インターネットルーム　Internet Room
APハウス1管理人室　AP House 1 Security Office

APハウス1　AP‌House‌1

居室　Rooms
ミーティングルーム　Meeting Room
インターネットルーム　Internet Room
APハウス2管理人室　AP House 2 Security Office

APハウス2　AP‌House‌2

1F　H101～ H102教室　Classroom H101～ H102

2F　H201～ H202教室　Classroom H201～ H202

3F　個人研究室H351～ H360　Faculty Office H351～ H360

大学院棟　Graduate‌School

H棟

1F　FⅡ120 ～ FⅡ124教室　Classroom FⅡ120 ～ FⅡ124
　　　情報処理演習室7 ～ 9　Information Processing Seminar Room7 ～ 9

2F　FⅡ220 ～ FⅡ226教室 Classroom FⅡ 220 ～ FⅡ 226
　　　CAI教室20 ～ 28　CAI Classroom 20 ～ 28

3F　FⅡ320 ～ FⅡ331教室　Classroom FⅡ320 ～ FⅡ331

1F　カフェテリア　Cafeteria
　　　生協本部　Co-op Office
　　　パシフィックカフェ　Pacific Café
　　　アトリエ　Atelier

2F　スチューデントホール　Student Hall
　　　学生執務室 Student Council Room
　　　マルチメディアラボⅡ　Multimedia LabⅡ
　　　学生ラウンジ　Student Lounge
　　　イベントスペース　Event Space
　　　和室　Japanese-style Room
　　　音楽練習室　Music Studio
　　　会議室　Conference Rooms
　　　ミーティングスペース　Meeting Space
　　　クワイエットスペース　The Quiet Space

スチューデント‌ユニオン　Student‌Union

E棟

1F　生協ショップ　Co-op

2F　プレゼンテーションスペース　Presentation Space
　　　多目的ホール　Multi-purpose Hall

スチューデント‌ユニオンⅡ　Student‌UnionⅡ

EⅡ棟

F棟

Ｈ棟

ＦⅡ棟
ＢⅡ棟

D棟
B棟
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各
かくしゅしせつがいよう

種施設概要

中央監視室 

Central Security Office 

※AED（自動体外式除細動器）あり 

応接室
4

応接室
3

応接室
1

応接室
2

キャリア・オフィス
Career OfficeStudent Office

スチューデント・オフィス

Reception
Room 4

Reception
Room 3

Reception
Room 1

Reception
Room 2

株式会社クレオテック
CREOTECH CO., LTD

Office

ヘルスクリニック 
Health Clinic 

カウンセリングルーム3
Counseling
Room 3

カウンセリングルーム2
Counseling
Room 2

カウンセリングルーム1
Counseling
Room 1

Administration 1F
本部棟

Administration <Bldg A>
本部棟

5F 特別研究室１～ 10
Guest Room １～ 10

3F

2F

会議室　第１～第６
Conference Rooms １～６

アドミッションズ・オフィス
Admissions Office

コンベンションホール
Convention Hall

アドミニストレーション・オフィス
Administration Office

会議室
Conference Rooms

応接室
Reception Room

1F スチューデント・オフィス
Student Office

株式会社クレオテック
CREOTECH CO., LTD Office

キャリア・オフィス
Career Office

中央監視室
Central Security Office

ヘルスクリニック
Health Clinic

カウンセリングルーム１～ 3
Counseling Room １～ 3

4F
・広報担当　
　Public Relations Team

役員室
Executive Offices

・校友・父母担当　
 　Parents and Alumni Association Team

・IR・事業計画担当
　Institutional Research & Planning Team

応接室
Reception Room

・秘書担当
　Secretaries to the Executives Team

会議室
Conference Room

・社会連携担当
　Social Affiliations Team

学長室・企画課・事業課
Office of the President・Office of Planning・Office of Institutional Advancement
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Faculty Offices 5F
研究棟

個人研究室
Faculty
Office
B513

個人研究室
Faculty
Office
B512

個人研究室
Faculty
Office
B511

個人研究室
Faculty
Office
B510

個人研究室
Faculty
Office
B509

個人研究室
Faculty
Office
B508

個人研究室
Faculty
Office
B507

個人研究室
Faculty
Office
B514
個人研究室
Faculty
Office
B515
個人研究室
Faculty
Office
B516
個人研究室
Faculty
Office
B517
個人研究室
Faculty
Office
B518
個人研究室
Faculty
Office
B519
個人研究室
Faculty
Office
B520
個人研究室
Faculty
Office
B521

個人研究室
Faculty
Office
B506
個人研究室
Faculty
Office
B505

情報コーナー
Information Corner

ラウンジ1
Lounge 1

ラウンジ2
Lounge 2

個人研究室
Faculty
Office
B504
個人研究室
Faculty
Office
B503
個人研究室
Faculty
Office
B502

個人研究室
Faculty
Office
B501

個人研究室
Faculty
Office
B522

ゼミ・
プロジェクト室9
Seminar Project

Room 9
〈SPR9〉

ゼミ・
プロジェクト室8
Seminar Project

Room 8
〈SPR8〉

ゼミ・
プロジェクト室7
Seminar Project

Room 7
〈SPR7〉

個人研究室
Faculty
Office
B523

個人研究室
Faculty
Office
B524

個人研究室
Faculty
Office
B525

個人研究室
Faculty
Office
B526

個人研究室
Faculty
Office
B527

Faculty Offices <Bldg B>
研究棟

5F

4F

3F

2F

個人研究室Ｂ501 ～Ｂ527
Faculty Offices B501 ～ B527

研究会室３～６
Research Meeting Rooms ３～６

アジア太平洋研究科博士後期課程院生共同研究室
GSA Doctoral Students Common Rooms

ラウンジ
Lounge

アジア太平洋研究科博士前期課程院生共同研究室
GSA Master's Students Common Rooms

ゼミ・プロジェクト室（SPR）７～９
Seminar Project Rooms 7 ～ 9

情報コーナー
Information Corner

個人研究室Ｂ401 ～Ｂ427
Faculty Offices B401 ～ B427

ゼミ・プロジェクト室（SPR）４～６
Seminar Project Rooms 4 ～ 6

情報コーナー
Information Corner

個人研究室　Ｂ301 ～Ｂ327
Faculty Offices B301 ～ B327

ゼミ・プロジェクト室（SPR）１～３
Seminar Project Rooms 1 ～ 3

情報コーナー
Information Corner

ケース開発センター
Center for Business Case Education

サイバースタディルーム
Cyber Study Room

RCAPS研究会議室
RCAPS Conference Room

客員研究員共同研究室
Visiting Research Fellows Joint Research Room

経営管理研究科修士課程院生共同研究室
GSM Master's Students Common Room
平松守彦 名誉博士「一村一品運動」研究室
Honorary Doctorate HIRAMATSU Morihiko“One Village One Product Movement”Research Room

1F アカデミック・オフィス
Academic Office

リサーチ・オフィス
Research Office

教員控室
Faculty Lounge

印刷室
Printing Room
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Faculty Offices 3F 
研究棟 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B313 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B312 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B311 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B310 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B309 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B308 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B307 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B314 
個人研究室 
Faculty 
Office 
B315 
個人研究室 
Faculty 
Office 
B316 
個人研究室 
Faculty 
Office 
B317 
個人研究室 
Faculty 
Office 
B318 
個人研究室 
Faculty 
Office 
B319 
個人研究室 
Faculty 
Office 
B320 
個人研究室 
Faculty 
Office 
B321 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B306 
個人研究室 
Faculty 
Office 
B305 

情報コーナー 
Information 
Corner 

ラウンジ 
Lounge 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B304 
個人研究室 
Faculty 
Office 
B303 
個人研究室 
Faculty 
Office 
B302 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B301 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B322 

ゼミ・
プロジェクト室3
Seminar Project

Room 3
〈SPR3〉

ゼミ・
プロジェクト室2
Seminar Project

Room 2
〈SPR2〉

ゼミ・
プロジェクト室1
Seminar Project

Room 1
〈SPR1〉

個人研究室 
Faculty 
Office 
B323 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B324 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B325 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B326 

個人研究室 
Faculty 
Office 
B327 

Faculty Offices 4F
研究棟

個人研究室
Faculty
Office
B413

個人研究室
Faculty
Office
B412

個人研究室
Faculty
Office
B411

個人研究室
Faculty
Office
B410

個人研究室
Faculty
Office
B409

個人研究室
Faculty
Office
B408

個人研究室
Faculty
Office
B407

個人研究室
Faculty
Office
B414
個人研究室
Faculty
Office
B415
個人研究室
Faculty
Office
B416
個人研究室
Faculty
Office
B417
個人研究室
Faculty
Office
B418
個人研究室
Faculty
Office
B419
個人研究室
Faculty
Office
B420
個人研究室
Faculty
Office
B421

個人研究室
Faculty
Office
B406
個人研究室
Faculty
Office
B405

情報コーナー
Information Corner

ラウンジ1
Lounge 1

ラウンジ2
Lounge 2

個人研究室
Faculty
Office
B404
個人研究室
Faculty
Office
B403
個人研究室
Faculty
Office
B402

個人研究室
Faculty
Office
B401

個人研究室
Faculty
Office
B422

ゼミ・
プロジェクト室6
Seminar Project

Room 6
〈SPR6〉

ゼミ・
プロジェクト室5
Seminar Project

Room 5
〈SPR5〉

ゼミ・
プロジェクト室4
Seminar Project

Room 4
〈SPR4〉

個人研究室
Faculty
Office
B423

個人研究室
Faculty
Office
B424

個人研究室
Faculty
Office
B425

個人研究室
Faculty
Office
B426

個人研究室
Faculty
Office
B427
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Faculty Offices 2F
研究棟

研究会室3
Research
Meeting
Room 3

研究会室4
Research
Meeting
Room 4

研究会室5
Research
Meeting
Room 5

研究会室6
Research
Meeting
Room 6

ケース開発
センター
Center for
Business
Case

Education

ラウンジ
Lounge

RCAPS研究会議室
RCAPS Conference Room

客員研究員共同研究室
Visiting Research Fellows
Joint Research
Room

経営管理研究科
修士課程院生
共同研究室

GSM Master’s Students
Common Room

アジア太平洋研究科
博士前期課程

院生共同研究室2
GSA 

Master’s Students
Common Room 2

アジア太平洋研究科
博士前期課程

院生共同研究室1
GSA 

Master’s Students
Common Room 1

アジア太平洋研究科
博士後期課程

院生共同研究室2
GSA 

Doctoral Students
Common Room 2

アジア太平洋研究科
博士後期課程

院生共同研究室1
GSA 

Doctoral Students
Common Room 1

サイバースタディルーム
Cyber Study Room

平松守彦 名誉博士
「一村一品運動」研究室
Honorary Doctorate HIRAMATSU Morihiko
‶One Village One Product Movement"
Research Room

Faculty Offices 1F
研究棟

リサーチ・オフィス
Research Office

アカデミック・オフィス
Academic Office

印
刷
室

教
員
控
室

Faculty
Lounge

Printing
Room
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個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ366

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ365

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ364

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ363

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ362

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ361

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ367

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ368

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ369

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ370

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ371

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ372

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ373

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ374

Faculty OfficesⅡ 3F
研究棟Ⅱ

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ383

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ384

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ385

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ382

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ381

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ380

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ379

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ378

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ377

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ376

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ375

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ386

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ387

Faculty Offices Ⅱ <Bldg BⅡ>
研究棟Ⅱ

3F

2F 個人研究室BⅡ261 ～ BⅡ274
Faculty Offices BⅡ261 ～ BⅡ274

個人研究室　ＢⅡ361 ～ＢⅡ387
Faculty Offices BⅡ361 ～ BⅡ387

1F 講師共同執務室
Lecturer Offices

学生相談室
Student Counseling Room

会議室
Meeting Room

立命館アジア太平洋大学孔子学院
Confucius Institute at Ritsumeikan Asia Pacific University

執行部室
Director's Room

印刷室
Printing Room
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個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ266

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ265

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ264

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ263

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ262

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ261

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ267

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ268

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ269

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ270

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ271

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ272

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ273

個人
研究室
Faculty
Office
BⅡ274

Faculty OfficesⅡ 2F
研究棟Ⅱ

印刷室
Printing
Room

立命館アジア太平洋大学孔子学院
Confucius Institute at
Ritsumeikan Asia Pacific

University

講師共同執務室
Lecturer Offices

会議室
Meeting Room

エントランスホール
Entrance Hall

執行部室
Director
Room Faculty OfficesⅡ1F

研究棟Ⅱ

ラウンジ
Lounge

ラウンジ
Lounge

会議室
Meeting
Room

学生相談室
Student Counseling Room
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Media Center 2F
メディアセンター

D204教室
Classroom
D204

D205教室
Classroom
D205

D206教室
Classroom
D206

D213教室
Classroom
D213

D214教室
Classroom
D214

D207教室
Classroom
D207

D208教室
Classroom
D208

D209教室
Classroom
D209

D210教室
Classroom
D210

D211教室
Classroom
D211

D212教室
Classroom
D212

閲覧室
Reading Room

PANGAEA 5　集中の森
Intensive Study Area

PANGAEA 4　静寂の森
Individual Study Area

閲覧室
Reading Room

研究個室
Study Booth

研究個室
Study Booth

閲覧室
Reading Room

閲覧室
Reading Room

D203教室
Classroom
D203

D202教室
Classroom
D202

D201教室
Classroom
D201

PANGAEA 7
メディアの森
Media Room

PANGAEA 6　思索の森
Reflective Study Area

Media Center <Bldg D>
メディアセンター

Media Center 1F
メディアセンターD103教室

Classroom
D103

D104教室
Classroom
D104 D107教室

Classroom
D107

D105教室
Classroom
D105

D106教室
Classroom
D106

マルチメディアルーム
Multimedia Room

閲覧室
Reading Room

アドバイジングルーム /Advising Room

ACライブラリー
Advisory Committee
Library

PANGAEA 2　協学の海
Collaborative Learning Area

エクステンション
センター
Extension
Center

D102教室
Classroom
D102

D101教室
Classroom
D101

D108教室
Classroom
D108

PANGAEA1
群育の海

Group Learning Area

プレゼンテーション
ルーム

Presentation
Room

グループ学習室
Group Study Rooms

1 2 3 4

AMC (Analytics and Math Center)

ライティング・センター
Writing Center
FIX講座

Foundation Intensive eXercise

PANGAEA 3　語らいの海
Dialog Area

学内アルバイ
トセンター
On-Campus
Student
Job Center

2F

1F

APUライブラリー
APU Library

D201 ～ D214教室
Classrooms

マルチメディアルーム
Multimedia Room

APUライブラリー
APU Library

エクステンションセンター　Extension Center
学内アルバイトセンター
On-Campus Student Job Center

その他
Other

3F D301 ～ D305教室
Classrooms

CAI教室1 ～ 12
CAI Classrooms 1 ～ 12

情報処理演習室（IPS）1 ～ 6
Information Processing Seminar Rooms 1 ～ 6

マルチメディアラボⅠ
Multimedia LabⅠ

情報システム事務室
Information Systems Administrative Office

D101 ～ D108教室
Classrooms

アカデミック・オフィス(ライブラリー分室)　
Academic Office (Library Office)

Media Center 3F
メディアセンター

CAI教室6
CAI Classroom

6

D301教室
Classroom
D301

D302教室
Classroom
D302

D305教室
Classroom
D305

D304教室
Classroom
D304

D303教室
Classroom
D303

CAI教室5
CAI Classroom

5

CAI教室4
CAI Classroom

4

CAI教室3
CAI Classroom

3

CAI教室2
CAI Classroom

2

CAI教室1
CAI Classroom

1
情報処理演習室2

Information Processing
Seminar Room 2

〈IPS2〉

情報処理演習室3
Information Processing
Seminar Room 3

〈IPS3〉

情報処理演習室4
Information Processing
Seminar Room 4

〈IPS4〉

情報処理演習室5
Information Processing
Seminar Room 5

〈IPS5〉

情報処理演習室6
Information Processing
Seminar Room 6

〈IPS6〉

サーバー室
Systems
Operations
Room

教室棟
to Classrooms

マルチメディアラボⅠ
Multimedia LabⅠ

情報処理演習室1
Information Processing
Seminar Room 1

〈IPS1〉

情報システム事務室
Information Systems
Administrative Office

CAI教室7
CAI Classroom

7

CAI教室8
CAI Classroom

8

CAI教室9
CAI Classroom

9

CAI教室10
CAI Classroom

10

CAI教室11
CAI Classroom

11

CAI教室12
CAI Classroom

12

ライティングセンター
Writing Center

AMC (Analytics and Math Center)
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Classrooms <Bldg F>
教室棟

教室 F301 ～ F304
Classrooms　F301 ～ F304

個人研究室F331 ～ F346
Faculty Office　F331 ～ F346

教室 F201 ～ F214
Classrooms　F201 ～ F214

TA 執務室
TA Office

教室 F101 ～ F112
Classrooms　F101 ～ F112

言語自主学習センター（SALC）
Self-Access Learning Center

和心庵（茶室）
HUT OF PEACE SPIRIT-Tea Ceremony Room

3F

2F

1F

F106教室
Classroom F106

F105教室
Classroom F105

F104教室
Classroom F104

F103教室
Classroom F103

F102教室
Classroom F102

F112教室
Classroom
F112

和心庵
HUT OF PEACE

SPIRIT
〈HPS〉

F111教室
Classroom
F111

F110教室
Classroom
F110

F107教室
Classroom
F107

F108教室
Classroom
F108

F109教室
Classroom
F109

F101教室
Classroom F101

言語自主学習センター（SALC）
Self-Access Learning Center

F210教室
Classroom
F210

F209教室
Classroom
F209

F208教室
Classroom
F208

F207教室
Classroom
F207

F206教室
Classroom
F206

F205教室
Classroom
F205

F204教室
Classroom
F204

F201教室
Classroom F201

F202教室
Classroom F202

F203教室
Classroom F203

TA 執務室
TA Office

F211教室
Classroom
F211

F212教室
Classroom
F212

F213教室
Classroom
F213

F214教室
Classroom
F214 

個人
研究室
Faculty
Office
F338

個人
研究室
Faculty
Office
F337

個人
研究室
Faculty
Office
F336

個人
研究室
Faculty
Office
F335

個人
研究室
Faculty
Office
F334

個人
研究室
Faculty
Office
F333

個人
研究室
Faculty
Office
F332

個人
研究室
Faculty
Office
F331

個人
研究室
Faculty
Office
F339

個人
研究室
Faculty
Office
F340

個人
研究室
Faculty
Office
F341

個人
研究室
Faculty
Office
F342

個人
研究室
Faculty
Office
F343

個人
研究室
Faculty
Office
F344

個人
研究室
Faculty
Office
F345

個人
研究室
Faculty
Office
F346

F302教室
Classroom
F302

F301教室
Classroom
F301

メディアセンター
to Media Center

F304教室
Classroom
F304

F303教室
Classroom
F303
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FⅡ220教室
Classroom FⅡ220

FⅡ221教室
Classroom FⅡ221

FⅡ222教室
Classroom FⅡ222

FⅡ226教室
Classroom
FⅡ226

FⅡ225教室
Classroom
FⅡ225

FⅡ224教室
Classroom
FⅡ224

CAI 教室 23
CAI

Classroom
23

CAI 教室 22
CAI

Classroom
22

CAI 教室 21
CAI

Classroom
21

CAI 教室 20
CAI

Classroom
20

CAI 教室 25
CAI

Classroom
25

CAI 教室 24
CAI

Classroom
24

CAI 教室 26
CAI

Classroom
26

CAI 教室 27
CAI

Classroom
27

CAI 教室 28
CAI

Classroom
28

ClassroomsⅡ <Bldg FⅡ>
教室棟Ⅱ

FⅡ120教室
Classroom FⅡ120

FⅡ121教室
Classroom FⅡ121

FⅡ122教室
Classroom FⅡ122

FⅡ123教室
Classroom
FⅡ123

FⅡ124教室
Classroom
FⅡ124

情報処理演習室8
Information Processing
Seminar Room 8

＜IPS8＞

情報処理演習室7
Information Processing
Seminar Room 7

＜IPS7＞

情報処理演習室9
Information Processing
Seminar Room 9

＜IPS9＞

3F 教室　FⅡ320 ～ FⅡ331
Classrooms　FⅡ320 ～ FⅡ331

2F 教室　FⅡ220 ～ FⅡ222・FⅡ224 ～ FⅡ226
Classrooms　FⅡ220 ～ FⅡ222・FⅡ224 ～ FⅡ226

CAI教室20 ～ 28
CAI Classrooms 20 ～ 28

1F 教室　FⅡ120 ～ FⅡ124
Classrooms　FⅡ120 ～ FⅡ124

情報処理演習室7 ～ 9
Information Processing Seminar Rooms 7 ～ 9

FⅡ326教室
Classroom
FⅡ326

FⅡ325教室
Classroom
FⅡ325

FⅡ324教室
Classroom
FⅡ324

FⅡ323教室
Classroom
FⅡ323

FⅡ322教室
Classroom
FⅡ322

FⅡ321教室
Classroom
FⅡ321

FⅡ320教室
Classroom
FⅡ320

FⅡ327教室
Classroom
FⅡ327

FⅡ328教室
Classroom
FⅡ328

FⅡ329教室
Classroom
FⅡ329

FⅡ330教室
Classroom
FⅡ330

FⅡ331教室
Classroom
FⅡ331
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FⅡ220教室
Classroom FⅡ220

FⅡ221教室
Classroom FⅡ221

FⅡ222教室
Classroom FⅡ222

FⅡ226教室
Classroom
FⅡ226

FⅡ225教室
Classroom
FⅡ225

FⅡ224教室
Classroom
FⅡ224

CAI 教室 23
CAI

Classroom
23

CAI 教室 22
CAI

Classroom
22

CAI 教室 21
CAI

Classroom
21

CAI 教室 20
CAI

Classroom
20

CAI 教室 25
CAI

Classroom
25

CAI 教室 24
CAI

Classroom
24

CAI 教室 26
CAI

Classroom
26

CAI 教室 27
CAI

Classroom
27

CAI 教室 28
CAI

Classroom
28

ClassroomsⅡ <Bldg FⅡ>
教室棟Ⅱ

FⅡ120教室
Classroom FⅡ120

FⅡ121教室
Classroom FⅡ121

FⅡ122教室
Classroom FⅡ122

FⅡ123教室
Classroom
FⅡ123

FⅡ124教室
Classroom
FⅡ124

情報処理演習室8
Information Processing
Seminar Room 8

＜IPS8＞

情報処理演習室7
Information Processing
Seminar Room 7

＜IPS7＞

情報処理演習室9
Information Processing
Seminar Room 9

＜IPS9＞

3F 教室　FⅡ320 ～ FⅡ331
Classrooms　FⅡ320 ～ FⅡ331

2F 教室　FⅡ220 ～ FⅡ222・FⅡ224 ～ FⅡ226
Classrooms　FⅡ220 ～ FⅡ222・FⅡ224 ～ FⅡ226

CAI教室20 ～ 28
CAI Classrooms 20 ～ 28

1F 教室　FⅡ120 ～ FⅡ124
Classrooms　FⅡ120 ～ FⅡ124

情報処理演習室7 ～ 9
Information Processing Seminar Rooms 7 ～ 9

FⅡ326教室
Classroom
FⅡ326

FⅡ325教室
Classroom
FⅡ325

FⅡ324教室
Classroom
FⅡ324

FⅡ323教室
Classroom
FⅡ323

FⅡ322教室
Classroom
FⅡ322

FⅡ321教室
Classroom
FⅡ321

FⅡ320教室
Classroom
FⅡ320

FⅡ327教室
Classroom
FⅡ327

FⅡ328教室
Classroom
FⅡ328

FⅡ329教室
Classroom
FⅡ329

FⅡ330教室
Classroom
FⅡ330

FⅡ331教室
Classroom
FⅡ331

209

Graduate School <Bldg H>
大学院棟

1F H101-H102教室
Classroom H101-H102

H102 H101
渡り廊下
Walkway

Graduate School 1F
大学院棟

H202 H201
渡り廊下
Walkway

Graduate School 2F
大学院棟

渡り廊下
Walkway

Graduate School 3F
大学院棟

個人
研究室
Faculty
Office
H355

個人
研究室
Faculty
Office
H354

個人
研究室
Faculty
Office
H353

個人
研究室
Faculty
Office
H352

個人
研究室
Faculty
Office
H351

個人
研究室
Faculty
Office
H356

個人
研究室
Faculty
Office
H357

個人
研究室
Faculty
Office
H358

個人
研究室
Faculty
Office
H359

個人
研究室
Faculty
Office
H360

2F H201-H202教室
Classroom H201-H202

3F 個人研究室H351 ～ H360
Faculty Office H351～ H360
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引
部屋の名称 通称 建物名⑴ 建物名⑵ 階数 部屋の名称 通称 建物名⑴ 建物名⑵ 階数

スチューデント・オフィス Bldg‌A 本部棟 1 教室D101～108 Bldg‌D メディアセンター 1
キャリア・オフィス Bldg‌A 本部棟 1 マルチメディアルーム Bldg‌D メディアセンター 1
株式会社クレオテック Bldg‌A 本部棟 1 エクステンションセンター Bldg‌D メディアセンター 1
中央監視室 Bldg‌A 本部棟 1 学内アルバイトセンター Bldg‌D メディアセンター 1
ヘルスクリニック Bldg‌A 本部棟 1 ライティングセンター Bldg‌D メディアセンター 1
カウンセリングルーム 1～ 3 Bldg‌A 本部棟 1 AMC(Analytics‌and‌Math‌Center) AMC Bldg‌D メディアセンター 1
アドミッションズ・オフィス Bldg‌A 本部棟 2 APUライブラリー Bldg‌D メディアセンター 2
コンベンションホール Bldg‌A 本部棟 2 教室D201～214 Bldg‌D メディアセンター 2
会議室 Bldg‌A 本部棟 2 教室D301～305 Bldg‌D メディアセンター 3
応接室 Bldg‌A 本部棟 2 CAI教室 1～12 CAI Bldg‌D メディアセンター 3
アドミニストレーション・オフィス Bldg‌A 本部棟 3 情報処理演習室（IPS）1～ 6 IPS Bldg‌D メディアセンター 3
第１会議室 Bldg‌A 本部棟 3 マルチメディアラボⅠ Bldg‌D メディアセンター 3
第２会議室 Bldg‌A 本部棟 3 情報システム事務室 Bldg‌D メディアセンター 3
第３会議室 Bldg‌A 本部棟 3 教室F101～112 Bldg‌F 教室棟 1
第４会議室 Bldg‌A 本部棟 3 言語自主学習センター（SALC）‌ SALC Bldg‌F 教室棟 1
第５会議室 Bldg‌A 本部棟 3 和心庵（茶室） 茶室 Bldg‌F 教室棟 1
第６会議室 Bldg‌A 本部棟 3 教室F201～214 Bldg‌F 教室棟 2
秘書担当 Bldg‌A 本部棟 4 TA執務室 Bldg‌F 教室棟 2
広報担当 Bldg‌A 本部棟 4 教室F301～304 Bldg‌F 教室棟 3
IR・事業計画担当 Bldg‌A 本部棟 4 個人研究室F331～346 Bldg‌F 教室棟 3
校友・父母担当 Bldg‌A 本部棟 4 教室FⅡ120～124 Bldg‌FⅡ 教室棟Ⅱ 1
社会連携担当 Bldg‌A 本部棟 4 情報処理演習室 7 ～ 9 Bldg‌FⅡ 教室棟Ⅱ 1
役員室 Bldg‌A 本部棟 4 教室FⅡ220～222・FⅡ224～226 Bldg‌FⅡ 教室棟Ⅱ 2
応接室 Bldg‌A 本部棟 4 CAI教室20～28 CAI Bldg‌FⅡ 教室棟Ⅱ 2
会議室 Bldg‌A 本部棟 4 教室FⅡ320～331 Bldg‌FⅡ 教室棟Ⅱ 3
特別研究室 1 Bldg‌A 本部棟 5 教室H101～H102 Bldg‌H 大学院棟 1
特別研究室 2 Bldg‌A 本部棟 5 教室H201～H202 Bldg‌H 大学院棟 2
特別研究室 3 Bldg‌A 本部棟 5 個人研究室H351～360 Bldg‌H 大学院棟 3
特別研究室 4 Bldg‌A 本部棟 5 ミレニアムホール Bldg‌C ミレニアムホール 1
特別研究室 5 Bldg‌A 本部棟 5 カフェテリア Bldg‌E スチューデントユニオン 1
特別研究室 6 Bldg‌A 本部棟 5 生協本部 Bldg‌E スチューデントユニオン 1
特別研究室 7 Bldg‌A 本部棟 5 パシフィックカフェ Bldg‌E スチューデントユニオン 1
特別研究室 8 Bldg‌A 本部棟 5 アトリエ Bldg‌E スチューデントユニオン 1
特別研究室 9 Bldg‌A 本部棟 5 スチューデントホール Bldg‌E スチューデントユニオン 2
特別研究室10 Bldg‌A 本部棟 5 学生執務室 Bldg‌E スチューデントユニオン 2
アカデミック・オフィス Bldg‌B 研究棟 1 マルチメディアラボⅡ Bldg‌E スチューデントユニオン 2
リサーチ・オフィス Bldg‌B 研究棟 1 学生ラウンジ Bldg‌E スチューデントユニオン 2
教員控室 Bldg‌B 研究棟 1 イベントスペース Bldg‌E スチューデントユニオン 2
印刷室 Bldg‌B 研究棟 1 和室 Bldg‌E スチューデントユニオン 2
研究会室 3 RMR 3 Bldg‌B 研究棟 2 音楽練習室 Bldg‌E スチューデントユニオン 2
研究会室 4 RMR 4 Bldg‌B 研究棟 2 会議室 Bldg‌E スチューデントユニオン 2
研究会室 5 RMR 5 Bldg‌B 研究棟 2 クワイエットスペース Bldg‌E スチューデントユニオン 2
研究会室 6 RMR 6 Bldg‌B 研究棟 2 生協ショップ Bldg‌EⅡ スチューデントユニオンⅡ 1
ラウンジ Bldg‌B 研究棟 2 プレゼンテーションスペース Bldg‌EⅡ スチューデントユニオンⅡ 2
サイバースタディルーム Bldg‌B 研究棟 2 多目的ホール Bldg‌EⅡ スチューデントユニオンⅡ 2
アジア太平洋研究科博士後期課程院生共同研究室 Bldg‌B 研究棟 2 アリーナ Bldg‌G 体育館 1
アジア太平洋研究科博士前期課程院生共同研究室 Bldg‌B 研究棟 2 フィットネスルーム Bldg‌G 体育館 1
ケース開発センター Bldg‌B 研究棟 2 スタッフルーム Bldg‌G 体育館 1
RCAPS研究会議室 Bldg‌B 研究棟 2 更衣室 Bldg‌G 体育館 1
経営管理研究科修士課程院生共同研究室 Bldg‌B 研究棟 2 シャワー室 Bldg‌G 体育館 1
客員研究員共同研究室 Bldg‌B 研究棟 2 アクティビティルーム Bldg‌G 体育館 2
平松守彦名誉博士「一村一品運動」研究室 Bldg‌B 研究棟 2 格技室 Bldg‌G 体育館 2
個人研究室B301～327 Bldg‌B 研究棟 3 居室 APHouse ＡＰハウス１
ゼミ・プロジェクト室（SPR）1～ 3 SPR1~3 Bldg‌B 研究棟 3 APハウス・オフィス APHouse ＡＰハウス１
情報コーナー Bldg‌B 研究棟 3 ミーティングルーム APHouse ＡＰハウス１
個人研究室B401～427 Bldg‌B 研究棟 4 インターネットルーム APHouse ＡＰハウス１
ゼミ・プロジェクト室（SPR）4～ 6 SPR4~6 Bldg‌B 研究棟 4 APハウス 1管理人室 APHouse ＡＰハウス１
情報コーナー Bldg‌B 研究棟 4 居室 APHouse ＡＰハウス２
個人研究室B501～527 Bldg‌B 研究棟 5 ミーティングルーム APHouse ＡＰハウス２
ゼミ・プロジェクト室（SPR）7～ 9 SPR7~9 Bldg‌B 研究棟 5 インターネットルーム APHouse ＡＰハウス２
情報コーナー Bldg‌B 研究棟 5 APハウス 2管理人室 APHouse ＡＰハウス２
講師共同執務室 Bldg BⅡ 研究棟Ⅱ 1
学生相談室 Bldg BⅡ 研究棟Ⅱ 1
会議室 Bldg BⅡ 研究棟Ⅱ 1
執行部室 Bldg BⅡ 研究棟Ⅱ 1
印刷室 Bldg BⅡ 研究棟Ⅱ 1
孔子学院 Bldg BⅡ 研究棟Ⅱ 1
個人研究室BⅡ261～BⅡ274 Bldg BⅡ 研究棟Ⅱ 2
個人研究室BⅡ361～BⅡ387 Bldg BⅡ 研究棟Ⅱ 3
APUライブラリー Bldg‌D メディアセンター 1
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？
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ぶ
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